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平成30年度 飯田市の公民館活動  基本方針 

１ 目指す都市像の実現に向けて公民館が果たすべきこと 

飯田市では、人口減少、少子・高齢化が進行し、地域活力の維持・向上が持続的な地域づくりにおける大き

な課題となっています。また、近い将来には、リニア中央新幹線の開通や三遠南信自動車道の全通の時代を迎

え、地域の大きな変貌が予想されます。こうした状況をとらえて、飯田市では、平成29年度から、新たな総合

計画に位置づけられる「いいだ未来デザイン2028」を、教育委員会においても「地育力による 未来をひらく 

心豊かな人づくり」を教育ビジョンとした「第２次飯田市教育振興基本計画」をスタートさせました。 

戦後まもなく発足した公民館は、地域に密着して市民の自由で主体的な文化学習活動を支援し、地域づく

りの基盤である人づくりに大きな役割を果たしてきました。 

地域を取り巻く状況が大きく変容してきている今日、地域住民が学びあいを通して、地域の課題と向き合い、

「私たちの地域は私たちの手でつくる」という住民自治の意識を高め合い、「結の心」でつながって、心

豊かに暮らせる地域をつくっていくことがますます重要となっています。 

飯田市の公民館は、社会教育法に基づく教育機関であるとともに、地域自治組織の構成団体であるとい

う２面性を持ち、地域の諸団体と連携協力を図りつつ、住民の自由で主体的な学習活動の支援を通して、

地域づくりを担う人材を育む地育力向上の拠点となっています。 

そこで、公民館は、住民による自立した地域経営をめざして、今後も引き続き地域に着目した学習と交

流を深める役割を担い、「みつける つながる 育てる 実現する場」として誇りと愛着を持って住み続け

られる地域づくり、人づくりを担っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 公民館の具体的な役割 

公民館は、地育力向上と住民自治の意識と力を育む拠点として、地域の特色ある自然や文化を基底にした地

域住民の学習と交流を図ります。少子高齢化や地域への帰属意識の希薄化など様々な地域の課題解決に向けた

学習を支援することで、コミュニティ意識の醸成や地域の担い手づくりを目指します。公民館の具体的な役割

は次のとおりです。 

(1) だれもが気軽に利用し活動できる「自由なたまり場」 

(2) 参加者の自主性・創造性を活かし仲間づくりを図る「集団的な活動と交流の場」 

(3) 先人が築いた歴史・文化を大切にして今に活かす「歴史を伝え文化を創造する場」 

(4) 住民の生涯にわたる学習や学習のグループ化を支援し様々な地域の課題に対応できる「学習の場」 

(5) 人が人として尊ばれ差別なく暮らせる「人間尊重の精神を学びあう場」 

(6) 地域の絆を深め健康で心豊かな人づくりを図る「スポーツ・レクリエーションの場」 

(7) 子どもたちが健やかに育つとともに故郷に誇りと愛着を持てる「地域の良さを再発見する場」 

(8) 地域のさまざまな出来事を記録し情報や地域の課題を提供・発信する「情報収集と発信の場」 

みつける つながる 育てる 実現する公民館 

・地域活性化の起爆剤となる地域の資源（人・もの）を発掘する 
・地域や人を知り、自己実現を図るテーマや素材を見つける 

・多様な主体が情報や課題を共有し取り組むことで相乗効果を生む 
・人と人が結びつくことで悩みや課題解決の糸口となる つ

な
が
る

・地域を担うキーパーソンが生まれ後継者が育つ 
・住民相互の学びが深まりネットワークが広がる 

・地域が活性化し地域の課題解決に結びつく 
・思いが実現できる 
・新たな気づきや視点を持つ 

育
て
る 

公民館は地育力を向上させる実践的な場として機能する 
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３ 飯田市の公民館活動の基本理念「４つの運営原則」 

昭和４８年、飯田市は文部省の委嘱を受けて、「管理運営に関する事項および運営の指針に関する事項」をまと

めました。昭和４６年から２年間かけて実施したこの公民館運営基準の研究の中で、次に掲げる「公民館運営の４

原則」が確認されました。時代は変化してもこの理念を尊重しつつ、公民館が果たすべき役割を担っていきます。 

 

４ 「４つの運営原則」に基づく主体的な公民館活動の展開に向けて 

地域自治組織のまちづくり委員会で各地区の公民館は、引き続き学習と交流を起点に地域内の連携協力を

図り、住民自治の充実に必要な地域の社会教育機関として地育力向上の拠点を担います。 
(1)各地区の公民館が設置する専門委員会は、「住民参画の原則」に基づいて地域を素材に学習と交流を促進す

る事業を主体的に企画立案し運営します。 
(2)分館は、最も身近なコミュニティ形成の場であり日常のたまり場として、身近な課題の解決に取り組むなど

住民同士のふれあいを大切にしながら主体的な活動を展開します。 
 

５ 重点目標 

 以上を踏まえ、以下の事項を平成30年度の重点目標として取り組みます。 

(1)リニア時代を迎え、今後、大きく変貌することが予想される地域にあって、地域の独自性や価値を見出し、

魅力を再認識できる人を育むための学習活動を進めます。 

(2)各地区の地域づくりの担い手を育むために、小・中・高校生・若者と地域を結ぶ学びの場を提供します。 

①地域と学校が協働して子どもを育てるしくみとしての飯田コミュニティスクールを地域から支えるとともに、地域で

の子どもたちの豊かな学びの機会を充実させ、大人の学びと子どもの育ちをつなげる地域学校協働活動を進めます。 

②地域を愛し、理解し、地域に貢献する人材を育てる「地域人教育」及び「高校生講座」に取り組むとともに、

各地区における高校生との連携事業を、ＬＧ飯田教育の視点で展開します。※注１ 

③青壮年世代が地域の将来を考え、切り拓いていくための自治の意識と力を育む学習活動に取り組みます。 

(3)40年の歴史を引き継ぐいいだ人形劇フェスタを、人とのつながりやふるさと意識の醸成、地域資源の保存継

承など様々な可能性をもつ場としてとらえ、地域づくりを担う人づくりにつなげるとともに、10年に一度の

「世界人形劇フェスティバル」を国際理解や多文化共生の機会として取り組みます。 

(4)各地区に内在する様々な地域の課題解決のために次の事業に取り組みます。 

①親子を対象に仲間づくりを図るとともに、子どもが健やかに育ち、発達段階に応じた基本的な生活習慣の

習得を支援する継続的な学習機会を提供します。 

②国籍にかかわらず住民が相互に理解し合える関係をつくるために、多文化交流や日本語および外国語の学

習の機会を提供します。また、一人ひとりの人権や平和について考える機会を提供します。 

③身近なところで様々な芸術文化に触れ、創造する機会を提供するとともに、地域独自の伝統文化の保存・

継承活動に取り組みます。 

④住民が郷土への関心を高め、誇りと愛着を育む多彩な学習の機会を提供します。 

⑤誰もが気軽にできるウオーキングやスポーツ活動の機会を提供するなど、栄養と健康、生活習慣病予防、

運動習慣の必要性など自身の健康についての学習を深めます。 

⑥身近な自然体験型活動から世界規模の地球温暖化防止まで多彩な環境学習の機会を提供します。 

(5)地域で活動する地縁団体やＮＰＯ法人を始めとした志縁団体などへの支援を行うとともに、こうした団体と

地域を結ぶ機能の構築を目指します。 

 

 (1) 地域中心の原則 
まちづくりを考えるときも、日常的に身近な地域から出発することが大切である。地域ごとに設置された公民館は常
に地域を中心としてとらえた学びの場であるべきである。 

(2) 並立配置の原則 
地域の規模や特徴は異なっても、公民館は２０地区に対等に配置され、それぞれの活動が等しく尊重される。この原
則は地域中心の原則を保障するものである。 

(3) 住民参画の原則 
公民館を設置し、そこに職員を配置することは行政の役割であるが、公民館の事業の企画運営は、地域住民によって
組織された専門委員会や運営委員会、より身近な住民の単位である分館活動など、それぞれの事業が自発的な住民の
意思に基づいて行われることが大切である。この様な組織や活動は、飯田市の公民館活動の原動力になっている。 

(4) 機関自立の原則 
教育行政が一般行政から一定の独立性、中立性を保っていることに鑑み、公民館が地域の社会教育機関として住民の
主体的な学習活動を保証することは大切である。その意味で公民館が自立した体制をもっていることは重要である。

※1「ＬＧ(地域・地球)飯田教育」とは・・・Local(地域)とGlobal(地球)を一体的、系統的に学ぶ、飯田市独自の教育実践。 

 Think Global, Act Local. Think Local, Act Global「地球規模で考え地域で実践し、地域を想い、地球規模で活躍」できる人材を育む。
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平成30年度 飯田市の公民館活動  事業計画 

 

 

 平成３０年度飯田市の公民館活動基本方針に基づいて、飯田市公民館（連絡調整を担う飯田市

公民館 <以下「市公民館」という。> と２０地区公民館）が展開する主な事業を次のとおり計画し

ます。 

 

 

１ ２０地区公民館と市公民館は合同して以下の事業を展開します。 

（１）第５６回飯田市公民館大会 

公民館関係者や広く市民を対象にして、１年間の公民館活動を総括して更なるステップアップ

を図る機会として、平成３１年２月１７日（日）に開催します。 

（２）いいだ人形劇フェスタ２０１８ 

今年度のいいだ人形劇フェスタは、世界人形劇フェスティバルとして８月３日（金）～１２日

（日）に開催します。地区実行委員会の充実を図って地区からフェスタを盛り上げるとともに、

国際理解や多文化共生の意識を醸成する機会として各地区の特色を生かして展開します。 

（３）飯田市成人式 

飯田市成人式は、平成３１年１月１３日（日）に新成人の一番身近な居住地域・出身地域を

単位に全市一斉で開催します。各地区では、新成人を含めた成人式実行委員会を組織し、新

成人が多様な活動を通じて地域を知り、地域との関わりを持てる学習を深めることで、地域

に誇りと愛着を持ち、将来における自己のあり方を見つめる機会とします。 

（４）地域学校協働活動と飯田コミュニティスクール 

地域学校協働活動を推進するしくみとしての飯田コミュニティスクールを地域から支えると

ともに、地域における子どもの活動を充実させ、地域と学校をつなぐ取り組みをします。 

（５）高校生と地域を結ぶ事業 

飯田OIDE長姫高校、松本大学、飯田市の３者が平成24年度に締結した「地域人教育パートナー

シップ協定」に基づき、地域を愛し、理解し、地域に貢献する人材育成に取り組みます。 

  さらに、他の高校との連携を図ったり新たな地区での取り組みを進めて、地域での高校生の豊

かな学びを支えます。 

 

 

２ ２０地区公民館は、専門委員会が主体的に事業を企画して展開するほか、多様な分野で 

学びの機会を設けることで、地域で学習と交流を深めます。（カッコ内は例示） 

（１）乳幼児親子が学ぶ（乳幼児学級など）                 …重点目標(4)-① 

（２）学齢期親子が学ぶ（家庭教育講座・講演会など）             …重点目標(4)-① 

（３）人権平和や多文化を学ぶ（人権講座、多文化共生事業など）             …重点目標(4)-② 

（４）地域で芸術文化に触れる（人形劇地区公演、コンサートなど）      …重点目標(4)-③ 

（５）身近な地域を素材に学ぶ（ふるさと学習、歴史学習会など）       …重点目標(4)-④ 

（６）健康で生き生き暮せる学び（健康教室、料理教室など）          …重点目標(4)-⑤ 

（７）身近に環境を学ぶ（環境学習講座、生物観察会など）               …重点目標(4)-⑥ 

（８）多彩な学びと交流（女性学級、高齢者学級など）                 …重点目標全て 
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３ 市公民館は、市民の学習と交流を深めるために以下の事業を主管して展開します。 

（１）高校生講座 

   海外との比較の中でふるさと飯田の魅力を再認識することを通して、地域に誇りと愛着を持ち、

グローバルな視点で地域の将来ビジョンをデザインし、自身の将来を切り拓くことのできる人

材を育成します。 

（２）青年層と地域を結ぶ事業 

高校卒業後の青年層が、自身の生き方を考える機会を提供するとともに、仲間や地域とつなが

り、この地域の将来を考えることのできる人材を育成します。 

（３）飯田市民大学講座 

「伊那谷の自然と文化」をテーマにして第４２回飯田市民大学講座を開講します。講座の内容

等は運営委員会で企画します。 

（４）飯田市女性バレーボール大会 

バレーボール連盟の協力を得て、参加チームの主体的な運営参加により開催します。会場は上

郷体育館と高陵中学校体育館で、１１月１１日（日）に開催します。 

（５）第４３回公民館コーラスグループ発表会    各公民館を拠点に活動するコーラスグループが実行委員会を組織し、自主運営方式で開催し

ます。会場は飯田市公民館で、平成３１年２月２４日（日）に開催します。 
（６）人権平和・多文化共生事業 

  地域の国際化に対応するために、平和学習を通じた人権・平和の意識向上を図るとともに、外

国人住民への日本語教育を柱とした多文化共生事業を展開します。 

（７）子育てサークル支援事業 

  子育てリーダーグループ「トライアングル」の支援を軸とした子育てネットワークの充実を図

ります。 

（８）国内外の都市との交流・支援事業    
  住民リーダーの育成や職員の力量形成を図るために、フィリピン・レガスピ市における公民館

を中心とした住民自治活動を支援するとともに、国内外の住民自治活動に熱心な自治体との交

流を通じて、互いの地域づくりについて学びあう事業を展開します。 

 

 

４ その他 

（１）第６６回天龍峡夏期大学講座 

社会課題や地域課題を考える契機とするとともに、地域への誇りと愛着を醸成することを目的

として、川路公民館が主管します。 

（２）ブロック公民館事業 

   20地区の公民館を４つに編成したブロック公民館では、スポーツ行事等を通じた他地域との交

流や、公民館役員対象の研修会及び情報交換会を実施します。 

（３）主事会プロジェクト事業 

   公民館主事会ではプロジェクトチームを編成して、公民館を取り巻く様々な課題解決のために

実践的な学習や研究に取り組みます。 

（４）大学と連携した地域課題解決の実践的展開 
  東京大学大学院との共同調査・学習をはじめとした高等教育機関等と連携して、地域に内在す

る課題解決に向けて実践的に取り組みます。 

（５）館長会・主事会 

  地域住民の学習活動を支える職員が、定期的な情報交換や研修会を開催して連携を深めるとと

もに、その力量形成に努めます。 
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飯 田 市 公 民 館 の あ ゆ み  

この地域は、大正期の自由画教育や青年運動から生まれた伊那自由大学などに代表される歴

史的・風土的な教育の土壌や、戦後直後からの青年会や婦人会の自主的な学習活動などを背景

に、全国に先駆けて公民館が設置されました。 

飯田市は、昭和12年に飯田町と上飯田町が合併し誕生しました。以来６回にわたり町村合併

が行われましたが、そのつど旧町村単位に独立公民館（以下「地区公民館」）と職員を配置し

てきました。旧飯田地区（橋北・橋南・羽場・丸山・東野）は、昭和43年に１館制から５館に

分離し、それぞれ地区公民館として位置づけられました。その後も平成５年７月１日に上郷町、

平成17年10月１日に上村、南信濃村と合併し、現在は中央館の役割を担う飯田市公民館（以下

「市公民館」）と、20の地区公民館が独立、並列方式により配置されています。 

市公民館は、全市民を対象とした事業や地区公民館相互の連絡調整を図る機関として、また

地区公民館は住民の身近な公民館として、地域課題や生活課題に対する学習や交流などを通じ

て住民の主体的な活動を支援し、地域の特色を生かした個性豊かで魅力ある地域づくりの一端

を担ってきました。 

昭和48年に文部省の委嘱を受け、公民館の運営基準について自ら研究し導き出した４つの運

営原則「地域中心」「住民参画」「並列配置」「機関自立」の考え方は、飯田市の地域づくりに

対する公民館の姿勢を反映したものであり、今も活動の基本方針となっています。 

なお飯田市は、平成19年4月に新たな住民自治の仕組みとして「地域自治組識」を導入しま

した。これにより公民館は、社会教育法にも基づき市が設置する社会教育機関であるとともに、

地域自治組織を構成するまちづくり委員会の１委員会に位置付けられました。 

 

 

飯 田 市 公 民 館 の 運 営 組 織  
 

市公民館には、館長会の互選で選出された市公民館長（非常勤特別職）、市公民館長を補

佐する副館長（課長職）、学習支援係（係長、主事、学習支援係、社会教育コーディ

ネーター）、管理係（係長、管理係）が職員として配置されています。また、市内全ての地

区公民館の館長・主事で構成される館長会及び主事会が置かれ、公民館職員の相互研鑽の場

になっています。 

地区公民館には、非常勤特別職の館長と常勤専任の公民館主事が配置されています。また、

人口規模の大きな地区である松尾・竜丘・伊賀良・鼎・上郷公民館、自治振興センターが併

設されていない旧市５地区の公民館及び南信濃公民館には、管理係が配置されています。 

地区公民館には、飯田市の公民館活動の４つの運営原則の一つである住民参画の原則を保

障し、住民主体の公民館活動を展開するため「専門委員会」が設置されています。専門委員

会の設置状況は地区によって異なりますが、主に文化委員会、体育委員会、広報委員会、青

少年育成委員会などが組織されています。専門委員会の名称、人数、役職、任期は公民館長

が定めることとなっており、町内あるいは分館からの推薦や地区内全域から適任者を選び、

公民館長が委嘱します。（詳細は、Ｐ8「専門委員会の設置状況」を参照） 

多くの地区公民館のもとに、集落単位を基本とする「分館」が組織されています。現在飯

田市には103の分館（休館を除く）があり、住民に最も身近な公民館として、住民の手に

よって主体的に運営されています。 

また地区公民館は、隣接する地域や中学校区などつながりの強い地域同士で「ブロック」

を組織しています。現在は20の地区公民館で４つのブロックを組織し、ブロック内で連携し

ながら事業を展開しています。 
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飯 田 市 公 民 館 の 活 動   
飯田市の公民館は、地域住民の学習、交流の場として、住民自らが自由闊達な学習活動やグ

ループ活動を展開しています。 

公民館が実施する学級や講座は、乳幼児やその保護者を対象としたものから高齢者の生き甲

斐づくりまで全ての世代を対象にしたものであり、学習内容も個人的な教養を高めるものから

地域課題や生活課題を捉えた組織的な学習活動まで、幅広い学習を展開しています。実施にあ

たっては、公民館職員が中心となって開催するものや、運営委員会や実行委員会などを組織し

市民参画のもと開催するものなど形態は様々ですが、学習や交流の機会を通じて主体的な人材

の育成に寄与しています。 

専門委員会の活動は、住民自らがアイデアを出し合い、それぞれの地域の特色を活かした

様々な事業を展開しています。専門委員会は公民館運営の母体であり、住民が事業の企画段階

から主体的に関わることにより地域を知り、地域を担う人材育成の場として機能しています。 

（詳細は、Ｐ16「専門委員会等事業一覧表」を参照） 

分館は、住民の生活に一番身近な公民館であり、子どもから高齢者まで日常的な学習や交流

の場になっています。分館では、なによりも住民同士のふれあいや交流を大切にし、分館独自

の事業を主体的に展開しています。また、地区公民館と密接につながり、一体となって公民館

の活動を支えています。 

 

 

飯 田 市 公 民 館 の 事 業  

 

市公民館事業 
・全市民を対象とした事業 
・新たな地域課題、生活課題に対応し、地区公民館に波及することをねらったモデル的な事業の

実施やそのための指導者の育成 
・地区公民館活動が円滑に展開されるためのネットワーク事業 

 

ブロック事業 
・地区公民館単独では実施困難な事業 
・地区公民館事業の継続発展した事業 
・ブロック内での情報交換、相互研鑽 

 

地区公民館事業 
・住民要望に基づく学級講座 

・専門委員会が企画する地区独自の事業 

・コミュニティを醸成する各種の事業 

・学習相談、学習情報の提供及び施設設備の提供 
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                                （人口は平成30年9月末現在）

 

現在、102の分館が、市民の手によって自主的に運営されている。 

飯田市公民館の運営組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公民館名 
ブロック 

体制 

人 口 

(人) 

職員体制 （人） 

公民館長※1 副館長補※2 公民館主事※3  管理係

 橋北公民館 

Ａ 

ブロック 

3,049 1 － 1 1 

 橋南公民館 2,712 1 － 1 1 

 羽場公民館 4,820 1 － 1 1 

 丸山公民館 3,456 1 － 1 1 

 東野公民館 2,936 1 － 1 1 

 座光寺公民館 

Ｂ 

ブロック 

4,488 1 1 1 － 

 山本公民館 4,823 1 1 1 － 

 伊賀良公民館 14,516 1 1 1 1 

 鼎公民館 13,201 1 1 1  2 ※4

 上郷公民館 14,001 1 1 1 1 

 松尾公民館 

Ｃ 

ブロック 

13,026 1 1 1 1 

 下久堅公民館 2,904 1 1 1 － 

 竜丘公民館 6,851 1 1 1 1 

 上村公民館 415 1 １ 1 － 

 南信濃公民館 1,396 1 １ 1 1 

 上久堅公民館 

Ｄ 

ブロック 

1,297 1 1 1 － 

 千代公民館 1,676 1 1 1 － 

 龍江公民館 2,826 1 1 1 － 

 川路公民館 1,992 1 1 1 － 

 三穂公民館 1,434 1 1 1 － 

計   101,819 20 人 15 人 20 人 12 人 

                                 

 

 
 

※1 公民館長は地域協議会が推薦し教育委員会が任命する。（非常勤特別職） 

※2 副館長補佐は自治振興センター所長が任命され、センター業務と公民館業務の連係調整を図る役割 

を担っている。（旧市５地区は除く） 

※3 公民館主事は常勤専任。自治振興センター職員の兼務辞令を受けている。 

※4 うち１名は社会教育コーディネーター。 

飯田市公民館 

飯田市公民館長 （１人） 
 

※非常勤特別職 

※飯田市公民館館長会会長 

※地区公民館長と兼任 

飯田市公民館副館長 （１人）

 

※課長職 
 

学習支援係 

学習支援係長 （１人） 
市公主事   （１人） 
社会教育コーディネーター 
       （２人） 

管理係 

管理係長 （１人） 
管理係  （１人） 飯田市公民館館長会 飯田市公民館主事会 

地区公民館 

分 館 

公
民
館
運
営
審
議
会
（
１４

人
） 

専門委員会の設置 
※委員は館長が委嘱。名称、委員数、役職及び任期は館長が定める。 

～住民参加による主体的な企画・運営～（20館共通） 
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地区公民館の専門委員会設置状況

公 民 館 名 名　称 人数
任期
（年）

公 民 館 名 名　称 人数
任期

（年）

文化部 10 2 文化部 7 2

体育部 10 2 体育部 8 2

広報部 10 2 青少年健全育成部 6 2

育成部 10 2 新聞部 12 2

文化委員会 11 2 文化委員会 15 2

体育委員会 12 2 体育委員会 24 2

文化委員会 12 2 広報委員会 11 2

体育委員会 13 2 民俗資料保存委員会 10 2

広報委員会 9 2 育成委員会 7 2

育成委員会 11 2 文化部会 10 2

文化部会 11 2 体育部会 14 2

体育部会 12 2 広報部会 9 2

広報部会 5 2 文化委員会 14 2

青少年健全育成部会 14 2 体育委員会 15 2

文化部 10 2 女性委員会 14 2

体育部 15 2 広報委員会 8 2

広報部 8 2 文化委員会 18 2

育成部 15 2 体育委員会 20 2

文化部 17 2 文化部 23 2

体育部 12 2 体育部 27 2

広報部 12 2 広報部 21 2

健全育成部 18 2 文化委員会 13 2

文化委員会 19 2 体育委員会 17 2

スポーツ委員会 22 2 広報委員会 12 2

広報委員会 19 2 文化部会 12 2

総務企画委員会 8 2 スポーツ部会 13 2

文化部 15 2 広報部会 11 2

体育部 20 2 青少年健全育成部会 12 2

広報部 11 2 地域を育む委員会 3 2

育成部 15 2 文化委員会 4 2

文化委員会 11 2 体育委員会 4 2

体育委員会 12 2 広報委員会 4 2

広報委員会 10 2 文化委員会 9 2

文化委員会 13 2 体育委員会 11 2

体育委員会 16 2 広報委員会 7 2

広報委員会 11 2 計 895

青少年育成委員会 11 2

上郷公民館

橋北公民館 龍江公民館

橋南公民館

竜丘公民館

羽場公民館

川路公民館

丸山公民館

三穂公民館

東野公民館

山本公民館

座光寺公民館
伊賀良公民館

鼎公民館

松尾公民館

下久堅公民館

上村公民館

上久堅公民館

南信濃公民館

千代公民館
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地 区 名 分 館 名 分館世帯数 地 区 名 分 館 名 分館世帯数 地 区 名 分 館 名 分館世帯数

橋 北 ★ 江 戸 浜 122 法 山 78 ★東 鼎 166

橋 南 な し 大 郡 58 ★西 鼎 133

羽 場 な し 米 峰 28 ★ 下 茶 屋 212

丸 山 な し 毛 呂 窪 68 ★中 平 640

吾 妻 町 南 49 八 ノ 倉 19 ★ 上 茶 屋 152

東 新 町 １ 46 下 村 81 ★切 石 880

錦 町 69 第 一 262 ★上 山 1149

高 羽 町 東 195 第 二 287 ★一 色 476

宮 の 前 休館 第 三 314 ★ 名 古 熊 766

宮 ノ 上 220 第 四 157 ★ 上 黒 田 665

諏 訪 町 67 駄 科 992 ★下黒田北 1021

座 光 寺 な し 長 野 原 465 ★下黒田南 802

上 溝 334 ★時 又 395 ★下黒田東 681

久 井 186 桐 林 575 ★丹 保 360

★水 城 330 上 川 路 131 ★北 条 409

★新 井 445 ２ 52 ★ 飯 沼 南 350

寺 所 242 ３ 49 ★南 条 293

★  明   558 ４ 110 ★ 別 府 上 382

★清 水 215 ５ 45 ★ 別 府 下 591

城 519 ６ 112 上 町 63

八 幡 町 382 ７ 114 中 郷 40

代 田 752 ８ 180 程 野 51

毛 賀 677 三 穂 な し 下 栗 42

常 盤 台 394 東 平 447 和 田 橋 北 155

知 久 平 245 大 明 神 146 和 田 橋 南 342

★ 虎 岩 139 北 平 309 八 重 河 内 47

柿 野 沢 87 中 平 102 木 沢 94

稲 葉 休館 西 平 71 南 和 田 70

小 林 46 南 湯 川 145

南 原 156 竹 佐 186

下 虎 岩 296 箱 川 80

１ 105 久 米 111 　以下１０２分館（休館を除く）

２ 74 二 ツ 山 休館

３ 101 下 殿 岡 382 　※うち条例分館は２７館

４ 89 上 殿 岡 476 　（★の印）

５ 80 三 日 市 場 386

６ 51 北 方 2015 　※世帯数は、平成30年度分館

北 部 44 大 瀬 木 1378 　　世帯数（平成30年9月末時点）

野 池 中 村 664

＊芋平区と野池区

　の合区(2018.4） 三 尋 石 157

米 川 116 鼎 ★下 山 801

飯 田 市 の 分 館

千 代

鼎

東 野
龍 江

上 郷

竜 丘

松 尾
川 路

上 村

山 本

南 信 濃

下 久 堅

上 久 堅

伊 賀 良

千 代 95
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管理費 事業費 面積　（㎡） 建設年月 構造

橋北公民館 84,000 272,000 2,123,000 2,479,000 594.6 S55. 3 鉄骨３

橋南公民館 206,000 261,000 1,699,000 2,166,000 550.9 S59. 3 鉄骨３

羽場公民館 404,000 323,000 2,459,000 3,186,000 937.2 S54. 3 鉄骨２

丸山公民館 282,000 284,000 2,272,246 2,838,246 896.0 S55. 3 鉄骨２

東野公民館 132,000 269,000 1,936,000 2,337,000 644.9 S60. 3 鉄骨２

座光寺公民館 370,000 312,000 4,955,700 5,637,700 901.6 S61. 4 鉄骨２

松尾公民館 546,000 560,000 7,487,000 8,593,000 2114.7 H 2. 3 鉄骨２

下久堅公民館 81,000 268,000 2,972,000 3,321,000 993.1 H26.12 鉄骨２

上久堅公民館 111,000 220,000 2,481,000 2,812,000 952.2 S56. 3 鉄骨２

千代公民館 47,000 231,000 2,360,000 2,638,000 797.1 H26.7 木造２

龍江公民館 164,000 265,000 5,422,000 5,851,000 912.7 S59. 3 鉄骨２

竜丘公民館 185,000 382,000 7,577,000 8,144,000 1699.1 H13. 5 鉄骨２

川路公民館 144,000 240,000 2,853,000 3,237,000 777.0 S57. 3 鉄骨２

三穂公民館 184,000 224,000 2,423,000 2,831,000 731.7 S59. 1 鉄骨２

山本公民館 261,000 322,000 3,547,000 4,130,000 1263.6 H 6. 3 鉄骨２

伊賀良公民館 375,000 601,000 8,169,441 9,145,441 1697.4 S63. 3 鉄骨２

鼎公民館 2,748,000 566,000 3,723,000 7,037,000 3678.7 S55. 2 鉄筋４

上郷公民館 172,000 591,000 59,792,025 60,555,025

上村公民館 0 193,000 730,000 923,000 582.95
H1.12

H29.3改修
鉄筋２
鉄骨２

南信濃公民館 0 223,000 2,257,000 2,480,000 1,548.4 H19.11 鉄筋２

小計 6,496,000 6,607,000 127,238,412 140,341,412 22273.9

飯田市公民館 2,806,000 7,693,000 － 10,499,000 3,059.80 S51.11 鉄筋４

合計 9,302,000 14,300,000 127,238,412 150,840,412 25333.7

公民館の予算及び施設の現状一覧表　

公民館名

　　　　　平成30年度当初予算　　（単位：円）
施設の現状

公　　費
地区費 総　　計

耐震整備化工事中
平成31年３月まで

〈説明〉
　・ブロック事業分の予算はブロック幹事の館へ配分している
　・「公費」は地区へ配分している金額のみで飯田市公民館で一括管理の予算（人件費、修繕費等）は含まれない
　・「地区費」は地区内における振興交付金からの配分額等であるため地区毎に積算根拠が異なる
　・上郷公民館地区費は、公民館建設関係経費含む金額。
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（平成29年度）

件  数 回  数 人  員 件  数 回  数 人  員 件  数 回  数 人  員 件  数 回  数 人  員

飯田市公民館 89 275 12,108 60 273 32,040 420 1,763 41,054 569 2,311 85,202

　　　　ホール 25 152 8,230 30 94 21,286 58 273 19,814 113 519 49,330

　　　　会議室 64 123 3,878 30 179 10,754 362 1,490 21,240 456 1,792 35,872

橋北公民館 135 229 3,035 78 186 3,209 1721 1,832 22,736 1,934 2,247 28,980

橋南公民館 10 11 80 77 80 1,343 581 641 5,948 668 732 7,371

羽場公民館 166 166 2,383 292 292 5,444 2203 2,237 31,267 2,661 2,695 39,094

丸山公民館 73 80 1,339 507 597 8,267 1047 1,116 13,278 1,627 1,793 22,884

東野公民館 41 45 662 104 151 2,210 673 1,709 21,672 818 1,905 24,544

座光寺公民館 41 58 1,139 808 1,495 16,826 457 822 8,610 1,306 2,375 26,575

松尾公民館 155 312 6,809 611 890 27,490 1006 2,520 36,614 1,772 3,722 70,913

下久堅公民館 43 43 727 698 741 12,987 170 382 6,846 911 1,166 20,560

上久堅公民館 7 7 94 110 265 3,529 172 269 3,917 289 541 7,540

千代公民館 31 31 411 140 140 2,801 411 411 5,101 582 582 8,313

龍江公民館 32 32 624 495 631 5,744 754 1,021 16,799 1,281 1,684 23,167

竜丘公民館 97 144 3,308 313 405 6,912 1863 2,227 31,787 2,273 2,776 42,007

川路公民館 9 11 320 435 468 6,204 359 372 3,648 803 851 10,172

三穂公民館 26 26 330 186 251 3,413 422 561 10,310 634 838 14,053

山本公民館 35 35 925 173 204 6,540 895 992 11,976 1,103 1,231 19,441

伊賀良公民館 182 232 4,905 436 591 11,702 1520 2,019 30,858 2,138 2,842 47,465

鼎公民館 133 246 9,083 119 273 22,228 1,385 2,886 56,211 1,637 3,405 87,522

　　　　ホール 15 27 5,059 51 172 18,224 28 129 10,153 94 328 33,436

　　　　会議室 118 219 4,024 68 101 4,004 1357 2,757 46,058 1,543 3,077 54,086

上郷公民館 0 0 0 92 173 3,378 376 706 16,239 468 879 19,617

上村公民館 2 3 70 15 82 1,170 1 2 20 18 87 1,260

南信濃公民館 11 11 307 172 172 2,769 252 252 6,176 435 435 9,252

南信濃学習
交流センター

2 2 75 106 106 1,528 153 153 5,681 261 261 7,284

地区館計 1,231 1,724 36,626 5,967 8,193 155,694 16,421 23,130 345,694 23,619 33,047 538,014

合計 1,320 1,999 48,734 6,027 8,466 187,734 16,841 24,893 386,748 24,188 35,358 623,216

飯田市各地区公民館利用状況

有  料  団  体 減  免  団  体 無  料  団  体 合        計
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平成３０年度　公民館学級・講座実施状況一覧表

公民館名 乳幼児教育支援事業 家庭教育支援事業 多文化共生事業 　地域芸術文化振興事業

飯田市公民館

　（P20～28参照）

○子育てネットワークトライアング
　 ルの活動支援
╺　フリーマーケット
╺　子育て情報誌編集、発行
╺　妊婦さん向け講座
╺　子育て講座
╺　子育てサークルリーダー育成

○わいわいサロン
○わいわいサロンⅡ
╺　鼎教室・松尾教室（夜間）
╺　出張講座
○日本語教室シンポジウム

橋北公民館

　（P29～35参照）

○０歳児学級
　（橋北・橋南・東野地区合同）
○２歳児学級「おさひま」
　（橋北・橋南・東野地区合同）

○和菓子づくり体験講座
○新春書き初め大会

　 ○３館合同文化講演会
　（橋北・橋南・東野地区合同）
○橋北地区伝統文化保存継承
　 プロジェクト（橋北屋台囃子保
　 存会支援事業）

橋南公民館

　（P36～44参照）

〇１歳児学級「ひよこ」
  （橋北・橋南・東野地区合同）

〇親子パン作り講座
〇放課後子ども教室
〇夏休み子ども教室

〇人権講演会 〇ふるさとコンサート
　（橋北・橋南・東野地区合同）
〇飯田人形劇フェスタ2017
　 橋南地区公演
〇第23回橋南文化祭
〇３館合同文化講演会
　（橋北・橋南・東野地区合同）
〇伝統文化教室
　－天龍太鼓子ども教室－
　－松一獅子舞教室－

羽場公民館

　（P45～50参照）

○０－１歳児学級
○２－３歳児学級

○家庭教育講演会
　　「子どもってね…」
　（羽場・丸山・東野地区合同）
○夏休み子ども寺子屋

○日本語講座

丸山公民館

　（P51～59参照）

○０・１歳児学級（すくすく学級）
○２・３歳児学級（まるやまっこ学
　 級）

○家庭教育講演会
　　「子どもってね…」
　（羽場・丸山・東野地区合同）
○MARUYAMA　FAMILY　DAY
○夏休み子ども寺子屋

○丸山○○プロジェクト

東野公民館

　（P60～67参照）

○3歳児学級「ぶどう」
　（橋北・橋南・東野地区合同）

○家庭教育講演会
　　「子どもって…」
　（羽場・丸山・東野地区合同）
○お正月行事
○夏休み子ども寺子屋
〇春休み寺子屋ひがしの

○ふるさとコンサート
　（橋北・橋南・東野地区合同）
○いいだ人形劇フェスタ2018
　 東野地区公演、東中学校区
　 講演（橋北・橋南・東野地区
　 合同）
○第46回東野区民文化祭

座光寺公民館

　（P68～74参照）

○ぴよぴよ教室
○2歳児学級
○アンパンマンの会

○子育て応援講座

松尾公民館

　（P75～80参照）

○０歳児学級
○１歳児学級
○２歳児学級
○３歳児学級

○遊休農地活用事業
○ラフティング体験教室
○親子パン作り教室

○多文化交流会 ○探勝会

下久堅公民館

　（P81～86参照）

○乳幼児学級ぽっかぽかいちご
○乳幼児学級ぽっかぽかあひる

○親子体験学習
○親子書き初め教室

○ふるさとコンサート

上久堅公民館

　（P87～93参照）

○乳幼児学級「わくわくキッズ」 ○上久堅小学校・ＰＴＡ・公民館
　 共催講演会
○図書分館・公民館共催冬の
　 お楽しみ会（クリスマス会）

○人形劇フェスタ
　　「市内観劇バスツアー」
〇書初め教室
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平成３０年度　公民館学級・講座実施状況一覧表

学習交流推進事業 郷土学習支援事業 健康学習推進事業 環境学習支援事業

○第56回飯田市公民館大会
○第42回飯田市民大学講座
〇第43回公民館コーラスグループ発表会
〇第37回飯田市女性バレーボール大会
〇飯田市成人式
○JICA草の根技術協力事業
　　「レガスピプロジェクト」
○若者講座

〇高校生講座
　　「カンボジア・スタディツアー」
〇地域人教育

○北斗のまち・さわやか講座
○しめ飾り講習会・もちつき交流会

○橋北まるごと博物館研究会事業 ○マレットゴルフ教室
○ウォーキング講座

〇伝統・文化継承講座「手の芸の会」
〇おひまち
〇しめ縄づくり講習会
〇もちつき大会
〇飯ごう炊さん
〇追手町小学校科学実験教室
〇防災講座

〇橋南史跡めぐり
〇橋南史跡ウォーキング
〇第33回橋南ウォークラリー大会

○いきいき講座 〇ラベンダー講座
○環境講座

○曙の里講座「お正月のお花を生けましょう」
○曙の里講座「書初め大会」
○図書館お楽しみ会

○あいさつ標語・ポスターコンクール
○曙の里講座「年越しそば打ち体験」
〇曙の里学習会

○探鳥会

○観月の夕べ ○かざこしタイム ○探鳥会

○独居高齢者学級「五福の会」
○女性学級「めだかの学校」
○若草の里東野講座「そば打ち体験」
〇文化講座
○しめ縄作り
○書初め書道教室
○三館合同文化講演会(橋北・橋南・東野）
○明日の東野をつくる集い

○東野文化の路探訪会
○若草の里東野講座「日本の日本の伝統
　 文化“のし”のお話を聞く会」

○みんなで歩かまい!めざせ１万
　 歩!!

○山菜採り勉強会

○麻績いきいき大学
○麻績の里体験学校
〇科学実験教室

○座光寺探訪

○松尾サイエンススクール
○男踊り教室
○地域いきいきセミナー

○水引教室
○松尾探検隊

○ひさかた村塾
○図書館お楽しみ会
○クリスマスお楽しみ会

○ひさかた和紙講座
○下久堅地区新年の会
○ひさかたウォーキング

○からだケア教室
○ヨガ・ストレッチ教室

○弓道体験会 ○上久堅を学ぶ会
○ふるさと自然体験2018
○南信州狼煙リレー
〇小学生への方言人形劇指導

○男性料理教室
　　「男子厨房に入る」
○十三の郷ウォーキング事業
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平成３０年度　公民館学級・講座実施状況一覧表

公民館名 乳幼児教育支援事業 家庭教育支援事業 多文化共生事業 　地域芸術文化振興事業

千代公民館

　（P94～98参照）

○乳幼児学級「ちよっ子クラブ」 ○親子料理教室 ○ラオスのオブジェクトシアター
　 ワークショップ

○新春書初め教室

龍江公民館

　（P99～104参照）

○乳幼児学級０－１歳（りす）
○乳幼児学級２－３歳
　　　　　　　　　（ぞう＆うさぎ）

○食育体験教室
　－季節の野菜づくり－
　－大豆・豆腐づくり体験－
○親子人形劇の会
○図書館お楽しみ会
○和紙作り
○地域クラブ
○小学校お助け隊

○人形劇フェスタ
　　　観劇バスツアー
○今田人形浄瑠璃の保存と継承

竜丘公民館

　（P105～109参照）

○0歳児学校
○1歳児学級
○2歳・3歳児学級

○家庭教育講演会
○竜丘あいさつ運動

○中国帰国者支援事業
　　「好友会」（日本語教室）

○ふるさとコンサート
○いいだ人形劇フェスタ2018
　 竜丘地区公演
○ニューイヤーコンサート
○竜丘地区文化祭

川路公民館

　（P110～115参照）

○乳幼児学級「すくすく学級」 ○人権教育講座 ○かるた会

三穂公民館
　
 （P116～120参照）

○乳幼児学級
○乳幼児のひろば

○文化セミナー ○いいだ人形劇フェスタ
　 三穂地区公演
○人形劇フェスタ
　　　観劇バスツアー

山本公民館
　
（P121～125参照）

○乳幼児学級（なかよし広場）
○乳幼児学級（ちびっこ広場）

○親子deクッキング
○児童センターおやつ作り

○二ツ山国際サロン

伊賀良公民館

（P126～130参照）

○乳幼児学級（0歳児、１歳児）

鼎公民館
　
（P131～137参照）

○つくし学級（３歳児学級）
○たんぽぽ学級（２歳児学級)
○いちご学級・りんご学級
  （１歳児学級)

○家庭教育講座（かなえ子育て
　 ネットワーク「すくすくの樹」）
○かなえっこ　どっきどきスクール
○保育園・幼稚園・小学校との連
　 携による子育て支援事業

○平和・人権学習
　　「清水まなぶ講演会」

○鼎の景観写真コンテスト
○ふるさと鼎コマーシャル
○ふるさと鼎ふれあい広場・文化
　 祭
○いいだ人形劇フェスタ2018
　 鼎地区公演

上郷公民館
　
（P138～144参照）

○乳幼児学級 ○子ども（親子）そば打ち教室
○子ども料理教室

上村公民館

 （P145～148参照）

○乳幼児学級「ひよこちゃん」 ○小学校ＰＴＡ共催講演会 高齢者福祉講座（健康フェス） ○人形劇フェスタ・
　　　観劇バスツアー
○しゃくなげ祭（文化祭）

南信濃公民館
　
（P149～153参照）

○乳幼児学級｢すこやか学級｣ ○小学校ＰＴＡ共催講演会
○親子映画の夕べ

○高齢者福祉学級
○高齢者学級「いこいの広場」

○ふるさとコンサート
○人形劇団育成事業
○南信濃地区芸術祭
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平成３０年度　公民館学級・講座実施状況一覧表

学習交流推進事業 郷土学習支援事業 健康学習推進事業 環境学習支援事業

○地域づくり講演会
○どんぐりの会読み聞かせ

○千代の古道歩き

○ストレッチ体操教室（のびのび元気体操）
○シェイプアップ体操（しなやかシェイプアップ
　 体操）

○郷土を学ぶ学習会
○龍江ふるさと探検
○武田信玄狼煙リレー

○健康測定 ○水辺の楽校活用・整備

○大人の学校 ○竜丘市民大学講座
○竜丘自由画保存顕彰委員会
○竜丘古墳の会
○民俗資料保存事業
○古墳まつり

○夏季スポーツ大会
○冬季スポーツフェスティバル
○竜丘市民運動会

○川で遊ぼう

○川路通学合宿
○第６6回天龍峡夏期大学
○第30回川路の明日を考える研究集会
○若者講座

○歴史文化セミナー
○世代間交流事業

○さわやか健康教室

○高齢者学級
○ほっとけない楽習会
○ふるさとコンサートin三穂
○ふれあい夏祭り
○三穂文化祭

○伊豆木人形の継承
○ふるさとめぐり三穂
○小学生農業宿泊体験

○ワンバウンドふらば～るバレー
　 大会
○お盆ソフトボール大会
○女性交流スポーツ大会
○三穂市民運動会
○ニュースポーツ大会
○体育施設整備作業

○高齢者学級
○メンズクッキング

○山本学講座
○ふるさとクッキング

○かさまつ大学
○伊賀良みらいセミナー準備会

○伊賀良を学ぼう～歴史・文化・自然～
○伊賀良を学ぼう～郷土料理教室～

○初心者向け料理教室

○華甲大学（高齢者学級）
○鼎小中ＰＴＡ公民館合同講演会

○地育力向上講座「ずんずんず～ん隊」
○ふるさと再発見ワンデーマーチ
○古文書講座

○料理教室
○ふるさと再発見ワンデーマーチ
○鼎地区体育祭（ペタンク大会）
○鼎地区縦断駅伝大会
○鼎地区女性バレーボール大会
○冬季スポーツ大会（ワンバウンド
　 ふらば～るバレーボール）
○ニュースポーツ講習会

○地育力向上講座
　　「ずんずんず～ん隊」
○鼎打ち水大作戦

○高齢者学級 ○郷土料理教室
○地域を知る会
○郷土料理を考える会

○農作業体験教室

○若い衆で地域を語らまいか
○世代間交流事業
○かみっこお楽しみ会

○小学生霜月祭横笛教室 ○ニュースポーツ講習会
○マレットゴルフ大会
○かみむら大運動会
○卓球大会
○春季スポーツ大会

○自然環境講座

○女性学級
○図書分館との合同事業
○遠山郷学び隊

○夏休み連続子ども講座
○春休み連続子ども講座

○南信濃地区野球大会
○南信濃ソフトボール大会
○南信濃地区市民運動会
○南信濃健康まつり

○ブッポウソウの保護活動
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会

・
館

報
橋

北
発

行
・
文

化
祭

に
お

け
る

工
作

コ
ー

ナ
ー

・
ほ

し
ぞ

ら
観

測
会

・
第

４
回

橋
北

再
発

見
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
「
す

た
て

く
さ

っ
さ

」
・
新

春
書

き
初

め
大

会
・
和

菓
子

づ
く

り
体

験
講

座

・
橋

北
・
橋

南
・
東

野
地

区
成

人
式

・
ふ

る
さ

と
コ

ン
サ

ー
ト

　
（
橋

北
・
橋

南
・
東

野
3
館

合
同

）
・
三

館
合

同
文

化
講

演
会

（
橋

北
、

橋
南

、
東

野
合

同
）

橋
南

公
民

館

　
（
P

3
6
～

4
4
参

照
）

・
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
2
0
1
8
橋

南
地

区
公

演
・
第

2
3
回

橋
南

文
化

祭
・
橋

南
史

跡
め

ぐ
り

・
橋

南
史

跡
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ

・
第

3
3
回

橋
南

ウ
ォ

ー
ク

ラ
リ
ー

大
会

・
橋

南
ソ

フ
ト
ボ

ー
ル

大
会

・
第

3
1
回

橋
南

連
合

大
運

動
会

・
橋

北
・
橋

南
・
東

野
地

区
成

人
式

・
ふ

る
さ

と
コ

ン
サ

ー
ト
（
橋

北
・
橋

南
・
東

野
3
館

合
同

）
・
三

館
合

同
文

化
講

演
会

（
橋

北
、

橋
南

、
東

野
合

同
）

・
放

課
後

子
ど

も
教

室
・
夏

休
み

子
ど

も
教

室
・
し

め
縄

作
り

講
習

会
・
お

ひ
ま

ち
・
も

ち
つ

き
大

会
・
飯

ご
う

炊
さ

ん
・
第

1
5
回

橋
南

夏
ま

つ
り

・
書

き
初

め
・
天

龍
太

鼓
子

ど
も

教
室

・
松

一
獅

子
舞

教
室

・
館

報
橋

南
の

編
集

羽
場

公
民

館

　
（
P

4
5
～

5
0
参

照
）

・
夜

の
講

座
・
か

ざ
こ

し
ふ

れ
あ

い
コ

ン
サ

ー
ト

・
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
2
0
1
8
羽

場
地

区
公

演
・
羽

場
地

区
文

化
祭

・
第

4
回

羽
場

ふ
れ

あ
い

ウ
ォ

ー
ク

ラ
リ
ー

大
会

・
ワ

ン
バ

ウ
ン

ド
ふ

ら
ば

～
る

バ
レ

ー
大

会
・
ソ

フ
ト
ボ

ー
ル

大
会

・
ふ

れ
あ

い
ス

ポ
ー

ツ
祭

・
囲

碁
ボ

ー
ル

大
会

・
広

報
「
あ

け
ぼ

の
」
発

行
・
魚

の
つ

か
み

取
り

・
き

の
こ

山
保

全
活

動
・
お

や
す

し
め

縄
作

り
交

流
会

・
新

春
お

楽
し

み
会

・
羽

場
丸

山
地

区
成

人
式

・
丸

山
小

学
校

放
課

後
子

ど
も

教
室

丸
山

公
民

館

　
（
P

5
1
～

5
9
参

照
）

・
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

2
0
1
8
丸

山
地

区
公

演
・
か

ざ
こ

し
ふ

れ
あ

い
コ

ン
サ

ー
ト

・
丸

山
地

区
文

化
祭

・
お

と
な

の
サ

ロ
ン

・
丸

山
く

ら
す

・
ソ

フ
ト
ボ

ー
ル

大
会

・
ワ

ン
バ

ウ
ン

ド
ふ

ら
ば

ー
る

バ
レ

ー
大

会
・
丸

山
地

区
市

民
大

運
動

会
・
囲

碁
ボ

ー
ル

大
会

・
健

康
講

座

・
広

報
ま

る
や

ま
の

編
集

・
ス

ポ
ー

ツ
・
文

化
教

室
支

援
事

業
・
お

正
月

飾
り

教
室

・
正

月
遊

び
・
も

ち
つ

き
体

験
・
親

子
交

流
体

験
事

業
・
丸

山
地

区
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
大

会

・
丸

山
羽

場
地

区
成

人
式

・
丸

山
小

学
校

放
課

後
子

ど
も

教
室

（
青

空
ス

ク
ー

ル
）

・
風

越
山

を
愛

す
る

会
・
丸

山
の

歌
を

つ
く

ろ
う

！
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・
風

越
山

麓
わ

く
わ

く
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・
ま

る
や

ま
石

窯
部

東
野

公
民

館

　
（
P

6
0
～

6
7
参

照
）

・
山

菜
採

り
勉

強
会

・
文

化
講

座
・
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
2
0
1
8
東

野
地

区
公

演
・
第

4
6
回

東
野

区
民

文
化

祭
・
東

野
文

化
の

路
探

訪
会

・
し

め
縄

作
り

・
お

正
月

行
事

・
ラ

ー
ジ

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

大
会

・
フ

ァ
ミ
リ
ー

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

大
会

・
ペ

タ
ン

ク
大

会
・
ワ

ン
バ

ウ
ン

ド
ふ

ら
ば

ー
る

バ
レ

ー
大

会
・
囲

碁
ボ

ー
ル

大
会

・
ま

ち
づ

く
り

会
報

「
ひ

が
し

の
」
の

発
行

（
第

4
9
～

5
3
号

）
・
ビ

デ
オ

収
録

、
編

集

・
親

と
子

の
ス

ポ
ー

ツ
交

流
会

・
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
2
0
1
8
東

野
地

区
公

演
・
第

4
6
回

東
野

区
民

文
化

祭
・
キ

ッ
ズ

チ
ャ

レ
ン

ジ
シ

リ
ー

ズ
・
お

正
月

行
事

・
子

ど
も

お
楽

し
み

会
・
小

、
中

学
校

卒
業

記
念

品
の

贈
呈

・
み

ん
な

で
歩

か
ま

い
!め

ざ
せ

１
万

歩
!!

・
橋

北
、

橋
南

、
東

野
地

区
成

人
式

・
ふ

る
さ

と
コ

ン
サ

ー
ト
（
橋

北
、

橋
南

、
東

野
合

同
）

・
三

館
合

同
文

化
講

演
会

（
橋

北
、

橋
南

、
東

野
合

同
）

・
丸

山
小

学
校

放
課

後
子

ど
も

教
室

（
青

空
ス

ク
ー

ル
）

公
民

館
名

専
　

門
　

委
　

員
　

会
　

事
　

業
そ

の
他
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平
成

３
０

年
度

　
専

門
委

員
会

等
事

業
一

覧
表

文
化

事
業

体
育

事
業

広
報

事
業

育
成

事
業

公
民

館
名

専
　

門
　

委
　

員
　

会
　

事
　

業
そ

の
他

座
光

寺
公

民
館

　
（
P

6
8
～

7
4
参

照
）

・
座

光
寺

人
形

劇
ま

つ
り

・
座

光
寺

地
域

文
化

祭
・
麻

績
の

里
種

ま
き

大
賞

・
座

光
寺

地
域

成
人

式
・
大

人
の

体
験

教
室

・
春

季
ス

ポ
ー

ツ
大

会
・
高

陵
地

区
体

力
測

定
会

・
座

光
寺

野
球

大
会

・
座

光
寺

地
域

市
民

運
動

会
・
地

区
ス

ポ
ー

ツ
交

流
月

間
・
健

康
測

定
会

・
冬

季
ス

ポ
ー

ツ
大

会

・
広

報
座

光
寺

発
行

・
広

報
座

光
寺

お
知

ら
せ

版
発

行
・
も

ち
つ

き
体

験
・
子

ど
も

桜
ガ

イ
ド

・
お

茶
摘

み
体

験
学

習
・
ホ

タ
ル

を
見

る
会

・
水

辺
の

広
場

で
遊

ぼ
う

・
星

空
観

察
会

・
ふ

る
さ

と
探

検
・
子

ど
も

科
学

教
室

・
体

験
学

校
ま

と
め

の
会

・
地

域
づ

く
り

フ
ォ

ー
ラ

ム
・
座

光
寺

の
名

物
を

つ
く

ろ
う

コ
ン

テ
ス

ト
・
公

民
館

女
性

委
員

の
会

・
座

光
寺

の
子

ど
も

を
語

る
会

・
座

光
寺

の
子

ど
も

を
語

る
会

推
進

委
員

会

松
尾

公
民

館

　
（
P

7
5
～

8
0
参

照
）

・
親

子
映

画
鑑

賞
会

・
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
2
0
1
8

・
第

1
6
回

松
尾

踊
っ

て
み

よ
う

会
・
松

尾
地

区
文

化
祭

・
松

尾
地

区
落

語
会

・
松

尾
地

区
成

人
式

・
お

手
軽

カ
メ

ラ
で

写
真

展

・
松

尾
地

区
市

民
運

動
会

・
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

講
習

会
・
分

館
交

流
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

大
会

・
分

館
交

流
ふ

ら
ば

～
る

バ
レ

ー
大

会

・
「
ま

つ
お

新
聞

」
の

発
行

・
松

尾
地

区
学

習
会

・
公

民
館

役
員

研
修

会
・
松

尾
地

区
還

暦
の

会

下
久

堅
公

民
館

　
（
P

8
1
～

8
6
参

照
）

・
ふ

る
さ

と
コ

ン
サ

ー
ト

・
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
2
0
1
5

・
ひ

さ
か

た
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
・
下

久
堅

地
区

成
人

式
・
ひ

さ
か

た
和

紙
の

里
づ

く
り

・
下

久
堅

地
区

文
化

祭

・
ク

ッ
ブ

体
験

会
、

分
館

対
抗

ク
ッ

ブ
大

会
・
分

館
対

抗
ソ

フ
ト
ボ

ー
ル

大
会

・
レ

デ
ィ

ー
ス

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

大
会

・
常

会
対

抗
盆

野
球

大
会

・
下

久
堅

地
区

市
民

運
動

会
・
囲

碁
ボ

ー
ル

大
会

・
冬

季
ス

ポ
ー

ツ
大

会

・
「
ひ

さ
か

た
」
の

発
行

・
魚

つ
か

み
ど

り
体

験
・
囲

碁
ボ

ー
ル

大
会

・
書

き
初

め
教

室

・
下

久
堅

地
区

成
人

式
・
下

久
堅

放
課

後
子

ど
も

教
室

・
ひ

さ
か

た
村

塾
・
ひ

さ
か

た
和

紙
保

存
会

上
久

堅
公

民
館

　
（
P

8
7
～

9
3
参

照
）

・
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
に

向
け

た
学

習
会

・
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

2
0
1
8
上

久
堅

地
区

公
演

・
上

久
堅

地
区

文
化

展
・
上

久
堅

う
た

の
祭

典
・
上

久
堅

を
知

る

・
竜

東
中

学
校

区
交

流
球

技
大

会
・
分

館
対

抗
女

性
ス

ポ
ー

ツ
大

会
・
分

館
対

抗
ソ

フ
ト
ボ

ー
ル

大
会

・
上

久
堅

地
区

運
動

会
・
冬

季
ス

ポ
ー

ツ
大

会
・
囲

碁
ボ

ー
ル

リ
ー

グ
戦

・
館

報
「
か

み
ひ

さ
か

た
」
発

行
・
館

報
編

集
学

習
会

・
館

報
発

送
サ

ー
ビ

ス
事

業
・
第

９
回

上
久

堅
写

真
展

・
分

館
自

主
活

動
・
世

代
交

流
し

め
縄

飾
り

講
習

会
・
第

2
6
回

ひ
さ

か
た

の
火

ま
つ

り
・
上

久
堅

地
区

成
人

式
・
小

学
校

ク
ラ

ブ
活

動
・
総

合
学

習
の

支
援

千
代

公
民

館

　
（
P

9
4
～

9
8
参

照
）

・
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
2
0
1
8
千

代
地

区
公

演
・
フ

ェ
ス

タ
か

ん
げ

き
バ

ス
ツ

ア
ー

・
千

代
峠

交
流

会
・
千

代
地

区
文

化
祭

・
千

代
地

区
成

人
式

・
ふ

る
さ

と
講

演
会

・
第

9
回

ワ
ン

ふ
ら

バ
レ

ー
大

会
・
千

代
地

区
市

民
運

動
会

・
第

5
回

囲
碁

ボ
ー

ル
大

会

・
館

報
千

代
の

発
行

（
６

回
）

・
ふ

る
さ

と
の

便
り

発
送

事
業

・
竜

東
中

学
校

地
区

交
流

ス
ポ

ー
ツ

大
会

・
万

古
渓

谷
栃

の
木

ツ
ア

ー
・
ウ

ォ
ー

ク
ラ

リ
ー

大
会

・
創

作
教

室

・
学

習
活

動
支

援
（
ど

ん
ぐ

り
の

会
、

千
代

の
歴

史
を

語
る

会
、

万
古

渓
谷

会
）

・
社

会
教

育
関

係
団

体
支

援
（
集

い
の

開
催

、
助

成
）

・
図

書
館

事
業

（
お

た
の

し
み

会
、

お
た

ん
じ

ょ
う

び
本

贈
呈

）
・
組

織
検

討
委

員
会

－17－



平
成

３
０

年
度

　
専

門
委

員
会

等
事

業
一

覧
表

文
化

事
業

体
育

事
業

広
報

事
業

育
成

事
業

公
民

館
名

専
　

門
　

委
　

員
　

会
　

事
　

業
そ

の
他

龍
江

公
民

館

　
（
P

9
9
～

1
0
4
参

照
）

・
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
龍

江
地

区
公

演
・
地

区
文

化
祭

、
芸

能
祭

・
ふ

る
さ

と
探

訪

・
地

区
市

民
運

動
会

・
さ

く
ら

ま
つ

り
ペ

タ
ン

ク
大

会
・
龍

江
絆

駅
伝

・
龍

江
新

聞
の

発
行

（
毎

月
）

・
龍

江
新

聞
地

区
外

発
送

・
龍

江
ふ

る
さ

と
探

検
・
百

人
一

首
大

会
、

龍
江

か
る

た
会

・
水

辺
の

楽
校

魚
釣

り
、

魚
つ

か
み

大
会

・
食

育
体

験
・
ア

ッ
プ

ル
キ

ッ
ズ

の
森

活
動

・
武

田
信

玄
狼

煙
リ
レ

ー
・
龍

江
地

区
成

人
式

・
和

紙
作

り
・
地

域
ク

ラ
ブ

活
動

・
小

学
校

お
助

け
隊

・
郷

土
を

学
ぶ

講
演

会
・
龍

江
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
運

営

竜
丘

公
民

館

　
（
P

1
0
5
～

1
0
9
参

照
）

・
ふ

る
さ

と
コ

ン
サ

ー
ト

・
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
2
0
1
8
竜

丘
地

区
公

演
・
ニ

ュ
ー

イ
ヤ

ー
コ

ン
サ

ー
ト

・
竜

丘
地

区
文

化
祭

・
竜

丘
市

民
大

学
講

座
・
成

人
式

・
夏

季
ス

ポ
ー

ツ
大

会
・
冬

季
ス

ポ
ー

ツ
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

・
竜

丘
市

民
運

動
会

・
館

報
た

つ
お

か
発

行
・
水

辺
の

楽
校

整
備

作
業

・
川

で
遊

ぼ
う

・
竜

丘
あ

い
さ

つ
運

動
・
古

墳
ま

つ
り

専
門

委
員

会
・
民

俗
資

料
保

存
委

員
会

特
別

委
員

会
・
竜

丘
古

墳
の

会
・
竜

丘
児

童
自

由
画

保
存

顕
彰

委
員

会

川
路

公
民

館

　
（
P

1
1
0
～

1
1
5
参

照
）

・
オ

ー
ケ

ス
ト
ラ

と
友

に
音

楽
祭

川
路

地
区

公
演

・
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
2
0
1
8
川

路
地

区
公

演
・
第

６
６

回
天

龍
峡

夏
期

大
学

・
川

路
地

区
文

化
祭

・
分

館
対

抗
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
大

会
・
分

館
対

抗
ソ

フ
ト
ボ

ー
ル

大
会

・
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

大
会

・
館

報
か

わ
じ

発
行

・
川

路
地

区
成

人
式

・
川

路
の

明
日

を
考

え
る

研
究

集
会

三
穂

公
民

館
　  （

P
1
1
6
～

1
2
0
参

照
）

・
ふ

る
さ

と
コ

ン
サ

ー
ト
in

三
穂

・
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
　

三
穂

地
区

公
演

・
ふ

れ
あ

い
夏

祭
り

・
ふ

る
さ

と
め

ぐ
り

三
穂

・
三

穂
文

化
祭

・
文

化
セ

ミ
ナ

ー

・
ワ

ン
バ

ウ
ン

ド
ふ

ら
ば

〜
る

バ
レ

ー
大

会
・
お

盆
ソ

フ
ト
ボ

ー
ル

大
会

・
三

穂
市

民
運

動
会

・
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

大
会

・
体

育
施

設
整

備
作

業

・
館

報
「
み

ほ
」
の

発
行

・
新

春
放

談
会

・
 三

穂
地

区
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
・
ブ

ロ
グ

の
更

新

＜
女

性
委

員
会

＞
・
ほ

っ
と

け
な

い
楽

習
会

・
女

性
交

流
ス

ポ
ー

ツ
大

会
＜

企
画

委
員

会
＞

・
公

民
館

委
員

研
修

視
察

旅
行

＜
そ

の
他

＞
・
伊

豆
木

人
形

の
継

承
・
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
　

 観
劇

バ
ス

ツ
ア

ー
・
三

穂
地

区
成

人
式

・
小

学
生

農
業

宿
泊

体
験

山
本

公
民

館
　 （
P

1
2
1
～

1
2
5
参

照
）

・
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
で

山
本

地
域

を
学

ぼ
う

！
！

・
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
2
0
1
8
山

本
地

区
公

演
・
山

本
地

区
文

化
祭

・
国

際
ふ

れ
あ

い
交

流
会

・
分

館
対

抗
ス

ポ
ー

ツ
大

会
・
体

力
促

進
会

・
山

本
地

区
市

民
大

運
動

会
2
0
1
8

・
軽

ス
ポ

ー
ツ

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル

＜
企

画
委

員
会

＞
・
や

ま
び

こ
マ

ー
チ

お
も

て
な

し
・
山

本
夏

祭
り

・
武

田
信

玄
狼

煙
リ
レ

ー
・
山

本
地

区
成

人
式

伊
賀

良
公

民
館

（
P

1
2
6
～

1
3
0
参

照
）

・
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
2
0
1
8
伊

賀
良

地
区

公
演 ・
ふ

る
さ

と
ゲ

ー
ム

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

～
大

瀬
木

の
巻

～
・
伊

賀
良

地
区

文
化

祭
・
伊

賀
良

地
区

成
人

式

・
伊

賀
良

地
区

交
流

ペ
タ

ン
ク

大
会

・
分

館
対

抗
夏

季
ス

ポ
ー

ツ
大

会
・
山

本
地

区
と

の
交

流
会

・
伊

賀
良

地
区

大
運

動
会

・
分

館
対

抗
冬

季
ス

ポ
ー

ツ
大

会

・
広

報
い

が
ら

発
行

・
米

寿
記

念
写

真
撮

影
、

贈
呈

・
学

校
体

育
施

設
運

営
委

員
会

、
調

整
会

議
・
展

示
コ

ー
ナ

ー
運

営
委

員
会
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平
成

３
０

年
度

　
専

門
委

員
会

等
事

業
一

覧
表

文
化

事
業

体
育

事
業

広
報

事
業

育
成

事
業

公
民

館
名

専
　

門
　

委
　

員
　

会
　

事
　

業
そ

の
他

鼎
公

民
館

　 （
P

1
3
1
～

1
3
7
参

照
）

・
ふ

る
さ

と
再

発
見

ワ
ン

デ
ー

マ
ー

チ
・
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
2
0
1
8

・
鼎

打
ち

水
大

作
戦

・
ふ

る
さ

と
鼎

ふ
れ

あ
い

広
場

・
文

化
祭

・
鼎

の
景

観
写

真
コ

ン
テ

ス
ト

・
鼎

地
区

成
人

式
・
ふ

る
さ

と
鼎

コ
マ

ー
シ

ャ
ル

・
鼎

地
区

体
育

祭
（
ペ

タ
ン

ク
大

会
）

・
鼎

地
区

縦
断

駅
伝

大
会

・
鼎

地
区

女
性

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

大
会

・
鼎

公
民

館
長

杯
冬

季
ス

ポ
ー

ツ
大

会
・
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

講
習

会

・
「
公

民
館

報
か

な
え

」
の

発
行

・
婦

人
団

体
連

絡
協

議
会

の
活

動
支

援
・
鼎

の
子

ど
も

を
語

る
会

上
郷

公
民

館
　 （
P

1
3
8
～

1
4
4
参

照
）

・
上

郷
地

区
文

化
祭

・
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
上

郷
地

区
公

演
・
春

季
ス

ポ
ー

ツ
交

流
会

・
夏

季
ス

ポ
ー

ツ
交

流
会

・
上

郷
地

区
大

運
動

会
・
冬

季
ス

ポ
ー

ツ
交

流
会

　
高

陵
地

区
体

力
測

定
会

・
「
広

報
か

み
さ

と
」
発

刊
事

業
・
あ

い
さ

つ
運

動
・
野

底
山

森
林

公
園

祭
り

へ
の

参
加

・
高

松
の

丘
音

楽
会

・
ペ

ッ
ト
ボ

ト
ル

ロ
ケ

ッ
ト
を

打
ち

上
げ

よ
う

！

・
分

館
役

員
研

修
会

・
上

郷
歩

こ
う

会
・
久

遠
の

会
・
上

郷
地

区
成

人
式

・
地

域
づ

く
り

フ
ォ

ー
ラ

ム

上
村

公
民

館

 （
P

1
4
5
～

1
4
8
参

照
）

・
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
2
0
1
8

・
し

ゃ
く

な
げ

祭
（
文

化
祭

）
・
遠

山
地

区
成

人
式

・
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

講
習

会
・
マ

レ
ッ

ト
ゴ

ル
フ

大
会

・
か

み
む

ら
大

運
動

会
・
第

2
5
回

小
学

生
、

公
民

館
卓

球
大

会
・
春

季
ス

ポ
ー

ツ
大

会

・
「
館

報
か

み
む

ら
」
発

行
若

い
衆

で
地

域
を

語
ら

ま
い

か
P
T

A
共

催
講

演
会

霜
月

祭
横

笛
教

室

南
信

濃
公

民
館

　 （
P

1
4
9
～

1
5
3
参

照
）

・
ふ

る
さ

と
コ

ン
サ

ー
ト
2
0
1
8
ｉｎ

遠
山

郷
・
子

供
映

画
の

夕
べ

・
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
2
0
1
8

・
遠

山
地

区
成

人
式

・
生

活
改

善
　

盆
の

取
り

決
め

・
南

信
濃

地
区

市
民

運
動

会
・
南

信
濃

地
区

野
球

大
会

・
南

信
濃

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

大
会

・
南

信
濃

健
康

ま
つ

り

・
公

民
館

報
｢や

ま
な

み
｣の

発
行

・
若

者
の

思
い

実
現

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

「
遠

山
郷

学
び

隊
」

・
第

2
1
回

南
信

濃
芸

術
祭

・
遠

山
未

来
フ

ォ
ー

ラ
ム

Ａ
ブ

ロ
ッ

ク
公

民
館

　
（
P

1
5
4
参

照
）

・
A

ブ
ロ

ッ
ク

芸
能

祭
・
旧

市
５

地
区

野
球

大
会

・
Ａ

ブ
ロ

ッ
ク

シ
ニ

ア
・
レ

デ
ィ

ー
ス

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

大
会

・
Ａ

ブ
ロ

ッ
ク

女
性

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

大
会

・
旧

市
５

地
区

少
年

野
球

大
会

・
丘

の
上

５
地

区
囲

碁
ボ

ー
ル

大
会

・
Ａ

ブ
ロ

ッ
ク

広
報

・
館

報
研

修
会

B
ブ

ロ
ッ

ク
公

民
館

　
（
P

1
5
5
参

照
）

・
わ

た
し

だ
け

の
ワ

ッ
ペ

ン
ケ

ー
ス

を
つ

く
ろ

う
・
Ｂ

ブ
ロ

ッ
ク

館
長

・
主

事
学

習
会

C
ブ

ロ
ッ

ク
公

民
館

　
（
P

1
5
5
参

照
）

・
C

ブ
ロ

ッ
ク

情
報

交
換

会

D
ブ

ロ
ッ

ク
公

民
館

　
（
P

1
5
6
参

照
）

・
Ｄ

ブ
ロ

ッ
ク

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

大
会

・
Ｄ

ブ
ロ

ッ
ク

公
民

館
　

運
動

会
情

報
交

換
会

・
Ｄ

ブ
ロ

ッ
ク

交
流

ス
ポ

ー
ツ

大
会

・
Ｄ

ブ
ロ

ッ
ク

小
学

生
交

流
会
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飯
田

市
公

民
館

の
事

業
報

告
№

1

区
分

区
分

区
分

区
分

鼎
公

民
館

目 的

自
主

子
育

て
サ

ー
ク

ル
の

リ
ー

ダ
ー

が
一

同
に

会
し

、
交

流
や

情
報

交
換

を
す

る
こ

と
で

、
各

サ
ー

ク
ル

の
活

動
を

活
性

化
し

、
市

全
体

の
子

育
て

環
境

の
改

善
を

図
る

。

実 施 内 容

バ
ー

ス
デ

ー
チ

ェ
ー

ン
な

ど
で

緊
張

を
ほ

ぐ
し

、
サ

ー
ク

ル
の

特
徴

、
入

会
の

き
っ

か
け

、
サ

ー
ク

ル
活

動
で

楽
し

か
っ

た
こ

と
、

入
会

の
仕

方
な

ど
を

話
し

て
も

ら
い

、
他

サ
ー

ク
ル

の
年

間
予

定
か

ら
気

に
な

っ
た

こ
と

な
ど

を
聞

き
合

い
、

来
年

度
の

活
動

の
参

考
に

し
て

も
ら

う
。

公
民

館
を

利
用

し
た

こ
と

の
な

い
サ

ー
ク

ル
に

利
用

の
仕

方
な

ど
を

説
明

す
る

。
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
は

お
し

ゃ
べ

り
会

を
実

施
し

た
。

交
流

会
に

は
市

内
で

活
動

す
る

自
主

子
育

て
サ

ー
ク

ル
3
団

体
の

参
加

が
あ

り
、

他
の

サ
ー

ク
ル

と
の

交
流

を
通

じ
て

、
活

発
な

お
し

ゃ
べ

り
の

中
か

ら
多

く
の

こ
と

を
吸

収
し

て
い

た
だ

け
た

と
感

じ
る

。
自

主
活

動
を

行
う

子
育

て
サ

ー
ク

ル
は

減
少

傾
向

に
あ

る
が

、
自

主
的

に
活

動
す

る
か

ら
こ

そ
得

ら
れ

る
も

の
、

子
ど

も
に

伝
え

ら
れ

る
こ

と
が

あ
る

と
し

て
、

今
後

も
支

援
が

必
要

だ
が

、
内

容
に

つ
い

て
は

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

学 級 ・ 講 座

子
育

て
サ

ー
ク

ル
リ

ー
ダ

ー
交

流
会

市
費

継
続

1
1
0

1
0

3
,4

0
0

3
月

4
日

鼎
公

民
館

　
他

目 的

未
就

学
児

を
持

つ
親

を
対

象
に

、
日

々
の

子
育

て
の

中
で

、
子

ど
も

の
成

長
に

つ
い

て
学

び
、

自
身

の
生

き
方

に
つ

い
て

考
え

る
機

会
と

す
る

。

実 施 内 容

乳
幼

児
を

持
つ

親
に

向
け

て
3
回

連
続

講
座

を
開

催
。

心
と

か
ら

だ
を

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

し
、

明
日

か
ら

の
子

育
て

を
も

っ
と

楽
し

く
、

や
り

が
い

に
感

じ
て

も
ら

う
機

会
と

す
る

。
〈
開

催
概

要
〉

「
子

育
て

エ
ッ

セ
ン

ス
」

①
9
月

3
日

「
巻

き
寿

司
に

挑
戦

…
行

事
に

心
を

こ
め

て
」

　
講

師
：
湯

沢
美

鈴
氏

（
自

宅
カ

フ
ェ

「
鈴

々
舎

」
店

主
）

②
9
月

1
1
日

「
ネ

イ
チ

ャ
ー

ゲ
ー

ム
…

自
然

の
中

で
遊

び
を

楽
し

む
」

　
講

師
：
飯

田
ネ

イ
チ

ャ
ー

ゲ
ー

ム
の

会
の

皆
さ

ん
③

1
0
月

1
日

「
乳

幼
児

期
に

大
切

に
し

た
い

こ
と

」
　

講
師

：
鈴

木
栄

子
氏

（
鼎

み
つ

ば
保

育
園

園
長

）

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

参
加

者
そ

れ
ぞ

れ
が

自
分

と
子

育
て

を
見

つ
め

る
機

会
と

な
っ

た
。

受
講

者
か

ら
は

、
「
子

育
て

の
色

々
な

ヒ
ン

ト
に

な
っ

た
」
「
不

安
な

ど
お

互
い

に
共

有
し

な
が

ら
解

決
で

き
た

」
「
皆

さ
ん

と
話

せ
て

な
ん

だ
か

ホ
ッ

ト
安

心
で

き
た

」
と

い
っ

た
感

想
が

寄
せ

ら
れ

た
。

ト
ラ

イ
ア

ン
グ

ル
で

は
、

今
後

も
特

に
保

育
園

・
幼

稚
園

以
下

の
子

ど
も

を
も

つ
親

を
対

象
に

し
た

講
座

を
展

開
す

る
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

ト
ラ

イ
ア

ン
グ

ル
子

育
て

講
座

市
費

継
続

3
2
7

9
3
,4

0
0

9
月

3
日

・
9
月

1
1
日

・
1
0
月

1
日

羽
場

公
会

堂

目 的

出
産

や
育

児
等

の
不

安
を

解
消

し
、

飯
田

で
安

心
し

て
出

産
・
育

児
に

向
か

っ
て

い
け

る
よ

う
な

妊
婦

期
を

過
ご

し
て

も
ら

う
。

実 施 内 容

3
回

連
続

講
座

を
夏

1
回

・
秋

1
回

開
催

。
ど

ち
ら

も
マ

マ
の

為
の

ス
ト

レ
ッ

チ
、

ベ
ビ

ー
グ

ッ
ズ

製
作

、
助

産
師

さ
ん

や
他

の
参

加
者

と
出

産
の

相
談

や
出

産
後

の
子

育
て

な
ど

に
つ

い
て

話
し

合
う

機
会

と
し

た
。

〈
開

催
概

要
〉

【
初

夏
】
「
赤

ち
ゃ

ん
と

私
の

時
間

」
①

6
月

2
5
日

「
マ

タ
ニ

テ
ィ

ス
ト

レ
ッ

チ
」
講

師
：
宮

澤
恵

子
氏

（
助

産
師

）
②

7
月

2
日

「
ス

タ
イ

作
り

」
講

師
：
本

村
綾

子
氏

③
7
月

9
日

「
お

し
ゃ

べ
り

し
ま

し
ょ

う
」
講

師
：
松

原
千

尋
氏

（
助

産
師

）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

松
村

由
美

子
氏

（
子

育
て

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

）
【
初

冬
】
「
赤

ち
ゃ

ん
と

私
の

時
間

」
①

1
1
月

1
9
日

「
マ

タ
ニ

テ
ィ

ス
ト

レ
ッ

チ
」
講

師
：
宮

澤
恵

子
氏

（
助

産
師

）
②

1
1
月

2
6
日

「
ス

タ
イ

作
り

」
講

師
：
本

村
綾

子
氏

③
1
2
月

3
日

「
お

し
ゃ

べ
り

し
ま

し
ょ

う
」
講

師
：
松

原
千

尋
氏

（
助

産
師

）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
松

村
由

美
子

氏
（
子

育
て

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

）

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

毎
年

変
わ

ら
ず

人
気

の
講

座
と

な
っ

て
お

り
、

出
産

の
度

に
リ

ピ
ー

タ
ー

で
受

講
し

て
い

る
方

も
い

る
。

初
冬

の
会

で
は

参
加

2
組

と
な

っ
た

が
、

受
講

し
た

い
が

お
産

に
重

な
っ

た
な

ど
の

意
見

も
あ

っ
た

が
、

お
産

の
タ

イ
ミ

ン
グ

と
開

催
期

間
が

合
わ

な
い

こ
と

も
あ

る
。

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
、

「
2
回

目
の

参
加

だ
が

、
1
回

目
と

違
う

悩
み

も
多

く
発

散
出

来
で

良
か

っ
た

」
と

い
っ

た
声

が
寄

せ
ら

れ
た

。
妊

婦
さ

ん
が

抱
え

る
出

産
・
育

児
へ

の
漠

然
と

し
た

不
安

を
少

し
で

も
解

消
し

、
安

心
し

て
出

産
・
育

児
に

向
か

え
る

よ
う

、
今

後
も

継
続

し
て

支
援

し
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

ト
ラ

イ
ア

ン
グ

ル
妊

婦
さ

ん
向

け
講

座
市

費
継

続
6

2
2

6
3
,4

0
0

【
初

夏
】
6
月

～
7
月

【
初

冬
】
1
1
月

～
1
2
月

飯
田

市
運

動
公

園

目 的

主
に

子
育

て
に

関
す

る
ア

イ
テ

ム
(衣

料
・

靴
・

お
も

ち
ゃ

等
)の

リ
ユ

ー
ス

・
リ

サ
イ

ク
ル

を
は

か
る

。

実 施 内 容

子
育

て
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
ト

ラ
イ

ア
ン

グ
ル

が
毎

年
春

・
秋

の
2
回

行
う

フ
リ

ー
マ

ー
ケ

ッ
ト

。
子

育
て

世
代

の
リ

サ
イ

ク
ル

・
リ

ユ
ー

ス
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
交

流
の

場
と

な
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

。
公

民
館

で
は

、
出

店
申

し
込

み
の

受
付

、
当

日
の

会
場

準
備

等
を

サ
ポ

ー
ト

し
て

い
る

。
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

出
店

は
、

春
・
秋

と
も

に
定

数
4
0
店

舗
を

を
上

回
る

申
し

込
み

が
あ

っ
た

。
春

は
雨

の
為

2
日

目
の

開
催

と
な

り
出

店
が

少
な

く
な

っ
た

。
秋

は
2
日

目
出

店
4
0
組

で
募

集
し

た
と

こ
ろ

1
日

目
の

開
催

に
な

り
出

店
が

多
く
な

っ
た

。
春

は
出

店
数

4
0
組

9
7
人

、
秋

は
4
4
組

1
1
0
人

、
来

場
者

約
3
0
0

人
。

出
店

者
の

多
く
は

子
育

て
中

の
母

親
で

、
使

わ
な

く
な

っ
た

子
ど

も
の

衣
類

や
お

も
ち

ゃ
等

の
リ

サ
イ

ク
ル

や
リ

ユ
ー

ス
を

促
す

一
助

と
な

っ
て

い
る

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

ト
ラ

イ
ア

ン
グ

ル
フ

リ
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
市

費
継

続
2

5
0
0

2
5
0

3
,4

0
0

5
月

3
1
日

・
1
0
月

2
4
日

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

－20－



飯
田

市
公

民
館

の
事

業
報

告
№

2

区
分

区
分

区
分

区
分

飯
田

市
公

民
館

目 的
子

育
て

に
関

す
る

情
報

を
発

信
す

る
。

実 施 内 容

“
子

育
て

中
だ

か
ら

こ
そ

で
き

る
こ

と
”
を

キ
ー

ワ
ー

ド
に

、
子

育
て

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

ト
ラ

イ
ア

ン
グ

ル
の

メ
ン

バ
ー

が
2
ヶ

月
に

1
回

手
書

き
で

編
集

・
発

行
し

て
い

る
。

今
年

度
は

1
0
5

号
～

1
0
8
号

を
発

行
。

毎
回

1
0
5
9
部

印
刷

し
、

市
内

の
公

共
施

設
や

病
院

、
つ

ど
い

の
広

場
な

ど
へ

設
置

し
て

い
る

。
1
0
5
号

特
集

「
ち

ょ
っ

と
お

で
か

け
」

1
0
6
号

特
集

「
前

向
き

に
サ

ボ
ろ

う
！

！
」

1
0
7
号

特
集

「
2
0
1
8
我

が
家

の
３

大
ニ

ュ
ー

ス
」

1
0
8
号

特
集

「
2
0
1
8
子

育
て

の
都

市
伝

説
う

そ
?!

ほ
ん

と
?!

」

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

平
成

9
年

の
創

刊
か

ら
休

む
こ

と
な

く
発

行
し

て
い

る
毎

号
メ

ン
バ

ー
が

し
っ

か
り

取
材

し
た

情
報

を
載

せ
て

お
り

、
子

育
て

中
の

方
々

が
楽

し
み

に
し

て
い

る
。

今
後

も
引

き
続

き
支

援
し

た
い

。

学 級 ・ 講 座

子
育

て
情

報
誌

「
お

ひ
さ

ま
」
の

編
集

・
発

行
市

費
継

続
4

2
4

1
回

1
0
5
9
部

発
行

3
,4

0
0

5
月

・
7
月

・
1
0
月

・
3
月

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

飯
田

市
松

尾

目 的

日
本

語
を

母
語

と
し

な
い

人
が

、
日

本
語

を
学

び
、

地
域

の
人

が
交

流
す

る

実 施 内 容

公
民

館
よ

り
も

外
国

人
に

と
っ

て
身

近
な

場
所

（
例

え
ば

中
華

料
理

の
店

や
、

ブ
ラ

ジ
ル

料
理

の
店

な
ど

)で
の

サ
ロ

ン
的

な
教

室
を

複
数

開
設

し
、

日
本

語
学

習
の

輪
を

広
げ

る
こ

と
を

目
標

に
し

た
。

今
年

度
は

フ
ィ

リ
ピ

ン
人

の
自

宅
を

開
放

し
、

日
常

生
活

や
職

場
で

必
要

な
日

本
語

学
習

の
講

座
を

実
施

し
た

。
◆

中
島

ア
パ

ー
ト

①
～

⑯
7
月

2
9
日

～
1
1
月

2
5
日

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

毎
回

4
~5

名
の

学
習

者
に

対
し

、
3
名

の
日

本
語

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

が
1
人

ず
つ

交
代

で
対

応
し

た
。

内
容

の
濃

い
集

中
的

な
講

座
だ

っ
た

。
こ

の
取

組
を

フ
ィ

リ
ピ

ン
人

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

だ
け

で
な

く
、

中
国

人
、

ブ
ラ

ジ
ル

人
に

対
し

て
も

実
施

し
て

い
き

た
い

。

学 級 ・ 講 座

日
本

語
教

室
わ

い
わ

い
カ

フ
ェ

(文
化

庁
委

託
事

業
）
 

他
会

計
新

規
1
6

8
0

5
2
,1

5
4

7
月

～
1
1
月

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

鼎
公

民
館

　
他

目 的

日
本

語
を

母
語

と
し

な
い

人
が

、
日

本
語

を
学

び
、

地
域

の
人

が
交

流
す

る

実 施 内 容

“
地

域
と

の
協

働
”
を

目
標

に
掲

げ
て

事
業

を
実

施
。

外
国

人
の

地
域

参
画

を
見

据
え

、
学

習
テ

ー
マ

に
は

、
生

活
に

必
要

と
さ

れ
る

実
践

的
な

日
本

語
は

も
ち

ろ
ん

、
地

域
文

化
や

暮
ら

し
に

必
要

な
情

報
な

ど
を

取
り

入
れ

た
。

◆
鼎

教
室

「
い

い
だ

の
い

ろ
い

ろ
」
6
月

～
7
月

(全
8
回

)
①

6
月

4
日

「
い

い
だ

で
買

物
」
②

6
月

1
1
日

「
い

い
だ

の
人

形
劇

」
講

師
今

田
人

形
座

③
6

月
1
8
日

「
い

い
だ

の
絵

手
紙

」
講

師
鈴

木
伸

治
氏

④
6
月

2
5
日

「
い

い
だ

で
手

続
き

」
講

師
市

役
所

市
民

課
⑤

7
月

2
日

「
い

い
だ

の
七

夕
」
⑥

7
月

9
日

「
い

い
だ

の
水

引
」
講

師
飯

田
水

引
協

同
組

合
⑦

7
月

1
6
日

「
研

修
旅

行
遠

山
郷

」
⑧

7
月

2
3
日

「
い

い
だ

の
料

理
」

◆
松

尾
教

室
「
フ

ォ
ト

ム
ー

ビ
ー

作
品

を
つ

く
ろ

う
」
9
月

～
1
1
月

(全
8
回

)
①

～
⑧

9
月

1
9
日

～
1
1
月

1
4
日

「
フ

ォ
ト

ム
ー

ビ
ー

作
品

の
制

作
」

テ
ー

マ
:わ

た
し

の
ふ

る
さ

と

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

日
本

語
教

室
で

扱
う

テ
ー

マ
は

、
教

室
ご

と
に

日
本

語
支

援
者

か
ら

な
る

企
画

会
議

で
検

討
し

て
い

る
。

今
年

度
の

鼎
教

室
は

、
い

い
だ

の
生

活
や

歴
史

文
化

に
焦

点
を

あ
て

、
地

域
の

伝
統

芸
能

、
伝

統
工

芸
の

団
体

や
地

域
の

教
室

講
師

に
よ

る
多

種
多

様
な

講
座

を
提

供
で

き
、

参
加

者
と

飯
田

の
文

化
や

そ
の

担
い

手
と

の
交

流
が

で
き

た
。

ま
た

地
域

住
民

と
の

協
働

と
い

う
目

標
も

果
た

す
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

松
尾

教
室

の
フ

ォ
ト

ム
ー

ビ
ー

作
り

で
は

、
わ

た
し

の
ふ

る
さ

と
を

テ
ー

マ
に

、
祖

国
あ

る
い

は
、

飯
田

在
住

歴
の

長
い

外
国

人
に

と
っ

て
は

第
2
の

故
郷

で
あ

る
飯

田
へ

の
思

い
を

原
稿

に
綴

り
、

合
計

１
０

作
品

を
学

習
成

果
発

表
会

で
上

映
。

来
場

者
や

こ
の

ム
ー

ビ
ー

を
観

た
人

に
多

文
化

共
生

を
実

感
す

る
機

会
と

な
っ

た
。

こ
れ

か
ら

も
豊

か
な

多
文

化
共

生
社

会
実

現
の

た
め

、
地

域
と

の
協

働
を

中
軸

と
し

た
講

座
を

展
開

し
て

い
き

た
い

。

学 級 ・ 講 座

日
本

語
教

室
わ

い
わ

い
サ

ロ
ン

II(
文

化
庁

委
託

事
業

）
 

他
会

計
継

続
1
6

2
9
5

2
0

2
,1

5
4

6
月

～
1
1
月

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

飯
田

市
公

民
館

目 的

日
本

語
を

母
語

と
し

な
い

人
が

、
日

本
語

を
学

び
、

地
域

の
人

が
交

流
す

る

実 施 内 容

飯
田

下
伊

那
地

域
に

暮
ら

す
外

国
人

が
日

本
語

を
学

び
、

地
域

の
人

々
の

交
流

す
る

場
所

と
し

て
開

催
。

い
つ

で
も

だ
れ

で
も

気
軽

に
参

加
で

き
、

日
本

語
の

学
習

を
柱

と
し

て
い

る
。

外
国

人
が

こ
の

地
域

で
暮

ら
す

た
め

に
必

要
な

教
育

、
就

労
、

生
活

全
般

に
欠

か
せ

な
い

情
報

を
日

本
語

を
学

び
な

が
ら

提
供

し
て

い
る

。
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

平
日

昼
間

の
開

催
と

あ
っ

て
参

加
者

は
多

く
な

い
が

、
タ

イ
、

マ
レ

ー
シ

ア
、

フ
ィ

リ
ピ

ン
出

身
の

日
本

人
配

偶
者

を
中

心
に

継
続

的
な

参
加

が
あ

る
。

日
本

語
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

と
っ

て
も

異
文

化
と

の
ふ

れ
あ

い
、

自
己

表
現

の
場

と
し

て
の

役
割

も
担

っ
て

い
る

。
地

道
な

が
ら

人
と

人
と

が
繫

が
り

、
友

に
学

び
合

う
活

動
を

大
切

に
し

た
取

組
を

、
引

き
続

き
支

援
し

て
い

き
た

い
。

学 級 ・ 講 座

日
本

語
教

室
わ

い
わ

い
サ

ロ
ン

市
費

継
続

4
3

3
4
4

8
2
,1

5
4

毎
週

木
曜

1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
(通

年
)

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

－21－



飯
田

市
公

民
館

の
事

業
報

告
№

3

区
分

区
分

区
分

区
分

若
者

講
座

市
費

継
続

5
3
1

7
－

5
月

～
8
月

飯
田

市
公

民
館

他
通

年

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数

飯
田

市
公

民
館

他

目 的

若
者

が
、

自
分

た
ち

の
生

活
や

生
き

方
を

見
つ

め
直

し
、

お
互

い
の

考
え

を
深

め
合

う
機

会
と

し
て

、
ま

た
自

身
の

暮
ら

す
地

域
に

目
を

向
け

、
こ

れ
か

ら
の

生
き

方
を

考
え

な
が

ら
自

分
た

ち
に

で
き

る
こ

と
を

考
え

、
実

践
す

る

実 施 内 容

5
/
1
4
　

打
合

せ
会

①
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
と

打
ち

合
わ

せ
。

6
/
1
　

第
一

回
昨

年
度

の
振

り
返

り
。

今
年

度
に

つ
い

て
6
/
1
1
第

二
回

「
基

地
づ

く
り

」
に

つ
い

て
7
月

　
三

穂
に

て
現

地
草

刈
り

8
月

　
三

穂
に

て
現

地
草

刈
り

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

昨
年

度
の

参
加

者
に

呼
び

掛
け

た
。

今
年

度
や

っ
て

み
た

い
こ

と
で

「
基

地
づ

く
り

」
を

や
る

こ
と

に
な

り
、

三
穂

の
空

き
地

を
借

り
、

草
刈

り
ま

で
は

し
た

が
そ

の
先

に
進

ま
な

か
っ

た
。

若
者

が
仕

事
だ

け
で

な
く
、

仕
事

以
外

の
か

か
わ

り
の

中
で

、
自

身
の

暮
ら

す
地

域
に

も
目

を
向

け
活

動
す

る
き

っ
か

け
と

な
る

取
組

を
し

て
い

く
。

学 級 ・ 講 座

目 的

J
IC

A
か

ら
委

託
さ

れ
た

草
の

根
技

術
協

力
事

業
に

よ
っ

て
進

め
る

途
上

国
で

の
住

民
自

治
の

仕
組

み
づ

く
り

を
支

援
す

る
取

組
を

通
じ

て
、

飯
田

の
地

域
づ

く
り

に
共

通
す

る
課

題
と

解
決

の
方

策
を

学
ぶ

実 施 内 容

J
IC

A
研

修
受

入
お

よ
び

フ
ィ

リ
ピ

ン
・
レ

ガ
ス

ピ
市

と
の

交
流

を
行

っ
て

い
る

住
民

組
織

「
交

流
と

学
び

の
会

」
の

事
務

局
と

し
て

、
年

間
を

通
し

て
支

援
を

実
施

。
【
打

合
せ

・
会

議
】

　
・
三

役
会

（
計

７
回

）
、

運
営

委
員

会
（
計

６
回

）
、

総
会

（
計

２
回

）
【
事

業
活

動
】

　
8
/
1
9
～

2
4
　

J
IC

A
中

部
主

催
P

L
S
D

飯
田

研
修

受
入

れ
　

1
1
/
1
7
～

2
4
　

フ
ィ

リ
ピ

ン
・
レ

ガ
ス

ピ
市

訪
問

　
1
2
/
1
　

J
IC

A
 P

L
S
D

研
修

2
0
周

年
記

念
講

演
会

・
祝

賀
会

　
　

　
　

　
講

師
　

大
濱

裕
氏

（
日

本
福

祉
大

学
教

授
）

　
　

　
　

　
＊

2
0
周

年
記

念
誌

制
作

（
元

気
づ

く
り

支
援

金
申

請
中

）
　

1
2
/
9
　

国
際

交
流

の
夕

べ
パ

ネ
ル

展
示

参
加

　
1
2
/
1
　

レ
ガ

ス
ピ

訪
問

報
告

会
　

2
/
1
5
　

上
久

堅
公

民
館

　
レ

ガ
ス

ピ
訪

問
報

告
会

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

2
0
1
7
年

2
月

よ
り

、
J
IC

A
レ

ガ
ス

ピ
P

J
第

3
フ

ェ
ー

ズ
と

な
る

「
飯

田
市

の
地

域
自

治
を

モ
デ

ル
と

し
た

レ
ガ

ス
ピ

市
に

お
け

る
参

加
型

地
域

社
会

開
発

の
展

開
」
が

ス
タ

ー
ト

し
、

今
年

度
で

終
了

し
た

。
飯

田
を

モ
デ

ル
と

し
た

参
加

型
地

域
社

会
開

発
（
P

L
S
D

）
が

日
本

か
ら

離
れ

た
途

上
国

の
地

で
着

実
に

根
付

き
、

住
民

の
自

発
的

な
行

動
が

レ
ガ

ス
ピ

市
ま

で
を

巻
き

込
ん

で
い

る
。

１
．

レ
ガ

ス
ピ

P
J
推

進
体

制
の

在
り

方
と

し
て

飯
田

版
T
W

G
（
テ

ク
ニ

カ
ル

・
ワ

ー
キ

ン
グ

・
グ

ル
ー

プ
）
が

誕
生

実
働

部
隊

「
交

流
と

学
び

の
会

」
・
J
IIC

A
事

業
費

管
理

「
N

P
O

ふ
る

さ
と

南
信

州
緑

の
基

金
」
・
事

務
局

「
飯

田
市

公
民

館
」
以

上
3
者

が
、

構
造

上
は

別
、

機
能

的
に

は
協

働
し

て
い

く
体

制
を

明
確

に
し

た
。

基
本

的
な

役
割

分
担

に
基

づ
く
取

組
を

し
な

が
ら

、
そ

れ
ぞ

れ
の

役
割

の
中

で
発

生
す

る
課

題
を

皆
で

協
議

し
て

決
め

て
い

っ
た

。
２

．
レ

ガ
ス

ピ
訪

問
か

ら
、

モ
デ

ル
で

あ
る

飯
田

市
の

現
状

を
見

直
す

き
っ

か
け

と
な

っ
た

。
３

．
記

録
誌

の
発

行
準

備
J
IC

A
P

L
S
D

研
修

2
0
周

年
と

レ
ガ

ス
ピ

P
J
の

こ
れ

ま
で

の
成

果
を

記
録

誌
と

し
て

、
来

年
度

7
月

末
に

は
発

行
し

、
受

け
入

れ
の

事
前

学
習

な
ど

に
利

用
し

て
い

く
予

定
で

あ
る

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

J
IC

A
草

の
根

支
援

事
業

「
レ

ガ
ス

ピ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

他
会

計
継

続
2
6

3
0
0

4
9

－

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

飯
田

市
役

所

目 的

日
本

語
を

母
語

と
し

な
い

人
が

、
日

本
語

を
学

び
、

地
域

の
人

が
交

流
す

る

実 施 内 容

D
V

D
上

映
会

を
し

、
そ

れ
ぞ

れ
に

作
成

者
が

壇
上

に
登

り
、

ム
ー

ビ
ー

作
成

で
苦

労
し

た
と

こ
ろ

や
「
ふ

る
さ

と
」
に

つ
い

て
話

し
て

も
ら

っ
た

。
次

に
他

の
日

本
語

教
室

や
国

際
交

流
団

体
の

活
動

紹
介

を
代

表
者

に
発

表
。

館
内

に
も

団
体

の
展

示
、

チ
ラ

シ
も

設
置

し
た

。
そ

の
後

持
ち

寄
っ

て
い

た
だ

い
た

各
国

の
料

理
を

食
べ

な
が

ら
グ

ル
ー

プ
ト

ー
ク

。
終

盤
は

豆
ま

き
と

●
×

ク
イ

ズ
を

行
な

い
、

盛
況

の
う

ち
に

閉
会

し
た

。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
で

文
化

庁
委

託
事

業
は

終
了

す
る

が
、

今
後

も
日

本
語

教
室

及
び

成
果

発
表

会
は

、
引

き
続

き
実

施
し

て
い

き
た

い
。

学 級 ・ 講 座

学
習

成
果

発
表

会
(文

化
庁

委
託

事
業

）
 

他
会

計
継

続
1

4
0

4
0

1
0
1
,8

1
9

2
月

3
日

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

丸
山

公
民

館

目 的

外
国

人
集

住
地

域
で

あ
る

丸
山

地
区

の
外

国
人

親
子

地
区

住
民

と
交

流
し

豊
か

な
多

文
化

校
正

社
会

を
目

指
す

。

実 施 内 容

丸
山

地
区

の
水

引
の

会
社

の
方

を
講

師
に

水
引

に
つ

い
て

話
を

聞
き

作
品

を
作

っ
た

。
そ

の
後

丸
山

石
窯

部
の

方
と

ピ
ザ

づ
く

り
を

し
、

交
流

会
を

し
た

。
他

に
ゲ

ー
ム

や
太

鼓
演

奏
な

ど
を

し
て

外
国

人
と

地
区

住
民

と
の

交
流

を
図

っ
た

。
昨

年
度

の
事

業
で

集
ま

っ
て

下
さ

っ
た

日
本

語
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

方
に

支
援

活
動

の
機

会
を

提
供

す
る

狙
い

も
あ

っ
た

。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

丸
山

公
民

館
で

の
交

流
会

に
続

き
第

2
弾

と
し

て
大

平
宿

へ
1
泊

2
日

の
宿

泊
体

験
を

予
定

し
て

い
た

が
、

悪
天

候
に

よ
り

ア
ク

セ
ス

道
路

の
通

行
が

出
来

な
く

な
る

恐
れ

が
あ

っ
た

た
め

や
む

な
く

中
止

と
な

っ
た

。
来

年
度

以
降

も
学

校
・
公

民
館

・
地

域
住

民
・
地

域
団

体
が

輪
と

な
っ

て
活

動
が

続
け

ら
れ

る
よ

う
に

し
た

い
。

学 級 ・ 講 座

丸
山

○
○

(ま
る

ま
る

）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
(文

化
庁

委
託

事
業

)
他

会
計

新
規

1
3
0

3
0

3
,4

5
6

7
月

1
日

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

－22－



飯
田

市
公

民
館

の
事

業
報

告
№

4

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

飯
田

市
公

民
館

目 的

公
民

館
関

係
者

、
市

民
一

般
を

対
象

に
一

年
間

の
活

動
を

総
括

す
る

と
と

も
に

、
公

民
館

が
担

う
役

割
を

確
認

す
る

機
会

と
す

る

実 施 内 容

1
年

間
の

公
民

館
活

動
の

成
果

を
確

認
し

、
自

分
た

ち
の

く
ら

し
や

生
き

方
を

み
つ

め
る

機
会

と
し

て
、

ま
た

現
在

の
社

会
状

況
に

対
し

て
の

公
民

館
の

あ
り

方
に

つ
い

て
考

え
る

機
会

と
し

て
、

開
催

す
る

。
テ

ー
マ

「
“
関

わ
り

つ
な

が
り

学
び

あ
う

”
心

豊
か

な
暮

ら
し

・
地

域
を

め
ざ

し
て

～
こ

れ
か

ら
の

社
会

に
求

め
ら

れ
る

公
民

館
と

は
～

」
併

催
：
第

3
4
回

ム
ト

ス
飯

田
学

習
会

１
　

開
会

行
事

　
 教

育
功

労
者

表
彰

、
第

3
4
回

ム
ト

ス
飯

田
賞

表
彰

ほ
か

２
　

全
体

会
　

　
　

基
調

講
演

　
　

講
師

　
白

戸
洋

氏
（
松

本
大

学
教

授
）

演
題

「
“
関

わ
り

つ
な

が
り

学
び

あ
う

”
心

豊
か

な
暮

ら
し

・
地

域
を

め
ざ

し
て

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

～
地

域
づ

く
り

と
い

う
け

れ
ど

～
３

　
分

科
会

　
　

・
第

１
分

科
会

　
「
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

の
可

能
性

」
　

　
・
第

２
分

科
会

　
「
成

人
式

の
あ

り
方

に
つ

い
て

考
え

て
み

よ
う

」
　

　
・
第

３
分

科
会

　
「
ス

ポ
ー

ツ
が

地
域

に
も

た
ら

す
力

」
　

　
・
第

４
分

科
会

　
「
あ

な
た

に
と

っ
て

の
分

館
と

は
。

」
　

　
・
第

５
分

科
会

　
「
い

っ
て

み
よ

う
・
や

っ
て

み
よ

う
　

そ
こ

か
ら

つ
な

が
る

」
　

　
・
第

６
分

科
会

　
「
ム

ト
ス

の
心

で
、

地
域

に
活

動
の

輪
を

広
げ

よ
う

！
」

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
は

、
私

た
ち

の
日

頃
の

活
動

を
振

返
り

、
地

域
の

人
々

と
つ

な
が

り
な

が
ら

自
分

発
の

地
域

づ
く
り

の
取

組
と

そ
の

可
能

性
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

を
目

的
に

開
催

し
た

。
基

調
講

演
で

は
、

地
域

づ
く
り

の
原

点
は

、
一

人
ひ

と
り

が
自

ら
の

生
き

方
を

考
え

る
こ

と
で

あ
り

、
議

論
を

重
ね

る
事

や
実

践
を

通
し

て
つ

な
が

り
を

つ
く
る

こ
と

が
そ

れ
ぞ

れ
の

活
動

の
充

実
に

つ
な

が
る

こ
と

を
理

解
す

る
と

と
も

に
、

公
民

館
は

、
そ

の
プ

ロ
セ

ス
を

大
切

に
す

る
学

習
の

場
、

自
治

の
拠

点
、

実
践

の
場

で
あ

る
こ

と
を

改
め

て
確

認
し

た
。

ま
た

、
分

科
会

で
は

、
全

体
の

課
題

と
な

っ
て

い
る

６
つ

の
テ

ー
マ

で
情

報
交

換
を

し
た

。
企

画
に

あ
た

っ
て

は
、

主
事

会
・
館

長
会

で
目

的
を

常
に

共
有

し
な

が
ら

進
め

る
こ

と
に

努
め

た
。

そ
の

結
果

、
各

分
科

会
と

も
活

発
な

議
論

が
な

さ
れ

、
参

加
者

に
と

っ
て

自
身

の
あ

り
方

や
今

後
の

活
動

に
活

か
す

ヒ
ン

ト
が

得
ら

れ
る

も
の

と
な

っ
た

。
今

回
の

テ
ー

マ
・
基

調
講

演
・
分

科
会

の
組

立
は

、
今

後
の

地
域

づ
く

り
・
人

づ
く
り

に
は

欠
か

す
こ

と
の

で
き

な
い

重
要

な
視

点
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
今

後
の

大
会

も
こ

の
視

点
を

取
り

入
れ

て
い

き
た

い
。

ま
た

、
ム

ト
ス

飯
田

学
習

会
と

の
併

催
を

考
慮

し
、

全
体

会
場

や
分

科
会

会
場

の
あ

り
方

に
つ

い
て

の
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

学 級 ・ 講 座

第
5
6
回

飯
田

市
公

民
館

大
会

市
費

継
続

1
5
4
1

5
4
1

1
0
1
,8

1
9

2
月

1
7
日

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
は

、
明

治
1
5
0
年

、
風

越
山

開
山

1
3
0
0
年

等
の

節
目

の
年

と
し

て
の

テ
ー

マ
を

多
く
設

定
し

、
こ

の
地

域
の

独
自

性
を

学
ぶ

講
座

と
し

て
計

画
し

た
。

登
録

会
員

お
よ

び
の

べ
参

加
者

数
は

昨
年

度
よ

り
増

加
し

た
。

要
因

と
し

て
、

特
に

シ
ニ

ア
大

学
等

の
関

係
者

の
登

録
が

増
え

た
と

思
わ

れ
、

中
高

年
の

学
習

ニ
ー

ズ
の

高
さ

が
う

か
が

え
る

。
受

講
生

の
高

齢
化

、
若

年
層

の
へ

の
働

き
か

け
が

課
題

と
し

て
あ

げ
ら

れ
る

。
今

年
度

は
校

長
会

で
紹

介
し

た
り

地
元

高
校

へ
の

チ
ラ

シ
を

配
布

す
る

こ
と

で
、

参
加

者
の

拡
大

に
努

め
た

が
、

こ
の

地
域

の
ふ

る
さ

と
学

習
を

推
進

し
て

い
く
上

で
も

、
学

校
と

の
連

携
が

必
要

で
あ

る
。

受
講

生
を

対
象

に
行

っ
た

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
、

講
座

内
容

、
講

師
に

つ
い

て
も

好
評

で
あ

る
。

受
講

生
の

約
７

割
の

リ
ピ

ー
タ

ー
の

存
在

は
大

変
貴

重
で

あ
り

、
今

後
も

受
講

生
の

希
望

に
沿

い
な

が
ら

、
ま

た
新

た
な

層
へ

の
働

き
掛

け
に

努
め

た
い

。
リ

ニ
ア

時
代

を
迎

え
地

域
の

大
き

な
変

貌
が

予
測

さ
れ

る
今

こ
そ

、
こ

の
地

域
の

も
つ

独
自

性
や

潜
在

力
を

明
ら

か
に

し
、

そ
の

価
値

を
再

認
識

す
る

学
習

は
重

要
で

あ
る

と
考

え
る

。
次

年
度

以
降

も
引

き
続

き
こ

の
講

座
の

主
旨

を
確

認
し

な
が

ら
内

容
を

充
実

さ
せ

て
い

き
た

い
。

受
講

者
の

有
志

1
2
名

で
組

織
さ

れ
て

い
る

運
営

委
員

会
は

、
講

座
の

企
画

立
案

か
ら

各
講

座
の

運
営

ま
で

主
体

的
に

活
動

さ
れ

て
お

り
、

企
画

立
案

ま
で

の
過

程
が

学
習

の
場

と
な

っ
て

い
る

。
長

年
関

わ
っ

て
く
だ

さ
っ

て
い

る
意

識
を

次
の

世
代

へ
つ

な
げ

て
い

き
た

い
と

考
え

る
。

学 級 ・ 講 座

第
4
2
回

飯
田

市
民

大
学

講
座

市
費

継
続

8
7
7
1

1
4
4

1
0
1
,8

1
9

9
月

～
1
1
月

飯
田

市
公

民
館

ほ
か

目 的

市
民

を
対

象
に

、
郷

土
の

歴
史

や
自

然
・
風

土
を

始
め

幅
広

く
学

習
す

る
こ

と
で

、
教

養
を

得
る

と
と

も
に

、
ふ

る
さ

と
飯

田
の

す
ば

ら
し

さ
を

再
認

識
し

、
こ

の
地

域
の

将
来

展
望

に
つ

い
て

考
え

る
機

会
と

す
る

。

実 施 内 容

昭
和

5
2
年

に
開

講
し

て
以

来
4
0
年

目
を

迎
え

た
。

昭
和

6
0
年

度
か

ら
「
伊

那
谷

の
自

然
と

文
化

」
シ

リ
ー

ズ
が

始
ま

り
、

今
年

度
も

、
伊

那
谷

を
エ

リ
ア

に
自

然
・
文

化
・
歴

史
・
人

物
な

ど
幅

広
く
取

り
上

げ
８

講
座

を
開

設
し

た
。

講
座

の
企

画
・
運

営
は

1
2
名

で
構

成
す

る
運

営
委

員
が

担
っ

て
い

る
。

<
開

催
概

要
>
　

テ
ー

マ
：
伊

那
谷

の
自

然
と

文
化

V
o
l3

3
 ～

郷
土

の
先

人
に

学
ぶ

～
①

9
/
1
3
「
繭

と
生

糸
に

生
き

た
人

々
の

地
域

史
」

　
　

飯
田

市
歴

史
研

究
所

　
田

中
雅

孝
　

氏
②

9
/
1
8
「
地

質
時

代
に

日
本

の
地

名
が

刻
ま

れ
る

の
か

？
」

　
　

国
立

極
地

研
究

所
　

菅
沼

悠
介

　
氏

③
1
0
/
1
　

オ
ケ

友
1
0
周

年
記

念
　

　
　

　
　

『
私

た
ち

の
音

楽
祭

』
～

こ
の

ふ
る

さ
と

に
宿

り
続

け
る

(た
い

）
も

の
～

　
　

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

と
友

に
音

楽
祭

　
企

画
委

員
長

　
井

坪
隆

　
氏

　
　

ソ
ノ

ー
ル

・
ク

ラ
リ

ネ
ッ

ト
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
の

み
な

さ
ん

④
1
0
/
1
1
「
日

本
人

は
な

ぜ
山

が
好

き
か

？
学

問
と

し
て

考
え

る
」

　
ア

ラ
ス

カ
大

学
マ

ッ
キ

ン
リ

ー
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
リ

サ
ー

チ
リ

ー
ダ

ー
　

大
蔵

喜
福

氏
⑤

1
0
/
1
7
　

風
越

山
開

山
1
3
0
0
年

記
念

シ
リ

ー
ズ

①
　

「
風

越
山

ー
白

山
信

仰
の

聖
地

」
　

飯
田

市
美

術
博

物
館

　
学

芸
係

長
　

櫻
井

弘
人

　
氏

、
学

芸
員

　
織

田
顕

行
氏

⑥
1
0
/
2
3
　

風
越

山
開

山
1
3
0
0
年

記
念

シ
リ

ー
ズ

②
　

「
風

越
山

と
人

の
暮

ら
し

」
　

伊
那

谷
自

然
友

の
会

　
会

員
　

寺
岡

義
治

　
氏

　
未

来
へ

つ
な

げ
よ

う
風

越
山

麓
わ

く
わ

く
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
委

員
長

　
細

沢
勝

義
氏

⑦
1
0
/
2
9
　

明
治

1
5
0
年

記
念

　
「
水

戸
浪

士
通

過
後

の
飯

田
藩

と
下

伊
那

」
　

飯
田

市
美

術
博

物
館

　
客

員
研

究
員

　
鈴

川
博

　
氏

⑧
1
1
/
6
　

生
誕

1
5
0
年

記
念

　
「
今

こ
そ

考
え

た
い

　
人

間
　

大
江

磯
吉

」
　

元
緑

ヶ
丘

中
学

校
長

　
郷

土
史

研
究

家
　

平
田

正
宏

氏

評 価

－23－



飯
田

市
公

民
館

の
事

業
報

告
№

5

区
分

区
分

開
催

会
場

3
7
8

1
8
グ

ル
ー

プ
－

2
月

2
4
日

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日

飯
田

市
公

民
館

目 的

各
地

区
の

コ
ー

ラ
ス

グ
ル

ー
プ

を
対

象
に

、
日

頃
の

成
果

発
表

と
交

流
の

機
会

を
つ

く
る

実 施 内 容

各
地

区
公

民
館

で
活

動
し

て
い

る
コ

ー
ラ

ス
グ

ル
ー

プ
が

一
堂

に
会

し
、

日
頃

の
練

習
の

成
果

を
発

表
す

る
機

会
。

参
加

グ
ル

ー
プ

で
実

行
委

員
会

を
組

織
し

、
計

画
段

階
か

ら
当

日
の

運
営

ま
で

実
行

委
員

会
の

主
体

性
を

大
切

に
し

な
が

ら
実

施
す

る
。

　
第

１
回

実
行

委
員

会
で

、
運

営
体

制
、

役
割

、
日

程
等

に
つ

い
て

確
認

す
る

。
　

第
２

回
実

行
委

員
会

で
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
内

容
、

練
習

日
程

等
最

終
的

な
調

整
を

行
う

。
　

第
３

回
実

行
委

員
会

で
、

反
省

と
総

括
を

し
、

次
年

度
の

方
向

性
を

確
認

す
る

。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

実
行

委
員

会
の

主
体

的
な

運
営

も
定

着
し

て
い

る
。

参
加

グ
ル

ー
プ

が
成

果
を

発
表

し
あ

う
機

会
と

し
て

こ
の

会
を

目
標

に
し

て
い

る
グ

ル
ー

プ
も

多
く
、

他
グ

ル
ー

プ
の

発
表

を
聞

き
刺

激
を

受
け

、
さ

ら
な

る
向

上
を

目
指

す
場

と
な

っ
て

い
る

。
飯

田
在

住
の

外
国

籍
の

方
と

そ
の

支
援

者
が

実
施

し
て

い
る

日
本

語
教

室
事

業
の

メ
ン

バ
ー

や
、

新
た

に
コ

ー
ラ

ス
を

始
め

た
グ

ル
ー

プ
の

参
加

等
、

少
し

ず
つ

変
化

し
な

が
ら

の
継

続
で

き
て

い
る

。

文 化 事 業

第
4
3
回

公
民

館
コ

ー
ラ

ス
グ

ル
ー

プ
発

表
会

市
費

継
続

1

開
催

会
場

3
,0

0
0

1
0
月

～
６

月

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日

飯
田

市
公

民
館

他

目 的

飯
田

・
下

伊
那

在
住

の
高

校
生

を
対

象
に

、
ふ

る
さ

と
飯

田
を

知
る

学
習

会
や

カ
ン

ボ
ジ

ア
で

の
学

び
を

通
じ

て
、

地
域

資
源

・
魅

力
に

つ
い

て
改

め
て

考
え

、
進

路
選

択
の

岐
路

に
あ

る
高

校
生

が
、

ふ
る

さ
と

飯
田

を
意

識
し

愛
着

が
持

て
る

よ
う

な
機

会
と

す
る

。

実 施 内 容

平
成

2
5
年

度
か

ら
海

外
へ

の
派

遣
研

修
を

実
施

し
今

年
で

６
年

目
の

取
組

。
ふ

る
さ

と
飯

田
を

知
り

、
海

外
に

学
び

、
将

来
を

考
え

る
と

い
う

一
連

の
学

習
活

動
を

通
し

て
、

地
域

に
誇

り
と

愛
着

を
持

ち
、

グ
ロ

ー
バ

ル
な

視
点

で
飯

田
を

と
ら

え
、

地
域

の
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
を

描
け

る
よ

う
な

人
材

の
育

成
を

目
指

し
実

施
。

見
聞

き
し

体
験

し
た

こ
と

を
、

「
自

分
に

と
っ

て
」
引

き
付

け
て

考
え

る
こ

と
を

大
切

に
企

画
し

た
。

■
全

体
学

習
会

①
1
0
/
6
～

7
　

参
加

者
及

び
保

護
者

説
明

会
、

親
睦

合
宿

（
第

１
回

）
　

　
　

　
　

　
カ

ン
ボ

ジ
ア

調
べ

学
習

－
発

表
・
前

年
度

参
加

者
と

の
交

流
　

　
　

　
　

　
「
カ

ン
ボ

ジ
ア

支
援

に
つ

い
て

」
　

講
師

：
伊

澤
宏

爾
さ

ん
・
橋

本
義

哉
さ

ん
②

1
1
/
4
　

「
飯

田
市

長
か

ら
学

ぶ
」
　

講
師

：
牧

野
光

朗
飯

田
市

長
④

1
2
/
2
　

「
IK

T
T
（
ク

メ
ー

ル
織

物
研

究
所

）
の

取
組

み
に

つ
い

て
学

ぶ
」

　
　

　
　

　
　

　
講

師
：
IK

T
T
ジ

ャ
パ

ン
代

表
　

西
川

潤
③

1
2
/
2
3
　

「
カ

ン
ボ

ジ
ア

の
現

状
を

知
る

」
　

　
　

　
　

　
　

講
師

：
中

居
美

穂
子

さ
ん

(株
式

会
社

ピ
ー

ス
・
イ

ン
・
ツ

ア
ー

職
員

)
⑤

１
/
2
0
　

「
『
発

展
途

上
国

』
と

い
う

言
葉

に
つ

い
て

考
え

て
み

よ
う

」
　

　
　

　
　

　
　

グ
ル

ー
プ

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

⑥
2
/
1
0
　

「
カ

ン
ボ

ジ
ア

に
行

く
前

に
　

～
支

援
に

つ
い

て
考

え
よ

う
～

」
　

　
　

　
　

　
　

講
師

：
代

田
昭

久
飯

田
市

教
育

長
⑦

3
/
3
 　

地
域

学
習

活
動

成
果

発
表

（
和

菓
子

・
祭

り
・
ジ

ビ
エ

）
⑧

3
/
1
0
　

「
旅

行
の

準
備

に
つ

い
て

」
「
緑

の
基

金
の

み
な

さ
ん

と
の

顔
合

わ
せ

」

■
グ

ル
ー

プ
学

習
（
地

区
公

民
館

主
事

が
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

）
　

　
　

　
　

・
高

校
生

の
興

味
に

応
じ

て
３

グ
ル

ー
プ

に
分

か
れ

、
地

域
に

出
向

き
、

　
　

　
　

　
　

地
元

飯
田

を
知

る
た

め
の

フ
ィ

ー
ル

ド
学

習
を

行
う

。

■
現

地
研

修
　

3
/
2
2
～

3
/
2
8
　

カ
ン

ボ
ジ

ア
 ス

タ
デ

ィ
ツ

ア
ー

■
振

り
返

り
～

報
告

会
　

4
～

6
月

に
振

り
返

り
を

行
い

、
6
月

に
報

告
会

を
予

定
。

■
高

校
生

講
座

ア
ン

ケ
ー

ト
実

施
（
過

去
の

参
加

者
7
3
名

中
5
1
名

か
ら

回
答

）

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

事
前

学
習

は
、

全
員

で
共

通
の

学
習

を
進

め
る

全
体

学
習

会
（
月

１
回

程
度

）
と

、
全

体
学

習
で

の
話

を
受

け
、

3
グ

ル
ー

プ
に

わ
か

れ
て

地
域

の
現

場
に

出
る

グ
ル

ー
プ

学
習

（
月

数
回

程
度

）
を

実
施

。
全

体
学

習
で

は
、

現
地

を
知

る
講

師
の

皆
さ

ん
や

支
援

活
動

を
行

っ
て

い
る

皆
さ

ん
か

ら
の

具
体

的
な

話
と

、
「
支

援
と

は
何

か
」
「
発

展
途

上
国

と
い

う
言

葉
は

何
を

指
す

の
か

」
と

い
っ

た
抽

象
的

・
観

念
的

な
こ

と
を

考
え

る
時

間
の

双
方

を
織

り
交

ぜ
、

メ
ン

バ
ー

が
お

互
い

に
意

見
交

換
し

な
が

ら
具

体
と

抽
象

を
結

び
付

け
、

「
自

分
に

と
っ

て
」
に

引
き

付
け

る
時

間
を

大
切

に
し

た
。

グ
ル

ー
プ

学
習

は
、

地
域

の
物

事
の

裏
側

に
あ

る
「
人

」
に

焦
点

を
あ

て
て

、
地

区
公

民
館

主
事

が
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

。
現

地
に

出
向

く
こ

と
で

得
ら

れ
た

多
様

で
雑

多
な

情
報

を
整

理
し

、
こ

の
経

験
が

自
分

た
ち

に
と

っ
て

ど
う

い
う

意
味

が
あ

っ
た

の
か

、
自

分
た

ち
が

ど
う

変
わ

っ
た

か
を

見
出

し
て

い
く
た

め
の

寄
り

添
い

を
行

っ
た

。
（
テ

ー
マ

：
和

菓
子

第
２

班
…

祭
り

第
３

班
…

ジ
ビ

エ
）

現
地

研
修

前
の

３
月

に
事

前
学

習
の

ま
と

め
を

兼
ね

て
「
学

習
成

果
発

表
会

」
を

実
施

。
そ

れ
ま

で
チ

ー
ム

と
し

て
活

動
を

し
て

き
た

高
校

生
が

、
グ

ル
ー

プ
の

中
で

自
ら

の
役

割
を

見
出

し
、

仲
間

に
な

っ
て

い
き

て
い

る
こ

と
を

実
感

。
発

表
後

に
は

、
カ

ン
ボ

ジ
ア

現
地

研
修

お
よ

び
振

り
返

り
に

向
け

、
自

分
た

ち
が

「
チ

ー
ム

」
と

し
て

よ
り

よ
い

状
態

に
な

る
に

は
ど

う
し

た
ら

い
い

か
を

考
え

る
時

間
を

つ
く
っ

た
。

ま
た

、
昨

年
度

、
一

昨
年

度
の

高
校

生
講

座
に

参
加

し
た

O
B

、
O

G
を

発
表

会
に

招
き

、
情

報
交

換
や

ア
ド

バ
イ

ス
、

先
輩

か
ら

の
エ

ー
ル

・
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
送

っ
て

も
ら

っ
た

。
高

校
生

講
座

を
経

験
し

成
長

し
た

姿
や

、
こ

の
経

験
が

今
ど

の
よ

う
に

活
き

て
い

る
の

か
を

肌
感

覚
で

伝
え

て
く

れ
、

今
年

度
参

加
者

に
と

っ
て

も
刺

激
的

な
時

間
と

な
っ

た
。

３
月

下
旬

実
施

予
定

の
カ

ン
ボ

ジ
ア

現
地

研
修

は
、

参
加

す
る

高
校

生
に

と
っ

て
体

験
す

る
全

て
の

こ
と

が
刺

激
的

で
、

こ
れ

ま
で

の
価

値
観

を
大

き
く
揺

り
動

か
す

貴
重

な
経

験
に

な
る

と
思

わ
れ

る
。

報
告

会
や

発
表

会
等

を
通

じ
て

高
校

生
が

感
じ

た
こ

と
や

、
そ

の
後

の
将

来
に

ど
う

生
か

し
て

い
き

た
い

と
感

じ
た

の
か

を
広

く
発

信
し

て
い

き
た

い
。

学 級 ・ 講 座

高
校

生
講

座
「
カ

ン
ボ

ジ
ア

・
ス

タ
デ

ィ
ツ

ア
ー

」
市

費
継

続
8

1
2
0

1
5

－24－



飯
田

市
公

民
館

の
事

業
報

告
№

6

区
分

区
分

区
分

予
算

区
分

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

目 的

成
人

式
を

新
成

人
た

ち
の

「
学

習
の

機
会

」
と

し
て

捉
え

、
実

行
委

員
会

の
活

動
を

通
じ

て
地

域
に

愛
着

と
誇

り
を

持
ち

、
将

来
に

お
け

る
自

己
の

あ
り

方
を

見
つ

め
る

機
会

と
す

る
。

実 施 内 容

居
住

地
区

、
出

身
地

区
を

基
本

単
位

に
全

市
一

斉
に

開
催

す
る

。
開

催
単

位
ご

と
に

成
人

式
実

行
委

員
会

を
組

織
し

、
地

域
を

挙
げ

て
新

成
人

を
祝

福
す

る
と

と
も

に
、

新
成

人
自

ら
が

成
人

式
の

企
画

運
営

に
関

わ
る

こ
と

で
、

一
生

の
思

い
出

に
残

る
よ

う
な

成
人

式
と

な
る

よ
う

に
取

り
組

む
。

新
成

人
が

実
行

委
員

会
の

活
動

を
通

じ
て

地
域

を
知

り
、

地
域

と
の

か
か

わ
り

を
持

つ
と

い
っ

た
「
学

習
の

機
会

」
と

位
置

づ
け

、
各

公
民

館
で

様
々

な
地

域
学

習
の

機
会

を
つ

く
り

、
そ

の
内

容
を

成
人

式
記

念
誌

「
W

is
h
」
に

「
地

域
の

魅
力

再
発

見
」
と

し
て

掲
載

す
る

。
※

合
同

開
催

：
東

中
学

校
区

、
西

中
学

校
区

、
遠

山
中

学
校

区

評 価

そ の 他

飯
田

市
成

人
式

市
費

継
続

1
8
5
9

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

目 的

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

に
親

し
む

女
性

を
対

象
に

、
健

康
保

持
、

体
力

増
進

と
あ

わ
せ

て
、

相
互

の
親

睦
と

底
辺

拡
大

を
図

る
こ

と
を

目
的

に
実

施
す

る

実 施 内 容

飯
伊

マ
マ

さ
ん

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

連
盟

に
協

力
い

た
だ

き
、

参
加

チ
ー

ム
の

主
体

性
を

大
切

に
し

な
が

ら
実

施
す

る
。

〔
方

式
〕
予

選
リ

ー
グ

・
決

勝
ト

ー
ナ

メ
ン

ト
[結

果
]優

勝
：
東

野
、

　
準

優
勝

：
伊

賀
良

、
　

第
３

位
：
川

路
、

山
本

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

飯
伊

マ
マ

さ
ん

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

連
盟

の
サ

ポ
ー

ト
を

受
け

て
実

施
。

地
区

ご
と

の
事

情
の

違
い

か
ら

、
「
公

民
館

・
分

館
単

位
」
の

チ
ー

ム
編

成
が

困
難

な
地

区
が

生
ま

れ
て

い
る

。
多

く
の

人
が

バ
レ

ー
に

親
し

む
た

め
の

大
会

と
い

う
趣

旨
を

踏
ま

え
な

が
ら

、
大

会
の

参
加

条
件

や
在

り
方

を
早

い
段

階
で

協
議

し
、

よ
り

よ
い

大
会

の
形

を
検

討
し

て
す

す
め

た
い

。

体 育 事 業

第
3
7
回

飯
田

市
女

性
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
大

会
市

費
継

続
1

1
8
0

1
2
チ

ー
ム

－
1
1
月

1
1
日

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

上
郷

体
育

館
他

飯
田

市
公

民
館

他

目 的

高
校

生
の

ふ
る

さ
と

意
識

や
社

会
貢

献
意

識
の

醸
成

を
図

る
取

組
み

を
研

究
す

る

実 施 内 容

松
本

大
学

、
飯

田
Ｏ

ＩＤ
Ｅ

長
姫

高
校

、
飯

田
市

の
3
者

で
協

定
を

結
び

、
飯

田
Ｏ

ＩＤ
Ｅ

長
姫

高
校

商
業

科
の

生
徒

を
対

象
に

実
施

し
て

い
る

取
組

。
今

年
で

6
年

目
。

事
業

の
展

開
は

地
区

公
民

館
主

事
と

商
業

科
の

担
当

教
諭

が
相

談
し

て
実

施
。

飯
田

市
公

民
館

は
全

体
調

整
を

行
う

。
今

年
度

は
、

担
当

地
区

公
民

館
主

事
に

よ
る

主
事

会
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
体

制
を

と
り

取
り

組
ん

だ
。

ま
た

、
協

定
三

者
に

よ
る

地
域

人
教

育
推

進
委

員
会

（
原

則
毎

月
１

回
）
に

よ
り

必
要

な
事

項
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

る
。

①
5
/
2
　

3
年

生
対

象
市

長
講

義
　

「
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
起

こ
る

地
域

社
会

創
造

を
目

指
し

て
　

－
求

め
ら

れ
る

共
創

の
場

づ
く
り

－
」
　

講
師

：
牧

野
光

朗
飯

田
市

長
②

4
月

～
1
1
月

　
７

地
区

（
橋

北
、

橋
南

、
東

野
、

座
光

寺
、

松
尾

、
竜

丘
、

鼎
）
に

て
実

践
③

1
2
/
4
～

5
　

1
年

生
「
ビ

ジ
ネ

ス
基

礎
」
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
　

・
「
住

民
主

体
に

よ
る

飯
田

型
ま

ち
づ

く
り

」
　

講
師

：
桑

原
利

彦
さ

ん
　

・
高

校
生

に
よ

る
中

心
市

街
地

で
の

社
会

調
査

、
ま

と
め

、
発

表
④

1
2
/
2
1
　

地
域

人
教

育
研

究
会

　
「
地

域
人

教
育

を
私

た
ち

は
ど

う
し

た
い

の
か

」
地

域
人

教
育

に
関

わ
る

高
校

教
員

・
大

学
教

員
・
公

民
館

職
員

・
地

域
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
に

よ
る

振
り

返
り

と
、

グ
ル

ー
プ

に
分

か
れ

て
の

意
見

交
換

実
施

。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

生
徒

た
ち

の
「
自

ら
考

え
行

動
す

る
力

」
を

育
む

こ
と

を
目

的
と

し
て

実
施

し
て

お
り

、
高

校
の

授
業

に
地

域
の

力
が

加
わ

る
地

域
人

教
育

は
、

学
校

教
育

と
し

て
、

商
業

教
育

と
し

て
、

ま
た

社
会

教
育

と
し

て
全

国
的

に
見

て
も

先
進

的
な

取
組

で
あ

る
。

学
校

教
育

で
身

に
着

け
た

知
識

を
実

社
会

で
経

験
的

に
活

用
す

る
こ

と
を

通
し

て
、

高
校

生
一

人
ひ

と
り

の
育

ち
と

そ
こ

に
関

わ
る

地
域

の
大

人
の

意
識

醸
成

の
双

方
が

実
現

で
き

る
こ

の
取

組
の

意
義

は
大

き
い

が
、

そ
の

効
果

は
、

い
か

に
現

場
レ

ベ
ル

で
の

実
践

に
お

い
て

、
そ

の
時

々
の

高
校

生
・
地

域
の

状
況

に
合

わ
せ

た
事

業
展

開
が

で
き

る
か

に
大

き
く
左

右
さ

れ
る

と
考

え
る

。
昨

年
度

に
引

き
続

き
今

年
度

も
担

当
地

区
公

民
館

の
主

事
で

Ｐ
Ｊ
体

制
を

と
り

、
社

会
教

育
と

し
て

の
強

み
や

高
校

教
育

と
連

携
す

る
こ

と
の

意
義

な
ど

、
高

校
生

の
学

び
を

中
心

に
据

え
て

考
え

取
り

組
ん

だ
。

協
定

が
で

き
て

か
ら

７
年

経
過

。
来

年
度

は
、

公
民

館
の

関
わ

り
方

（
意

義
・
体

制
）
を

改
め

て
整

理
し

、
継

続
性

が
担

保
で

き
る

よ
う

な
仕

組
み

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

「
地

域
で

の
学

び
」
に

対
す

る
各

高
校

の
意

識
の

高
ま

り
か

ら
、

地
域

人
教

育
で

の
経

験
か

ら
見

出
す

こ
と

の
で

き
る

「
学

び
の

要
素

・
要

件
」
を

整
理

し
、

他
の

高
校

（
専

門
科

・
普

通
科

）
に

対
し

て
、

そ
の

質
を

落
と

す
こ

と
な

く
水

平
展

開
し

て
い

く
た

め
の

在
り

方
を

模
索

し
て

い
き

た
い

。

そ の 他

地
域

人
教

育
市

・
地

継
続

3
3

2
,6

4
0

8
0

1
6
0

４
月

～
３

月

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

各
地

区
で

新
成

人
が

、
成

人
式

当
日

だ
け

で
な

く
事

前
の

企
画

運
営

か
ら

に
主

体
的

に
関

わ
っ

て
お

り
、

地
区

開
催

方
式

が
定

着
し

て
い

る
。

ま
た

、
成

人
式

と
い

う
節

目
を

ど
う

捉
え

何
が

で
き

る
か

を
、

新
成

人
を

取
り

巻
く

地
域

の
み

な
さ

ん
と

一
緒

に
考

え
る

機
会

と
し

て
、

各
地

区
工

夫
を

凝
ら

し
た

式
典

お
よ

び
事

前
学

習
等

を
実

施
し

て
い

る
。

成
人

式
を

単
に

「
マ

ニ
ュ

ア
ル

化
さ

れ
た

地
域

の
儀

礼
」
の

よ
う

に
捉

え
る

の
で

は
な

く
、

新
成

人
と

地
域

の
み

な
さ

ん
の

想
い

を
つ

な
ぐ

こ
と

が
で

き
る

機
会

と
し

て
捉

え
た

取
組

の
さ

ら
な

る
水

平
展

開
を

図
っ

て
い

き
た

い
。

な
お

、
成

人
年

齢
の

引
き

下
げ

に
伴

い
、

成
人

式
の

在
り

方
お

よ
び

、
成

人
と

な
る

若
者

へ
の

関
わ

り
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

－
1
,2

4
8

1
月

1
3
日

飯
田

市
公

民
館

他

事
業

名
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告
№

7

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

連
絡

調
整

や
意

思
決

定
の

機
会

と
し

て
毎

月
半

日
開

催
を

原
則

と
し

て
い

る
。

今
年

度
も

館
長

会
に

お
け

る
研

修
テ

ー
マ

を
設

定
し

、
各

地
区

の
取

組
の

話
題

提
供

に
よ

る
研

修
・
協

議
や

関
係

団
体

と
の

懇
談

を
通

じ
て

、
改

め
て

社
会

教
育

機
関

と
し

て
の

公
民

館
の

役
割

や
館

長
の

職
責

に
つ

い
て

認
識

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
特

に
、

今
年

度
は

、
昨

年
度

か
ら

ス
タ

ー
ト

し
た

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ス
ク

ー
ル

の
各

地
区

で
の

取
組

の
情

報
交

換
や

先
進

地
視

察
を

通
じ

て
、

地
域

学
校

協
働

活
動

を
充

実
す

る
た

め
の

公
民

館
の

役
割

に
つ

い
て

考
え

あ
う

研
修

に
努

め
た

。
ま

た
、

国
の

社
会

教
育

の
係

る
組

織
改

編
に

と
も

な
い

、
社

会
教

育
を

め
ぐ

る
動

向
に

つ
い

て
、

教
育

委
員

は
じ

め
社

会
教

育
関

係
者

と
合

同
で

学
ぶ

機
会

を
設

定
し

た
。

そ の 他

定
例

館
長

会
及

び
幹

事
会

市
費

継
続

2
4

3
6
0

2
2

2
2

毎
月

1
回

飯
田

市
公

民
館

他

目 的

2
0

地
区

公
民

館
の

館
長

が
、

飯
田

市
の

公
民

館
事

業
の

企
画

・
運

営
・
調

整
を

図
る

＜
定

例
館

長
会

＞
①

公
民

館
の

役
割

、
館

長
の

職
責

に
つ

い
て

議
論

し
整

理
す

る
②

全
市

共
同

事
業

の
組

立
て

や
情

報
共

有
を

図
る

③
地

区
館

事
業

の
情

報
交

換
を

行
う

＜
幹

事
会

＞
①

定
例

館
長

会
の

議
題

を
協

議
、

整
理

し
方

向
付

け
を

行
う

実 施 内 容

・
8
月

1
1
月

を
除

く
月

1
回

、
午

前
幹

事
会

、
午

後
館

長
会

を
開

催
。

・
飯

田
市

の
公

民
館

事
業

の
企

画
・
運

営
・
調

整
を

行
う

と
と

も
に

、
各

地
区

事
業

の
情

報
交

換
、

情
報

共
有

を
行

っ
た

。
・
通

年
で

行
う

館
長

会
の

協
議

テ
ー

マ
と

し
て

、
「
こ

れ
か

ら
の

公
民

館
・
社

会
教

育
と

館
長

の
役

割
」
大

人
の

学
び

と
子

ど
も

の
育

ち
を

つ
な

げ
る

～
学

校
と

の
連

携
の

取
組

を
通

し
て

～
」
を

掲
げ

、
地

区
公

民
館

か
ら

の
話

題
提

供
を

通
じ

た
研

修
、

協
議

を
実

施
し

た
。

＜
研

修
内

容
＞

○
９

・
1
0
・
1
1
・
２

月
　

研
究

テ
ー

マ
に

沿
っ

た
各

地
区

事
例

に
基

づ
く
情

報
交

換
会

○
５

月
　

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
2
0
1
8
(世

界
フ

ェ
ス

）
地

区
公

演
に

つ
い

て
の

情
報

交
換

○
６

月
　

地
域

学
校

協
働

活
動

と
飯

田
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ス

ク
ー

ル
学

習
会

○
７

月
　

館
長

・
主

事
合

同
研

修
会

　
　

　
　

　
「
地

域
学

校
協

働
活

動
に

つ
い

て
」

○
８

月
　

8
/
2
9
-
3
0
　

研
修

視
察

　
千

葉
県

秋
津

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

、
　

　
　

　
　

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
フ

ォ
ー

ス
ジ

ャ
パ

ン
　

　
　

　
「
地

域
学

校
協

働
活

動
先

進
地

の
取

組
、

都
市

と
農

村
を

む
す

ぶ
取

組
に

学
ぶ

」
○

1
1
月

　
郡

市
合

同
館

長
会

研
修

会
・
交

流
会

（
当

番
；
下

伊
那

）
　

　
　

　
　

阿
智

村
　

満
蒙

記
念

館
の

取
組

○
１

月
　

他
団

体
と

の
合

同
研

修
会

　
　

　
　

　
「
最

近
の

社
会

教
育

の
動

向
と

公
民

館
に

求
め

ら
れ

る
役

割
」

　
　

　
　

　
講

師
：
牧

野
篤

教
授

」
　

　
　

　
　

教
育

委
員

、
社

会
教

育
委

員
、

公
民

館
運

営
審

議
会

委
員

と
の

懇
談

会
○

３
月

　
年

間
総

括

評 価

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

幹
事

会
及

び
主

事
会

市
費

継
続

2
4

3
7
2

2
5

2
5

幹
事

会
、

定
例

主
事

会
と

も
に

毎
月

１
回

　
飯

田
市

公
民

館
　

他

目 的

飯
田

市
公

民
館

事
業

の
企

画
・
運

営
・
調

整
を

図
る

＜
幹

事
会

＞
①

定
例

主
事

会
の

議
事

の
組

み
立

て
を

行
う

②
定

例
主

事
会

で
決

ま
ら

な
か

っ
た

こ
と

に
関

し
て

検
討

を
行

う
③

ブ
ロ

ッ
ク

主
事

会
や

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

へ
の

情
報

提
供

及
び

意
見

集
約

を
行

う
＜

定
例

主
事

会
＞

①
業

務
に

必
要

な
情

報
の

共
有

を
図

る
②

研
修

等
を

通
じ

て
主

事
と

し
て

の
専

門
性

を
高

め
る

③
各

館
の

情
報

共
有

を
行

う

実 施 内 容

幹
事

会
：
主

事
会

を
活

性
化

し
、

事
前

の
組

み
立

て
を

行
う

場
定

例
主

事
会

：
午

前
　

事
務

連
絡

と
全

市
的

な
事

業
の

企
画

・
運

営
・
調

整
等

　
　

　
　

　
　

　
　

 午
後

　
研

修
（
下

記
参

照
）
と

情
報

共
有

 5
月

…
「
地

域
と

学
校

の
協

働
に

よ
る

子
ど

も
の

育
成

」
　

担
当

：
幹

事
会

 6
月

…
「
子

ど
も

の
様

子
を

捉
え

る
」
　

担
当

：
幹

事
会

　
　

　
　

講
師

：
飯

田
市

こ
ど

も
家

庭
応

援
セ

ン
タ

ー
　

中
島

恒
夫

 7
月

…
「
地

域
学

校
協

働
活

動
に

お
け

る
公

民
館

の
役

割
」
（
館

長
会

・
主

事
会

合
同

）
1
0
月

…
「
対

話
と

は
」
　

担
当

：
Ｄ

ブ
ロ

ッ
ク

1
1
月

…
「
飯

田
市

派
遣

報
告

」
　

担
当

：
Ｂ

ブ
ロ

ッ
ク

　
　

　
　

研
修

報
告

：
宇

高
竜

哉
、

安
田

健
人

 1
月

…
「
主

事
の

悩
み

に
つ

い
て

話
し

合
っ

て
み

よ
う

」
　

担
当

：
Ｃ

ブ
ロ

ッ
ク

 2
月

…
「
飯

田
市

派
遣

報
告

」
　

　
　

　
研

修
報

告
：
中

島
潤

、
相

宗
よ

し
乃

 3
月

…
「
社

会
教

育
主

事
講

習
報

告
」
　

熊
谷

健
太

朗
　

　
　

　
「
Ｐ

Ｊ
総

括
ま

と
め

発
表

」
※

兵
庫

県
尼

崎
市

よ
り

派
遣

6
月

～
1
1
月

　
宇

高
（
座

光
寺

）
、

安
田

（
伊

賀
良

）
9
月

～
2
月

　
中

島
（
丸

山
）
、

相
宗

（
山

本
）

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

＜
幹

事
会

＞
幹

事
会

で
話

し
合

わ
れ

た
こ

と
が

Ｐ
Ｊ

・
ブ

ロ
ッ

ク
に

伝
わ

ら
な

い
、

ま
た

伝
わ

っ
て

も
話

し
合

わ
れ

な
い

な
ど

、
う

ま
く
連

携
が

取
れ

な
い

場
面

が
見

ら
れ

た
。

ま
た

人
形

劇
Ｐ

Ｊ
、

井
戸

端
Ｐ

Ｊ
は

幹
事

が
１

名
し

か
お

ら
ず

負
担

も
大

き
か

っ
た

。
来

年
は

、
主

事
会

⇔
幹

事
会

⇔
ブ

ロ
ッ

ク
の

連
携

を
意

識
し

て
進

め
て

行
き

た
い

。

＜
定

例
主

事
会

＞
主

事
会

研
修

に
つ

い
て

は
、

あ
え

て
ブ

ロ
ッ

ク
や

Ｐ
Ｊ

の
担

当
月

を
割

り
振

ら
な

か
っ

た
が

、
一

度
も

研
修

に
関

わ
ら

な
い

方
が

出
て

し
ま

っ
た

の
で

、
ブ

ロ
ッ

ク
研

修
を

必
須

と
す

る
な

ど
し

て
全

員
が

関
わ

れ
る

よ
う

に
し

た
い

。

＜
今

後
の

方
向

付
け

＞
み

ん
な

が
良

い
仕

事
を

出
来

る
よ

う
に

主
事

会
が

あ
る

。
今

年
は

「
チ

ー
ム

主
事

会
」
の

イ
メ

ー
ジ

が
薄

か
っ

た
。

来
年

度
は

、
他

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
に

も
関

心
を

持
ち

意
見

を
言

う
な

ど
、

み
ん

な
で

考
え

る
プ

ロ
セ

ス
も

大
切

に
し

て
い

き
た

い
。

「
私

た
ち

の
主

事
会

」
を

私
た

ち
の

努
力

で
よ

り
良

い
も

の
に

し
て

い
く
イ

メ
ー

ジ
を

み
ん

な
と

共
有

し
た

い
。
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告
№
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区
分

区
分

開
催

会
場

2
5
0

1
0

1
0

通
年

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日

地
区

公
民

館

目 的
人

形
劇

・
フ

ェ
ス

タ
の

魅
力

を
さ

ら
に

引
き

出
す

実 施 内 容

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

会
議

：
2
5
回

（
１

）
前

期
（
フ

ェ
ス

タ
ま

で
）
：
『
飯

田
に

住
ん

で
い

る
人

が
人

形
劇

や
フ

ェ
ス

タ
に

誇
り

を
も

つ
に

は
ど

う
し

た
ら

い
い

か
。

プ
ロ

セ
ス

の
中

で
ど

う
育

め
る

か
』
を

考
え

、
以

下
に

掲
げ

る
事

業
を

実
施

。
・
地

区
公

演
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
編

成
・
地

区
公

演
会

場
責

任
者

会
・
プ

レ
フ

ェ
ス

タ
・
地

区
オ

リ
ジ

ナ
ル

企
画

・
電

車
バ

ス
ツ

ア
ー

と
り

ま
と

め
・
地

区
公

演
調

整
委

員
会

の
実

施
・
中

学
校

区
公

演
・
保

育
園

公
演

に
か

か
る

取
組

の
支

援
・
プ

ー
ル

跡
地

フ
ラ

ワ
ー

イ
ル

ミ
ネ

ー
シ

ョ
ン

の
検

討
・
実

施
・
拡

大
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

の
実

施
・
主

事
会

ポ
ロ

シ
ャ

ツ
作

成
、

夜
の

サ
ロ

ン
実

施
（
２

）
後

期
：
世

界
フ

ェ
ス

を
振

り
返

り
、

総
括

す
る

中
で

「
1
0
年

後
、

こ
ん

な
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

に
な

っ
て

い
て

ほ
し

い
！

」
と

い
う

絵
を

描
き

な
が

ら
、

今
後

に
つ

な
げ

ら
れ

る
よ

う
な

取
組

を
行

う
。

・
Ｌ

ｉｅ
ｎ

の
作

成

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
の

い
い

だ
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

は
、

飯
田

で
人

形
劇

が
は

じ
ま

っ
て

4
0
周

年
を

記
念

し
、

世
界

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
と

し
て

も
実

施
さ

れ
た

。
昨

年
度

行
っ

た
取

り
組

み
か

ら
良

い
部

分
を

継
続

し
つ

つ
、

“
今

年
な

ら
で

は
”
の

取
り

組
み

も
行

っ
た

。
今

年
度

特
に

力
を

入
れ

た
の

は
、

各
中

学
校

区
で

行
わ

れ
た

海
外

劇
団

公
演

に
か

か
る

取
り

組
み

の
支

援
と

、
プ

ー
ル

跡
地

フ
ラ

ワ
ー

イ
ル

ミ
ネ

ー
シ

ョ
ン

の
実

施
で

あ
る

。
各

中
学

校
区

の
海

外
劇

団
公

演
を

よ
り

よ
く

す
る

た
め

に
各

中
学

校
区

で
行

わ
れ

て
い

る
事

前
学

習
内

容
の

共
有

や
実

施
後

の
振

り
返

り
の

共
有

を
行

っ
た

。
プ

ー
ル

跡
地

で
は

、
下

農
生

に
よ

る
花

の
設

置
と

と
も

に
、

橋
北

面
白

倶
楽

部
の

皆
さ

ん
に

ご
協

力
い

た
だ

き
、

イ
ル

ミ
ネ

ー
シ

ョ
ン

を
合

わ
せ

て
実

施
し

た
。

後
期

は
、

Ｐ
Ｊ

会
議

の
中

で
、

「
1
0
年

後
の

フ
ェ

ス
タ

、
こ

う
な

っ
て

い
て

ほ
し

い
」
と

い
う

と
こ

ろ
か

ら
議

論
し

た
。

我
々

が
目

指
す

べ
き

と
こ

ろ
は

、
『
人

形
劇

・
フ

ェ
ス

タ
に

は
こ

ん
な

魅
力

が
あ

る
か

ら
、

あ
の

人
の

た
め

に
、

地
区

の
為

に
、

今
後

も
フ

ェ
ス

タ
を

盛
り

上
げ

た
い

！
と

い
う

人
を

１
人

で
も

多
く

増
や

す
』
と

こ
ろ

で
あ

る
。

そ
の

た
め

に
は

、
今

年
達

成
感

や
ど

ん
な

想
い

で
や

っ
た

の
か

を
共

有
し

、
そ

の
想

い
を

広
げ

て
行

く
こ

と
が

大
切

、
と

い
う

と
こ

ろ
か

ら
冊

子
"
Ｌ

ｉｅ
ｎ

"
を

作
成

し
た

。
今

後
も

、
各

取
組

の
中

で
の

大
切

な
部

分
を

共
有

し
な

が
ら

、
事

業
展

開
を

図
っ

て
い

き
た

い
。

そ の 他

人
形

劇
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
他

会
計

継
続

2
5

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

主
事

会
井

戸
端

か
ら

地
域

課
題

を
考

え
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

市
・
地

新
規

2
0

1
5
5

8
9

通
年

地
区

公
民

館

目 的

地
域

の
方

が
話

し
合

う
場

＝
“

井
戸

端
”
（

講
座

、
会

議
、

少
数

で
の

集
ま

り
）
か

ら
多

様
な

活
動

が
生

ま
れ

る
。

こ
の

井
戸

端
を

つ
く

る
た

め
に

、
ま

た
、

井
戸

端
を

活
性

化
さ

せ
る

た
め

に
主

事
が

で
き

る
こ

と
を

探
っ

て
い

く
。

実 施 内 容

（
１

）
 デ

ー
タ

分
析

（
２

）
各

地
区

の
事

業
を

持
ち

寄
っ

た
主

事
同

士
の

話
し

合
い

（
３

）
縦

軸
横

軸
に

よ
る

事
業

分
析

（
４

）
ケ

ー
ス

検
討

（
１

）
、

（
２

）
、

（
３

）
で

は
そ

れ
ぞ

れ
の

地
区

で
の

井
戸

端
を

活
性

化
し

活
動

に
つ

な
げ

て
い

く
た

め
に

困
っ

て
い

る
こ

と
を

持
ち

寄
ろ

う
と

し
た

が
Ｐ

Ｊ
メ

ン
バ

ー
同

士
意

見
を

出
し

合
う

こ
と

が
な

か
な

か
で

き
な

か
っ

た
。

そ
こ

で
館

報
ち

よ
3
0
0
号

に
向

け
た

千
代

公
民

館
の

広
報

委
員

会
で

の
記

事
の

作
り

方
を

1
つ

の
ケ

ー
ス

と
し

て
鈴

木
主

事
か

ら
聞

き
取

り
な

が
ら

各
主

事
の

視
点

を
確

認
し

あ
う

経
験

を
し

た
。

（
５

）
ミ

ニ
Ｐ

Ｊ
メ

ン
バ

ー
の

関
心

や
悩

み
に

複
数

主
事

で
取

り
組

む
こ

と
で

、
各

地
区

で
の

井
戸

端
を

活
性

化
し

よ
う

と
し

た
。

３
グ

ル
ー

プ
(山

本
、

下
久

堅
、

全
市

)に
分

か
れ

て
活

動
し

た
。

【
主

な
活

動
】

（
下

久
堅

）
地

区
の

伝
統

文
化

で
あ

る
「
和

紙
」
に

携
わ

る
想

い
の

あ
る

方
へ

の
聞

き
取

り
（
山

本
）

今
年

度
か

ら
始

め
た

外
国

人
を

対
象

と
し

た
事

業
に

対
し

て
他

地
区

の
先

進
事

例
や

各
関

係
団

体
へ

の
聞

き
取

り
、

現
状

把
握

。
（
全

市
）

地
域

の
方

に
と

っ
て

「
こ

ん
な

も
の

が
あ

れ
ば

い
い

な
！

」
と

思
う

具
体

的
な

資
料

作
成

。

評 価

【
成

果
】

ミ
ニ

P
J
で

3
つ

の
グ

ル
ー

プ
に

分
か

れ
て

活
動

し
、

聞
き

取
り

を
行

っ
た

り
、

実
際

の
事

業
に

一
緒

に
参

加
し

た
り

、
共

通
の

資
料

を
作

成
す

る
中

で
そ

れ
ぞ

れ
担

当
主

事
が

抱
え

る
悩

み
に

対
し

て
複

数
の

主
事

で
視

点
を

出
し

合
い

、
共

有
し

、
次

の
一

歩
を

踏
み

出
す

こ
と

が
で

き
た

。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
P

J
で

取
り

組
ん

だ
こ

と
が

目
的

に
あ

る
地

域
の

井
戸

端
を

作
っ

た
り

、
活

性
化

に
つ

な
げ

る
こ

と
は

な
か

な
か

で
き

な
か

っ
た

が
、

自
館

で
の

悩
み

を
出

し
合

い
、

他
主

事
と

共
有

し
視

点
を

出
し

合
う

こ
と

で
次

の
一

歩
が

踏
み

出
せ

る
こ

と
が

で
き

、
主

事
同

士
に

よ
る

ケ
ー

ス
検

討
の

必
要

性
を

実
感

し
た

。
し

か
し

、
他

地
区

の
事

業
で

あ
る

が
ゆ

え
の

難
し

さ
は

当
然

あ
る

。
今

回
は

P
J
と

し
て

実
際

に
他

地
域

へ
入

っ
て

活
動

で
き

る
時

間
を

設
け

る
こ

と
が

で
き

た
の

で
、

共
有

で
き

た
部

分
が

大
き

い
。

し
か

し
、

日
常

的
に

他
地

区
に

入
っ

て
ケ

ー
ス

検
討

す
る

時
間

は
通

常
な

い
。

あ
ら

た
め

て
主

事
会

の
中

で
自

館
の

話
を

整
理

し
伝

え
る

と
い

う
訓

練
、

相
手

の
話

を
し

っ
か

り
聴

く
姿

勢
が

必
要

で
あ

る
と

感
じ

る
。

－27－



飯
田

市
公

民
館

の
事

業
報

告
№

9

区
分

7
実

施
内

容
参

照

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

各
公

民
館

　
他

目 的

地
域

と
高

校
生

が
共

に
学

び
、

育
ち

、
よ

り
良

い
地

域
を

創
造

し
て

い
く

た
め

に
、

公
民

館
が

で
き

る
こ

と
を

、
地

域
人

教
育

を
中

心
に

研
究

す
る

。

実 施 内 容

①
飯

田
O

ID
E
長

姫
高

校
地

域
人

教
育

３
年

生
授

業
の

実
施

以
下

、
地

区
名

、
主

な
実

施
事

業
・
参

加
事

業
、

関
わ

っ
た

地
域

団
体

な
ど

【
橋

北
】
高

校
生

ス
ー

パ
ー

橋
北

店
…

橋
北

ま
ち

づ
く
り

委
員

会
、

春
草

公
園

を
愛

す
る

会
他

【
橋

南
】
空

き
家

問
題

を
高

校
生

な
り

に
考

え
る

…
ま

ち
づ

く
り

カ
ン

パ
ニ

ー
、

在
来

屋
他

【
東

野
】
C

O
N

N
E
C

T
～

東
野

地
区

の
仲

介
人

に
な

ろ
う

～
…

J
A

さ
く
ら

の
会

他
【
松

尾
】
商

店
街

に
灯

り
を

！
元

気
を

！
！

…
マ

ル
ブ

ン
、

シ
ュ

ー
ズ

の
キ

タ
ハ

ラ
他

【
竜

丘
】
交

流
の

場
を

考
え

る
…

鵞
流

峡
復

活
P

J
、

ぬ
く
ぬ

く
の

会
他

【
鼎

】
子

ど
も

た
ち

の
居

場
所

づ
く
り

…
関

島
水

引
店

、
鼎

安
全

委
員

会
他

【
座

光
寺

】
リ

ニ
ア

開
通

に
伴

う
座

光
寺

の
魅

力
の

再
発

見
と

発
信

…
元

善
光

寺
、

吉
丸

屋
他

そ
の

他
、

随
時

授
業

へ
参

加
。

２
/
２

２
以

上
の

取
組

み
に

つ
い

て
、

教
頭

、
担

当
教

諭
、

松
本

大
学

白
戸

教
授

・
向

井
専

任
講

師
、

り
ん

ご
並

木
ま

ち
づ

く
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

桑
原

氏
、

担
当

主
事

で
年

間
総

括
を

実
施

。
②

飯
田

高
校

１
年

生
地

元
調

べ
校

外
活

動
の

支
援

（
６

月
６

日
）

③
飯

田
Ｏ

ＩＤ
Ｅ

長
姫

高
校

地
域

人
教

育
１

年
生

フ
ィ

ー
ル

ド
ス

タ
デ

ィ
の

支
援

（
1
2
/
４

、
５

）
④

地
域

人
教

育
推

進
委

員
会

へ
の

参
加

飯
田

Ｏ
ＩＤ

Ｅ
長

姫
高

校
、

松
本

大
学

、
飯

田
市

（
公

民
館

）
に

よ
る

情
報

交
換

、
各

学
年

の
予

定
の

す
り

合
わ

せ
、

育
て

た
い

人
物

像
・
地

域
人

教
育

の
方

向
性

の
確

認
を

目
的

に
組

織
さ

れ
た

上
記

委
員

会
へ

参
加

。
4
/
4
、

5
/
2
5
、

9
/
2
1
、

1
1
/
1
5
、

1
2
/
1
4
の

計
５

回
会

議
へ

参
加

④
そ

の
他

9
/
2
7

第
2
回

教
育

再
生

実
行

会
議

新
時

代
に

対
応

し
た

高
等

学
校

改
革

ワ
ー

キ
ン

グ
・
グ

ル
ー

プ
市

長
随

行
…

副
館

長
、

國
松

先
生

、
熊

谷
（
東

野
）

1
0
/
2
0
　

地
方

創
生

実
践

塾
in

長
野

県
飯

田
市

対
応

…
熊

谷
（
東

野
）

２
/
１

４
飯

田
風

越
高

校
課

題
研

究
発

表
会

…
小

島
（
市

公
）
、

熊
谷

（
鼎

）
、

三
ツ

井
（
座

光
寺

）
⑤

主
な

協
議

事
項

・
各

地
区

の
地

域
人

教
育

を
通

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

主
事

が
感

じ
た

こ
と

、
高

校
生

や
地

域
の

方
の

様
子

、
取

り
組

み
の

意
図

や
課

題
な

ど
を

共
有

し
、

主
事

（
公

民
館

）
の

役
割

を
考

え
た

。
・

地
域

人
教

育
を

よ
り

円
滑

か
つ

効
果

的
に

継
続

し
て

い
く
仕

組
み

づ
く

り
に

つ
い

て
意

見
交

換
を

行
っ

た
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

高
校

教
育

改
革

が
進

め
ら

れ
る

中
で

、
社

会
教

育
が

高
校

に
関

わ
る

意
義

を
地

域
人

教
育

の
実

践
か

ら
整

理
し

て
き

た
。

こ
れ

か
ら

の
変

化
の

激
し

い
社

会
を

生
き

て
い

く
に

は
、

高
い

志
や

意
欲

を
持

つ
自

立
し

た
人

間
と

し
て

他
者

と
協

働
し

な
が

ら
未

来
を

創
り

出
し

、
課

題
を

解
決

す
る

力
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

そ
の

よ
う

な
「
生

き
る

力
」
は

学
校

だ
け

で
育

ま
れ

る
も

の
で

は
な

く
、

色
ん

な
世

代
、

仕
事

、
考

え
の

人
と

様
々

な
経

験
を

積
み

重
ね

る
こ

と
で

育
ま

れ
、

地
域

社
会

と
の

つ
な

が
り

や
信

頼
で

き
る

大
人

と
の

関
わ

り
を

通
し

て
、

高
校

生
は

成
長

し
て

い
く

。
違

っ
た

考
え

や
価

値
観

を
取

り
込

む
か

ら
こ

そ
、

学
校

と
地

域
が

単
独

で
は

な
し

え
な

い
教

育
効

果
が

生
ま

れ
る

。
活

動
の

中
で

は
、

意
見

の
衝

突
や

対
立

が
起

こ
る

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

が
、

そ
の

よ
う

な
異

質
な

他
者

を
つ

な
ぎ

、
学

び
の

循
環

を
促

し
、

支
援

し
て

い
く

こ
と

が
公

民
館

の
役

割
の

一
つ

で
あ

る
。

高
校

と
地

域
が

協
働

し
、

よ
り

教
育

効
果

の
高

い
活

動
に

し
て

い
く
た

め
に

は
、

関
わ

る
大

人
た

ち
が

高
校

生
の

成
長

を
軸

と
し

て
話

し
合

い
、

ビ
ジ

ョ
ン

を
共

有
し

進
め

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

注
意

す
べ

き
こ

と
は

、
こ

の
よ

う
な

取
組

み
が

単
な

る
高

校
生

を
頼

り
に

し
た

地
域

振
興

、
課

題
解

決
で

あ
っ

て
は

な
ら

ず
、

あ
く
ま

で
教

育
で

あ
る

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。
高

校
生

と
地

域
住

民
が

相
互

に
学

び
合

い
、

高
め

合
っ

て
い

く
こ

と
が

、
結

果
と

し
て

地
域

課
題

の
解

決
へ

と
つ

な
が

っ
て

い
く
。

高
校

生
と

の
活

動
を

通
し

て
、

若
者

を
育

て
る

当
事

者
、

こ
れ

か
ら

の
地

域
を

創
っ

て
い

く
当

事
者

と
し

て
の

意
識

が
再

認
識

さ
れ

る
だ

け
で

な
く

、
高

校
生

を
中

心
と

し
て

地
域

の
つ

な
が

り
・
絆

が
強

化
さ

れ
、

学
び

も
深

ま
っ

て
い

く
。

そ
の

た
め

に
も

、
地

域
と

学
校

が
協

働
し

、
高

校
生

の
教

育
や

地
域

課
題

の
解

決
に

関
し

て
、

共
に

学
び

続
け

る
こ

と
が

必
要

で
あ

り
、

学
校

と
地

域
が

相
互

補
完

的
に

連
携

・
協

働
し

て
い

く
関

係
づ

く
り

を
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

一
年

間
の

活
動

で
は

深
く
関

わ
る

こ
と

が
で

き
る

住
民

は
限

ら
れ

て
い

る
が

、
地

道
に

積
み

重
ね

て
い

く
こ

と
で

地
区

内
に

少
し

ず
つ

波
及

し
て

い
く
と

考
え

ら
れ

る
。

こ
の

よ
う

な
考

え
方

は
地

域
人

教
育

に
限

ら
ず

、
す

べ
て

の
地

域
学

校
協

働
活

動
に

共
通

し
た

も
の

と
い

え
る

。
他

校
へ

の
展

開
を

見
据

え
、

高
校

と
地

域
が

連
携

・
協

働
し

て
い

く
取

組
み

に
つ

い
て

支
援

体
制

を
含

め
、

検
証

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

そ の 他

地
域

×
高

校
生

共
育

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

市
費

継
続
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橋
北

公
民

館
の

事
業

報
告

№
1

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

（
橋

北
・
橋

南
・
東

野
）
３

館
合

同
乳

幼
児

（
０

歳
児

）
学

級
市

・
地

継
続

8
3
8

7
4
2

実
施

内
容

参
照

橋
北

公
民

館
ほ

か

目 的

０
歳

児
と

そ
の

保
護

者
を

対
象

に
、

親
子

、
子

ど
も

同
士

の
触

れ
合

い
の

場
、

親
同

士
の

交
流

の
場

を
作

り
、

子
ど

も
の

健
全

な
成

長
を

図
る

実 施 内 容

東
中

学
校

区
３

館
合

同
で

、
橋

北
が

０
歳

児
を

担
当

。
内

容
は

学
習

と
交

流
に

重
点

を
置

き
参

加
保

護
者

と
相

談
し

決
定

。
【
開

催
概

要
】

①
9
/
1
0

開
講

式
②

1
0
/
1
5

離
乳

食
に

つ
い

て
、

み
ん

な
で

お
話

し
し

ま
し

ょ
う

③
1
1
/
1
9

産
後

マ
マ

の
身

体
ケ

ア
④

1
2
/
1
0
Ｘ

ｍ
ａ

ｓ
の

準
備

⑤
1
2
/
1
9

Ｘ
ｍ

ａ
ｓ

パ
ー

テ
ィ

ー
　

⑥
1
/
2
9
親

子
で

絵
本

を
楽

し
も

う
　

⑦
2
/
1
8
記

念
品

づ
く
り

　
⑧

3
/
1
1
閉

講
式

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

公
民

館
、

保
健

師
、

保
育

士
の

運
営

側
３

者
で

し
っ

か
り

と
打

ち
合

わ
せ

を
し

て
講

座
の

目
的

を
共

有
し

、
開

講
式

で
は

受
講

者
の

親
子

と
一

緒
に

約
束

事
な

ど
を

確
認

し
て

ス
タ

ー
ト

で
き

た
こ

と
は

よ
か

っ
た

。
ま

た
、

３
地

区
で

の
合

同
開

催
で

あ
る

こ
と

を
意

識
し

、
異

年
齢

の
乳

幼
児

学
級

と
の

合
同

開
催

も
多

く
盛

り
込

み
、

交
流

を
図

っ
た

。
し

か
し

、
少

子
化

が
進

む
中

で
、

３
地

区
で

の
合

同
開

催
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
年

々
対

象
者

が
減

少
し

て
い

る
た

め
、

今
後

の
あ

り
方

の
検

討
も

必
要

で
あ

る
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

（
橋

北
・
橋

南
・
東

野
）
３

館
合

同
乳

幼
児

（
２

歳
児

）
学

級
市

・
地

継
続

1
8

2
3
6

2
4

9
6

実
施

内
容

参
照

橋
北

公
民

館
ほ

か

目 的

２
歳

児
と

そ
の

保
護

者
を

対
象

に
、

親
子

、
子

ど
も

同
士

の
触

れ
合

い
の

場
、

親
同

士
の

交
流

の
場

を
作

り
、

子
ど

も
の

健
全

な
成

長
を

図
る

実 施 内 容

東
中

学
校

区
３

館
合

同
で

、
橋

北
が

２
歳

児
を

担
当

。
内

容
は

特
に

交
流

に
重

点
を

置
き

、
学

習
に

つ
い

て
も

ふ
ま

え
な

が
ら

参
加

保
護

者
と

相
談

し
決

定
。

【
開

催
概

要
】

①
5
/
1
5
開

講
式

②
6
/
5
小

麦
粉

遊
び

、
ゆ

い
き

っ
ず

の
お

知
ら

せ
③

6
/
1
9
飯

田
動

物
園

へ
G

O
！

④
7
/
3
図

書
館

へ
お

出
か

け
・
読

み
聞

か
せ

⑤
7
/
1
7
み

ん
な

で
話

を
し

ま
し

ょ
う

、
ふ

れ
あ

い
遊

び
⑥

8
/
2
2
み

ん
な

で
水

遊
び

⑦
9
/
4
み

ん
な

で
ぶ

ど
う

狩
り

【
台

風
接

近
に

よ
り

中
止

】
⑧

9
/
1
8
リ

ト
ミ

ッ
ク

、
み

ん
な

で
話

そ
う

⑨
1
0
/
1
0
秋

の
ミ

ニ
運

動
会

⑩
1
0
/
1
8
消

防
署

の
見

学
⑪

1
1
/
7
リ

ト
ミ

ッ
ク

、
み

ん
な

で
話

そ
う

⑫
1
1
/
2
8
絵

本
の

読
み

聞
か

せ
⑬

1
2
/
4
X
m

as
の

準
備

⑭
1
2
/
1
9
X
m

as
パ

ー
テ

ィ
ー

⑮
1
/
1
5
お

正
月

遊
び

を
し

よ
う

⑯
2
/
1
3
み

ん
な

で
イ

チ
ゴ

狩
り

⑰
2
/
1
9
記

念
品

づ
く

り
⑱

3
/
5

閉
講

式

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

公
民

館
、

保
健

師
、

保
育

士
の

運
営

側
３

者
で

し
っ

か
り

と
打

ち
合

わ
せ

を
し

て
講

座
の

目
的

を
共

有
し

、
開

講
式

で
は

受
講

者
の

親
子

と
一

緒
に

約
束

事
な

ど
を

確
認

し
て

ス
タ

ー
ト

で
き

た
こ

と
は

よ
か

っ
た

。
ま

た
、

３
地

区
で

の
合

同
開

催
で

あ
る

こ
と

を
意

識
し

、
異

年
齢

の
乳

幼
児

学
級

と
の

合
同

開
催

も
多

く
盛

り
込

み
、

交
流

を
図

っ
た

。
し

か
し

、
少

子
化

が
進

む
中

で
、

３
地

区
で

の
合

同
開

催
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
年

々
対

象
者

が
減

少
し

て
い

る
た

め
、

今
後

の
あ

り
方

の
検

討
も

必
要

で
あ

る
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

北
斗

の
ま

ち
・
さ

わ
や

か
講

座
市

・
地

継
続

1
2

2
3
0

2
5

3
,0

4
9

実
施

内
容

参
照

橋
北

公
民

館
ほ

か

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

連
帯

意
識

、
仲

間
作

り
、

交
流

と
学

習
の

場
づ

く
り

を
目

指
す

実 施 内 容

月
に

１
回

、
地

域
内

在
住

の
方

を
中

心
に

講
師

に
招

き
、

身
近

な
内

容
に

つ
い

て
学

習
す

る
。

①
4
/
2
7
　

は
じ

め
ま

し
て

、
橋

北
/
橋

北
公

民
館

主
事

　
木

下
和

子
②

5
/
2
5
　

中
川

村
で

季
節

の
山

菜
と

年
中

行
事

食
に

つ
い

て
学

ぶ
③

6
/
2
2
　

浜
井

場
小

学
校

音
楽

会
の

鑑
賞

④
7
/
2
7
　

指
ヨ

ガ
、

顔
ヨ

ガ
で

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

/
健

康
運

動
指

導
士

　
中

塚
裕

佳
理

 氏
⑤

8
/
2
4

三
六

災
害

体
験

談
か

ら
学

ぶ
豪

雨
へ

の
備

え
/
宮

澤
英

夫
氏

（
三

六
災

害
体

験
者

）
、

橋
北

ま
る

ご
と

博
物

館
研

究
会

⑥
9
/
2
1
　

稲
葉

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

、
旧

瀧
澤

医
院

の
見

学
⑦

1
0
/
2
4
　

ス
テ

キ
な

浜
井

場
小

学
校

／
浜

井
場

小
学

校
長

　
林

一
之

 氏
⑧

1
1
/
1
6
　

元
気

に
楽

し
く
身

体
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
／

健
康

運
動

指
導

士
　

平
澤

侑
也

 氏
⑨

1
2
/
2
8

高
校

生
ス

ー
パ

ー
橋

北
店

～
買

う
人

か
ら

売
る

人
に

な
り

ま
せ

ん
か

？
～

／
飯

田
O

ID
E
長

姫
高

校
商

業
科

３
年

生
橋

北
グ

ル
ー

プ
⑩

1
/
2
5

国
土

地
理

院
を

知
っ

て
い

ま
す

か
～

測
量

か
ら

地
図

づ
く
り

ま
で

～
／

佐
々

木
正

博
 氏

（
下

馬
場

町
、

叙
勲

受
章

記
念

講
演

）
⑪

2
/
2
2
　

身
体

を
動

か
し

、
元

気
に

長
生

き
！

／
健

康
運

動
指

導
士

　
牧

内
隆

雄
 氏

⑫
3
/
2
9

橋
北

地
区

基
本

構
想

の
実

現
に

向
け

て
／

橋
北

ま
ち

づ
く

り
委

員
会

会
長

藤
本

勝
 氏

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

「
地

元
を

知
る

こ
と

」
を

大
切

に
し

、
地

区
に

密
着

し
た

テ
ー

マ
や

地
区

に
関

係
す

る
方

々
に

講
師

に
な

っ
て

も
ら

う
講

座
を

多
く
設

け
た

。
ま

た
、

健
康

推
進

部
と

共
催

で
、

健
康

を
テ

ー
マ

に
し

た
講

座
を

３
回

実
施

し
た

が
、

受
講

者
の

感
想

か
ら

、
高

齢
化

が
進

む
地

域
に

お
い

て
健

康
へ

の
関

心
が

高
い

こ
と

が
わ

か
り

、
今

後
も

地
域

の
ニ

ー
ズ

に
合

っ
た

講
座

が
開

催
で

き
る

よ
う

、
連

携
を

検
討

し
て

い
き

た
い

。
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橋
北

公
民

館
の

事
業

報
告

№
2

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

マ
レ

ッ
ト

ゴ
ル

フ
教

室
他

会
計

継
続

9
2
3
5

4
4

3
,0

4
9

実
施

内
容

参
照

実
施

内
容

参
照

目 的

主
に

高
齢

者
を

対
象

に
、

交
流

と
健

康
増

進
を

目
指

す
。

実 施 内 容

開
講

式
：
4
/
1
1

定
例

会
：
5
/
9
、

6
/
1
3
、

8
/
8
、

1
0
/
1
0

大
会

：
7
/
1
1
（
懇

親
会

も
開

催
）
、

9
/
1
2
、

1
1
/
1
4

閉
講

式
・
懇

親
会

：
1
2
/
5

運
営

委
員

会
：
4
/
9
、

6
/
6
、

1
1
/
5

会
場

：
下

久
堅

親
水

公
園

マ
レ

ッ
ト

ゴ
ル

フ
場

、
座

光
寺

マ
レ

ッ
ト

ゴ
ル

フ
場

、
松

尾
マ

レ
ッ

ト
ゴ

ル
フ

場
、

豊
丘

村
ア

カ
シ

ア
マ

レ
ッ

ト
ゴ

ル
フ

場
、

松
川

町
清

流
苑

マ
レ

ッ
ト

ゴ
ル

フ
場

、

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

自
主

的
に

開
催

す
る

懇
親

会
な

ど
を

通
し

て
、

会
員

同
士

が
交

流
を

深
め

て
い

る
。

ま
た

、
開

講
前

に
は

、
運

営
委

員
が

講
師

と
な

り
、

新
会

員
に

対
し

て
競

技
規

則
や

マ
ナ

ー
な

ど
の

講
習

を
実

施
し

て
い

る
。

こ
の

よ
う

に
、

運
営

委
員

を
中

心
と

し
て

教
室

を
自

主
運

営
し

て
い

く
雰

囲
気

も
あ

る
た

め
、

そ
う

し
た

意
識

を
大

切
に

し
て

い
き

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

橋
北

地
区

文
化

祭
市

・
地

継
続

1
6
0
0

6
0
0

3
,0

4
9

６
月

２
３

日
、

２
４

日
浜

井
場

小
学

校

目 的

橋
北

地
区

民
を

対
象

に
、

各
種

団
体

の
展

示
・
発

表
を

通
じ

て
住

民
相

互
の

交
流

を
目

指
す

実 施 内 容

地
区

住
民

に
よ

る
地

区
住

民
の

た
め

の
文

化
祭

と
し

て
実

施
し

た
。

公
民

館
の

教
室

、
グ

ル
ー

プ
を

中
心

に
、

地
元

の
保

育
園

・
幼

稚
園

、
小

中
学

校
、

ま
ち

づ
く

り
委

員
会

や
地

区
の

団
体

な
ど

に
よ

る
展

示
や

芸
能

発
表

が
行

わ
れ

た
ほ

か
、

子
ど

も
向

け
の

工
作

コ
ー

ナ
ー

、
体

力
測

定
コ

ー
ナ

ー
、

姿
勢

計
測

器
等

を
使

っ
た

体
測

定
コ

ー
ナ

ー
、

屋
台

や
バ

ザ
ー

な
ど

も
設

け
ら

れ
た

。
さ

ら
に

、
今

年
度

は
「
橋

北
人

」
を

テ
ー

マ
と

し
て

、
地

区
に

お
住

い
の

方
や

地
区

内
で

働
い

て
い

る
方

で
、

知
ら

れ
て

い
な

い
「
す

ご
い

人
」
を

も
っ

と
知

っ
て

も
ら

お
う

と
い

う
こ

と
で

、
様

々
な

特
技

を
持

つ
「
橋

北
人

」
の

方
々

が
展

示
や

芸
能

発
表

に
参

加
し

た
。

地
区

住
民

で
あ

る
「
橋

北
人

」
の

絵
画

や
書

道
の

展
示

、
大

道
芸

・
手

品
や

歌
の

芸
能

発
表

の
ほ

か
、

地
区

内
に

あ
る

企
業

や
公

共
施

設
で

働
く
「
橋

北
人

」
に

よ
る

芸
能

発
表

や
子

ど
も

向
け

紙
し

ば
い

等
が

行
わ

れ
た

。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

全
体

テ
ー

マ
が

「
橋

北
人

」
と

い
う

こ
と

で
、

地
区

内
交

流
に

特
に

力
を

入
れ

て
取

り
組

み
、

地
区

住
民

の
知

ら
れ

ざ
る

一
面

や
地

区
内

で
働

く
方

を
知

る
い

い
機

会
と

な
っ

た
。

さ
ら

に
、

文
化

祭
へ

の
出

演
を

き
っ

か
け

と
し

て
、

地
区

内
の

他
の

イ
ベ

ン
ト

に
出

演
団

体
が

呼
ば

れ
る

な
ど

、
地

区
内

の
交

流
が

よ
り

促
進

さ
れ

た
。

「
橋

北
人

」
と

設
定

し
た

全
体

テ
ー

マ
に

よ
り

、
催

し
物

、
発

表
、

展
示

の
方

向
性

が
明

確
に

な
り

、
ス

タ
ッ

フ
も

新
た

な
企

画
を

提
案

で
き

た
た

め
、

来
年

度
以

降
も

地
区

住
民

と
文

化
祭

の
ね

ら
い

を
共

有
で

き
る

全
体

テ
ー

マ
の

設
定

を
行

い
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

い
い

だ
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

2
0
1
8
橋

北
地

区
公

演
他

会
計

継
続

7
9
4
5

9
4
5

3
,0

4
9

実
施

内
容

参
照

橋
北

公
民

館
ほ

か

目 的

地
区

内
外

の
観

劇
者

を
対

象
に

、
地

区
内

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
フ

ェ
ス

タ
を

盛
り

上
げ

、
楽

し
さ

を
味

わ
う

こ
と

を
目

指
す

実 施 内 容

橋
北

地
区

内
７

会
場

に
て

以
下

の
通

り
実

施
。

8
/
3
　

会
場

：
橋

北
公

民
館

３
階

大
会

議
室

　
ス

タ
ッ

フ
：
橋

北
公

民
館

文
化

部
8
/
4

会
場

：
お

さ
ひ

め
チ

ャ
イ

ル
ド

キ
ャ

ン
プ

ス
タ

ッ
フ

：
当

該
施

設
職

員
及

び
入

居
児

童 8
/
6
　

会
場

：
慈

光
幼

稚
園

　
ス

タ
ッ

フ
：
当

該
園

職
員

及
び

中
学

生
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
8
/
7
　

会
場

：
子

供
の

園
保

育
園

　
ス

タ
ッ

フ
：
当

該
園

職
員

8
/
8
　

会
場

：
飯

田
ル

ー
テ

ル
幼

稚
園

　
ス

タ
ッ

フ
：
当

該
園

職
員

8
/
9
　

会
場

：
橋

北
公

民
館

１
階

会
議

室
　

ス
タ

ッ
フ

：
橋

北
男

塾
8
/
1
1
　

会
場

：
信

毎
販

売
(株

)飯
田

支
店

　
ス

タ
ッ

フ
：
江

戸
浜

分
館

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
は

カ
ー

ニ
バ

ル
か

ら
４

０
年

、
フ

ェ
ス

タ
２

０
周

年
と

い
う

記
念

の
年

で
、

例
年

の
地

区
公

演
４

会
場

に
プ

ラ
ス

し
て

、
保

育
園

公
演

３
会

場
が

加
わ

り
、

計
７

会
場

で
地

区
公

演
が

行
わ

れ
た

。
丘

の
上

と
い

う
立

地
、

公
演

劇
団

・
演

目
等

様
々

な
要

因
に

よ
り

、
昨

年
度

よ
り

観
劇

者
数

が
か

な
り

多
い

会
場

が
多

く
、

ス
タ

ッ
フ

と
し

て
も

、
多

く
の

観
劇

者
が

喜
ん

で
い

る
様

子
が

励
み

に
な

っ
て

い
た

。
一

方
で

、
地

区
公

演
の

観
劇

者
の

地
区

内
住

民
の

割
合

が
少

な
く
、

い
か

に
し

て
地

区
公

演
に

地
区

住
民

に
来

て
も

ら
う

か
が

課
題

で
あ

る
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

文
化

研
修

旅
行

地
区

費
継

続
1

3
,0

4
9

1
1
月

1
9
日

沼
津

市

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
他

地
区

の
文

化
に

つ
い

て
学

習
す

る
機

会
を

目
指

す

実 施 内 容

文
化

部
員

が
企

画
運

営
し

、
参

加
者

が
事

前
学

習
会

を
し

て
、

単
な

る
旅

行
で

は
な

く
研

修
旅

行
と

し
て

計
画

し
た

が
、

参
加

者
が

定
員

に
達

し
な

か
っ

た
た

め
中

止
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

開
催

時
期

、
研

修
旅

行
の

内
容

等
、

様
々

な
要

因
に

よ
り

、
参

加
者

が
定

員
に

達
し

な
か

っ
た

た
め

、
中

止
す

る
こ

と
と

し
た

。
来

年
度

は
開

催
時

期
や

研
修

先
等

、
地

区
の

方
の

声
を

多
く
聞

き
、

計
画

し
て

い
き

た
い

。
ま

た
、

多
世

代
の

方
々

が
参

加
し

、
地

区
内

住
民

の
交

流
の

場
に

も
な

る
よ

う
、

内
容

を
検

討
す

る
こ

と
も

必
要

で
あ

る
。

－30－



橋
北

公
民

館
の

事
業

報
告

№
3

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

囲
碁

ボ
ー

ル
大

会
地

区
費

継
続

1
3
5

3
5

3
,0

4
9

3
月

3
日

浜
井

場
小

学
校

体
育

館

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

て
住

民
相

互
の

交
流

を
図

る

実 施 内 容

自
治

会
単

位
、

各
種

団
体

、
ま

ち
づ

く
り

委
員

会
、

一
般

等
か

ら
チ

ー
ム

を
構

成
し

、
実

施
し

た
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

誰
で

も
楽

し
め

る
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

と
い

う
こ

と
で

、
高

齢
者

か
ら

小
学

生
ま

で
、

幅
広

い
世

代
の

参
加

が
あ

り
、

囲
碁

ボ
ー

ル
を

通
じ

た
世

代
間

交
流

の
場

と
も

な
っ

た
。

参
加

者
か

ら
は

、
地

区
内

に
囲

碁
ボ

ー
ル

が
ま

だ
よ

く
知

ら
れ

て
い

な
い

こ
と

を
残

念
が

る
声

も
聞

か
れ

て
お

り
、

次
年

度
は

よ
り

積
極

的
に

広
報

を
行

い
、

囲
碁

ボ
ー

ル
大

会
の

定
着

を
図

っ
て

い
き

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

ワ
ン

バ
ウ

ン
ド

ふ
ら

ば
ー

る
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
大

会
地

区
費

継
続

1
1
0
0

1
0
0

3
,0

4
9

7
月

8
日

浜
井

場
小

学
校

体
育

館

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
日

頃
の

運
動

不
足

解
消

と
交

流
を

図
る

実 施 内 容

子
ど

も
か

ら
大

人
ま

で
混

合
で

チ
ー

ム
を

つ
く
り

、
基

本
は

地
区

町
内

対
抗

で
は

あ
る

が
交

流
を

主
と

し
て

、
幅

広
い

年
齢

層
が

参
加

で
き

る
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

の
「
ワ

ン
バ

ウ
ン

ド
ふ

ら
ば

ー
る

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

大
会

」
を

実
施

し
た

。
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

参
加

チ
ー

ム
の

募
集

は
基

本
的

に
は

町
内

単
位

で
行

な
っ

た
が

、
今

年
度

は
個

人
や

サ
ー

ク
ル

単
位

で
の

参
加

も
可

能
と

し
、

計
１

０
チ

ー
ム

の
参

加
が

あ
っ

た
。

浜
井

場
小

学
校

Ｐ
Ｔ

Ａ
チ

ー
ム

の
親

子
参

加
や

、
２

０
代

の
野

球
チ

ー
ム

な
ど

幅
広

い
年

齢
層

の
参

加
に

よ
り

、
全

体
の

参
加

人
数

も
例

年
よ

り
多

く
な

っ
た

。
今

後
も

こ
う

し
た

工
夫

を
し

な
が

ら
、

実
施

し
て

い
き

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

講
座

市
・
地

継
続

1
2
5

2
5

3
,0

4
9

9
月

3
0
日

浜
井

場
小

学
校

体
育

館

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
冬

場
の

運
動

不
足

の
解

消
と

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

の
モ

デ
ル

コ
ー

ス
の

創
設

を
目

指
す

実 施 内 容

姿
勢

計
測

を
し

て
姿

勢
を

良
く
す

る
ス

ト
レ

ッ
チ

を
し

て
か

ら
、

効
果

的
な

歩
き

方
を

講
師

の
説

明
を

受
け

な
が

ら
実

施
し

た
。

講
師

：
飯

田
病

院
　

健
康

運
動

指
導

士
３

名
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
は

保
健

課
と

の
共

催
で

実
施

し
、

姿
勢

計
測

を
取

り
入

れ
た

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

講
座

と
し

た
。

姿
勢

計
測

と
い

う
新

し
い

取
組

に
よ

り
、

地
区

住
民

の
関

心
も

高
ま

り
、

例
年

よ
り

多
い

参
加

者
で

あ
っ

た
。

天
候

が
悪

か
っ

た
こ

と
も

あ
る

が
、

歩
き

方
中

心
の

講
座

に
な

っ
て

し
ま

い
、

参
加

者
を

そ
の

後
に

実
施

す
る

橋
北

再
発

見
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
「
す

た
て

く
さ

っ
さ

」
へ

と
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。
そ

の
点

は
、

今
後

、
実

施
内

容
を

考
え

る
際

に
検

討
し

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

橋
北

市
民

運
動

会
地

区
費

継
続

1
5
3
5

5
3
5

3
,0

4
9

1
0
月

7
日

浜
井

場
小

学
校

校
庭

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

て
住

民
相

互
の

交
流

を
図

る

実 施 内 容

今
年

度
で

４
１

回
目

を
迎

え
た

運
動

会
は

、
公

民
館

委
員

の
み

な
ら

ず
、

ま
ち

づ
く

り
委

員
会

役
員

や
各

種
サ

ー
ク

ル
等

も
協

力
し

て
運

営
に

あ
た

っ
た

。
種

目
は

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

要
素

を
多

く
取

り
入

れ
、

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

多
く
の

方
が

参
加

し
や

す
い

も
の

と
し

た
が

、
継

続
さ

れ
て

き
た

競
技

性
、

勝
負

性
の

あ
る

種
目

も
引

き
続

き
行

っ
た

。
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

「
橋

北
住

民
の

総
参

加
・
総

運
営

」
を

合
言

葉
に

し
て

、
幅

広
い

年
齢

層
が

参
加

す
る

事
業

の
た

め
、

今
後

も
内

容
を

充
実

さ
せ

て
実

施
し

て
い

き
た

い
。

今
年

度
は

2
0
代

の
協

力
員

５
名

が
運

営
に

携
わ

っ
て

お
り

、
来

年
度

も
こ

う
し

た
若

い
世

代
の

協
力

が
得

ら
れ

る
よ

う
、

つ
な

が
り

を
大

事
に

し
て

い
き

た
い

。
さ

ら
に

、
４

０
年

以
上

継
続

し
て

き
た

歴
史

を
大

切
に

し
、

多
く

の
人

が
参

加
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
各

町
内

で
の

工
夫

な
ど

も
取

り
上

げ
て

、
地

域
の

つ
な

が
り

を
よ

り
強

い
も

の
と

す
る

機
会

と
な

る
よ

う
に

継
続

し
て

い
き

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

ボ
ウ

リ
ン

グ
大

会
地

区
費

継
続

1
2
7

2
7

3
,0

4
9

1
月

2
0
日

ア
ス

ト
ロ

ボ
ウ

ル

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
冬

場
の

運
動

不
足

と
住

民
間

の
親

睦
交

流
を

図
る

。

実 施 内 容

運
動

不
足

に
な

り
が

ち
な

冬
季

の
ス

ポ
ー

ツ
事

業
と

し
て

、
橋

北
地

区
に

近
い

ア
ス

ト
ロ

ボ
ウ

ル
で

実
施

。
子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

多
く

の
方

に
参

加
し

て
も

ら
い

、
世

代
間

交
流

の
場

と
も

な
る

よ
う

、
参

加
費

の
半

額
を

公
民

館
が

負
担

し
た

。
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

年
々

参
加

者
が

減
っ

て
は

き
て

い
る

も
の

の
、

毎
年

家
族

で
参

加
す

る
こ

と
を

楽
し

み
に

し
て

い
る

参
加

者
も

お
り

、
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

た
世

代
間

交
流

の
場

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

レ
ー

ン
で

の
住

民
同

士
の

交
流

も
生

ま
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

今
後

は
チ

ラ
シ

だ
け

で
は

な
く

、
公

民
館

委
員

、
参

加
者

に
よ

る
声

が
け

も
重

視
し

て
実

施
し

た
い

。

－31－



橋
北

公
民

館
の

事
業

報
告

№
4

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

ほ
し

ぞ
ら

観
測

会
地

区
費

新
規

1
3
0

3
0

3
,0

4
9

1
0
月

2
0
日

旧
飯

田
測

候
所

目 的

小
学

生
親

子
を

対
象

に
地

域
資

源
を

活
用

し
た

事
業

を
行

う
こ

と
で

地
域

を
知

る
こ

と
を

、
高

校
生

の
地

域
事

業
参

加
に

よ
り

、
高

校
生

自
身

の
ふ

る
さ

と
意

識
の

醸
成

を
目

指
す

。

実 施 内 容

飯
田

高
校

天
文

班
の

１
、

２
年

生
を

講
師

と
し

て
招

き
、

旧
飯

田
測

候
所

室
内

外
で

、
高

校
生

の
説

明
に

よ
る

プ
ラ

ネ
タ

リ
ウ

ム
と

タ
ジ

ッ
ク

ア
ー

ス
の

鑑
賞

、
天

体
望

遠
鏡

を
使

っ
た

天
体

観
測

を
行

っ
た

。
飯

田
高

校
天

文
班

と
公

民
館

育
成

部
の

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

企
画

と
し

て
、

実
施

し
た

。
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

当
初

は
７

月
２

８
日

に
開

催
予

定
で

あ
っ

た
が

、
台

風
接

近
の

た
め

、
１

０
月

２
０

日
に

変
更

し
て

実
施

し
た

。
高

校
生

と
地

域
住

民
が

一
緒

に
企

画
運

営
す

る
、

地
元

施
設

を
活

用
し

た
事

業
と

い
う

こ
と

で
、

一
昨

年
実

施
し

た
内

容
を

引
き

継
ぎ

、
公

民
館

育
成

部
側

か
ら

の
呼

び
か

け
に

飯
田

高
校

天
文

班
が

応
え

て
く

れ
る

形
で

実
現

し
た

。
高

校
生

の
説

明
に

小
学

生
は

も
ち

ろ
ん

、
大

人
た

ち
も

聞
き

入
っ

て
お

り
、

終
了

後
、

高
校

生
た

ち
か

ら
「
次

は
こ

う
し

た
い

」
と

い
う

声
も

聞
か

れ
た

た
め

、
こ

の
つ

な
が

り
を

ぜ
ひ

来
年

度
に

つ
な

げ
て

い
き

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

広 報 事 業

館
報

橋
北

地
区

費
継

続
年

5
回

発
刊

3
,0

4
9

実
施

内
容

参
照

目 的

地
域

住
民

住
民

を
対

象
に

、
地

域
を

考
え

る
き

っ
か

け
作

り
を

目
指

す
。

実 施 内 容

公
民

館
事

業
に

か
か

わ
ら

ず
、

様
々

な
会

議
・
事

業
な

ど
に

広
報

部
員

が
積

極
的

参
加

し
、

情
報

収
集

を
行

い
、

情
報

発
信

を
し

て
い

る
。

１
号

発
刊

に
つ

き
、

広
報

部
会

を
原

則
３

回
開

催
。

2
4
8
号

（
6
/
1
2
）
、

2
4
9
号

（
9
/
1
1
）
、

2
5
0
号

（
1
2
/
1
1
）
、

2
5
1
号

（
2
/
1
2
）
、

2
5
2
号

（
3
/
2
6
）

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

「
館

報
橋

北
」
は

橋
北

ま
ち

づ
く

り
委

員
会

が
発

行
す

る
「
ま

ち
づ

く
り

便
り

」
と

の
差

別
化

を
図

り
、

地
域

を
深

く
掘

り
下

げ
る

、
地

域
課

題
を

提
起

す
る

記
事

を
中

心
と

し
て

、
地

域
内

に
情

報
発

信
を

行
っ

た
。

ま
た

、
浜

井
場

小
学

校
で

の
取

組
も

取
り

上
げ

、
地

域
に

小
学

校
の

取
組

を
知

っ
て

も
ら

う
よ

う
な

情
報

発
信

も
行

っ
て

い
る

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

橋
北

地
区

文
化

祭
で

の
工

作
コ

ー
ナ

ー
市

・
地

継
続

1
5
0

5
0

3
,0

4
9

６
月

２
３

日
、

２
４

日
浜

井
場

小
学

校

目 的

地
域

住
民

の
親

子
（
子

ど
も

と
大

人
）
を

対
象

に
、

親
子

や
世

代
間

の
触

れ
合

い
の

機
会

を
図

る

実 施 内 容

橋
北

地
区

文
化

祭
の

中
で

実
施

し
た

。
公

民
館

育
成

部
員

が
中

心
と

な
っ

て
作

成
し

た
普

通
の

大
き

さ
の

新
聞

ド
ー

ム
、

公
民

館
委

員
全

体
で

作
成

し
た

巨
大

新
聞

ド
ー

ム
を

膨
ら

ま
せ

て
、

子
ど

も
た

ち
が

中
に

入
っ

て
遊

ん
だ

。
そ

の
後

、
公

民
館

部
員

が
ス

タ
ッ

フ
と

な
り

、
簡

単
に

作
れ

る
工

作
物

（
Ｃ

Ｄ
コ

マ
、

飛
行

機
凧

、
紙

ト
ン

ボ
）
を

自
由

参
加

で
作

成
し

た
。

校
庭

で
実

施
し

た
公

民
館

育
成

部
員

が
作

成
し

た
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
ロ

ケ
ッ

ト
の

発
射

は
、

６
月

２
３

日
が

雨
天

だ
っ

た
た

め
、

６
月

２
４

日
に

再
度

行
っ

た
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

橋
北

地
区

文
化

祭
で

、
「
文

化
祭

だ
か

ら
こ

そ
楽

し
め

る
工

作
」
に

重
点

を
お

い
た

「
工

作
コ

ー
ナ

ー
」
を

公
民

館
部

員
で

運
営

し
た

。
新

聞
ド

ー
ム

、
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
ロ

ケ
ッ

ト
の

材
料

は
ど

こ
の

家
庭

で
も

あ
る

が
、

作
る

こ
と

は
な

か
な

か
な

い
た

め
、

文
化

祭
で

そ
の

工
作

や
実

験
を

楽
し

ん
で

も
ら

う
こ

と
が

ね
ら

い
で

あ
っ

た
。

新
聞

ド
ー

ム
は

、
公

民
館

委
員

が
実

際
に

作
っ

て
自

分
た

ち
も

中
に

入
っ

て
み

る
こ

と
で

、
自

分
た

ち
が

「
お

も
し

ろ
い

」
「
楽

し
い

」
と

感
じ

て
運

営
で

き
、

参
加

し
た

子
ど

も
た

ち
と

楽
し

さ
、

お
も

し
ろ

さ
を

共
有

し
な

が
ら

実
施

で
き

た
。

ま
た

、
巨

大
新

聞
ド

ー
ム

は
、

育
成

部
員

だ
け

で
は

な
く
、

公
民

館
部

員
全

体
で

試
行

錯
誤

し
な

が
ら

作
成

し
、

文
化

祭
で

実
際

に
膨

ら
ま

せ
て

子
ど

も
た

ち
が

中
に

入
る

際
に

は
、

部
員

全
体

で
達

成
感

を
持

つ
こ

と
が

で
き

た
。

新
聞

ド
ー

ム
を

膨
ら

ま
せ

る
過

程
で

は
多

く
の

大
人

が
関

わ
り

、
子

ど
も

と
一

緒
に

工
作

・
実

験
の

楽
し

さ
、

お
も

し
ろ

さ
を

共
有

す
る

こ
と

で
、

子
ど

も
だ

け
で

は
な

く
大

人
か

ら
も

「
ま

た
や

り
た

い
」
と

い
う

声
が

あ
り

、
今

後
に

つ
な

げ
て

い
き

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

橋
北

再
発

見
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
「
す

た
て

く
さ

っ
さ

」
地

区
費

継
続

1
5
0

5
0

3
,0

4
9

1
1
月

4
日

橋
北

地
区

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
で

地
区

内
を

巡
り

な
が

ら
、

地
域

資
源

を
再

発
見

す
る

機
会

を
創

出
す

る
。

実 施 内 容

寺
社

や
歴

史
的

建
造

物
が

多
く

残
る

橋
北

地
区

の
魅

力
を

改
め

て
知

る
機

会
と

し
て

、
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
で

地
区

内
を

巡
る

企
画

と
し

て
実

施
し

た
。

今
年

度
の

コ
ー

ス
：
野

底
川

沿
い

の
三

六
災

害
跡

→
刑

場
跡

→
三

六
災

慰
霊

碑
→

白
雪

稲
荷

→
大

宮
諏

訪
神

社
→

大
木

戸
跡

→
道

標
→

天
下

の
糸

平
碑

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
は

、
橋

北
三

大
災

害
の

記
録

集
を

作
成

し
て

い
る

橋
北

ま
る

ご
と

博
物

館
研

究
会

と
一

緒
に

コ
ー

ス
づ

く
り

か
ら

行
っ

た
。

普
段

見
慣

れ
て

い
る

野
底

川
沿

い
を

三
六

災
害

時
の

説
明

を
聞

き
な

が
ら

歩
く
こ

と
で

、
参

加
者

同
士

で
当

時
の

話
を

す
る

光
景

も
見

ら
れ

、
改

め
て

地
区

を
見

つ
め

直
す

い
い

機
会

と
な

っ
た

。
ま

た
、

地
区

住
民

で
あ

っ
て

も
な

か
な

か
知

ら
な

い
よ

う
な

地
区

の
北

限
や

碑
な

ど
の

説
明

も
あ

り
、

参
加

者
は

も
ち

ろ
ん

、
企

画
し

た
公

民
館

部
員

に
と

っ
て

も
地

区
を

知
る

よ
い

機
会

と
な

っ
た

。
今

後
は

、
地

区
住

民
が

改
め

て
地

区
を

知
る

機
会

と
な

る
こ

と
に

加
え

て
、

多
く

の
子

ど
も

た
ち

が
事

業
へ

参
加

す
る

よ
う

な
働

き
か

け
を

考
え

て
い

き
た

い
。

－32－



橋
北

公
民

館
の

事
業

報
告

№
5

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

良
か

っ
た

　
3
5
人

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

身
の

回
り

に
あ

る
も

の
を

違
う

視
点

で
見

る
事

や
、

自
分

自
身

の
あ

り
の

ま
ま

を
を

受
け

入
れ

る
事

な
ど

、
今

後
の

生
き

方
に

つ
い

て
一

石
を

投
じ

る
貴

重
な

お
話

を
聞

く
こ

と
が

で
き

て
良

か
っ

た
。

参
加

者
が

、
こ

の
講

演
会

が
自

分
自

身
に

つ
い

て
振

り
帰

る
き

っ
か

け
と

な
る

と
良

い
。

当
日

は
、

3
館

の
住

民
を

中
心

に
大

勢
の

参
加

者
が

あ
っ

た
。

今
後

も
、

三
館

で
文

化
講

演
会

で
行

う
意

味
を

確
認

し
な

が
ら

、
参

加
し

た
い

と
思

え
る

題
材

選
び

を
心

が
け

て
い

き
た

い
。

8
,6

9
7

3
月

2
日

東
野

公
民

館

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
地

域
を

知
り

愛
着

を
深

め
る

こ
と

を
目

指
す

。

実 施 内 容

東
中

学
校

区
三

館
合

同
事

業
と

し
て

実
施

。
悲

観
的

に
捉

え
が

ち
な

「
老

い
」
に

つ
い

て
、

見
方

を
少

し
変

え
る

だ
け

で
、

楽
し

く
素

敵
に

年
齢

を
重

ね
ら

れ
る

講
演

を
お

聞
き

し
た

。
ま

た
、

講
演

会
後

、
「
残

し
た

い
ス

テ
キ

な
写

真
撮

影
会

」
も

実
施

。
演

題
：
「
老

い
を

笑
い

に
変

え
る

　
～

豊
か

な
人

生
を

送
る

た
め

に
～

」
講

師
：
瀧

本
慈

宗
 氏

（
天

台
宗

大
嶋

山
瑠

璃
寺

住
職

）
評 価

数
量

的
成

果
（
項

目
名

と
数

値
）

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

合 同 事 業

三
館

合
同

文
化

講
演

会
(橋

北
・
橋

南
・
東

野
）

地
区

費
継

続
1

5
1

5
1

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

和
菓

子
づ

く
り

体
験

講
座

市
・
地

継
続

1
3
3

3
3

3
,0

4
9

2
月

3
日

浜
井

場
小

学
校

目 的

小
学

生
児

童
と

そ
の

保
護

者
を

対
象

に
、

地
場

産
業

の
和

菓
子

を
作

る
こ

と
で

、
親

子
の

触
れ

合
い

と
地

場
産

業
へ

の
学

習
の

機
会

を
目

指
す

実 施 内 容

地
場

産
業

で
あ

る
和

菓
子

に
つ

い
て

学
び

、
児

童
と

そ
の

保
護

者
と

共
に

実
際

に
季

節
の

和
菓

子
（
い

ち
ご

大
福

、
桜

も
ち

、
チ

ョ
コ

の
焼

ド
ー

ナ
ツ

）
を

製
作

し
た

。
講

師
：
城

田
茂

さ
ん

（
㈲

田
月

）
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

恒
例

に
な

り
つ

つ
あ

る
和

菓
子

づ
く
り

体
験

講
座

で
あ

る
が

、
今

年
度

も
地

区
内

和
菓

子
店

の
方

を
講

師
に

招
き

、
多

く
の

小
学

生
親

子
の

参
加

が
あ

っ
た

。
親

子
で

の
作

業
は

も
ち

ろ
ん

で
あ

る
が

、
１

～
６

年
生

ま
で

の
参

加
が

あ
り

、
異

年
齢

の
子

ど
も

た
ち

が
協

力
し

て
作

業
し

て
い

る
様

子
も

見
ら

れ
た

。
今

後
も

地
場

産
業

で
あ

る
和

菓
子

に
つ

い
て

、
子

ど
も

た
ち

が
触

れ
る

機
会

と
し

て
続

け
て

い
き

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

し
め

飾
り

講
習

会
、

も
ち

つ
き

交
流

会
 

市
・
地

継
続

1
7
0

7
0

3
,0

4
9

1
2
月

3
日

浜
井

場
小

学
校

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
３

世
代

交
流

の
場

、
伝

統
行

事
継

承
を

目
指

す

実 施 内 容

地
元

住
民

を
講

師
に

招
き

、
伝

統
文

化
の

体
験

・
継

承
、

多
世

代
交

流
を

図
る

。
し

め
縄

飾
り

づ
く
り

は
地

区
在

住
の

方
を

講
師

に
招

き
開

催
。

餅
つ

き
大

会
は

、
各

家
庭

で
行

わ
な

く
な

っ
た

、
杵

と
臼

を
使

っ
た

餅
つ

き
を

体
験

す
る

。
講

師
：
宮

﨑
 栄

治
 氏

、
竹

本
 良

男
氏

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

し
め

飾
り

づ
く
り

で
は

、
使

用
す

る
わ

ら
に

浜
井

場
小

学
校

３
年

生
が

育
て

た
稲

の
も

の
も

加
え

た
こ

と
で

、
小

学
生

親
子

の
参

加
が

多
か

っ
た

。
ま

た
、

地
区

住
民

が
同

じ
場

所
で

同
じ

も
の

を
作

る
、

同
じ

も
の

を
食

べ
る

た
め

、
隣

あ
っ

た
人

た
ち

同
士

で
聞

き
あ

う
、

話
し

合
う

様
子

も
見

ら
れ

、
住

民
交

流
の

場
と

し
て

も
い

い
機

会
と

な
っ

た
。

今
後

も
、

小
学

校
と

連
携

し
た

事
業

展
開

で
き

る
よ

う
に

計
画

し
て

い
き

た
い

。

4
0

4
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

例
年

は
１

月
３

日
に

開
催

し
て

い
る

が
、

今
年

度
は

曜
日

の
関

係
で

１
月

５
日

に
開

催
し

た
と

こ
ろ

、
小

学
生

だ
け

で
は

な
く
、

中
学

生
の

参
加

も
多

か
っ

た
。

ま
た

、
書

初
め

に
は

地
区

内
の

社
会

教
育

団
体

が
協

力
し

、
正

月
遊

び
に

も
け

ん
玉

や
折

り
紙

が
加

わ
っ

た
こ

と
で

、
よ

り
よ

い
地

区
内

の
世

代
交

流
の

場
と

な
っ

た
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

新
春

書
初

め
大

会
・
正

月
遊

び
の

会
市

・
地

継
続

1
3
,0

4
9

1
月

5
日

橋
北

公
民

館

目 的

小
学

生
児

童
と

一
般

を
対

象
に

、
書

初
め

を
通

じ
世

代
間

交
流

と
正

月
行

事
の

大
切

さ
に

触
れ

る
こ

と
を

目
指

す

実 施 内 容

地
区

住
民

を
講

師
に

招
き

、
書

道
に

お
け

る
筆

の
使

い
方

な
ど

の
指

導
を

受
け

、
小

学
校

・
中

学
校

に
提

出
す

る
作

品
、

公
民

館
へ

展
示

す
る

作
品

を
書

く
。

書
初

め
終

了
後

に
は

、
福

笑
い

、
お

手
玉

、
け

ん
玉

、
折

り
紙

等
の

伝
統

的
な

遊
び

も
体

験
し

た
。

講
師

：
田

中
美

智
子

氏
（
南

進
書

道
会

会
員

）
、

三
浦

満
弓

氏
（
浜

井
場

小
学

校
指

導
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
）
、

勝
野

芳
美

氏
（
正

月
遊

び
指

導
者

）
、

生
島

雄
太

氏
（
け

ん
玉

遊
び

指
導

者
）

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

合 同 事 業

ふ
る

さ
と

コ
ン

サ
ー

ト
（
橋

北
・
橋

南
・
東

野
三

館
合

同
）

市
・
地

継
続

1
1
8
0

1
8
0

8
,6

9
7

7
月

1
5
日

川
本

喜
八

郎
人

形
美

術
館

前
広

場

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
身

近
な

場
所

で
レ

ベ
ル

の
高

い
音

楽
を

楽
し

め
る

機
会

を
図

る

実 施 内 容

橋
北

・
橋

南
・
東

野
地

区
の

公
民

館
が

共
催

で
開

催
し

、
各

公
民

館
の

文
化

委
員

を
中

心
と

し
た

専
門

委
員

が
協

力
し

合
い

実
施

し
た

。
演

奏
者

：
弦

楽
五

重
奏

団
　

「
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
錦

」
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

昨
年

度
に

引
き

続
き

実
施

。
橋

南
夏

祭
り

と
コ

ラ
ボ

し
て

の
開

催
に

よ
り

、
多

く
の

方
に

身
近

な
場

所
で

高
レ

ベ
ル

の
生

演
奏

の
音

楽
を

気
軽

に
楽

し
む

機
会

と
な

っ
た

。
川

本
喜

八
郎

人
形

美
術

館
前

と
い

う
屋

根
下

の
屋

外
と

い
う

場
所

は
、

弦
楽

の
演

奏
者

に
と

っ
て

は
あ

ま
り

い
い

環
境

と
は

言
え

な
か

っ
た

が
、

演
奏

会
を

目
的

に
来

た
人

は
も

ち
ろ

ん
、

夏
祭

り
の

会
場

へ
音

楽
が

聞
こ

え
て

き
た

こ
と

で
来

た
方

も
お

り
、

多
く

の
観

客
に

音
楽

に
親

し
ん

で
も

ら
え

た
点

で
は

よ
か

っ
た

。
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橋
北

公
民

館
の

事
業

報
告

№
6

区
分

区
分

区
分

区
分

3
,0

4
9

1
1
月

1
9
日

浜
井

場
小

学
校

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
浜

井
場

小
学

校
の

池
を

掃
除

し
て

、
地

区
の

小
学

校
の

環
境

整
備

を
図

る

実 施 内 容

浜
井

場
小

学
校

昇
降

口
前

の
池

の
掃

除
を

、
公

民
館

委
員

、
P

T
A

、
地

域
住

民
が

中
心

と
な

っ
て

実
施

。
池

の
水

抜
き

、
水

入
れ

に
は

、
飯

田
市

消
防

団
第

２
分

団
の

協
力

が
あ

り
、

ま
た

、
池

の
生

物
観

察
会

は
、

講
師

を
か

わ
ら

ん
べ

ス
タ

ッ
フ

の
中

村
貴

俊
先

生
に

依
頼

し
た

。
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

年
度

当
初

の
予

定
に

は
な

い
事

業
で

あ
っ

た
が

、
公

民
館

委
員

か
ら

の
「
小

学
校

の
池

が
汚

い
の

で
な

ん
と

か
し

た
い

」
と

い
う

声
か

ら
、

様
々

な
協

力
者

を
得

て
実

現
し

た
事

業
で

あ
っ

た
。

小
学

生
、

保
護

者
、

地
区

住
民

が
一

つ
の

こ
と

を
協

力
し

て
行

う
経

験
、

そ
し

て
池

が
き

れ
い

に
な

る
と

い
う

結
果

は
、

三
者

に
と

っ
て

満
足

度
の

高
い

も
の

と
な

っ
た

。
こ

の
活

動
か

ら
、

「
次

は
あ

の
草

を
な

ん
と

か
し

た
い

」
と

い
う

声
も

聞
か

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

お
り

、
次

の
活

動
に

つ
な

げ
ら

れ
る

よ
う

に
、

今
後

も
小

学
校

、
P

T
A

等
と

の
連

携
を

深
め

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

浜
井

場
小

学
校

の
池

の
水

ぜ
ん

ぶ
ぬ

く
大

作
戦

地
区

費
新

規
1

8
0

8
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

3
,0

4
9

6
月

2
8
日

浜
井

場
小

学
校

目 的

小
学

生
保

護
者

を
中

心
と

す
る

地
区

住
民

を
対

象
に

、
子

ど
も

た
ち

を
ネ

ッ
ト

ト
ラ

ブ
ル

か
ら

守
る

た
め

の
学

習
の

機
会

創
出

を
図

る
。

実 施 内 容

浜
井

場
小

学
校

と
共

催
で

実
施

。
保

護
者

、
地

区
住

民
を

対
象

に
、

S
N

S
の

危
険

性
、

安
全

な
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
使

用
方

法
等

に
つ

い
て

講
演

を
聞

き
、

子
ど

も
た

ち
を

S
N

S
の

危
険

か
ら

守
る

方
法

を
学

ん
だ

。
講

師
：
南

澤
信

之
 氏

（
一

般
社

団
法

人
 セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
総

合
研

究
所

専
務

理
事

）
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

浜
井

場
小

学
校

か
ら

の
呼

び
か

け
で

共
催

し
た

学
習

会
で

あ
っ

た
が

、
公

民
館

で
は

扱
う

機
会

の
少

な
い

テ
ー

マ
で

あ
る

S
N

S
の

危
険

性
や

、
そ

の
危

険
か

ら
子

ど
も

た
ち

を
守

る
方

法
を

聞
け

る
良

い
機

会
と

な
っ

た
。

し
か

し
、

平
日

の
日

中
の

開
催

で
あ

っ
た

た
め

、
保

護
者

の
参

加
が

少
な

く
、

今
後

も
小

学
校

と
共

催
し

て
い

く
場

合
は

、
子

ど
も

に
身

近
な

大
人

が
参

加
し

や
す

い
工

夫
を

す
る

必
要

が
あ

る
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

情
報

モ
ラ

ル
・
ネ

ッ
ト

ト
ラ

ブ
ル

防
止

学
習

会
地

区
費

新
規

1
2
0

2
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
事

業
名

予
算

区
分

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

会
場

合 同 事 業

橋
北

・
橋

南
・
東

野
地

区
成

人
式

他
会

計
継

続
1

6
7

6
7

1
0
2

1
月

1
3
日

飯
田

市
公

民
館

目 的

新
成

人
を

対
象

に
、

学
習

の
場

を
つ

く
り

、
活

動
を

通
じ

て
地

域
へ

の
愛

着
、

誇
り

を
持

て
る

よ
う

な
機

会
と

す
る

実 施 内 容

成
人

該
当

者
を

中
心

に
、

公
民

館
委

員
、

職
員

か
ら

組
織

す
る

実
行

委
員

会
で

計
画

し
実

施
。

・
成

人
式

実
行

委
員

会
の

開
催

・
実

行
委

員
に

よ
る

地
域

学
習

の
実

施
（
学

習
テ

ー
マ

を
「
り

ん
ご

並
木

と
丘

の
上

の
パ

ン
屋

さ
ん

」
と

し
た

 ）
・
式

典
の

実
施

・
祝

賀
会

の
実

施

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

新
成

人
実

行
委

員
に

事
前

作
業

等
も

積
極

的
に

参
加

し
て

も
ら

っ
た

ほ
か

、
当

日
も

主
体

的
に

運
営

に
関

わ
っ

て
も

ら
う

こ
と

が
で

き
た

。
新

成
人

実
行

委
員

に
よ

る
地

域
学

習
で

は
、

対
象

と
な

る
新

成
人

全
員

が
中

学
生

時
代

に
摘

花
や

収
穫

の
作

業
を

経
験

し
た

り
ん

ご
並

木
と

、
実

行
委

員
の

実
家

が
パ

ン
屋

さ
ん

を
営

ん
で

い
る

こ
と

か
ら

そ
れ

を
組

み
合

わ
せ

た
テ

ー
マ

と
し

、
式

典
で

も
学

習
成

果
を

披
露

し
た

。
今

年
度

は
、

第
1
回

の
会

議
か

ら
新

成
人

実
行

委
員

が
多

く
参

加
し

て
く
れ

た
こ

と
で

、
話

し
合

い
も

ス
ム

ー
ズ

に
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

終
了

後
も

、
公

民
館

事
業

に
参

加
し

て
も

ら
う

な
ど

の
成

人
式

以
降

の
つ

な
が

り
も

持
て

る
よ

う
に

心
が

け
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

橋
北

地
区

伝
統

文
化

保
存

継
承

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

０
円

継
続

2
4

1
,0

0
0

3
5

3
,0

4
9

実
施

内
容

参
照

橋
北

公
民

館
ほ

か

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
横

笛
等

の
練

習
を

し
お

囃
子

復
活

を
目

指
す

。

実 施 内 容

橋
北

地
区

伝
統

文
化

保
存

継
承

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
橋

北
屋

台
囃

子
保

存
会

）
、

橋
北

ま
ち

づ
く
り

委
員

会
が

主
体

と
な

っ
て

運
営

し
て

い
る

。
公

民
館

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
へ

の
側

面
的

支
援

と
い

う
形

で
関

わ
っ

て
い

る
。

橋
北

地
区

文
化

祭
出

演
：
６

月
２

４
日

各
種

イ
ベ

ン
ト

の
出

演
、

福
祉

施
設

等
の

訪
問

：
随

時

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

平
成

２
８

年
３

月
の

お
練

り
ま

つ
り

へ
の

参
加

後
は

、
橋

北
屋

台
囃

子
が

橋
北

地
区

に
文

化
と

し
て

根
付

き
、

地
区

住
民

に
と

っ
て

誇
れ

る
も

の
と

な
る

よ
う

、
継

続
し

て
活

動
を

行
っ

て
い

く
こ

と
を

重
視

し
て

い
る

。
昨

年
度

か
ら

始
ま

っ
た

浜
井

場
小

学
校

４
年

生
の

「
生

活
・
総

合
的

な
学

習
の

時
間

」
で

の
お

囃
子

練
習

は
、

今
年

度
の

４
年

生
に

も
引

き
継

が
れ

た
。

今
後

は
、

授
業

で
お

囃
子

に
接

し
た

児
童

た
ち

が
、

授
業

以
外

で
も

お
囃

子
を

続
け

て
い

け
る

よ
う

な
働

き
か

け
も

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。
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橋
北

公
民

館
の

事
業

報
告

№
7

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

橋
北

ま
る

ご
と

博
物

館
研

究
会

事
業

０
円

継
続

1
0

1
8
0

2
0

3
,0

4
9

実
施

内
容

参
照

橋
北

公
民

館
ほ

か

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
知

る
こ

と
、

残
す

こ
と

、
賑

わ
う

こ
と

を
目

的
に

地
域

資
源

を
活

か
す

こ
と

を
目

指
す

。

実 施 内 容

地
区

内
の

資
源

に
つ

い
て

知
っ

て
い

て
も

語
れ

な
い

。
そ

ん
な

資
源

を
光

ら
せ

誇
り

を
持

っ
て

語
れ

る
よ

う
に

学
習

や
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

す
る

。
研

究
会

に
所

属
す

る
地

域
住

民
に

対
す

る
更

な
る

意
識

啓
発

も
図

る
。

６
月

2
3
、

2
4
日

：
文

化
祭

に
て

橋
北

３
大

災
害

（
飯

田
大

火
、

内
山

花
火

工
場

爆
発

、
三

六
災

害
）
に

関
す

る
パ

ネ
ル

展
示

８
月

2
4
日

：
さ

わ
や

か
講

座
に

て
「
三

六
災

害
体

験
談

か
ら

学
ぶ

豪
雨

へ
の

備
え

」
の

講
座

実
施

1
1
月

４
日

：
橋

北
再

発
見

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

「
す

た
て

く
さ

っ
さ

」
で

の
解

説
年

間
を

通
し

て
：
橋

北
３

大
災

害
の

記
憶

を
後

世
に

伝
え

る
た

め
の

記
録

集
作

成
随

時
：
会

議
、

学
習

会
を

実
施

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

橋
北

３
大

災
害

（
飯

田
大

火
、

内
山

花
火

工
場

爆
発

、
三

六
災

害
）
の

記
憶

を
後

世
に

伝
え

る
記

録
集

の
作

成
に

あ
た

り
、

今
年

度
は

公
民

館
で

の
講

座
や

事
業

で
講

師
や

解
説

を
務

め
て

い
た

だ
き

、
地

区
の

方
々

に
地

域
の

歴
史

を
伝

え
る

点
で

は
協

力
し

て
の

活
動

が
多

く
で

き
た

。
自

主
的

な
活

動
で

あ
る

た
め

、
公

民
館

側
は

側
面

的
な

サ
ポ

ー
ト

が
メ

イ
ン

に
は

な
る

が
、

来
年

度
は

、
作

成
し

た
記

録
集

を
活

用
し

た
事

業
等

も
協

力
し

て
実

施
し

て
い

き
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

地
域

人
教

育
他

会
計

継
続

3
2

1
,0

0
0

8
3
,0

4
9

実
施

内
容

参
照

橋
北

地
区

内

目 的

地
域

住
民

（
長

姫
高

校
生

を
含

む
）
を

対
象

に
、

事
業

を
通

じ
地

域
を

知
り

愛
着

を
深

め
る

を
目

指
す

。

実 施 内 容

今
年

度
は

、
地

区
住

民
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
等

か
ら

買
い

物
困

難
者

を
助

け
た

い
と

い
う

こ
と

で
、

「
高

校
生

ス
ー

パ
ー

橋
北

店
～

買
う

人
か

ら
売

る
人

に
な

り
ま

せ
ん

か
？

～
」
を

主
テ

ー
マ

に
活

動
に

取
り

組
ん

だ
。

4
～

7
月

：
橋

北
地

区
内

散
策

、
市

政
懇

談
会

へ
の

参
加

、
文

化
祭

で
の

紹
介

展
示

、
夏

祭
り

で
の

ブ
ー

ス
出

店
8
～

1
0
月

：
高

校
生

ス
ー

パ
ー

開
店

準
備

1
0
～

1
2
月

：
高

校
生

ス
ー

パ
ー

営
業

（
計

１
１

日
）

1
2
月

2
8
日

：
北

斗
の

ま
ち

・
さ

わ
や

か
講

座
に

て
発

表
1
月

：
総

括
3
月

1
5
日

：
高

校
生

ス
ー

パ
ー

特
別

営
業

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
の

高
校

生
の

活
動

は
、

こ
れ

ま
で

の
取

組
の

方
向

性
と

は
違

い
、

地
区

住
民

の
生

活
の

一
部

と
な

る
よ

う
な

内
容

で
あ

っ
た

。
そ

の
た

め
、

当
初

は
戸

惑
う

地
区

住
民

も
い

た
が

、
継

続
し

て
ス

ー
パ

ー
を

営
業

す
る

う
ち

に
、

高
校

生
と

の
関

係
性

が
築

か
れ

、
理

解
が

広
が

っ
て

い
っ

た
。

地
区

住
民

か
ら

も
ス

ー
パ

ー
継

続
を

望
む

声
も

多
く
、

今
後

は
、

高
校

生
が

目
指

し
た

「
地

区
住

民
も

売
り

手
側

に
な

る
」
ス

ー
パ

ー
運

営
に

向
け

て
、

地
区

で
も

こ
の

取
組

を
生

か
し

た
買

い
物

困
難

者
へ

の
対

応
策

を
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
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橋
南

公
民

館
の

事
業

報
告

№
1

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

１
歳

児
学

級
「
ひ

よ
こ

」
（
橋

南
・
橋

北
・
東

野
地

区
合

同
）

市
・
地

継
続

1
8

2
5
7

2
9

1
1
7

原
則

第
2
、

第
4
火

曜
日

保
健

セ
ン

タ
ー

目 的

１
歳

児
と

そ
の

親
を

対
象

と
し

て
行

い
、

子
ど

も
の

健
全

な
成

長
を

は
か

る
た

め
の

遊
び

、
活

動
を

行
う

ほ
か

、
親

の
知

識
習

得
、

親
同

士
の

交
流

の
場

と
す

る

実 施 内 容

東
中

学
校

区
三

館
合

同
で

、
橋

南
地

区
は

１
歳

児
を

担
当

。
内

容
に

つ
い

て
は

、
お

母
さ

ん
方

の
学

習
と

交
流

を
重

点
に

保
育

士
、

保
健

師
、

主
事

で
話

し
合

い
を

行
い

決
定

。
＜

開
催

概
要

＞
①

5
/
2
2
開

講
式

仲
良

し
ゲ

ー
ム

②
6
/
1
2
親

子
で

楽
し

く
遊

ぼ
う

、
足

形
を

と
ろ

う
③

6
/
2
6
布

・
紙

で
遊

ぼ
う

④
7
/
1
0
わ

ら
べ

う
た

で
触

れ
合

お
う

⑤
7
/
2
4
助

産
師

さ
ん

に
聞

い
て

み
よ

う
⑥

8
/
2
8
子

ど
も

の
言

葉
を

育
て

よ
う

⑦
9
/
1
1
離

乳
食

に
つ

い
て

お
話

し
し

よ
う

⑧
9
/
2
5
い

ざ
と

い
う

時
に

備
え

よ
う

⑨
1
0
/
9
ミ

ニ
運

動
会

⑩
1
0
/
2
3
動

物
に

会
い

に
行

こ
う

⑪
1
1
/
1
3
み

ん
な

で
身

体
を

動
か

そ
う

⑫
1
1
/
2
7
親

子
で

一
緒

に
リ

ト
ミ

ッ
ク

、
み

ん
な

で
お

話
を

し
よ

う
⑬

1
2
/
1
1
ク

リ
ス

マ
ス

準
備

（
簡

単
な

お
も

ち
ゃ

作
り

）
⑭

1
2
/
1
9

ク
リ

ス
マ

ス
会

⑮
1
/
2
9
絵

本
で

子
ど

も
の

心
を

育
て

よ
う

⑯
2
/
1
2
親

子
で

リ
ト

ミ
ッ

ク
、

み
ん

な
で

お
話

を
し

よ
う

⑰
2
/
2
6
記

念
品

作
り

（
１

年
の

成
長

記
録

を
残

そ
う

）
、

足
形

を
と

ろ
う

⑱
3
/
1
2
閉

講
式

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

保
育

士
、

保
健

師
、

主
事

で
１

歳
児

学
級

の
目

的
や

学
ん

で
ほ

し
い

事
な

ど
の

思
い

を
共

有
し

な
が

ら
学

級
の

組
み

立
て

を
行

っ
た

。
成

長
段

階
に

応
じ

た
知

識
を

学
ぶ

機
会

や
、

親
同

士
の

交
流

や
情

報
交

換
を

す
る

機
会

を
設

け
る

よ
う

に
心

が
け

た
。

今
後

も
こ

の
3
者

の
連

携
は

密
に

と
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

子
育

て
世

代
が

関
係

す
る

サ
ー

ビ
ス

や
情

報
を

積
極

的
に

提
供

し
、

よ
り

良
い

環
境

で
子

育
て

で
き

る
よ

う
配

慮
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

近
年

、
育

児
休

暇
明

け
を

理
由

に
年

度
途

中
で

参
加

を
取

り
止

め
る

親
子

も
多

く
見

受
け

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
。

そ
う

い
っ

た
方

に
参

加
し

て
頂

く
た

め
に

ど
う

い
っ

た
方

法
が

い
い

か
、

参
加

者
の

意
見

を
聞

き
な

が
ら

乳
幼

児
学

級
の

ニ
ー

ズ
と

在
り

方
を

再
検

討
す

る
こ

と
も

必
要

と
考

え
る

。
来

年
度

は
、

乳
幼

児
学

級
だ

け
で

な
く
、

親
御

さ
ん

た
ち

が
気

軽
に

集
ま

れ
る

場
の

提
供

も
模

索
し

て
い

き
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

伝
統

・
文

化
継

承
講

座
「
手

の
芸

の
会

」
地

区
費

継
続

2
4

4
8
0

2
0

2
,7

1
2

原
則

毎
月

第
1
、

第
3
木

曜
日

橋
南

公
民

館

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

地
域

の
伝

統
、

文
化

の
継

承
と

、
そ

れ
ら

を
通

じ
た

仲
間

づ
く

り
の

場
を

設
け

る

実 施 内 容

地
域

の
伝

統
工

芸
で

あ
る

水
引

を
使

っ
た

「
も

の
づ

く
り

」
と

、
そ

れ
を

通
じ

た
「
仲

間
づ

く
り

」
の

場
と

す
る

。
ま

た
、

学
級

で
作

成
し

た
水

引
ス

ト
ラ

ッ
プ

の
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

橋
南

地
区

公
演

で
の

配
布

や
、

水
引

ブ
ロ

ー
チ

の
追

手
町

小
学

校
の

新
入

生
や

卒
業

生
へ

贈
呈

を
行

っ
た

。
加

え
て

、
夏

休
み

子
供

教
室

へ
の

講
師

、
小

学
校

の
ク

ラ
ブ

活
動

へ
の

講
師

と
し

て
参

画
し

た
。

①
春

の
花

を
作

ろ
う

②
季

節
の

花
を

作
ろ

う
③

水
引

で
「
根

付
(ね

つ
け

)」
を

作
ろ

う
④

ラ
ベ

ン
ダ

ー
入

り
の

「
根

付
(ね

つ
け

)」
を

作
ろ

う
⑤

綺
麗

な
ア

ク
セ

サ
リ

ー
を

作
ろ

う
（
1
）
⑥

綺
麗

な
ア

ク
セ

サ
リ

ー
を

作
ろ

う
（
2
）
⑦

文
化

祭
に

向
け

て
い

ろ
い

ろ
な

作
品

を
作

ろ
う

⑧
お

正
月

飾
り

や
小

物
を

作
ろ

う
（
1
）
⑨

お
正

月
飾

り
を

作
ろ

う
（
2
）
⑩

干
支

の
「
亥

(い
)」

を
作

ろ
う

⑪
花

の
ブ

ロ
ー

チ
を

作
ろ

う
⑫

ア
ク

セ
サ

リ
ー

や
ペ

ン
ダ

ン
ト

を
作

ろ
う

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

受
講

者
の

口
コ

ミ
か

ら
、

参
加

者
が

少
し

ず
つ

増
加

し
て

お
り

、
作

成
す

る
作

品
も

完
成

度
の

高
い

、
創

作
性

の
あ

る
も

の
に

な
っ

て
き

て
い

る
。

途
中

か
ら

の
参

加
者

に
は

、
長

く
や

っ
て

い
る

人
が

丁
寧

に
教

え
る

姿
も

数
多

く
見

ら
れ

、
参

加
者

同
士

で
教

え
合

う
こ

と
に

よ
り

、
参

加
者

同
士

の
連

帯
感

も
で

き
、

仲
間

作
り

の
場

に
も

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

地
区

公
演

で
配

布
す

る
ブ

ロ
ー

チ
や

、
小

学
校

の
入

学
式

と
卒

業
式

で
該

当
児

童
と

そ
の

両
親

に
贈

ら
れ

る
ブ

ロ
ー

チ
の

作
成

を
担

う
こ

と
で

、
や

り
が

い
に

繋
が

っ
て

い
る

だ
け

で
な

く
、

地
区

行
事

へ
の

参
加

意
識

も
高

く
な

っ
て

い
る

と
感

じ
る

こ
と

が
で

き
る

。
ま

た
、

今
年

度
も

夏
休

み
子

ど
も

教
室

や
小

学
校

の
ク

ラ
ブ

活
動

の
講

師
と

し
て

、
地

域
と

学
校

を
つ

な
ぐ

役
割

も
担

っ
て

お
り

、
次

年
度

以
降

も
、

継
続

し
て

活
動

を
行

っ
て

い
き

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

ラ
ベ

ン
ダ

ー
関

連
講

座
市

費
継

続
1

2
0

2
0

2
,7

1
2

6
月

2
6
日

橋
南

公
民

館

目 的

市
民

を
対

象
に

、
環

境
に

関
す

る
意

識
の

向
上

、
知

識
の

習
得

を
図

る

実 施 内 容

橋
南

地
区

で
取

り
組

ん
で

い
る

ラ
ベ

ン
ダ

ー
を

使
っ

た
講

座
を

開
催

。
・
「
ラ

ベ
ン

ダ
ー

ス
テ

ィ
ッ

ク
を

作
ろ

う
」

　
講

師
　

松
下

　
啓

子
氏

ラ
ベ

ン
ダ

ー
の

花
を

利
用

し
た

ク
ラ

フ
ト

作
り

の
１

つ
と

し
て

、
ラ

ベ
ン

ダ
ー

ス
テ

ィ
ッ

ク
を

作
る

講
座

を
実

施
し

た
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

こ
の

事
業

が
動

き
出

し
た

当
初

は
、

橋
南

地
区

内
で

取
り

組
ん

で
い

る
生

ご
み

の
分

別
回

収
と

、
生

ご
み

を
も

と
に

作
っ

た
堆

肥
を

使
用

し
た

ラ
ベ

ン
ダ

ー
植

栽
事

業
に

つ
い

て
の

関
連

講
座

と
し

て
開

催
し

て
い

た
。

ご
み

の
廃

棄
処

理
方

法
が

変
わ

っ
た

現
在

で
は

、
当

初
の

目
的

と
は

違
っ

た
も

の
に

な
っ

て
い

る
が

、
参

加
者

か
ら

の
希

望
も

あ
り

、
昨

年
に

引
き

続
き

実
施

を
し

た
。

次
年

度
は

、
さ

ら
に

よ
り

多
く
の

住
民

の
方

に
参

加
し

て
も

ら
え

る
よ

う
に

工
夫

し
た

い
。

ま
た

、
環

境
委

員
会

と
協

力
し

、
ラ

ベ
ン

ダ
ー

の
植

栽
事

業
へ

の
協

力
や

、
新

し
い

環
境

講
座

な
ど

に
も

つ
な

げ
て

い
き

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

親
子

体
験

教
室

市
費

継
続

1
2
5

2
5

1
5
0

7
月

2
2
日

飯
田

卸
売

団
地

内
「
コ

ア
」

目 的

親
子

を
対

象
に

共
同

作
業

を
行

う
こ

と
で

、
親

子
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
図

る
機

会
と

す
る

実 施 内 容

フ
ァ

リ
ー

ヌ
会

（
「
飯

田
米

穀
」
「
タ

イ
ホ

ー
パ

ン
」
「
福

助
製

パ
ン

」
「
ボ

ン
ジ

ュ
ー

ル
」
「
カ

ン
パ

ー
ニ

ュ
」
の

製
パ

ン
店

で
作

ら
れ

て
い

る
会

）
と

共
催

で
、

親
子

で
作

る
パ

ン
教

室
を

開
催

。
材

料
を

こ
ね

る
、

成
形

、
発

酵
、

焼
き

上
げ

ま
で

を
行

っ
た

。
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
も

、
地

区
内

の
製

パ
ン

店
に

協
力

し
て

い
た

だ
い

て
、

親
子

で
協

力
し

合
っ

て
楽

し
く
パ

ン
作

り
が

で
き

た
。

出
来

上
が

っ
た

パ
ン

は
き

れ
い

に
焼

き
上

が
り

、
参

加
者

も
と

て
も

満
足

し
て

い
た

。
パ

ン
作

り
は

1
日

の
作

業
に

な
る

の
で

、
親

子
で

ゆ
っ

く
り

と
話

し
合

い
な

が
ら

の
共

同
作

業
を

行
え

る
良

い
機

会
に

な
っ

た
と

思
う

。
加

え
て

、
親

同
士

、
子

供
同

士
、

親
子

間
の

交
流

の
場

に
も

な
っ

て
い

た
。

来
年

度
も

継
続

し
て

い
き

た
い

。
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橋
南

公
民

館
の

事
業

報
告

№
2

区
分

区
分

区
分

区
分

2
,7

1
2

9
月

1
9
日

橋
南

公
民

館

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
自

分
た

ち
の

生
活

に
身

近
な

課
題

を
知

っ
て

も
ら

う
た

め
に

学
ぶ

実 施 内 容

日
赤

奉
仕

団
橋

南
分

団
と

共
催

し
、

開
催

・
橋

南
地

区
の

地
盤

、
防

災
に

つ
い

て
・
い

ざ
と

い
う

時
に

簡
単

に
で

き
る

応
急

処
置

講
師

：
後

藤
武

志
氏

　
（
飯

田
市

危
機

管
理

室
）

　
　

　
　

堀
口

美
鈴

氏
、

熊
谷

フ
ミ

子
氏

　
（
赤

十
字

奉
仕

団
）

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

住
民

の
方

か
ら

の
「
い

つ
起

き
て

も
お

か
し

く
な

い
災

害
の

時
に

、
身

を
守

る
為

に
な

に
が

で
き

る
の

か
知

り
た

い
」
と

い
う

思
い

か
ら

、
日

赤
奉

仕
団

と
協

力
し

て
実

施
。

災
害

現
場

に
派

遣
さ

れ
た

こ
と

が
あ

る
後

藤
さ

ん
に

、
実

際
の

現
場

か
ら

学
ん

だ
教

訓
を

わ
か

り
や

す
く
お

話
し

て
頂

い
た

後
、

堀
口

さ
ん

と
熊

谷
さ

ん
か

ら
応

急
処

置
法

と
A

E
D

の
扱

い
に

つ
い

て
学

ん
だ

。
実

技
で

は
、

講
師

の
周

り
に

集
ま

り
教

え
合

い
な

が
ら

学
ぶ

姿
が

見
受

け
ら

れ
た

。
次

年
度

以
降

も
、

該
当

す
る

委
員

会
と

協
力

し
な

が
ら

実
施

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

防
災

講
座

市
費

新
規

1
3
5

3
5

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,7

1
2

9
月

2
0
日

橋
南

公
民

館
　

他

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
自

分
た

ち
の

生
活

に
身

近
な

課
題

を
知

っ
て

も
ら

う
た

め
に

学
ぶ

実 施 内 容

橋
南

ま
ち

づ
く
り

委
員

会
環

境
委

員
会

と
共

催
し

、
開

催
・
環

境
委

員
会

か
ら

ご
み

に
つ

い
て

の
お

話
・
稲

葉
ク

リ
ー

ン
セ

ン
タ

ー
、

グ
リ

ー
ン

バ
レ

ー
千

代
の

見
学

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

地
元

の
住

民
の

方
か

ら
の

ゴ
ミ

に
つ

い
て

の
疑

問
か

ら
、

環
境

委
員

会
と

協
力

し
て

実
施

。
日

頃
ゴ

ミ
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

管
理

を
す

る
中

で
、

住
民

の
方

に
知

っ
て

お
い

て
も

ら
い

た
い

内
容

を
話

し
て

も
ら

っ
た

上
で

、
稼

働
し

た
ば

か
り

の
稲

葉
ク

リ
ー

ン
セ

ン
タ

ー
で

日
々

リ
サ

イ
ク

ル
や

分
別

を
し

た
ゴ

ミ
が

、
ど

う
や

っ
て

処
理

さ
れ

て
い

る
か

を
見

学
し

た
。

参
加

者
か

ら
、

説
明

す
る

職
員

に
積

極
的

に
質

問
す

る
場

面
も

あ
り

、
関

心
の

高
さ

を
伺

え
た

。
次

年
度

以
降

も
、

該
当

す
る

委
員

会
と

協
力

し
な

が
ら

実
施

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

環
境

講
座

市
費

新
規

1
3
0

3
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

人
権

講
演

会
市

費
継

続
1

2
0
0

2
0
0

2
,7

1
2

7
月

1
7
日

追
手

町
小

学
校

目 的

小
学

校
児

童
、

Ｐ
Ｔ

Ａ
と

地
域

住
民

を
対

象
に

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

や
Ｓ

Ｎ
Ｓ

を
通

じ
て

、
人

権
侵

害
に

つ
い

て
考

え
る

機
会

と
す

る
。

実 施 内 容

追
手

町
小

学
校

と
追

手
町

小
学

校
Ｐ

Ｔ
Ａ

共
催

で
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
や

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

潜
む

危
険

性
と

親
（
大

人
）
の

関
わ

り
方

に
つ

い
て

の
講

演
会

を
開

催
し

た
。

＜
Ｐ

Ｔ
Ａ

講
習

会
に

併
せ

て
開

催
＞

・
「
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
社

会
に

生
き

る
皆

さ
ん

へ
　

　
　

　
　

　
　

～
こ

れ
か

ら
の

時
代

に
生

き
る

上
で

大
切

な
事

～
」

　
講

師
：
有

賀
　

大
　

氏
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
回

講
演

会
の

内
容

を
、

「
ネ

ッ
ト

ト
ラ

ブ
ル

」
だ

け
で

な
く

、
ゲ

ー
ム

の
や

り
過

ぎ
に

よ
る

健
康

や
生

活
へ

の
影

響
や

、
親

御
さ

ん
が

知
ら

な
い

W
if
i機

能
で

で
き

る
こ

と
な

ど
、

身
近

に
感

じ
て

も
ら

う
内

容
と

し
た

。
ま

た
、

前
半

は
「
子

供
と

保
護

者
（
大

人
）
」
、

後
半

は
「
保

護
者

（
大

人
）
の

み
」
の

２
部

編
成

で
行

っ
た

。
子

供
は

ゲ
ー

ム
機

器
な

ど
で

当
た

り
前

に
使

っ
て

い
る

機
能

も
、

親
御

さ
ん

の
中

に
は

そ
の

能
力

や
内

容
を

知
ら

な
い

方
も

多
か

っ
た

。
や

は
り

こ
の

よ
う

な
講

演
会

で
「
知

る
」
、

そ
の

後
家

庭
で

「
話

し
合

っ
て

も
ら

う
」
こ

と
が

非
常

に
重

要
だ

と
感

じ
た

。
そ

の
よ

う
な

き
っ

か
け

に
な

る
講

演
会

（
学

習
の

場
）
で

あ
り

た
い

。
今

年
度

も
、

保
護

者
だ

け
で

な
く
地

域
住

民
の

参
加

も
若

干
数

で
は

あ
る

が
あ

っ
た

。
今

後
も

地
道

で
は

あ
る

が
、

地
域

住
民

も
地

域
の

子
供

に
関

心
を

も
て

る
よ

う
な

仕
掛

け
を

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

と
感

じ
る

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

い
き

い
き

講
座

０
円

継
続

2
4
0

2
0

2
,7

1
2

8
月

2
2
日

、
1
月

2
3
日

橋
南

公
民

館

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
い

き
い

き
と

よ
り

良
い

生
活

を
送

っ
て

も
ら

う
た

め
に

学
ぶ

実 施 内 容

住
民

の
方

と
共

に
企

画
を

一
緒

に
考

え
2
回

開
催

8
/
2
2
　

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
を

体
験

し
て

み
よ

う
1
/
2
3
　

防
災

ク
イ

ズ
を

や
っ

て
み

よ
う

、
最

近
の

こ
と

を
お

話
し

て
み

よ
う

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

昨
年

度
、

住
民

の
方

か
ら

の
相

談
か

ら
生

ま
れ

た
講

座
で

あ
り

、
今

年
度

に
つ

い
て

も
実

施
。

参
加

者
と

共
に

検
討

し
、

参
加

者
も

住
民

主
体

で
声

か
け

を
行

っ
た

。
次

年
度

以
降

も
参

加
者

の
声

を
反

映
さ

せ
な

が
ら

、
少

し
ず

つ
で

は
あ

る
が

着
実

に
取

り
組

ん
で

い
き

た
い

。

－37－



橋
南

公
民

館
の

事
業

報
告

№
3

区
分

区
分

区
分

2
,7

1
2

1
1
月

1
0
日

、
1
1
日

追
手

町
小

学
校

講
堂

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
公

民
館

活
動

の
学

習
成

果
の

発
表

と
地

域
学

習
の

場
を

提
供

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

実 施 内 容

・
展

示
発

表
：
グ

ル
ー

プ
・
各

種
団

体
・
一

般
・
地

元
ク

リ
エ

ー
タ

ー
に

よ
る

体
験

ブ
ー

ス
設

置
・
ま

ち
づ

く
り

委
員

会
各

種
団

体
の

事
業

報
告

・
橋

南
子

ど
も

商
店

街
：
橋

南
児

童
ク

ラ
ブ

・
小

学
生

の
学

校
生

活
で

の
作

品
発

表
・
中

学
生

の
ま

ち
づ

く
り

の
関

す
る

学
び

の
成

果
発

表
・
地

域
の

歴
史

、
文

化
に

関
す

る
特

別
企

画
　

屋
台

等
・
小

学
校

人
形

劇
発

表
、

小
学

校
合

唱
団

・
中

学
校

吹
奏

楽
部

の
合

同
発

表
会

・
芸

能
発

表
：
各

種
グ

ル
ー

プ
・
保

育
園

橋
南

ま
ち

づ
く
り

委
員

会
健

康
福

祉
委

員
会

の
協

力
に

よ
り

、
地

区
内

の
お

年
寄

り
に

参
加

を
呼

び
か

け
、

橋
南

地
区

敬
老

会
と

し
て

の
役

割
も

含
め

て
開

催
す

る
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

文
化

祭
会

場
を

追
手

町
小

学
校

１
会

場
と

し
、

芸
能

発
表

会
も

合
わ

せ
て

行
っ

た
。

展
示

ス
ペ

ー
ス

に
は

、
講

座
の

開
催

や
憩

い
の

ス
ペ

ー
ス

設
置

な
ど

、
空

間
を

う
ま

く
活

用
し

、
「
よ

り
多

く
の

来
場

者
に

楽
し

ん
で

も
ら

え
る

文
化

祭
」
を

目
指

し
て

開
催

し
て

い
る

。
地

域
で

活
動

さ
れ

て
い

る
ク

ラ
フ

ト
作

家
さ

ん
や

、
水

引
作

品
を

作
っ

て
い

る
団

体
に

声
か

け
を

し
、

体
験

ブ
ー

ス
も

設
置

。
ま

た
、

学
校

の
日

頃
の

成
果

を
地

域
の

方
に

知
っ

て
も

ら
う

機
会

と
す

る
た

め
に

、
学

校
の

成
果

物
も

展
示

を
し

た
。

空
き

時
間

と
な

っ
て

し
ま

う
２

日
目

の
午

前
中

に
は

、
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

で
も

上
演

し
た

追
手

町
小

３
年

生
の

人
形

劇
や

小
学

校
合

唱
団

・
中

学
校

吹
奏

楽
部

の
合

同
発

表
会

な
ど

を
行

っ
た

。
学

校
と

一
緒

に
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ス

ク
ー

ル
を

意
識

し
た

取
り

組
み

に
も

な
っ

た
と

思
う

。
次

年
度

以
降

も
、

文
化

祭
で

の
小

中
学

校
と

連
携

し
た

取
り

組
み

を
進

め
て

い
き

た
い

。
毎

年
参

加
者

が
少

し
ず

つ
減

少
し

て
い

る
よ

う
に

感
じ

る
。

文
化

祭
が

地
区

住
民

の
方

に
と

っ
て

ど
の

よ
う

な
物

に
で

き
る

の
か

も
考

え
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

第
２

３
回

橋
南

文
化

祭
地

区
費

継
続

1
7
0
0

7
0
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
は

、
地

区
公

演
を

ひ
と

つ
増

や
し

て
実

施
。

追
手

町
小

公
演

で
は

、
追

手
町

小
3
年

生
が

学
習

の
中

で
人

形
劇

に
取

り
組

み
、

プ
ロ

劇
団

と
ジ

ョ
イ

ン
ト

公
演

を
行

っ
た

。
地

元
劇

団
が

上
演

す
る

こ
と

で
、

地
区

公
演

と
し

て
の

立
場

が
明

確
に

な
っ

て
い

る
と

感
じ

る
。

ま
た

、
昨

年
度

に
引

き
続

き
、

来
場

者
全

員
に

ラ
ベ

ン
ダ

ー
ブ

ロ
ー

チ
を

配
布

し
、

と
て

も
喜

ば
れ

た
。

人
形

劇
を

み
る

だ
け

で
な

く
「
+
α

」
を

目
指

し
て

オ
リ

ジ
ナ

ル
企

画
も

実
施

し
、

地
元

企
業

に
バ

ル
ー

ン
ア

ー
ト

の
講

師
を

依
頼

し
た

。
日

頃
で

き
な

い
体

験
を

親
子

一
緒

に
行

う
機

会
と

な
っ

た
。

来
年

度
も

、
地

元
小

学
校

劇
団

と
と

も
に

地
区

公
演

を
盛

り
上

げ
て

い
き

た
い

。
仏

教
保

育
園

公
演

で
は

、
数

年
ぶ

り
の

実
施

と
い

う
こ

と
で

、
計

画
団

体
か

ら
保

育
園

と
の

打
ち

合
わ

せ
を

重
ね

、
保

護
者

に
も

協
力

を
依

頼
し

て
行

っ
た

。
非

常
に

人
気

が
あ

る
劇

団
が

来
た

と
い

う
事

も
あ

り
、

多
く

の
参

加
者

が
来

場
し

、
会

場
も

大
い

に
盛

り
上

が
っ

た
。

次
年

度
以

降
も

、
2
会

場
を

中
心

に
検

討
し

て
い

き
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

橋
南

史
跡

め
ぐ

り
市

・
地

継
続

2
6
2

3
1

2
,7

1
2

6
月

1
0
日

、
1
2
月

2
日

福
井

市
、

明
智

町

目 的

飯
田

と
つ

な
が

り
の

あ
る

史
跡

、
街

並
み

を
見

学
し

、
そ

の
文

化
や

歴
史

に
つ

い
て

学
ぶ

実 施 内 容

・
6
月

1
0
日

「
越

前
の

旅
、

「
傘

松
山

永
平

寺
」
に

白
山

を
訪

ね
る

」
風

越
山

、
白

山
に

ゆ
か

り
の

あ
る

、
永

平
寺

な
ど

見
学

し
た

。
・
1
2
月

2
日

「
「
半

分
青

い
」
の

舞
台

、
岩

村
と

明
智

の
町

巡
り

」
飯

田
と

は
縁

の
深

い
場

所
で

、
岩

村
や

明
智

の
街

並
み

な
ど

を
巡

っ
た

。
（
と

も
に

講
師

は
今

村
光

利
氏

）
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

橋
南

地
区

外
で

の
現

地
学

習
の

機
会

と
し

て
、

夏
と

冬
の

2
回

実
施

し
た

。
ど

ち
ら

も
講

師
の

分
か

り
や

す
い

解
説

と
現

地
研

修
が

好
評

で
、

リ
ピ

ー
タ

ー
を

含
む

多
く
の

参
加

者
を

得
ら

れ
た

。
委

員
会

や
講

師
と

の
打

ち
合

わ
せ

に
て

訪
問

地
を

決
定

す
る

際
は

、
飯

田
下

伊
那

と
の

繋
が

り
を

重
要

視
し

、
単

に
観

光
す

る
だ

け
で

は
な

く
自

分
た

ち
が

住
ん

で
い

る
地

域
の

歴
史

と
併

せ
て

説
明

し
て

も
ら

う
こ

と
で

、
参

加
者

が
イ

メ
ー

ジ
し

や
す

学
習

機
会

と
な

る
よ

う
に

心
が

け
て

い
る

。
来

年
度

も
現

地
で

学
ん

だ
も

の
を

自
分

の
地

域
に

生
か

せ
る

よ
う

な
学

習
題

材
を

提
案

し
つ

つ
、

継
続

し
て

実
施

し
て

い
き

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

飯
田

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
２

０
１

８
　

橋
南

地
区

公
演

市
・
地

継
続

2
5
6
9

5
6
9

2
,7

1
2

8
月

4
日

、
8
月

6
日

追
手

町
小

、
仏

教
保

育
園

目 的

市
民

を
対

象
に

、
人

形
劇

に
親

し
む

、
参

加
す

る
、

支
え

る
機

会
と

す
る

実 施 内 容

地
区

実
行

委
員

会
で

実
施

。
国

内
の

プ
ロ

劇
団

と
地

元
小

学
生

劇
団

と
の

ジ
ョ

イ
ン

ト
公

演
を

行
い

、
公

演
終

了
後

に
は

交
流

会
を

行
っ

た
。

ま
た

、
橋

南
地

区
の

Ｐ
Ｒ

と
来

場
者

へ
の

お
も

て
な

し
を

目
的

に
、

橋
南

地
区

で
育

て
た

ラ
ベ

ン
ダ

ー
を

使
っ

た
水

引
ブ

ロ
ー

チ
を

公
民

館
の

学
級

講
座

で
作

り
配

布
し

た
。

オ
リ

ジ
ナ

ル
企

画
も

実
施

し
、

地
元

企
業

と
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
で

「
バ

ル
ー

ン
ア

ー
ト

を
楽

し
も

う
！

」
を

行
っ

た
。

＜
追

手
町

小
学

校
　

上
演

作
品

＞
　

追
手

町
小

学
校

3
年

生
マ

ル
ゲ

リ
ー

タ
　

　
　

「
と

ん
と

ん
と

め
て

　
く
だ

さ
い

な
」

　
劇

団
に

ん
ぎ

ょ
う

畑
　

　
　

「
だ

い
き

ち
の

『
N

o
ra

-
sh

o
w

』
」

＜
仏

教
保

育
園

　
上

演
作

品
＞

　
劇

団
と

ん
が

ら
し

　
　

　
「
ま

い
ご

の
お

ま
わ

り
さ

ん
」

評 価

数
量

的
成

果
（
項

目
名

と
数

値
）

大
変

満
足

1
6
3
、

満
足

5
1
、

普
通

2
1
、

少
し

物
足

り
な

い
3
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橋
南

公
民

館
の

事
業

報
告

№
4

区
分

区
分

区
分

区
分

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

2
0

2
,7

1
2

4
月

8
日

橋
南

地
区

内

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

文 化 事 業

橋
南

史
跡

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

市
費

継
続

1
2
0

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
飯

田
街

の
街

の
作

り
や

史
跡

を
実

際
に

歩
い

て
見

学
し

、
先

人
達

が
ま

ち
づ

く
り

に
込

め
た

考
え

方
や

知
恵

を
学

ぶ

実 施 内 容

・
「
橋

南
桜

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

」
　

ガ
イ

ド
：
大

野
　

英
夫

氏
橋

南
地

区
内

に
残

る
桜

の
銘

木
に

つ
い

て
、

周
辺

史
跡

な
ど

の
見

学
、

解
説

を
交

え
て

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

を
行

っ
た

。
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

桜
の

時
期

に
合

わ
せ

て
開

催
を

し
て

い
る

が
、

桜
前

線
の

進
行

が
早

く
、

散
り

か
け

で
の

開
催

と
な

っ
た

。
桜

だ
け

で
な

く
、

周
辺

の
史

跡
や

歴
史

も
同

時
に

説
明

し
て

も
ら

い
学

ぶ
こ

と
が

で
き

た
。

今
年

度
は

、
橋

南
だ

け
に

焦
点

を
絞

り
、

そ
の

分
一

つ
の

場
所

を
丁

寧
に

説
明

す
る

よ
う

に
講

師
と

打
ち

合
わ

せ
を

行
っ

て
実

施
し

た
。

次
年

度
以

降
も

、
講

師
と

相
談

し
な

が
ら

実
施

し
て

い
き

た
い

。
ま

た
、

こ
れ

ま
で

参
加

し
て

い
な

い
層

に
も

参
加

を
働

き
掛

け
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

第
３

３
回

橋
南

ウ
ォ

ー
ク

ラ
リ

ー
大

会
地

区
費

継
続

1
7
0

7
0

2
,7

1
2

5
月

2
7
日

橋
南

地
区

内

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
で

の
体

力
増

進
お

よ
び

、
橋

南
地

区
の

街
並

み
・
歴

史
・
文

化
を

再
発

見
す

る
機

会
と

す
る

実 施 内 容

設
定

さ
れ

た
コ

ー
ス

を
、

交
差

点
の

略
図

の
み

が
書

か
れ

た
地

図
を

頼
り

に
、

コ
ー

ス
上

の
各

所
に

地
域

の
歴

史
や

文
化

に
因

ん
だ

問
題

を
設

定
し

、
解

き
な

が
ら

歩
く

よ
う

に
し

て
い

る
。

ま
た

ス
タ

ー
ト

・
ゴ

ー
ル

地
点

の
追

手
町

小
学

校
講

堂
で

は
、

橋
南

ま
ち

づ
く

り
委

員
会

育
成

部
、

日
赤

奉
仕

団
、

商
店

な
ど

の
協

力
も

得
て

、
お

楽
し

み
企

画
を

行
っ

た
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

普
段

の
生

活
の

中
で

は
見

落
と

し
が

ち
な

も
の

が
、

問
題

を
解

き
な

が
ら

歩
く
こ

と
で

見
え

て
き

て
、

地
域

を
再

発
見

で
き

る
行

事
と

な
っ

て
い

る
。

ゲ
ー

ム
性

の
お

も
し

ろ
さ

と
共

に
、

問
題

の
中

に
は

防
火

・
防

災
関

連
の

施
設

や
歴

史
的

な
建

造
物

も
出

題
さ

れ
て

お
り

、
た

の
し

み
な

が
ら

学
べ

る
機

会
と

な
っ

て
い

る
。

参
加

者
の

中
心

は
小

学
生

と
な

っ
て

い
る

が
、

子
ど

も
達

が
地

域
の

歴
史

を
学

ぶ
貴

重
な

機
会

と
な

っ
て

い
る

た
め

、
継

続
し

て
実

施
し

て
い

き
た

い
。

コ
ー

ス
作

り
や

問
題

作
り

を
行

う
際

に
、

公
民

館
委

員
で

下
見

や
打

ち
合

わ
せ

な
ど

を
重

ね
て

制
作

す
る

こ
と

で
、

委
員

さ
ん

の
学

習
の

機
会

に
も

な
っ

て
い

る
と

感
じ

て
い

る
の

で
、

今
後

も
大

切
に

し
て

い
き

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

橋
南

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

大
会

地
区

費
継

続
1

6
0

6
0

2
,7

1
2

1
1
月

1
8
日

飯
田

東
中

学
校

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
日

頃
の

運
動

不
足

の
解

消
、

健
康

の
増

進
と

、
住

民
同

士
の

親
睦

を
図

る

実 施 内 容

地
区

内
回

覧
に

て
募

集
し

た
チ

ー
ム

に
よ

る
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
大

会
。

今
年

度
は

５
チ

ー
ム

が
参

加
し

開
催

し
た

。
シ

ニ
ア

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

チ
ー

ム
、

近
隣

地
区

チ
ー

ム
、

地
元

企
業

チ
ー

ム
に

加
え

、
公

民
館

も
体

育
委

員
を

中
心

に
チ

ー
ム

を
組

み
、

大
会

に
参

加
し

た
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

企
業

や
地

区
の

青
壮

年
会

な
ど

多
く
の

チ
ー

ム
が

参
加

し
て

く
れ

た
こ

と
も

あ
り

、
賑

や
か

に
大

会
を

開
催

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
日

頃
あ

ま
り

公
民

館
と

関
り

が
な

い
若

い
世

代
も

声
か

け
に

よ
っ

て
参

加
を

し
て

く
れ

、
公

民
館

委
員

と
の

良
い

交
流

の
機

会
に

も
な

っ
た

と
感

じ
る

。
例

年
、

ど
う

し
て

も
け

が
人

が
出

て
し

ま
う

。
日

常
的

に
運

動
し

て
い

な
い

人
も

多
く
参

加
す

る
た

め
、

事
前

の
準

備
体

操
を

入
念

に
行

う
な

ど
の

注
意

喚
起

を
続

け
て

い
く
必

要
を

感
じ

る
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

第
３

１
回

橋
南

連
合

大
運

動
会

地
区

費
継

続
1

6
8
0

6
8
0

2
,7

1
2

1
0
月

7
日

追
手

町
小

学
校

校
庭

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
各

町
総

参
加

で
健

康
の

増
進

と
住

民
相

互
の

交
流

を
図

り
、

も
っ

て
当

地
区

の
活

性
化

を
推

進
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る

実 施 内 容

橋
南

地
区

全
体

で
取

り
組

む
年

一
度

の
一

大
事

業
と

し
て

実
施

。
単

独
町

内
、

ま
た

は
近

隣
町

内
で

チ
ー

ム
を

組
み

、
4
1
あ

る
全

町
内

が
参

加
す

る
。

子
ど

も
か

ら
お

年
寄

り
ま

で
参

加
で

き
る

各
種

競
技

、
い

く
つ

か
の

町
内

で
組

ん
だ

チ
ー

ム
対

抗
の

競
技

で
構

成
し

た
。

ま
ち

づ
く

り
委

員
会

が
主

催
し

、
公

民
館

が
主

管
す

る
。

体
育

委
員

が
主

導
し

、
公

民
館

、
育

成
部

、
各

町
内

選
出

の
運

営
委

員
が

運
営

に
あ

た
っ

た
。

今
年

度
も

晴
天

と
な

っ
た

た
め

、
2
年

連
続

で
校

庭
に

て
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

晴
天

に
恵

ま
れ

、
2
年

連
続

で
校

庭
に

て
実

施
で

き
た

。
多

く
の

地
区

住
民

が
集

ま
り

、
盛

大
に

開
催

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
内

容
の

決
定

か
ら

、
事

前
の

準
備

ま
で

、
公

民
館

委
員

が
中

心
に

な
っ

て
行

っ
て

き
た

こ
と

も
あ

り
、

当
日

は
ス

ム
ー

ズ
に

運
営

が
で

き
た

と
思

う
。

昨
年

度
末

の
会

議
に

て
、

「
地

区
の

み
ん

な
が

集
ま

る
唯

一
の

行
事

を
無

く
し

た
く
な

い
」
と

の
意

見
が

多
く

出
て

、
今

年
度

の
実

施
と

な
っ

た
が

、
運

動
会

を
捉

え
な

お
す

良
い

機
会

に
な

っ
た

と
感

じ
る

。
今

後
に

つ
い

て
も

、
チ

ー
ム

編
成

や
競

技
内

容
な

ど
、

住
民

の
方

が
楽

し
く
参

加
で

き
る

運
動

会
の

在
り

方
を

考
え

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
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橋
南

公
民

館
の

事
業

報
告

№
5

区
分

区
分

区
分

区
分

数
量

的
成

果
（
項

目
名

と
数

値
）

良
か

っ
た

　
3
5
人

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

合 同 事 業

ふ
る

さ
と

コ
ン

サ
ー

ト
（
橋

北
・
橋

南
・
東

野
三

館
合

同
）

市
・
地

継
続

1
1
8
0

1
8
0

8
,6

9
7

7
月

1
5
日

川
本

喜
八

郎
人

形
美

術
館

前
広

場

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
身

近
な

場
所

で
レ

ベ
ル

の
高

い
音

楽
を

楽
し

め
る

機
会

を
図

る

実 施 内 容

橋
北

・
橋

南
・
東

野
地

区
の

公
民

館
が

共
催

で
開

催
し

、
各

公
民

館
の

文
化

委
員

を
中

心
と

し
た

専
門

委
員

が
協

力
し

合
い

実
施

し
た

。
演

奏
者

：
弦

楽
五

重
奏

団
　

「
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
錦

」

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

昨
年

度
に

引
き

続
き

実
施

。
橋

南
夏

祭
り

と
コ

ラ
ボ

し
て

の
開

催
に

よ
り

、
多

く
の

方
に

身
近

な
場

所
で

高
レ

ベ
ル

の
生

演
奏

の
音

楽
を

気
軽

に
楽

し
む

機
会

と
な

っ
た

。
川

本
喜

八
郎

人
形

美
術

館
前

と
い

う
屋

根
下

の
屋

外
と

い
う

場
所

は
、

弦
楽

の
演

奏
者

に
と

っ
て

は
あ

ま
り

い
い

環
境

と
は

言
え

な
か

っ
た

が
、

演
奏

会
を

目
的

に
来

た
人

は
も

ち
ろ

ん
、

夏
祭

り
の

会
場

へ
音

楽
が

聞
こ

え
て

き
た

こ
と

で
来

た
方

も
お

り
、

多
く

の
観

客
に

音
楽

に
親

し
ん

で
も

ら
え

た
点

で
は

よ
か

っ
た

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

合 同 事 業

橋
北

・
橋

南
・
東

野
地

区
成

人
式

他
会

計
継

続
1

6
7

6
7

1
0
2

1
月

1
3
日

飯
田

市
公

民
館

目 的

新
成

人
を

対
象

に
、

学
習

の
場

を
つ

く
り

、
活

動
を

通
じ

て
地

域
へ

の
愛

着
、

誇
り

を
持

て
る

よ
う

な
機

会
と

す
る

実 施 内 容

成
人

該
当

者
を

中
心

に
、

公
民

館
委

員
、

職
員

か
ら

組
織

す
る

実
行

委
員

会
で

計
画

し
実

施
。

・
成

人
式

実
行

委
員

会
の

開
催

・
実

行
委

員
に

よ
る

地
域

学
習

の
実

施
（
学

習
テ

ー
マ

を
「
り

ん
ご

並
木

と
丘

の
上

の
パ

ン
屋

さ
ん

」
と

し
た

 ）
・
式

典
の

実
施

・
祝

賀
会

の
実

施

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

新
成

人
実

行
委

員
に

事
前

作
業

等
も

積
極

的
に

参
加

し
て

も
ら

っ
た

ほ
か

、
当

日
も

主
体

的
に

運
営

に
関

わ
っ

て
も

ら
う

こ
と

が
で

き
た

。
新

成
人

実
行

委
員

に
よ

る
地

域
学

習
で

は
、

対
象

と
な

る
新

成
人

全
員

が
中

学
生

時
代

に
摘

花
や

収
穫

の
作

業
を

経
験

し
た

り
ん

ご
並

木
と

、
実

行
委

員
の

実
家

が
パ

ン
屋

さ
ん

を
営

ん
で

い
る

こ
と

か
ら

そ
れ

を
組

み
合

わ
せ

た
テ

ー
マ

と
し

、
式

典
で

も
学

習
成

果
を

披
露

し
た

。
今

年
度

は
、

第
1
回

の
会

議
か

ら
新

成
人

実
行

委
員

が
多

く
参

加
し

て
く
れ

た
こ

と
で

、
話

し
合

い
も

ス
ム

ー
ズ

に
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

今
後

も
、

公
民

館
事

業
に

参
加

し
て

も
ら

う
な

ど
の

成
人

式
以

降
の

つ
な

が
り

も
持

て
る

よ
う

に
心

が
け

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

合 同 事 業

(橋
北

・
橋

南
・
東

野
）
３

館
合

同
文

化
講

演
会

地
区

費
継

続
1

5
1

5
1

8
,6

9
7

3
月

2
日

東
野

公
民

館

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
地

域
を

知
り

愛
着

を
深

め
る

こ
と

を
目

指
す

実 施 内 容

東
中

学
校

区
三

館
合

同
事

業
と

し
て

実
施

予
定

。
悲

観
的

に
捉

え
が

ち
な

「
老

い
」
に

つ
い

て
、

見
方

を
少

し
変

え
る

だ
け

で
、

楽
し

く
素

敵
に

年
齢

を
重

ね
ら

れ
る

と
い

う
内

容
を

予
定

。
ま

た
、

講
演

会
後

、
「
残

し
た

い
ス

テ
キ

な
写

真
撮

影
会

」
も

予
定

し
て

い
る

。
演

題
：
「
老

い
を

笑
い

に
変

え
る

　
～

豊
か

な
人

生
を

送
る

た
め

に
～

」
講

師
：
瀧

本
慈

宗
 氏

（
天

台
宗

大
嶋

山
瑠

璃
寺

住
職

）
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

身
の

回
り

に
あ

る
も

の
を

違
う

視
点

で
見

る
事

や
、

自
分

自
身

の
あ

り
の

ま
ま

を
を

受
け

入
れ

る
事

な
ど

、
今

後
の

生
き

方
に

つ
い

て
一

石
を

投
じ

る
貴

重
な

お
話

を
聞

く
こ

と
が

で
き

て
良

か
っ

た
。

参
加

者
が

、
こ

の
講

演
会

が
自

分
自

身
に

つ
い

て
振

り
帰

る
き

っ
か

け
と

な
る

と
良

い
。

当
日

は
、

3
館

の
住

民
を

中
心

に
大

勢
の

参
加

者
が

あ
っ

た
。

今
後

も
、

三
館

で
文

化
講

演
会

で
行

う
意

味
を

確
認

し
な

が
ら

、
参

加
し

た
い

と
思

え
る

題
材

選
び

を
心

が
け

て
い

き
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

館
報

橋
南

の
編

集
地

区
費

継
続

年
３

回
発

行
3

4
5

2
,7

1
2

実
施

内
容

参
照

橋
南

公
民

館
　

ほ
か

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
地

域
を

知
り

、
考

え
る

き
っ

か
け

作
り

を
目

指
す

実 施 内 容

現
在

の
公

民
館

の
体

制
で

は
広

報
委

員
が

不
在

な
た

め
、

館
長

と
企

画
委

員
を

中
心

に
企

画
や

編
集

作
業

を
行

っ
た

。
単

な
る

広
報

で
な

く
、

地
域

の
課

題
に

目
を

向
け

た
紙

面
作

り
に

心
掛

け
た

。
1
0
号

（
6
/
2
9
）
、

1
1
号

（
1
2
/
2
1
）
、

1
2
号

（
2
/
2
2
）

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

「
広

報
橋

南
」
と

は
違

い
、

「
地

域
課

題
に

目
を

向
け

る
」
「
住

民
の

方
に

課
題

を
問

い
か

け
る

」
こ

と
を

主
眼

に
「
館

報
」
の

編
集

を
心

掛
け

た
。

次
年

度
も

引
き

続
き

、
地

域
課

題
を

掘
り

起
こ

す
よ

う
な

館
報

に
し

て
い

き
た

い
。

継
続

し
た

館
報

発
行

の
た

め
、

来
年

度
は

公
民

館
に

館
報

担
当

委
員

を
置

き
、

今
後

の
編

集
体

制
を

整
え

て
い

き
た

い
。

－40－



橋
南

公
民

館
の

事
業

報
告

№
6

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

子
ど

も
た

ち
を

考
え

る
研

修
会

０
円

新
規

1
2
5

2
5

2
,7

1
2

1
1
月

1
2
日

橋
南

公
民

館

目 的

日
頃

か
ら

子
供

に
接

し
て

い
る

大
人

を
対

象
に

、
今

の
子

供
達

に
つ

い
て

考
え

る
こ

と
で

、
接

し
方

や
対

応
の

仕
方

を
考

え
る

機
会

と
す

る

実 施 内 容

日
頃

か
ら

子
供

に
接

し
て

い
る

大
人

を
対

象
に

、
今

の
子

供
達

に
つ

い
て

考
え

る
こ

と
で

、
接

し
方

や
対

応
の

仕
方

を
考

え
る

機
会

と
し

て
開

催

講
師

：
蓑

和
先

生
　

（
こ

ど
も

家
庭

応
援

セ
ン

タ
ー

所
長

）
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

子
供

と
定

期
的

に
触

れ
合

う
機

会
が

あ
る

住
民

の
方

か
ら

の
「
子

ど
も

達
へ

の
接

し
方

で
悩

ん
で

い
る

。
み

ん
な

で
意

見
を

出
し

あ
っ

て
話

が
出

来
な

い
か

」
と

い
う

思
い

か
ら

、
放

課
後

子
供

教
室

の
ス

タ
ッ

フ
と

協
力

し
て

実
施

。
様

々
な

子
供

た
ち

と
関

わ
り

の
あ

る
蓑

和
さ

ん
に

、
参

加
者

が
悩

ん
で

い
る

事
や

疑
問

に
思

っ
て

い
る

事
に

答
え

る
形

で
実

際
の

現
場

か
ら

感
じ

て
い

る
事

を
お

話
い

た
だ

い
た

。
講

師
の

話
か

ら
、

自
分

た
ち

は
ど

う
し

て
い

け
ば

い
い

の
か

を
積

極
的

に
話

し
合

う
姿

が
見

受
け

ら
れ

た
。

こ
の

課
題

は
1
回

だ
け

実
施

し
て

解
決

す
る

も
の

で
は

な
い

の
で

、
次

年
度

以
降

も
話

し
合

い
な

が
ら

実
施

し
て

い
き

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

放
課

後
子

ど
も

教
室

市
・
地

継
続

1
7

5
1
0

3
0

1
5
2

原
則

第
1
、

第
3
水

曜
日

追
手

町
小

学
校

目 的

放
課

後
の

子
ど

も
た

ち
を

対
象

に
、

安
全

・
安

心
な

活
動

拠
点

を
つ

く
る

と
と

も
に

、
異

世
代

と
の

活
動

の
中

で
社

会
性

、
協

調
性

を
育

む

実 施 内 容

放
課

後
の

子
ど

も
の

居
場

所
づ

く
り

を
行

い
、

あ
わ

せ
て

、
異

世
代

と
の

活
動

の
中

で
、

社
会

性
、

協
調

性
を

育
む

こ
と

が
で

き
る

さ
ま

ざ
ま

な
企

画
を

行
っ

た
。

・
開

催
日

：
原

則
第

１
、

第
３

水
曜

日
・
開

催
時

間
：
1
5
時

3
0
分

か
ら

1
6
時

3
0
分

ま
で

　
（
冬

季
は

1
5
時

3
0
分

か
ら

1
6
時

1
0
分

ま
で

）
・
運

営
体

制
：
地

域
住

民
に

よ
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ス
タ

ッ
フ

に
よ

り
運

営
。

定
期

的
に

運
営

委
員

会
、

ス
タ

ッ
フ

会
を

開
催

。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

他
の

学
校

で
の

教
室

と
は

異
な

り
、

登
録

制
は

取
ら

ず
、

毎
回

申
込

制
と

し
て

い
る

。
参

加
者

は
低

学
年

中
心

で
あ

り
、

高
学

年
の

参
加

に
つ

い
て

毎
年

ス
タ

ッ
フ

で
検

討
す

る
が

、
な

か
な

か
参

加
者

は
増

え
な

い
の

が
現

状
で

あ
る

。
た

だ
し

、
企

画
に

よ
っ

て
は

高
学

年
も

参
加

す
る

こ
と

も
あ

る
の

で
、

前
例

踏
襲

で
は

な
く

今
後

も
粘

り
強

く
ス

タ
ッ

フ
と

知
恵

を
出

し
合

う
必

要
が

あ
る

。
ス

タ
ッ

フ
は

民
生

児
童

委
員

と
そ

の
経

験
者

が
多

い
と

い
う

現
状

は
変

わ
ら

な
い

が
、

3
0

代
の

ス
タ

ッ
フ

も
数

人
協

力
頂

い
て

お
り

、
新

し
い

企
画

が
出

て
き

た
り

と
、

活
性

化
が

図
ら

れ
て

い
る

と
感

じ
る

。
参

加
す

る
子

ど
も

達
に

つ
い

て
は

、
人

の
話

を
聞

け
な

い
、

集
中

し
て

物
事

に
取

り
組

め
な

い
子

が
見

受
け

ら
る

た
め

、
そ

の
よ

う
な

子
ど

も
達

へ
の

対
応

に
つ

い
て

ス
タ

ッ
フ

と
検

討
し

て
い

く
必

要
性

を
感

じ
る

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

夏
休

み
子

ど
も

教
室

市
・
地

継
続

9
3
2
0

3
2
0

1
5
2

夏
休

み
期

間
の

月
曜

、
水

曜
、

金
曜

（
お

盆
は

除
く
）

橋
南

公
民

館
　

他

目 的

夏
休

み
中

の
子

ど
も

た
ち

を
対

象
に

安
全

・
安

心
な

活
動

拠
点

を
つ

く
る

と
と

も
に

、
異

世
代

と
の

活
動

の
中

で
社

会
性

、
協

調
性

を
育

む

実 施 内 容

夏
休

み
中

の
子

ど
も

の
居

場
所

づ
く
り

を
行

い
、

あ
わ

せ
て

、
異

年
齢

の
子

ど
も

達
が

団
結

、
協

力
し

て
取

り
組

む
こ

と
の

で
き

る
さ

ま
ざ

ま
な

企
画

を
行

う
。

・
開

催
日

：
夏

休
み

期
間

の
月

、
水

、
金

曜
日

（
お

盆
な

ど
は

除
く
）

・
開

催
時

間
：
９

時
か

ら
1
1
時

3
0
分

ま
で

・
ス

タ
ッ

フ
：
放

課
後

子
ど

も
教

室
ス

タ
ッ

フ
及

び
ま

ち
づ

く
り

委
員

会
各

部
の

委
員

。
毎

日
開

始
か

ら
１

時
間

は
夏

休
み

課
題

学
習

（
自

主
学

習
）
の

時
間

を
設

け
た

。
追

手
町

小
学

校
か

ら
毎

日
1
名

、
先

生
が

参
加

し
子

ど
も

達
の

学
習

の
補

助
を

行
っ

た
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

長
期

休
暇

中
の

放
課

後
子

ど
も

教
室

と
し

て
実

施
し

、
連

日
多

く
の

児
童

の
参

加
が

得
ら

れ
た

。
子

ど
も

達
の

「
居

場
所

」
づ

く
り

の
一

環
を

担
っ

て
い

る
こ

と
が

わ
か

る
と

共
に

、
楽

し
み

に
し

て
来

て
く

れ
て

い
る

こ
と

が
わ

か
る

。
上

級
生

が
下

級
生

の
面

倒
を

見
て

い
る

姿
も

見
受

け
ら

れ
、

子
供

た
ち

の
縦

の
つ

な
が

り
が

で
き

て
き

て
い

る
。

今
年

度
に

つ
い

て
も

、
公

民
館

で
活

動
し

て
い

る
の

社
会

教
育

関
係

団
体

の
方

に
講

師
を

、
ま

ち
づ

く
り

委
員

会
か

ら
ス

タ
ッ

フ
を

お
願

い
し

、
地

域
の

子
ど

も
達

の
様

子
を

感
じ

て
も

ら
う

こ
と

が
で

き
た

の
で

、
次

年
度

以
降

も
継

続
し

て
行

っ
て

い
き

た
い

。
来

年
度

以
降

、
小

学
校

の
夏

休
み

が
延

長
と

な
る

こ
と

、
学

校
の

プ
ー

ル
が

午
前

中
開

催
に

な
る

こ
と

も
踏

ま
え

、
ス

タ
ッ

フ
の

方
や

学
校

側
と

の
打

ち
合

わ
せ

を
綿

密
に

行
う

必
要

が
あ

る
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

伝
統

文
化

教
室

　
「
天

龍
太

鼓
子

ど
も

教
室

」
地

区
費

継
続

1
2

1
0
8

9
1
5
2

原
則

第
3
金

曜
日

追
手

町
小

学
校

講
堂

　
ほ

か

目 的

青
少

年
を

対
象

に
、

地
区

に
伝

わ
る

伝
統

文
化

・
芸

能
の

継
承

を
目

指
す

と
共

に
、

郷
土

へ
の

愛
情

を
育

み
、

健
全

育
成

を
図

る

実 施 内 容

中
央

通
り

に
伝

わ
る

伝
統

芸
能

の
「
天

龍
太

鼓
」
を

学
び

、
そ

の
技

を
継

承
す

る
。

練
習

を
通

じ
て

、
礼

儀
作

法
を

身
に

つ
け

、
青

少
年

の
健

全
育

成
に

つ
な

げ
る

ほ
か

、
異

年
齢

間
交

流
の

場
と

す
る

。
小

学
生

を
対

象
に

参
加

者
を

募
集

し
、

毎
月

第
１

、
第

３
金

曜
日

に
練

習
を

実
施

、
地

域
の

各
種

行
事

へ
参

加
、

出
演

し
た

。
4
/
6
赤

門
開

門
式

、
7
/
1
5
橋

南
夏

ま
つ

り
、

1
1
/
1
1
橋

南
芸

能
発

表
会

講
師

：
天

龍
太

鼓
打

ち
手

会

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
も

、
月

1
～

2
回

の
稽

古
を

積
み

、
各

種
行

事
に

て
発

表
を

し
て

き
た

。
子

ど
も

達
は

楽
し

そ
う

に
行

っ
て

い
る

の
で

、
こ

の
気

持
ち

を
い

か
に

保
っ

て
継

続
し

て
い

く
か

を
考

え
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
伝

統
文

化
の

継
承

と
い

う
点

か
ら

み
る

と
、

中
学

生
に

な
る

と
卒

業
し

て
し

ま
う

子
が

多
く
い

る
の

で
、

長
い

目
で

見
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

天
龍

太
鼓

の
打

ち
手

会
の

方
も

高
齢

化
や

人
数

の
減

少
と

い
う

課
題

を
持

っ
て

お
り

、
話

し
合

い
を

重
ね

て
ど

の
よ

う
な

や
り

方
が

良
い

の
か

考
え

て
い

き
た

い
。
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橋
南

公
民

館
の

事
業

報
告

№
7

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

伝
統

文
化

教
室

　
「
松

一
獅

子
舞

教
室

」
地

区
費

継
続

2
5

2
7
5

1
1

2
,7

1
2

原
則

第
2
金

曜
、

第
4
火

曜
日

橋
南

公
民

館
　

ほ
か

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
地

区
に

伝
わ

る
伝

統
文

化
・

芸
能

の
継

承
を

目
指

す
と

共
に

、
郷

土
へ

の
愛

情
を

育
む

機
会

と
す

る

実 施 内 容

松
尾

町
１

丁
目

に
伝

わ
る

伝
統

芸
能

の
「
松

一
獅

子
舞

」
を

復
活

さ
せ

、
後

世
に

伝
え

て
い

く
た

め
、

地
元

自
治

会
と

協
力

し
な

が
ら

、
獅

子
舞

を
学

び
、

技
を

継
承

し
て

い
く

。
小

学
生

か
ら

一
般

を
対

象
に

参
加

者
を

募
集

し
、

毎
月

第
２

金
曜

日
に

練
習

を
実

施
、

地
域

の
各

種
行

事
等

へ
参

加
、

出
演

し
た

。
7
/
1
5
橋

南
夏

ま
つ

り
、

9
/
2
2
追

手
町

小
運

動
会

ア
ト

ラ
ク

シ
ョ

ン
、

1
0
/
2
1
南

信
州

獅
子

舞
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

、
1
1
/
1
1
橋

南
芸

能
発

表
会

講
師

：
松

尾
町

１
丁

目
自

治
会

、
森

田
梅

泉
氏

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

年
々

部
員

も
少

し
ず

つ
加

入
し

、
各

種
行

事
に

積
極

的
に

参
加

し
て

発
表

を
し

て
き

た
。

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
が

地
区

内
外

で
知

ら
れ

る
よ

う
に

な
り

、
声

が
か

か
る

こ
と

が
多

く
な

っ
て

い
る

。
様

々
な

行
事

へ
の

参
加

は
、

子
ど

も
達

に
も

大
き

な
自

信
に

な
っ

て
お

り
、

そ
の

後
の

練
習

に
も

一
層

力
が

入
っ

て
い

る
。

子
ど

も
達

の
中

で
は

小
学

校
や

中
学

校
を

卒
業

し
て

も
続

け
て

く
れ

る
子

が
お

り
、

伝
統

文
化

継
承

に
向

け
て

少
し

ず
つ

進
ん

で
い

る
と

思
う

。
高

齢
化

な
ど

に
よ

り
伝

統
を

伝
え

る
側

の
体

制
の

不
安

定
さ

は
変

わ
っ

て
お

ら
ず

、
今

後
長

く
活

動
を

継
続

し
て

い
く
た

め
の

方
法

を
引

き
続

き
考

え
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

お
ひ

ま
ち

地
区

費
継

続
1

8
0

8
0

2
,7

1
2

4
月

1
5
日

橋
南

地
区

内

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
飯

田
の

大
火

を
忘

れ
ず

、
日

々
の

生
活

の
中

で
も

防
火

の
意

識
を

高
め

る

実 施 内 容

・
防

火
に

関
す

る
標

語
の

募
集

　
追

手
町

小
学

校
児

童
を

対
象

に
防

火
標

語
を

募
集

、
・
防

火
標

語
を

読
み

上
げ

な
が

ら
橋

南
地

区
内

を
広

報
追

手
町

小
学

校
児

童
、

P
T
A

、
橋

南
連

合
青

壮
年

会
、

ま
ち

づ
く
り

委
員

会
防

火
防

犯
部

、
ま

ち
づ

く
り

委
員

会
育

成
部

、
公

民
館

、
飯

田
市

消
防

団
第

1
分

団
か

ら
の

参
加

者
で

地
区

内
の

広
報

活
動

を
実

施
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

毎
年

、
飯

田
大

火
が

発
生

し
た

こ
の

時
期

に
地

区
内

の
各

種
団

体
が

協
力

し
て

、
防

火
啓

発
活

動
を

実
施

し
て

い
る

。
ま

た
、

小
学

校
を

通
じ

て
防

火
標

語
も

募
集

し
て

お
り

、
小

学
生

が
地

域
の

歴
史

に
つ

い
て

考
え

る
良

い
機

会
と

も
な

っ
て

い
る

。
年

度
当

初
の

事
業

の
た

め
準

備
等

が
慌

た
だ

し
い

が
、

長
い

年
月

が
た

ち
経

験
を

伝
え

ら
れ

る
方

が
少

な
く
な

っ
て

い
る

中
で

、
こ

の
事

業
に

よ
り

大
火

の
学

習
を

す
る

ひ
と

つ
の

機
会

と
な

れ
ば

と
考

え
て

い
る

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

飯
ご

う
炊

さ
ん

地
区

費
継

続
1

9
8

9
8

2
,7

1
2

8
月

1
8
日

追
手

町
小

学
校

目 的

小
学

校
児

童
を

対
象

に
、

多
様

な
体

験
活

動
を

提
供

し
、

児
童

の
協

調
性

を
育

む

実 施 内 容

ボ
ー

イ
ス

カ
ウ

ト
の

方
に

講
師

を
依

頼
し

、
現

在
で

は
小

学
校

で
行

わ
れ

な
く

な
っ

た
飯

ご
う

炊
さ

ん
を

行
っ

た
。

講
師

：
福

澤
勝

 氏
（
ボ

ー
イ

ス
カ

ウ
ト

飯
田

第
一

団
 団

員
長

）

公
民

館
委

員
だ

け
で

な
く
、

放
課

後
子

ど
も

教
室

の
ス

タ
ッ

フ
や

ま
ち

づ
く
り

委
員

会
の

役
員

も
運

営
に

携
わ

っ
た

。
ボ

ー
イ

ス
カ

ウ
ト

に
所

属
す

る
中

学
生

も
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

入
っ

て
も

ら
い

、
小

学
生

の
指

導
を

お
願

い
し

た
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
も

、
夏

休
み

中
の

活
動

と
し

て
多

く
の

参
加

者
を

得
て

開
催

し
た

。
マ

ッ
チ

を
擦

れ
な

い
子

供
た

ち
が

多
く
い

る
中

で
、

学
校

・
家

庭
で

は
な

か
な

か
で

き
な

い
「
体

験
」
を

さ
せ

て
あ

げ
る

こ
と

が
非

常
に

重
要

だ
と

感
じ

て
い

る
。

今
年

は
、

昨
年

ま
で

公
民

館
委

員
が

作
っ

て
い

た
カ

レ
ー

に
つ

い
て

も
子

供
た

ち
に

作
っ

て
も

ら
い

、
自

分
で

ご
は

ん
を

作
る

こ
と

の
大

変
さ

を
知

っ
て

も
ら

え
る

よ
う

に
し

た
。

そ
れ

ぞ
れ

の
役

割
の

中
で

主
体

的
に

動
い

て
い

く
姿

が
多

く
見

受
け

ら
れ

た
。

中
学

生
が

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
グ

ル
ー

プ
に

入
っ

て
指

導
し

た
こ

と
も

、
良

か
っ

た
と

思
う

。
ス

タ
ッ

フ
も

こ
の

事
業

の
持

つ
意

味
・
目

的
を

共
有

で
き

る
よ

う
に

す
る

必
要

が
あ

る
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

追
手

町
小

学
校

科
学

実
験

教
室

地
区

費
継

続
2

7
7

7
7

7
7

7
月

5
日

、
1
1
月

2
2
日

追
手

町
小

学
校

目 的

子
ど

も
た

ち
を

対
象

に
科

学
教

室
を

行
い

、
科

学
を

身
近

に
感

じ
て

も
ら

う
だ

け
で

な
く

地
域

の
様

々
な

人
た

ち
と

の
交

流
を

通
じ

て
、

ふ
る

さ
と

へ
の

愛
着

や
生

き
る

力
を

育
む

。

実 施 内 容

　
小

学
6
年

生
　

「
モ

デ
ル

ロ
ケ

ッ
ト

制
作

と
打

上
げ

」
　

小
学

5
年

生
　

｢ホ
バ

ー
ク

ラ
フ

ト
制

作
｣

　
小

学
4
年

生
　

「
リ

ニ
ア

実
験

と
超

低
温

の
不

思
議

な
世

界
」

共
催

：
追

手
町

小
学

校
、

お
も

し
ろ

科
学

工
房

、
橋

南
公

民
館

・
育

成
委

員
会

講
師

：
お

も
し

ろ
科

学
工

房

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

昨
年

度
か

ら
取

り
組

み
。

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
ス

ク
ー

ル
の

一
環

と
し

て
学

校
、

地
域

、
地

域
指

導
者

、
保

護
者

の
4
者

が
連

携
し

た
事

業
と

し
て

い
る

。
公

民
館

・
育

成
委

員
会

で
は

各
種

団
体

の
調

整
、

実
験

費
用

の
補

助
を

担
当

。
当

日
の

子
ど

も
の

見
守

り
や

サ
ポ

ー
ト

は
育

成
部

員
と

保
護

者
が

担
当

し
た

。
子

ど
も

達
は

初
め

て
体

験
す

る
授

業
の

た
め

興
味

津
々

で
講

師
の

話
を

聞
い

て
お

り
、

実
際

に
体

験
し

な
が

ら
学

ぶ
こ

と
は

非
常

に
良

い
こ

と
だ

と
の

意
見

も
聞

か
れ

た
。

ま
た

、
下

級
生

の
子

供
が

「
来

年
に

な
っ

た
ら

あ
れ

が
で

き
る

ん
だ

！
」
と

楽
し

み
し

て
い

る
様

子
も

見
る

こ
と

が
で

き
た

。
保

護
者

か
ら

も
引

き
続

き
実

施
し

た
い

と
い

う
意

見
が

出
て

い
る

の
で

、
4
者

の
連

携
を

意
識

し
な

が
ら

、
引

き
続

き
事

業
の

展
開

し
て

い
き

た
い

。
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橋
南

公
民

館
の

事
業

報
告

№
8

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

第
１

５
回

橋
南

夏
ま

つ
り

地
区

費
継

続
1

4
,3

0
0

4
,3

0
0

2
,7

1
2

7
月

1
5
日

り
ん

ご
並

木
周

辺

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
地

域
に

暮
ら

す
、

す
べ

て
の

住
民

が
幅

広
く

気
軽

に
参

加
し

、
夏

の
一

夜
を

楽
し

み
、

ふ
れ

あ
い

、
交

流
す

る
機

会
と

す
る

。
併

せ
て

橋
南

地
域

の
活

性
化

の
一

助
と

す
る

。

実 施 内 容

月
1
回

行
わ

れ
て

い
る

「
り

ん
ご

並
木

歩
行

者
天

国
」
の

7
月

イ
ベ

ン
ト

と
し

て
実

施
。

公
民

館
、

自
治

委
員

会
（
各

町
自

治
会

長
）
に

よ
る

ゲ
ー

ム
コ

ー
ナ

ー
、

橋
南

連
合

青
壮

年
会

の
屋

台
、

ス
テ

ー
ジ

で
は

太
鼓

の
演

奏
や

子
供

向
け

の
科

学
実

験
教

室
、

り
ん

ご
並

木
ま

ち
づ

く
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
よ

る
各

種
販

売
ブ

ー
ス

、
仕

掛
け

花
火

な
ど

、
地

域
住

民
の

交
流

の
場

と
す

る
と

共
に

、
中

心
市

街
地

の
活

性
化

に
向

け
た

取
り

組
み

と
し

て
実

施
。

主
催

は
ま

ち
づ

く
り

委
員

会
。

公
民

館
は

主
管

。
飯

田
Ｏ

ＩＤ
Ｅ

長
姫

高
校

、
飯

田
東

中
学

校
の

生
徒

も
運

営
ス

タ
ッ

フ
と

し
て

参
加

し
た

。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

数
年

前
か

ら
実

行
委

員
会

形
式

で
の

実
施

を
行

っ
て

い
る

が
、

各
担

当
の

ブ
ー

ス
で

自
主

的
に

進
め

て
い

る
姿

が
見

ら
れ

た
。

「
ふ

る
さ

と
コ

ン
サ

ー
ト

」
と

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
し

、
参

加
者

増
加

の
シ

ナ
ジ

ー
効

果
を

狙
っ

た
。

当
日

は
、

参
加

者
が

夏
祭

り
と

共
に

楽
し

む
こ

と
姿

が
見

ら
れ

た
。

今
後

も
、

地
区

内
で

活
躍

し
て

い
る

団
体

と
も

積
極

的
に

連
携

・
協

働
し

て
お

祭
り

を
盛

り
上

げ
て

い
き

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

地
域

人
教

育
他

会
計

継
続

4
5

3
6
0

8
2
,7

1
2

4
月

～
1
2
月

飯
田

O
ID

E
長

姫
高

校
　

ほ
か

目 的

飯
田

O
ID

E
長

姫
高

校
生

と
地

域
住

民
（
銀

座
商

栄
会

）
が

、
活

動
を

通
じ

て
学

び
育

ち
合

う
こ

と
で

よ
り

よ
い

地
域

を
作

る

実 施 内 容

4
月

～
6
月

　
橋

南
地

区
を

実
際

に
歩

い
て

、
橋

南
地

区
を

調
べ

る
。

体
験

す
る

。
7
月

　
「
空

き
家

」
を

、
高

校
生

ら
し

い
発

想
で

「
お

化
け

屋
敷

」
に

す
る

た
め

に
、

準
備

。
8
月

～
1
0
月

　
空

き
家

に
つ

い
て

の
調

べ
学

習
、

お
化

け
屋

敷
の

準
備

。
1
0
月

2
1
日

　
り

ん
ご

並
木

天
国

に
参

加
し

、
空

き
家

を
使

用
し

た
お

化
け

屋
敷

を
開

催
。

1
1
月

2
日

　
丘

の
上

フ
ェ

ス
タ

に
参

加
し

、
2
回

目
の

お
化

け
屋

敷
を

開
催

。
こ

の
活

動
に

は
、

ム
ト

ス
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
、

飯
田

ま
ち

づ
く
り

カ
ン

パ
ニ

ー
、

在
来

屋
さ

ん
な

ど
の

協
力

を
得

て
行

っ
た

。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

「
空

き
家

」
と

い
う

マ
イ

ナ
ス

な
イ

メ
ー

ジ
が

強
い

課
題

に
対

し
て

、
高

校
生

ら
し

い
発

想
で

プ
ラ

ス
イ

メ
ー

ジ
に

変
え

た
い

！
を

コ
ン

セ
プ

ト
に

1
年

間
活

動
を

行
っ

た
。

高
校

生
が

地
域

の
大

人
と

関
わ

り
な

が
ら

活
動

し
て

い
く

中
で

、
楽

し
み

な
が

ら
学

校
で

は
学

ぶ
こ

と
の

で
き

な
い

様
々

な
経

験
を

し
て

い
く
姿

を
見

る
こ

と
が

で
き

た
。

次
年

度
は

、
「
地

域
の

方
と

の
繋

が
り

を
多

く
持

っ
て

進
め

る
」
「
振

り
返

り
」
を

大
切

に
、

事
業

を
実

施
し

て
い

き
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

し
め

縄
づ

く
り

講
習

会
地

区
費

継
続

1
2
0

2
0

2
,7

1
2

1
2
月

9
日

橋
南

公
民

館

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
伝

統
文

化
の

継
承

と
世

代
間

の
交

流
を

図
る

実 施 内 容

地
元

の
住

民
の

方
を

講
師

に
迎

え
、

伝
統

的
な

正
月

行
事

の
一

つ
で

あ
る

し
め

縄
づ

く
り

を
行

う
。

参
加

対
象

を
幼

児
か

ら
高

齢
者

ま
で

と
す

る
こ

と
で

、
地

域
の

中
で

の
生

活
の

技
の

伝
承

と
、

世
代

間
交

流
の

場
と

し
た

。
講

師
　

林
　

清
實

さ
ん

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

若
い

世
代

が
ほ

と
ん

で
で

き
な

く
な

っ
て

い
る

「
し

め
縄

」
を

伝
え

る
機

会
と

し
て

実
施

し
て

い
る

。
幅

広
い

年
代

の
参

加
が

あ
り

、
世

代
間

交
流

の
面

か
ら

も
良

い
機

会
と

な
っ

て
い

る
。

正
月

の
伝

統
を

子
供

達
に

伝
え

て
い

く
こ

と
は

大
切

な
こ

と
だ

と
感

じ
る

の
で

、
育

成
部

と
相

談
を

し
な

が
ら

実
施

し
て

い
き

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

も
ち

つ
き

大
会

地
区

費
継

続
1

1
0
0

1
0
0

2
,7

1
2

1
2
月

1
6
日

橋
南

公
民

館

目 的

地
域

住
民

、
特

に
青

少
年

を
対

象
に

、
伝

統
的

な
行

事
で

あ
る

も
ち

つ
き

を
体

験
し

異
年

齢
間

の
交

流
、

健
全

育
成

を
図

る

実 施 内 容

家
庭

で
は

行
わ

な
く
な

っ
た

臼
と

杵
を

使
っ

て
の

も
ち

つ
き

を
実

施
し

た
。

も
ち

米
も

釜
と

セ
イ

ロ
を

使
い

薪
の

火
で

蒸
す

こ
と

で
、

昔
な

が
ら

の
も

ち
つ

き
を

体
験

。
つ

き
あ

げ
た

も
ち

は
保

護
者

の
協

力
も

得
な

が
ら

成
形

し
、

そ
の

場
で

食
べ

る
ほ

か
、

自
ら

の
手

で
正

月
の

お
供

え
も

ち
を

作
り

各
家

庭
へ

持
ち

帰
っ

た
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

例
年

小
学

生
を

中
心

に
多

く
の

参
加

者
が

あ
り

、
1
2
月

の
行

事
と

し
て

定
着

し
て

い
る

。
未

就
学

の
親

子
で

参
加

す
る

家
庭

も
多

く
、

子
供

か
ら

大
人

ま
で

家
族

み
ん

な
で

楽
し

む
こ

と
の

で
き

る
行

事
と

な
っ

て
い

る
。

橋
南

地
区

は
土

地
柄

も
あ

り
、

各
家

庭
で

も
ち

つ
き

を
行

わ
な

い
世

帯
も

多
い

。
家

庭
で

難
し

く
な

っ
て

い
る

体
験

を
地

域
が

担
う

こ
と

は
非

常
に

重
要

だ
と

考
え

る
。

次
年

度
も

継
続

し
て

行
っ

て
い

き
た

い
。
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橋
南

公
民

館
の

事
業

報
告

№
9

区
分

区
分

2
,7

1
2

年
間

を
通

じ
て

延
べ

1
5
回

橋
南

公
民

館

目 的

地
区

の
子

供
た

ち
、

親
、

住
民

が
1
0
年

後
を

考
え

る
こ

と
で

、
今

後
の

橋
南

を
学

習
す

る
機

会
と

す
る

実 施 内 容

橋
南

地
区

に
は

将
来

に
向

け
て

の
地

区
計

画
が

な
い

状
態

で
あ

っ
た

が
、

「
中

心
市

街
地

活
性

化
計

画
」
が

改
訂

さ
れ

る
の

と
時

を
同

じ
く
し

て
策

定
さ

れ
る

運
び

と
な

っ
た

。
4
つ

の
部

会
に

分
け

て
検

討
し

、
公

民
館

は
「
社

会
教

育
部

会
」
を

担
当

。
橋

南
の

将
来

を
話

し
合

い
な

が
ら

1
年

間
を

か
け

て
計

画
を

考
え

た
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

選
ば

れ
た

役
員

だ
け

で
な

く
、

様
々

な
立

場
の

住
民

か
ら

意
見

を
聞

く
た

め
に

、
消

防
団

員
や

子
育

て
世

代
の

方
も

参
加

し
て

も
ら

い
、

皆
で

議
論

を
重

ね
た

。
こ

の
計

画
が

完
成

し
た

際
は

、
公

民
館

が
何

が
で

き
る

か
を

議
論

す
る

中
で

、
活

動
に

繋
げ

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

将
来

構
想

策
定

地
区

費
継

続
1
5

1
5
0

1
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

書
き

初
め

地
区

費
継

続
1

4
0

4
0

2
,7

1
2

1
月

4
日

橋
南

公
民

館

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
伝

統
文

化
の

継
承

と
世

代
間

の
交

流
を

図
る

実 施 内 容

小
学

生
か

ら
高

齢
者

を
対

象
に

、
正

月
行

事
で

あ
る

書
初

め
を

行
っ

た
。

社
会

教
育

団
体

の
書

道
グ

ル
ー

プ
の

方
に

講
師

と
し

て
参

加
し

て
も

ら
い

、
書

き
初

め
が

終
わ

っ
た

後
は

ゲ
ー

ム
を

し
、

お
し

る
こ

や
お

雑
煮

を
食

べ
て

交
流

し
た

。
完

成
し

た
書

き
初

め
は

、
１

枚
を

公
民

館
に

展
示

し
、

地
域

の
人

に
見

て
頂

い
た

。
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

例
年

、
多

く
の

小
中

学
生

の
参

加
が

あ
り

、
学

校
の

先
生

も
お

呼
び

し
て

い
る

。
子

供
達

は
真

剣
な

表
情

で
行

っ
て

お
り

、
張

り
詰

め
た

空
気

が
流

れ
る

。
大

勢
集

ま
っ

て
も

そ
れ

ぞ
れ

集
中

し
て

行
う

こ
と

は
非

常
に

素
晴

ら
し

い
事

だ
と

、
参

加
し

た
大

人
も

驚
い

て
い

る
場

面
が

あ
っ

た
。

「
宿

題
を

片
づ

け
る

場
」
と

し
て

だ
け

で
な

く
、

年
中

行
事

と
し

て
の

意
味

も
考

え
る

場
と

し
て

行
え

る
と

良
い

。
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羽
場

公
民

館
の

事
業

報
告

№
1

区
分

目 的

実 施 内 容

評 価

区
分

目 的

実 施 内 容

評 価

区
分

目 的

実 施 内 容

評 価

区
分

目 的

実 施 内 容

評 価

4
,8

2
4

9
月

2
7
日

、
2
月

1
7
日

羽
場

公
民

館
　

他

地
区

住
民

を
対

象
に

、
郷

土
の

歴
史

や
風

物
を

学
習

す
る

こ
と

に
よ

り
、

地
域

の
素

晴
ら

し
さ

の
再

確
認

す
る

機
会

と
今

後
の

地
域

の
在

り
方

を
考

え
る

き
か

っ
け

を
図

る

歴
史

サ
ー

ク
ル

「
羽

場
の

昔
を

学
ぶ

会
」
と

共
催

で
、

地
区

内
に

あ
る

文
化

財
や

史
跡

な
ど

を
中

心
に

地
域

の
歴

史
に

つ
い

て
学

ぶ
講

座
を

実
施

。
（
実

施
内

容
）

第
1
回

日
時

：
9
月

2
7
日

「
松

川
水

系
の

電
気

事
業

史
」

講
師

：
岡

部
忠

美
さ

ん
（
市

/
小

水
力

発
電

推
進

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

）
第

2
回

　
日

時
：
2
月

1
7
日

　
「
多

摩
川

精
機

㈱
歴

史
館

見
学

」

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

地
域

に
あ

る
資

源
に

目
を

向
け

、
そ

の
歴

史
や

成
り

立
ち

に
つ

い
て

知
る

こ
と

で
地

域
を

考
え

る
機

会
と

し
た

。
過

去
に

羽
場

連
合

青
壮

年
会

の
ク

リ
ー

ン
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
で

水
車

の
一

部
が

発
見

さ
れ

た
背

景
が

あ
り

、
第

1
回

は
連

合
青

壮
年

会
に

も
呼

び
か

け
、

実
施

し
、

若
い

世
代

か
ら

も
多

く
参

加
が

あ
っ

た
。

今
後

も
身

近
な

地
域

資
源

か
ら

地
域

を
知

る
糸

口
と

し
て

学
習

会
を

行
っ

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

曙
の

里
学

習
会

市
・
地

新
規

2
7
0

3
5

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,8

2
4

6
月

2
8
日

～
9
月

1
4
日

羽
場

公
民

館

地
区

内
の

住
民

と
外

国
籍

住
民

を
対

象
に

日
本

語
学

習
を

通
し

て
、

交
流

を
図

る
機

会
と

す
る

毎
週

水
曜

日
午

後
7
時

か
ら

2
時

間
実

施
。

日
常

会
話

の
向

上
と

と
も

に
生

活
の

中
で

の
悩

み
を

解
決

す
る

場
と

し
て

も
実

施
し

た
。

（
実

施
内

容
）

講
師

：
N

P
O

法
人

共
に

歩
む

会
、

地
区

内
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

昨
年

度
に

比
べ

て
人

数
は

減
っ

た
が

、
こ

の
講

座
が

参
加

す
る

学
習

者
に

と
っ

て
日

ご
ろ

の
生

活
か

ら
の

悩
み

解
決

の
場

に
な

っ
て

い
る

よ
う

で
あ

る
。

ま
た

、
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
も

当
地

区
だ

け
で

な
く

、
丸

山
地

区
か

ら
も

参
加

し
て

く
れ

、
支

援
者

の
輪

も
広

が
り

つ
つ

あ
る

。
来

年
度

は
当

地
区

の
行

事
に

参
加

す
る

こ
と

も
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
入

れ
、

実
践

的
な

日
本

語
学

習
を

入
れ

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

日
本

語
講

座
市

費
継

続
1
0

7
0

7

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

7
9

月
2
回

　
実

施
内

容
参

照
羽

場
公

民
館

、
中

央
公

会
堂

2
-
3
歳

児
と

そ
の

親
を

対
象

に
発

達
段

階
に

応
じ

た
遊

び
や

学
び

、
悩

み
に

対
す

る
助

言
が

で
き

る
よ

う
図

る

保
育

士
、

保
健

師
と

連
携

し
て

実
施

。
常

任
講

師
：
上

沼
和

子
先

生
(実

施
内

容
)①

5
/
3
0
開

講
式

、
畑

づ
く
り

、
羽

場
図

書
分

館
の

紹
介

②
6
/
1
4
丸

山
保

育
園

で
親

子
体

操
③

6
/
2
0
親

子
遊

び
、

ミ
ニ

ト
マ

ト
の

世
話

④
7
/
4
(0

～
3
歳

合
同

)プ
ラ

ネ
タ

リ
ウ

ム
見

学
⑤

7
/
1
8
丸

山
保

育
園

で
水

遊
び

⑥
8
/
1
栄

養
士

の
話

⑦
9
/
5
消

防
署

見
学

⑧
9
/
2
7
(丸

山
公

と
合

同
)親

子
体

操
⑨

1
0
/
3
手

型
作

品
つ

く
り

⑩
1
0
/
1
4
フ

ァ
ミ

リ
ー

企
画

⑪
1
0
/
2
5
絵

本
を

楽
し

む
(講

師
：
下

沢
洋

子
さ

ん
)⑫

1
1
/
7
地

区
内

散
歩

⑬
1
1
/
2
1
収

穫
祭

⑭
1
2
/
1
2
(0

～
3
歳

合
同

)ク
リ

ス
マ

ス
会

⑮
1
2
/
1
9
サ

ツ
マ

イ
モ

調
理

(協
力

:食
改

)
⑯

1
/
1
8
丸

山
公

民
館

で
交

流
⑰

2
/
6
防

災
の

話
(市

/
危

機
管

理
)⑱

2
/
2
0
お

も
ち

ゃ
つ

く
り

(講
師

：
森

っ
こ

)⑲
3
/
1
3
閉

講
式

、
カ

レ
ー

作
り

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

保
育

士
と

保
健

師
と

幼
児

の
発

達
段

階
に

合
わ

せ
た

体
を

使
っ

た
遊

び
や

、
保

護
者

の
悩

み
を

解
決

で
き

る
講

座
・
学

習
の

実
施

に
つ

い
て

協
議

を
し

て
組

み
立

て
て

き
て

い
る

。
親

子
で

の
畑

作
り

で
は

、
時

期
を

追
っ

て
栽

培
す

る
楽

し
さ

を
親

子
で

感
じ

ら
れ

た
と

思
う

。
ま

た
、

入
園

へ
の

準
備

期
間

と
し

て
、

丸
山

保
育

園
、

丸
山

地
区

と
の

合
同

事
業

を
大

事
に

し
て

い
き

た
い

。
今

後
も

子
ど

も
達

の
健

や
か

な
成

長
の

推
進

と
保

護
者

同
士

の
交

流
の

機
会

の
な

る
よ

う
に

実
施

し
て

ま
い

り
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

2
-
3
歳

児
学

級
市

・
地

継
続

1
9

1
1
0

6

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

3
5

月
2
回

　
実

施
内

容
参

照
羽

場
公

民
館

、
中

央
公

会
堂

0
-
1
歳

児
と

そ
の

親
を

対
象

に
発

達
段

階
に

応
じ

た
遊

び
や

学
び

、
悩

み
に

対
す

る
助

言
が

で
き

る
よ

う
図

る

保
育

士
、

保
健

師
と

連
携

し
て

実
施

。
常

任
講

師
：
松

村
由

美
子

先
生

(実
施

内
容

)①
5
/
2
3
開

講
式

、
羽

場
図

書
分

館
の

紹
介

②
6
/
1
3
親

子
で

ふ
れ

あ
い

遊
び

③
6
/
2
7
七

夕
飾

り
制

作
④

7
/
4
(0

～
3
歳

合
同

)プ
ラ

ネ
タ

リ
ウ

ム
見

学
⑤

7
/
2
5
防

災
学

習
⑥

8
/
2
2
お

し
ゃ

べ
り

テ
ィ

ー
タ

イ
ム

⑦
9
/
1
2
栄

養
士

の
話

⑧
9
/
2
6
地

区
内

散
歩

(協
力

：
羽

場
の

昔
を

学
ぶ

会
)⑨

1
0
/
1
4
フ

ァ
ミ

リ
ー

企
画

⑩
1
0
/
3
1
絵

本
を

楽
し

む
(講

師
：

下
沢

洋
子

さ
ん

)⑪
小

児
科

医
の

話
(講

師
：
和

田
先

生
)⑫

1
1
/
2
8
お

も
ち

ゃ
つ

く
り

(講
師

：
森

っ
こ

）
⑬

1
2
/
1
2
(0

～
3
歳

合
同

)ク
リ

ス
マ

ス
会

⑭
1
2
/
2
6
お

し
ゃ

べ
り

テ
ィ

ー
タ

イ
ム

⑮
1
/
9
親

子
体

操
⑯

1
/
2
3
栄

養
士

の
話

⑰
2
/
1
3
ア

ロ
マ

講
座

⑱
2
/
2
7
手

型
・
足

型
⑲

3
/
1
3
閉

講
式

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

保
育

士
と

保
健

師
と

幼
児

の
発

達
段

階
に

合
わ

せ
た

体
を

使
っ

た
遊

び
や

、
保

護
者

の
悩

み
を

解
決

で
き

る
講

座
・
学

習
の

実
施

に
つ

い
て

協
議

を
し

て
組

み
立

て
て

き
て

い
る

。
転

入
者

が
多

い
地

区
で

あ
る

の
で

、
地

域
の

歴
史

や
資

源
を

学
ぶ

機
会

を
も

て
る

こ
と

も
心

掛
け

て
い

る
。

今
後

も
子

ど
も

達
の

健
や

か
な

成
長

の
推

進
と

保
護

者
同

士
の

交
流

の
機

会
の

な
る

よ
う

に
実

施
し

て
ま

い
り

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

0
-
1
歳

児
学

級
市

・
地

継
続

1
9

1
6
6

8

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

－45－



羽
場

公
民

館
の

事
業

報
告

№
2

区
分

目 的

実 施 内 容

評 価

区
分

目 的

実 施 内 容

評 価

区
分

目 的

実 施 内 容

評 価

区
分

目 的

実 施 内 容

評 価

区
分

目 的

市
民

を
対

象
に

、
地

元
で

活
躍

さ
れ

て
い

る
音

楽
家

に
よ

る
生

の
演

奏
を

楽
し

む
機

会
を

提
供

し
、

芸
術

文
化

の
向

上
を

図
る

実 施 内 容

丸
山

公
民

館
と

合
同

で
実

施
。

両
地

区
文

化
委

員
会

が
中

心
に

な
り

、
地

区
の

住
民

が
身

近
な

地
元

で
音

楽
を

楽
し

め
る

場
、

ま
た

子
ど

も
達

の
成

果
発

表
の

場
と

し
て

行
っ

た
。

(実
施

内
容

)
出

演
楽

団
：
丸

山
小

学
校

金
管

バ
ン

ド
、

丸
山

小
学

校
合

唱
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
部

・
羽

場
懐

か
し

い
歌

を
歌

う
会

、
飯

田
西

中
学

校
吹

奏
楽

部
、

飯
田

高
校

合
唱

班
、

愉
快

な
仲

間
た

ち

評 価

数
量

的
成

果
（
項

目
名

と
数

値
）

参
加

者
の

9
割

が
「
大

変
よ

か
っ

た
」
「
よ

か
っ

た
」

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

小
学

生
は

中
学

生
の

、
中

学
生

は
高

校
生

や
成

人
の

音
楽

を
聴

く
こ

と
に

よ
り

、
将

来
な

り
た

い
自

分
を

思
い

考
え

る
機

会
も

大
切

に
し

よ
う

と
、

本
年

度
は

高
校

生
を

ゲ
ス

ト
に

招
き

、
お

互
い

の
音

楽
を

聴
く
機

会
と

し
た

。
ま

た
、

昨
年

度
に

引
き

続
き

飯
田

西
中

の
O

B
O

G
楽

団
に

も
演

奏
し

て
い

た
だ

き
、

会
の

最
後

に
は

、
小

学
生

か
ら

大
人

ま
で

一
斉

合
唱

で
ふ

る
さ

と
を

合
唱

し
会

場
で

の
一

体
感

を
も

て
た

。
次

年
度

も
小

中
連

携
の

一
環

と
し

て
子

ど
も

達
が

将
来

を
考

え
ら

れ
、

地
域

が
一

つ
と

感
じ

ら
れ

る
機

会
に

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

か
ざ

こ
し

ふ
れ

あ
い

コ
ン

サ
ー

ト
市

・
地

継
続

1
3
2
5

3
2
5

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

8
,3

0
4

9
月

1
日

丸
山

小
学

校
体

育
館

4
,8

2
4

6
月

8
日

羽
場

公
民

館

地
域

課
題

に
ア

プ
ロ

ー
チ

す
る

講
座

を
通

し
て

地
区

住
民

の
交

流
を

図
り

、
地

域
へ

の
関

心
を

高
め

る

文
化

委
員

会
で

内
容

を
協

議
。

文
化

委
員

の
関

心
事

や
や

っ
て

み
た

い
こ

と
か

ら
抱

え
る

課
題

や
地

域
の

課
題

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
を

考
え

実
施

し
た

。
(実

施
内

容
)

男
性

料
理

教
室

講
師

：
飯

田
市

食
生

活
改

善
推

進
協

議
会

の
皆

さ
ん

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

食
生

活
全

般
に

つ
い

て
や

男
性

が
積

極
的

に
料

理
に

関
わ

る
機

会
を

作
り

た
い

と
の

要
望

に
よ

り
実

施
し

た
。

参
加

さ
れ

た
方

は
男

性
が

中
心

で
あ

る
が

、
女

性
の

皆
さ

ん
に

も
参

加
い

た
だ

き
、

サ
ポ

ー
ト

い
た

だ
い

た
。

食
事

を
作

っ
て

く
れ

る
あ

り
が

た
み

が
わ

か
る

、
時

間
が

あ
る

と
き

は
手

伝
っ

て
み

た
い

な
ど

の
感

想
あ

っ
た

。
今

後
も

楽
し

く
課

題
を

見
つ

け
ら

れ
る

よ
う

な
講

座
を

展
開

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

夜
の

講
座

市
・
地

継
続

1
2
0

2
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,8

2
4

1
月

4
日

羽
場

公
民

館

小
学

生
、

一
般

を
対

象
に

、
お

正
月

の
行

事
を

大
切

に
し

、
地

域
の

方
、

親
子

の
ふ

れ
あ

い
の

機
会

と
す

る

地
域

の
中

の
ふ

れ
あ

い
学

習
活

動
「
曙

の
里

講
座

」
の

学
習

交
流

事
業

と
し

て
実

施
。

（
実

施
内

容
）

書
初

め
大

会
講

師
：
吉

澤
之

榮
さ

ん
、

大
霜

睦
男

さ
ん

、
河

合
美

恵
子

さ
ん

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

書
初

め
を

書
く
だ

け
で

な
く
、

講
師

の
先

生
か

ら
書

初
め

の
由

来
や

力
の

入
れ

方
な

ど
教

え
て

も
ら

っ
た

。
最

後
に

は
書

い
た

字
を

発
表

し
感

想
も

出
し

合
い

、
お

互
い

の
作

品
に

つ
い

て
認

め
合

あ
っ

た
。

子
ど

も
達

だ
け

で
な

く
、

付
き

添
い

で
来

た
大

人
も

参
加

し
発

表
、

感
想

も
出

し
合

い
、

全
体

で
の

交
流

の
機

会
に

な
っ

た
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

曙
の

里
講

座
「
新

春
書

初
め

大
会

」
市

・
地

継
続

1
1
8

1
8

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,8

2
4

1
2
月

2
9
日

羽
場

公
民

館

地
区

住
民

を
対

象
に

、
交

流
す

る
機

会
を

設
け

る
こ

と
に

よ
り

新
た

な
人

と
の

つ
な

が
り

や
文

化
継

承
を

図
る

地
域

の
中

の
ふ

れ
あ

い
学

習
活

動
「
曙

の
里

講
座

」
の

学
習

交
流

事
業

と
し

て
実

施
。

（
実

施
内

容
）

そ
ば

打
ち

体
験

講
師

：
鈴

木
　

博
さ

ん
(そ

ば
の

会
)

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

遊
休

農
地

利
活

用
と

し
て

そ
ば

の
栽

培
を

し
て

4
年

目
と

な
る

。
講

座
の

中
で

そ
ば

の
会

の
方

た
ち

の
活

動
紹

介
を

設
け

れ
ず

残
念

で
あ

っ
た

。
老

若
男

女
参

加
が

あ
り

、
楽

し
そ

う
に

参
加

さ
れ

て
い

た
い

。
次

年
度

は
栽

培
か

ら
そ

ば
打

ち
ま

で
の

一
連

の
通

し
た

事
業

と
し

て
で

き
る

よ
う

に
考

え
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

曙
の

里
講

座
「
年

越
し

そ
ば

打
ち

体
験

」
市

・
地

継
続

1
1
8

1
8

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,8

2
4

1
2
月

2
8
日

羽
場

公
民

館

地
区

住
民

を
対

象
に

、
交

流
す

る
機

会
を

設
け

る
こ

と
に

よ
り

新
た

な
人

と
の

つ
な

が
り

や
文

化
継

承
を

図
る

地
域

の
中

の
ふ

れ
あ

い
学

習
活

動
「
曙

の
里

講
座

」
の

学
習

交
流

事
業

と
し

て
実

施
。

（
実

施
内

容
）

お
正

月
の

生
け

花
教

室
講

師
：
「
花

の
わ

生
け

花
教

室
」
の

皆
さ

ん
(社

会
教

育
関

係
団

体
/
羽

場
文

化
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

)
内

容
：
子

供
の

部
、

大
人

の
部

　
計

2
回

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

子
ど

も
の

部
で

は
、

花
の

わ
生

け
花

教
室

に
通

う
児

童
が

講
師

の
補

佐
に

入
っ

て
、

生
け

方
を

教
え

る
場

面
が

あ
り

、
習

得
し

た
の

日
ご

ろ
の

成
果

を
出

す
機

会
に

な
っ

て
い

る
。

大
人

の
部

で
も

毎
年

楽
し

み
に

参
加

さ
れ

る
方

が
多

い
。

今
後

も
継

続
し

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

曙
の

里
講

座
「
お

正
月

の
花

を
生

け
ま

し
ょ

う
」

市
・
地

継
続

2
2
2

1
1

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

－46－



羽
場

公
民

館
の

事
業

報
告

№
3

区
分

目 的

実 施 内 容

評 価

区
分

目 的

実 施 内 容

評 価

区
分

目 的

実 施 内 容

評 価

区
分

目 的

実 施 内 容

評 価

区
分

目 的

実 施 内 容

評 価

4
,8

2
4

7
月

2
2
日

押
洞

運
動

場

地
区

住
民

を
対

象
に

ス
ポ

ー
ツ

活
動

推
進

と
親

睦
を

図
る

夜
間

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

運
営

委
員

会
と

羽
場

連
合

青
壮

年
会

と
協

力
し

て
、

新
し

い
層

の
開

拓
と

地
域

が
一

丸
と

な
れ

る
行

事
の

促
進

の
た

め
実

施
計

画
。

異
例

の
猛

暑
の

為
、

中
止

。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

本
年

度
は

中
止

と
な

っ
た

が
、

体
育

委
員

会
、

夜
間

ソ
フ

ト
、

連
合

青
壮

年
が

中
心

と
な

っ
た

実
行

委
員

会
を

立
ち

上
げ

、
自

治
会

に
も

協
力

い
た

だ
い

て
進

め
て

き
た

事
業

で
あ

る
の

で
、

来
年

度
は

時
期

を
早

め
て

実
施

予
定

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

大
会

地
区

費
新

規
1

0
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,8

2
4

6
月

2
4
日

丸
山

小
学

校
体

育
館

地
区

住
民

を
対

象
に

、
誰

で
も

気
軽

に
楽

し
め

る
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

を
通

し
て

健
康

増
進

と
交

流
を

図
る

ワ
ン

バ
ウ

ン
ド

ふ
ら

ば
～

る
バ

レ
ー

を
使

っ
た

ト
ー

ナ
メ

ン
ト

戦
を

実
施

。
(実

施
内

容
)

参
加

チ
ー

ム
：
1
2
チ

ー
ム

優
勝

：
松

川
町

　
　

準
優

勝
：
白

山
通

り
B

セ
カ

ン
ド

ク
ラ

ス
1
位

：
羽

場
町

２
丁

目
　

サ
ー

ド
ク

ラ
ス

1
位

：
正

永
町

２
丁

目

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

運
動

が
苦

手
な

人
で

も
気

軽
に

参
加

で
き

る
ス

ポ
ー

ツ
事

業
と

い
う

こ
と

で
地

区
内

で
は

好
評

で
あ

る
。

昨
年

に
比

べ
て

参
加

チ
ー

ム
も

増
え

て
、

日
ご

ろ
の

運
動

解
消

も
併

せ
て

よ
い

交
流

の
機

会
と

な
っ

た
。

次
年

度
も

楽
し

く
地

区
行

事
に

参
加

で
き

る
機

会
に

な
る

よ
う

に
実

施
し

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

ワ
ン

バ
ウ

ン
ド

ふ
ら

ば
～

る
バ

レ
ー

大
会

地
区

費
継

続
1

1
0
9

1
0
9

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

期
日

開
催

会
場

文 化 事 業

第
4
回

羽
場

ふ
れ

あ
い

ウ
ォ

ー
ク

ラ
リ

ー
大

会
地

区
費

継
続

1
1
0
0

1
0
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,8

2
4

1
2
月

2
日

羽
場

地
区

内

地
区

住
民

を
対

象
に

ウ
ォ

ー
ク

ラ
リ

ー
を

と
お

し
て

地
区

の
文

化
、

魅
力

を
再

発
見

し
誇

り
意

識
の

醸
成

を
図

る

文
化

委
員

会
・
育

成
委

員
会

を
中

心
と

し
て

、
公

民
館

委
員

が
実

施
。

(実
施

内
容

)
テ

ー
マ

：
羽

場
か

る
た

め
ぐ

り
距

離
：
4
.3

km
参

加
チ

ー
ム

：
1
6
組

(6
8
名

)

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

中
学

生
が

地
域

の
こ

と
を

知
り

た
い

と
い

う
要

望
か

ら
生

ま
れ

た
ウ

ォ
ー

ク
ラ

リ
ー

大
会

で
今

年
で

4
年

目
。

実
行

委
員

に
西

中
の

生
徒

に
も

入
っ

て
も

ら
い

テ
ー

マ
決

め
か

ら
当

日
ま

で
の

企
画

の
段

階
を

重
視

し
て

行
っ

て
き

た
。

し
か

し
、

他
事

業
と

時
期

が
重

な
っ

た
り

、
事

前
の

打
ち

合
わ

せ
回

数
が

多
か

っ
た

り
負

担
に

感
じ

る
声

も
あ

る
。

今
後

、
企

画
に

力
を

入
れ

る
た

め
に

隔
年

開
催

に
つ

い
て

も
検

討
し

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

羽
場

地
区

文
化

祭
地

区
費

継
続

1
1
,0

5
1

5
0
0

羽
場

地
区

内

地
区

民
を

対
象

に
、

人
形

劇
の

す
ば

ら
し

さ
を

体
験

し
て

も
ら

い
、

演
じ

る
側

、
支

え
る

側
と

し
て

も
楽

し
め

る
フ

ェ
ス

タ
と

す
る

文
化

委
員

を
中

心
と

し
た

実
行

委
員

会
体

制
で

実
施

。
会

場
は

地
区

内
9
会

場
。

羽
場

地
区

オ
リ

ジ
ナ

ル
企

画
「
羽

場
地

区
縦

断
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

公
演

」
を

8
月

1
1
日

公
演

と
同

時
開

催
。

8
/
5
  

 飯
田

西
中

学
校

　
丸

山
小

学
校

、
飯

田
西

中
学

校
、

台
湾

の
小

学
生

劇
団

8
/
1
0
　

羽
場

赤
坂

デ
イ

　
シ

ア
タ

ー
☆

エ
パ

ッ
ト

、
人

形
劇

チ
ー

ム
青

空
共

和
国

8
/
1
1
　

羽
場

地
区

内
集

会
所

7
か

所
　

パ
ネ

ル
ジ

ャ
ム

、
人

形
劇

団
し

し
か

ば
ぶ

　
他

8
/
1
2
　

飯
田

病
院

　
ポ

ポ
ル

の
一

座

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
は

身
近

な
場

所
で

人
形

劇
を

楽
し

ん
で

も
ら

い
た

い
と

オ
リ

ジ
ナ

ル
企

画
で

地
区

内
の

集
会

所
を

人
形

劇
を

観
て

巡
る

ス
タ

ン
プ

ラ
リ

ー
公

演
を

実
施

し
た

。
東

回
り

と
西

回
り

に
3
か

所
ず

つ
観

劇
し

公
民

館
公

演
ま

で
来

る
計

7
会

場
で

開
催

し
た

。
公

民
館

役
員

だ
け

で
な

く
、

各
町

内
の

自
治

会
に

も
声

を
か

け
、

実
施

に
協

力
し

て
い

た
だ

き
、

羽
場

地
区

全
体

で
関

わ
っ

た
公

演
に

な
っ

た
。

次
年

度
も

無
理

の
な

い
範

囲
で

集
会

所
内

公
演

を
広

め
て

い
き

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,8

2
4

1
1
月

3
日

、
4
日

羽
場

公
民

館
・
中

央
公

会
堂

地
区

民
を

対
象

に
文

化
、

芸
術

を
通

し
、

日
ご

ろ
の

成
果

の
発

表
と

多
様

な
人

と
の

交
流

を
図

る

様
々

な
芸

能
分

野
で

活
躍

す
る

地
域

の
方

の
発

表
の

場
、

様
々

な
団

体
・
個

人
が

活
躍

で
き

る
展

示
の

場
の

他
、

中
学

生
と

ま
ち

づ
く
り

委
員

会
が

意
見

交
換

す
る

ま
ち

づ
く
り

座
談

会
、

日
赤

に
よ

る
炊

き
出

し
訓

練
な

ど
多

岐
に

わ
た

る
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

。
2
日

目
は

町
内

対
抗

駅
伝

大
会

も
実

施
。

(実
施

内
容

)
主

催
：
羽

場
地

区
実

行
委

員
会

(ま
ち

づ
く
り

委
員

会
、

公
民

館
、

連
合

青
壮

年
会

、
各

種
サ

ー
ク

ル
)

催
し

：
猿

庫
の

泉
呈

茶
席

、
出

店
、

健
康

測
定

、
ポ

ッ
プ

コ
ー

ン
無

料
配

布
芸

能
発

表
：
1
7
団

体
、

作
品

展
示

：
丸

山
小

学
校

、
飯

田
西

中
学

校
他

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

地
域

の
方

た
ち

だ
け

で
な

く
羽

場
公

民
館

で
活

動
す

る
社

会
教

育
関

係
団

体
の

発
表

に
な

っ
て

お
り

、
毎

年
多

く
の

来
場

が
あ

る
。

幅
広

い
年

代
層

、
多

様
な

人
た

ち
が

交
流

で
き

る
機

会
で

あ
る

の
で

今
後

も
地

区
の

皆
さ

ん
が

楽
し

め
る

場
と

し
て

開
催

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数

文 化 事 業

飯
田

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
2
0
1
8
羽

場
地

区
公

演
地

区
費

継
続

9
9
3
7

1
0
0

4
,8

2
4

8
月

5
日

～
1
2
日

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

－47－



羽
場

公
民

館
の

事
業

報
告

№
4

区
分

目 的

実 施 内 容

評 価

区
分

区
分

目 的

実 施 内 容

評 価

区
分

区
分

4
,8

2
4

5
月

1
3
日

・
1
0
月

2
1
日

風
越

山
麓

、
妙

琴
公

園
ほ

か

目 的

親
子

を
対

象
に

地
域

の
山

の
保

全
の

大
切

さ
を

学
び

、
自

然
を

考
え

る
機

会
と

す
る

実 施 内 容

羽
場

曙
友

会
の

皆
さ

ん
に

ご
協

力
い

た
だ

き
、

き
の

こ
の

菌
打

ち
か

ら
収

穫
ま

で
を

体
験

し
、

山
の

保
全

活
動

に
つ

い
て

体
験

学
習

し
た

。
(実

施
内

容
)

・
き

の
こ

の
菌

打
ち

体
験

　
(5

月
1
3
日

　
3
7
名

参
加

)
原

木
に

ド
リ

ル
で

穴
を

開
け

、
く
り

茸
の

菌
打

ち
を

体
験

し
た

。
・
き

の
こ

狩
り

と
芋

煮
会

　
(1

0
月

2
1
日

　
6
3
名

参
加

)

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

地
域

の
山

に
入

り
、

自
然

と
触

れ
合

う
機

会
と

地
域

の
山

を
保

全
し

て
い

る
羽

場
曙

友
会

の
活

動
を

知
る

機
会

と
な

っ
て

い
る

。
マ

ッ
チ

を
触

っ
た

こ
と

が
な

い
子

ど
も

達
が

増
え

て
い

る
と

い
う

こ
と

で
、

今
年

は
1
0
月

の
き

の
こ

狩
り

の
際

に
、

子
ど

も
と

一
緒

に
飯

盒
で

ご
飯

を
炊

い
た

。
自

然
体

験
が

少
な

く
な

っ
て

き
て

い
る

子
ど

も
達

が
安

全
に

体
験

で
き

、
年

間
を

通
じ

て
段

階
を

追
え

る
事

業
と

し
て

今
後

も
継

続
し

て
い

き
た

い
。

育 成 事 業

き
の

こ
山

保
全

活
動

地
区

費
継

続
2

1
0
0

5
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

中
学

生
以

下
の

子
供

を
対

象
に

、
自

然
に

触
れ

合
い

命
の

大
切

さ
や

自
然

へ
の

関
心

を
持

っ
て

も
ら

う
き

っ
か

け
と

す
る

実 施 内 容

円
悟

沢
川

に
魚

を
放

流
し

、
つ

か
み

取
り

を
し

、
地

域
の

川
に

親
し

む
機

会
と

し
て

実
施

計
画

。
(実

施
要

項
)

・
魚

の
つ

か
み

取
り

　
増

水
の

た
め

中
止

開
会

式
に

て
公

民
館

長
よ

り
地

域
の

用
水

を
自

分
た

ち
で

作
っ

た
歴

史
や

、
保

全
し

て
い

る
人

た
ち

の
関

わ
り

に
つ

い
て

説
明

・
魚

の
さ

ば
き

体
験

　
4
1
名

参
加

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

魚
の

つ
か

み
取

り
に

加
え

、
命

の
大

切
さ

を
感

じ
る

た
め

に
、

魚
を

さ
ば

い
て

焼
い

て
食

べ
る

ま
で

の
体

験
会

を
行

っ
た

。
釣

り
に

詳
し

い
委

員
を

中
心

に
命

を
い

た
だ

く
と

い
う

こ
と

、
正

し
い

さ
ば

き
方

な
ど

を
教

わ
り

、
子

ど
も

達
だ

け
で

な
く
親

子
で

体
験

で
き

た
。

毎
年

大
勢

の
参

加
が

あ
る

の
で

、
有

意
義

な
環

境
学

習
の

機
会

と
な

る
よ

う
に

今
後

も
検

討
し

て
ま

い
り

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

ま
ち

づ
く
り

委
員

会
広

報
部

と
公

民
館

広
報

委
員

会
が

掲
載

に
つ

い
て

検
討

し
、

年
6
回

発
行

し
て

い
る

。
1
回

の
発

行
に

つ
い

て
、

企
画

、
編

集
会

議
等

4
回

実
施

。
【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

住
民

に
興

味
を

持
っ

て
も

ら
え

る
紙

面
づ

く
り

を
目

指
し

て
制

作
し

て
い

る
が

、
広

報
委

員
が

積
極

的
に

地
域

に
出

て
、

地
域

の
現

状
、

課
題

を
調

べ
る

こ
と

は
難

し
か

っ
た

。
内

容
の

充
実

と
発

行
回

数
の

兼
ね

合
い

な
ど

検
討

し
て

き
た

が
、

明
確

な
打

開
策

に
至

ら
な

か
っ

た
。

委
員

内
が

積
極

的
に

協
力

し
て

発
行

す
る

あ
け

ぼ
の

作
り

を
大

事
に

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

魚
の

つ
か

み
取

り
地

区
費

継
続

1
1
4
6

1
4
6

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,8

2
4

7
月

8
日

円
悟

沢
川

、
羽

場
公

民
館

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
運

動
不

足
解

消
と

住
民

同
士

の
親

睦
を

図
る

実 施 内 容

町
内

対
抗

に
よ

る
囲

碁
ボ

ー
ル

大
会

を
実

施
。

(実
施

内
容

）
参

加
：
1
2
チ

ー
ム

優
勝

：
A

コ
ー

ト
　

羽
場

Z
、

B
コ

ー
ト

　
羽

場
S

  
  

  
  

C
コ

ー
ト

　
羽

場
坂

町
、

D
コ

ー
ト

　
曙

町

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

ソ
フ

ト
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
大

会
を

内
容

変
更

し
、

囲
碁

ボ
ー

ル
大

会
に

し
て

2
年

。
多

く
の

方
が

気
軽

に
参

加
で

き
る

競
技

で
あ

り
、

参
加

者
か

ら
も

好
評

で
あ

っ
た

。
今

年
は

町
内

を
超

え
た

チ
ー

ム
の

参
加

も
あ

っ
た

。
冬

の
時

期
は

地
区

内
の

様
々

な
団

体
主

催
で

囲
碁

ボ
ー

ル
大

会
が

行
わ

れ
る

の
で

、
目

的
を

再
度

確
認

し
、

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

が
参

加
で

き
る

大
会

と
し

て
検

討
し

て
い

き
た

い
。

広 報 事 業

広
報

あ
け

ぼ
の

地
区

費
継

続
6

2
4
0

1
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,8

2
4

通
年

-

羽
場

の
人

々
の

紹
介

や
事

業
報

告
、

呼
び

か
け

を
し

て
、

地
区

に
対

し
て

興
味

を
持

っ
て

も
ら

う
。

ま
た

、
課

題
を

掲
載

す
る

こ
と

で
地

区
の

課
題

解
決

に
向

け
た

意
識

の
高

揚
を

図
る

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

囲
碁

ボ
ー

ル
大

会
地

区
費

継
続

1
5
5

5
5

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,8

2
4

1
月

2
7
日

羽
場

公
民

館

4
,8

2
4

1
0
月

7
日

飯
田

西
中

学
校

校
庭

地
区

住
民

が
一

堂
に

集
い

、
健

康
的

に
交

流
す

る
こ

と
を

図
る

実
行

委
員

会
を

立
ち

上
げ

、
実

施
。

中
学

生
も

実
行

委
員

会
と

し
て

種
目

の
検

討
か

ら
前

日
の

準
備

ま
で

地
域

の
大

人
と

関
わ

り
行

っ
て

き
た

。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

地
区

の
多

く
の

住
民

が
参

加
す

る
事

業
で

、
公

民
館

委
員

始
め

、
連

合
青

壮
年

会
、

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

、
西

中
学

生
徒

な
ど

で
実

行
委

員
会

形
式

に
行

え
て

い
る

こ
と

を
大

切
に

し
、

今
後

も
誰

も
が

楽
し

め
、

交
流

が
で

き
る

場
と

し
て

実
施

し
て

ま
い

り
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

ふ
れ

あ
い

ス
ポ

ー
ツ

祭
地

区
費

継
続

1
8
0
0

8
0
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

－48－



羽
場

公
民

館
の

事
業

報
告

№
5

区
分

目 的

実 施 内 容

評 価

区
分

区
分

区
分

目 的

実 施 内 容

評 価

区
分

目 的

地
域

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ス
タ

ッ
フ

の
指

導
と

見
守

り
に

よ
り

、
安

全
な

子
ど

も
た

ち
の

居
場

所
づ

く
り

を
目

指
す

実 施 内 容

放
課

後
の

児
童

の
居

場
所

づ
く
り

と
し

て
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ス

タ
ッ

フ
が

指
導

と
見

守
り

を
行

う
。

活
動

日
：
毎

週
水

曜
日

　
学

期
に

１
回

の
土

曜
日

ま
た

は
日

曜
日

に
参

観
日

。
体

育
館

・
プ

レ
ー

ル
ー

ム
・
グ

ラ
ウ

ン
ド

・
図

工
室

に
分

か
れ

て
活

動
。

各
地

区
の

文
化

祭
で

の
作

品
の

展
示

。
学

期
ご

と
に

運
営

委
員

会
・
ス

タ
ッ

フ
会

を
開

催
。

丸
山

小
学

校
区

の
羽

場
・
丸

山
・
東

野
地

区
の

合
同

事
業

。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

放
課

後
の

子
ど

も
達

の
安

心
、

安
全

な
居

場
所

つ
く
り

の
た

め
に

、
地

域
の

大
人

が
ス

タ
ッ

フ
と

し
て

登
録

し
実

施
し

て
い

る
。

異
学

年
の

児
童

同
士

の
交

流
に

よ
り

自
主

性
や

協
調

性
を

高
め

る
こ

と
も

目
的

と
さ

れ
て

い
る

。
地

域
の

ス
タ

ッ
フ

の
も

と
様

々
な

体
験

が
で

き
て

い
る

。
ス

タ
ッ

フ
は

研
修

会
へ

の
参

加
な

ど
を

積
極

的
な

取
り

組
み

を
し

て
い

る
。

「
飯

田
型

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ス
ク

ー
ル

」
の

基
礎

と
な

る
事

業
で

あ
る

。
学

校
・
Ｐ

Ｔ
Ａ

・
地

域
と

し
っ

か
り

連
携

を
と

り
な

が
ら

今
後

も
展

開
し

て
い

く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

合 同 事 業

丸
山

小
学

校
放

課
後

子
ど

も
教

室
（
青

空
ス

ク
ー

ル
）

他
会

計
継

続
4
0

2
,7

2
0

6
8

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

5
3
3

4
月

～
3
月

丸
山

小
学

校

4
,8

2
4

1
2
月

1
日

羽
場

公
民

館

地
区

住
民

を
対

象
に

、
図

書
館

の
利

用
促

進
を

図
る

と
と

も
に

、
参

加
者

同
士

の
交

流
の

場
と

す
る

図
書

館
職

員
と

協
議

し
て

、
地

域
に

と
っ

て
図

書
館

が
よ

り
身

近
に

な
る

機
会

と
し

て
計

画
、

実
施

し
た

。
(実

施
内

容
)

テ
ッ

ク
レ

ン
ジ

ャ
ー

シ
ョ

ー
、

絵
本

の
読

み
聞

か
せ

、
館

長
サ

ン
タ

か
ら

の
プ

レ
ゼ

ン
ト

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

は
テ

ッ
ク

レ
ン

ジ
ャ

ー
シ

ョ
ー

を
メ

イ
ン

に
実

施
し

た
。

シ
ョ

ー
に

参
加

し
た

高
校

生
に

羽
場

地
区

出
身

の
生

徒
が

お
り

、
シ

ョ
ー

だ
け

で
な

く
、

部
活

に
入

っ
た

き
っ

か
け

や
夢

に
つ

い
て

話
を

し
て

く
れ

た
。

見
に

来
て

い
た

保
護

者
世

代
の

方
か

ら
子

ど
も

達
だ

け
で

な
く

、
大

人
に

も
子

ど
も

達
へ

の
将

来
に

つ
い

て
考

え
る

機
会

に
な

っ
た

と
感

想
が

あ
っ

た
。

図
書

館
は

地
域

の
身

近
な

交
流

の
場

と
し

て
多

世
代

が
集

え
る

機
会

を
今

後
も

計
画

し
て

ま
い

り
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

図
書

館
お

楽
し

み
会

市
・
地

継
続

1
9
0

9
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

7
7
0

8
～

1
0
月

羽
場

公
民

館

目 的

地
区

内
小

中
学

生
を

対
象

に
、

あ
い

さ
つ

標
語

・
ポ

ス
タ

ー
コ

ン
ク

ー
ル

通
じ

て
地

区
へ

の
関

心
を

高
め

る

実 施 内 容

丸
山

地
区

ま
ち

づ
く
り

委
員

会
と

合
同

実
施

各
地

区
ご

と
選

考
し

、
羽

場
地

区
で

は
公

民
館

専
門

委
員

会
で

優
秀

作
品

を
選

定
。

文
化

祭
オ

ー
プ

ニ
ン

グ
で

表
彰

式
を

実
施

し
た

。
(実

施
内

容
)

対
象

：
丸

山
小

学
校

児
童

、
飯

田
西

中
学

校
生

徒
あ

い
さ

つ
標

語
応

募
：
7
4
作

品
　

　
ポ

ス
タ

ー
コ

ン
ク

ー
ル

応
募

：
4
5
作

品

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

羽
場

地
区

未
来

構
想

の
重

点
テ

ー
マ

に
「
あ

い
さ

つ
と

交
流

で
笑

顔
あ

ふ
れ

る
羽

場
」
と

し
て

据
え

て
お

り
、

安
心

安
全

暮
ら

せ
る

よ
う

に
地

域
を

挙
げ

て
取

り
組

ん
で

い
る

。
ま

た
、

丸
山

小
飯

田
西

中
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ス

ク
ー

ル
と

し
て

も
あ

い
さ

つ
を

重
点

的
に

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
も

あ
り

、
協

力
し

な
が

ら
今

後
も

継
続

実
施

し
て

く
。

そ の 他

あ
い

さ
つ

標
語

・
ポ

ス
タ

ー
コ

ン
ク

ー
ル

地
区

費
継

続
1

1
1
9

1
1
9

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

正
月

の
伝

統
行

事
を

次
世

代
に

伝
え

、
併

せ
て

世
代

間
交

流
の

場
と

す
る

実 施 内 容

正
月

の
伝

統
行

事
で

あ
る

お
餅

つ
き

を
体

験
す

る
た

め
に

実
施

。
待

ち
時

間
を

、
体

育
委

員
会

が
伝

統
的

な
遊

び
、

羽
場

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

が
囲

碁
ボ

ー
ル

で
子

ど
も

た
ち

と
楽

し
ん

だ
。

(実
施

内
容

)
餅

つ
き

、
伝

統
的

な
遊

び
(カ

ル
タ

取
り

、
け

ん
玉

）
、

囲
碁

ボ
ー

ル
体

験
共

催
：
羽

場
文

化
・
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

の
P

T
A

の
方

が
準

備
か

ら
積

極
的

に
関

わ
っ

て
く

れ
、

ま
た

、
各

自
治

会
長

の
方

も
大

勢
参

加
い

た
だ

き
、

委
員

と
子

ど
も

だ
け

で
な

く
、

大
人

同
士

の
交

流
の

場
に

な
っ

て
い

た
。

家
庭

だ
け

で
は

行
え

な
く
な

っ
て

き
て

い
る

お
正

月
伝

統
行

事
を

引
き

継
ぐ

重
要

な
事

業
と

し
て

継
続

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

新
春

お
楽

し
み

会
市

・
地

継
続

1
1
1
2

1
1
2

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,8

2
4

1
月

1
4
日

羽
場

公
民

館

4
,8

2
4

1
2
月

1
6
日

羽
場

公
民

館

正
月

の
伝

統
行

事
を

次
世

代
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

世
代

間
交

流
の

場
と

す
る

地
元

の
方

を
講

師
に

し
め

縄
と

お
や

す
を

作
成

。
育

成
委

員
は

、
前

日
か

ら
わ

ら
の

下
処

理
、

事
前

に
作

り
方

を
学

び
、

当
日

は
子

ど
も

達
に

指
導

し
た

。
(実

施
内

容
)

講
師

：
栗

林
一

彦
さ

ん
、

羽
場

の
昔

を
学

ぶ
会

の
皆

さ
ん

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

伝
統

行
事

の
伝

承
と

と
も

に
多

世
代

交
流

の
機

会
に

な
っ

て
い

る
。

当
日

は
子

ど
も

達
だ

け
で

な
く
保

護
者

も
参

加
し

、
み

ん
な

で
教

え
あ

い
な

が
ら

和
気

あ
い

あ
い

と
実

施
で

き
た

。
育

成
委

員
か

ら
は

年
に

一
度

作
り

方
を

習
っ

て
教

え
る

の
は

困
難

な
た

め
、

事
前

講
習

に
も

う
少

し
時

間
を

取
り

た
い

と
の

要
望

が
あ

る
の

で
次

年
度

へ
向

け
て

検
討

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

お
や

す
、

し
め

縄
作

り
交

流
会

地
区

費
継

続
1

5
0

5
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数
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羽
場

公
民

館
の

事
業

報
告

№
6

区
分

区
分

目 的

実 施 内 容

評 価

区
分

区
分

目 的

実 施 内 容

評 価

丸
山

地
区

、
羽

場
地

区
合

同
で

各
種

団
体

の
代

表
と

新
成

人
有

志
に

よ
り

実
行

委
員

会
を

組
織

し
、

年
ご

と
順

番
で

担
当

館
を

持
ち

回
り

開
催

。
今

年
度

は
丸

山
公

民
館

長
が

実
行

委
員

長
と

し
て

実
施

。
・
地

域
学

習
in

大
平

宿
新

成
人

の
小

学
生

時
の

思
い

出
か

ら
、

大
平

宿
に

つ
い

て
、

現
地

に
て

昔
行

っ
た

囲
炉

裏
体

験
と

と
と

も
に

、
大

平
宿

を
大

切
に

し
、

保
全

し
て

い
る

方
の

想
い

を
聞

い
た

。
・
式

典
、

祝
賀

会
の

企
画

運
営

・
西

中
３

年
生

へ
「
未

来
の

自
分

と
地

域
を

考
え

る
会

」
の

実
施

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

地
区

で
実

施
す

る
成

人
式

と
し

て
、

新
成

人
を

お
祝

い
す

る
た

め
に

地
区

の
関

係
者

、
恩

師
を

招
い

て
開

催
し

た
。

準
備

会
・
実

行
委

員
会

の
場

で
地

区
で

成
人

式
を

開
催

す
る

目
的

を
共

有
し

、
ね

ら
い

を
持

っ
た

成
人

式
、

祝
賀

会
と

し
て

企
画

で
き

た
こ

と
が

良
か

っ
た

。
祝

賀
会

は
新

成
人

実
行

委
員

が
企

画
運

営
・
進

行
を

行
う

中
で

、
地

区
の

大
人

と
話

を
し

、
「
つ

な
が

る
き

っ
か

け
」
が

で
き

る
機

会
と

な
っ

た
。

次
年

度
は

羽
場

公
民

館
を

会
場

と
し

て
実

施
す

る
が

、
地

区
公

民
館

で
成

人
式

を
す

る
意

味
や

目
的

を
実

行
委

員
の

中
で

共
有

し
た

う
え

で
、

事
業

内
容

を
検

討
し

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

目 的

丸
山

小
学

校
Ｐ

Ｔ
Ａ

及
び

一
般

を
対

象
に

、
子

育
て

に
つ

い
て

考
え

る
機

会
を

設
け

家
庭

教
育

の
推

進
を

図
る

実 施 内 容

羽
場

・
丸

山
・
東

野
公

民
館

共
催

。
テ

ー
マ

：
「
こ

ど
も

っ
て

ね
…

」
～

子
ど

も
達

が
「
も

う
１

回
読

ん
で

！
」
と

い
う

本
、

子
ど

も
達

の
大

好
き

な
一

冊
か

ら
分

か
る

こ
と

～
講

師
：
下

沢
　

洋
子

　
氏

（
ガ

ン
バ

の
会

主
宰

）
子

ど
も

達
に

と
っ

て
大

切
な

本
を

通
し

た
学

び
や

想
い

、
大

人
の

関
わ

り
方

等
に

つ
い

て
お

話
し

い
た

だ
い

た
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

丸
山

小
学

校
、

Ｐ
Ｔ

Ａ
、

羽
場

、
丸

山
、

東
野

公
民

館
の

共
催

事
業

で
あ

る
。

昨
年

度
か

ら
公

民
館

が
テ

ー
マ

、
講

師
選

定
の

段
階

か
ら

関
わ

り
、

学
校

、
家

庭
、

地
域

の
大

人
た

ち
が

子
ど

も
の

現
状

と
課

題
に

つ
い

て
共

有
し

た
う

え
で

講
師

選
定

を
行

っ
て

い
る

。
今

後
も

、
学

校
教

育
・

家
庭

教
育

側
だ

け
で

な
く

、
社

会
教

育
側

の
観

点
も

取
り

入
れ

な
が

ら
、

事
業

展
開

を
行

い
た

い
。

合 同 事 業

丸
山

・
羽

場
地

区
成

人
式

市
・
地

継
続

1
1
4
5

1
4
5

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
5
9

1
月

1
3
日

丸
山

公
民

館

新
成

人
を

対
象

に
「

地
域

に
誇

り
と

愛
着

を
持

ち
、

将
来

に
お

け
る

自
己

の
あ

り
方

を
見

つ
め

る
」
を

目
的

に
実

施
す

る

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

合 同 事 業

家
庭

教
育

講
演

会
（
羽

場
・
丸

山
・
東

野
）

市
費

継
続

1
1
0
0

1
0
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
1
,2

1
2

1
1
月

2
2
日

丸
山

小
学

校

5
3
3

8
月

1
日

～
3
日

羽
場

公
民

館
他

丸
山

小
学

校
児

童
を

対
象

に
、

夏
休

み
の

規
則

正
し

い
生

活
の

支
援

と
地

域
を

学
ぶ

活
動

を
通

し
て

誇
り

と
愛

着
の

醸
成

を
図

る

丸
山

小
学

校
区

の
羽

場
・
丸

山
・
東

野
公

民
館

の
合

同
事

業
。

子
ど

も
達

の
規

則
正

し
い

生
活

習
慣

と
地

域
の

方
々

や
異

年
齢

の
児

童
で

協
力

し
て

行
う

体
験

を
重

視
し

、
3
日

間
通

し
た

活
動

で
顔

の
見

え
る

関
係

作
り

を
目

指
し

た
。

(実
施

内
容

)
午

前
中

：
宿

題
、

囲
碁

ボ
ー

ル
体

験
午

後
：
座

禅
体

験
(1

日
)、

水
引

工
作

(2
日

)、
飯

盒
・
カ

レ
ー

作
り

、
人

形
劇

鑑
賞

(3
日

)

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

丸
山

小
学

校
放

課
後

子
ど

も
教

室
の

ス
タ

ッ
フ

の
皆

さ
ん

を
中

心
に

地
域

の
方

々
に

協
力

し
て

い
た

だ
き

、
計

画
実

施
し

て
き

た
。

3
地

区
で

関
わ

る
の

で
3
地

区
そ

れ
ぞ

れ
の

特
徴

を
活

か
し

、
地

域
を

感
じ

ら
れ

る
内

容
を

意
識

し
た

。
当

初
の

見
込

み
以

上
に

参
加

者
が

集
ま

り
、

ま
た

異
例

の
猛

暑
の

為
、

一
部

内
容

を
変

更
し

た
り

、
臨

時
打

合
せ

を
行

っ
た

り
し

て
き

た
。

保
護

者
や

参
加

す
る

子
ど

も
達

か
ら

も
好

評
で

あ
る

の
で

、
子

ど
も

達
に

体
験

か
ら

学
ん

で
ほ

し
い

こ
と

を
話

し
合

い
な

が
ら

次
年

度
も

3
地

区
で

行
っ

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

合 同 事 業

夏
休

み
子

ど
も

寺
子

屋
市

・
地

継
続

3
2
7
1

8
9

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

3
0
0

5
月

9
日

、
5
月

1
9
日

、
1
2
月

8
日

風
越

山
麓

周
辺

目 的

中
学

生
・
地

区
住

民
を

対
象

に
、

探
鳥

会
を

通
し

て
風

越
山

麓
の

自
然

に
触

れ
る

こ
と

に
よ

り
、

環
境

意
識

の
高

揚
を

図
る

実 施 内 容

羽
場

公
民

館
・
丸

山
公

民
館

・
飯

田
西

中
学

校
共

催
事

業
西

中
学

校
の

生
徒

を
中

心
に

地
元

住
民

も
参

加
し

、
探

鳥
会

を
行

っ
た

。
講

師
か

ら
鳥

の
観

察
や

自
然

全
般

に
対

す
る

説
明

を
行

っ
て

も
ら

っ
た

。
【
春

】
飯

田
西

中
学

校
～

石
灯

籠
周

辺
ま

で
【
冬

】
か

ざ
こ

し
子

ど
も

の
森

公
園

周
辺

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

飯
田

西
中

学
校

の
伝

統
あ

る
事

業
で

あ
り

、
主

に
中

学
生

が
地

元
の

山
に

登
り

、
自

然
や

野
鳥

に
親

し
み

を
持

っ
て

も
ら

う
機

会
で

あ
る

。
今

後
も

中
学

校
と

連
携

を
取

り
な

が
ら

進
め

て
い

き
た

い
。

合 同 事 業

探
鳥

会
市

費
継

続
3

3
0
0

1
0
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場
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丸
山

公
民

館
の

事
業

報
告

N
o
.1

区
分

区
分

区
分

目 的

丸
山

地
区

で
０

～
３

歳
児

の
子

育
て

を
し

て
い

る
家

庭
の

み
な

さ
ん

の
交

流
や

仲
間

づ
く
り

の
場

実 施 内 容

丸
山

地
区

の
乳

幼
児

学
級

の
対

象
者

す
べ

て
を

対
象

に
開

催
。

丸
山

ま
ち

づ
く
り

委
員

会
健

康
福

祉
委

員
会

共
催

。
参

加
者

が
交

流
し

、
地

区
内

で
子

育
て

仲
間

を
つ

く
る

こ
と

で
、

「
子

育
て

し
や

す
い

環
境

づ
く
り

や
雰

囲
気

を
育

む
」
こ

と
が

目
的

。
今

年
度

は
、

「
A

：
パ

パ
と

お
や

こ
体

操
、

B
：
マ

マ
の

癒
し

タ
イ

ム
ハ

ー
バ

リ
ウ

ム
、

C
：

あ
っ

ち
パ

パ
’
ｓ
に

よ
る

歌
と

読
み

聞
か

せ
」
の

３
本

立
て

で
開

催
。

講
師

：
A

:塩
沢

敏
子

氏
、

B
:宮

下
身

佳
氏

、
C

:あ
っ

ち
パ

パ
's

評 価

学 級 ・ 講 座

M
A

R
U

Y
A

M
A

　
Ｆ

Ａ
Ｍ

ＩＬ
Ｙ

 D
A

Y
市

・
地

継
続

1
2
0

2
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

昨
年

度
に

続
き

、
２

年
目

の
企

画
。

参
加

者
に

は
好

評
を

得
た

。
特

に
パ

パ
と

子
の

関
わ

り
で

は
、

普
段

の
乳

幼
児

学
級

で
は

見
ら

れ
な

い
「
父

と
子

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
大

切
さ

」
が

感
じ

ら
れ

た
。

ま
た

、
あ

っ
ち

パ
パ

's
の

歌
と

読
み

聞
か

せ
は

、
特

に
父

親
に

と
っ

て
は

普
段

の
生

活
に

活
か

す
た

め
に

、
具

体
的

に
参

考
に

な
っ

た
で

あ
ろ

う
。

参
加

者
の

感
想

や
当

日
の

様
子

を
見

な
が

ら
、

今
後

の
方

針
を

検
討

し
て

い
き

た
い

。

目 的

2
,3

歳
児

と
そ

の
親

を
対

象
に

発
達

段
階

に
応

じ
た

遊
び

・
学

び
と

交
流

の
場

、
育

児
学

習
を

図
る

実 施 内 容

5
/
1
7
開

講
式

・
図

書
分

館
の

紹
介

、
5
/
3
1
お

散
歩

と
さ

つ
ま

い
も

の
苗

を
植

え
よ

う
、

6
/
1
4
と

し
こ

先
生

の
親

子
体

操
、

6
/
2
8
手

形
・
足

形
を

と
ろ

う
大

き
い

布
・
小

さ
い

布
遊

び
、

7
/
1
2
子

ど
も

の
森

公
園

で
遊

ぼ
う

、
も

り
っ

こ
へ

行
こ

う
、

7
/
2
6
指

え
の

ぐ
で

大
き

な
絵

を
書

こ
う

、
8
/
2
3
歯

科
衛

生
士

さ
ん

の
お

話
と

お
し

ゃ
べ

り
タ

イ
ム

、
9
/
1
3
お

店
屋

さ
ん

ご
っ

こ
、

9
/
2
7
み

ん
な

で
遊

ぼ
う

大
運

動
会

、
1
0
/
1
1
さ

つ
ま

い
も

掘
り

お
イ

モ
を

食
べ

よ
う

、
1
0
/
2
5
絵

本
の

読
み

聞
か

せ
下

沢
洋

子
先

生
、

1
1
/
8
飯

田
動

物
園

に
行

こ
う

・
四

季
の

広
場

で
遊

ぼ
う

、
1
1
/
1
8

Ｍ
Ａ

Ｒ
Ｕ

Ｙ
Ａ

Ｍ
Ａ

Ｆ
Ａ

Ｍ
ＩＬ

Ｙ
Ｄ

Ａ
Ｙ

、
1
1
/
2
2
手

作
り

お
も

ち
ゃ

を
つ

く
ろ

う
、

1
2
/
5
ク

リ
ス

マ
ス

会
、

1
2
/
2
0
か

ら
だ

を
使

っ
て

遊
ぼ

う
、

1
/
2
4
豆

ま
き

と
新

聞
紙

あ
そ

び
、

2
/
1
4
お

し
ゃ

べ
り

タ
イ

ム
お

や
つ

作
り

、
2
/
2
8
手

形
・
足

形
を

と
ろ

う
思

い
出

カ
ー

ド
作

り
、

3
/
1
4
閉

講
式

カ
レ

ー
パ

ー
テ

ィ
ー

常
任

講
師

：
塩

沢
敏

子
　

氏

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

参
加

者
の

減
少

傾
向

に
よ

り
、

年
間

数
回

は
丸

山
保

育
園

の
園

開
放

と
日

程
を

合
わ

せ
て

合
同

開
催

と
し

た
。

サ
ツ

マ
イ

モ
の

栽
培

等
、

自
然

体
験

や
食

育
な

ど
の

要
素

も
取

り
入

れ
た

り
、

動
物

園
を

見
に

行
っ

た
り

、
栄

養
士

・
下

沢
洋

子
先

生
な

ど
に

話
を

聞
く
な

ど
、

様
々

な
面

で
の

学
び

の
要

素
を

取
り

入
れ

た
。

か
ざ

こ
し

子
ど

も
の

森
公

園
や

森
っ

こ
と

の
連

携
事

業
も

積
極

的
に

行
っ

た
。

特
に

後
半

に
な

っ
て

く
る

と
参

加
者

の
減

少
が

気
に

な
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。
母

親
同

士
の

良
い

学
習

・
交

流
の

場
と

な
っ

て
お

り
、

次
年

度
も

継
続

実
施

し
て

い
き

た
い

。

学 級 ・ 講 座

2
、

3
歳

児
学

級
　

「
ま

る
や

ま
っ

こ
学

級
」

市
・
地

継
続

2
0

丸
山

公
民

館
ほ

か
6
0

5
月

1
7
日

～
3
月

1
4
日

1
1
8

1
9

目 的

０
･
１

歳
児

と
そ

の
親

を
対

象
に

し
た

交
流

の
場

、
育

児
学

習
を

図
る

。

実 施 内 容

5
/
1
0
開

講
式

お
友

達
を

作
ろ

う
・
図

書
館

丸
山

分
館

の
紹

介
、

5
/
2
4
ふ

れ
あ

い
遊

び
・

手
遊

び
と

お
ん

ぶ
紐

の
使

い
方

、
6
/
7
お

し
ゃ

べ
り

テ
ィ

ー
タ

イ
ム

、
6
/
2
1
離

乳
食

に
つ

い
て

、
栄

養
士

の
お

話
、

7
/
5
七

夕
飾

り
を

つ
く
ろ

う
、

7
/
1
9
西

中
の

学
生

と
の

交
流

、
8
/
3
0

お
っ

ぱ
い

の
お

話
と

骨
盤

ケ
ア

、
9
/
6
か

ざ
こ

し
子

ど
も

の
森

公
園

ス
タ

ッ
フ

と
の

お
も

ち
ゃ

づ
く

り
、

9
/
2
1
お

散
歩

に
で

か
け

よ
う

、
1
0
/
4
防

災
の

話
、

1
0
/
1
8
文

化
祭

の
作

製
、

1
1
/
1
5
み

ん
な

で
運

動
会

、
1
1
/
1
8

Ｍ
Ａ

Ｒ
Ｕ

Ｙ
Ａ

Ｍ
Ａ

Ｆ
Ａ

Ｍ
ＩＬ

Ｙ
Ｄ

Ａ
Ｙ

、
1
1
/
2
9
絵

本
の

読
み

聞
か

せ
、

1
2
/
5
ク

リ
ス

マ
ス

会
、

1
2
/
2
1
保

健
師

の
話

、
1
/
1
7
お

し
ゃ

べ
り

テ
ィ

ー
タ

イ
ム

、
2
/
7
離

乳
食

と
お

や
つ

の
お

話
、

2
/
2
1
ふ

れ
あ

い
遊

び
と

手
形

・
足

形
を

と
ろ

う
、

3
/
7
閉

講
式

常
任

講
師

：
松

村
由

美
子

氏

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

子
ど

も
の

発
達

や
母

親
の

子
育

て
の

悩
み

、
母

親
同

士
の

つ
な

が
り

な
ど

を
意

識
し

た
内

容
と

な
っ

て
い

る
。

母
親

の
悩

み
に

講
師

が
答

え
る

だ
け

で
な

く
、

他
の

母
親

が
ど

う
し

て
い

る
か

を
お

互
い

に
話

し
合

い
な

が
ら

進
め

る
こ

と
で

子
育

て
の

不
安

や
悩

み
の

解
消

の
場

と
な

り
母

親
同

士
の

良
い

交
流

の
場

と
な

っ
て

い
る

。
な

お
、

図
書

分
館

と
の

連
携

に
よ

り
、

学
級

終
了

後
、

年
５

回
ほ

ど
図

書
分

館
を

特
別

開
館

を
し

て
い

た
だ

い
た

。
次

年
度

も
継

続
実

施
し

て
い

く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場
事

業
名

予
算

区
分

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

学 級 ・ 講 座

0
,1

歳
児

学
級

　
「
す

く
す

く
学

級
」

市
・
地

継
続

2
0

1
7
4

2
0

3
,4

5
6

1
1
月

1
8
日

丸
山

公
民

館

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

会
場

6
0

5
月

1
0
日

～
3
月

7
日

丸
山

公
民

館
　

ほ
か

対
象

数
開

催
期

日

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

－51－



丸
山

公
民

館
の

事
業

報
告

N
o
.2

区
分

区
分

区
分

目 的

市
民

を
対

象
に

、
地

元
で

活
躍

さ
れ

て
い

る
音

楽
家

に
よ

る
生

の
演

奏
を

楽
し

む
機

会
を

提
供

し
、

芸
術

文
化

の
向

上
を

図
る

実 施 内 容

丸
山

公
民

館
と

合
同

で
実

施
。

両
地

区
文

化
委

員
会

が
中

心
に

な
り

、
地

区
の

住
民

が
身

近
な

地
元

で
音

楽
を

楽
し

め
る

場
、

ま
た

子
ど

も
達

の
成

果
発

表
の

場
と

し
て

行
っ

た
。

(実
施

内
容

)
出

演
楽

団
：
丸

山
小

学
校

金
管

バ
ン

ド
、

丸
山

小
学

校
合

唱
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
部

・
羽

場
懐

か
し

い
歌

を
歌

う
会

、
飯

田
西

中
学

校
吹

奏
楽

部
、

飯
田

高
校

合
唱

班
、

愉
快

な
仲

間
た

ち

市
民

を
対

象
に

、
月

を
眺

め
な

が
ら

お
茶

や
音

楽
な

ど
の

芸
術

文
化

に
親

し
む

実 施 内 容

演
奏

者
・
茶

道
家

・
有

志
も

含
め

た
実

行
委

員
会

形
式

で
行

い
始

め
て

４
年

目
。

中
秋

の
名

月
の

夜
に

月
を

観
賞

し
な

が
ら

、
地

元
の

か
ざ

こ
し

子
ど

も
の

森
公

園
・
城

山
佐

倉
神

社
で

お
抹

茶
や

詩
吟

、
女

子
高

の
邦

楽
部

な
ど

の
和

楽
を

楽
し

ん
だ

。
電

気
を

あ
ま

り
使

わ
ず

月
明

か
り

を
使

う
よ

う
に

演
出

す
る

こ
と

で
参

加
者

が
独

特
の

雰
囲

気
を

出
せ

る
よ

う
実

行
委

員
で

企
画

し
た

。

評 価 3
2
5

文 化 事 業

評 価

学 級 ・ 講 座

観
月

の
夕

べ
他

会
計

継
続

1
1
2
0

1
2
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

3
2
5

か
ざ

こ
し

ふ
れ

あ
い

コ
ン

サ
ー

ト
市

・
地

他
会

計
新

規

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数

継
続

1

3
,4

5
6

9
月

2
2
日

か
ざ

こ
し

子
ど

も
の

森
公

園
、

城
山

佐
倉

神
社

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

継
続

し
て

６
回

目
の

開
催

。
大

勢
の

参
加

が
あ

り
、

名
月

も
き

れ
い

に
見

ら
れ

た
た

め
、

好
評

を
博

し
た

。
多

く
の

実
行

委
員

か
ら

聞
い

た
「
こ

の
地

区
に

は
こ

ん
な

に
い

い
財

産
が

あ
る

。
そ

れ
を

知
っ

て
も

ら
い

、
楽

し
ん

で
も

ら
う

た
め

に
、

こ
の

事
業

を
さ

ら
に

広
げ

て
い

き
た

い
」
と

い
う

言
葉

の
端

々
に

、
こ

の
事

業
の

魅
力

を
感

じ
る

。
な

お
、

こ
こ

で
催

さ
れ

る
音

楽
は

「
屋

外
で

奏
で

ら
れ

る
和

楽
」
で

あ
り

、
他

の
演

奏
会

と
は

大
き

く
異

な
る

雰
囲

気
の

中
で

行
わ

れ
る

。
「
和

楽
」
、

「
中

秋
の

名
月

」
、

「
抹

茶
」
と

と
も

に
感

じ
る

子
ど

も
の

森
公

園
と

佐
倉

神
社

の
ロ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

、
非

常
に

趣
深

い
。

今
後

の
開

催
に

向
け

て
は

、
「
こ

の
事

業
を

大
き

く
し

、
さ

ら
に

多
く
の

方
に

想
い

を
広

げ
た

い
」

と
い

う
意

見
も

あ
る

た
め

、
実

行
委

員
会

で
検

討
し

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

評 価

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

丸
山

○
○

(ま
る

ま
る

）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
(文

化
庁

委
託

事
業

)
3
,4

5
6

7
月

1
日

1
3
0

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

丸
山

公
民

館

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

9
月

1
日

学 級 ・ 講 座

目 的

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

左
記

の
丸

山
公

民
館

で
の

交
流

会
に

続
き

、
第

2
弾

と
し

て
大

平
宿

へ
1
泊

2
日

の
宿

泊
体

験
を

予
定

し
て

い
た

が
、

悪
天

候
に

よ
り

ア
ク

セ
ス

道
路

の
通

行
が

出
来

な
く
な

る
恐

れ
が

あ
っ

た
た

め
や

む
な

く
中

止
と

な
っ

た
。

来
年

度
以

降
も

学
校

・
公

民
館

・
地

域
住

民
・
地

域
団

体
が

輪
と

な
っ

て
活

動
が

続
け

ら
れ

る
よ

う
に

し
た

い
。

な
お

、
ま

る
や

ま
石

窯
部

の
メ

ン
バ

ー
か

ら
は

「
今

ま
で

に
な

い
取

組
で

大
変

楽
し

か
っ

た
」
と

い
う

声
が

多
数

聞
か

れ
た

。
今

後
も

、
丸

山
在

住
の

外
国

人
が

よ
り

良
い

生
活

が
で

き
る

よ
う

、
ま

た
地

域
の

中
で

の
つ

な
が

り
が

で
き

る
よ

う
に

サ
ポ

ー
ト

し
て

い
き

た
い

。

3
0

外
国

人
集

住
地

域
で

あ
る

丸
山

地
区

の
外

国
人

親
子

が
、

地
区

住
民

と
交

流
し

豊
か

な
多

文
化

共
生

社
会

を
目

指
す

。

実 施 内 容

飯
田

市
公

民
館

と
の

共
催

事
業

。
丸

山
地

区
の

「
田

中
宗

吉
商

店
」
の

田
中

秀
明

さ
ん

を
講

師
に

、
水

引
に

つ
い

て
話

を
聞

き
作

品
を

作
っ

た
。

そ
の

後
ま

る
や

ま
石

窯
部

の
方

と
ピ

ザ
づ

く
り

を
し

、
交

流
会

を
し

た
。

他
に

ゲ
ー

ム
や

太
鼓

演
奏

な
ど

を
し

て
外

国
人

と
地

区
住

民
と

の
交

流
を

図
っ

た
。

昨
年

度
の

事
業

で
集

ま
っ

て
下

さ
っ

た
日

本
語

支
援

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
方

に
支

援
活

動
の

機
会

を
提

供
す

る
狙

い
も

あ
っ

た
。

丸
山

小
学

校
8
,3

0
4

数
量

的
成

果
（
項

目
名

と
数

値
）

参
加

者
の

9
割

が
「
大

変
よ

か
っ

た
」
「
よ

か
っ

た
」

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

小
学

生
は

中
学

生
の

、
中

学
生

は
高

校
生

や
成

人
の

音
楽

を
聴

く
こ

と
に

よ
り

、
将

来
な

り
た

い
自

分
を

思
い

考
え

る
機

会
も

大
切

に
し

よ
う

と
、

本
年

度
は

高
校

生
を

ゲ
ス

ト
に

招
き

、
お

互
い

の
音

楽
を

聴
く
機

会
と

し
た

。
ま

た
、

昨
年

度
に

引
き

続
き

飯
田

西
中

の
O

B
O

G
楽

団
に

も
演

奏
し

て
い

た
だ

き
、

会
の

最
後

に
は

、
小

学
生

か
ら

大
人

ま
で

一
斉

合
唱

で
ふ

る
さ

と
を

合
唱

し
会

場
で

の
一

体
感

を
も

て
た

。
次

年
度

も
小

中
連

携
の

一
環

と
し

て
子

ど
も

達
が

将
来

を
考

え
ら

れ
、

地
域

が
一

つ
と

感
じ

ら
れ

る
機

会
に

し
て

い
き

た
い

。
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丸
山

公
民

館
の

事
業

報
告

N
o
.3

区
分

区
分

区
分

0

事
業

名

予
算

区
分

事
業

区
分

文 化 事 業

お
と

な
の

サ
ロ

ン

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

丸
山

地
区

を
楽

し
く
学

ぶ
、

知
る

こ
と

で
地

域
の

良
さ

や
人

と
の

つ
な

が
り

に
つ

い
て

知
っ

て
も

ら
う

た
め

、
ジ

ャ
ン

ル
を

問
わ

ず
様

々
な

内
容

で
体

験
型

の
講

座
と

な
っ

て
い

る
。

「
地

域
で

楽
し

く
暮

ら
す

た
め

に
地

域
の

良
さ

を
再

発
見

す
る

」
と

い
う

観
点

に
つ

い
て

は
、

と
て

も
重

要
で

あ
り

、
来

年
度

も
開

催
し

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

地
区

の
現

状
か

ら
も

、
「
な

ぜ
風

越
山

が
信

仰
の

対
象

と
さ

れ
て

き
た

の
か

」
地

区
の

歴
史

・
お

よ
び

日
本

の
山

岳
信

仰
の

歴
史

か
ら

学
ぶ

こ
と

は
、

今
後

に
向

け
て

大
変

重
要

な
機

会
で

あ
っ

た
。

風
越

山
と

と
も

に
あ

る
丸

山
地

区
に

と
っ

て
、

風
越

山
を

め
ぐ

る
信

仰
の

歴
史

な
ど

に
つ

い
て

は
、

地
域

の
ア

イ
デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
ー

に
触

れ
る

テ
ー

マ
で

あ
り

、
丸

山
公

民
館

と
し

て
、

今
後

も
関

心
を

持
ち

続
け

て
い

き
た

い
。

来
年

度
以

降
も

連
合

青
壮

年
会

と
協

力
し

な
が

ら
、

「
継

続
し

た
学

習
の

機
会

」
を

提
供

し
て

い
き

た
い

。

開
催

期
日

市
・
地

継
続

1
8
0

8
0

継
続

1

文 化 事 業

丸
山

く
ら

す
地

区
費

文 化 事 業

3
4
3

1
0
0

事
業

名 実 施 内 容

「
地

域
で

楽
し

く
生

き
生

き
と

暮
ら

す
」
を

コ
ン

セ
プ

ト
に

自
分

た
ち

の
暮

ら
し

を
衣

・
食

・
住

な
ど

様
々

な
観

点
か

ら
見

つ
め

な
お

す
こ

と
で

地
域

と
人

、
人

と
人

の
結

び
つ

き
の

大
切

さ
に

ふ
れ

て
も

ら
い

地
域

の
良

さ
を

再
発

見
す

る
。

６
年

目
の

事
業

で
、

今
年

度
は

１
回

の
開

催
だ

っ
た

が
、

講
師

の
都

合
に

よ
り

直
前

で
中

止
と

な
っ

て
し

ま
っ

た
。

テ
ー

マ
：
『
「
ジ

ビ
エ

料
理

を
学

ぶ
～

生
ま

れ
た

歴
史

や
背

景
と

共
に

～
」
』

講
師

：
片

町
　

彰
さ

ん
（
飯

田
市

南
信

濃
　

星
野

屋
店

主
）

内
容

：
・
「
ジ

ビ
エ

料
理

」
に

つ
い

て
の

講
演

　
　

・
「
肉

の
解

体
」
の

体
験

　
　

　
　

・
ジ

ビ
エ

（
鹿

の
も

も
・
ロ

ー
ス

）
の

簡
単

な
調

理
体

験
　

・
実

食
+
交

流
会

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

1
回

参
加

・
登

録
数

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
丸

山
地

区
公

演
市

・
地

継
続

3

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

予
算

区
分

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
自

分
た

ち
の

住
む

地
域

を
知

り
学

ぶ
た

め
の

体
験

型
の

講
座

対
象

数
開

催
期

日

対
象

数
1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

市
民

を
対

象
に

、
身

近
な

と
こ

ろ
で

人
形

劇
に

親
し

む
機

会
を

つ
く
る

評 価評 価

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
連

合
青

壮
年

会
と

タ
イ

ア
ッ

プ
し

一
般

成
人

の
学

習
の

機
会

と
す

る
。

実 施 内 容

連
合

青
壮

年
会

と
共

催
で

企
画

運
営

。
大

人
が

ひ
と

つ
の

こ
と

を
じ

っ
く
り

学
ぶ

機
会

と
し

て
毎

年
テ

ー
マ

を
決

め
て

開
催

。
今

年
度

は
、

風
越

山
開

山
1
,3

0
0
年

を
記

念
し

、
『
白

山
信

仰
と

風
越

山
～

先
人

た
ち

が
風

越
山

に
寄

せ
た

思
い

に
迫

る
～

』
と

題
し

、
信

州
大

学
特

任
教

授
の

牛
山

佳
幸

氏
、

飯
田

市
美

術
博

物
館

の
織

田
顕

行
氏

を
講

師
に

招
い

て
講

演
会

を
行

っ
た

。

今
年

度
の

事
業

目
的

は
下

記
の

通
り

。
「
風

越
山

開
山

1
,3

0
0
年

」
の

年
に

あ
た

り
、

丸
山

地
区

の
シ

ン
ボ

ル
で

あ
る

風
越

山
が

な
ぜ

「
信

仰
の

山
」
と

さ
れ

て
き

た
の

か
、

白
山

信
仰

を
含

む
、

日
本

の
山

岳
信

仰
の

歴
史

も
ふ

ま
え

て
、

学
ぶ

機
会

と
し

た
い

。
ま

た
、

先
人

達
が

風
越

山
を

ど
ん

な
思

い
で

見
て

い
た

の
か

、
現

代
に

生
き

る
我

々
が

思
い

を
は

せ
る

機
会

と
し

た
い

。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

8
/
5
の

西
中

学
校

区
公

演
は

、
事

前
学

習
か

ら
力

を
入

れ
、

飯
田

市
在

住
の

酒
井

ホ
ン

ラ
ン

さ
ん

を
講

師
に

、
中

学
生

・
大

人
が

そ
れ

ぞ
れ

台
湾

の
こ

と
を

事
前

学
習

し
、

相
手

方
を

想
像

し
て

、
よ

り
よ

い
機

会
と

な
る

よ
う

、
取

り
組

み
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

た
。

今
後

に
活

か
せ

る
内

容
に

な
っ

た
。

8
/
7
の

丸
山

保
育

園
公

演
は

、
今

年
度

初
め

て
行

っ
た

も
の

で
あ

る
が

、
大

好
評

だ
っ

た
。

来
年

度
も

継
続

し
て

い
き

た
い

。

8
/
1
0
の

学
生

交
流

公
演

は
こ

こ
数

年
連

続
し

て
行

っ
て

い
る

も
の

で
、

「
学

生
と

地
区

住
民

と
の

交
流

」
と

い
う

観
点

を
重

視
し

て
行

っ
て

い
る

。
リ

ン
ゴ

ン
へ

の
丸

山
連

で
の

参
加

も
引

き
続

き
行

っ
た

。
当

地
域

で
大

学
生

と
の

交
流

を
も

て
る

機
会

は
少

な
い

た
め

、
公

民
館

部
員

さ
ん

達
に

も
大

き
な

刺
激

に
な

っ
て

い
る

。

こ
う

い
っ

た
「
フ

ェ
ス

タ
な

ら
で

は
の

交
流

」
の

場
は

引
き

続
き

行
っ

て
い

き
た

い
。

丸
山

公
民

館

1
回

参
加

・
登

録
数

実 施 内 容

今
年

度
は

、
こ

こ
数

年
行

っ
て

い
る

「
学

生
交

流
公

演
」
、

新
規

の
「
保

育
園

公
演

」
、

羽
場

地
区

と
の

共
催

に
よ

る
「
西

中
学

校
区

公
演

」
の

３
本

立
て

で
行

っ
た

。

【
8
/
5
　

西
中

学
校

区
公

演
】

丸
山

小
学

校
人

形
劇

ク
ラ

ブ
「
つ

ば
さ

」
、

飯
田

西
中

学
校

人
形

劇
部

「
T
h
e

W
o
rl
d
」
、

台
湾

の
桃

園
市

文
山

小
学

校
創

作
劇

団
の

３
劇

団
連

続
公

演
。

中
学

生
実

行
委

員
を

募
り

、
台

湾
の

こ
と

を
学

び
な

が
ら

主
体

的
に

組
み

立
て

を
し

、
地

区
の

大
人

は
そ

れ
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

形
を

と
っ

た
。

【
8
/
7
　

丸
山

保
育

園
公

演
】

人
形

劇
団

ち
ん

ど
ん

に
よ

る
公

演
。

大
学

生
・
地

区
・
保

護
者

の
そ

れ
ぞ

れ
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
企

画
運

営
。

園
児

と
の

昼
食

会
の

後
、

大
人

の
み

で
茶

話
会

を
実

施
。

【
8
/
1
0
　

丸
山

公
民

館
公

演
　

学
生

交
流

公
演

】
く
ら

し
き

作
陽

大
学

ぱ
れ

っ
と

に
よ

る
公

演
。

公
民

館
部

員
と

一
般

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

、
学

生
交

流
公

演
参

加
大

学
に

よ
り

運
営

。
終

了
後

は
地

区
実

行
委

員
と

大
学

生
と

の
「
大

人
の

交
流

会
」
を

実
施

。

開
催

会
場

丸
山

公
民

館

3
,4

5
6

7
月

8
日

評 価

丸
山

公
民

館
ほ

か
0

開
催

会
場

対
象

数
開

催
期

日

3
,4

5
6

8
/
5
、

8
/
7
、

8
/
1
0

開
催

会
場

3
,4

5
6

1
2
月

1
6
日
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丸
山

公
民

館
の

事
業

報
告

N
o
.4

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
親

睦
と

交
流

を
地

区
の

結
び

つ
き

や
活

性
化

を
図

る

実 施 内 容

ま
ち

づ
く

り
委

員
会

、
公

民
館

、
地

区
内

の
各

種
団

体
に

よ
る

実
行

委
員

会
体

制
で

企
画

。
体

育
部

会
、

企
画

・
運

営
委

員
会

、
実

行
委

員
会

、
各

係
会

を
経

て
開

催
。

町
内

対
抗

競
技

等
に

よ
る

地
域

の
団

結
や

地
域

住
民

同
士

の
交

流
が

で
き

る
地

域
の

大
き

な
事

業
の

ひ
と

つ
で

あ
る

。
徐

々
に

中
学

生
の

参
画

を
広

く
、

深
く
し

て
き

て
い

る
。

昨
年

度
ま

で
実

行
委

員
の

間
で

も
事

業
目

的
が

共
有

さ
れ

て
お

ら
ず

、
事

業
に

対
す

る
住

民
の

意
識

が
バ

ラ
バ

ラ
で

あ
っ

た
。

昨
年

度
行

っ
た

「
現

状
の

運
動

会
に

つ
い

て
の

声
」
の

ア
ン

ケ
ー

ト
を

基
に

、
公

民
館

体
育

部
を

中
心

に
議

論
を

重
ね

、
「
大

切
に

し
た

い
ポ

イ
ン

ト
」
を

共
有

し
た

う
え

で
、

種
目

の
検

討
を

行
い

、
実

施
し

た
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

地
域

の
一

大
イ

ベ
ン

ト
で

あ
り

、
多

く
の

地
区

住
民

が
参

加
し

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

形
成

の
大

き
な

力
と

な
っ

て
い

る
事

業
で

あ
る

。
ま

た
、

普
段

運
動

を
あ

ま
り

し
な

い
人

に
と

っ
て

は
、

貴
重

な
「
運

動
の

機
会

」
で

も
あ

る
。

地
区

住
民

が
「
考

え
、

議
論

で
き

る
場

」
を

地
区

の
方

と
一

緒
に

つ
く
っ

た
こ

と
で

、
特

に
中

心
と

な
っ

て
考

え
た

公
民

館
体

育
部

の
メ

ン
バ

ー
に

は
「
地

区
や

運
動

会
へ

の
想

い
」
が

共
有

で
き

、
ま

た
来

年
度

に
向

け
て

「
考

え
る

ベ
ー

ス
」
は

つ
く
る

こ
と

が
で

き
た

。
今

年
変

え
た

結
果

見
え

た
改

善
点

に
つ

い
て

は
、

来
年

度
に

向
け

て
議

論
を

深
め

て
い

く
。

対
象

数

丸
山

小
学

校

開
催

会
場

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

地
域

住
民

同
士

が
集

い
、

ス
ポ

ー
ツ

を
通

し
て

交
流

を
図

る
良

い
機

会
で

あ
る

。
長

い
間

継
続

開
催

さ
れ

て
い

る
事

業
で

あ
り

、
以

前
に

比
べ

て
参

加
者

が
減

少
し

て
い

る
が

、
丸

山
地

区
全

体
の

中
で

「
代

表
的

な
ス

ポ
ー

ツ
の

地
域

交
流

」
と

し
て

根
付

い
て

い
る

こ
と

か
ら

、
開

催
方

法
な

ど
に

つ
い

て
検

討
し

な
が

ら
次

年
度

も
継

続
し

た
い

。

体 育 事 業

丸
山

地
区

市
民

大
運

動
会

地
区

費
継

続
1

4
8
0

4
8
0

体 育 事 業

町
内

対
抗

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

大
会

地
区

費
継

続
1

1
0
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

目 的
地

区
住

民
を

対
象

に
、

町
内

の
親

睦
と

交
流

を
図

る

実 施 内 容

文 化 事 業

丸
山

地
区

文
化

祭
地

区
費

継
続

1
1
,5

7
7

1
,5

7
7

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
日

頃
の

文
化

活
動

の
発

表
の

場
や

地
域

の
交

流
を

図
る

実 施 内 容

地
区

内
の

団
体

や
教

室
・
サ

ー
ク

ル
活

動
の

発
表

の
場

、
住

民
の

文
化

交
流

の
場

と
し

て
開

催
。

展
示

・
催

事
・
芸

能
発

表
の

３
部

門
で

展
開

。
文

化
部

を
中

心
に

、
ま

ち
づ

く
り

委
員

会
や

参
加

団
体

に
よ

る
実

行
委

員
体

制
で

企
画

・
運

営
。

【
特

別
企

画
①

】
『
人

形
劇

ま
つ

り
in

丸
山

』
丸

山
保

育
園

、
丸

山
小

学
校

人
形

劇
ク

ラ
ブ

「
つ

ば
さ

」
、

飯
田

西
中

学
校

人
形

劇
部

に
よ

る
連

続
公

演
を

、
丸

山
公

民
館

文
化

部
が

支
え

る
。

「
保

・
小

・
中

の
連

携
を

地
域

が
支

え
る

」
「
人

形
劇

文
化

の
振

興
」
を

１
つ

の
企

画
で

実
施

。

【
特

別
企

画
②

】
昨

年
度

完
成

し
た

丸
山

の
歌

“
ふ

る
さ

と
丸

山
～

愛
し

き
わ

が
街

～
”
の

き
っ

か
け

～
完

成
ま

で
を

紹
介

す
る

ビ
デ

オ
を

上
映

。
ま

た
、

大
会

議
室

へ
の

歌
詞

表
示

パ
ネ

ル
を

開
会

セ
レ

モ
ニ

ー
に

て
披

露
。

【
特

別
企

画
③

】
今

年
度

作
成

し
て

い
る

二
層

式
の

新
石

窯
を

一
般

公
開

。

【
特

別
企

画
④

】
風

越
山

開
山

1
,3

0
0
年

を
記

念
し

、
美

術
博

物
館

か
ら

展
示

物
の

提
供

を
受

け
、

『
開

山
1
,3

0
0
年

　
風

越
山

展
』
を

行
っ

た
。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

多
く
の

作
品

展
示

・
芸

能
発

表
・
出

展
が

あ
り

、
地

区
住

民
の

交
流

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。
ま

ち
づ

く
り

委
員

会
と

の
連

携
に

よ
り

運
営

の
協

力
が

得
ら

れ
た

り
、

地
域

全
体

で
盛

り
上

げ
る

行
事

と
な

っ
て

い
る

。
地

元
の

小
中

学
校

の
発

表
や

展
示

も
あ

り
、

子
ど

も
た

ち
の

活
躍

を
知

っ
て

も
ら

う
機

会
に

も
な

っ
て

い
る

。
た

だ
、

特
に

社
会

教
育

関
係

団
体

や
個

人
の

作
品

の
出

展
数

が
年

々
少

な
く
な

っ
て

お
り

、
来

年
度

は
、

よ
り

多
く
の

団
体

へ
の

呼
び

か
け

を
行

い
た

い
。

【
特

別
企

画
①

】
３

年
目

の
企

画
で

あ
る

が
、

今
年

も
大

好
評

を
博

し
た

。
各

団
体

が
そ

れ
ぞ

れ
の

人
形

劇
を

見
合

う
こ

と
が

で
き

た
の

は
も

ち
ろ

ん
、

観
劇

し
た

大
人

の
満

足
度

が
高

く
、

来
年

度
以

降
も

継
続

実
施

を
検

討
し

て
い

き
た

い
。

【
特

別
企

画
②

】
歌

の
作

成
プ

ロ
セ

ス
上

映
や

完
成

度
の

高
い

パ
ネ

ル
披

露
な

ど
、

多
く
の

人
の

目
に

触
れ

る
こ

と
で

、
今

後
の

取
り

組
み

に
前

向
き

に
つ

な
が

る
こ

と
を

期
待

し
な

が
ら

行
っ

た
。

「
み

ん
な

で
１

つ
の

も
の

を
つ

く
る

」
と

い
う

と
こ

ろ
に

公
民

館
と

し
て

の
や

り
が

い
を

感
じ

て
い

る
委

員
さ

ん
も

多
数

い
る

。
来

年
度

も
「
こ

ん
な

こ
と

を
や

り
た

い
」
と

い
う

想
い

を
大

切
に

、
前

向
き

に
企

画
し

な
が

ら
、

文
化

祭
を

盛
り

上
げ

た
い

。

丸
山

公
民

館

開
催

会
場

3
,4

5
6

1
1
月

1
1
日

、
1
2
日

開
催

期
日

押
洞

グ
ラ

ウ
ン

ド

3
,4

5
6

1
0
月

1
5
日

1
回

参
加

・
登

録
数

評 価

6
月

1
0
日

開
催

期
日

1
0
0

対
象

数

町
内

対
抗

形
式

で
開

催
。

体
育

部
や

ま
ち

づ
く
り

委
員

会
の

会
議

で
各

町
内

に
呼

び
か

け
た

。
ま

た
、

地
域

と
の

交
流

を
目

的
に

、
リ

ー
グ

戦
で

開
催

。

3
,4

5
6

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

－54－



丸
山

公
民

館
の

事
業

報
告

N
o
.5

区
分

区
分

区
分

区
分

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

「
自

身
の

健
康

に
つ

い
て

考
え

る
機

会
」
と

「
運

動
不

足
を

解
消

す
る

機
会

」
に

よ
り

、
自

分
の

健
康

づ
く
り

に
役

立
て

て
も

ら
う

た
め

に
開

催
さ

れ
て

い
る

健
康

講
座

で
あ

る
。

「
体

幹
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
」
に

つ
い

て
は

、
３

年
前

か
ら

継
続

し
て

実
施

し
て

い
る

。
参

加
者

に
大

好
評

で
あ

り
、

今
後

も
継

続
し

て
い

く
方

針
で

あ
る

。
「
健

康
講

座
」
と

銘
打

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
健

康
福

祉
委

員
会

・
保

健
師

と
の

連
携

を
含

め
て

、
や

り
方

を
検

討
し

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

3
,4

5
6

4
月

～
3
月

丸
山

公
民

館

３
２

号
（
６

月
）
、

３
３

号
（
９

月
）
、

３
４

号
（
１

２
月

）
、

３
５

号
（
３

月
）
。

ま
ち

づ
く
り

委
員

会
と

合
同

で
発

行
。

そ
れ

ぞ
れ

の
広

報
部

門
で

内
容

の
検

討
を

行
い

な
が

ら
、

合
同

の
企

画
会

議
や

編
集

会
議

も
開

催
し

紙
面

の
充

実
を

図
っ

て
い

る
。

な
お

、
昨

年
度

か
ら

広
報

部
で

議
論

を
重

ね
、

「
や

っ
た

こ
と

の
結

果
」
だ

け
で

な
く
、

「
地

域
の

現
状

や
課

題
を

踏
ま

え
て

今
後

の
地

域
の

あ
り

方
を

提
案

」
す

る
よ

う
な

記
事

も
掲

載
。

評 価

実 施 内 容

体 育 事 業

健
康

講
座

（
体

幹
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
）

市
・
地

継
続

1
5
0

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

地
区

内
で

の
人

気
が

高
く

、
大

会
に

限
ら

ず
、

様
々

な
地

区
内

の
団

体
が

親
睦

に
囲

碁
ボ

ー
ル

を
活

用
し

て
い

る
。

地
域

住
民

の
交

流
や

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
の

普
及

を
目

的
と

し
て

今
後

も
継

続
実

施
し

て
い

き
た

い
。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

地
域

の
幅

広
い

活
動

の
様

子
を

掲
載

。
子

ど
も

た
ち

の
作

文
や

活
動

の
様

子
を

掲
載

し
、

「
地

域
で

子
ど

も
た

ち
を

育
て

る
こ

と
」
を

意
識

し
て

い
る

。
今

後
も

読
み

や
す

く
親

し
み

や
す

い
紙

面
づ

く
り

を
目

指
し

、
ま

た
地

域
課

題
に

即
し

た
内

容
の

記
事

を
提

供
し

て
い

く
。

な
お

、
記

事
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

今
後

も
広

報
部

で
議

論
を

重
ね

な
が

ら
、

「
広

報
」
だ

け
で

な
く
「
館

報
」
と

し
て

の
要

素
も

取
り

入
れ

て
い

き
た

い
。

広 報 事 業

広
報

ま
る

や
ま

の
編

集
地

区
費

継
続

4
1
0
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
運

動
の

効
果

と
心

身
の

健
康

に
つ

い
て

考
え

る
機

会
と

す
る

。

実 施 内 容

テ
ー

マ
は

「
誰

で
も

で
き

る
体

幹
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

通
し

て
自

身
の

健
康

に
つ

い
て

考
え

よ
う

」
と

い
う

も
の

。
今

年
度

は
、

こ
こ

数
年

大
好

評
で

あ
る

‘
親

子
で

で
き

る
’
体

幹
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

実
施

。

講
師

：
嶽

野
英

樹
さ

ん
（
飯

田
市

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

）

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
地

区
内

の
話

題
を

伝
え

地
域

課
題

を
提

起
し

て
い

く

体 育 事 業

囲
碁

ボ
ー

ル
大

会
地

区
費

継
続

1
5
0

5
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
運

動
不

足
の

解
消

、
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

の
普

及
と

健
康

増
進

を
図

る

実 施 内 容

高
齢

者
で

も
気

軽
に

で
き

る
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

の
た

め
、

多
く

の
参

加
者

が
あ

る
。

自
治

会
や

サ
ー

ク
ル

、
個

人
な

ど
1
6
チ

ー
ム

が
参

加
。

町
内

や
有

志
で

囲
碁

ボ
ー

ル
大

会
を

開
催

す
る

団
体

も
増

え
て

お
り

、
囲

碁
ボ

ー
ル

が
地

域
で

定
着

し
て

き
て

い
る

。
評 価

体 育 事 業

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

の
普

及
と

広
い

年
代

層
で

の
親

睦
と

交
流

を
図

る

実 施 内 容

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

を
や

っ
た

こ
と

の
な

い
方

、
ま

た
子

ど
も

や
女

性
も

気
軽

に
参

加
で

き
る

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
で

あ
る

。
地

区
内

だ
け

で
な

く
、

社
教

団
体

の
ス

ポ
ー

ツ
関

係
の

団
体

に
も

参
加

を
呼

び
か

け
て

い
る

。
リ

ー
グ

戦
で

開
催

。

地
区

費
継

続
1

8
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

開
催

期
日

開
催

会
場

3
,4

5
6

1
1
月

1
8
日

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

幅
広

い
年

代
で

男
女

問
わ

ず
誰

で
も

楽
し

め
る

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
で

あ
り

、
人

気
も

高
い

。
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

の
普

及
の

た
め

に
も

今
後

も
多

く
の

参
加

者
を

募
る

工
夫

を
行

い
た

い
。

子
ど

も
の

参
加

が
例

年
増

え
て

き
て

い
る

の
で

、
さ

ら
に

促
し

て
い

き
た

い
。

ま
た

、
社

教
団

体
へ

の
呼

び
か

け
に

つ
い

て
は

、
引

き
続

き
行

っ
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日

3
,4

5
6

2
月

2
4
日

丸
山

公
民

館

対
象

数
開

催
期

日

丸
山

公
民

館

開
催

会
場

開
催

会
場

丸
山

小
学

校

対
象

数

ワ
ン

バ
ウ

ン
ド

ふ
ら

ば
ー

る
バ

レ
ー

大
会

3
,4

5
6

3
月

1
4
日

評 価5
0

1
回

参
加

・
登

録
数

1
0
0

1
回

参
加

・
登

録
数

8
0

1
回

参
加

・
登

録
数

－55－



丸
山

公
民

館
の

事
業

報
告

N
o
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区
分

区
分

区
分

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
伝

統
行

事
の

継
承

と
地

域
の

交
流

と
親

子
の

ふ
れ

あ
い

を
図

る

実 施 内 容

お
正

月
の

遊
び

や
も

ち
つ

き
な

ど
の

伝
統

文
化

を
地

元
の

方
を

講
師

に
全

館
を

貸
切

っ
て

実
施

。
飯

田
西

中
学

校
の

生
徒

が
凧

作
り

を
地

域
の

講
師

か
ら

教
え

て
も

ら
い

、
当

日
参

加
し

た
小

学
生

や
親

子
に

教
え

た
。

講
師

：
風

越
寮

佐
藤

先
生

・
中

島
芙

美
子

さ
ん

（
滝

の
沢

）
・
篠

田
啓

子
さ

ん
（
丸

山
１

）
、

豊
口

拓
也

さ
ん

（
丸

山
４

）
、

酒
井

美
幸

さ
ん

（
白

山
３

東
）

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

地
域

の
様

々
な

世
代

が
交

流
で

き
る

機
会

で
あ

り
、

ま
た

中
学

校
と

連
携

し
て

地
域

行
事

へ
の

参
加

が
少

な
い

中
学

生
が

運
営

面
か

ら
参

画
し

て
く
れ

る
事

業
で

あ
る

。
た

こ
づ

く
り

の
進

行
・

指
導

を
中

学
生

が
行

っ
た

り
、

多
様

な
体

験
に

サ
ポ

ー
ト

に
入

っ
て

も
ら

っ
た

り
し

て
い

る
。

日
本

の
伝

統
文

化
に

ふ
れ

る
機

会
で

も
あ

り
今

後
も

継
続

し
て

い
き

た
い

。

開
催

会
場

予
算

区
分

事
業

区
分

5
0

1
回

参
加

・
登

録
数

1
3
0

育 成 事 業

親
子

交
流

体
験

事
業

　
「
子

ど
も

の
森

公
園

探
検

隊
」

地
区

費

育 成 事 業

お
正

月
飾

り
教

室
市

・
地

継
続

1
4
0

新
規

1
5
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

育 成 事 業

正
月

あ
そ

び
・
も

ち
つ

き
体

験
市

・
地

継
続

育 成 事 業

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
教

室
支

援
事

業
地

区
費

継
続

3
1
8
0

丸
山

公
民

館

開
催

会
場

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

目 的

子
ど

も
の

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
活

動
の

充
実

を
目

的
に

各
教

室
の

連
携

を
深

め
な

が
ら

支
援

し
て

い
く
。

実 施 内 容

4
/
8
開

講
式

（
指

導
者

紹
介

、
あ

い
さ

つ
、

各
教

室
の

事
業

計
画

に
つ

い
て

ほ
か

）
9
/
2
5
研

修
会

「
成

長
期

の
子

ど
も

の
食

事
を

学
ぼ

う
」

3
/
1
0
閉

講
式

（
各

教
室

活
動

発
表

、
修

了
証

の
授

与
、

あ
い

さ
つ

ほ
か

）
年

２
回

、
指

導
者

・
保

護
者

代
表

打
ち

合
わ

せ
会

の
実

施
。

研
修

会
の

企
画

・
運

営
公

民
館

事
業

へ
の

参
加

の
呼

び
か

け
。

1
回

参
加

・
登

録
数

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
8
0

対
象

数
開

催
期

日

丸
山

公
民

館

丸
山

公
民

館

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

伝
統

文
化

で
あ

る
お

正
月

飾
り

を
体

験
し

て
も

ら
う

と
と

も
に

、
親

子
の

参
加

を
呼

び
か

け
る

こ
と

で
親

子
の

ふ
れ

あ
い

の
場

と
な

っ
て

い
る

。
今

後
も

継
続

し
た

事
業

と
し

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日

3
,4

5
6

1
月

2
0
日

3
,4

5
6

4
月

8
日

、
9
月

2
5
日

、
3
月

1
0
日

対
象

数
開

催
期

日

3
,4

5
6

1
2
月

1
6
日

開
催

会
場

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

合
同

で
実

施
す

る
開

講
式

と
閉

講
式

は
各

教
室

の
交

流
と

活
動

の
成

果
の

発
表

の
場

に
な

っ
て

い
る

。
保

護
者

と
の

打
ち

合
わ

せ
会

は
各

教
室

の
情

報
交

換
の

場
と

な
っ

て
い

る
。

公
民

館
の

事
業

へ
の

参
加

を
呼

び
か

け
る

こ
と

で
教

室
を

越
え

た
交

流
も

行
っ

て
い

る
。

少
子

化
に

よ
り

加
入

数
が

減
っ

て
お

り
、

他
地

区
と

合
同

の
話

が
出

て
い

る
教

室
も

あ
る

た
め

、
今

後
の

動
向

を
見

な
が

ら
進

め
た

い
。

3
,4

5
6

7
月

2
9
日

目 的

青
少

年
の

健
全

育
成

の
た

め
に

は
、

「
家

庭
教

育
」
が

重
要

で
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

「
家

庭
内

で
の

親
子

の
つ

な
が

り
」
を

深
め

、
ま

た
、

「
地

域
と

の
つ

な
が

り
」
を

深
め

ら
れ

る
よ

う
な

事
業

を
計

画
・
実

施
す

る
。

実 施 内 容

子
ど

も
の

森
公

園
と

協
力

し
、

育
成

部
と

の
合

同
事

業
と

し
て

企
画

・
実

施
。

便
利

な
世

の
中

に
な

っ
た

こ
と

に
よ

り
、

大
人

が
子

ど
も

に
「
真

剣
に

」
向

き
合

う
こ

と
、

そ
し

て
子

ど
も

が
「
人

を
見

て
育

つ
」
こ

と
が

減
っ

て
き

て
い

る
。

ま
た

、
子

ど
も

の
遊

び
は

ゲ
ー

ム
中

心
で

あ
り

、
自

然
と

関
わ

り
な

が
ら

遊
ぶ

機
会

が
少

な
く
な

っ
て

い
る

。
親

子
で

会
話

し
な

が
ら

「
自

然
に

夢
中

に
な

る
」
経

験
を

す
る

こ
と

で
、

親
子

、
ま

た
家

庭
内

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

活
発

に
し

た
い

と
い

う
育

成
部

の
想

い
か

ら
企

画
し

た
。

今
年

度
で

３
年

目
の

企
画

。

日
時

：
7
月

2
9
日

（
日

）
場

所
：
か

ざ
こ

し
子

ど
も

の
森

公
園

講
師

：
育

成
部

、
子

ど
も

の
森

公
園

菅
沼

昭
彦

さ
ん

・
熊

谷
康

平
さ

ん
内

容
：
　

「
親

子
」
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

し
た

火
起

こ
し

体
験

、
飯

ご
う

炊
さ

ん
、

川
魚

に
つ

い
て

知
る

（
つ

か
み

ど
り

、
さ

ば
く

、
塩

焼
き

）
、

会
食

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

昨
年

度
、

一
昨

年
度

と
大

好
評

を
い

た
だ

い
た

企
画

の
３

年
目

。
今

年
度

は
内

容
を

大
き

く
変

更
し

、
任

期
２

年
目

の
育

成
部

員
が

１
か

ら
企

画
を

練
っ

た
。

参
加

者
か

ら
は

、
「
マ

ッ
チ

を
使

っ
た

り
、

魚
を

さ
ば

い
た

り
、

な
ど

家
で

は
子

供
に

は
や

ら
せ

ら
れ

な
い

、
ま

た
は

親
が

手
を

出
し

て
し

ま
う

よ
う

な
体

験
を

さ
せ

て
あ

げ
る

こ
と

が
で

き
て

よ
か

っ
た

」
な

ど
、

前
向

き
な

感
想

が
目

立
っ

た
。

ま
た

外
部

講
師

だ
け

で
な

く
、

育
成

部
員

自
身

が
自

身
の

こ
れ

ま
で

の
経

験
を

活
か

し
て

講
師

と
な

り
、

「
学

び
あ

い
」
が

行
わ

れ
た

こ
と

が
、

特
筆

す
べ

き
点

と
感

じ
る

。

来
年

度
は

、
事

業
目

的
・
大

切
に

し
た

い
ポ

イ
ン

ト
を

再
度

確
認

し
な

が
ら

、
事

業
内

容
を

組
み

立
て

て
い

き
た

い
。

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
伝

統
行

事
の

継
承

と
地

域
の

交
流

と
親

子
の

ふ
れ

あ
い

を
図

る

実 施 内 容

日
本

の
お

正
月

の
伝

統
文

化
で

あ
る

し
め

縄
や

お
や

す
な

ど
の

お
正

月
か

ざ
り

を
地

元
の

方
を

講
師

に
体

験
し

た
。

親
子

で
の

参
加

を
呼

び
か

け
た

。
久

保
田

浩
史

氏
（
丸

山
町

３
）

開
催

期
日

か
ざ

こ
し

子
ど

も
の

森
公

園

開
催

会
場

1
1
3
0

事
業

名

評 価4
0

評 価

対
象

数

－56－



丸
山

公
民

館
の

事
業

報
告

N
o
.7

区
分

区
分

区
分

区
分合 同 事 業

丸
山

・
羽

場
地

区
成

人
式

市
・
地

継
続

1
1
4
5

1
4
5

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

実 施 内 容

丸
山

・
羽

場
地

区
合

同
で

各
種

団
体

の
代

表
と

新
成

人
有

志
に

よ
り

実
行

委
員

会
を

組
織

し
、

年
ご

と
順

番
で

担
当

館
を

持
ち

回
り

開
催

。
今

年
度

は
丸

山
公

民
館

長
が

実
行

委
員

長
と

し
て

実
施

。
・
地

域
学

習
in

大
平

宿
新

成
人

の
小

学
生

時
の

思
い

出
か

ら
、

大
平

宿
に

つ
い

て
、

現
地

に
て

昔
行

っ
た

囲
炉

裏
体

験
と

と
と

も
に

、
大

平
宿

を
大

切
に

し
、

保
全

し
て

い
る

方
の

想
い

を
聞

い
た

。
・
式

典
、

祝
賀

会
の

企
画

運
営

・
西

中
３

年
生

へ
「
未

来
の

自
分

と
地

域
を

考
え

る
会

」
の

実
施

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

地
区

で
実

施
す

る
成

人
式

と
し

て
、

新
成

人
を

お
祝

い
す

る
た

め
に

地
区

の
関

係
者

、
恩

師
を

招
い

て
開

催
し

た
。

準
備

会
・
実

行
委

員
会

の
場

で
地

区
で

成
人

式
を

開
催

す
る

目
的

を
共

有
し

、
ね

ら
い

を
持

っ
た

成
人

式
、

祝
賀

会
と

し
て

企
画

で
き

た
こ

と
が

良
か

っ
た

。
祝

賀
会

は
新

成
人

実
行

委
員

が
企

画
運

営
・
進

行
を

行
う

中
で

、
地

区
の

大
人

と
話

を
し

、
「
つ

な
が

る
き

っ
か

け
」
が

で
き

る
機

会
と

な
っ

た
。

次
年

度
は

羽
場

公
民

館
を

会
場

と
し

て
実

施
す

る
が

、
地

区
公

民
館

で
成

人
式

を
す

る
意

味
や

目
的

を
実

行
委

員
の

中
で

共
有

し
た

う
え

で
、

事
業

内
容

を
検

討
し

て
い

き
た

い
。

対
象

数

3
0
0

5
月

9
日

、
5
月

1
9
日

、
1
2
月

8
日

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

飯
田

西
中

学
校

の
伝

統
あ

る
事

業
で

あ
り

、
主

に
中

学
生

が
地

元
の

山
に

登
り

、
自

然
や

野
鳥

に
親

し
み

を
持

っ
て

も
ら

う
機

会
で

あ
る

。
今

後
も

中
学

校
と

連
携

を
取

り
な

が
ら

進
め

て
い

き
た

い
。

風
越

山
麓

周
辺

目 的

中
学

生
・
地

区
住

民
を

対
象

に
、

探
鳥

会
を

通
し

て
風

越
山

麓
の

自
然

に
触

れ
る

こ
と

に
よ

り
、

環
境

意
識

の
高

揚
を

図
る

1
月

1
3
日

丸
山

公
民

館

開
催

期
日

開
催

会
場

1
5
9

新
成

人
を

対
象

に
「

地
域

に
誇

り
と

愛
着

を
持

ち
、

将
来

に
お

け
る

自
己

の
あ

り
方

を
見

つ
め

る
」
を

目
的

に
実

施
す

る
。

5
3
3

4
月

～
3
月

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

放
課

後
の

子
ど

も
達

の
安

心
、

安
全

な
居

場
所

つ
く
り

の
た

め
に

、
地

域
の

大
人

が
ス

タ
ッ

フ
と

し
て

登
録

し
実

施
し

て
い

る
。

異
学

年
の

児
童

同
士

の
交

流
に

よ
り

自
主

性
や

協
調

性
を

高
め

る
こ

と
も

目
的

と
さ

れ
て

い
る

。
地

域
の

ス
タ

ッ
フ

の
も

と
様

々
な

体
験

が
で

き
て

い
る

。
ス

タ
ッ

フ
は

研
修

会
へ

の
参

加
な

ど
を

積
極

的
な

取
り

組
み

を
し

て
い

る
。

「
飯

田
型

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ス
ク

ー
ル

」
の

基
礎

と
な

る
事

業
で

あ
る

。
学

校
・
Ｐ

Ｔ
Ａ

・
地

域
と

し
っ

か
り

連
携

を
と

り
な

が
ら

今
後

も
展

開
し

て
い

く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

丸
山

小
学

校

開
催

会
場

対
象

数
開

催
期

日

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

目 的

丸
山

小
学

校
Ｐ

Ｔ
Ａ

及
び

一
般

を
対

象
に

、
子

育
て

に
つ

い
て

考
え

る
機

会
を

設
け

家
庭

教
育

の
推

進
を

図
る

。

実 施 内 容

羽
場

・
丸

山
・
東

野
公

民
館

共
催

。
テ

ー
マ

：
「
こ

ど
も

っ
て

ね
…

」
～

子
ど

も
達

が
「
も

う
１

回
読

ん
で

！
」
と

い
う

本
、

子
ど

も
達

の
大

好
き

な
一

冊
か

ら
分

か
る

こ
と

～
講

師
：
下

沢
　

洋
子

氏
（
ガ

ン
バ

の
会

主
宰

）
子

ど
も

達
に

と
っ

て
大

切
な

本
を

通
し

た
学

び
や

想
い

、
大

人
の

関
わ

り
方

等
に

つ
い

て
お

話
し

い
た

だ
い

た
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

丸
山

小
学

校
、

Ｐ
Ｔ

Ａ
、

羽
場

、
丸

山
、

東
野

公
民

館
の

共
催

事
業

で
あ

る
。

昨
年

度
か

ら
公

民
館

が
テ

ー
マ

、
講

師
選

定
の

段
階

か
ら

関
わ

り
、

学
校

、
家

庭
、

地
域

の
大

人
た

ち
が

子
ど

も
の

現
状

と
課

題
に

つ
い

て
共

有
し

た
う

え
で

講
師

選
定

を
行

っ
て

い
る

。
今

後
も

、
学

校
教

育
・

家
庭

教
育

側
だ

け
で

な
く

、
社

会
教

育
側

の
観

点
も

取
り

入
れ

な
が

ら
、

事
業

展
開

を
行

い
た

い
。

合 同 事 業

家
庭

教
育

講
演

会
（
羽

場
・
丸

山
・
東

野
）

市
費

継
続

1
1
0
0

1
0
0

1
1
,2

1
2

1
1
月

2
2
日

丸
山

小
学

校

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

評 価

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

目 的

地
域

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ス
タ

ッ
フ

の
指

導
と

見
守

り
に

よ
り

、
安

全
な

子
ど

も
た

ち
の

居
場

所
づ

く
り

を
目

指
す

。

実 施 内 容

放
課

後
の

児
童

の
居

場
所

づ
く
り

と
し

て
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ス

タ
ッ

フ
が

指
導

と
見

守
り

を
行

う
。

活
動

日
：
毎

週
水

曜
日

　
学

期
に

１
回

の
土

曜
日

ま
た

は
日

曜
日

に
参

観
日

。
体

育
館

・
プ

レ
ー

ル
ー

ム
・
グ

ラ
ウ

ン
ド

・
図

工
室

に
分

か
れ

て
活

動
。

各
地

区
の

文
化

祭
で

の
作

品
の

展
示

。
学

期
ご

と
に

運
営

委
員

会
・
ス

タ
ッ

フ
会

を
開

催
。

丸
山

小
学

校
区

の
羽

場
・
丸

山
・
東

野
地

区
の

合
同

事
業

。

1
回

参
加

・
登

録
数

合 同 事 業

丸
山

小
学

校
放

課
後

子
ど

も
教

室
（
青

空
ス

ク
ー

ル
）

他
会

計
継

続
4
0

2
,7

2
0

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

6
8

実 施 内 容

羽
場

公
民

館
・
丸

山
公

民
館

・
飯

田
西

中
学

校
共

催
事

業
西

中
学

校
の

生
徒

を
中

心
に

地
元

住
民

も
参

加
し

、
探

鳥
会

を
行

っ
た

。
講

師
か

ら
鳥

の
観

察
や

自
然

全
般

に
対

す
る

説
明

を
行

っ
て

も
ら

っ
た

。
【
春

】
飯

田
西

中
学

校
～

石
灯

籠
周

辺
ま

で
【
冬

】
か

ざ
こ

し
子

ど
も

の
森

公
園

周
辺

評 価

事
業

名
予

算
区

分

合 同 事 業

探
鳥

会
市

費
継

続
3

3
0
0

1
0
0

事
業

名
予

算
区

分

事
業

区
分

事
業

区
分

－57－



丸
山

公
民

館
の

事
業

報
告

N
o
.8

区
分

区
分

区
分

目 的

丸
山

小
学

校
児

童
を

対
象

に
、

夏
休

み
の

規
則

正
し

い
生

活
の

支
援

と
地

域
を

学
ぶ

活
動

を
通

し
て

誇
り

と
愛

着
の

醸
成

を
図

る

実 施 内 容

丸
山

小
学

校
区

の
羽

場
・
丸

山
・
東

野
公

民
館

の
合

同
事

業
。

子
ど

も
達

の
規

則
正

し
い

生
活

習
慣

と
地

域
の

方
々

や
異

年
齢

の
児

童
で

協
力

し
て

行
う

体
験

を
重

視
し

、
3
日

間
通

し
た

活
動

で
顔

の
見

え
る

関
係

作
り

を
目

指
し

た
。

(実
施

内
容

)
午

前
中

：
宿

題
、

囲
碁

ボ
ー

ル
体

験
午

後
：
座

禅
体

験
(1

日
)、

水
引

工
作

(2
日

)、
飯

盒
・
カ

レ
ー

作
り

，
人

形
劇

鑑
賞

(3
日

)

評 価

合 同 事 業

夏
休

み
子

ど
も

寺
子

屋
市

・
地

継
続

3
2
7
1

8
9

5
3
3

8
月

1
日

～
3
日

数
量

的
成

果
（
項

目
名

と
数

値
）

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

丸
山

小
学

校
放

課
後

子
ど

も
教

室
の

ス
タ

ッ
フ

の
皆

さ
ん

を
中

心
に

地
域

の
方

々
に

協
力

し
て

い
た

だ
き

、
計

画
実

施
し

て
き

た
。

3
地

区
で

関
わ

る
の

で
3
地

区
そ

れ
ぞ

れ
の

特
徴

を
活

か
し

、
地

域
を

感
じ

ら
れ

る
内

容
を

意
識

し
た

。
当

初
の

見
込

み
以

上
に

参
加

者
が

集
ま

り
、

ま
た

異
例

の
猛

暑
の

為
、

一
部

内
容

を
変

更
し

た
り

、
臨

時
打

合
せ

を
行

っ
た

り
し

て
き

た
。

保
護

者
や

参
加

す
る

子
ど

も
達

か
ら

も
好

評
で

あ
る

の
で

、
子

ど
も

達
に

体
験

か
ら

学
ん

で
ほ

し
い

こ
と

を
話

し
合

い
な

が
ら

次
年

度
も

3
地

区
で

行
っ

て
い

き
た

い
。

事
業

名

羽
場

公
民

館
他

予
算

区
分

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

合 同 事 業

丸
山

地
区

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

大
会

市
・
地

新
規

1
1
2
0

1
2
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

①
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
で

心
も

体
も

元
気

で
長

生
き

で
き

る
た

め
の

健
康

づ
く
り

。
②

風
越

山
麓

を
巡

り
、

自
然

豊
か

な
地

域
の

良
さ

に
ふ

れ
る

。
③

親
子

や
地

域
住

民
の

ふ
れ

あ
い

・
交

流
を

深
め

る
。

実 施 内 容

健
康

福
祉

委
員

会
と

の
共

同
事

業
と

し
て

、
「
丸

山
地

区
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
大

会
」
を

実
施

。

コ
ー

ス
は

２
つ

用
意

し
、

公
民

館
主

管
の

「
み

ち
く
さ

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

コ
ー

ス
」
、

健
康

福
祉

委
員

会
主

管
の

「
ポ

ー
ル

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

体
験

コ
ー

ス
」
を

用
意

し
て

実
施

。
両

コ
ー

ス
と

も
地

元
の

風
越

山
麓

を
一

周
し

、
阿

弥
陀

寺
や

白
山

社
な

ど
文

化
財

を
通

る
コ

ー
ス

を
設

定
し

て
い

る
。

自
然

や
文

化
財

に
親

し
ん

で
も

ら
う

と
と

も
に

、
左

記
の

目
的

を
達

成
で

き
る

よ
う

な
内

容
で

実
施

し
た

。
全

部
会

に
協

力
い

た
だ

く
事

業
。

ゴ
ー

ル
で

豚
汁

サ
ー

ビ
ス

を
行

う
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

開
催

時
期

を
春

休
み

中
の

3
月

と
し

大
勢

の
親

子
が

参
加

し
て

い
る

。
健

康
福

祉
委

員
会

の
基

本
構

想
の

中
で

の
「
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
事

業
実

施
」
を

公
民

館
と

合
同

実
施

。
タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
公

民
館

＝
親

子
、

健
康

福
祉

＝
大

人
に

絞
り

、
1
つ

の
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
大

会
と

し
て

実
施

。

風
越

山
登

山
の

機
会

が
少

な
く

な
っ

て
い

る
小

学
生

や
中

学
生

に
と

っ
て

も
良

い
機

会
で

あ
る

。
宝

探
し

ビ
ン

ゴ
な

ど
も

取
り

入
れ

楽
し

み
な

が
ら

自
然

に
ふ

れ
る

機
会

で
あ

り
、

継
続

事
業

と
し

た
い

。
今

後
、

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

事
業

を
ど

う
実

施
し

て
い

く
か

に
つ

い
て

も
幅

広
く
検

討
し

て
い

き
た

い
。

対
象

数

丸
山

公
民

館
　

ほ
か

開
催

会
場

開
催

期
日

3
,4

5
6

3
月

2
1
日

1
5

1
回

参
加

・
登

録
数

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

2
6
年

度
策

定
の

「
丸

山
地

区
基

本
構

想
」
で

は
、

テ
ー

マ
が

”
風

越
山

と
と

も
に

住
み

続
け

た
い

自
然

豊
か

な
ま

ち
丸

山
”
と

な
っ

て
い

る
。

リ
ニ

ア
時

代
に

向
け

、
今

後
も

地
区

の
大

き
な

シ
ン

ボ
ル

で
あ

る
風

越
山

に
、

様
々

な
角

度
か

ら
ア

プ
ロ

ー
チ

す
る

こ
と

を
考

え
な

が
ら

、
今

後
も

、
ま

ち
づ

く
り

委
員

会
を

含
め

た
地

域
全

体
で

の
活

動
に

発
展

さ
せ

た
い

。

今
年

度
は

左
記

に
あ

る
よ

う
に

活
動

を
積

極
的

に
行

っ
て

き
た

。
今

後
は

、
登

山
ガ

イ
ド

の
養

成
や

、
鳥

獣
被

害
等

の
生

活
課

題
に

直
結

す
る

よ
う

な
事

業
に

つ
い

て
も

実
施

を
検

討
し

て
い

き
た

い
。

風
越

山
麓

周
辺

開
催

会
場

3
,4

5
6

通
年

合 同 事 業

風
越

山
麓

わ
く
わ

く
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
地

区
費

新
規

1
5

1
5
0

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
地

区
の

シ
ン

ボ
ル

風
越

山
を

暮
ら

し
の

視
点

か
ら

見
つ

め
な

お
し

心
豊

か
な

地
域

づ
く

り
を

育
む

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

実 施 内 容

一
昨

年
度

か
ら

ま
ち

づ
く
り

委
員

会
と

協
力

し
て

行
っ

て
い

る
取

り
組

み
。

今
年

度
か

ら
、

ま
ち

づ
く
り

委
員

会
内

の
一

委
員

会
と

し
て

も
認

め
ら

れ
た

。
活

動
の

目
的

は
、

地
区

の
自

然
・
歴

史
・
文

化
等

を
は

じ
め

と
す

る
地

域
の

宝
を

活
か

し
、

将
来

に
わ

た
り

こ
の

地
区

に
住

み
続

け
た

い
ま

ち
に

す
る

た
め

の
１

つ
の

事
業

と
し

て
、

山
林

整
備

や
育

苗
、

地
区

内
の

美
化

活
動

、
郷

土
愛

を
育

む
各

種
イ

ベ
ン

ト
等

を
開

催
す

る
こ

と
。

①
育

苗
管

理
：
ヤ

マ
ザ

ク
ラ

、
ナ

デ
シ

コ
、

ベ
ニ

マ
ン

サ
ク

（
通

年
）

②
夕

源
平

の
山

林
整

備
　

1
1
/
1
6
,1

1
/
1
8

③
ブ

ル
ー

ベ
リ

ー
植

栽
　

5
/
1
9
,6

/
2
,7

/
2
2
,9

/
2
4

④
イ

ベ
ン

ト
企

画
・
実

施
樹

木
観

察
会

・
ツ

リ
ー

ク
ラ

イ
ミ

ン
グ

1
0
/
2
1
、

き
の

こ
菌

打
ち

3
/
1
0

⑤
学

習
・
交

流
　

講
演

会
1
1
/
2
2
、

視
察

研
修

（
長

野
市

戸
隠

）
8
/
2
8

⑥
事

業
へ

の
参

画
風

越
山

麓
公

園
で

遊
ぼ

う
5
/
6

、
登

山
マ

ラ
ソ

ン
お

も
て

な
し

9
/
1
9
,1

0
/
4

⑦
風

越
山

案
内

看
板

設
置

　
1
2
/
2
5

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

対
象

数
開

催
期

日
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区
分

区
分

区
分

区
分

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

会
場

そ の 他

対
象

数
開

催
期

日

2
7
8

6
月

～
1
0
月

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

3
,4

5
6

通
年

丸
山

小
学

校
か

ざ
こ

し
タ

イ
ム

他
会

計
継

続
5

丸
山

公
民

館
・
丸

山
小

学
校

他

開
催

会
場

1
,3

9
0

2
7
8

丸
山

公
民

館
、

風
越

山
等

評 価

目 的
丸

山
小

学
校

と
地

域
の

連
携

を
図

る
。

実 施 内 容

小
学

校
の

ク
ラ

ブ
活

動
（
か

ざ
こ

し
タ

イ
ム

）
を

地
域

の
方

が
講

師
と

な
っ

て
指

導
す

る
。

小
学

生
と

地
域

の
方

と
の

交
流

を
深

め
、

地
域

の
行

事
に

積
極

的
に

参
加

し
て

い
く

態
度

や
郷

土
愛

の
育

成
に

つ
な

げ
る

。
小

学
校

か
ら

講
師

の
希

望
が

あ
っ

た
ク

ラ
ブ

に
つ

い
て

公
民

館
が

地
域

の
人

材
を

探
す

役
割

を
行

っ
て

い
る

。
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

地
域

の
方

に
教

わ
り

な
が

ら
地

域
の

よ
さ

を
感

じ
て

も
ら

い
交

流
も

で
き

て
い

る
。

文
化

祭
で

作
品

展
示

や
活

動
の

様
子

の
紹

介
が

で
き

た
。

地
域

の
負

担
が

大
き

く
な

り
す

ぎ
な

い
よ

う
、

学
校

と
事

業
の

目
的

や
意

義
に

つ
い

て
、

今
後

も
充

分
な

打
合

せ
が

必
要

で
あ

る
。

事
業

名
予

算
区

分

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

飯
田

の
シ

ン
ボ

ル
「
風

越
山

」
の

自
然

・
歴

史
・
文

化
に

ふ
れ

る
機

会
を

通
し

て
、

山
の

魅
力

を
伝

え
自

然
保

護
を

高
め

る
活

動
を

展
開

し
て

い
る

。
運

営
委

員
会

を
中

心
に

企
画

運
営

を
行

っ
て

い
る

。
登

山
の

実
施

前
実

施
後

は
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

通
じ

て
情

報
発

信
し

て
い

る
。

今
後

も
地

域
内

外
の

住
民

に
風

越
山

の
魅

力
を

感
じ

て
も

ら
う

た
め

の
事

業
を

検
討

し
て

い
き

た
い

。

そ の 他

風
越

山
を

愛
す

る
会

事
務

局
他

会
計

継
続

1
4

1
8
0

1
5

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

飯
田

市
の

シ
ン

ボ
ル

「
風

越
山

」
の

自
然

・
歴

史
・
文

化
に

ふ
れ

る
機

会
を

と
お

し
て

、
山

の
魅

力
を

伝
え

自
然

保
護

の
意

識
を

高
め

る
。

実 施 内 容

運
営

委
員

会
を

開
催

し
企

画
運

営
。

「
風

の
た

よ
り

」
の

発
行

（
年

数
回

）
。

風
越

山
の

イ
ラ

ス
ト

マ
ッ

プ
を

販
売

し
、

飯
田

市
各

地
の

小
学

校
の

登
山

・
学

習
に

も
使

用
さ

れ
て

い
る

。
年

間
を

通
し

て
季

節
折

々
の

登
山

や
元

旦
登

山
等

を
行

い
、

自
然

観
察

登
山

や
登

山
道

整
備

登
山

、
看

板
整

備
、

登
山

ガ
イ

ド
な

ど
を

行
う

。
ま

た
風

越
登

山
マ

ラ
ソ

ン
や

地
元

神
社

の
祭

典
、

関
係

イ
ベ

ン
ト

等
へ

の
協

力
も

し
て

い
る

。
風

越
山

麓
わ

く
わ

く
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

も
連

携
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日

そ の 他

丸
山

の
歌

を
つ

く
ろ

う
！

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

市
・
地

新
規

1
5

7
,5

0
0

1
2

3
,4

5
6

通
年

そ の 他

ま
る

や
ま

石
窯

部
他

会
計

新
規

1
0

1
5
0

3
0

3
,4

5
6

通
年

丸
山

公
民

館

目 的

誰
も

が
気

軽
に

集
え

る
ス

ペ
ー

ス
作

り
を

通
し

て
、

住
民

相
互

の
学

習
・
交

流
を

深
め

る

実 施 内 容

組
織

を
立

ち
上

げ
て

２
年

目
。

こ
の

組
織

は
、

石
窯

を
活

用
し

な
が

ら
、

「
誰

で
も

気
軽

に
集

ま
り

、
一

緒
に

楽
し

く
活

動
し

な
が

ら
、

親
睦

を
深

め
ら

れ
る

場
づ

く
り

」
を

目
指

し
て

い
る

。
公

民
館

と
し

て
は

、
石

窯
部

の
活

動
や

関
わ

る
人

の
想

い
を

広
げ

ら
れ

る
よ

う
に

事
業

を
援

助
。

（
１

）
新

石
窯

の
築

造
・
皆

で
ア

イ
デ

ィ
ア

を
出

し
、

意
見

を
交

わ
し

な
が

ら
、

築
造

を
行

う
。

（
２

）
「
リ

ニ
ア

時
代

」
を

見
据

え
た

学
習

と
交

流
・
メ

ン
バ

ー
の

交
流

だ
け

で
な

く
、

地
区

内
外

の
様

々
な

方
と

交
流

す
る

。
今

年
度

は
在

住
外

国
人

（
丸

山
○

○
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）
と

の
交

流
を

実
施

。

（
３

）
石

窯
の

活
用

・
ピ

ザ
、

パ
ン

、
ロ

ー
ス

ト
チ

キ
ン

な
ど

の
料

理
等

、
石

窯
の

さ
ら

な
る

活
用

を
研

究
す

る
。

・
丸

山
地

区
文

化
祭

を
は

じ
め

、
丸

山
地

区
の

事
業

に
協

力
す

る
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

現
メ

ン
バ

ー
約

3
0
名

の
中

に
は

老
若

男
女

幅
広

い
世

代
が

参
画

し
、

気
軽

に
話

が
出

来
る

関
係

に
な

っ
て

い
る

。
・
新

石
窯

の
築

造
で

は
、

メ
ン

バ
ー

内
の

設
計

士
や

建
築

会
社

の
人

、
"
石

"
を

職
業

と
さ

れ
て

い
る

人
、

旧
石

窯
を

作
っ

た
人

な
ど

、
メ

ン
バ

ー
内

で
の

知
識

や
経

験
を

総
動

員
し

、
想

い
が

こ
も

っ
た

石
窯

を
作

る
こ

と
が

出
来

た
。

・
在

住
外

国
人

と
の

交
流

事
業

を
行

っ
た

。
今

ま
で

関
わ

り
が

な
か

っ
た

方
々

と
の

交
流

に
よ

り
、

新
た

な
発

見
・
気

づ
き

や
「
人

と
話

す
・
交

流
す

る
」
こ

と
の

楽
し

さ
を

多
く
の

方
が

感
じ

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
リ

ニ
ア

時
代

に
向

け
、

さ
ら

に
多

く
の

方
と

の
交

流
を

し
、

ま
た

石
窯

の
さ

ら
な

る
活

用
に

つ
い

て
研

究
し

て
い

く
。

ま
た

、
よ

り
良

い
取

組
に

な
る

よ
う

、
メ

ン
バ

ー
内

や
地

区
内

で
の

連
携

・
情

報
交

換
を

行
っ

て
い

き
た

い
。

丸
山

公
民

館
・
文

化
会

館
等

目 的

地
区

へ
の

「
想

い
」
や

「
誇

り
」
を

、
老

若
男

女
誰

で
も

表
現

で
き

る
”
歌

”
で

歌
い

継
ぐ

こ
と

で
、

地
域

の
つ

な
が

り
や

元
気

、
絆

を
生

み
出

す
こ

と
。

実 施 内 容

一
昨

年
度

か
ら

ま
ち

づ
く
り

委
員

会
と

協
力

し
行

っ
て

い
る

取
り

組
み

。
昨

年
度

完
成

し
た

丸
山

の
歌

"
ふ

る
さ

と
丸

山
～

愛
し

き
わ

が
街

～
"
に

つ
い

て
、

作
成

ま
で

の
プ

ロ
セ

ス
を

文
化

祭
に

て
公

開
し

た
り

、
丸

山
公

民
館

大
会

議
室

や
各

自
治

会
の

集
会

所
に

歌
詞

表
示

パ
ネ

ル
の

展
示

を
行

う
な

ど
、

「
想

い
を

広
げ

る
活

動
」
に

重
点

を
置

き
、

行
っ

た
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

昨
年

度
ま

で
の

プ
ロ

セ
ス

の
中

で
、

「
丸

山
地

区
の

今
後

」
に

つ
い

て
真

剣
に

話
し

、
共

有
で

き
た

想
い

を
、

今
年

度
は

少
し

ず
つ

広
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

地
区

内
で

の
様

々
な

団
体

の
総

会
・
納

涼
祭

、
運

動
会

、
文

化
祭

、
新

年
会

な
ど

で
歌

わ
れ

て
い

る
。

培
わ

れ
た

想
い

を
つ

な
げ

、
広

げ
て

い
く
た

め
に

、
ま

ち
づ

く
り

委
員

会
や

各
自

治
会

と
し

っ
か

り
と

話
を

し
て

い
き

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

－59－



東
野

公
民

館
の

事
業

報
告

№
1

区
分

区
分

区
分

区
分

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

地
域

住
民

か
ら

の
要

望
や

時
勢

に
合

っ
た

も
の

、
地

域
再

発
見

に
繋

が
る

も
の

が
企

画
で

き
、

参
加

者
は

身
近

な
話

題
・
課

題
と

し
て

学
習

で
き

た
。

今
後

も
東

野
ま

ち
づ

く
り

会
議

各
委

員
会

等
地

域
の

団
体

と
連

携
し

な
が

ら
認

識
、

再
認

識
す

べ
き

こ
と

を
テ

ー
マ

と
し

て
企

画
し

て
い

き
た

い
。

実 施 内 容

独
居

高
齢

者
学

級
「
五

福
の

会
」

市
費

事
業

名
予

算
区

分

実 施 内 容

東
野

公
民

館
7
1

7
1

2
,9

3
6

実
施

内
容

参
照

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数

1
,5

7
9

実
施

内
容

参
照

1
回

参
加

・
登

録
数

東
野

公
民

館

対
象

数

評 価

開
催

期
日

2
0

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

参
加

者
に

自
ら

企
画

し
て

も
ら

う
こ

と
で

、
積

極
的

に
参

加
し

て
も

ら
う

こ
と

が
で

き
た

。
他

の
学

級
同

様
に

参
加

者
が

減
少

傾
向

に
あ

る
が

、
自

主
的

に
事

業
運

営
を

行
い

活
発

的
な

事
業

に
向

け
、

参
加

者
自

身
も

周
囲

に
呼

び
か

け
誘

い
合

う
等

女
性

ら
し

い
発

想
を

地
域

活
動

を
結

び
付

け
ら

れ
る

よ
う

取
り

組
ん

で
い

き
た

い
。

開
催

会
場

1
0

目 的

8
0

地
区

内
女

性
を

対
象

に
、

学
習

・
交

流
を

図
る

実 施 内 容

女
性

学
級

「
め

だ
か

の
学

校
」

市
費

毎
月

第
２

火
曜

日
に

開
催

し
た

。
受

講
生

の
中

か
ら

正
副

学
級

長
を

選
出

し
、

内
容

は
館

長
、

主
事

、
学

級
生

が
話

し
合

い
考

案
し

た
。

①
5
/
8
開

講
式

、
②

6
/
1
2
囲

碁
ボ

ー
ル

、
③

7
/
9
満

蒙
開

拓
平

和
記

念
館

見
学

、
④

9
/
1
1
健

康
運

動
、

⑤
1
0
/
9
手

芸
、

⑥
1
1
/
1
3
研

修
旅

行
（
サ

ン
リ

ツ
服

部
美

術
館

、
北

澤
美

術
館

ほ
か

）
⑦

1
2
/
1
1
南

信
州

新
聞

社
見

学
、

⑧
1
/
8
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

体
験

、
⑨

2
/
1
2
童

謡
唱

歌
、

⑩
3
/
1
2
閉

講
式

開
催

会
場

東
野

公
民

館
　

他

事
業

区
分

学 級 ・ 講 座学 級 ・ 講 座

目 的

７
０

歳
以

上
一

人
暮

ら
し

の
お

年
寄

り
を

対
象

に
、

健
康

づ
く
り

と
交

流
の

場
づ

く
り

を
図

る

事
業

名
予

算
区

分

継
続

継
続

1
回

参
加

・
登

録
数

9
0

評 価

対
象

数

1
7

8

橋
北

・
橋

南
・
東

野
地

区
の

三
館

合
同

事
業

で
、

東
野

は
３

歳
児

を
担

当
し

た
。

内
容

に
つ

い
て

は
、

前
年

度
の

様
子

を
踏

ま
え

、
保

育
士

と
保

健
師

、
主

事
が

協
議

し
決

定
し

た
。

①
5
/
2
3
開

講
式

、
②

6
/
1
3
ゲ

ー
ム

、
ト

マ
ト

の
苗

植
え

③
6
/
2
7
動

物
園

へ
行

こ
う

、
④

7
/
1
1
運

動
遊

び
⑤

7
/
2
5
楽

し
い

人
形

劇
、

⑥
8
/
2
2
み

ん
な

で
水

遊
び

、
⑦

9
/
5
ぶ

ど
う

狩
り

（
雨

天
中

止
）
、

⑧
9
/
2
6
ピ

ザ
作

り
に

挑
戦

！
、

⑨
1
0
/
1
0
ミ

ニ
運

動
会

、
⑩

1
0
/
1
8
消

防
署

見
学

、
⑪

1
1
/
7
リ

ト
ミ

ッ
ク

、
⑫

1
1
/
2
8
絵

本
の

読
み

聞
か

せ
、

⑬
1
2
/
1
2
ク

リ
ス

マ
ス

パ
ー

テ
ィ

ー
の

準
備

、
⑭

1
2
/
1
9
ク

リ
ス

マ
ス

パ
ー

テ
ィ

ー
、

⑮
1
/
2
3
お

正
月

遊
び

、
豆

ま
き

「
鬼

は
外

！
福

は
内

！
」
、

⑯
2
/
1
3
い

ち
ご

狩
り

、
⑰

2
/
2
7
「
記

念
品

づ
く
り

、
カ

レ
ー

づ
く
り

」
、

⑱
3
/
1
3
閉

講
式

の
べ

参
加

数

1
7
0

開
催

会
場

1
1
4

目 的三
館

合
同

乳
幼

児
学

級
（
橋

北
・
橋

南
・
東

野
）

市
・
地

事
業

名
予

算
区

分

継
続

実
施

内
容

参
照

2
3
4

1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

2
4

学 級 ・ 講 座

開
催

期
日

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

親
子

の
ふ

れ
合

い
や

子
育

て
の

知
識

を
学

ぶ
内

容
が

中
心

と
な

っ
た

。
親

同
士

の
交

流
、

子
育

て
に

関
す

る
情

報
交

換
の

場
、

ま
た

、
子

ど
も

達
が

人
と

の
関

わ
り

か
ら

社
会

の
ル

ー
ル

を
学

ぶ
場

と
し

て
機

能
し

て
い

た
。

今
後

も
成

長
段

階
に

応
じ

て
必

要
な

内
容

を
提

供
で

き
る

よ
う

、
保

健
師

や
保

育
士

と
と

も
に

計
画

を
立

て
実

施
し

て
い

き
た

い
。

開
催

期
日

事
業

区
分

開
催

回
数

実
施

内
容

参
照

東
野

公
民

館

対
象

数

1
8

事
業

区
分

開
催

回
数

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

独
居

高
齢

者
を

対
象

と
し

て
い

る
と

こ
ろ

に
特

徴
が

あ
り

、
会

話
を

し
た

り
運

動
し

た
り

す
る

こ
と

で
心

身
と

も
に

健
康

に
な

る
よ

う
繋

げ
た

。
減

少
傾

向
に

あ
る

た
め

、
民

生
委

員
と

も
連

携
し

な
が

ら
募

集
を

行
い

、
独

居
高

齢
者

の
生

き
が

い
づ

く
り

に
つ

な
げ

て
い

き
た

い
。

評 価

開
催

会
場

開
催

期
日

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

継
続

住
民

を
対

象
に

、
地

域
の

歴
史

や
文

化
、

健
康

福
祉

、
環

境
等

の
生

活
に

身
近

な
課

題
を

ﾃ
ｰ

ﾏ
に

し
て

共
に

学
び

共
に

成
長

を
図

る

4

事
業

名
予

算
区

分

若
草

の
里

東
野

講
座

市
費

地
域

住
民

か
ら

の
要

望
や

時
勢

に
合

っ
た

内
容

を
設

定
し

て
開

催
し

た
。

①
7
/
2
7
「
り

ん
ご

ん
の

踊
り

を
学

ぼ
う

」
講

師
：
村

澤
み

よ
子

氏
②

1
2
/
2
2
「
そ

ば
打

ち
体

験
」
講

師
：
岡

井
武

司
氏

③
1
/
2
7
「
日

本
の

伝
統

文
化

“
の

し
”
の

お
話

を
聞

く
会

」
講

師
：
上

田
屋

の
し

店
宮

島
源

治
氏

評 価

毎
月

第
１

・
３

月
曜

日
に

開
催

し
た

。
講

師
を

招
く
な

ど
主

事
が

企
画

す
る

も
の

と
自

主
活

動
と

し
て

実
施

す
る

も
の

、
２

通
り

で
組

み
立

て
た

。
①

5
/
2
1
開

講
式

、
②

6
/
4
囲

碁
ボ

ー
ル

、
③

6
/
2
1
美

術
博

物
館

見
学

、
④

7
/
2
囲

碁
ボ

ー
ル

、
⑤

8
/
2
0
保

健
師

さ
ん

の
お

話
、

⑥
9
/
3
健

康
運

動
、

⑦
1
0
/
1
手

芸
、

⑧
1
0
/
1
5
文

化
祭

に
向

け
て

、
⑨

1
1
/
5
自

主
開

催
、

⑩
1
1
/
2
6
歌

と
楽

器
、

⑪
1
2
/
1
0
折

り
紙

に
挑

戦
、

⑫
1
2
/
1
7
囲

碁
ボ

ー
ル

、
⑬

1
/
7
お

正
月

遊
び

、
⑭

1
/
2
1
健

康
運

動
、

⑮
2
/
4
自

主
開

催
、

⑯
2
/
1
8
食

事
会

、
⑰

3
/
4
閉

講
式

学 級 ・ 講 座

目 的

乳
幼

児
と

そ
の

保
護

者
を

対
象

に
、

子
ど

も
同

士
や

親
子

の
ふ

れ
あ

い
の

場
、

親
同

士
の

交
流

の
場

を
つ

く
り

、
子

ど
も

の
健

全
な

成
長

を
図

る
。

実 施 内 容

－60－



東
野

公
民

館
の

事
業

報
告

№
2

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

2
,9

3
6

実
施

内
容

参
照

東
野

公
民

館

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
活

動
の

成
果

発
表

の
機

会
を

図
る

。

実 施 内 容

芸
能

発
表

会
、

展
示

発
表

会
と

も
に

実
行

委
員

会
を

組
織

し
、

事
前

の
準

備
か

ら
当

日
の

運
営

ま
で

、
実

行
委

員
が

主
体

的
に

関
わ

っ
た

。
<
開

催
概

要
>

◆
芸

能
発

表
会

　
期

日
：
1
0
/
2
1
　

 　
参

加
団

体
：
1
1
団

体
　

参
加

人
数

：
4
0
0
人

◆
展

示
発

表
会

　
期

日
：
1
1
/
3
～

1
1
/
4
　

参
加

団
体

：
2
3
団

体
　

参
加

人
数

：
3
0
0
人

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

芸
能

発
表

会
は

、
出

演
者

の
高

齢
化

が
進

む
中

、
入

舟
幼

稚
園

、
飯

田
東

中
学

校
有

志
合

唱
団

、
人

形
劇

ク
ラ

ブ
が

参
加

し
、

盛
大

に
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
展

示
発

表
会

に
お

い
て

も
、

児
童

や
生

徒
の

作
品

を
展

示
し

、
賑

や
か

に
行

え
た

。
両

発
表

会
と

も
地

域
を

あ
げ

て
の

行
事

で
あ

る
の

で
、

ま
ち

づ
く
り

会
議

と
連

携
し

、
幅

広
い

年
齢

層
が

参
加

す
る

文
化

祭
を

目
指

し
て

い
く
。対

象
数

開
催

期
日

開
催

会
場

文 化 事 業

第
4
6
回

東
野

区
民

文
化

祭
市

・
地

継
続

1
7
0
0

7
0
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,9

3
6

実
施

内
容

参
照

実
施

内
容

参
照

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
身

近
な

と
こ

ろ
で

、
人

形
劇

を
親

し
む

環
境

づ
く

り
と

、
住

民
の

主
体

的
文

化
活

動
の

推
進

を
図

る
。

実 施 内 容

<
開

催
概

要
>

①
8
/
３

高
羽

町
南

自
治

会
館

「
す

ー
」
の

テ
ー

ブ
ル

シ
ア

タ
ー

・
な

に
ぬ

の
屋

観
劇

者
数

：
5
6
人

②
8
/
４

高
羽

町
東

公
民

館
　

風
工

場
・
手

風
琴

　
観

劇
者

数
：
6
8
人

③
8
/
９

大
宮

諏
訪

神
社

社
務

所
飯

田
東

中
り

ん
ご

劇
団

・
人

形
劇

フ
ァ

ミ
リ

ー
ひ

み
ち

ゃ
た

い
　

観
劇

者
数

：
8
0
人

④
8
/
９

慈
光

保
育

園
　

人
形

劇
団

ク
ス

ク
ス

　
観

劇
者

数
：
1
4
4
人

⑤
8
/
1
2
東

野
公

民
館

　
人

形
劇

だ
ん

大
福

　
観

劇
者

数
：
1
0
4
人

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

運
営

は
専

門
委

員
や

自
治

会
そ

れ
ぞ

れ
が

主
体

的
に

取
り

組
ん

で
お

り
、

今
後

も
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

が
地

域
の

文
化

と
し

て
よ

り
強

く
根

付
く

よ
う

住
民

の
関

心
を

深
め

ら
れ

る
取

り
組

み
を

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

い
い

だ
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

2
0
1
8
東

野
地

区
公

演
他

会
計

継
続

5
4
5
2

4
5
2

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,9

3
6

3
月

7
日

東
野

公
民

館

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
伝

統
技

術
に

つ
い

て
学

習
し

、
多

世
代

交
流

を
図

る

実 施 内 容

地
元

の
ご

住
職

を
講

師
に

、
忙

し
い

現
代

社
会

を
生

き
る

私
た

ち
が

、
一

日
一

日
を

心
穏

や
か

に
生

き
て

い
く
こ

と
を

を
学

ぶ
機

会
と

し
て

実
施

。
講

師
：
長

久
寺

住
職

林
寛

山
氏

内
容

：
心

静
か

に
写

経
を

し
て

み
ま

せ
ん

か
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

普
段

の
生

活
の

喧
騒

か
ら

離
れ

、
心

を
落

ち
着

か
せ

、
自

分
自

身
と

向
き

合
う

機
会

と
し

て
開

催
し

た
。

講
師

よ
り

、
冒

頭
に

「
字

の
上

手
い

下
手

、
他

人
と

の
比

較
で

は
な

く
、

丁
寧

に
書

く
こ

と
」
と

の
話

が
あ

り
、

参
加

者
は

非
常

に
集

中
し

て
取

り
組

ん
で

い
た

。
今

後
も

こ
の

よ
う

に
地

区
内

の
技

術
や

知
識

を
持

っ
た

住
民

を
講

師
に

講
座

を
企

画
し

、
住

民
同

士
で

と
も

に
学

ん
で

い
く
姿

勢
を

育
ま

れ
る

も
の

を
継

続
し

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

文
化

講
座

市
・
地

継
続

1
2
0

2
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

高
森

研
修

セ
ン

タ
ー

森
の

家

目 的

住
民

を
対

象
に

、
山

菜
に

つ
い

て
学

習
し

、
自

然
の

遷
り

変
わ

り
を

感
じ

な
が

ら
交

流
を

図
る

実 施 内 容

昔
か

ら
庶

民
の

生
活

を
支

え
て

い
た

山
菜

を
自

然
の

中
で

学
習

し
、

採
れ

た
山

菜
を

料
理

し
交

流
を

深
め

た
。

講
師

：
牧

内
誠

氏
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

本
来

な
ら

は
地

元
の

山
で

の
勉

強
会

が
望

ま
し

い
が

、
山

菜
が

採
れ

る
場

所
で

は
な

い
と

講
師

や
部

員
で

判
断

し
、

地
区

外
で

開
催

し
た

。
部

員
や

参
加

者
で

、
採

れ
た

て
の

山
菜

を
調

理
し

、
試

食
し

な
が

ら
交

流
す

る
こ

と
が

で
き

、
山

菜
に

つ
い

て
一

同
で

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。

開
催

会
場

文 化 事 業

山
菜

採
り

勉
強

会
市

・
地

継
続

1
2
5

2
5

2
,9

3
6

5
月

6
日

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

時
間

を
か

け
て

個
別

指
導

で
き

る
よ

う
定

員
を

設
け

て
募

集
し

、
参

加
し

た
子

ど
も

た
ち

は
一

生
懸

命
集

中
し

て
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

た
。

今
後

も
子

ど
も

を
対

象
と

し
た

教
室

を
開

催
し

て
い

く
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日

事
業

名
予

算
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

東
野

公
民

館

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

1
5

1
5

1
月

4
日

継
続

1

目 的書
初

め
書

道
教

室
市

・
地

実 施 内 容

小
学

校
以

上
対

象
と

し
、

学
校

の
書

初
め

の
手

本
を

元
に

書
道

教
室

を
開

催
し

た
。

講
師

：
志

水
順

子
氏

小
学

生
高

学
年

以
上

を
対

象
に

、
書

道
の

上
達

を
図

る
機

会
を

設
け

る

事
業

区
分

評 価

2
,9

3
6

学 級 ・ 講 座
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東
野

公
民

館
の

事
業

報
告

№
3

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

2
,9

3
6

９
月

1
0
日

～
1
1
日

飯
田

東
中

学
校

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

を
普

及
と

交
流

の
機

会
を

図
る

実 施 内 容

子
ど

も
か

ら
大

人
ま

で
楽

し
め

る
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

大
会

と
し

て
開

催
し

た
。

男
女

比
率

自
由

の
5
人

以
上

で
1
チ

ー
ム

と
す

る
町

内
対

抗
の

ト
ー

ナ
メ

ン
ト

戦
で

行
っ

た
。

ル
ー

ル
も

飯
田

市
推

奨
の

も
の

を
準

用
し

た
。

　
優

勝
：
吾

妻
町

南
　

　
準

優
勝

：
錦

町
B

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

健
康

増
進

を
図

る
と

と
も

に
、

地
区

内
で

の
交

流
が

で
き

た
。

今
後

も
誰

も
が

楽
し

め
る

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
大

会
と

し
て

継
続

し
て

実
施

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

ワ
ン

バ
ウ

ン
ド

ふ
ら

ば
～

る
バ

レ
ー

大
会

地
区

費
継

続
1

1
6
0

1
2
チ

ー
ム

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,9

3
6

7
月

２
日

～
４

日
飯

田
東

中
学

校
体

育
館

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

て
幅

広
い

世
代

の
交

流
を

図
る

実 施 内 容

子
ど

も
か

ら
大

人
ま

で
楽

し
め

る
ソ

フ
ト

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

大
会

と
し

て
、

男
女

比
率

自
由

の
６

人
編

成
の

チ
ー

ム
に

よ
る

町
内

対
抗

の
ト

ー
ナ

メ
ン

ト
戦

で
、

開
催

し
た

。
　

優
勝

：
諏

訪
・
東

新
・
宮

の
前

　
準

優
勝

：
宮

ノ
上

B
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

幅
広

い
世

代
の

住
民

が
参

加
し

、
大

人
か

ら
子

ど
も

ま
で

楽
し

め
る

大
会

と
な

っ
た

。
ま

た
人

数
が

足
り

な
い

町
内

に
お

い
て

は
他

町
内

と
の

合
同

チ
ー

ム
も

参
加

可
能

で
あ

る
た

め
、

地
区

を
越

え
て

交
流

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

フ
ァ

ミ
リ

ー
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
大

会
地

区
費

継
続

1
1
4
0

1
1
チ

ー
ム

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,9

3
6

5
月

1
4
日

～
1
5
日

飯
田

東
中

学
校

目 的

一
般

男
性

を
対

象
に

、
町

内
外

の
親

睦
・
交

流
を

図
る

実 施 内 容

女
性

の
皆

さ
ん

も
参

加
で

き
る

よ
う

、
ラ

ー
ジ

ボ
ー

ル
と

い
う

通
常

よ
り

大
き

い
ボ

ー
ル

を
使

用
し

た
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
大

会
を

実
施

し
た

。
優

勝
：
鈴

加
東

新
　

準
優

勝
：
諏

訪
・
東

新
・
宮

の
前

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

女
性

の
参

加
も

可
能

で
あ

る
が

実
際

に
は

参
加

者
が

い
な

い
現

状
で

あ
る

こ
と

に
加

え
、

年
代

の
上

の
男

性
も

参
加

で
き

る
こ

と
も

特
徴

で
あ

る
の

で
、

町
内

で
の

呼
び

か
け

に
力

を
入

れ
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

ラ
ー

ジ
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
大

会
地

区
費

継
続

1
1
5
0

8
チ

ー
ム

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,9

3
6

1
月

2
0
日

東
野

公
民

館

目 的

子
ど

も
を

対
象

に
、

昔
の

遊
び

・
餅

つ
き

な
ど

を
体

験
を

通
し

て
継

承
を

図
る

。

実 施 内 容

近
年

、
各

家
庭

で
は

実
施

さ
れ

な
く
な

っ
た

百
人

一
首

・
カ

ル
タ

・
羽

根
つ

き
・
コ

マ
ま

わ
し

等
の

お
正

月
の

遊
び

や
、

臼
と

杵
を

使
っ

て
の

お
餅

ち
つ

き
を

子
ど

も
達

へ
体

験
さ

せ
る

機
会

と
し

て
開

催
し

た
。

文
化

部
、

育
成

部
、

図
書

分
館

と
健

康
福

祉
委

員
会

に
よ

る
共

催
で

実
施

し
た

。
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

多
く
の

子
ど

も
た

ち
が

昔
な

が
ら

の
遊

び
を

体
験

す
る

こ
と

や
地

域
の

人
と

交
流

を
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

来
年

度
以

降
も

多
世

代
交

流
と

文
化

継
承

が
図

ら
れ

る
事

業
と

し
て

位
置

づ
け

て
い

き
た

い
。対

象
数

開
催

期
日

開
催

会
場

文 化 事 業

お
正

月
行

事
地

区
費

継
続

1
7
0

7
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,9

3
6

1
2
月

9
日

東
野

公
民

館

目 的

住
民

を
対

象
に

、
高

齢
者

の
持

つ
知

恵
や

技
術

を
次

代
に

繋
げ

る
交

流
の

機
会

を
図

る

実 施 内 容

年
末

年
始

を
迎

え
る

に
あ

た
っ

て
、

お
正

月
飾

り
を

自
分

の
手

で
作

る
こ

と
に

挑
戦

す
る

機
会

と
し

て
開

催
し

た
。

藁
す

ぐ
り

か
ら

体
験

し
、

縄
な

い
、

飾
り

の
作

成
ま

で
を

行
っ

た
。

内
容

：
し

め
縄

、
お

や
す

作
り

講
師

：
久

保
田

浩
史

氏
、

大
木

島
勇

司
氏

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

講
師

の
目

が
行

き
届

か
な

い
部

分
を

経
験

を
積

ん
だ

文
化

部
員

が
補

う
こ

と
が

で
き

た
。

今
後

も
公

民
館

行
事

で
得

た
知

識
や

技
術

を
地

域
住

民
間

で
教

え
、

学
び

合
う

こ
と

を
見

据
え

た
事

業
を

展
開

し
て

い
く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

し
め

縄
作

り
市

・
地

継
続

1
3
0

3
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,9

3
6

1
1
月

1
8
日

東
野

～
橋

南
地

区

目 的

地
域

住
民

を
を

対
象

に
、

地
域

を
知

り
地

域
を

見
つ

め
直

す
機

会
を

図
る

実 施 内 容

旧
市

内
に

残
る

歴
史

素
材

を
見

な
が

ら
探

訪
し

た
。

行
程

：
東

野
公

民
館

→
長

昌
寺

（
桜

井
文

七
の

墓
）
→

長
源

寺
（
山

口
不

二
の

墓
）
→

柏
心

寺
（
日

夏
耿

之
助

の
墓

、
菱

田
春

草
の

墓
）
→

大
宮

諏
訪

神
社

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

「
み

ん
な

で
歩

か
ま

い
!め

ざ
せ

一
万

歩
!!」

と
同

時
開

催
と

し
た

。
今

後
も

幅
広

い
年

齢
層

が
参

加
で

き
る

よ
う

な
工

夫
を

し
、

地
域

に
あ

る
歴

史
素

材
に

対
す

る
知

識
を

深
め

、
地

元
へ

の
愛

着
を

育
む

こ
と

に
つ

な
げ

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

東
野

文
化

の
路

探
訪

会
市

・
地

継
続

1
1
3

1
3

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

－62－



東
野

公
民

館
の

事
業

報
告

№
4

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

2
,9

3
6

実
施

内
容

参
照

東
野

地
区

内

目 的
地

域
住

民
を

対
象

に
、

活
動

の
記

録
を

残
す

。

実 施 内 容

東
野

区
民

文
化

祭
芸

能
発

表
会

を
収

録
・
編

集
し

、
文

化
祭

展
示

発
表

で
上

映
し

た
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

東
野

区
民

文
化

祭
芸

能
発

表
会

に
来

ら
れ

な
か

っ
た

方
々

に
当

日
の

様
子

を
伝

え
る

こ
と

が
で

き
、

住
民

間
の

情
報

や
話

題
の

共
有

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

広 報 事 業

ビ
デ

オ
収

録
・
編

集
地

区
費

継
続

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,9

3
6

実
施

内
容

参
照

東
野

地
区

内

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
地

域
の

出
来

事
を

伝
え

、
地

域
の

問
題

を
提

起
し

考
え

て
も

ら
う

機
会

を
図

る

実 施 内 容

東
野

ま
ち

づ
く

り
会

議
が

発
行

元
で

、
編

集
は

広
報

部
員

と
ま

ち
づ

く
り

会
議

選
出

の
１

名
で

行
っ

て
い

る
。

地
域

に
密

着
し

住
民

に
親

し
ま

れ
読

ま
れ

る
会

報
を

つ
く

る
。

住
民

に
地

域
の

問
題

を
提

起
し

考
え

て
も

ら
う

紙
面

づ
く

り
を

行
う

。
今

年
度

は
第

5
0
号

を
節

目
（
第

5
0
号

、
ま

ち
づ

く
り

会
議

発
足

1
0
年

）
の

特
別

号
と

し
て

発
行

し
た

年
間

発
行

号
数

：
5
、

部
数

：
延

べ
6
,5

0
0
部

各
号

発
行

日
：
第

4
9
号

6
/
1
3
、

第
5
0
号

9
/
1
2
、

第
5
1
号

1
1
/
2
8
、

第
5
2
号

1
/
3
0
、

第
5
3
号

3
/
1
3

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

行
事

の
実

施
報

告
だ

け
に

な
ら

な
い

よ
う

常
に

広
報

部
で

確
認

し
合

い
な

が
ら

編
集

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
今

後
も

地
域

課
題

の
発

信
と

共
有

が
で

き
る

も
の

と
し

て
内

容
の

更
な

る
充

実
を

目
指

し
て

発
行

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

広 報 事 業

ま
ち

づ
く
り

会
報

「
東

野
」
発

行
地

区
費

継
続

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,9

3
6

2
月

3
日

飯
田

東
中

学
校

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

を
普

及
と

交
流

の
機

会
を

図
る

実 施 内 容

子
ど

も
か

ら
大

人
ま

で
楽

し
め

る
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

大
会

と
し

て
開

催
し

た
。

優
勝

：
高

羽
町

東
A

　
準

優
勝

：
鈴

加
東

新
A

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

健
康

増
進

を
図

る
と

と
も

に
、

地
区

内
で

の
交

流
が

で
き

た
。

今
後

も
誰

も
が

楽
し

め
る

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
大

会
と

し
て

継
続

し
て

実
施

す
る

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

囲
碁

ボ
ー

ル
大

会
地

区
費

継
続

1
1
0
0

1
0
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,9

3
6

1
0
月

９
日

～
1
2
日

飯
田

東
中

学
校

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

て
幅

広
い

世
代

の
交

流
を

図
る

実 施 内 容

子
ど

も
か

ら
大

人
ま

で
楽

し
め

る
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

大
会

と
し

て
開

催
し

た
。

男
女

比
率

自
由

の
３

人
以

上
で

1
チ

ー
ム

と
す

る
町

内
対

抗
の

ト
ー

ナ
メ

ン
ト

戦
で

行
っ

た
。

多
く
の

人
が

参
加

し
や

す
い

よ
う

に
東

野
ル

ー
ル

を
作

成
し

た
。

　
優

勝
：
錦

町
D

　
　

準
優

勝
：
錦

町
A

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

健
康

増
進

を
図

る
と

と
も

に
、

地
区

内
で

の
交

流
が

で
き

た
。

今
後

も
誰

も
が

楽
し

め
る

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
大

会
と

し
て

継
続

し
て

実
施

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

ペ
タ

ン
ク

大
会

地
区

費
継

続
1

1
5
0

2
4
チ

ー
ム

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,9

3
6

9
月

3
0
日

飯
田

東
中

学
校

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
運

動
を

通
じ

て
親

睦
を

深
め

交
流

し
、

地
域

の
連

帯
意

識
を

高
め

る

実 施 内 容

地
区

内
2
0
自

治
会

を
4
チ

ー
ム

に
編

成
し

、
1
7
種

目
の

競
技

で
実

施
し

た
。

各
町

内
か

ら
人

員
を

選
出

し
て

も
ら

い
、

実
行

委
員

会
を

組
織

し
、

各
担

当
者

係
が

主
体

的
に

運
営

し
た

。
東

中
生

徒
に

放
送

係
、

ア
ト

ラ
ク

シ
ョ

ン
と

し
て

吹
奏

楽
の

演
奏

を
依

頼
し

た
。

雨
天

中
止

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

当
日

は
雨

天
中

止
と

な
っ

て
し

ま
っ

た
が

、
実

行
委

員
会

が
主

体
的

に
携

わ
り

、
ス

ム
ー

ズ
に

準
備

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
今

後
も

実
行

委
員

を
選

出
す

る
自

治
会

や
ま

ち
づ

く
り

会
議

と
協

力
し

て
内

容
を

充
実

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

第
2
9
回

東
野

区
民

大
運

動
会

地
区

費
継

続
1

0
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

－63－



東
野

公
民

館
の

事
業

報
告

№
5

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

2
,9

3
6

1
1
月

1
8
日

東
野

～
上

郷
地

区

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
健

康
に

つ
い

て
考

え
る

機
会

を
開

催
す

る
。

実 施 内 容

東
野

地
区

周
辺

を
自

分
の

足
で

あ
る

こ
と

で
地

域
再

発
見

が
で

き
る

と
共

に
、

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

を
推

進
し

て
健

康
作

り
の

き
っ

か
け

の
一

助
と

な
る

よ
う

実
施

し
た

。
上

郷
黒

田
の

八
幡

宮
を

目
指

す
コ

ー
ス

と
文

化
部

主
催

の
「
東

野
文

化
の

路
探

訪
会

」
と

同
時

開
催

で
文

化
の

路
コ

ー
ス

の
、

２
コ

ー
ス

を
設

け
た

。
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

み
ん

な
で

歩
か

ま
い

実
行

委
員

会
を

組
織

し
、

ま
ち

づ
く

り
会

議
や

公
民

館
委

員
会

と
連

携
し

て
運

営
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

住
民

主
体

に
よ

る
健

康
作

り
と

地
域

再
発

見
の

き
っ

か
け

作
り

と
し

て
継

続
し

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

み
ん

な
で

歩
か

ま
い

!め
ざ

せ
１

万
歩

!!
市

・
地

継
続

1
2
6

2
6

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
3

3
月

東
野

地
区

内

目 的

小
学

生
・
中

学
生

卒
業

者
を

対
象

に
、

記
念

品
を

贈
る

。

実 施 内 容

地
区

内
の

小
学

校
卒

業
生

、
中

学
校

卒
業

生
へ

記
念

品
を

贈
る

。
り

ん
ご

並
木

を
は

じ
め

と
す

る
社

会
活

動
の

清
掃

の
意

味
で

ほ
う

き
、

責
任

あ
る

行
動

が
出

来
る

よ
う

に
印

鑑
を

贈
呈

。
小

学
校

卒
業

者
：
竹

ほ
う

き
　

対
象

者
数

：
2
4
名

中
学

校
卒

業
者

：
個

人
印

鑑
　

対
象

者
数

：
1
9
名

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

記
念

品
は

、
こ

の
事

業
の

趣
旨

等
を

記
載

し
た

の
し

紙
を

貼
っ

て
贈

呈
し

た
こ

と
に

よ
り

、
育

成
部

の
思

い
を

伝
え

る
こ

と
が

出
来

た
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

小
学

校
、

中
学

校
卒

業
生

へ
記

念
品

の
贈

呈
地

区
費

継
続

1
4
3

4
3

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,9

3
6

1
1
月

2
5
日

東
野

公
民

館

目 的

子
ど

も
を

対
象

に
、

様
々

な
体

験
を

す
る

機
会

を
設

け
る

実 施 内 容

子
ど

も
た

ち
が

周
囲

の
人

と
協

力
し

な
が

ら
様

々
な

こ
と

に
挑

戦
す

る
機

会
と

し
て

実
施

し
た

。
講

師
：
ボ

ー
イ

ス
カ

ウ
ト

飯
田

第
１

団
内

容
：
段

ボ
ー

ル
で

ピ
ザ

を
焼

こ
う

！
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

段
ボ

ー
ル

と
ア

ル
ミ

箔
で

ピ
ザ

窯
を

作
り

、
手

作
り

の
ピ

ザ
を

焼
い

た
。

講
師

に
教

わ
り

な
が

ら
、

完
成

に
向

け
周

囲
の

人
と

協
力

し
な

が
ら

行
う

こ
と

が
体

験
で

き
た

。
定

員
を

設
け

て
い

た
が

、
ピ

ザ
窯

は
比

較
的

ス
ム

ー
ズ

に
作

る
こ

と
が

で
き

た
た

め
、

材
料

を
多

め
に

用
意

し
て

お
け

ば
も

っ
と

募
集

を
か

け
ら

れ
た

と
思

う
。

実
施

上
の

課
題

も
検

討
し

つ
つ

、
今

後
も

子
ど

も
達

が
積

極
的

に
関

わ
れ

る
事

業
を

検
討

し
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

キ
ッ

ズ
チ

ャ
レ

ン
ジ

手
作

り
体

験
市

・
地

継
続

1
3
3

3
3

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,9

3
6

2
月

1
0
日

東
野

公
民

館

目 的

子
ど

も
を

対
象

に
、

観
て

、
体

験
し

て
、

楽
し

む
機

会
を

図
る

実 施 内 容

地
元

企
業

に
協

力
し

て
い

た
だ

き
、

モ
ザ

イ
ク

タ
イ

ル
ア

ー
ト

を
体

験
し

た
。

講
師

：
清

水
晴

美
氏

（
D

IY
 S

H
O

P
 ﾊ

ﾐﾝ
ｸ
ﾞﾊ

ﾞｰ
ﾄﾞ

）
テ

ー
マ

：
「
作

っ
て

み
よ

う
！

モ
ザ

イ
ク

タ
イ

ル
ア

ー
ト

」
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

も
の

づ
く
り

は
子

ど
も

達
が

楽
し

み
な

が
ら

、
交

流
を

深
め

る
こ

と
に

最
適

で
あ

っ
た

。
ま

た
地

元
企

業
を

知
る

機
会

と
な

っ
た

。
次

年
度

以
降

も
子

ど
も

を
対

象
と

し
た

同
様

の
事

業
を

展
開

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

子
ど

も
お

楽
し

み
会

市
・
地

継
続

1
1
5

1
5

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,9

3
6

6
月

1
0
日

浜
井

場
小

学
校

目 的

親
子

（
園

児
、

小
学

生
・
中

学
生

）
を

対
象

に
、

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

て
交

流
を

図
る

。

実 施 内 容

育
成

部
と

体
育

部
の

合
同

事
業

で
、

親
子

で
ス

ポ
ー

ツ
を

楽
し

み
、

親
子

の
ふ

れ
あ

い
の

機
会

と
し

た
。

ま
た

、
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

の
普

及
も

図
り

、
そ

の
指

導
を

体
育

部
員

が
担

当
し

た
。

種
目

：
囲

碁
ボ

ー
ル

、
ラ

ダ
ー

ゲ
ッ

タ
ー

交
流

会
：
焼

肉

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

町
内

に
よ

っ
て

は
Ｐ

Ｔ
Ａ

事
業

と
し

て
も

位
置

づ
け

、
大

勢
の

参
加

が
あ

っ
た

。
日

頃
は

小
学

校
単

位
で

集
ま

る
こ

と
が

多
い

中
、

地
区

全
体

で
親

子
の

交
流

が
図

れ
た

。
今

後
も

、
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

の
普

及
も

兼
ね

な
が

ら
、

親
子

誰
も

が
気

軽
に

参
加

し
交

流
で

き
る

も
の

に
し

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

親
と

子
の

ス
ポ

ー
ツ

交
流

会
地

区
費

継
続

1
5
6

5
6

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

－64－



東
野

公
民

館
の

事
業

報
告

№
6

区
分

区
分

区
分

区
分

2
,9

3
6

3
月

1
9
日

、
2
0
日

、
2
2
日

、
2
3
日

東
野

地
区

内

目 的

東
野

地
区

居
住

の
小

学
校

児
童

を
対

象
に

、
異

な
る

小
学

校
に

通
う

子
ど

も
達

の
交

流
と

学
習

支
援

を
し

、
地

域
を

学
ぶ

事
で

誇
り

と
愛

着
の

醸
成

を
図

る

実 施 内 容

午
前

は
自

己
学

習
に

対
す

る
支

援
と

さ
ま

ざ
ま

な
遊

び
を

体
験

し
、

午
後

は
地

域
を

学
ぶ

学
習

を
実

施
。

連
絡

カ
ー

ド
に

て
保

護
者

と
情

報
共

有
を

し
た

。
３

月
１

９
日

　
飯

田
信

用
金

庫
西

支
店

見
学

３
月

２
０

日
　

東
野

文
化

の
路

探
訪

、
ペ

タ
ン

ク
３

月
２

２
日

　
飯

田
警

察
署

　
交

通
安

全
の

お
話

３
月

２
３

日
　

学
習

発
表

会
、

飯
ご

う
炊

さ
ん

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

東
野

地
区

で
暮

ら
す

違
う

小
学

校
（
浜

井
場

、
追

手
町

、
丸

山
）
に

通
う

子
ど

も
達

の
交

流
、

地
域

の
大

人
た

ち
と

の
交

流
を

通
し

て
顔

の
見

え
る

関
係

づ
く
り

、
地

域
内

で
の

社
会

体
験

を
通

し
て

地
域

に
関

心
を

持
ち

、
地

元
へ

愛
着

や
誇

り
を

持
つ

子
ど

も
の

育
成

を
目

的
と

し
て

実
施

し
た

。
実

行
委

員
会

を
組

織
し

、
地

域
住

民
が

ス
タ

ッ
フ

と
し

て
多

数
参

加
し

、
企

画
か

ら
運

営
ま

で
行

っ
た

。
保

護
者

や
参

加
す

る
子

ど
も

達
か

ら
も

好
評

で
あ

る
の

で
、

子
ど

も
達

に
体

験
か

ら
学

ん
で

ほ
し

い
こ

と
を

話
し

合
い

な
が

ら
次

年
度

も
取

り
組

ん
で

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

春
休

み
寺

子
屋

‘
ひ

が
し

の
’

地
区

費
継

続
1

1
3
2

3
3

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,9

3
6

通
年

東
野

地
区

内

目 的

地
域

住
民

や
高

校
生

を
対

象
に

、
多

様
な

人
と

の
交

流
を

通
し

て
地

域
を

知
り

愛
着

を
深

め
る

こ
と

を
目

指
す

。

実 施 内 容

地
域

人
教

育
の

授
業

時
間

（
毎

週
4
、

5
、

6
時

間
目

）
に

先
生

、
生

徒
と

話
し

合
い

、
今

年
度

は
「
地

域
野

菜
で

あ
る

柏
原

産
の

野
菜

を
広

め
る

」
「
お

年
寄

り
と

子
ど

も
の

交
流

の
場

を
つ

く
る

」
と

い
う

テ
ー

マ
の

も
と

活
動

し
た

。
①

L
e
t'
sじ

ゃ
が

　
7
月

2
7
日

（
金

）
J
A

さ
く
ら

の
会

の
皆

様
に

協
力

し
て

い
た

だ
き

、
小

学
生

を
対

象
に

柏
原

産
の

野
菜

を
使

用
し

た
料

理
教

室
を

実
施

し
た

。
②

体
も

心
も

ポ
ッ

カ
ポ

カ
　

お
で

ん
を

作
っ

て
楽

し
い

な
　

1
1
月

1
0
日

（
土

）
お

で
ん

作
り

と
囲

碁
ボ

ー
ル

を
行

い
、

お
年

寄
り

と
子

ど
も

の
交

流
の

場
を

つ
く
っ

た
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

地
域

に
お

い
て

も
継

続
し

て
地

域
人

教
育

に
関

わ
っ

て
き

た
こ

と
に

よ
り

、
地

域
内

の
認

知
度

が
高

ま
っ

て
お

り
、

受
け

入
れ

態
勢

も
整

っ
て

き
て

い
る

。
高

校
生

に
と

っ
て

は
教

室
と

い
う

均
質

な
環

境
か

ら
飛

び
出

し
、

地
域

の
中

で
年

齢
、

職
業

、
考

え
方

な
ど

が
異

な
る

人
た

ち
と

の
関

わ
り

か
ら

学
ぶ

機
会

と
な

り
、

地
域

住
民

に
と

っ
て

は
高

校
生

と
関

わ
る

こ
と

で
、

新
し

い
視

点
を

得
た

り
、

自
身

の
取

組
み

を
振

り
返

る
機

会
と

な
っ

た
。

地
域

と
高

校
が

連
携

し
、

相
互

に
高

め
合

っ
て

い
け

る
よ

う
な

取
組

に
し

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

飯
田

O
ID

E
長

姫
高

校
地

域
人

教
育

他
会

計
継

続
4
0

1
,0

0
0

8

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,9

3
6

実
施

内
容

参
照

東
野

公
民

館

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
図

書
館

の
利

用
促

進
を

図
る

と
と

も
に

、
参

加
者

同
士

の
交

流
の

場
と

す
る

実 施 内 容

図
書

分
館

と
の

共
催

事
業

と
し

て
実

施
５

月
１

2
日

：
お

は
な

し
会

７
月

２
１

日
：
七

夕
会

１
０

月
２

０
日

：
秋

の
お

楽
し

み
会

１
２

月
１

５
日

：
ク

リ
ス

マ
ス

会
１

月
２

０
日

：
か

る
た

会

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

東
野

分
館

職
員

が
工

夫
を

凝
ら

し
た

取
組

み
を

行
っ

て
お

り
、

図
書

館
の

利
用

促
進

と
同

時
に

地
域

の
子

ど
も

た
ち

の
交

流
の

機
会

と
な

っ
て

い
る

。
今

後
は

子
ど

も
だ

け
で

な
く
、

大
人

世
代

向
け

の
企

画
も

考
え

て
い

け
れ

ば
よ

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

図
書

館
お

楽
し

み
会

市
・
地

継
続

5
2
1
3

2
1
3

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,9

3
6

実
施

内
容

参
照

東
野

公
民

館

目 的

住
民

を
対

象
に

、
地

域
の

現
状

と
課

題
に

つ
い

て
住

民
同

士
で

話
し

合
い

、
共

に
学

び
合

う
姿

勢
を

育
む

実 施 内 容

東
京

大
学

・
飯

田
市

公
民

館
共

同
調

査
・
学

習
で

行
っ

た
「
地

域
社

会
へ

の
参

加
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

」
の

結
果

を
も

と
に

地
区

内
で

学
習

会
を

開
催

し
た

こ
と

を
契

機
に

組
織

さ
れ

、
「
合

言
葉

は
”
な

る
ほ

ど
”
い

つ
で

も
み

ん
な

が
楽

し
い

集
い

」
と

い
う

理
念

の
も

と
月

１
回

活
動

し
て

い
る

。
今

年
度

も
世

代
間

交
流

の
事

業
と

し
て

地
区

内
で

フ
リ

ー
マ

ー
ケ

ッ
ト

を
開

催
し

た
。

ま
た

、
今

年
度

よ
り

動
き

出
し

た
東

野
地

区
基

本
構

想
・
基

本
計

画
の

推
進

部
会

と
も

連
携

し
て

活
動

し
て

い
る

。
４

月
８

日
：
大

宮
通

り
フ

リ
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
1
1
月

１
８

日
：
フ

リ
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
in

大
宮

神
社

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

自
分

た
ち

の
地

域
の

こ
と

は
自

分
を

含
め

地
域

の
皆

で
考

え
て

良
く
し

て
い

こ
う

、
と

住
民

が
主

導
と

な
っ

て
活

動
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
ま

た
疑

問
や

課
題

に
つ

い
て

検
討

し
、

そ
う

い
っ

た
も

の
に

対
す

る
ア

プ
ロ

ー
チ

を
参

加
者

が
考

え
、

形
に

し
て

い
く
と

い
っ

た
動

き
に

な
っ

て
い

る
。

こ
う

い
っ

た
活

動
が

続
い

て
、

繋
が

っ
て

い
け

る
よ

う
に

支
援

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

明
日

の
東

野
を

つ
く
る

集
い

他
会

計
継

続
1
1

1
2
0

2
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

－65－



東
野

公
民

館
の

事
業

報
告

№
7

区
分

区
分

区
分

区
分

良
か

っ
た

　
3
5
人

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

身
の

回
り

に
あ

る
も

の
を

違
う

視
点

で
見

る
事

や
、

自
分

自
身

の
あ

り
の

ま
ま

を
を

受
け

入
れ

る
事

な
ど

、
今

後
の

生
き

方
に

つ
い

て
一

石
を

投
じ

る
貴

重
な

お
話

を
聞

く
こ

と
が

で
き

て
良

か
っ

た
。

参
加

者
が

、
こ

の
講

演
会

が
自

分
自

身
に

つ
い

て
振

り
帰

る
き

っ
か

け
と

な
る

と
良

い
。

当
日

は
、

3
館

の
住

民
を

中
心

に
大

勢
の

参
加

者
が

あ
っ

た
。

今
後

も
、

三
館

で
文

化
講

演
会

で
行

う
意

味
を

確
認

し
な

が
ら

、
参

加
し

た
い

と
思

え
る

題
材

選
び

を
心

が
け

て
い

き
た

い
。

8
,6

9
7

3
月

2
日

東
野

公
民

館

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
地

域
を

知
り

愛
着

を
深

め
る

こ
と

を
目

指
す

。

実 施 内 容

東
中

学
校

区
三

館
合

同
事

業
と

し
て

実
施

予
定

。
悲

観
的

に
捉

え
が

ち
な

「
老

い
」
に

つ
い

て
、

見
方

を
少

し
変

え
る

だ
け

で
、

楽
し

く
素

敵
に

年
齢

を
重

ね
ら

れ
る

と
い

う
内

容
を

予
定

。
ま

た
、

講
演

会
後

、
「
残

し
た

い
ス

テ
キ

な
写

真
撮

影
会

」
も

予
定

し
て

い
る

。
演

題
：
「
老

い
を

笑
い

に
変

え
る

　
～

豊
か

な
人

生
を

送
る

た
め

に
～

」
講

師
：
瀧

本
慈

宗
 氏

（
天

台
宗

大
嶋

山
瑠

璃
寺

住
職

）
評 価

数
量

的
成

果
（
項

目
名

と
数

値
）

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

合 同 事 業

三
館

合
同

文
化

講
演

会
(橋

北
・
橋

南
・
東

野
）

地
区

費
継

続
1

1
5
1

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
0
2

1
月

1
3
日

飯
田

市
公

民
館

目 的

新
成

人
を

対
象

に
、

学
習

の
場

を
つ

く
り

、
活

動
を

通
じ

て
地

域
へ

の
愛

着
、

誇
り

を
持

て
る

よ
う

な
機

会
と

す
る

実 施 内 容

成
人

該
当

者
を

中
心

に
、

公
民

館
委

員
、

職
員

か
ら

組
織

す
る

実
行

委
員

会
で

計
画

し
実

施
。

・
成

人
式

実
行

委
員

会
の

開
催

・
実

行
委

員
に

よ
る

地
域

学
習

の
実

施
（
学

習
テ

ー
マ

を
「
り

ん
ご

並
木

と
丘

の
上

の
パ

ン
屋

さ
ん

」
と

し
た

 ）
・
式

典
の

実
施

・
祝

賀
会

の
実

施

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

新
成

人
実

行
委

員
に

事
前

作
業

等
も

積
極

的
に

参
加

し
て

も
ら

っ
た

ほ
か

、
当

日
も

主
体

的
に

運
営

に
関

わ
っ

て
も

ら
う

こ
と

が
で

き
た

。
新

成
人

実
行

委
員

に
よ

る
地

域
学

習
で

は
、

対
象

と
な

る
新

成
人

全
員

が
中

学
生

時
代

に
摘

花
や

収
穫

の
作

業
を

経
験

し
た

り
ん

ご
並

木
と

、
実

行
委

員
の

実
家

が
パ

ン
屋

さ
ん

を
営

ん
で

い
る

こ
と

か
ら

そ
れ

を
組

み
合

わ
せ

た
テ

ー
マ

と
し

、
式

典
で

も
学

習
成

果
を

披
露

し
た

。
今

年
度

は
、

第
1
回

の
会

議
か

ら
新

成
人

実
行

委
員

が
多

く
参

加
し

て
く
れ

た
こ

と
で

、
話

し
合

い
も

ス
ム

ー
ズ

に
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

終
了

後
も

、
公

民
館

事
業

に
参

加
し

て
も

ら
う

な
ど

の
成

人
式

以
降

の
つ

な
が

り
も

持
て

る
よ

う
に

心
が

け
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

合 同 事 業

橋
北

・
橋

南
・
東

野
地

区
成

人
式

他
会

計
継

続
1

6
7

6
7

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
1
,2

1
2

1
1
月

2
2
日

丸
山

小
学

校

目 的

丸
山

小
学

校
Ｐ

Ｔ
Ａ

及
び

一
般

を
対

象
に

、
子

育
て

に
つ

い
て

考
え

る
機

会
を

設
け

家
庭

教
育

の
推

進
を

図
る

。

実 施 内 容

羽
場

・
丸

山
・
東

野
公

民
館

共
催

。
テ

ー
マ

：
「
こ

ど
も

っ
て

ね
…

」
～

子
ど

も
達

が
「
も

う
１

回
読

ん
で

！
」
と

い
う

本
、

子
ど

も
達

の
大

好
き

な
一

冊
か

ら
分

か
る

こ
と

～
講

師
：
下

沢
　

洋
子

　
氏

（
ガ

ン
バ

の
会

主
宰

）
子

ど
も

達
に

と
っ

て
大

切
な

本
を

通
し

た
学

び
や

想
い

、
大

人
の

関
わ

り
方

等
に

つ
い

て
お

話
し

い
た

だ
い

た
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

丸
山

小
学

校
、

Ｐ
Ｔ

Ａ
、

羽
場

、
丸

山
、

東
野

公
民

館
の

共
催

事
業

で
あ

る
。

昨
年

度
か

ら
公

民
館

が
テ

ー
マ

、
講

師
選

定
の

段
階

か
ら

関
わ

り
、

学
校

、
家

庭
、

地
域

の
大

人
た

ち
が

子
ど

も
の

現
状

と
課

題
に

つ
い

て
共

有
し

た
う

え
で

講
師

選
定

を
行

っ
て

い
る

。
今

後
も

、
学

校
教

育
・

家
庭

教
育

側
だ

け
で

な
く

、
社

会
教

育
側

の
観

点
も

取
り

入
れ

な
が

ら
、

事
業

展
開

を
行

い
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

合 同 事 業

家
庭

教
育

講
演

会
（
羽

場
・
丸

山
・
東

野
）

市
費

継
続

1
1
0
0

1
0
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

8
,6

9
7

7
月

1
5
日

川
本

喜
八

郎
人

形
美

術
館

前
広

場

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
身

近
な

場
所

で
レ

ベ
ル

の
高

い
音

楽
を

楽
し

め
る

機
会

を
図

る

実 施 内 容

橋
北

・
橋

南
・
東

野
地

区
の

公
民

館
が

共
催

で
開

催
し

、
各

公
民

館
の

文
化

委
員

を
中

心
と

し
た

専
門

委
員

が
協

力
し

合
い

実
施

し
た

。
演

奏
者

：
弦

楽
五

重
奏

団
　

「
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
錦

」
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

昨
年

度
に

引
き

続
き

実
施

。
橋

南
夏

祭
り

と
コ

ラ
ボ

し
て

の
開

催
に

よ
り

、
多

く
の

方
に

身
近

な
場

所
で

高
レ

ベ
ル

の
生

演
奏

の
音

楽
を

気
軽

に
楽

し
む

機
会

と
な

っ
た

。
川

本
喜

八
郎

人
形

美
術

館
前

と
い

う
屋

根
下

の
屋

外
と

い
う

場
所

は
、

弦
楽

の
演

奏
者

に
と

っ
て

は
あ

ま
り

い
い

環
境

と
は

言
え

な
か

っ
た

が
、

演
奏

会
を

目
的

に
来

た
人

は
も

ち
ろ

ん
、

音
楽

が
聞

こ
え

て
き

た
こ

と
で

会
場

に
来

た
方

も
お

り
、

多
く
の

観
客

に
音

楽
に

親
し

ん
で

も
ら

え
た

点
で

は
よ

か
っ

た
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

合 同 事 業

ふ
る

さ
と

コ
ン

サ
ー

ト
（
橋

北
・
橋

南
・
東

野
三

館
合

同
）

市
・
地

継
続

1
1
8
0

1
8
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数
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№
8

区
分

区
分

5
3
3

8
月

1
日

～
3
日

羽
場

公
民

館
他

目 的

丸
山

小
学

校
児

童
を

対
象

に
、

夏
休

み
の

規
則

正
し

い
生

活
の

支
援

と
地

域
を

学
ぶ

活
動

を
通

し
て

誇
り

と
愛

着
の

醸
成

を
図

る

実 施 内 容

丸
山

小
学

校
区

の
羽

場
・
丸

山
・
東

野
公

民
館

の
合

同
事

業
。

子
ど

も
達

の
規

則
正

し
い

生
活

習
慣

と
地

域
の

方
々

や
異

年
齢

の
児

童
で

協
力

し
て

行
う

体
験

を
重

視
し

、
3
日

間
通

し
た

活
動

で
顔

の
見

え
る

関
係

作
り

を
目

指
し

た
。

(実
施

内
容

)
午

前
中

：
宿

題
、

囲
碁

ボ
ー

ル
体

験
午

後
：
座

禅
体

験
(1

日
)、

水
引

工
作

(2
日

)、
飯

盒
・
カ

レ
ー

作
り

，
人

形
劇

鑑
賞

(3
日

)

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

丸
山

小
学

校
放

課
後

子
ど

も
教

室
の

ス
タ

ッ
フ

の
皆

さ
ん

を
中

心
に

地
域

の
方

々
に

協
力

し
て

い
た

だ
き

、
計

画
実

施
し

て
き

た
。

3
地

区
で

関
わ

る
の

で
3
地

区
そ

れ
ぞ

れ
の

特
徴

を
活

か
し

、
地

域
を

感
じ

ら
れ

る
内

容
を

意
識

し
た

。
当

初
の

見
込

み
以

上
に

参
加

者
が

集
ま

り
、

ま
た

異
例

の
猛

暑
の

為
、

一
部

内
容

を
変

更
し

た
り

、
臨

時
打

合
せ

を
行

っ
た

り
し

て
き

た
。

保
護

者
や

参
加

す
る

子
ど

も
達

か
ら

も
好

評
で

あ
る

の
で

、
子

ど
も

達
に

体
験

か
ら

学
ん

で
ほ

し
い

こ
と

を
話

し
合

い
な

が
ら

次
年

度
も

3
地

区
で

行
っ

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

合 同 事 業

夏
休

み
子

ど
も

寺
子

屋
市

・
地

継
続

3
2
7
1

8
9

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

丸
山

小
学

校

目 的

地
域

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ス
タ

ッ
フ

の
指

導
と

見
守

り
に

よ
り

、
安

全
な

子
ど

も
た

ち
の

居
場

所
づ

く
り

を
目

指
す

。

実 施 内 容

放
課

後
の

児
童

の
居

場
所

づ
く
り

と
し

て
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ス

タ
ッ

フ
が

指
導

と
見

守
り

を
行

う
。

活
動

日
：
毎

週
水

曜
日

　
学

期
に

１
回

の
土

曜
日

ま
た

は
日

曜
日

に
参

観
日

。
体

育
館

・
プ

レ
ー

ル
ー

ム
・
グ

ラ
ウ

ン
ド

・
図

工
室

に
分

か
れ

て
活

動
。

各
地

区
の

文
化

祭
で

の
作

品
の

展
示

。
学

期
ご

と
に

運
営

委
員

会
・
ス

タ
ッ

フ
会

を
開

催
。

丸
山

小
学

校
区

の
羽

場
・
丸

山
・
東

野
地

区
の

合
同

事
業

。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

放
課

後
の

子
ど

も
達

の
安

心
、

安
全

な
居

場
所

つ
く
り

の
た

め
に

、
地

域
の

大
人

が
ス

タ
ッ

フ
と

し
て

登
録

し
実

施
し

て
い

る
。

異
学

年
の

児
童

同
士

の
交

流
に

よ
り

自
主

性
や

協
調

性
を

高
め

る
こ

と
も

目
的

と
さ

れ
て

い
る

。
地

域
の

ス
タ

ッ
フ

の
も

と
様

々
な

体
験

が
で

き
て

い
る

。
ス

タ
ッ

フ
は

研
修

会
へ

の
参

加
な

ど
を

積
極

的
な

取
り

組
み

を
し

て
い

る
。

「
飯

田
型

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ス
ク

ー
ル

」
の

基
礎

と
な

る
事

業
で

あ
る

。
学

校
・
Ｐ

Ｔ
Ａ

・
地

域
と

し
っ

か
り

連
携

を
と

り
な

が
ら

今
後

も
展

開
し

て
い

く
。

開
催

会
場

合 同 事 業

丸
山

小
学

校
放

課
後

子
ど

も
教

室
（
青

空
ス

ク
ー

ル
）

他
会

計
継

続
4
0

2
,7

2
0

6
8

5
3
3

4
月

～
3
月

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日

数
量

的
成

果
（
項

目
名

と
数

値
）
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座
光

寺
公

民
館

の
事

業
報

告
№

1

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

保
健

師
と

も
相

談
し

な
が

ら
、

親
子

で
一

緒
に

つ
く
る

時
間

を
大

切
に

す
る

こ
と

と
、

母
親

同
士

の
交

流
を

も
っ

て
も

ら
う

た
め

企
画

し
た

。
日

本
特

有
の

各
行

事
が

な
ぜ

行
わ

れ
て

い
る

か
に

つ
い

て
な

ど
、

講
師

の
方

か
ら

知
識

も
入

れ
て

も
ら

っ
た

こ
と

で
、

家
庭

内
は

も
ち

ろ
ん

、
母

親
同

士
も

会
話

が
弾

ん
で

い
た

。
来

年
度

以
降

も
、

体
験

と
交

流
の

み
に

留
ま

ら
な

い
よ

う
、

母
親

同
士

の
つ

な
が

り
か

ら
、

子
育

て
の

悩
み

を
解

消
で

き
る

よ
う

な
雰

囲
気

を
作

れ
る

と
良

い
。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

各
学

部
の

活
動

は
、

参
加

者
に

よ
る

自
主

運
営

に
よ

り
随

時
開

催
さ

れ
そ

の
活

動
が

高
齢

者
の

や
り

が
い

と
な

っ
て

い
る

。
教

養
講

座
に

つ
い

て
は

、
参

加
者

の
中

か
ら

選
出

さ
れ

た
運

営
委

員
が

主
体

と
な

っ
て

内
容

を
検

討
し

て
い

る
。

実
施

内
容

参
照

座
光

寺
公

民
館

子
育

て
世

代
の

保
護

者
を

対
象

に
学

習
会

を
開

催
し

、
子

育
て

の
悩

み
を

解
消

す
る

だ
け

で
な

く
子

育
て

支
援

グ
ル

ー
プ

の
発

足
を

図
る

評 価

1
2
3

開
催

会
場

の
べ

参
加

数

座
光

寺
公

民
館

実
施

内
容

参
照

市
・
地

実 施 内 容

現
在

母
親

が
抱

い
て

い
る

悩
み

や
課

題
を

解
決

す
る

た
め

の
講

座
を

２
回

開
催

し
た

。
０

歳
～

３
歳

の
子

を
持

つ
母

親
全

員
を

対
象

に
乳

幼
児

学
級

等
で

周
知

を
図

り
実

施
。

第
1
弾

　
９

/
1
1
　

秋
の

行
事

食
「
お

月
見

だ
ん

ご
」
を

つ
く
ろ

う
　

　
　

　
　

　
講

師
：
飯

田
市

食
生

活
改

善
推

進
協

議
会

　
会

場
：
座

光
寺

公
民

館
　

参
加

者
：
2
0
組

第
2
弾

　
１

/
2
9
　

親
子

で
作

品
づ

く
り

を
し

よ
う

　
　

　
　

　
　

会
場

：
座

光
寺

公
民

館
　

参
加

者
：
3
1
組

評 価

・
保

健
師

・
保

育
士

が
中

心
と

な
り

、
幼

児
の

健
康

や
発

育
指

導
、

母
親

の
子

育
て

に
関

す
る

相
談

を
、

保
健

面
、

保
育

面
よ

り
実

施
。

・
開

催
日

 5
/
2
2
、

6
/
2
6
、

7
/
2
4
、

9
/
2
5
、

1
0
/
2
3
、

1
1
/
1
5
、

1
2
/
1
1
、

2
/
1
9
、

3
/
5

評 価

継
続

1
0

事
業

名
予

算
区

分

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

1
0
0

5
8

学 級 ・ 講 座

継
続

2

目 的

子
育

て
応

援
講

座

高
齢

者
の

生
涯

学
習

推
進

を
目

的
に

「
と

も
に

学
び

、
と

も
に

成
長

す
る

」
場

と
す

る
。

2

事
業

名
予

算
区

分

事
業

区
分

開
催

回
数

・
陶

芸
部

、
合

唱
部

、
ハ

ー
モ

ニ
カ

部
、

水
墨

画
部

、
詩

吟
部

、
ｷ

ｰ
ﾎ

ﾞｰ
ﾄ
ﾞｱ

ﾝ
ｻ

ﾝ
ﾌ
ﾞﾙ

に
入

部
し

、
各

部
で

自
主

的
な

運
営

企
画

を
随

時
行

う
。

全
体

活
動

と
し

て
一

般
教

養
講

座
を

開
催

。
第

1
回

　
７

/
1
2
　

「
元

善
光

寺
を

訪
ね

る
」
会

場
：
元

善
光

寺
第

2
回

　
３

/
2
5
　

「
エ

ス
・
バ

ー
ド

を
訪

ね
る

」
会

場
：
エ

ス
バ

ー
ド

1
回

参
加

・
登

録
数

1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

3
7

事
業

区
分

開
催

回
数

学 級 ・ 講 座

目 的

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

0
～

1
歳

児
と

そ
の

親
を

対
象

に
｢
子

供
の

成
長

発
達

に
つ

い
て

理
解

す
る

た
め

の
学

習
」
「
子

育
て

を
す

る
親

を
支

え
る

」
「

仲
間

づ
く

り
｣の

場
づ

く
り

。

実 施 内 容

・
保

健
師

・
保

育
士

が
中

心
と

な
り

、
幼

児
の

健
康

や
発

育
指

導
、

母
親

の
子

育
て

に
関

す
る

相
談

を
、

保
健

面
、

保
育

面
よ

り
実

施
。

・
開

催
日

5
/
1
8
、

6
/
1
、

6
/
1
5
、

7
/
6
、

8
/
3
1
、

9
/
2
1
、

1
0
/
5
、

1
0
/
1
9
、

1
1
/
1
6
、

1
2
/
7
、

1
2
/
2
1
、

2
/
1
、

2
/
2
2
、

3
/
1

2
6
7

対
象

数

1
4

1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

3
8

学 級 ・ 講 座

開
催

期
日

開
催

会
場

4
2

目 的ぴ
よ

ぴ
よ

学
級

市
・
地

事
業

名
予

算
区

分

継
続

開
催

期
日

実
施

内
容

参
照

継
続

1
回

参
加

・
登

録
数

7
1

評 価

対
象

数

9
1
1

事
業

区
分

開
催

会
場

座
光

寺
公

民
館

事
業

区
分

学 級 ・ 講 座学 級 ・ 講 座

目 的

2
歳

児
と

そ
の

親
を

対
象

に
｢
子

供
の

成
長

発
達

に
つ

い
て

理
解

す
る

た
め

の
学

習
」
「
子

育
て

を
す

る
親

を
支

え
る

」
「
仲

間
づ

く
り

｣
の

場
づ

く
り

。

事
業

名
予

算
区

分

継
続

開
催

期
日

目 的

6
7

3
歳

児
と

そ
の

親
を

対
象

に
｢
子

供
の

成
長

発
達

に
つ

い
て

理
解

す
る

た
め

の
学

習
」
「
子

育
て

を
す

る
親

を
支

え
る

」
「
仲

間
づ

く
り

｣
の

場
づ

く
り

。

実 施 内 容

ア
ン

パ
ン

マ
ン

の
会

市
・
地

・
地

元
保

育
園

長
・
保

育
士

・
保

健
師

が
中

心
と

な
り

、
幼

児
の

健
康

や
発

育
指

導
、

母
親

の
子

育
て

に
関

す
る

相
談

を
、

保
健

面
、

保
育

面
よ

り
実

施
。

・
開

催
日

 5
/
2
2
、

6
/
1
2
、

7
/
1
3
、

8
/
4
、

9
/
2
9
、

1
0
/
4
、

1
1
/
6
、

1
1
/
1
5
、

1
2
/
1
1
、

1
/
1
6

実
施

内
容

参
照

座
光

寺
保

育
園

対
象

数

評 価

開
催

期
日

9

開
催

会
場

実 施 内 容

実
施

内
容

参
照

8
0

5
0

4
,4

8
8

実
施

内
容

参
照

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数

4
4

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

幼
児

の
発

達
段

階
に

合
わ

せ
、

か
ら

だ
を

使
っ

た
遊

び
な

ど
、

親
子

の
ふ

れ
あ

い
を

深
め

る
内

容
を

多
く

企
画

で
き

積
極

的
な

参
加

に
繋

が
っ

た
。

「
悩

め
る

育
児

」
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

を
し

て
い

く
た

め
に

、
楽

し
む

だ
け

で
は

な
く
、

学
習

的
な

要
素

に
つ

い
て

も
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

お
出

か
け

や
お

散
歩

な
ど

の
内

容
を

多
く

取
り

入
れ

、
子

ど
も

の
成

長
が

目
に

見
え

て
感

じ
ら

れ
る

機
会

を
つ

く
る

こ
と

が
で

き
、

全
体

的
に

積
極

的
な

参
加

に
繋

が
っ

た
。

ま
た

、
2
･3

歳
児

の
合

同
学

級
に

よ
り

、
2
歳

児
の

母
親

に
と

っ
て

子
ど

も
の

成
長

を
想

像
で

き
る

機
会

と
な

っ
た

。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

園
生

活
が

円
滑

に
ス

タ
ー

ト
で

き
る

よ
う

、
保

育
園

の
開

放
日

に
合

わ
せ

て
保

育
園

で
行

っ
た

。
活

動
は

親
子

で
楽

し
む

も
の

が
多

い
が

、
楽

し
む

中
に

も
学

習
の

要
素

を
取

り
込

み
行

う
こ

と
で

母
親

の
意

識
啓

発
を

促
せ

て
い

る
と

感
じ

る
。

麻
績

い
き

い
き

大
学

市
・
地

事
業

名
予

算
区

分

実 施 内 容

2
歳

児
学

級
市

・
地
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座
光

寺
公

民
館

の
事

業
報

告
№

2

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

4
,4

8
8

8
月

1
1
日

座
光

寺
公

民
館

目 的

座
光

寺
地

域
住

民
を

対
象

に
人

形
劇

を
通

じ
て

芸
術

文
化

振
興

を
図

る
。

実 施 内 容

今
年

も
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

を
組

み
４

劇
団

の
リ

レ
ー

公
演

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
全

劇
団

の
人

形
劇

を
見

て
欲

し
い

、
こ

の
会

場
で

1
日

楽
し

ん
で

欲
し

い
と

い
う

思
い

か
ら

、
各

劇
団

の
公

演
後

に
「
海

外
劇

団
と

の
ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ｹ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

」
や

「
ふ

れ
あ

い
コ

ー
ナ

ー
」

を
実

施
し

た
。

そ
の

ほ
か

、
誰

で
も

利
用

可
能

な
交

流
ス

ペ
ー

ス
を

設
け

、
ホ

ッ
ト

ド
ッ

グ
や

果
物

等
を

無
料

提
供

し
公

民
館

前
で

の
屋

台
設

営
な

ど
を

行
っ

た
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

４
劇

団
の

連
続

公
演

で
あ

っ
た

が
、

無
理

の
な

い
時

間
の

割
り

振
り

が
で

き
、

多
く

の
人

が
観

劇
し

、
1
日

を
通

し
て

人
形

劇
を

楽
し

ん
で

も
ら

え
た

。
観

劇
者

と
劇

人
が

交
流

で
き

る
時

間
は

も
ち

ろ
ん

、
劇

人
と

ス
タ

ッ
フ

の
交

流
会

の
時

間
を

多
く
も

う
け

る
こ

と
が

で
き

、
来

年
度

以
降

に
も

つ
な

が
る

交
流

が
で

き
た

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

座
光

寺
人

形
劇

ま
つ

り
市

・
地

継
続

1
3
9
8

3
9
8

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

昨
年

度
好

評
だ

っ
た

た
め

、
今

年
度

も
小

学
校

か
ら

の
地

域
と

連
携

し
た

授
業

を
し

た
い

と
い

う
要

望
か

ら
、

小
学

校
の

授
業

の
な

か
で

実
験

教
室

を
行

な
っ

た
。

小
学

校
の

主
催

で
、

公
民

館
で

は
実

験
費

用
の

補
助

や
当

日
の

子
ど

も
の

サ
ポ

ー
ト

を
健

全
育

成
部

の
有

志
で

担
当

し
た

。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

初
め

て
保

育
園

で
公

演
を

行
い

、
保

育
園

公
演

は
、

友
達

と
一

緒
に

観
る

楽
し

さ
が

あ
り

、
園

児
や

保
護

者
か

ら
好

評
だ

っ
た

。
運

営
体

制
に

つ
い

て
、

保
護

者
会

と
公

民
館

は
当

日
の

み
の

関
わ

り
に

な
っ

て
し

ま
っ

た
た

め
、

次
年

度
以

降
は

企
画

や
準

備
か

ら
連

携
し

て
で

き
る

体
制

を
つ

く
っ

て
い

き
た

い
。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

地
域

で
活

動
し

て
い

る
個

人
や

団
体

が
減

少
し

て
い

る
と

言
わ

れ
て

い
る

が
、

個
人

や
団

体
の

成
果

発
表

の
場

と
し

て
、

展
示

が
充

実
し

て
い

た
。

こ
れ

ま
で

、
一

部
の

展
示

会
場

で
は

な
か

な
か

人
が

訪
れ

な
い

と
い

う
声

も
出

て
い

た
が

、
ク

イ
ズ

ラ
リ

ー
を

実
施

し
た

こ
と

で
、

各
会

場
へ

足
を

運
ん

で
く

れ
て

い
た

。
ま

た
、

今
年

は
中

・
高

校
生

の
参

加
が

多
く

、
企

画
や

音
楽

の
集

い
、

地
域

づ
く
り

フ
ォ

ー
ラ

ム
等

で
会

場
を

盛
り

上
げ

て
く
れ

た
。

さ
ら

に
、

毎
年

好
評

の
飯

田
風

越
高

校
書

道
部

の
参

加
も

あ
り

、
若

い
み

な
さ

ん
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
が

伝
わ

っ
た

。
今

後
に

つ
い

て
は

、
地

域
住

民
の

成
果

の
発

表
の

場
と

し
て

、
日

頃
の

活
動

を
大

切
に

し
て

い
け

る
よ

う
な

活
動

支
援

を
考

え
て

い
き

た
い

。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

各
地

区
か

ら
寄

せ
ら

れ
た

推
薦

者
を

選
考

委
員

会
に

お
い

て
表

彰
す

る
か

検
討

し
決

定
し

、
文

化
祭

の
中

夜
祭

前
に

授
賞

式
を

実
施

。
あ

ま
り

表
に

出
な

い
地

域
貢

献
活

動
を

、
大

勢
の

人
が

集
ま

る
文

化
祭

に
併

せ
て

行
う

こ
と

で
、

受
賞

者
だ

け
で

な
く
参

加
者

も
地

域
活

動
に

対
す

る
意

識
が

高
ま

る
の

で
は

な
い

か
と

感
じ

る
。

今
回

蒔
か

れ
た

種
が

今
後

大
き

く
成

長
し

て
欲

し
い

と
願

っ
て

い
る

。

2
月

2
日

座
光

寺
公

民
館

目 的

地
域

に
良

い
種

を
蒔

い
て

く
れ

た
方

を
表

彰
す

る
こ

と
で

新
た

な
芽

吹
き

へ
と

繋
げ

る
。

実 施 内 容

地
域

の
中

で
温

か
な

心
の

種
を

蒔
い

た
個

人
や

団
体

、
地

域
の

こ
と

を
思

っ
て

活
動

し
て

い
る

個
人

や
団

体
な

ど
を

紹
介

し
、

麻
績

の
里

に
蒔

か
れ

た
地

域
づ

く
り

の
種

を
大

き
く
育

て
て

い
く
こ

と
を

主
旨

に
、

家
庭

（
家

族
の

ふ
れ

あ
い

へ
の

提
言

・
行

為
）
・
環

境
（
環

境
美

化
・
環

境
浄

化
へ

の
提

案
・
行

為
）
・
地

域
（
地

域
向

上
へ

の
提

案
・
行

為
）
の

部
門

ご
と

に
文

化
祭

に
お

い
て

表
彰

す
る

。
受

賞
者

：
座

光
寺

夜
間

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

連
盟

、
女

子
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
リ

ー
グ

　
　

２
団

体

評 価

開
催

期
日

開
催

会
場

文 化 事 業

麻
績

の
里

地
域

づ
く
り

種
ま

き
大

賞
地

区
費

継
続

1
6
5

6
5

4
,4

8
8

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数

8
0
0

4
,4

8
8

2
月

2
日

、
2
月

3
日

座
光

寺
公

民
館

及
び

周
辺

施
設

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
日

頃
の

文
化

活
動

の
発

表
の

場
や

地
域

の
交

流
を

図
る

場
と

す
る

。

実 施 内 容

地
域

の
皆

で
つ

く
る

地
域

最
大

の
文

化
の

祭
典

と
し

て
位

置
づ

け
多

彩
な

催
し

を
計

画
。

今
年

度
は

「
無

限
の

可
能

性
～

み
ん

な
で

創
る

新
時

代
～

」
と

テ
ー

マ
を

設
け

た
。

【
麻

績
の

里
 音

楽
の

集
い

】
高

陵
中

、
女

子
高

吹
奏

楽
部

・
邦

楽
部

、
消

防
音

楽
隊

【
風

越
高

校
書

道
部

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
】

【
飯

田
O

ID
E
長

姫
高

校
テ

ッ
ク

レ
ン

ジ
ャ

ー
シ

ョ
ー

】
【
各

種
団

体
展

示
】
個

人
団

体
各

種
ブ

ー
ス

を
設

置
【
芸

能
発

表
】
コ

ー
ラ

ス
、

ダ
ン

ス
、

大
正

琴
、

バ
ン

ド
等

1
0
団

体
が

発
表

【
竹

田
人

形
館

活
用

事
業

】
小

学
校

4
年

生
と

竹
田

人
形

座
竹

の
子

会
公

演
、

座
光

寺
地

域
写

真
展

【
各

種
イ

ベ
ン

ト
】
地

域
づ

く
り

フ
ォ

ー
ラ

ム
、

麻
績

の
里

種
ま

き
大

賞
授

賞
式

、
健

康
体

験
コ

ー
ナ

ー
、

も
ち

つ
き

体
験

、
野

点
体

験
、

そ
ば

打
ち

体
験

、
住

民
交

流
会

　
ほ

か

評 価

文 化 事 業

座
光

寺
地

域
文

化
祭

市
・
地

継
続

1
8
0
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

8
月

7
日

座
光

寺
保

育
園

目 的

子
ど

も
た

ち
を

対
象

に
人

形
劇

を
通

じ
て

芸
術

文
化

振
興

を
図

る
。

実 施 内 容

保
育

園
、

保
護

者
会

、
公

民
館

が
連

携
し

て
開

催
。

「
げ

き
だ

ん
は

て
な

」
さ

ん
に

よ
る

公
演

と
園

児
と

の
給

食
交

流
会

、
ス

タ
ッ

フ
と

の
茶

話
会

交
流

会
を

行
い

、
劇

人
と

の
交

流
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。
評 価

開
催

期
日

開
催

会
場

文 化 事 業

い
い

だ
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

座
光

寺
保

育
園

公
演

市
・
地

継
続

1
1
5
5

1
5
5

1
1
2

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数

座
光

寺
小

学
校

目 的

子
ど

も
た

ち
を

対
象

に
科

学
教

室
を

行
い

、
科

学
を

身
近

に
感

じ
て

も
ら

う
だ

け
で

な
く

地
域

の
様

々
な

人
た

ち
と

の
交

流
を

通
じ

て
、

ふ
る

さ
と

へ
の

愛
着

や
生

き
る

力
を

育
む

。

実 施 内 容

小
学

校
6
年

生
を

対
象

に
「
モ

デ
ル

ロ
ケ

ッ
ト

制
作

と
打

上
げ

」
、

3
年

生
を

対
象

に
「
超

低
温

の
不

思
議

な
世

界
」
、

2
年

生
を

対
象

に
「
空

気
の

実
験

」
を

行
っ

た
。

そ
れ

ぞ
れ

の
実

験
に

公
民

館
健

全
育

成
部

の
部

員
が

ス
タ

ッ
フ

と
し

て
補

助
に

入
り

、
教

室
を

行
っ

た
。

主
催

：
座

光
寺

小
学

校
　

共
催

：
座

光
寺

公
民

館
講

師
：
お

も
し

ろ
科

学
工

房

評 価

開
催

会
場

学 級 ・ 講 座

座
光

寺
小

学
校

科
学

実
験

教
室

地
区

費
継

続
1

1
2
3

1
2
3

1
2
3

1
1
月

3
0
日

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
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座
光

寺
公

民
館

の
事

業
報

告
№

3

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

予
算

区
分

事
業

名

地
域

の
連

帯
意

識
の

向
上

と
親

睦
、

交
流

を
図

る

実 施 内 容

4
,4

8
8

1
0
月

7
日

「
地

域
の

親
睦

を
深

め
活

力
を

高
め

る
」
を

ス
ロ

ー
ガ

ン
に

地
区

対
抗

で
実

施
。

各
地

区
の

取
り

ま
と

め
に

つ
い

て
は

公
民

館
委

員
で

は
な

い
地

区
長

及
び

地
区

体
育

係
に

依
頼

。
全

体
の

取
り

ま
と

め
は

実
行

委
員

会
体

制
を

組
織

し
運

営
す

る
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

快
晴

の
中

で
開

催
す

る
こ

と
が

で
き

と
て

も
好

評
だ

っ
た

。
座

光
寺

で
地

区
単

位
で

集
ま

る
事

業
は

体
育

事
業

以
外

あ
ま

り
な

い
た

め
、

地
区

内
の

親
交

を
さ

ら
に

深
め

る
工

夫
を

考
え

た
い

。
誰

も
が

参
加

で
き

、
ま

た
世

代
間

交
流

が
で

き
る

よ
う

に
、

種
目

・
内

容
等

を
検

討
し

て
い

き
た

い
。

開
催

会
場

体 育 事 業

座
光

寺
地

域
市

民
運

動
会

地
区

費
継

続
1

1
,7

0
0

1
,7

0
0

小
学

校
校

庭

目 的

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日

5
4

4
,4

8
8

6
月

1
7
日

小
学

校
体

育
館

目 的

高
陵

地
区

住
民

を
対

象
に

体
力

測
定

会
を

行
い

、
健

康
へ

の
関

心
を

深
め

る
。

実 施 内 容

高
陵

地
区

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

主
催

、
上

郷
・
座

光
寺

公
民

館
と

高
陵

わ
く
わ

く
が

共
催

で
行

っ
た

。
自

身
の

体
力

測
定

や
、

保
健

課
に

よ
る

健
康

企
画

な
ど

を
通

じ
て

健
康

推
進

を
図

る
。

＜
内

容
＞

・
文

部
科

学
省

「
新

体
力

テ
ス

ト
実

施
要

領
」
に

基
づ

い
た

メ
ニ

ュ
ー

に
よ

る
体

力
測

定
及

び
判

定
。

・
「
ス

ト
レ

ッ
チ

」
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

小
学

生
か

ら
大

人
ま

で
幅

広
い

年
齢

層
を

対
象

に
、

年
に

１
度

改
め

て
自

身
の

体
力

に
つ

い
て

見
直

す
良

い
機

会
の

場
と

な
っ

て
い

る
。

今
年

も
上

郷
と

合
同

で
開

催
し

、
幅

広
く
声

を
掛

け
合

っ
て

参
加

し
て

も
ら

う
こ

と
が

で
き

て
い

る
。

開
催

時
期

は
両

地
区

の
状

況
を

見
定

め
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

体 育 事 業

高
陵

地
区

体
力

測
定

会
地

区
費

継
続

1
5
4

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

実
行

委
員

会
の

組
織

体
制

及
び

役
割

を
明

確
に

し
、

地
域

の
魅

力
再

発
見

等
の

新
成

人
の

活
動

も
含

め
て

、
実

行
委

員
会

内
で

協
力

し
な

が
ら

進
め

た
い

。
地

域
で

新
成

人
を

祝
う

成
人

式
で

あ
る

こ
と

だ
け

で
な

く
、

新
成

人
が

自
分

た
ち

の
成

人
式

を
自

分
た

ち
で

計
画

す
る

と
い

う
こ

と
、

地
域

で
学

ん
だ

こ
と

を
発

表
す

る
こ

と
を

大
切

に
し

て
い

き
た

い
。

4
6

6
0

1
月

1
3
日

座
光

寺
公

民
館

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
初

め
て

、
そ

ば
打

ち
体

験
と

そ
ば

粉
を

使
っ

た
料

理
教

室
を

実
施

し
た

。
地

域
で

収
穫

さ
れ

た
そ

ば
粉

を
使

い
、

そ
ば

打
ち

や
そ

ば
粉

の
ク

レ
ー

プ
な

ど
、

多
彩

な
料

理
を

作
る

こ
と

が
で

き
た

。
地

域
内

で
そ

ば
を

栽
培

し
て

い
る

こ
と

、
そ

ば
打

ち
等

が
で

き
る

こ
と

を
知

っ
て

も
ら

う
機

会
と

な
っ

た
。

ま
た

、
テ

イ
ス

テ
ィ

ン
グ

講
座

は
今

年
度

も
好

評
で

、
住

民
同

士
の

交
流

を
図

る
こ

と
が

で
き

て
い

る
。

5
0
0

4
,4

8
8

6
月

3
日

座
光

寺
小

学
校

他

目 的

住
民

の
体

力
増

強
と

大
会

及
び

懇
親

会
を

通
じ

て
地

区
内

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
図

る

実 施 内 容

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

、
ワ

ン
バ

ウ
ン

ド
ふ

ら
ば

～
る

バ
レ

ー
、

ペ
タ

ン
ク

の
3
種

目
を

地
区

対
抗

で
行

っ
た

。
各

競
技

を
通

じ
て

、
日

頃
の

運
動

不
足

を
解

消
し

基
礎

体
力

の
増

加
及

び
地

区
内

の
交

流
を

図
る

。
ま

た
幅

広
い

年
代

で
行

え
る

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
の

振
興

を
図

る
。

場
所

：
座

光
寺

小
学

校
体

育
館

、
校

庭
、

座
光

寺
保

育
園

園
庭

・
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
　

　
優

勝
：
大

堤
、

準
優

勝
：
恒

川
清

水
、

3
位

：
高

岡
、

宮
崎

・
ふ

ら
ば

～
る

バ
レ

ー
　

　
優

勝
：
恒

川
清

水
、

準
優

勝
：
中

・
中

・
欠

、
3
位

：
上

野
・
ペ

タ
ン

ク
　

　
優

勝
：
北

市
場

、
準

優
勝

：
恒

川
清

水
、

3
位

：
唐

沢
、

下
羽

場

評 価

体 育 事 業

春
季

ス
ポ

ー
ツ

大
会

地
区

費
継

続
1

5
0
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

実
施

内
容

参
照

座
光

寺
公

民
館

目 的

大
人

を
対

象
に

体
験

学
習

を
行

い
学

習
意

欲
の

向
上

を
図

る
。

実 施 内 容

大
人

が
体

験
を

通
し

て
、

住
民

同
士

の
交

流
が

深
ま

る
こ

と
を

ね
が

い
開

催
。

今
年

は
「
そ

ば
打

ち
体

験
&

そ
ば

粉
ク

ッ
キ

ン
グ

」
と

「
大

人
の

テ
イ

ス
テ

ィ
ン

グ
」
の

2
回

開
催

し
た

。
第

1
弾

　
９

/
1
5
　

そ
ば

打
ち

体
験

&
そ

ば
粉

ク
ッ

キ
ン

グ
　

　
　

講
師

：
パ

ノ
ラ

マ
フ

ァ
ー

ム
、

座
 女

子
力

　
会

場
：
座

光
寺

公
民

館
　

参
加

者
：
1
5
名

第
2
弾

　
３

/
２

　
大

人
の

テ
イ

ス
テ

ィ
ン

グ
　

　
　

講
師

：
浜

島
晃

さ
ん

　
会

場
：
座

光
寺

公
民

館
　

参
加

者
：
3
8
名

評 価

開
催

期
日

開
催

会
場

文 化 事 業

大
人

の
体

験
教

室
市

・
地

継
続

2
5
3

5
3

4
,4

8
8

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数

目 的

今
年

度
二

十
歳

を
迎

え
る

方
を

対
象

に
、

地
域

で
祝

い
、

地
域

の
一

員
と

し
て

の
自

覚
を

持
っ

て
も

ら
う

よ
う

に
す

る
。

実 施 内 容

地
域

の
新

成
人

を
地

域
で

祝
い

た
い

と
い

う
声

か
ら

、
座

光
寺

地
域

単
独

開
催

と
な

っ
て

４
回

目
。

今
年

度
も

座
光

寺
の

歌
斉

唱
、

保
護

者
か

ら
の

一
言

、
地

域
学

習
報

告
、

地
域

か
ら

の
プ

レ
ゼ

ン
ト

と
し

て
の

参
加

者
全

員
に

よ
る

も
ち

つ
き

な
ど

、
地

域
ら

し
さ

を
出

す
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
今

年
度

も
式

典
の

司
会

進
行

を
新

成
人

実
行

委
員

の
4
人

が
担

い
、

よ
り

新
成

人
が

自
ら

創
る

成
人

式
に

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

評 価

文 化 事 業

座
光

寺
地

域
成

人
式

市
・
地

継
続

1
4
6

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

地
区

住
民

み
ん

な
が

集
い

、
汗

を
か

き
な

が
ら

も
楽

し
め

交
流

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

。
種

目
に

よ
っ

て
は

、
年

齢
層

が
限

ら
れ

て
し

ま
っ

て
い

る
こ

と
が

反
省

で
あ

げ
ら

れ
て

い
る

た
め

、
幅

広
い

年
代

が
参

加
で

き
る

種
目

を
考

え
な

が
ら

、
今

以
上

に
地

区
内

の
親

交
を

深
め

ら
れ

る
よ

う
に

検
討

し
て

い
き

た
い

。

－70－



座
光

寺
公

民
館

の
事

業
報

告
№

4

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

4
8
0

実
施

内
容

参
照

実
施

内
容

参
照

目 的

座
光

寺
が

誇
る

「
舞

台
桜

」
「
舞

台
校

舎
」
の

学
習

を
子

ど
も

達
が

行
い

、
桜

の
観

光
者

に
ガ

イ
ド

す
る

こ
と

で
、

ふ
る

さ
と

へ
の

愛
着

や
生

き
る

力
を

育
む

。

実 施 内 容

座
光

寺
の

宝
「
舞

台
桜

」
や

自
然

・
史

跡
・
施

設
に

つ
い

て
学

習
し

観
光

客
に

ガ
イ

ド
を

行
う

。
地

域
学

習
だ

け
で

な
く
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

向
上

や
地

域
貢

献
に

対
す

る
意

識
化

に
つ

な
げ

る
。

ま
た

、
小

学
校

だ
け

で
な

く
中

学
生

に
も

参
加

し
て

も
ら

う
こ

と
で

、
参

加
者

内
で

先
生

・
生

徒
の

関
係

を
築

き
お

互
い

の
学

習
意

欲
を

高
め

る
事

業
と

す
る

。
学

習
会

　
3
/
2
4
、

3
/
3
1
　

会
場

：
公

民
館

　
内

容
：
「
舞

台
桜

及
び

座
光

寺
の

自
然

・
史

跡
・
施

設
」
に

つ
い

て
　

講
師

：
小

林
正

明
手

作
り

案
内

看
板

作
製

　
3
/
3
1
　

会
場

：
座

光
寺

公
民

館
ガ

イ
ド

期
間

　
4
/
7
、

4
/
8
　

会
場

：
舞

台
桜

前

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
は

小
学

生
が

4
6
名

、
中

学
生

以
上

が
4
名

参
加

し
た

。
小

学
生

が
中

心
と

な
っ

て
観

桜
客

に
ガ

イ
ド

を
行

い
、

中
学

生
は

小
学

生
の

補
助

や
ア

ド
バ

イ
ス

役
を

主
に

行
っ

た
。

経
験

年
数

が
多

い
子

ど
も

た
ち

も
多

か
っ

た
た

め
か

、
年

々
、

積
極

的
に

ガ
イ

ド
を

す
る

姿
が

み
ら

れ
る

。
今

年
も

多
く
の

方
に

ガ
イ

ド
が

で
き

、
観

光
客

か
ら

の
感

謝
の

言
葉

や
笑

顔
で

、
子

ど
も

た
ち

に
と

っ
て

良
い

経
験

が
で

き
た

と
感

じ
る

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

麻
績

の
里

体
験

学
校

　
子

ど
も

桜
ガ

イ
ド

市
・
地

継
続

4
1
2
7

5
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,4

8
8

実
施

内
容

参
照

地
区

内

目 的

座
光

寺
の

次
月

の
予

定
を

お
知

ら
せ

版
と

し
て

集
約

し
配

布
す

る
こ

と
で

、
情

報
の

一
本

化
だ

け
で

な
く

資
源

削
減

を
図

る
。

実 施 内 容

毎
月

月
末

に
座

光
寺

全
体

の
次

月
の

予
定

と
、

年
4
回

発
行

の
広

報
座

光
寺

で
は

記
事

に
載

ら
な

い
も

の
を

紹
介

。
全

戸
配

付
　

1
7
0
0
部

発
行

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

複
数

枚
の

組
合

回
覧

を
１

本
化

し
全

戸
配

付
し

て
い

る
た

め
、

情
報

が
集

約
さ

れ
見

や
す

く
、

環
境

的
に

も
紙

の
無

駄
を

省
け

る
と

い
う

メ
リ

ッ
ト

が
あ

る
。

ま
た

、
回

覧
情

報
を

全
戸

配
付

す
る

こ
と

で
手

元
に

残
り

、
毎

月
発

行
の

た
め

旬
な

情
報

を
い

ち
早

く
届

け
れ

る
と

い
う

メ
リ

ッ
ト

が
あ

る
。

作
成

主
体

と
企

画
会

議
（
取

り
上

げ
た

い
情

報
を

出
し

合
う

）
に

つ
い

て
検

討
の

必
要

が
あ

る
。

（
現

在
は

全
て

主
事

）

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

広 報 事 業

広
報

座
光

寺
お

知
ら

せ
版

地
区

費
継

続
1
2

1
2
6

1
4

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,4

8
8

実
施

内
容

参
照

地
区

内

目 的

公
民

館
事

業
に

限
ら

ず
地

域
の

活
動

経
過

や
取

組
み

の
紹

介
、

地
区

の
歴

史
等

を
掲

載
し

、
地

域
を

知
る

た
め

の
情

報
提

供
。

実 施 内 容

公
民

館
事

業
に

限
ら

ず
自

治
会

や
地

域
全

体
の

事
業

や
取

組
み

の
紹

介
、

座
光

寺
に

残
っ

て
い

る
遺

跡
や

資
源

の
説

明
を

主
に

掲
載

。
全

戸
配

付
　

1
7
0
0
部

発
行

◇
年

4
発

行
（
6
月

、
9
月

、
1
2
月

、
3
月

）
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

地
域

活
動

の
記

録
と

い
う

側
面

も
あ

る
が

、
今

後
自

分
た

ち
の

地
域

は
ど

う
あ

る
べ

き
か

な
ど

の
投

げ
か

け
や

、
依

頼
記

事
ば

か
り

で
な

く
編

集
側

の
気

持
ち

の
入

っ
た

取
材

記
事

を
積

極
的

に
組

込
み

、
発

信
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

次
年

度
も

読
み

や
す

く
興

味
を

ひ
く
広

報
編

集
に

力
を

入
れ

、
大

勢
の

人
に

見
て

も
ら

え
る

よ
う

に
し

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

広 報 事 業

広
報

座
光

寺
地

区
費

継
続

1
4

1
3
6

1
4

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

3
月

3
日

小
学

校
体

育
館

目 的

あ
ま

り
体

を
動

か
さ

な
い

冬
季

間
の

体
力

増
進

と
地

域
の

親
睦

、
交

流
を

図
る

実 施 内 容

ソ
フ

ト
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
、

囲
碁

ボ
ー

ル
、

ス
ロ

ー
イ

ン
ボ

ト
ル

の
3
種

目
を

地
区

対
抗

で
行

っ
た

。
幅

広
い

年
齢

の
方

が
楽

し
め

る
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

の
振

興
を

図
る

と
と

も
に

、
地

区
内

の
交

流
を

深
め

る
。

・
ソ

フ
ト

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

 優
勝

：
共

和
、

準
優

勝
：
上

野
、

3
位

：
中

・
中

・
欠

・
囲

碁
ボ

ー
ル

　
　

　
　

  
優

勝
：
高

岡
、

準
優

勝
：
宮

の
前

、
3
位

：
中

・
中

・
欠

、
市

場
通

り
・
ス

ロ
ー

イ
ン

ボ
ト

ル
　

 優
勝

：
北

市
場

、
準

優
勝

：
恒

川
・
清

水
、

3
位

：
市

場
通

り

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

誰
で

も
参

加
で

き
る

冬
季

ス
ポ

ー
ツ

大
会

を
目

指
し

、
子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

楽
し

め
る

ス
ポ

ー
ツ

3
種

目
で

楽
し

く
交

流
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
が

幅
広

く
認

知
さ

れ
て

き
て

お
り

、
競

技
自

体
を

楽
し

め
て

い
る

。
来

年
度

以
降

は
新

た
な

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
の

普
及

を
含

め
て

、
種

目
の

ア
レ

ン
ジ

を
検

討
す

る
こ

と
も

考
え

た
い

。

開
催

期
日

開
催

会
場

体 育 事 業

冬
季

ス
ポ

ー
ツ

大
会

地
区

費
継

続
1

3
0
0

3
0
0

4
,4

8
8

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

座
光

寺
は

分
館

が
な

い
た

め
事

業
は

地
域

全
体

で
取

り
組

む
こ

と
が

多
く
、

地
区

毎
の

取
組

み
は

少
な

い
。

そ
の

よ
う

な
状

況
か

ら
、

健
康

増
進

と
い

う
目

的
だ

け
で

な
く
地

区
の

絆
づ

く
り

と
い

う
目

的
も

含
ん

だ
事

業
と

な
っ

て
い

る
。

本
事

業
の

目
的

を
地

域
内

で
共

有
し

、
本

事
業

を
通

じ
て

地
区

内
の

交
流

を
さ

ら
に

深
め

て
い

き
た

い
。

5
0
0

5
0
0

4
,4

8
8

事
業

名
予

算
区

分

事
業

名
予

算
区

分

実
施

内
容

参
照

各
地

区

目 的

住
民

の
体

力
増

強
と

ス
ポ

ー
ツ

及
び

懇
親

会
を

通
じ

て
地

区
内

の
交

流
を

図
る

実 施 内 容

「
高

齢
者

か
ら

子
ど

も
ま

で
地

区
内

大
勢

の
皆

さ
ん

で
楽

し
く

交
流

」
を

テ
ー

マ
に

、
ス

ポ
ー

ツ
に

捉
わ

れ
ず

地
区

住
民

が
交

流
を

図
れ

る
場

と
し

て
、

各
地

区
に

実
施

を
依

頼
。

期
間

は
7
月

～
1
1
月

に
各

地
区

で
開

催
日

を
決

め
企

画
運

営
を

行
う

。
評 価

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

地
区

交
流

月
間

地
区

費
継

続
1

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

－71－



座
光

寺
公

民
館

の
事

業
報

告
№

5

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

4
8
0

1
1
月

1
7
日

座
光

寺
公

民
館

目 的

子
ど

も
た

ち
を

対
象

に
科

学
教

室
を

行
い

、
科

学
を

身
近

に
感

じ
て

も
ら

う
だ

け
で

な
く

地
域

の
様

々
な

人
た

ち
と

の
交

流
を

通
じ

て
、

ふ
る

さ
と

へ
の

愛
着

や
生

き
る

力
を

育
む

。

実 施 内 容

牛
乳

パ
ッ

ク
を

再
利

用
す

る
こ

と
に

よ
り

、
森

林
資

源
の

大
切

さ
や

ゴ
ミ

の
減

量
へ

の
理

解
を

深
め

る
。

ま
た

、
箱

カ
メ

ラ
を

作
り

、
カ

メ
ラ

の
仕

組
み

や
写

真
の

撮
り

方
を

学
ぶ

。
「
子

ど
も

科
学

教
室

～
牛

乳
パ

ッ
ク

で
箱

カ
メ

ラ
を

つ
く
り

写
真

を
撮

ろ
う

～
」

　
指

導
者

：
湯

澤
眞

理
子

　
先

生
　

参
加

：
子

ど
も

1
5
名

　
大

人
8
名

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
も

、
湯

澤
先

生
を

講
師

に
お

招
き

し
、

小
学

生
と

保
育

園
児

の
親

子
を

対
象

に
実

験
を

行
っ

た
。

多
く
の

参
加

を
得

ら
れ

た
と

と
も

に
、

つ
く
っ

た
箱

カ
メ

ラ
で

ど
う

し
た

ら
上

手
に

写
真

が
撮

れ
る

か
を

考
え

て
、

そ
れ

ぞ
れ

写
真

を
撮

影
し

て
い

る
姿

が
あ

っ
た

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

麻
績

の
里

体
験

学
校

　
子

ど
も

科
学

教
室

市
・
地

継
続

1
2
3

2
3

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,4

8
8

実
施

内
容

参
照

座
光

寺
小

学
校

体
育

館
・
校

庭

目 的

星
空

観
察

を
通

じ
、

科
学

に
親

し
む

心
を

育
て

る
と

と
も

に
、

宇
宙

に
関

心
を

持
た

せ
、

将
来

の
夢

を
与

え
る

。
ま

た
、

星
空

が
見

え
る

自
然

環
境

の
素

晴
ら

し
さ

を
実

感
し

、
自

然
を

守
る

心
を

育
て

る
。

実 施 内 容

星
空

観
察

を
通

じ
て

、
科

学
に

親
し

む
心

や
自

然
環

境
の

素
晴

ら
し

さ
を

実
感

し
て

も
ら

う
機

会
を

提
供

。
1
回

目
：
9
月

1
日

　
美

術
博

物
館

で
プ

ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム

鑑
賞

　
子

ど
も

8
名

、
大

人
4
名

2
回

目
：
2
月

2
3
日

 第
1
部

　
美

術
博

物
館

で
プ

ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム

鑑
賞

　
子

ど
も

1
1
名

、
大

人
1
1
名

 第
2
部

　
冬

の
星

空
観

察
　

子
ど

も
1
1
名

、
大

人
8
名

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

天
候

の
影

響
を

直
接

受
け

て
し

ま
う

企
画

の
た

め
、

期
待

し
た

通
り

に
実

施
す

る
こ

と
が

難
し

い
が

、
冬

は
外

で
星

空
観

察
が

で
き

て
、

実
際

に
星

を
見

つ
け

る
こ

と
が

で
き

た
こ

と
で

、
子

ど
も

た
ち

に
と

っ
て

よ
り

よ
い

体
験

と
な

っ
た

。
ま

た
、

星
空

観
察

の
前

に
プ

ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム

鑑
賞

を
す

る
こ

と
で

、
実

際
に

星
を

見
つ

け
た

時
に

喜
び

が
増

し
て

い
る

よ
う

に
感

じ
る

。
子

ど
も

に
は

非
常

に
人

気
の

高
い

企
画

と
な

っ
て

き
て

い
る

た
め

、
今

後
も

工
夫

し
な

が
ら

実
施

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

麻
績

の
里

体
験

学
校

　
星

空
観

察
会

地
区

費
継

続
1

5
3

5
3

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
8
0

7
月

1
5
日

水
辺

の
広

場

目 的

子
ど

も
た

ち
を

対
象

に
開

催
し

、
親

子
の

ふ
れ

あ
い

や
地

域
内

外
の

様
々

な
人

た
ち

と
の

交
流

、
を

通
じ

て
、

ふ
る

さ
と

へ
の

愛
着

や
生

き
る

力
を

育
む

。

実 施 内 容

水
辺

の
広

場
委

員
会

と
共

催
で

実
施

。
午

前
中

は
水

生
生

物
学

習
会

、
飯

盒
体

験
、

午
後

は
魚

掴
み

体
験

、
流

し
そ

う
め

ん
、

川
遊

び
を

行
っ

た
。

ま
た

、
小

さ
な

子
供

た
ち

に
は

小
プ

ー
ル

を
用

意
し

金
魚

の
つ

か
み

ど
り

を
行

っ
た

。
昼

食
に

飯
盒

で
炊

い
た

米
を

カ
レ

ー
ラ

イ
ス

に
し

て
食

べ
た

。
水

生
生

物
学

習
会

　
講

師
：
大

原
 均

　
先

生
参

加
：
子

ど
も

6
9
名

　
大

人
4
1
名

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

水
辺

の
広

場
委

員
会

と
の

合
同

会
議

を
事

前
に

重
ね

る
こ

と
で

、
お

互
い

の
開

催
目

的
や

企
画

内
容

を
協

議
し

た
う

え
で

開
催

し
た

。
健

全
育

成
部

と
し

て
は

、
午

前
中

に
水

生
生

物
学

習
会

を
行

っ
た

。
そ

の
結

果
、

今
年

は
さ

ら
に

企
画

が
充

実
し

、
昨

年
以

上
に

多
く
の

子
ど

も
達

が
参

加
し

楽
し

ん
だ

。
来

年
度

も
、

子
ど

も
に

「
何

の
た

め
」
「
ど

の
よ

う
な

体
験

」
を

提
供

す
る

の
か

検
討

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

麻
績

の
里

体
験

学
校

　
水

辺
の

広
場

で
遊

ぼ
う

地
区

費
継

続
1

1
1
0

1
1
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,4

8
8

6
月

1
6
日

中
河

原
会

所
及

び
周

辺

目 的

子
ど

も
た

ち
を

対
象

に
ほ

た
る

観
察

会
を

行
い

、
地

域
の

様
々

な
人

た
ち

と
の

交
流

を
通

じ
て

、
ふ

る
さ

と
へ

の
愛

着
や

生
き

る
力

を
育

む
。

実 施 内 容

座
光

寺
の

ほ
た

る
分

布
状

況
、

環
境

に
よ

る
繁

殖
状

況
の

違
い

や
ほ

た
る

の
生

態
を

学
習

し
た

。
共

催
団

体
の

水
辺

の
広

場
委

員
会

の
ホ

タ
ル

保
護

や
地

域
の

資
源

を
活

用
し

た
活

動
に

つ
い

て
も

学
習

し
、

終
了

後
に

現
地

で
ホ

タ
ル

観
察

を
行

っ
た

。
学

習
会

　
講

師
：
小

林
正

明
、

水
辺

の
広

場
委

員
会

　
会

場
：
中

河
原

会
所

ホ
タ

ル
観

察
　

会
場

：
白

山
下

参
加

者
：
子

ど
も

3
4
名

、
大

人
2
2
名

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

ホ
タ

ル
の

繁
殖

変
化

や
生

態
を

学
習

す
る

こ
と

で
、

環
境

に
対

す
る

意
識

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

地
元

の
講

師
や

ほ
た

る
保

護
活

動
を

行
っ

て
い

る
団

体
と

共
催

す
る

こ
と

で
、

地
域

活
動

と
し

て
ホ

タ
ル

の
保

護
を

行
っ

て
い

る
こ

と
を

知
る

機
会

に
も

つ
な

が
っ

た
。

今
後

、
リ

ニ
ア

関
連

事
業

に
よ

り
ホ

タ
ル

の
保

護
活

動
の

継
続

が
困

難
に

な
る

た
め

、
学

習
会

の
あ

り
方

に
つ

い
て

考
え

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

麻
績

の
里

体
験

学
校

　
ホ

タ
ル

を
見

る
会

市
・
地

継
続

1
5
6

5
6

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,4

8
8

5
月

6
日

実
施

内
容

参
照

目 的

地
域

の
農

産
物

の
１

つ
で

あ
る

お
茶

の
摘

み
方

と
加

工
方

法
を

学
び

お
茶

摘
み

作
業

を
継

承
す

る
と

と
も

に
、

農
業

の
素

晴
ら

し
さ

を
知

り
農

業
へ

の
関

心
を

持
た

せ
る

。

実 施 内 容

麻
績

の
館

周
辺

の
茶

葉
を

材
料

に
し

て
の

お
茶

づ
く
り

体
験

を
、

昨
年

度
に

引
き

続
き

、
麻

績
の

里
体

験
学

校
と

し
て

地
区

内
全

体
を

対
象

に
し

て
開

催
し

た
。

お
茶

を
摘

み
ホ

ッ
ト

プ
レ

ー
ト

で
焙

り
、

お
茶

を
飲

ん
だ

。
講

師
：
増

澤
武

雄
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

日
本

茶
の

会
副

理
事

長
）

会
場

：
麻

績
の

館
及

び
周

辺
参

加
者

：
子

ど
も

4
5
名

、
大

人
2
4
名

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

普
段

何
気

な
く
目

に
し

て
い

た
お

茶
の

葉
を

摘
ん

で
、

そ
こ

か
ら

お
茶

を
作

り
飲

む
と

い
う

経
験

は
、

子
ど

も
た

ち
に

と
っ

て
と

て
も

新
鮮

で
興

味
深

い
体

験
だ

っ
た

よ
う

に
感

じ
る

。
ま

た
、

座
光

寺
小

学
校

5
年

生
か

ら
の

要
望

に
よ

り
、

5
年

生
授

業
で

お
茶

摘
み

事
業

を
実

施
さ

れ
た

。
健

全
育

成
部

か
ら

も
数

名
が

講
師

と
し

て
参

加
し

た
。

各
々

が
つ

く
っ

た
お

茶
が

、
そ

れ
ぞ

れ
香

り
や

味
が

違
う

こ
と

に
気

付
き

を
得

た
子

ど
も

た
ち

が
多

く
、

非
常

に
良

い
体

験
と

な
っ

た
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

麻
績

の
里

体
験

学
校

　
お

茶
摘

み
体

験
学

習
市

費
継

続
1

7
9

7
9

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

－72－



座
光

寺
公

民
館

の
事

業
報

告
№

6

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

2
7

実
施

内
容

参
照

座
光

寺
公

民
館

目 的

女
性

の
柔

ら
か

い
視

点
で

地
域

を
見

つ
め

て
、

想
い

や
願

い
を

語
り

合
う

こ
と

で
、

共
通

の
意

識
や

新
た

な
認

識
を

共
有

し
合

い
た

い
。

実 施 内 容

公
民

館
に

所
属

す
る

女
性

委
員

が
集

ま
り

、
女

性
な

ら
で

は
の

柔
ら

か
い

目
線

で
地

域
を

知
り

、
こ

れ
か

ら
の

地
域

の
在

り
方

を
考

え
る

場
と

し
て

開
催

。
4
/
7
、

4
/
8
　

「
天

ぷ
ら

万
十

」
販

売
　

　
6
/
1
5
　

第
1
回

女
性

委
員

の
会

7
/
2
　

「
桃

の
ス

ム
ー

ジ
ー

」
販

売
　

　
8
/
3
1
　

第
2
回

女
性

委
員

の
会

9
/
1
5
 「

そ
ば

粉
ｸ
ｯ
ｷ

ﾝ
ｸ
ﾞ」

講
師

　
　

1
0
/
1
3
　

「
座

光
寺

の
名

物
を

つ
く
ろ

う
ｺ
ﾝ
ﾃ
ｽ

ﾄ」
出

品
2
/
2
、

2
/
3
　

「
天

ぷ
ら

万
十

」
販

売
　

　
3
/
8
　

第
3
回

女
性

委
員

の
会

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

女
性

の
目

線
で

、
住

み
よ

い
座

光
寺

の
実

現
を

目
指

し
て

活
躍

し
実

践
し

活
動

す
る

こ
と

を
目

的
に

取
り

組
み

を
行

っ
た

。
「
座

光
寺

の
名

物
を

作
ろ

う
」
と

い
う

主
旨

の
も

と
、

天
ぷ

ら
万

十
や

桃
の

ス
ム

ー
ジ

ー
を

各
種

イ
ベ

ン
ト

で
提

供
し

、
大

成
功

に
終

わ
っ

た
。

今
年

度
は

、
料

理
教

室
の

講
師

も
務

め
る

こ
と

に
な

り
、

そ
ば

粉
を

つ
か

っ
た

料
理

3
品

の
提

案
を

行
っ

た
。

引
き

続
き

積
極

的
な

活
動

展
開

を
期

待
し

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

公
民

館
女

性
委

員
の

会
地

区
費

継
続

9
9
8

2
7

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,4

8
8

実
施

内
容

参
照

座
光

寺
公

民
館

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
地

域
の

魅
力

の
掘

り
起

こ
し

と
、

こ
れ

か
ら

の
地

域
の

あ
り

方
に

つ
い

て
考

え
合

う
。

実 施 内 容

“
食

”
を

通
じ

て
、

座
光

寺
の

魅
力

の
再

発
見

と
地

域
の

今
後

の
可

能
性

に
つ

い
て

考
え

話
し

合
う

場
と

す
る

。
実

行
委

員
会

の
体

制
で

企
画

・
運

営
を

行
う

。
1
0
/
1
3
　

「
座

光
寺

の
名

物
を

つ
く
ろ

う
！

コ
ン

テ
ス

ト
」
　

参
加

者
：
4
6
名

【
料

理
の

部
】
大

賞
：
か

ぼ
ち

ゃ
の

白
玉

ク
リ

ー
ム

ソ
ー

ス
、

準
大

賞
：
そ

ば
ク

リ
ー

ム
コ

ロ
ッ

ケ
【
ス

イ
ー

ツ
の

部
】
大

賞
：
座

光
寺

の
月

灯
り

、
り

ん
ご

と
ス

イ
ー

ト
ポ

テ
ト

パ
イ

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

「
座

光
寺

の
名

物
」
の

メ
ニ

ュ
ー

を
地

域
に

募
集

し
、

応
募

さ
れ

た
８

品
の

中
で

コ
ン

テ
ス

ト
を

実
施

。
当

日
は

実
際

に
応

募
者

に
試

食
を

提
供

し
て

も
ら

い
、

作
品

へ
の

想
い

に
つ

い
て

発
表

。
試

食
後

は
グ

ル
ー

プ
ご

と
、

感
想

や
今

後
の

可
能

性
に

つ
い

て
意

見
交

換
を

行
っ

た
。

参
加

者
が

意
見

交
換

の
中

で
、

地
域

に
目

を
向

け
て

、
こ

れ
か

ら
「
何

が
で

き
る

か
」
「
自

分
も

こ
ん

な
こ

と
が

で
き

る
か

も
」
と

考
え

る
機

会
に

で
き

た
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

座
光

寺
の

名
物

を
つ

く
ろ

う
コ

ン
テ

ス
ト

地
区

費
継

続
1

4
6

4
6

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
8
0

1
1
月

4
日

高
岡

古
墳

・
麻

績
学

校
校

舎
校

庭

目 的

子
ど

も
を

対
象

に
座

光
寺

の
歴

史
や

文
化

や
自

然
を

学
習

し
地

域
の

愛
着

心
を

育
む

実 施 内 容

地
域

の
歴

史
・
文

化
・
自

然
を

学
ぶ

機
会

の
提

供
と

し
て

開
催

。
今

年
度

は
「
舞

台
校

舎
の

お
話

と
火

お
こ

し
体

験
」
と

い
う

テ
ー

マ
で

実
施

し
た

。
麻

績
舞

台
校

舎
に

つ
い

て
学

習
し

、
昔

の
生

活
を

体
験

し
現

在
の

生
活

を
大

切
に

し
て

も
ら

う
こ

と
を

目
的

に
、

火
お

こ
し

の
体

験
を

行
っ

た
。

お
こ

し
た

火
で

焚
き

火
を

し
、

焼
き

芋
を

み
ん

な
で

食
べ

た
。

参
加

：
子

ど
も

2
7
名

　
大

人
1
5
名

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

県
史

跡
の

舞
台

校
舎

で
、

当
時

の
学

校
生

活
の

様
子

に
つ

い
て

親
子

で
学

習
し

た
。

ま
た

、
火

お
こ

し
を

体
験

す
る

こ
と

で
、

現
在

の
生

活
の

豊
か

さ
を

感
じ

る
こ

と
が

で
き

た
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

麻
績

の
里

体
験

学
校

　
ふ

る
さ

と
探

検
市

・
地

継
続

1
5
1

5
1

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
8
0

1
月

2
1
日

座
光

寺
公

民
館

目 的

体
験

学
校

参
加

者
を

対
象

に
一

年
間

の
体

験
の

振
り

返
り

と
感

想
を

ま
と

め
、

次
年

度
へ

の
展

開
に

つ
な

げ
る

。

実 施 内 容

体
験

学
校

参
加

者
に

集
ま

っ
て

も
ら

い
、

写
真

の
ｽ

ﾗ
ｲ
ﾄ
ﾞｼ

ｮｰ
を

見
な

が
ら

一
年

間
の

活
動

を
振

り
返

り
、

反
省

や
感

想
を

出
し

合
っ

て
も

ら
い

、
次

年
度

へ
の

事
業

展
開

に
つ

な
げ

て
い

く
。

そ
の

後
豚

汁
と

お
に

ぎ
り

作
り

を
併

せ
て

行
っ

た
。

参
加

：
子

ど
も

８
名

　
大

人
３

名

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

体
験

学
校

の
振

り
返

り
を

ス
ラ

イ
ド

シ
ョ

ー
で

行
う

だ
け

で
な

く
、

体
験

時
の

写
真

を
模

造
紙

に
張

り
感

想
発

表
を

行
っ

た
。

併
せ

て
豚

汁
と

お
に

ぎ
り

を
作

り
、

昼
食

会
を

行
っ

た
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

麻
績

の
里

体
験

学
校

　
ま

と
め

の
会

地
区

費
継

続
1

1
1

1
1

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

座
光

寺
地

域
づ

く
り

フ
ォ

ー
ラ

ム
地

区
費

継
続

1
6
0

6
0

4
,4

8
8

実
施

内
容

参
照

座
光

寺
公

民
館

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
地

域
の

現
状

と
課

題
を

出
し

合
い

、
よ

り
良

く
す

る
に

は
ど

の
よ

う
に

す
べ

き
か

意
見

交
換

す
る

。

実 施 内 容

地
域

課
題

に
対

し
て

地
域

全
体

で
取

組
め

る
よ

う
「
知

る
」
「
考

え
る

」
「
実

行
す

る
」
に

つ
な

が
る

事
業

展
開

を
検

討
し

て
開

催
。

２
/
２

（
文

化
祭

１
日

目
）

「
座

光
寺

の
可

能
性

を
切

り
拓

く
～

高
校

生
が

み
た

座
光

寺
の

魅
力

～
」

話
題

提
供

：
飯

田
O

ID
E
長

姫
高

校
 地

域
人

教
育

 座
光

寺
グ

ル
ー

プ
参

加
者

：
7
2
名

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

「
地

域
人

教
育

」
で

座
光

寺
を

フ
ィ

ー
ル

ド
に

地
域

学
習

を
行

っ
て

き
た

高
校

生
が

、
1
年

間
の

活
動

を
ま

と
め

報
告

会
を

実
施

。
高

校
生

の
視

点
か

ら
み

て
き

た
座

光
寺

、
取

り
組

ん
で

き
た

こ
と

を
、

地
域

住
民

に
報

告
を

し
た

。
地

域
住

民
は

報
告

を
聞

き
、

こ
れ

か
ら

の
座

光
寺

の
あ

り
方

に
つ

い
て

皆
で

考
え

、
自

分
に

は
何

が
で

き
る

か
を

考
え

る
き

っ
か

け
と

な
っ

た
。
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座
光

寺
公

民
館

の
事

業
報

告
№

7

区
分

区
分

4
,4

8
8

1
0
月

2
6
日

座
光

寺
小

学
校

目 的

座
光

寺
の

子
ど

も
の

健
全

育
成

に
つ

い
て

小
学

校
･

P
T
A

･
地

域
の

三
者

が
集

い
、

事
例

発
表

と
意

見
交

換
を

行
う

。

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ス
ク

ー
ル

が
動

き
出

し
、

座
光

寺
小

学
校

で
の

取
り

組
み

に
つ

い
て

、
ま

た
、

「
学

校
・
家

庭
・
地

域
の

連
携

」
に

つ
い

て
、

一
同

が
集

う
場

で
確

認
を

行
っ

た
。

ま
た

、
現

在
、

子
ど

も
た

ち
の

生
活

や
取

り
巻

く
環

境
で

気
に

な
る

こ
と

、
家

庭
・
Ｐ

Ｔ
Ａ

か
ら

地
域

へ
望

む
こ

と
と

い
う

テ
ー

マ
で

発
表

や
意

見
交

換
を

実
施

。
小

学
校

P
T
A

、
推

進
委

員
会

メ
ン

バ
ー

計
5
0
名

が
参

加
し

た
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

現
在

の
子

ど
も

た
ち

の
生

活
や

取
り

巻
く
環

境
に

お
い

て
は

、
外

で
気

軽
に

遊
ぶ

姿
が

な
か

な
か

見
ら

れ
な

い
と

い
っ

た
意

見
が

多
く

あ
げ

ら
れ

て
い

た
。

子
ど

も
た

ち
の

つ
な

が
り

に
つ

い
て

、
大

人
同

士
の

つ
な

が
り

か
ら

生
ま

れ
て

い
る

こ
と

も
あ

げ
ら

れ
、

改
め

て
、

多
く

の
大

人
が

座
光

寺
の

子
ど

も
に

つ
い

て
考

え
る

い
い

機
会

と
な

っ
た

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

座
光

寺
の

子
ど

も
を

語
る

会
地

区
費

継
続

1
5
0

5
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
1

座
光

寺
公

民
館

目 的

座
光

寺
の

子
ど

も
の

健
全

育
成

に
つ

い
て

小
学

校
･

P
T
A

･
地

域
の

三
者

が
連

携
し

、
現

状
の

把
握

と
課

題
に

対
す

る
取

り
組

み
及

び
報

告
を

行
う

。

実 施 内 容

・
学

校
・
家

庭
・
地

域
3
者

の
代

表
者

が
集

い
健

全
育

成
に

関
す

る
活

動
の

報
告

と
現

状
・
課

題
に

つ
い

て
情

報
共

有
を

行
う

た
め

に
年

４
回

開
催

。
・
座

光
寺

の
子

ど
も

た
ち

に
関

す
る

課
題

解
決

を
図

る
た

め
、

各
種

団
体

の
連

携
や

活
動

内
容

の
見

直
し

等
の

調
整

を
行

う
。

・
公

民
館

育
成

部
事

業
「
麻

績
の

里
体

験
学

校
」
の

運
営

に
対

す
る

協
議

及
び

研
究

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ス

ク
ー

ル
充

実
に

向
け

た
研

究
検

討

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

役
職

で
集

ま
っ

て
い

る
た

め
メ

ン
バ

ー
が

毎
年

一
新

さ
れ

て
し

ま
う

た
め

、
委

員
会

の
主

旨
が

理
解

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

も
あ

り
、

各
団

体
か

ら
の

活
動

報
告

を
す

る
場

と
捉

え
て

い
る

メ
ン

バ
ー

も
少

な
く

な
い

。
来

年
度

も
小

学
校

、
自

治
会

と
協

議
し

、
運

営
方

法
等

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。対

象
数

開
催

期
日

開
催

会
場

そ の 他

座
光

寺
の

子
ど

も
を

語
る

会
推

進
委

員
会

地
区

費
継

続
3

6
0

2
2

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数
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松
尾

公
民

館
の

事
業

報
告

№
1

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

1
3
,0

2
6

6
月

1
5
日

、
6
月

2
3
日

、
7
月

1
日

、
7
月

8
日

、
1
1
月

1
7
日

毛
賀

区
民

会
館

他

目 的

分
館

単
位

の
住

民
を

対
象

に
、

分
館

活
動

の
活

性
化

を
図

る

実 施 内 容

内
容

：
文

化
講

演
会

（
代

田
・
6
/
1
5
）
　

　
　

　
　

　
　

講
師

：
佐

々
木

ハ
ス

ゲ
レ

ル
氏

　
　

　
　

フ
ラ

ワ
ー

ア
レ

ン
ジ

講
座

（
寺

所
・
6
/
2
3
）
　

講
師

：
小

畑
孝

子
氏

　
　

　
　

認
知

症
を

知
り

、
地

域
で

支
え

る
（
毛

賀
・
7
/
1
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

講
師

：
か

わ
じ

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

　
　

　
　

お
も

し
ろ

科
学

教
室

（
上

溝
・
7
/
8
）
　

　
　

　
講

師
：
塩

澤
一

友
氏

　
　

　
　

こ
ど

も
科

学
教

室
（
新

井
・
1
1
/
1
7
）
　

　
　

　
講

師
：
松

原
倫

子
氏

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

松
尾

公
民

館
と

分
館

の
共

催
で

行
わ

れ
、

分
館

活
動

の
活

性
化

に
繋

が
っ

て
い

る
。

来
年

度
も

分
館

活
動

の
活

性
化

に
繋

が
る

よ
う

な
形

態
で

実
施

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

地
域

い
き

い
き

セ
ミ

ナ
ー

市
・
地

継
続

5
2
0
0

4
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
9
組

1
2
月

5
日

松
尾

公
民

館

目 的

幼
児

と
そ

の
親

を
対

象
に

、
料

理
の

楽
し

さ
を

知
る

と
と

も
に

食
事

へ
の

関
心

向
上

を
図

る

実 施 内 容

内
容

：
パ

ン
作

り
講

師
：
三

浦
宏

子
氏

（
八

幡
町

在
住

）
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

乳
幼

児
学

級
に

参
加

し
て

い
る

親
子

を
対

象
に

行
っ

た
。

こ
の

こ
と

に
よ

り
、

親
子

の
ふ

れ
あ

い
の

機
会

の
提

供
と

パ
ン

作
り

の
技

術
の

学
習

の
機

会
の

提
供

が
で

き
た

。
参

加
者

か
ら

も
大

変
好

評
で

複
数

回
の

実
施

を
希

望
す

る
声

も
あ

っ
た

。
来

年
度

も
保

健
師

や
保

育
士

と
検

討
し

て
開

催
し

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

親
子

パ
ン

作
り

教
室

市
・
地

継
続

1
9
組

9
組

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
0
5
組

5
月

9
日

～
3
月

6
日

松
尾

公
民

館
他

目 的

3
歳

児
と

そ
の

保
護

者
を

対
象

に
、

親
同

士
の

交
流

、
親

子
の

ふ
れ

あ
い

、
子

供
の

集
団

意
識

の
育

成
を

図
る

実 施 内 容

開
催

間
隔

：
毎

月
1
回

実
施

内
容

：
公

園
へ

お
で

か
け

、
運

動
会

、
消

防
署

見
学

、
お

も
ち

ゃ
作

り
な

ど
場

所
：
松

尾
公

民
館

他
運

営
：
保

健
師

、
担

当
保

育
士

主
導

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

公
園

や
消

防
署

へ
出

か
け

た
り

、
親

子
の

ふ
れ

あ
い

の
機

会
提

供
や

、
グ

ル
ー

プ
で

の
活

動
に

よ
る

集
団

意
識

の
育

成
な

ど
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
来

年
度

も
保

健
師

、
保

育
士

と
内

容
を

検
討

し
充

実
し

た
も

の
に

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

3
歳

児
学

級
市

・
地

継
続

9
7
1
組

1
9
組

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
3
9
組

5
月

1
5
日

～
3
月

1
2
日

松
尾

公
民

館
他

目 的

2
歳

児
と

そ
の

保
護

者
を

対
象

に
、

親
同

士
の

交
流

、
親

子
の

ふ
れ

あ
い

、
子

供
の

集
団

意
識

の
育

成
を

図
る

実 施 内 容

開
催

間
隔

：
2
歳

児
を

2
学

級
に

分
け

、
各

学
級

毎
月

1
回

実
施

内
容

：
公

園
へ

お
で

か
け

、
い

ち
ご

狩
り

、
お

も
ち

ゃ
作

り
な

ど
場

所
：
松

尾
公

民
館

他
運

営
：
保

健
師

、
担

当
保

育
士

主
導

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

2
学

級
に

分
け

て
実

施
し

た
。

親
子

の
ふ

れ
あ

い
の

機
会

提
供

や
、

グ
ル

ー
プ

で
の

活
動

に
よ

る
集

団
意

識
の

育
成

な
ど

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

来
年

度
も

保
健

師
、

保
育

士
と

内
容

を
検

討
し

充
実

し
た

も
の

に
し

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

2
歳

児
学

級
市

・
地

継
続

1
8

1
9
1
組

4
9
組

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
2
0
組

5
月

1
0
日

～
3
月

1
4
日

松
尾

公
民

館
他

目 的

1
歳

児
と

そ
の

保
護

者
を

対
象

に
、

親
子

の
ふ

れ
あ

い
、

親
同

士
の

交
流

を
図

る

実 施 内 容

開
催

間
隔

：
1
歳

児
を

2
学

級
に

分
け

、
各

学
級

毎
月

1
回

実
施

内
容

：
親

子
で

の
ふ

れ
あ

い
遊

び
、

成
長

の
記

録
～

手
型

・
足

型
～

、
歯

、
食

事
に

関
す

る
話

な
ど

場
所

：
松

尾
公

民
館

他
運

営
：
保

健
師

、
担

当
保

育
士

主
導

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

登
録

も
、

参
加

者
数

も
多

く
、

毎
回

の
学

級
を

賑
や

か
く
で

き
、

内
容

も
ふ

れ
あ

い
遊

び
な

ど
の

親
子

の
ふ

れ
あ

い
の

機
会

を
提

供
し

た
り

、
子

育
て

に
お

い
て

必
要

な
知

識
の

学
習

機
会

を
提

供
し

た
り

充
実

し
た

内
容

で
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

来
年

度
も

保
健

師
、

保
育

士
と

内
容

等
を

検
討

し
充

実
し

た
も

の
に

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

1
歳

児
学

級
市

・
地

継
続

1
8

2
8
3
組

6
2
組

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

6
5
組

1
0
月

1
2
日

～
3
月

1
1
日

松
尾

公
民

館
他

目 的

0
歳

児
と

そ
の

保
護

者
を

対
象

に
、

親
子

の
ふ

れ
あ

い
、

親
同

士
の

交
流

を
図

る

実 施 内 容

開
催

間
隔

：
毎

月
1
回

実
施

（
1
0
月

以
降

の
開

催
）

内
容

：
親

子
で

の
ふ

れ
あ

い
遊

び
、

成
長

の
記

録
～

手
型

・
足

型
～

、
歯

、
食

事
に

関
す

る
話

な
ど

場
所

：
松

尾
公

民
館

他
運

営
：
保

健
師

、
担

当
保

育
士

主
導

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

登
録

も
、

参
加

者
数

も
多

く
、

毎
回

の
学

級
を

賑
や

か
く
で

き
、

内
容

も
ふ

れ
あ

い
遊

び
な

ど
の

親
子

の
ふ

れ
あ

い
の

機
会

を
提

供
し

た
り

充
実

し
た

内
容

で
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

来
年

度
も

保
健

師
、

保
育

士
と

内
容

等
を

検
討

し
充

実
し

た
も

の
に

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

0
歳

児
学

級
市

・
地

継
続

5
9
1
組

3
4
組

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数
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松
尾

公
民

館
の

事
業

報
告

№
2

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

1
3
,0

2
6

7
月

1
4
日

天
竜

川

目 的

住
民

（
特

に
小

学
生

親
子

）
を

対
象

に
、

体
験

を
通

じ
て

天
龍

川
や

周
辺

環
境

へ
の

意
識

向
上

を
図

る

実 施 内 容

内
容

：
ラ

フ
テ

ィ
ン

グ
体

験
講

師
：
ア

ル
プ

ス
ぼ

う
け

ん
組

楽
部

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

昨
年

度
に

引
き

続
き

今
年

度
も

実
施

し
た

。
当

日
は

天
候

に
恵

ま
れ

た
が

、
前

日
ま

で
の

台
風

の
影

響
も

あ
り

内
容

に
よ

っ
て

は
実

施
で

き
な

い
部

分
も

あ
っ

た
。

講
師

の
指

導
に

従
い

な
が

ら
、

全
員

が
無

事
に

ラ
フ

テ
ィ

ン
グ

を
楽

し
む

こ
と

が
で

き
た

。
普

段
と

は
違

う
地

域
の

魅
力

を
感

じ
ら

れ
、

身
近

に
あ

る
天

竜
川

を
体

感
で

き
る

貴
重

な
機

会
で

あ
る

の
で

次
年

度
以

降
は

、
よ

り
一

層
の

参
加

者
の

拡
大

を
図

り
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

ラ
フ

テ
ィ

ン
グ

体
験

教
室

地
区

費
継

続
1

1
6

1
6

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
3
,0

2
6

4
月

1
2
日

～
3
月

2
8
日

松
尾

公
民

館
他

目 的

住
民

を
対

象
に

、
運

動
不

足
の

解
消

と
共

通
の

趣
味

を
も

つ
仲

間
作

り
を

図
る

実 施 内 容

内
容

：
男

踊
り

（
佐

渡
お

け
さ

、
武

田
節

）
　

　
　

　
踊

っ
て

み
よ

う
会

、
文

化
祭

芸
能

発
表

会
に

出
演

講
師

：
池

田
悠

貴
鳳

 氏
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

新
た

な
参

加
者

も
加

入
し

、
年

間
を

通
じ

て
踊

り
の

技
術

を
高

め
る

と
と

も
に

参
加

者
の

交
流

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
文

化
祭

や
踊

っ
て

み
よ

う
会

の
参

加
に

よ
り

、
地

区
内

へ
の

周
知

が
図

ら
れ

参
加

者
が

増
加

す
る

よ
う

考
え

て
い

き
た

い
。

来
年

度
も

初
心

者
が

踊
り

を
始

め
る

き
っ

か
け

と
し

て
教

室
を

開
催

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

男
踊

り
教

室
市

・
地

継
続

2
4

1
7
6

1
1

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
3
,0

2
6

2
月

1
0
日

常
盤

台
集

会
所

目 的

地
区

在
住

の
中

国
籍

を
中

心
と

し
た

外
国

籍
住

民
、

日
本

籍
住

民
を

対
象

に
、

相
互

理
解

と
交

流
の

深
ま

り
を

図
る

実 施 内 容

内
容

：
　

①
ア

ト
ラ

ク
シ

ョ
ン

（
常

盤
太

鼓
「
心

S
H

IN
」
に

よ
る

和
太

鼓
演

奏
、

テ
ッ

ク
レ

ン
ジ

ャ
ー

　
　

 シ
ョ

ー
）

　
②

食
文

化
に

よ
る

交
流

　
③

日
中

そ
れ

ぞ
れ

の
踊

り
の

披
露

、
懇

談
会

運
営

：
主

催
　

松
尾

公
民

館
及

び
常

盤
台

分
館

　
協

力
　

飯
田

国
際

交
流

推
進

協
会

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

昨
年

に
引

き
続

き
開

催
し

た
。

今
年

度
は

、
食

文
化

に
よ

る
交

流
の

ほ
か

、
ア

ト
ラ

ク
シ

ョ
ン

と
し

て
常

盤
太

鼓
「
心

S
H

IN
」
の

披
露

や
テ

ッ
ク

レ
ン

ジ
ャ

ー
シ

ョ
ー

の
披

露
を

行
っ

た
。

日
本

と
外

国
籍

の
区

別
を

せ
ず

に
料

理
を

作
る

と
こ

ろ
か

ら
協

力
し

て
取

り
組

ん
だ

。
密

度
の

濃
い

交
流

会
と

な
っ

て
い

る
一

方
で

、
今

回
で

1
0
回

目
と

な
る

が
、

形
が

変
わ

ら
ず

同
じ

こ
と

の
繰

り
返

し
で

新
し

い
発

展
が

な
い

の
が

現
状

で
あ

り
、

地
区

役
員

も
関

わ
る

こ
と

へ
の

意
識

が
低

下
し

て
い

る
。

ど
の

よ
う

に
し

て
い

け
ば

い
い

か
来

年
度

、
常

盤
台

区
と

協
議

し
な

が
ら

、
内

容
を

検
討

し
、

公
民

館
と

し
て

も
多

く
の

部
分

で
関

わ
っ

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

多
文

化
交

流
会

市
・
地

継
続

1
9
0

9
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
3
,0

2
6

4
月

1
6
日

～
3
月

2
2
日

松
尾

ミ
ニ

体
育

館
他

目 的

住
民

（
特

に
小

中
学

生
）
を

対
象

に
、

科
学

に
対

す
る

興
味

や
関

心
向

上
を

図
る

実 施 内 容

内
容

：
サ

イ
エ

ン
ス

シ
ョ

ー
（
風

船
・
空

気
の

サ
イ

エ
ン

ス
シ

ョ
ー

、
静

電
気

で
遊

ぼ
う

）
製

作
（
浮

沈
子

、
貯

金
箱

、
わ

っ
か

と
り

ペ
ン

、
風

船
ク

ラ
ゲ

、
エ

レ
キ

テ
ル

、
風

船
ロ

ケ
ッ

ト
、

マ
ン

ボ
ウ

風
船

、
リ

ニ
ア

の
実

験
、

バ
ル

ー
ン

ス
ラ

イ
ム

、
モ

デ
ル

ロ
ケ

ッ
ト

ほ
か

）
運

営
：
松

尾
サ

イ
エ

ン
ス

　
ス

タ
ッ

フ
（
2
2
名

）
場

所
：
松

尾
公

民
館

敷
地

内
ミ

ニ
体

育
館

他
協

力
：
お

も
し

ろ
科

学
工

房
（
生

涯
学

習
・
ス

ポ
ー

ツ
課

）
、

育
成

会

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
も

分
館

へ
の

出
張

ス
ク

ー
ル

も
行

わ
れ

、
活

動
が

地
区

内
全

域
に

広
が

っ
て

い
る

。
ス

タ
ッ

フ
も

前
向

き
に

取
り

組
む

一
方

、
積

極
的

に
若

い
方

を
ス

タ
ッ

フ
に

勧
誘

し
、

継
続

的
な

活
動

を
可

能
に

し
て

い
る

。
ま

た
、

松
尾

サ
イ

エ
ン

ス
に

と
ど

ま
ら

ず
、

地
域

活
動

の
担

い
手

育
成

に
も

つ
な

が
っ

て
い

る
。

来
年

度
に

つ
い

て
も

ス
タ

ッ
フ

主
体

で
計

画
し

、
公

民
館

が
サ

ポ
ー

ト
す

る
よ

う
な

体
制

で
活

動
し

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

松
尾

サ
イ

エ
ン

ス
ス

ク
ー

ル
市

・
地

継
続

1
5

9
4
8

1
3
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
3
,0

2
6

5
月

2
4
日

～
2
月

1
6
日

松
尾

明
の

遊
休

農
地

他

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
農

業
、

食
事

へ
の

関
心

の
向

上
を

図
る

実 施 内 容

内
容

：
土

起
こ

し
か

ら
大

豆
の

栽
培

、
手

作
り

味
噌

の
仕

込
み

等
を

行
う

場
所

：
H

3
0
よ

り
借

用
し

た
遊

休
農

地
（
松

尾
明

）
、

松
尾

公
民

館
運

営
：
ス

タ
ッ

フ
体

制
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

以
前

ま
で

行
っ

て
い

た
「
ま

け
る

な
農

園
」
は

、
参

加
者

数
の

減
少

や
当

初
の

目
的

が
達

成
さ

れ
た

こ
と

も
あ

り
、

事
業

の
終

了
を

迎
え

た
。

そ
こ

で
、

3
年

前
か

ら
「
味

噌
作

り
講

座
」
を

開
講

し
、

ス
タ

ッ
フ

を
公

募
し

、
公

民
館

の
講

座
と

し
て

行
っ

た
。

今
年

度
は

収
穫

な
ど

多
く
の

内
容

に
関

わ
っ

て
い

た
だ

き
、

新
た

な
方

も
参

加
い

た
だ

く
こ

と
が

で
き

た
。

関
係

者
と

協
議

し
て

、
来

年
度

ど
の

よ
う

に
進

め
て

い
く
か

検
討

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

遊
休

農
地

活
用

「
味

噌
作

り
講

座
」

市
・
地

継
続

1
3

1
9
5

2
1

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

－76－



松
尾

公
民

館
の

事
業

報
告

№
3

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

1
3
,0

2
6

1
2
月

2
日

松
尾

公
民

館

目 的

住
民

を
対

象
に

、
相

互
の

踊
り

を
見

て
演

じ
る

こ
と

に
よ

る
一

層
の

技
術

向
上

を
図

る

実 施 内 容

内
容

:舞
踊

、
ダ

ン
ス

等
様

々
な

踊
り

に
関

す
る

団
体

の
発

表
会

運
営

：
出

演
団

体
に

よ
る

実
行

委
員

会
、

当
日

運
営

に
は

文
化

委
員

会
が

協
力

参
加

：
7
団

体
、

1
個

人
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

参
加

団
体

の
当

番
制

で
プ

ロ
グ

ラ
ム

編
成

等
を

行
っ

て
い

る
。

当
日

は
文

化
委

員
会

の
協

力
を

得
て

開
催

し
て

い
る

。
今

年
度

も
、

飯
田

女
子

短
期

大
学

よ
さ

こ
い

部
に

も
参

加
い

た
だ

い
た

。
参

加
者

か
ら

は
好

評
で

あ
る

が
、

参
加

さ
れ

る
団

体
・
個

人
が

減
少

し
て

い
る

現
状

に
あ

る
。

今
一

度
関

わ
り

を
検

討
す

る
中

で
、

多
く

の
方

が
参

加
で

き
る

よ
う

に
検

討
し

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

第
1
6
回

松
尾

踊
っ

て
み

よ
う

会
地

区
費

継
続

1
8
0

8
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

松
尾

公
民

館

目 的

住
民

を
対

象
に

、
芸

能
発

表
や

文
化

展
を

通
じ

て
、

住
民

相
互

の
交

流
を

図
る

実 施 内 容

内
容

：
文

化
展

、
芸

能
発

表
会

、
ふ

れ
あ

い
子

ど
も

広
場

、
お

も
し

ろ
科

学
教

室
、

チ
ャ

イ
ル

ド
シ

ー
ト

無
償

提
供

、
歩

行
環

境
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

体
験

、
テ

ッ
ク

レ
ン

ジ
ャ

ー
シ

ョ
ー

、
松

尾
の

食
文

化
を

訪
ね

る
等

運
営

：
文

化
委

員
会

（
主

催
：
松

尾
地

区
ま

ち
づ

く
り

委
員

会
）

協
力

：
松

尾
小

学
校

、
緑

ヶ
丘

中
学

校
、

飯
田

O
ID

E
長

姫
高

校
、

下
伊

那
農

業
高

校
、

婦
人

会
、

消
防

団
、

食
生

活
改

善
推

進
協

議
会

、
育

成
会

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
は

ミ
ニ

電
車

、
高

所
作

業
車

の
展

示
、

地
域

人
教

育
活

動
展

示
、

ポ
ン

菓
子

の
提

供
、

バ
ル

ー
ン

ア
ー

ト
の

提
供

を
行

っ
た

。
ま

た
、

芸
能

発
表

会
を

2
日

間
の

開
催

と
し

て
、

多
く
の

芸
能

団
体

に
余

裕
を

も
っ

て
発

表
で

き
る

機
会

を
提

供
し

た
。

下
伊

那
農

業
高

校
吹

奏
楽

部
に

も
出

演
い

た
だ

き
来

場
さ

れ
た

方
か

ら
は

大
変

好
評

で
あ

っ
た

。
来

年
度

も
こ

の
形

態
で

実
施

し
て

い
き

た
い

。
O

ID
E
長

姫
高

校
の

テ
ッ

ク
レ

ン
ジ

ャ
ー

シ
ョ

ー
に

も
多

く
の

来
場

者
が

あ
り

、
子

ど
も

か
ら

高
齢

者
ま

で
多

く
の

年
代

が
集

え
る

文
化

祭
を

実
施

し
た

。
松

尾
小

児
童

の
作

品
展

に
加

え
、

緑
ヶ

丘
中

生
徒

の
作

品
展

も
実

施
し

、
若

い
世

代
の

文
化

祭
へ

の
参

加
を

促
進

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
参

加
者

の
声

も
参

考
に

、
よ

り
地

域
が

一
体

と
な

る
文

化
祭

と
な

る
よ

う
考

え
て

い
き

た
い

。

開
催

会
場

文 化 事 業

松
尾

地
区

文
化

祭
市

・
地

継
続

1
1
,3

0
0

1
,3

0
0

1
3
,0

2
6

2
月

2
日

～
2
月

3
日

大
変

満
足

：
7
4
％

、
満

足
：
1
4
％

、
普

通
：
1
1
％

、
や

や
物

足
り

な
い

：
1
％

、
物

足
り

な
い

0
％

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
も

文
化

委
員

と
内

容
を

し
っ

か
り

検
討

し
、

選
定

し
た

。
当

日
は

、
多

く
の

親
子

連
れ

が
来

場
し

、
初

夏
の

文
化

事
業

と
し

て
定

着
し

て
き

た
。

来
年

度
も

内
容

を
吟

味
し

て
実

施
し

て
い

き
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日

1
3
,0

2
6

6
月

3
0
日

松
尾

公
民

館

目 的

親
子

を
対

象
に

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
機

会
増

加
を

図
る

実 施 内 容

作
品

：
カ

ン
フ

ー
パ

ン
ダ

３
内

容
：
感

動
ア

ニ
メ

映
画

運
営

：
文

化
委

員
会

評 価

数
量

的
成

果
（
項

目
名

と
数

値
）

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

親
子

映
画

鑑
賞

会
地

区
費

継
続

1
2
0
8

2
0
8

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

松
尾

公
民

館

目 的

松
尾

小
学

校
4
年

生
を

対
象

に
郷

土
の

伝
統

芸
能

の
学

習
、

体
験

を
通

じ
て

、
郷

土
産

業
へ

の
関

心
向

上
を

図
る

実 施 内 容

内
容

：
小

学
校

4
年

生
に

よ
る

水
引

細
工

の
作

成
（
淡

路
結

び
の

し
お

り
）

講
師

：
飯

田
水

引
協

同
組

合
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
も

小
学

校
の

地
元

産
業

を
学

ぶ
授

業
の

き
っ

か
け

と
し

て
開

催
し

た
。

小
学

生
、

担
任

の
先

生
か

ら
は

非
常

に
好

評
で

あ
り

、
地

元
産

業
を

知
っ

て
も

ら
う

き
っ

か
け

に
も

な
っ

て
お

り
、

来
年

以
降

も
引

き
続

き
開

催
し

て
い

き
た

い
。

開
催

会
場

学 級 ・ 講 座

水
引

教
室

市
・
地

継
続

1
1
3
4

1
3
4

1
3
4

2
月

1
4
日

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日

1
3
,0

2
6

1
1
月

2
日

京
都

目 的

住
民

を
対

象
に

芸
術

・
文

化
・
歴

史
に

触
れ

、
文

化
意

識
の

向
上

を
図

る

実 施 内 容

内
容

：
1
1
月

2
日

　
霊

山
歴

史
館

、
大

徳
寺

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

地
区

の
方

の
意

向
を

聞
き

な
が

ら
、

内
容

を
検

討
し

た
。

こ
の

事
業

の
実

施
に

よ
っ

て
、

地
域

住
民

の
文

化
度

の
向

上
に

つ
な

が
り

、
文

化
祭

な
ど

の
出

展
に

も
つ

な
が

っ
て

い
る

。
今

年
度

は
参

加
者

が
少

な
か

っ
た

が
、

内
容

を
引

き
続

き
協

議
し

な
が

ら
、

地
域

住
民

に
芸

術
に

触
れ

る
機

会
を

提
供

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

探
勝

会
地

区
費

継
続

1
2
6

2
6

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数
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松
尾

公
民

館
の

事
業

報
告

№
4

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

良
か

っ
た

：
1
0
0
％

、
改

善
点

あ
り

：
０

％

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
も

引
き

続
き

、
ガ

ラ
ッ

キ
ー

、
ラ

ダ
ー

ゲ
ッ

タ
ー

を
新

し
く
取

り
組

ん
だ

。
公

民
館

役
員

の
中

に
も

初
め

て
体

験
す

る
方

が
お

り
、

各
種

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
を

学
習

し
、

楽
し

む
機

会
と

な
っ

た
。

子
供

か
ら

お
年

寄
り

ま
で

幅
広

い
世

代
が

気
軽

に
実

施
で

き
る

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
を

分
館

行
事

で
も

取
り

入
れ

ら
れ

る
よ

う
に

、
来

年
度

も
実

施
種

目
を

ス
ポ

ー
ツ

委
員

と
検

討
し

て
い

き
た

い
。

1
5
0

5
月

1
3
日

松
尾

小
学

校
体

育
館

目 的

公
民

館
役

員
を

対
象

に
、

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
普

及
と

分
館

相
互

の
情

報
交

換
を

図
る

実 施 内 容

内
容

：
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

の
体

験
会

　
　

　
　

（
ガ

ラ
ッ

キ
ー

、
ラ

ダ
ー

ゲ
ッ

タ
ー

、
キ

ン
ボ

ー
ル

）
講

師
：
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
、

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
普

及
員

場
所

：
松

尾
小

学
校

体
育

館
評 価

数
量

的
成

果
（
項

目
名

と
数

値
）

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
講

習
会

市
・
地

継
続

1
9
4

9
4

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
月

1
3
日

松
尾

公
民

館
他

目 的

新
成

人
を

対
象

に
、

式
の

企
画

・
郷

土
の

学
習

を
通

じ
て

地
元

へ
の

愛
着

心
の

向
上

を
図

る

実 施 内 容

内
容

：
地

域
学

習
（
天

竜
舟

下
り

の
取

材
・
体

験
）

　
　

　
　

式
典

（
常

盤
太

鼓
「
心

S
H

IN
」
祝

打
ち

、
主

催
者

あ
い

さ
つ

、
祝

辞
、

成
人

代
表

あ
　

　
　

　
い

さ
つ

等
）

　
　

　
　

祝
賀

会
（
新

成
人

実
行

委
員

に
よ

る
企

画
、

進
行

）
運

営
：
新

成
人

実
行

委
員

場
所

：
松

尾
公

民
館

、
シ

ル
ク

ホ
テ

ル
協

力
：
文

化
委

員
会

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

新
成

人
が

主
体

的
に

計
画

し
、

当
日

は
文

化
委

員
会

の
協

力
を

得
て

運
営

さ
れ

て
い

る
。

今
年

は
実

行
委

員
が

3
名

集
ま

り
、

会
議

を
重

ね
、

新
成

人
の

思
い

出
に

残
る

成
人

式
に

な
っ

た
の

で
は

と
考

え
て

い
る

。
ま

た
、

地
域

学
習

会
で

は
文

化
委

員
に

も
参

加
い

た
だ

き
、

少
し

で
も

関
わ

り
を

持
つ

こ
と

が
で

き
た

。
来

年
度

も
引

き
続

き
文

化
委

員
に

加
わ

っ
て

も
ら

い
、

松
尾

な
ら

で
は

の
地

域
学

習
、

成
人

式
が

行
え

る
よ

う
に

し
て

い
き

た
い

。

開
催

期
日

開
催

会
場

文 化 事 業

松
尾

地
区

成
人

式
市

・
地

継
続

1
1
1
0

1
1
0

1
8
9

大
変

満
足

：
7
1
％

、
満

足
：
2
3
％

、
普

通
：
5
％

、
や

や
物

足
り

な
い

：
1
％

、
物

足
り

な
い

0
％

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
は

保
育

園
会

場
も

増
え

、
例

年
よ

り
一

層
地

区
住

民
の

方
が

関
わ

る
機

会
と

な
っ

た
。

ま
た

、
各

会
場

で
は

主
体

的
に

運
営

が
な

さ
れ

、
地

区
住

民
、

劇
人

と
の

交
流

も
行

わ
れ

て
い

る
。

今
回

を
機

会
に

増
え

た
会

場
も

大
事

に
し

な
が

ら
、

引
き

続
き

地
区

住
民

の
方

が
多

く
関

わ
る

機
会

と
し

た
い

。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

昨
年

度
に

引
き

続
き

実
施

し
た

。
花

と
題

し
て

松
尾

地
区

の
写

真
を

募
集

し
、

多
く
の

方
に

興
味

を
持

っ
て

い
た

だ
い

た
。

松
尾

の
魅

力
を

地
区

内
外

に
発

信
で

き
た

と
考

え
て

い
る

。
一

方
で

、
提

出
さ

れ
る

作
品

が
少

な
か

っ
た

こ
と

も
あ

り
、

来
年

度
実

施
す

る
か

ど
う

か
を

文
化

委
員

会
で

検
討

し
、

見
直

し
を

行
い

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数

1
3
,0

2
6

1
月

1
3
日

～
2
月

3
日

松
尾

公
民

館

目 的

住
民

を
対

象
に

、
松

尾
の

魅
力

を
地

区
内

外
に

広
め

る
と

と
も

に
、

文
化

意
識

の
向

上
を

図
る

実 施 内 容

内
容

：
公

民
館

に
送

ら
れ

た
写

真
の

展
示

運
営

：
文

化
委

員
会

評 価

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

お
手

軽
カ

メ
ラ

で
写

真
展

地
区

費
継

続
1

1
7

1
7

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
3
,0

2
6

8
月

1
8
日

松
尾

公
民

館

目 的

住
民

を
対

象
に

落
語

を
身

近
に

聞
き

、
文

化
意

識
の

向
上

を
図

る

実 施 内 容

内
容

：
　

①
開

口
一

番
　

立
川

只
四

楼
さ

ん
　

②
落

　
　

語
　

立
川

談
四

楼
師

匠
　

③
仲

 入
 り

　
（
ト

イ
レ

休
憩

）
　

④
落

　
　

語
　

立
川

談
四

楼
師

匠
運

営
：
文

化
委

員
会

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

文
化

祭
の

中
で

あ
っ

た
落

語
会

を
、

今
年

度
、

別
で

実
施

し
た

。
当

日
は

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

多
く
の

年
代

が
来

場
さ

れ
、

落
語

に
触

れ
る

機
会

と
な

っ
た

。
来

年
度

の
実

施
は

検
討

中
で

あ
る

が
、

多
く
の

方
に

興
味

関
心

を
持

っ
て

い
た

だ
け

る
も

の
と

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

松
尾

地
区

落
語

会
地

区
費

新
規

1
1
0
0

1
0
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
3
,0

2
6

8
月

3
日

～
8
月

8
日

松
尾

公
民

館
他

目 的

住
民

を
対

象
に

、
人

形
劇

を
通

じ
て

芸
術

の
意

識
向

上
を

図
る

実 施 内 容

会
場

：
松

尾
公

民
館

、
新

井
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
消

防
セ

ン
タ

ー
、

清
水

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

消
防

セ
ン

タ
ー

、
毛

賀
区

民
会

館
、

上
溝

集
会

所
、

慈
光

松
尾

保
育

園
、

松
尾

東
保

育
園

運
営

：
文

化
委

員
会

、
新

井
分

館
、

清
水

分
館

、
毛

賀
分

館
、

上
溝

分
館

、
慈

光
松

尾
保

育
園

職
員

・
保

護
者

、
松

尾
東

保
育

園
職

員
・
保

護
者

上
演

劇
団

：
B

タ
イ

プ
５

劇
団

、
C

タ
イ

プ
５

劇
団

評 価

数
量

的
成

果
（
項

目
名

と
数

値
）

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

い
い

だ
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

2
0
1
8

他
会

計
継

続
7

1
,0

9
7

2
4
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数
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松
尾

公
民

館
の

事
業

報
告

№
5

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

1
3
,0

2
6

７
月

1
日

、
1
0
月

1
日

、
1
月

1
日

、
3
月

3
1
日

松
尾

公
民

館

目 的

住
民

を
対

象
に

、
館

報
発

行
を

通
じ

て
、

地
域

課
題

等
の

掘
り

起
こ

し
、

意
識

の
醸

成
を

図
る

実 施 内 容

内
容

：
ま

つ
お

新
聞

を
発

行
す

る
（
1
回

発
行

に
付

き
4
回

会
議

実
施

）
発

行
部

数
：
4
,7

0
0
部

印
刷

会
社

：
龍

共
印

刷
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

公
民

館
本

館
事

業
だ

け
で

な
く

、
各

分
館

で
の

行
事

や
ま

ち
づ

く
り

委
員

会
事

業
に

つ
い

て
も

取
材

を
行

っ
た

。
来

年
度

は
「
ま

つ
お

新
聞

」
の

縮
刷

版
お

よ
び

ま
ち

づ
く

り
委

員
会

に
お

け
る

広
報

誌
も

検
討

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

広 報 事 業

「
ま

つ
お

新
聞

」
の

発
行

地
区

費
継

続
4

2
8
5

1
9

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

数
量

的
成

果
（
項

目
名

と
数

値
）

良
か

っ
た

：
1
0
0
％

、
改

善
点

あ
り

：
0
％

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

3
種

目
と

も
に

大
変

盛
り

上
が

っ
た

。
特

に
5
年

目
を

迎
え

た
キ

ン
ボ

ー
ル

は
、

試
合

の
レ

ベ
ル

が
上

が
り

、
応

援
に

も
熱

が
入

っ
て

き
た

。
一

方
で

キ
ン

ボ
ー

ル
へ

の
女

性
参

加
が

課
題

と
し

て
あ

が
っ

て
い

る
。

今
後

も
新

た
な

種
目

を
積

極
的

に
導

入
し

て
い

き
、

地
区

内
へ

の
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

の
普

及
を

図
る

中
で

、
来

年
は

よ
り

多
く
の

住
民

が
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

に
触

れ
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
実

施
種

目
を

ス
ポ

ー
ツ

委
員

会
で

検
討

し
な

が
ら

実
施

し
て

い
き

た
い

。

数
量

的
成

果
（
項

目
名

と
数

値
）

良
か

っ
た

：
1
0
0
％

、
改

善
点

あ
り

：
0
％

1
3
,0

2
6

1
0
月

7
日

松
尾

小
学

校
校

庭

目 的

住
民

を
対

象
に

、
軽

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
て

、
交

流
と

親
睦

、
分

館
内

の
連

帯
意

識
向

上
を

図
る

実 施 内 容

内
容

：
分

館
対

抗
に

よ
る

軽
ス

ポ
ー

ツ
、

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

ス
ポ

ー
ツ

他
運

営
：
ス

ポ
ー

ツ
委

員
会

（
主

催
：
松

尾
地

区
ま

ち
づ

く
り

委
員

会
）

協
力

：
松

尾
地

区
文

化
体

育
振

興
会

結
果

：
総

合
優

勝
　

上
溝

分
館

　
総

合
準

優
勝

　
上

溝
分

館
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

台
風

が
心

配
さ

れ
た

が
、

当
日

は
晴

天
に

恵
ま

れ
盛

大
に

実
施

で
き

た
。

昨
年

に
引

き
続

き
、

競
技

性
よ

り
も

参
加

者
が

楽
し

め
る

よ
う

に
と

種
目

内
容

の
変

更
を

行
っ

た
。

そ
の

結
果

、
地

区
民

多
く
の

参
加

が
あ

り
盛

大
な

運
動

会
に

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
多

く
の

住
民

が
一

堂
に

会
す

る
事

業
な

の
で

、
来

年
度

以
降

も
多

く
の

方
が

参
加

し
や

す
い

よ
う

に
改

善
を

し
な

が
ら

実
施

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

松
尾

地
区

市
民

運
動

会
地

区
費

継
続

1
3
,0

0
0

3
,0

0
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
3
,0

2
6

1
0
月

2
1
日

城
公

園

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

運
動

機
会

の
提

供
と

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

の
普

及
を

図
る

実 施 内 容

内
容

：
歩

き
方

の
講

習
、

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

講
師

：
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
運

営
：
ス

ポ
ー

ツ
委

員
会

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

松
尾

地
区

住
民

健
康

増
進

を
目

的
に

新
た

に
企

画
し

た
。

参
加

者
は

少
な

か
っ

た
が

、
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
は

ス
ポ

ー
ツ

の
一

種
で

あ
る

こ
と

を
知

る
こ

と
が

で
き

、
誰

も
が

毎
日

の
生

活
の

中
で

正
し

い
歩

き
方

を
会

得
し

て
健

康
の

維
持

に
つ

な
げ

る
機

会
と

な
っ

た
。

来
年

度
も

引
き

続
き

多
く

の
方

が
参

加
で

き
る

よ
う

に
力

を
入

れ
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

健
康

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

教
室

地
区

費
新

規
1

1
5

1
5

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
3
,0

2
6

6
月

1
7
日

松
尾

小
、

松
尾

公
民

館

目 的

住
民

を
対

象
に

、
運

動
機

会
の

提
供

と
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

振
興

を
図

る

実 施 内 容

内
容

：
分

館
交

流
に

よ
る

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
大

会
（
ペ

タ
ン

ク
、

囲
碁

ボ
ー

ル
、

キ
ン

ボ
ー

ル
）

運
営

：
ス

ポ
ー

ツ
委

員
会

結
果

：
総

合
優

勝
明

分
館

準
優

勝
城

分
館

第
3
位

上
溝

分
館

、
新

井
分

館
、

寺
所

分
館

評 価

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

分
館

交
流

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
大

会
地

区
費

継
続

1
3
0
0

3
0
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
3
,0

2
6

1
月

2
7
日

飯
田

勤
労

者
体

育
セ

ン
タ

ー

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

運
動

機
会

の
提

供
と

ふ
ら

ば
～

る
バ

レ
ー

の
普

及
を

図
る

実 施 内 容

内
容

：
分

館
交

流
に

よ
る

ふ
ら

ば
～

る
バ

レ
ー

大
会

運
営

：
ス

ポ
ー

ツ
委

員
会

結
果

：
分

館
交

流
ブ

ロ
ッ

ク
　

優
勝

 八
幡

町
分

館
、

城
分

館
　

準
優

勝
 上

溝
分

館
、

明
分

館
ふ

れ
あ

い
ブ

ロ
ッ

ク
優

勝
レ

ジ
ェ

ン
ド

、
上

溝
ボ

ン
バ

ー
ズ

準
優

勝
上

溝
フ

ラ
バ

ー
ル

同
好

会
、

チ
ー

ム
仲

良
し

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

分
館

交
流

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
大

会
か

ら
独

立
し

て
実

施
し

て
い

る
。

今
年

度
は

会
場

を
変

更
し

、
新

た
に

コ
ー

ト
を

増
や

す
こ

と
と

し
た

。
ブ

ロ
ッ

ク
を

分
館

交
流

、
ふ

れ
あ

い
と

分
け

た
こ

と
で

多
く
の

方
に

参
加

い
た

だ
け

た
。

初
参

加
の

方
も

い
て

、
分

館
だ

け
で

な
く
盛

り
上

が
っ

て
実

施
で

き
た

。
冬

の
事

業
が

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
開

催
を

1
月

と
し

た
が

、
実

施
時

期
に

つ
い

て
は

多
く
の

意
見

を
い

た
だ

い
た

の
で

、
来

年
度

も
、

ス
ポ

ー
ツ

委
員

会
で

検
討

し
な

が
ら

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

分
館

交
流

ふ
ら

ば
～

る
バ

レ
ー

大
会

地
区

費
継

続
1

1
5
0

1
5
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

－79－



松
尾

公
民

館
の

事
業

報
告

№
6

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

1
3
,0

2
6

9
月

2
1
日

松
尾

公
民

館

目 的

住
民

を
対

象
に

、
子

ど
も

た
ち

に
地

域
の

素
晴

ら
し

さ
を

知
っ

て
も

ら
う

た
め

に
、

大
人

が
地

域
を

学
び

、
地

域
へ

の
愛

着
心

の
向

上
を

図
る

実 施 内 容

内
容

：
第

4
回

　
八

幡
様

を
中

心
と

し
た

松
尾

の
歴

史
講

師
：
飯

田
市

美
術

博
物

館
学

芸
係

長
　

櫻
井

弘
人

氏
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

昨
年

度
に

引
き

続
き

地
域

の
こ

と
に

つ
い

て
住

民
が

学
び

、
住

民
自

身
が

語
れ

る
よ

う
に

な
る

よ
う

に
松

尾
地

区
学

習
会

を
企

画
し

た
。

来
年

度
以

降
も

継
続

し
て

学
習

会
を

企
画

し
て

い
き

た
い

。
あ

わ
せ

て
、

住
民

の
皆

さ
ん

が
何

を
学

び
た

い
か

把
握

し
、

住
民

と
と

も
に

公
民

館
が

継
続

し
て

関
わ

る
形

で
進

め
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

企 画 事 業

松
尾

地
区

学
習

会
市

・
地

継
続

1
3
8

3
8

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
3
,0

2
6

実
施

内
容

参
照

鳩
ヶ

嶺
八

幡
宮

他

目 的

高
校

生
及

び
地

域
住

民
を

対
象

に
、

よ
り

豊
か

な
生

活
、

よ
り

良
い

地
域

に
向

け
て

、
共

に
学

び
育

つ
機

会
と

す
る

実 施 内 容

飯
田

Ｏ
ＩＤ

Ｅ
長

姫
高

校
商

業
科

の
地

域
人

教
育

と
し

て
、

松
尾

地
区

で
は

6
年

目
と

な
る

。
毎

週
金

曜
日

の
1
3
：
3
0
～

1
5
：
2
0
を

主
な

活
動

時
間

と
し

て
、

松
尾

地
区

内
を

知
り

、
サ

ン
ロ

ー
ド

八
幡

の
活

動
に

取
り

組
ん

だ
。

主
な

内
容

・
松

尾
地

区
を

知
る

（
講

師
：
サ

ン
ロ

ー
ド

八
幡

の
皆

様
）

・
八

幡
商

店
街

の
活

性
化

（
ハ

ロ
ウ

ィ
ン

イ
ベ

ン
ト

の
企

画
）

・
活

動
展

示
（
松

尾
地

区
文

化
祭

へ
の

参
加

）

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

松
尾

地
区

で
は

継
続

し
て

取
り

組
ん

で
お

り
、

特
に

サ
ン

ロ
ー

ド
八

幡
の

皆
様

に
は

毎
年

関
わ

っ
て

い
た

だ
い

て
い

る
。

そ
の

た
め

、
地

域
内

の
認

知
度

も
高

ま
っ

て
き

て
、

地
域

の
人

か
ら

も
気

軽
に

声
を

か
け

て
い

た
だ

く
環

境
が

整
っ

て
い

る
。

松
尾

地
区

以
外

の
生

徒
も

い
る

中
で

、
地

域
に

親
し

み
を

持
っ

て
も

ら
い

、
思

い
出

に
残

っ
て

も
ら

え
れ

ば
と

考
え

て
い

る
。

地
域

側
も

高
校

生
の

ア
イ

デ
ィ

ア
を

取
り

入
れ

、
そ

こ
か

ら
自

分
た

ち
の

活
動

を
工

夫
す

る
な

ど
、

互
い

に
よ

い
面

が
多

く
あ

る
。

一
方

で
、

地
域

側
の

受
け

入
れ

態
勢

が
万

全
と

は
言

え
ず

、
今

後
の

活
動

内
容

に
よ

っ
て

は
、

地
域

側
が

ど
の

よ
う

に
関

わ
っ

て
い

く
べ

き
か

考
え

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
学

校
側

と
地

域
側

に
と

っ
て

実
り

あ
る

事
業

な
の

で
、

し
っ

か
り

と
協

議
を

し
な

が
ら

進
め

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

地
域

人
教

育
他

会
計

継
続

3
0

8
0
0

8

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
7
5

5
月

2
7
日

鳩
ヶ

嶺
八

幡
宮

他

目 的

地
区

内
の

還
暦

に
な

る
方

々
を

対
象

に
、

節
目

と
な

る
機

会
の

式
典

実
施

等
を

通
じ

て
、

同
年

同
士

の
交

流
を

図
る

実 施 内 容

内
容

：
鳩

ヶ
嶺

八
幡

宮
で

の
式

典
、

記
念

写
真

撮
影

、
祝

賀
会

運
営

：
該

当
者

に
よ

る
実

行
委

員
会

場
所

：
鳩

ヶ
嶺

八
幡

宮
、

シ
ル

ク
ホ

テ
ル

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
は

実
行

委
員

会
で

協
議

を
重

ね
、

還
暦

の
結

び
つ

き
を

強
め

る
還

暦
の

会
を

実
施

す
る

事
が

で
き

た
。

ま
た

、
終

了
後

に
は

自
発

的
に

集
ま

り
、

地
区

の
行

事
な

ど
の

盛
り

上
げ

に
尽

力
し

て
い

た
だ

い
て

い
る

。
還

暦
を

機
に

同
年

代
が

集
ま

り
、

再
び

繋
が

る
良

い
機

会
で

あ
る

の
で

引
き

続
き

実
行

委
員

会
体

制
で

行
っ

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

松
尾

還
暦

の
会

地
区

費
継

続
1

5
3

5
3

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
3
,0

2
6

9
月

3
0
日

勤
労

者
体

育
館

目 的

女
性

を
対

象
に

、
健

康
維

持
、

体
力

増
進

、
チ

ー
ム

を
越

え
た

交
流

を
図

る

実 施 内 容

内
容

：
各

地
区

に
登

録
す

る
チ

ー
ム

に
よ

る
リ

ー
グ

戦
参

加
チ

ー
ム

数
：
松

尾
3
チ

ー
ム

、
下

久
堅

2
チ

ー
ム

、
竜

丘
2
チ

ー
ム

運
営

：
実

行
委

員
会

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
は

、
時

期
の

再
調

整
に

よ
り

中
止

と
な

っ
た

。
一

方
で

参
加

者
か

ら
も

気
楽

に
参

加
で

き
る

大
会

と
し

て
継

続
を

望
ん

で
い

る
。

こ
れ

ら
を

踏
ま

え
て

、
来

年
度

以
降

参
加

チ
ー

ム
の

増
加

、
時

期
を

検
討

し
な

が
ら

、
開

催
し

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

合 同 事 業

3
地

区
合

同
女

性
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
大

会
地

区
費

継
続

1

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

と
て

も
良

か
っ

た
：
1
8
％

、
ま

あ
良

か
っ

た
：
5
0
％

、
ふ

つ
う

：
2
2
％

、
や

や
わ

か
り

に
く
い

：
1
0
％

、
わ

か
り

に
く
い

：
0
％

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
は

学
習

会
と

い
う

形
で

1
回

実
施

し
、

公
民

館
に

つ
い

て
学

ん
で

も
ら

っ
た

。
昨

年
度

に
引

き
続

き
公

民
館

役
員

の
方

も
多

く
、

改
め

て
活

動
を

振
り

返
る

機
会

に
な

っ
た

。
来

年
度

以
降

も
様

々
な

内
容

で
地

域
に

お
け

る
公

民
館

の
担

う
役

割
に

つ
い

て
研

修
を

開
催

し
、

活
発

な
分

館
活

動
に

繋
が

る
よ

う
に

し
て

い
き

た
い

。

4
8

6
月

1
8
日

松
尾

公
民

館

目 的

公
民

館
役

員
・
分

館
役

員
を

対
象

に
、

公
民

館
活

動
へ

の
理

解
向

上
を

図
る

実 施 内 容

内
容

：
い

い
だ

未
来

デ
ザ

イ
ン

2
0
2
8
に

お
け

る
公

民
館

（
6
/
1
8
）

講
師

：
秦

野
高

彦
氏

（
飯

田
市

公
民

館
副

館
長

）

評 価

数
量

的
成

果
（
項

目
名

と
数

値
）

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

企 画 事 業

公
民

館
役

員
研

修
会

地
区

費
継

続
1

4
5

4
5

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

－80－



下
久

堅
公

民
館

の
事

業
報

告
№

1

区
分

区
分

区
分

区
分

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

7
月

の
お

楽
し

み
会

で
は

、
子

ど
も

た
ち

と
一

緒
に

、
装

飾
を

す
る

等
、

雰
囲

気
づ

く
り

か
ら

参
加

者
と

一
緒

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

た
。

乳
幼

児
か

ら
中

学
生

ま
で

、
大

勢
の

子
ど

も
た

ち
、

保
護

者
に

参
加

い
た

だ
い

た
。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

参
加

者
同

士
の

情
報

交
換

の
場

や
育

児
の

息
抜

き
の

場
と

な
れ

る
よ

う
に

計
画

を
行

っ
た

。
少

し
で

も
参

加
者

の
意

見
を

取
り

入
れ

て
、

主
体

的
な

学
級

と
な

る
よ

う
に

、
話

を
す

る
時

間
を

設
け

た
。

今
後

も
地

区
内

の
託

児
指

導
者

、
保

育
士

、
保

健
師

、
公

民
館

が
連

携
し

て
活

動
し

て
い

き
た

い
。

実
施

内
容

参
照

下
久

堅
公

民
館

図
書

分
館

と
の

共
催

で
企

画
実

施
。

【
実

施
概

要
】

7
/
2
1
　

び
っ

く
り

工
作

3
/
2
　

 カ
レ

ー
ラ

イ
ス

づ
く
り

評 価

数
量

的
成

果
（
項

目
名

と
数

値
）

乳
幼

児
学

級
ぽ

っ
か

ぽ
か

（
あ

ひ
る

グ
ル

ー
プ

２
・
３

歳
）
は

、
２

・
３

歳
の

乳
幼

児
と

そ
の

保
護

者
を

対
象

に
、

子
育

て
に

対
す

る
学

習
、

体
験

、
交

流
を

通
じ

て
育

児
に

関
す

る
知

識
を

習
得

す
る

と
と

も
に

、
子

育
て

に
対

す
る

悩
み

を
軽

減
し

安
心

し
て

子
育

て
が

で
き

る
こ

と
を

目
的

に
開

催
す

る
。

下
久

堅
保

育
園

長
、

地
元

ス
タ

ッ
フ

、
保

健
師

、
公

民
館

主
事

が
連

携
し

、
実

施
す

る
。

【
開

催
概

要
】

①
5
/
9

は
じ

ま
り

の
会

・
図

書
館

案
内

②
6
/
1
2

親
子

リ
ト

ミ
ッ

ク
＆

手
作

り
お

や
つ

試
食

会
　

③
7
/
5
　

室
内

遊
び

　
④

8
/
2
　

感
覚

遊
び

（
ス

ラ
イ

ム
）
　

⑤
9
/
6
　

親
子

運
動

遊
び

１
⑥

1
0
/
4

動
物

園
へ

お
で

か
け

⑦
1
1
/
6

や
き

い
も

大
会

⑧
1
2
/
2
0

ク
リ

ス
マ

ス
会

⑨
1
/
9

親
子

運
動

遊
び

２
⑩

2
/
1
3

新
聞

あ
そ

び
⑪

3
/
6

お
し

ま
い

の
会

・
手

形
足

型

評 価

数
量

的
成

果
（
項

目
名

と
数

値
）

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

参
加

者
同

士
の

情
報

交
換

の
場

や
育

児
の

息
抜

き
の

場
と

な
れ

る
よ

う
に

計
画

を
行

っ
た

。
少

し
で

も
参

加
者

の
意

見
を

取
り

入
れ

て
、

主
体

的
な

学
級

と
な

る
よ

う
に

、
話

を
す

る
時

間
を

設
け

た
。

今
後

も
地

区
内

の
託

児
指

導
者

、
保

育
士

、
保

健
師

、
公

民
館

が
連

携
し

て
活

動
し

て
い

き
た

い
。

開
催

会
場

開
催

会
場

学 級 ・ 講 座

目 的

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

継
続

小
学

生
を

対
象

に
、

普
段

あ
ま

り
行

わ
な

い
料

理
や

工
作

で
交

流
を

図
る

2

事
業

名
予

算
区

分

1
2

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

3
4

事
業

区
分

開
催

回
数

1

０
・
１

歳
児

と
親

を
対

象
に

、
子

ど
も

が
基

本
的

な
生

活
習

慣
を

身
に

付
け

ら
れ

る
事

業
展

開
を

図
る

実 施 内 容

乳
幼

児
学

級
ぽ

っ
か

ぽ
か

（
い

ち
ご

グ
ル

ー
プ

０
・
１

歳
）
は

、
０

・
１

歳
の

乳
幼

児
と

そ
の

保
護

者
を

対
象

に
、

子
育

て
に

対
す

る
学

習
、

体
験

、
交

流
を

通
じ

て
育

児
に

関
す

る
知

識
を

習
得

す
る

と
と

も
に

、
子

育
て

に
対

す
る

悩
み

を
軽

減
し

安
心

し
て

子
育

て
が

で
き

る
こ

と
を

目
的

に
開

催
す

る
。

下
久

堅
保

育
園

長
、

地
元

ス
タ

ッ
フ

、
保

健
師

、
公

民
館

主
事

が
連

携
し

、
実

施
す

る
。

【
開

催
概

要
】

①
5
/
2
3

手
形

足
型

・
図

書
館

案
内

②
6
/
2
0

わ
い

わ
い

広
場

見
学

③
7
/
2
6

七
夕

飾
り

を
つ

く
ろ

う
④

8
/
2
2

小
児

科
先

生
の

お
話

⑤
9
/
2
7

ベ
ビ

ー
マ

ッ
サ

ー
ジ

体
験

⑥
1
0
/
1
7

お
さ

ん
ぽ

に
行

こ
う

！
⑦

1
1
/
2
0

わ
ら

べ
う

た
や

絵
本

を
楽

し
も

う
⑧

1
2
/
1
1

ク
リ

ス
マ

ス
会

⑨
1
/
1
6

離
乳

食
、

幼
児

食
を

作
ろ

う
！

⑩
2
/
4

親
子

ふ
れ

あ
い

遊
び

＆
み

ん
な

で
豆

ま
き

　
⑪

3
/
1
3
　

お
し

ま
い

の
会

・
手

形
足

型

1
2
1

対
象

数

1
1

1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

1
3

学 級 ・ 講 座

開
催

期
日

開
催

会
場

2
1

目 的乳
幼

児
学

級
ぽ

っ
か

ぽ
か

（
い

ち
ご

グ
ル

ー
プ

　
０

・
１

歳
）

市
・
地

事
業

名
予

算
区

分

継
続

開
催

期
日

開
催

期
日

実
施

内
容

参
照

継
続

1
回

参
加

・
登

録
数

1
0
3

評 価

数
量

的
成

果
（
項

目
名

と
数

値
）

対
象

数

1
1

開
催

会
場

下
久

堅
公

民
館

事
業

区
分

学 級 ・ 講 座学 級 ・ 講 座

目 的

２
・
３

歳
児

と
親

を
対

象
に

、
子

ど
も

が
基

本
的

な
生

活
習

慣
を

身
に

付
け

ら
れ

る
事

業
展

開
を

図
る

事
業

名
予

算
区

分

継
続

目 的

3
3
0

子
ど

も
と

そ
の

親
を

対
象

に
、

地
域

の
人

材
や

素
材

の
大

切
さ

と
地

域
を

見
つ

め
直

す
機

会
作

り
を

図
る

実 施 内 容

親
子

体
験

学
習

市
・
地

小
学

校
と

の
連

携
に

よ
る

事
業

。
参

観
日

の
放

課
後

の
時

間
を

利
用

し
、

地
域

の
方

々
を

講
師

と
す

る
親

子
体

験
講

座
を

開
催

す
る

。
主

な
内

容
は

、
地

域
の

歴
史

散
策

、
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

、
料

理
教

室
、

昔
の

お
も

ち
ゃ

づ
く

り
、

科
学

実
験

教
室

、
フ

ラ
ワ

ー
ア

レ
ジ

メ
ン

ト
な

ど
。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

各
講

座
に

分
か

れ
て

、
そ

れ
ぞ

れ
興

味
の

あ
る

講
座

に
親

子
で

参
加

す
る

。
ど

の
講

座
も

特
徴

的
な

も
の

で
、

熱
中

す
る

親
子

の
姿

が
見

受
け

ら
れ

た
。

今
後

も
地

域
で

子
ど

も
を

育
て

る
と

い
う

視
点

を
大

切
に

継
続

し
て

い
き

た
い

。

1
回

参
加

・
登

録
数

下
久

堅
小

学
校

対
象

数

評 価

開
催

期
日

3
3
0

数
量

的
成

果
（
項

目
名

と
数

値
）

下
久

堅
公

民
館

1
7
4

6
1

2
,9

0
4

実
施

概
要

参
照

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数

3
3
0

６
月

２
日

（
土

）

子
ど

も
料

理
教

室
＆

工
作

教
室

地
区

費

実 施 内 容

乳
幼

児
学

級
ぽ

っ
か

ぽ
か

（
あ

ひ
る

グ
ル

ー
プ

　
２

・
３

歳
）

市
・
地

事
業

名
予

算
区

分

実 施 内 容

－81－



下
久

堅
公

民
館

の
事

業
報

告
№

2

区
分

区
分

区
分

地
区

内
住

民
を

対
象

に
、

地
区

住
民

で
構

成
す

る
団

体
を

知
る

と
共

に
世

代
間

の
交

流
を

図
る

実 施 内 容

図
書

分
館

と
の

共
催

で
企

画
実

施
。

紙
芝

居
・
人

形
劇

・
音

楽
な

ど
地

区
内

の
個

人
・
団

体
の

発
表

を
通

じ
て

交
流

を
図

る
。

【
実

施
概

要
】

お
は

な
し

サ
ー

ク
ル

「
紙

芝
居

」
「
パ

ネ
ル

シ
ア

タ
ー

」
、

図
書

館
大

好
き

隊
「
大

型
絵

本
」
、

「
マ

ジ
ッ

ク
」
、

図
書

館
協

力
隊

「
人

形
劇

」
評 価

数
量

的
成

果
（
項

目
名

と
数

値
）

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

全
て

の
演

目
を

地
域

住
民

と
図

書
館

分
館

職
員

が
協

力
し

行
っ

た
。

台
本

も
一

か
ら

図
書

館
分

館
員

を
中

心
に

作
成

し
、

子
ど

も
た

ち
と

一
緒

に
劇

を
演

じ
た

。
大

人
か

ら
子

ど
も

ま
で

一
緒

に
な

っ
て

楽
し

む
機

会
と

な
っ

た
。

今
後

も
継

続
し

て
行

っ
て

い
き

た
い

。

2
,9

0
4

1
2
月

8
日

（
土

）

学 級 ・ 講 座

継
続

1

目 的ク
リ

ス
マ

ス
お

楽
し

み
会

地
区

費

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

下
久

堅
公

民
館

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

9
0

9
0

事
業

名
予

算
区

分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

ひ
さ

か
た

村
塾

市
・
地

継
続

2
1
4
3

1
4
3

2
,9

0
4

実
施

概
要

参
照

下
久

堅
公

民
館

目 的

地
区

民
を

対
象

に
、

地
区

文
化

の
発

掘
・
保

存
及

び
地

区
民

の
文

化
水

準
の

向
上

を
図

る

実 施 内 容

地
区

内
の

成
人

を
対

象
に

地
域

の
課

題
、

地
域

づ
く
り

、
歴

史
文

化
と

い
っ

た
そ

の
時

々
の

課
題

を
テ

ー
マ

に
し

た
学

習
会

や
講

演
会

を
開

催
す

る
。

具
体

的
な

内
容

は
、

公
民

館
と

地
区

内
有

識
者

か
ら

な
る

運
営

委
員

会
が

中
心

と
な

っ
て

企
画

、
運

営
す

る
。

【
実

施
概

要
】

第
1
回

　
8
/
1
　

ひ
さ

か
た

和
紙

の
歴

史
学

習
第

2
回

　
1
0
/
2
8
　

下
虎

岩
獅

子
舞

保
存

会

評 価

数
量

的
成

果
（
項

目
名

と
数

値
）

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

第
1
回

：
ひ

さ
か

た
和

紙
保

存
会

と
連

携
し

、
緑

ヶ
丘

中
学

校
区

の
教

職
員

を
対

象
に

ひ
さ

か
た

和
紙

に
つ

い
て

の
歴

史
学

習
と

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施

。
歴

史
の

学
習

を
芝

居
で

行
な

う
工

夫
が

評
判

が
よ

か
っ

た
。

今
後

の
活

動
に

つ
な

げ
て

い
き

た
い

。
第

2
回

：
下

久
堅

に
暮

ら
し

て
い

て
も

詳
し

く
知

ら
な

い
と

い
っ

た
こ

と
に

ス
ポ

ッ
ト

を
当

て
、

下
虎

岩
に

あ
る

獅
子

舞
に

つ
い

て
の

講
演

会
を

開
催

。
普

段
何

気
な

く
見

て
い

る
獅

子
舞

を
詳

し
く

知
れ

る
機

会
と

な
っ

た
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

ひ
さ

か
た

和
紙

講
座

市
・
地

継
続

1
2

2
7
0

3
0

2
,9

0
4

実
施

内
容

参
照

下
久

堅
公

民
館

　
他

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
ひ

さ
か

た
和

紙
の

認
知

や
担

い
手

の
発

掘
を

図
る

実 施 内 容

こ
の

地
の

特
色

で
あ

る
「
ひ

さ
か

た
和

紙
」
を

再
認

識
し

、
保

存
会

の
活

動
を

支
援

し
な

が
ら

、
紙

漉
き

技
術

の
継

承
や

、
和

紙
の

域
内

消
費

の
拡

大
な

ど
に

つ
な

が
る

講
座

等
を

実
施

し
、

新
た

な
担

い
手

の
育

成
を

図
る

。
【
実

施
概

要
】

5
/
1
3
、

6
/
1
0
、

7
/
8
、

1
0
/
2
0
 楮

畑
草

刈
り

作
業

1
1
/
2
4
 楮

収
穫

、
1
1
/
2
5
,1

1
/
2
6
 楮

蒸
し

・
皮

む
き

1
2
/
5
、

1
2
/
1
2
、

1
2
/
1
9
、

1
/
9
、

1
/
1
2
、

1
/
1
6
、

1
/
2
3
、

1
/
3
0
、

2
/
6
、

2
/
1
3
、

2
/
2
0
、

2
/
2
7

た
く
り

作
業

8
/
1
 ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

「
ラ

ン
プ

シ
ェ

ー
ド

作
り

、
し

お
り

作
り

」
9
/
2
2
 ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

「
ラ

ン
プ

シ
ェ

ー
ド

作
り

」
○

小
中

学
校

連
携

事
業

9
/
1
9
 ひ

さ
か

た
和

紙
の

歴
史

、
紹

介
(緑

ヶ
丘

中
学

校
１

年
生

）
5
/
2
5
 ト

ロ
ロ

ア
オ

イ
の

種
ま

き
指

導
（
下

久
堅

小
学

校
1
年

生
）

7
/
2
 ト

ロ
ロ

ア
オ

イ
の

間
引

き
(下

久
堅

小
学

校
１

年
生

）
1
0
/
2
2
 ト

ロ
ロ

ア
オ

イ
の

収
穫

(下
久

堅
小

学
校

１
年

生
）

1
1
/
2
6
 楮

の
収

穫
、

皮
む

き
体

験
指

導
（
下

久
堅

小
学

校
１

・
３

・
５

年
生

）
2
/
2
7
 紙

漉
き

体
験

指
導

（
下

久
堅

小
学

校
１

・
３

・
５

年
生

）

評 価

数
量

的
成

果
（
項

目
名

と
数

値
）

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

ひ
さ

か
た

和
紙

の
魅

力
を

知
っ

て
も

ら
い

、
保

存
す

べ
き

伝
承

文
化

が
あ

る
こ

と
が

再
認

識
さ

れ
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

開
催

。
今

年
度

は
ト

ロ
ロ

ア
オ

イ
の

成
長

を
一

年
を

通
し

て
、

下
久

堅
小

学
校

１
年

生
と

活
動

し
、

紙
漉

き
を

漉
く
際

、
ト

ロ
ロ

ア
オ

イ
が

ど
の

よ
う

な
役

割
を

す
る

の
か

学
習

を
行

っ
た

。
来

年
度

は
、

「
下

久
堅

ふ
れ

あ
い

交
流

館
」
の

紙
漉

き
ス

ペ
ー

ス
を

活
用

し
て

、
紙

漉
き

体
験

の
拡

大
に

取
り

組
む

事
を

検
討

し
て

い
る

。
た

だ
、

今
の

保
存

会
だ

け
で

体
験

会
を

開
催

す
る

に
は

負
担

が
大

き
く
な

る
こ

と
も

あ
り

、
ま

ち
づ

く
り

委
員

会
を

中
心

に
、

各
種

団
体

と
の

連
携

を
と

り
つ

つ
、

実
施

に
向

け
て

け
ん

と
う

し
て

い
く
。
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下
久

堅
公

民
館

の
事

業
報

告
№

3

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

か
ら

だ
ケ

ア
教

室
地

区
費

継
続

2
4

3
4
3

2
4

2
,9

0
4

毎
月

２
回

　
第

１
・
第

３
金

曜
日

の
午

前
中

下
久

堅
公

民
館

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
ス

ト
レ

ッ
チ

体
操

を
基

本
に

健
康

づ
く
り

を
図

る

実 施 内 容

高
齢

者
で

も
無

理
な

く
実

施
で

き
る

ス
ト

レ
ッ

チ
体

操
を

基
本

と
す

る
健

康
づ

く
り

教
室

。
月

２
回

の
ペ

ー
ス

で
開

催
。

講
　

師
：
村

沢
由

美
子

先
生

評 価

数
量

的
成

果
（
項

目
名

と
数

値
）

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

下
久

堅
は

坂
道

が
多

い
た

め
、

膝
の

痛
み

に
悩

ん
で

い
る

方
が

多
い

と
い

う
問

題
に

対
応

す
る

た
め

に
開

設
し

、
数

年
が

経
過

す
る

。
当

番
制

で
毎

回
の

運
営

を
行

う
。

参
加

者
同

士
の

交
流

の
場

に
も

な
っ

て
い

る
。

次
年

度
以

降
も

事
業

を
継

続
し

て
い

き
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

ヨ
ガ

・
ス

ト
レ

ッ
チ

教
室

地
区

費
継

続
2
4

2
0
0

2
1

2
,9

0
4

毎
月

２
回

第
２

・
４

水
曜

日
の

夜
間

下
久

堅
公

民
館

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
ヨ

ガ
・
ス

ト
レ

ッ
チ

を
通

じ
自

身
の

心
や

体
を

見
つ

め
、

健
康

づ
く
り

を
図

る

実 施 内 容

自
分

の
体

力
や

柔
軟

性
に

合
わ

せ
て

誰
で

も
無

理
な

く
参

加
で

き
る

よ
う

な
形

で
開

講
。

ヨ
ガ

・
ス

ト
レ

ッ
チ

を
通

じ
て

自
分

の
心

や
体

を
見

つ
め

、
呼

吸
法

に
よ

り
全

身
に

気
を

め
ぐ

ら
す

こ
と

に
よ

り
、

体
の

中
か

ら
元

気
に

な
っ

て
い

く
効

果
が

あ
る

。
　

講
師

：
中

塚
裕

佳
里

先
生

評 価

数
量

的
成

果
（
項

目
名

と
数

値
）

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

女
性

を
中

心
と

し
て

幅
広

い
年

代
の

参
加

が
あ

り
、

日
常

的
な

健
康

づ
く
り

だ
け

で
な

く
、

仲
間

づ
く

り
の

場
と

し
て

も
効

果
的

で
あ

り
、

参
加

者
か

ら
の

評
価

も
高

い
。

今
後

も
、

参
加

者
の

意
向

を
確

認
し

な
が

ら
継

続
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

る
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

ふ
る

さ
と

コ
ン

サ
ー

ト
市

・
地

継
続

1
1
2
0

1
2
0

2
,9

0
4

7
月

1
4
日

（
土

）
下

久
堅

公
民

館

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
す

ば
ら

し
い

音
楽

を
身

近
に

感
じ

る
こ

と
を

図
る

実 施 内 容

公
民

館
委

員
会

文
化

部
が

中
心

と
な

り
、

地
区

住
民

が
す

ば
ら

し
い

音
楽

を
身

近
に

感
じ

る
機

会
と

し
て

実
施

。
演

奏
者

は
、

ar
u
企

画
を

通
じ

て
依

頼
す

る
。

下
久

堅
小

学
校

金
管

バ
ン

ド
と

の
合

同
演

奏
も

行
う

。
な

お
コ

ン
サ

ー
ト

終
了

後
に

、
演

奏
者

と
の

交
流

の
機

会
を

つ
く
る

。
評 価

数
量

的
成

果
（
項

目
名

と
数

値
）

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

参
加

者
が

知
っ

て
い

る
曲

を
選

曲
し

て
く
れ

た
り

、
信

濃
の

国
を

会
場

全
体

で
歌

っ
た

り
し

た
た

め
、

会
場

が
一

体
と

な
っ

て
、

音
楽

を
楽

し
む

こ
と

が
で

き
た

。
交

流
会

で
行

っ
た

そ
ば

打
ち

体
験

が
好

評
で

、
演

奏
者

と
地

区
住

民
が

終
始

和
や

か
に

交
流

を
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

い
い

だ
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

2
0
1
8

市
・
地

継
続

1
6
8
3

6
8
3

2
,9

0
4

8
月

3
日

（
金

）
～

8
月

1
2
日

（
金

）
下

久
堅

公
民

館
　

他

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
人

形
劇

人
と

交
流

し
な

が
ら

、
共

に
フ

ェ
ス

タ
を

つ
く
り

、
地

域
の

文
化

の
高

ま
り

を
図

る

実 施 内 容

下
久

堅
地

区
で

は
、

以
下

の
６

会
場

で
公

演
す

る
。

①
下

久
堅

公
民

館
　

②
下

虎
岩

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

消
防

セ
ン

タ
ー

　
③

虎
岩

交
流

セ
ン

タ
ー

④
知

久
平

研
修

セ
ン

タ
ー

　
⑤

南
原

交
流

セ
ン

タ
ー

　
⑥

柿
野

沢
区

民
セ

ン
タ

ー

評 価

数
量

的
成

果
（
項

目
名

と
数

値
）

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

各
会

場
の

運
営

は
、

保
育

園
保

護
会

、
保

育
士

や
分

館
役

員
が

担
っ

て
お

り
、

会
場

運
営

な
ど

も
会

場
関

係
者

が
主

体
的

に
関

わ
っ

て
い

る
。

ま
た

、
フ

ェ
ス

タ
に

併
せ

て
開

催
す

る
催

し
や

劇
人

を
交

え
た

交
流

会
、

会
場

の
受

付
な

ど
各

会
場

の
特

色
が

で
て

い
た

。
今

年
度

は
暑

さ
の

影
響

に
よ

り
、

冷
房

設
備

の
無

い
会

場
で

は
氷

柱
の

設
置

な
ど

の
工

夫
が

さ
れ

て
い

た
が

、
来

年
度

か
ら

も
こ

の
問

題
は

予
想

さ
れ

る
た

め
、

検
討

が
必

要

－83－



下
久

堅
公

民
館

の
事

業
報

告
№

4

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

ひ
さ

か
た

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

市
・
地

継
続

1
3
4

3
4

2
,9

0
4

9
月

1
6
日

（
土

）
下

久
堅

地
区

内

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
地

区
内

の
史

跡
、

自
然

、
文

化
を

知
る

機
会

と
し

て
開

催

実 施 内 容

例
年

、
か

つ
て

の
文

化
委

員
会

で
作

成
し

た
「
ひ

さ
か

た
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
マ

ッ
プ

」
を

活
用

し
、

世
代

間
交

流
、

健
康

増
進

、
ま

た
地

区
内

の
史

跡
、

自
然

、
文

化
を

知
る

機
会

と
し

て
継

続
的

に
実

施
し

て
い

る
。

環
境

を
テ

ー
マ

に
、

昨
年

度
中

止
に

な
っ

て
し

ま
っ

た
コ

ー
ス

で
実

施
。

評 価

数
量

的
成

果
（
項

目
名

と
数

値
）

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
は

地
域

の
N

P
O

法
人

「
風

の
学

舎
」
さ

ん
と

連
携

し
、

ひ
さ

か
た

和
紙

保
存

会
の

畑
を

通
る

等
、

環
境

を
テ

ー
マ

に
コ

ー
ス

を
組

み
立

て
た

。
施

設
見

学
で

は
な

く
、

あ
く
ま

で
も

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

を
目

的
に

し
て

い
る

こ
と

を
考

慮
し

、
各

ポ
イ

ン
ト

の
紹

介
内

容
等

の
検

討
が

必
要

。
参

加
者

か
ら

の
コ

ー
ス

要
望

も
含

め
、

来
年

度
の

コ
ー

ス
を

決
め

て
い

き
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

分
館

対
抗

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

大
会

地
区

費
継

続
1

1
6
1

1
6
1

2
,9

0
4

6
月

3
日

（
日

）
下

久
堅

運
動

場

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
親

睦
交

流
・
健

康
増

進
を

図
る

実 施 内 容

分
館

対
抗

方
式

で
の

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

大
会

。
ル

ー
ル

に
女

性
・
６

０
代

の
参

加
を

決
め

て
い

る
た

め
、

性
別

世
代

問
わ

ず
交

流
を

行
う

。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

女
性

２
名

及
び

５
０

歳
以

上
２

名
の

出
場

枠
を

設
け

て
い

る
た

め
幅

広
い

年
齢

層
か

ら
の

参
加

が
あ

る
。

ま
た

、
複

数
の

チ
ー

ム
を

出
場

す
る

分
館

も
あ

り
、

開
催

の
意

義
は

大
き

い
。

一
方

で
誰

も
が

楽
し

め
る

競
技

で
は

な
い

た
め

、
参

加
す

る
人

が
決

ま
っ

て
き

て
い

る
と

い
う

意
見

も
あ

り
、

分
館

対
抗

に
こ

だ
わ

り
す

ぎ
な

い
や

り
方

も
模

索
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

と
思

わ
れ

る
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

常
会

対
抗

盆
野

球
大

会
地

区
費

継
続

1
1
0
0

1
0
0

2
,9

0
4

8
月

1
5
日

（
水

）
下

久
堅

運
動

場

目 的
地

区
住

民
を

対
象

に
、

親
睦

・
交

流
を

図
る

実 施 内 容

地
域

の
親

睦
と

交
流

を
目

的
に

、
常

会
対

抗
で

野
球

大
会

を
実

施
す

る
。

今
回

が
6
0
回

目
と

な
る

歴
史

あ
る

行
事

と
な

っ
て

い
る

。
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

既
に

５
０

回
以

上
続

く
歴

史
あ

る
地

区
恒

例
の

行
事

と
な

っ
て

い
る

。
若

い
男

性
を

中
心

に
盛

り
あ

が
り

は
あ

る
。

公
民

館
事

業
と

し
て

続
け

る
か

、
実

行
委

員
会

形
式

が
良

い
の

か
の

検
討

も
し

て
い

る
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

分
館

対
抗

ク
ッ

ブ
大

会
地

区
費

継
続

1
3
0

3
0

2
,9

0
4

1
1
月

1
8
日

（
日

）
下

久
堅

小
学

校
校

庭

目 的

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
の

普
及

を
通

じ
て

、
子

ど
も

か
ら

高
齢

者
ま

で
交

流
を

図
る

。

実 施 内 容

高
齢

者
か

ら
子

ど
も

ま
で

、
気

軽
に

楽
し

め
る

ス
ポ

ー
ツ

の
普

及
を

し
、

健
康

増
進

及
び

異
世

代
交

流
を

図
る

。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

昨
年

度
よ

り
体

育
部

が
中

心
と

り
、

地
域

に
普

及
を

行
っ

て
い

る
。

今
年

度
は

囲
碁

ボ
ー

ル
大

会
と

同
日

開
催

の
た

め
、

分
館

対
抗

を
な

く
し

て
実

施
。

当
日

は
子

ど
も

か
ら

高
齢

者
ま

で
幅

広
い

年
代

の
参

加
者

が
集

ま
り

、
一

緒
に

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

取
り

な
が

ら
競

技
を

す
る

こ
と

で
、

楽
み

な
が

ら
健

康
増

進
及

び
異

世
代

交
流

の
場

と
な

っ
た

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

下
久

堅
地

区
レ

デ
ィ

ー
ス

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

大
会

地
区

費
継

続
1

6
0

6
0

2
,9

0
4

1
0
月

2
8
日

（
日

）
下

久
堅

小
学

校
体

育
館

目 的

地
区

内
女

性
を

対
象

に
、

親
睦

交
流

・
健

康
増

進
を

図
る

実 施 内 容

地
域

の
女

性
の

親
睦

交
流

と
健

康
増

進
を

目
的

に
開

催
す

る
。

（
４

チ
ー

ム
が

参
加

）

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

各
チ

ー
ム

と
も

日
頃

か
ら

練
習

を
重

ね
て

い
る

た
め

、
非

常
に

白
熱

し
た

大
会

と
な

っ
た

。
女

性
同

士
の

繋
が

り
と

い
っ

た
観

点
か

ら
み

て
も

大
切

な
機

会
と

な
っ

て
い

る
。

審
判

に
つ

い
て

は
、

リ
ー

グ
戦

に
併

せ
て

講
習

会
を

実
施

し
、

当
日

は
審

判
に

つ
い

て
も

自
主

的
に

行
っ

た
。

今
後

も
公

民
館

と
し

て
活

動
を

支
援

し
な

が
ら

、
自

主
的

な
運

営
を

継
続

し
て

い
け

る
よ

う
協

力
し

て
い

き
た

い
。
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下
久

堅
公

民
館

の
事

業
報

告
№

5

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

下
久

堅
地

区
市

民
運

動
会

地
区

費
継

続
1

6
0
0

6
0
0

2
,9

0
4

1
0
月

1
4
日

（
日

）
下

久
堅

小
学

校
校

庭

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
親

睦
交

流
・
健

康
増

進
を

図
る

実 施 内 容

地
区

の
住

民
が

、
楽

し
く
気

軽
に

参
加

す
る

こ
と

に
よ

り
、

今
ま

で
以

上
に

多
く
の

人
と

人
と

が
交

流
で

き
る

機
会

と
し

て
、

ま
た

健
康

推
進

の
機

会
と

し
て

地
区

運
動

会
を

実
施

す
る

。
実

行
委

員
と

し
て

中
学

生
の

協
力

を
募

り
、

競
技

企
画

や
当

日
の

担
当

を
担

っ
て

も
ら

う
事

で
地

域
の

一
員

と
し

て
、

意
識

の
醸

成
を

図
る

。
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

昨
年

度
中

止
で

実
施

で
き

な
か

っ
た

計
画

を
基

準
に

実
施

。
当

日
ま

で
は

各
分

館
で

練
習

を
重

ね
、

み
ん

な
で

参
加

、
み

ん
な

で
楽

し
む

が
実

践
さ

れ
地

域
の

ま
と

ま
り

を
作

る
こ

と
が

出
来

た
。

今
年

度
も

実
行

委
員

と
し

て
中

学
生

が
大

勢
参

加
し

て
く

れ
、

数
回

に
わ

た
り

会
議

を
重

ね
、

種
目

の
検

討
を

行
っ

た
。

当
日

は
天

気
の

影
響

で
開

始
が

遅
れ

た
が

、
「
出

来
て

よ
か

っ
た

」
と

の
声

も
あ

が
っ

て
い

る
。

来
年

度
実

施
に

向
け

て
は

、
人

口
の

少
な

い
地

区
の

参
加

に
向

け
た

競
技

内
容

の
検

討
が

必
要

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

冬
季

ス
ポ

ー
ツ

大
会

地
区

費
継

続
1

1
2
8

1
2
8

2
,9

0
4

1
月

2
7
日

（
日

）
下

久
堅

小
学

校
体

育
館

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
親

睦
交

流
・
健

康
増

進
を

図
る

実 施 内 容

冬
季

の
健

康
づ

く
り

と
交

流
を

目
的

に
開

催
。

誰
で

も
楽

し
め

る
種

目
と

し
て

、
ワ

ン
バ

ウ
ン

ド
ふ

ら
ば

ー
る

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

を
分

館
対

抗
で

実
施

す
る

。
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

冬
季

の
貴

重
な

ス
ポ

ー
ツ

大
会

に
な

っ
て

い
る

。
こ

の
種

目
に

し
て

1
0
年

目
と

い
う

こ
と

も
あ

り
、

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
を

楽
し

む
と

共
に

競
技

性
も

で
て

き
た

。
今

後
も

継
続

し
て

事
業

を
実

施
す

る
が

、
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

を
楽

し
む

サ
ー

ク
ル

を
作

る
動

き
の

支
援

を
行

っ
て

行
き

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

公
民

館
長

杯
囲

碁
ボ

ー
ル

大
会

地
区

費
継

続
1

5
0

5
0

2
,9

0
4

1
1
月

1
8
日

（
日

）
下

久
堅

小
学

校
体

育
館

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
親

睦
交

流
・
健

康
増

進
を

図
る

実 施 内 容

誰
で

も
身

近
に

感
じ

楽
し

む
こ

と
が

で
き

る
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

の
普

及
と

、
住

民
の

世
代

を
越

え
た

交
流

の
機

会
を

目
的

に
開

催
す

る
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

体
力

差
や

技
術

に
関

係
な

く
、

誰
で

も
気

楽
に

親
し

め
る

種
目

で
あ

り
、

大
変

良
い

機
会

に
な

っ
た

と
認

識
し

て
い

る
。

ま
た

、
高

齢
者

や
子

ど
も

た
ち

の
参

加
も

多
く
、

異
世

代
に

よ
る

交
流

も
図

れ
た

。
ま

た
、

今
年

度
は

小
学

校
の

親
子

レ
ク

で
の

参
加

も
あ

っ
た

。
体

育
部

と
育

成
部

が
共

催
で

開
催

し
て

い
る

が
、

公
民

館
委

員
の

交
流

の
場

に
も

な
っ

た
。

今
後

も
目

的
や

意
図

を
し

っ
か

り
と

持
ち

、
健

康
増

進
と

ス
ポ

ー
ツ

に
親

し
め

る
機

会
を

つ
く
っ

て
い

き
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

広 報 事 業

「
ひ

さ
か

た
」
の

発
行

地
区

費
継

続
4

1
,0

0
0

1
,0

0
0

2
,9

0
4

実
施

内
容

参
照

下
久

堅
公

民
館

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
地

域
課

題
や

生
活

課
題

の
提

起
を

し
、

地
域

へ
の

関
心

の
向

上
を

図
る

実 施 内 容

地
域

住
民

へ
、

地
域

課
題

や
生

活
課

題
を

提
起

す
る

と
と

も
に

、
身

近
な

話
題

を
タ

イ
ム

リ
ー

に
伝

え
る

こ
と

に
よ

り
、

地
域

に
対

す
る

関
心

を
高

め
る

べ
く
発

行
す

る
。

１
６

７
号

　
６

月
３

０
日

発
刊

１
６

８
号

　
９

月
３

０
日

発
刊

１
６

９
号

　
１

２
月

２
８

日
発

刊
１

７
０

号
　

３
月

３
０

日
発

刊

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

地
区

の
時

事
広

報
と

し
て

歴
史

を
後

世
に

残
す

と
と

も
に

、
地

域
住

民
の

情
報

交
換

と
文

化
意

識
の

高
揚

の
役

割
を

果
た

す
べ

く
発

刊
に

努
め

て
き

た
。

公
民

館
報

の
果

た
す

べ
き

役
割

を
常

に
認

識
し

な
が

ら
、

地
域

課
題

・
生

活
課

題
の

提
起

で
き

る
館

報
と

し
て

発
刊

を
継

続
し

て
い

き
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

魚
の

つ
か

み
ど

り
体

験
市

・
地

継
続

1
1
1
0

1
1
0

2
,9

0
4

7
月

1
6
日

（
月

）
塩

沢
川

（
下

虎
岩

）

目 的

地
区

の
親

子
を

対
象

に
自

然
体

験
を

通
し

て
、

親
子

の
触

れ
合

い
を

図
る

実 施 内 容

親
子

が
体

験
活

動
を

通
じ

て
、

ふ
れ

あ
う

事
を

目
的

に
開

催
す

る
。

今
年

度
は

希
望

に
よ

り
、

育
成

部
員

の
帽

子
を

作
成

し
、

事
業

に
取

り
組

ん
だ

。
参

加
者

と
の

区
別

が
し

や
す

く
、

連
帯

感
も

生
ま

れ
、

好
評

だ
っ

た
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

親
子

で
取

り
組

み
、

子
ど

も
が

普
段

、
家

で
は

見
せ

な
い

一
面

を
見

ら
れ

、
交

流
を

図
り

な
が

ら
楽

し
く
実

施
で

き
た

。
会

場
近

く
の

飲
食

店
な

ど
の

協
力

も
得

ら
れ

、
好

評
で

あ
っ

た
た

め
次

年
度

の
企

画
を

継
続

し
て

い
き

た
い

。
熱

中
症

対
策

に
つ

い
て

も
検

討
が

必
要

。
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下
久

堅
公

民
館

の
事

業
報

告
№

6

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

親
子

書
き

初
め

教
室

地
区

費
継

続
1

3
7

4
5

2
6
0

1
月

5
日

下
久

堅
公

民
館

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
伝

統
行

事
を

通
じ

て
親

子
の

触
れ

合
い

を
図

る

実 施 内 容

毎
年

実
施

し
て

い
る

正
月

の
恒

例
の

行
事

。
新

年
を

迎
え

る
な

か
、

昔
か

ら
の

伝
統

行
事

を
親

子
で

興
じ

る
機

会
に

な
っ

て
い

る
。

評 価

数
量

的
成

果
（
項

目
名

と
数

値
）

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

地
域

の
方

が
講

師
と

な
り

、
子

ど
も

た
ち

に
書

道
を

教
え

て
く
れ

る
。

。
今

年
度

は
中

学
生

の
参

加
が

多
く
、

実
施

後
の

片
付

け
を

積
極

的
に

手
伝

っ
て

く
れ

、
年

齢
が

異
な

る
子

ど
も

た
ち

が
互

い
に

教
え

合
い

、
気

遣
い

な
が

ら
書

き
初

め
を

行
っ

て
い

た
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

下
久

堅
地

区
新

年
の

会
（
ひ

さ
か

た
村

塾
）

市
・
地

継
続

1
1
0
0

1
0
0

2
,9

0
4

1
月

２
０

日
（
日

）
下

久
堅

公
民

館

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
地

域
文

化
や

歴
史

に
触

れ
る

機
会

と
し

て
開

催

実 施 内 容

地
区

内
の

成
人

を
対

象
に

地
域

の
課

題
、

地
域

づ
く
り

、
歴

史
文

化
と

い
っ

た
そ

の
時

々
の

課
題

を
テ

ー
マ

に
し

た
学

習
会

や
講

演
会

を
開

催
す

る
。

具
体

的
な

内
容

は
、

公
民

館
と

地
区

内
有

識
者

か
ら

な
る

運
営

委
員

会
が

中
心

と
な

っ
て

企
画

、
運

営
す

る
。

下
久

堅
地

区
ま

ち
づ

く
り

委
員

会
と

共
催

で
開

催
し

て
い

る
恒

例
行

事
。

講
師

：
上

村
公

民
館

主
事

　
野

牧
和

将
氏

講
演

：
「
ひ

さ
か

た
幸

福
論

～
若

者
×

ば
か

者
×

よ
そ

者
で

創
る

み
ら

い
～

」

評 価

数
量

的
成

果
（
項

目
名

と
数

値
）

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

元
下

久
堅

公
民

館
主

事
で

あ
り

、
そ

の
と

き
の

経
験

と
今

の
上

村
公

民
館

で
の

活
動

に
つ

い
て

講
演

を
し

て
い

た
だ

い
た

。
若

い
人

が
地

域
を

盛
り

上
げ

る
こ

と
に

関
し

て
現

在
下

久
堅

に
点

在
し

て
い

る
魅

力
あ

る
活

動
が

結
び

つ
く
こ

と
で

新
し

い
活

動
が

生
ま

れ
る

と
い

う
話

か
ら

、
刺

激
を

受
け

た
と

の
感

想
が

あ
っ

た
。

参
加

者
か

ら
の

感
想

や
要

望
も

参
考

に
来

年
度

の
講

演
会

を
検

討
し

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

下
久

堅
地

区
成

人
式

市
・
地

継
続

1
2
4

2
4

3
6

1
月

1
3
日

（
日

）
下

久
堅

公
民

館

目 的

新
成

人
を

対
象

に
、

成
人

を
祝

う
と

共
に

地
域

を
感

じ
る

機
会

と
す

る

実 施 内 容

成
人

式
か

開
催

に
向

け
新

成
人

の
実

行
委

員
会

を
1
1
月

よ
り

6
回

開
催

し
、

祝
賀

会
の

内
容

や
記

念
品

に
つ

い
て

検
討

し
た

。
当

日
の

受
付

を
新

成
人

が
行

う
こ

と
で

「
私

た
ち

の
成

人
式

」
と

い
う

意
識

が
強

い
も

の
と

な
っ

た
。

記
念

品
に

つ
い

て
は

、
「
こ

れ
か

ら
先

使
え

る
も

の
」
を

テ
ー

マ
に

タ
ン

ブ
ラ

ー
を

設
定

し
た

が
、

下
久

堅
の

「
ひ

さ
か

た
和

紙
」
と

水
引

を
使

い
、

地
元

に
い

な
く
て

も
、

地
元

を
感

じ
る

こ
と

の
で

き
る

記
念

品
と

な
っ

た
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

祝
賀

会
で

の
新

成
人

が
来

賓
の

方
に

挨
拶

を
し

て
ま

わ
る

姿
が

み
ら

れ
た

。
実

行
委

員
の

新
成

人
に

多
く
そ

の
姿

が
み

ら
れ

た
こ

と
か

ら
も

、
実

行
委

員
会

で
の

経
験

は
大

き
い

と
感

じ
ら

れ
た

。
年

に
よ

っ
て

も
成

人
式

の
雰

囲
気

は
変

わ
る

も
の

で
あ

る
の

で
、

来
年

度
は

文
化

部
と

新
成

人
が

協
力

し
て

成
人

式
を

つ
く
っ

て
い

け
る

よ
う

に
工

夫
を

し
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

下
久

堅
放

課
後

子
ど

も
教

室
市

・
地

継
続

週
4
回

1
,6

4
1

3
1

1
6
9

毎
週

月
・
火

・
木

・
金

（
週

4
回

）
下

久
堅

小
学

校

目 的

小
学

生
を

対
象

に
、

地
域

の
子

育
て

環
境

改
善

と
体

制
の

充
実

を
図

る

実 施 内 容

心
豊

か
で

た
く
ま

し
い

子
ど

も
を

地
域

全
体

で
育

む
た

め
、

地
域

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ス
タ

ッ
フ

の
指

導
と

見
守

り
に

よ
り

、
安

全
な

子
ど

も
達

の
居

場
所

づ
く
り

を
す

る
。

ま
た

、
地

域
の

人
材

を
活

か
し

、
月

に
１

～
２

回
程

度
、

科
学

工
作

や
読

み
聞

か
せ

な
ど

の
活

動
を

行
う

。
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

地
域

の
大

人
が

講
師

や
安

全
管

理
員

に
な

り
、

料
理

教
室

・
科

学
工

作
教

室
・
ス

ポ
ー

ツ
・
読

み
聞

か
せ

な
ど

の
メ

ニ
ュ

ー
を

実
施

し
た

。
今

年
度

も
保

護
者

に
ス

タ
ッ

フ
と

し
て

最
低

年
１

回
は

ご
参

加
い

た
だ

き
、

交
流

の
場

に
も

な
っ

た
。

ス
タ

ッ
フ

の
高

齢
化

、
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

負
担

等
、

運
営

体
制

の
見

直
し

や
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
次

年
度

以
降

も
継

続
的

に
事

業
実

施
を

し
て

い
き

た
い

。

－86－



上
久

堅
公

民
館

の
事

業
報

告
№

1

区
分

区
分

区
分

区
分

1
2
月

1
6
日

上
久

堅
公

民
館

上
久

堅
図

書
分

館
と

の
共

催
事

業
。

乳
幼

児
学

級
・
保

育
園

・
小

学
校

へ
呼

び
か

け
て

実
施

す
る

。
(実

施
内

容
)

絵
本

読
み

聞
か

せ
、

ク
リ

ス
マ

ス
会

（
ハ

ン
ド

ベ
ル

サ
ー

ク
ル

“
リ

ー
ベ

ク
ワ

イ
ア

”
に

よ
る

演
奏

会
）

評 価

開
催

会
場

4
6

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

市
・
地

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
に

合
わ

せ
図

書
分

館
と

連
携

し
て

実
施

し
た

。
夏

休
み

企
画

と
し

て
平

日
開

催
の

有
料

公
演

人
形

劇
と

プ
ラ

ネ
タ

リ
ウ

ム
な

ど
飯

田
市

街
地

の
施

設
の

見
学

も
行

っ
た

。
(実

施
内

容
)

内
容

：
飯

田
市

美
術

博
物

館
見

学
、

プ
ラ

ネ
タ

リ
ウ

ム
鑑

賞
、

影
絵

人
形

劇
団

か
し

の
樹

観
劇

8
3

1
,2

9
7

学 級 ・ 講 座

目 的

地
区

の
子

ど
も

、
保

護
者

を
対

象
に

、
親

子
の

触
れ

合
い

や
世

代
間

の
交

流
を

図
る

。

継
続

小
学

生
と

そ
の

親
・
一

般
を

対
象

に
、

小
学

生
の

基
本

的
な

生
活

習
慣

の
取

得
を

図
る

。

実 施 内 容

小
学

校
と

連
携

し
、

学
齢

期
の

子
ど

も
た

ち
が

基
本

的
な

生
活

習
慣

を
身

に
つ

け
る

こ
と

、
ま

た
そ

の
親

の
悩

み
を

解
消

す
る

た
め

の
講

演
会

を
開

催
。

Ｐ
Ｔ

Ａ
と

地
域

住
民

が
学

校
や

地
域

の
こ

と
な

ど
、

共
通

の
テ

ー
マ

に
基

づ
い

て
お

互
い

の
考

え
を

語
り

合
っ

た
（
実

施
内

容
）

演
題

：
こ

れ
ま

で
の

災
害

教
訓

に
学

ぶ
講

師
：
後

藤
武

志
　

氏
（
飯

田
市

危
機

管
理

室
防

災
係

長
）

8
3

対
象

数

1

1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

開
催

回
数

学 級 ・ 講 座

開
催

期
日

開
催

会
場

1
,2

9
7

目 的 上
久

堅
小

学
校

Ｐ
Ｔ

Ａ
・
公

民
館

共
催

講
演

会
市

・
地

事
業

名
予

算
区

分

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

講
演

会
後

は
P

T
A

、
先

生
、

地
域

の
語

る
会

を
実

施
し

、
前

半
の

講
演

を
受

け
て

地
域

に
お

け
る

子
ど

も
た

ち
の

安
心

安
全

を
地

域
と

し
て

と
ど

う
担

保
し

て
い

く
の

か
、

意
見

交
換

を
行

っ
た

。
親

と
し

て
、

地
域

住
民

と
し

て
、

自
治

組
織

と
し

て
何

が
で

き
る

か
、

そ
れ

ぞ
れ

の
考

え
を

共
有

で
き

た
。

事
業

名
予

算
区

分

開
催

期
日

開
催

期
日

6
月

1
日

継
続

1
回

参
加

・
登

録
数

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

毎
年

図
書

分
館

の
方

々
と

ど
ん

な
交

流
会

に
し

た
い

か
話

し
合

い
進

め
て

い
る

。
広

く
地

域
に

参
加

を
呼

び
か

け
た

め
親

子
以

外
の

大
人

の
参

加
が

多
く
、

親
子

に
限

ら
な

い
お

楽
し

み
会

を
考

え
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

事
業

区
分

3
5

開
催

会
場

上
久

堅
小

学
校

事
業

区
分

4
6

評 価

対
象

数

1

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数

1
,2

9
7

8
月

9
日

冬
の

お
楽

し
み

会
（
図

書
分

館
・
公

民
館

共
催

ク
リ

ス
マ

ス
会

）
市

・
地

事
業

名
予

算
区

分

実 施 内 容

目 的

保
育

園
・
小

学
生

の
親

子
を

対
象

に
、

有
料

の
大

型
人

形
劇

を
観

劇
す

る
機

会
を

提
供

す
る

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

乳
幼

児
学

級
「
わ

く
わ

く
キ

ッ
ズ

」
市

・
地

継
続

2
3

2
4
1

1
1

1
6

実
施

内
容

参
照

上
久

堅
公

民
館

ほ
か

目 的

保
育

園
入

園
前

の
幼

児
と

そ
の

親
を

対
象

に
、

様
々

な
体

験
等

を
通

じ
た

子
育

て
に

つ
い

て
の

学
習

、
親

同
士

の
情

報
交

換
に

よ
る

子
育

て
不

安
の

解
消

、
子

ど
も

の
健

全
な

育
成

を
図

る
。

実 施 内 容

保
育

園
、

保
健

師
、

保
育

士
と

連
携

し
て

実
施

。
様

々
な

活
動

を
通

じ
て

子
ど

も
た

ち
の

健
全

育
成

を
図

る
こ

と
は

も
と

よ
り

、
母

親
同

士
の

つ
な

が
り

も
大

切
に

し
な

が
ら

事
業

を
行

っ
た

。
常

任
講

師
：
林

か
ん

な
さ

ん
（
保

育
士

）
(実

施
内

容
)

①
5
/
1
5
年

間
計

画
、

茶
話

会
②

5
/
2
2
お

や
つ

に
つ

い
て

考
え

よ
う

③
6
/
4
人

形
劇

を
み

よ
う

④
6
/
5
保

育
園

児
と

交
流

、
ど

ろ
ん

こ
遊

び
⑤

7
/
3
ア

ロ
マ

で
虫

よ
け

ス
プ

レ
ー

を
作

り
ま

し
ょ

う
⑥

7
/
1
0
プ

ー
ル

遊
び

⑦
7
/
2
1
保

育
園

夏
ま

つ
り

⑧
8
/
6
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

を
み

よ
う

⑨
8
/
2
1
プ

ー
ル

遊
び

⑩
9
/
4
子

ど
も

と
お

母
さ

ん
の

歯
に

つ
い

て
考

え
よ

う
⑪

9
/
1
1
リ

ズ
ム

体
操

、
器

具
遊

び
⑫

9
/
2
9
保

育
園

の
運

動
会

に
ご

招
待

⑬
1
0
/
9
文

化
展

の
飾

り
づ

く
り

　
⑭

1
0
/
2
3
動

物
園

へ
お

出
か

け
し

よ
う

　
⑮

1
1
/
6
焼

き
い

も
大

会
⑯

1
1
/
2
0

新
聞

紙
で

遊
び

ま
す

⑰
1
2
/
4

ク
リ

ス
マ

ス
飾

り
を

作
ろ

う
⑱

1
2
/
1
8
ク

リ
ス

マ
ス

会
⑲

1
/
1
5
お

楽
し

み
会

⑳
1
/
2
9
図

書
館

で
絵

本
を

読
も

う
㉑

2
/
5
節

分
豆

ま
き

　
㉒

2
/
1
9
園

児
と

交
流

お
楽

し
み

会
　

㉓
3
/
1
2
ま

と
め

の
会

、
茶

話
会

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

保
育

園
と

連
携

す
る

こ
と

で
、

入
園

前
か

ら
保

育
園

の
環

境
に

慣
れ

る
た

め
の

よ
い

機
会

と
な

り
、

保
育

園
、

乳
幼

児
学

級
の

母
親

と
も

に
よ

い
感

想
を

い
た

だ
い

て
い

る
。

参
加

さ
れ

る
お

母
さ

ん
方

と
内

容
を

相
談

し
な

が
ら

、
郊

外
へ

の
散

歩
、

文
化

展
で

の
パ

ネ
ル

展
示

な
ど

多
種

な
活

動
を

行
え

た
。

季
節

ご
と

の
行

事
も

大
切

に
し

、
ク

リ
ス

マ
ス

、
節

分
も

楽
し

く
行

え
た

。
母

子
憩

い
の

サ
ー

ク
ル

の
日

程
に

合
わ

せ
て

乳
幼

児
学

級
を

設
定

し
て

い
る

た
め

、
毎

回
一

定
し

た
参

加
者

が
あ

る
。

産
休

明
け

か
ら

仕
事

復
帰

す
る

方
の

参
加

者
減

少
予

想
さ

れ
る

が
、

親
同

士
の

親
睦

を
深

め
る

機
会

に
加

え
、

親
た

ち
の

憩
い

の
時

間
に

な
る

よ
う

な
支

援
を

今
後

も
行

っ
て

い
き

た
い

。

学 級 ・ 講 座

継
続

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

本
部

で
開

か
れ

る
有

料
公

演
を

楽
し

め
る

公
演

を
鑑

賞
し

た
。

上
久

堅
児

童
ク

ラ
ブ

と
の

共
催

で
実

施
し

、
保

護
者

も
数

名
参

加
が

あ
り

、
大

人
数

で
実

施
で

き
た

。
小

学
生

は
縦

割
り

の
班

を
編

成
し

、
高

学
年

が
低

学
年

の
世

話
を

し
た

り
、

子
ど

も
同

士
で

声
を

掛
け

合
っ

た
り

し
て

い
る

姿
が

見
ら

れ
た

。
今

後
も

大
人

も
子

ど
も

も
楽

し
め

る
事

業
と

し
て

続
け

て
い

き
た

い
。

1
3
5

実 施 内 容

文
化

会
館

ほ
か

評 価

い
い

だ
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

「
市

内
観

劇
バ

ス
ツ

ア
ー

」

－87－



上
久

堅
公

民
館

の
事

業
報

告
№

2

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

地
区

住
民

を
対

象
に

、
日

本
の

伝
統

文
化

の
継

承
と

住
民

の
交

流
を

図
る

。

学 級 ・ 講 座学 級 ・ 講 座

目 的

小
学

生
、

一
般

を
対

象
に

、
お

正
月

の
行

事
を

大
切

に
し

、
地

域
の

方
、

親
子

の
ふ

れ
あ

い
の

機
会

と
す

る
。

評 価

1
,2

9
7

4
月

2
8
日

地
域

の
方

に
お

正
月

行
事

の
伝

承
講

座
と

し
て

実
施

。
墨

を
擦

る
時

間
か

ら
集

中
し

て
書

く
力

を
育

む
と

と
も

に
書

初
め

の
起

源
な

ど
も

一
緒

に
教

わ
る

機
会

と
な

っ
た

。
(実

施
内

容
)

講
師

：
多

田
井

一
子

　
氏

評 価

開
催

会
場

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

新
規

新
規

1

目 的弓
道

体
験

会
地

区
費

実 施 内 容

飯
田

下
伊

那
弓

友
会

の
指

導
の

下
、

通
常

は
4
0
時

間
か

け
て

習
う

内
容

を
、

２
時

間
に

凝
縮

し
て

初
心

者
向

け
と

し
て

講
習

を
受

け
た

。

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

飯
田

市
営

弓
道

場

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

8
8

1

事
業

名
予

算
区

分
1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

期
日

上
久

堅
公

民
館

3
3

1
,2

9
7

1
月

4
日

対
象

数

書
初

め
教

室
地

区
費

実 施 内 容

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

書
を

書
く

だ
け

で
な

く
、

最
近

で
は

家
庭

で
は

教
わ

る
こ

と
の

な
い

お
正

月
行

事
の

起
源

や
意

味
合

い
も

教
え

て
も

ら
え

た
。

子
ど

も
た

ち
に

加
え

て
、

保
護

者
も

一
緒

に
参

加
し

て
く
れ

、
親

子
で

書
を

楽
し

む
た

め
の

時
間

に
な

っ
て

い
た

。
次

年
度

も
継

続
で

実
施

し
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

弓
道

は
幅

広
い

年
齢

層
が

楽
し

め
る

た
め

、
参

加
対

象
が

絞
ら

れ
な

い
ス

ポ
ー

ツ
と

し
て

と
て

も
良

い
。

弓
道

に
限

ら
ず

他
の

武
道

や
ス

ポ
ー

ツ
も

積
極

的
に

地
区

事
業

と
し

て
展

開
し

て
い

き
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

十
三

の
郷

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

事
業

地
区

費
継

続
1

3
2

3
2

1
,2

9
7

実
施

内
容

参
照

地
区

内

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
郷

土
の

歴
史

や
風

物
な

ど
を

学
習

す
る

こ
と

に
よ

り
、

ふ
る

さ
と

上
久

堅
の

素
晴

し
さ

の
再

認
識

・
再

発
見

を
図

る
。

実 施 内 容

桜
を

愛
す

る
会

、
上

久
堅

保
健

推
進

委
員

会
と

連
携

し
て

実
施

。
地

区
内

の
桜

の
名

所
を

始
め

、
上

久
堅

に
あ

る
自

然
地

形
を

活
か

し
、

各
所

に
あ

る
郷

土
学

習
資

料
を

学
び

、
地

区
を

再
発

見
し

た
り

、
地

区
を

P
R

し
た

り
す

る
機

会
と

し
た

。
（
実

施
内

容
）

・
4
月

1
5
日

　
お

花
見

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

（
共

催
：
桜

を
愛

す
る

会
）
　

雨
天

中
止

・
６

月
2
4
日

　
権

現
山

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

公
民

館
と

保
健

推
進

委
員

と
連

携
し

て
4
年

目
。

4
月

の
桜

を
め

で
る

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

が
雨

で
中

止
に

な
り

、
惜

し
む

声
が

多
く
、

反
響

の
大

き
さ

を
改

め
て

感
じ

た
。

三
遠

南
信

道
の

工
事

が
進

む
中

変
わ

り
ゆ

く
故

郷
の

景
色

を
記

憶
に

と
ど

め
る

目
的

で
始

め
た

が
、

工
事

も
一

段
落

し
た

部
分

も
あ

る
の

で
、

地
区

の
他

の
魅

力
を

知
る

事
業

と
し

て
も

行
っ

て
い

き
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

ふ
る

さ
と

自
然

体
験

2
0
1
8

地
区

費
継

続
1

1
3
5

1
3
5

1
,2

9
7

7
月

1
4
日

、
1
5
日

上
久

堅
公

民
館

他

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
地

域
で

育
て

る
子

ど
も

像
を

模
索

し
、

次
世

代
を

担
う

人
材

育
成

を
図

る
。

実 施 内 容

「
学

ぶ
・
遊

ぶ
・
作

る
・
小

学
生

Ｐ
Ｔ

Ａ
合

同
企

画
」
の

4
本

柱
で

企
画

。
小

学
生

を
対

象
と

す
る

１
泊

２
日

の
宿

泊
事

業
。

日
ご

ろ
接

す
る

機
会

が
少

な
い

地
域

の
大

人
と

子
ど

も
が

一
緒

に
活

動
す

る
こ

と
で

、
子

ど
も

達
に

ふ
る

さ
と

の
良

さ
を

感
じ

て
も

ら
う

機
会

と
し

た
。

(実
施

内
容

)
学

ぶ
…

水
生

生
物

と
川

の
水

質
に

つ
い

て
遊

ぶ
…

川
遊

び
作

る
…

キ
ャ

ン
プ

フ
ァ

イ
ヤ

ー
、

カ
レ

ー
ラ

イ
ス

、
パ

ン
焼

き
、

寝
床

を
作

る
（
テ

ン
ト

張
り

）
小

学
生

企
画

…
キ

ャ
ン

プ
フ

ァ
イ

ヤ
ー

と
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

本
年

度
で

５
回

目
の

開
催

と
な

り
、

関
わ

る
役

員
が

子
供

に
ど

ん
な

体
験

を
さ

せ
て

あ
げ

た
い

か
、

関
わ

る
自

分
た

ち
が

楽
し

い
と

思
う

こ
と

に
つ

い
て

真
剣

に
話

し
合

い
が

で
き

た
。

地
区

内
の

川
で

の
水

生
生

物
の

採
取

で
は

、
専

門
の

先
生

の
説

明
に

子
ど

も
た

ち
は

目
を

輝
か

せ
て

聞
い

て
い

た
。

今
後

も
大

人
も

子
ど

も
も

上
久

堅
の

豊
か

な
自

然
を

通
じ

て
楽

し
み

な
が

ら
学

習
で

き
、

ふ
る

さ
と

へ
の

愛
着

を
深

め
ら

れ
る

よ
う

な
内

容
を

企
画

し
て

い
き

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

南
信

州
狼

煙
リ

レ
ー

地
区

費
継

続
1

3
0

3
0

1
,2

9
7

8
月

2
5
日

神
之

峰

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
郷

土
の

歴
史

や
風

物
な

ど
を

学
習

す
る

こ
と

に
よ

り
、

ふ
る

さ
と

の
再

認
識

を
図

る
。

実 施 内 容

こ
の

地
域

に
数

多
く

残
る

狼
煙

台
を

見
直

し
戦

国
時

代
の

歴
史

を
考

え
る

こ
と

に
よ

り
、

ふ
る

さ
と

の
再

発
見

・
再

認
識

を
目

指
す

と
と

も
に

、
南

信
州

各
地

の
連

携
を

深
め

る
た

め
に

実
施

。
飯

田
下

伊
那

の
各

地
区

公
民

館
へ

も
呼

び
か

け
武

田
信

玄
狼

煙
会

と
し

て
狼

煙
上

げ
を

行
な

っ
た

。
（
実

施
内

容
）

神
之

峰
に

て
小

学
6
年

生
と

公
民

館
長

が
武

将
姿

で
狼

煙
に

点
火

。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

小
学

生
の

代
表

に
よ

る
点

火
も

恒
例

と
な

り
、

今
年

は
小

学
生

と
館

長
で

点
火

を
し

た
。

小
学

生
の

家
族

も
参

加
し

て
く
れ

、
賑

や
か

な
開

催
で

あ
っ

た
。

元
公

民
館

役
員

の
皆

さ
ん

が
中

心
と

な
っ

て
始

め
て

、
元

役
員

同
士

の
交

流
の

場
に

な
っ

て
い

る
。

狼
煙

会
全

体
の

ポ
ス

タ
ー

で
全

体
に

周
知

し
な

が
ら

も
地

区
と

し
て

は
参

加
す

る
人

た
ち

が
細

く
長

く
交

流
の

場
と

し
て

継
続

し
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
る

。
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上
久

堅
公

民
館

の
事

業
報

告
№

3

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

小
学

生
へ

の
方

言
人

形
劇

指
導

市
・
地

継
続

4
4
0

1
0

1
0

1
0
月

～
1
2
月

上
久

堅
小

学
校

目 的

小
学

生
を

対
象

に
、

郷
土

の
こ

と
ば

を
学

習
す

る
こ

と
に

よ
り

、
こ

と
ば

か
ら

ふ
る

さ
と

上
久

堅
の

素
晴

し
さ

を
再

認
識

す
る

こ
と

を
図

る
。

実 施 内 容

小
学

校
３

年
生

を
対

象
に

、
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

で
上

演
し

た
演

目
を

上
久

堅
の

方
言

版
に

し
て

、
地

区
の

お
年

寄
り

の
方

に
も

親
し

み
の

あ
る

言
葉

で
演

じ
た

。
(実

施
内

容
)

演
目

：
さ

る
じ

ぞ
う

方
言

指
導

講
師

：
上

久
堅

を
学

ぶ
会

方
言

部
会

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

方
言

部
会

の
皆

さ
ん

が
人

形
劇

の
台

本
を

上
久

堅
の

方
言

版
に

直
し

、
複

数
の

地
区

内
事

業
で

小
学

生
が

披
露

し
た

。
今

年
も

上
久

堅
を

学
ぶ

会
の

方
が

積
極

的
に

関
わ

り
郷

土
学

習
の

一
端

に
な

っ
た

。
世

代
を

超
え

て
人

形
劇

を
楽

し
む

機
会

と
し

て
取

り
組

み
が

地
域

に
定

番
に

な
り

つ
つ

あ
る

。
こ

れ
か

ら
も

子
ど

も
地

域
に

関
わ

る
思

い
出

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
機

会
と

し
て

継
続

し
て

い
き

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

男
性

料
理

教
室

「
男

子
厨

房
に

入
る

」
市

・
地

継
続

3
5
0

2
4

1
,2

9
7

実
施

内
容

参
照

上
久

堅
公

民
館

目 的

高
齢

者
男

性
を

対
象

に
、

料
理

の
基

本
や

栄
養

に
つ

い
て

学
び

、
食

生
活

の
改

善
を

図
る

。

実 施 内 容

中
高

年
、

高
齢

者
の

食
生

活
の

改
善

を
図

る
た

め
、

飯
田

市
食

生
活

改
善

推
進

協
議

会
上

久
堅

分
会

を
講

師
に

年
３

回
開

催
し

た
。

（
実

施
内

容
）

①
6
/
2
9
今

が
旬

！
春

野
菜

た
っ

ぷ
り

健
康

レ
シ

ピ
②

1
0
/
2
9
今

が
旬

！
秋

の
味

覚
た

っ
ぷ

り
健

康
レ

シ
ピ

　
③

1
/
2
5
謹

賀
新

年
！

新
年

会
で

ほ
ろ

酔
い

気
分

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

季
節

の
野

菜
や

健
康

日
本

食
の

基
本

の
レ

シ
ピ

を
中

心
に

行
っ

て
い

る
。

参
加

者
同

士
で

教
え

合
っ

た
り

工
夫

し
合

っ
た

り
す

る
姿

も
あ

り
、

地
域

に
定

着
し

て
い

る
事

業
な

の
で

今
後

も
継

続
し

て
い

き
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

上
久

堅
を

学
ぶ

会
市

・
地

継
続

4
1
0
4

2
2

1
,2

9
7

実
施

内
容

参
照

上
久

堅
公

民
館

ほ
か

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
「
上

久
堅

村
誌

」
を

紐
解

き
な

が
ら

郷
土

の
歴

史
や

文
化

な
を

学
習

し
、

郷
土

へ
の

愛
着

と
誇

り
の

醸
成

を
図

る
。

実 施 内 容

隔
月

１
回

「
上

久
堅

村
誌

」
を

中
心

と
し

た
郷

土
を

学
ぶ

会
を

開
催

。
座

学
と

現
地

を
歩

く
見

学
会

を
行

っ
た

。
今

年
度

は
上

久
堅

だ
け

に
と

ど
ま

ら
ず

、
他

の
地

域
へ

出
向

き
、

人
権

学
習

の
要

素
を

取
り

入
れ

た
学

習
会

も
行

っ
た

。
（
実

施
内

容
）

①
4
/
2
1
興

禅
寺

の
歴

史
を

学
ぶ

②
1
0
/
6
竜

丘
の

古
墳

群
を

訪
ね

る
③

1
2
/
1
5
平

岡
ダ

ム
と

外
国

人
の

歴
史

に
触

れ
る

　
④

2
/
2
5
上

久
堅

の
神

社
に

つ
い

て

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

運
営

委
員

を
担

っ
て

い
る

会
員

が
当

番
制

で
自

分
自

身
が

学
び

広
め

た
い

内
容

を
計

画
し

、
実

施
し

て
い

る
。

自
主

的
に

学
び

活
動

を
展

開
し

て
い

る
こ

の
会

は
、

上
久

堅
に

と
っ

て
先

進
的

団
体

で
あ

る
た

め
、

公
民

館
と

し
て

も
裾

野
を

広
げ

て
い

く
た

め
の

支
援

と
協

力
を

展
開

し
て

い
く
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

レ
ガ

ス
ピ

市
訪

問
報

告
会

０
円

新
規

1
3
4

3
4

1
,2

9
7

2
月

1
5
日

上
久

堅
公

民
館

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
地

区
内

で
展

開
さ

れ
る

国
際

的
な

交
流

の
意

味
を

伝
え

、
地

域
課

題
へ

の
関

心
を

高
め

る
こ

と
を

図
る

。

実 施 内 容

Ｊ
ＩＣ

Ａ
に

よ
る

Ｐ
Ｌ

Ｓ
Ｄ

研
修

と
、

住
民

組
織

お
よ

び
飯

田
市

公
民

館
が

フ
ィ

リ
ピ

ン
国

レ
ガ

ス
ピ

市
の

支
援

に
な

ぜ
取

り
組

ん
で

い
る

の
か

、
そ

の
背

景
や

意
味

、
成

果
を

伝
え

る
こ

と
を

目
的

に
報

告
会

を
行

っ
た

。
（
実

施
内

容
）

内
容

：
2
0
1
8
年

1
1
月

訪
問

の
報

告
、

Ｊ
ＩＣ

Ａ
の

Ｐ
Ｌ

Ｓ
Ｄ

研
修

と
は

、
研

修
と

レ
ガ

ス
ピ

市
訪

問
の

関
係

等
報

告
者

：
長

谷
部

三
弘

氏
、

橋
爪

学
氏

、
塩

沢
幸

子
氏

、
長

沼
成

館
長

、
永

田
麻

美
子

　
前

公
民

館
主

事

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

Ｊ
ＩＣ

Ａ
の

研
修

が
永

く
上

久
堅

地
区

を
中

心
に

展
開

さ
れ

て
い

る
が

、
関

係
者

以
外

の
住

民
は

そ
の

意
味

や
内

容
、

成
果

等
を

知
る

機
会

が
今

ま
で

無
く
、

2
0
1
8
年

1
1
月

に
上

久
堅

地
区

か
ら

３
名

の
住

民
を

含
め

た
訪

問
団

が
レ

ガ
ス

ピ
市

へ
訪

れ
た

こ
と

か
ら

、
そ

の
報

告
会

と
い

う
位

置
づ

け
で

行
っ

た
。

Ｊ
ＩＣ

Ａ
の

研
修

は
こ

れ
か

ら
も

続
く
た

め
、

研
修

の
目

的
地

と
し

て
ふ

さ
わ

し
い

上
久

堅
地

区
を

こ
れ

か
ら

も
維

持
し

て
い

く
た

め
、

公
民

館
と

し
て

で
き

る
こ

と
を

考
え

実
施

し
て

い
き

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

企 画 事 業

分
館

自
主

活
動

市
・
地

継
続

6
2
1
4

2
1
4

1
,2

9
7

実
施

内
容

参
照

各
区

集
会

所
等

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
身

近
な

問
題

に
つ

い
て

身
近

な
場

所
で

取
り

組
む

こ
と

に
よ

り
、

あ
ら

ゆ
る

分
野

の
知

識
・
意

識
向

上
や

地
域

住
民

の
交

流
を

図
る

。

実 施 内 容

最
も

身
近

な
分

館
を

利
用

し
て

、
生

活
課

題
を

解
決

す
る

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー
等

を
各

分
館

１
回

以
上

行
う

。
企

画
か

ら
運

営
ま

で
を

各
分

館
が

主
体

的
に

担
い

、
分

館
活

動
活

性
化

に
努

め
た

。
(実

施
内

容
)

１
分

館
…

け
ん

玉
講

習
会

　
　

　
２

分
館

…
マ

レ
ッ

ト
ゴ

ル
フ

３
分

館
…

囲
碁

ボ
ー

ル
　

　
　

　
４

分
館

…
囲

碁
ボ

ー
ル

５
分

館
…

ボ
ウ

リ
ン

グ
大

会
　

　
６

分
館

…
マ

レ
ッ

ト
ゴ

ル
フ

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

ス
ポ

ー
ツ

や
伝

統
的

な
遊

び
な

ど
そ

れ
ぞ

れ
の

集
落

の
特

徴
や

住
民

の
興

味
関

心
に

沿
っ

た
分

館
活

動
を

展
開

さ
れ

た
。

地
域

に
と

っ
て

必
要

な
内

容
を

身
近

な
分

館
単

位
で

企
画

、
実

施
す

る
か

ら
こ

の
事

業
に

は
参

加
す

る
と

い
う

声
が

あ
る

。
今

後
も

興
味

関
心

か
ら

生
活

課
題

へ
迫

り
、

地
域

の
さ

ら
な

る
活

性
化

と
な

る
よ

う
推

進
し

て
い

き
た

い
。

－89－



上
久

堅
公

民
館

の
事

業
報

告
№

4

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

企 画 事 業

世
代

交
流

し
め

縄
飾

り
講

習
会

地
区

費
継

続
5

8
4

8
4

1
,2

9
7

1
2
月

1
6
日

、
2
3
日

各
区

集
会

所
等

目 的

地
区

住
民

（
特

に
子

ど
も

と
高

齢
者

）
を

対
象

に
、

大
切

な
伝

統
文

化
の

子
ど

も
た

ち
へ

の
継

承
と

世
代

間
交

流
を

図
る

。

実 施 内 容

地
域

の
高

齢
者

を
講

師
に

迎
え

開
催

し
て

い
る

。
Ｐ

Ｔ
Ａ

と
の

共
催

事
業

で
も

あ
り

、
小

学
生

の
親

子
が

参
加

者
の

中
心

で
あ

る
が

、
分

館
に

よ
っ

て
少

子
化

で
単

独
開

催
が

困
難

な
と

こ
ろ

は
合

同
開

催
で

実
施

し
た

。
(実

施
内

容
)

各
分

館
１

回
　

計
５

回
　

実
施

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

子
ど

も
が

少
な

い
分

館
は

地
区

の
役

員
が

率
先

し
て

参
加

し
て

い
た

。
お

や
す

を
作

る
だ

け
で

な
く

、
幣

束
の

意
味

な
ど

伝
統

文
化

の
継

承
の

た
め

の
勉

強
会

も
開

催
し

た
分

館
も

あ
り

、
多

世
代

交
流

に
加

え
て

地
域

の
伝

統
文

化
継

承
の

機
会

に
な

っ
て

い
る

。
今

後
も

継
続

し
て

進
め

て
い

き
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

い
い

だ
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

学
習

会
市

・
地

継
続

1
2
0

2
0

1
,2

9
7

6
月

1
3
日

上
久

堅
公

民
館

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
身

近
な

場
所

で
公

演
を

行
な

う
こ

と
で

、
人

形
劇

に
親

し
む

機
会

を
提

供
す

る
と

と
も

に
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

の
地

域
で

の
盛

り
上

げ
を

図
る

。

実 施 内 容

文
化

委
員

を
中

心
に

公
民

館
委

員
全

員
を

対
象

に
、

毎
年

地
区

で
行

う
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

に
ど

う
臨

む
の

か
、

フ
ェ

ス
タ

の
お

も
し

ろ
さ

、
意

義
な

ど
伝

え
る

こ
と

を
目

的
に

開
催

。
（
実

施
内

容
）

内
容

：
劇

人
か

ら
み

た
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

と
地

区
公

演
の

魅
力

、
ス

タ
ッ

フ
と

し
て

の
心

構
え

な
ど

講
師

：
ま

し
ゅ

＆
Ｋ

ｅ
ｉ(
ミ

ュ
ー

ジ
ッ

ク
ク

ラ
ウ

ン
)

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

文
化

委
員

会
の

中
で

フ
ェ

ス
タ

に
つ

い
て

い
ろ

い
ろ

な
捉

え
が

あ
り

、
み

ん
な

で
フ

ェ
ス

タ
に

つ
い

て
話

を
聞

い
て

理
解

度
を

高
め

た
い

と
生

ま
れ

た
企

画
。

今
年

度
で

３
回

目
の

開
催

。
地

区
公

演
の

大
切

さ
、

学
校

人
形

劇
に

関
わ

る
子

ど
も

た
ち

の
変

化
や

そ
の

後
な

ど
伺

い
、

新
た

な
フ

ェ
ス

タ
や

地
区

公
演

の
見

方
が

で
き

、
フ

ェ
ス

タ
本

番
に

向
け

て
機

運
が

高
ま

っ
た

と
の

感
想

が
あ

っ
た

。
今

後
も

、
役

員
交

代
の

時
期

に
合

わ
せ

て
行

っ
て

い
き

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

い
い

た
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

2
0
1
8
上

久
堅

地
区

公
演

市
・
地

継
続

4
4
4
9

4
4
9

1
,2

9
7

実
施

内
容

参
照

上
久

堅
公

民
館

ほ
か

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
身

近
な

場
所

で
公

演
を

行
な

う
こ

と
で

、
人

形
劇

に
親

し
む

機
会

を
提

供
す

る
と

と
も

に
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

の
地

域
で

の
盛

り
上

げ
を

図
る

。

実 施 内 容

地
区

内
５

会
場

で
実

施
。

実
行

委
員

会
を

、
保

育
園

保
護

者
会

・
分

館
で

組
織

し
、

各
場

所
で

工
夫

を
こ

ら
し

て
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
を

地
区

か
ら

盛
り

上
げ

た
。

日
、

場
所

、
劇

団
、

ス
タ

ッ
フ

（
団

体
名

）
、

観
劇

者
数

は
以

下
の

通
り

。
(開

催
概

要
)

①
8
/
4

上
久

堅
公

民
館

人
形

劇
団

ト
ロ

ッ
コ

３
，

４
分

館
、

小
中

学
生

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

6
1
人

②
8
/
5

原
平

集
落

セ
ン

タ
ー

エ
リ

ユ
リ

、
と

う
ふ

ね
こ

座
１

，
２

分
館

、
小

学
生

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

　
8
8
人

③
8
/
6
　

上
久

堅
保

育
園

　
上

久
堅

小
劇

場
、

劇
団

の
の

は
な

　
保

護
者

会
　

1
0
8
人

④
8
/
1
0

越
久

保
セ

ン
タ

ー
な

な
な

、
ぱ

ね
る

ん
る

ん
公

民
館

委
員

、
小

学
生

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

　
8
9
人

⑤
8
/
1
1
　

南
部

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

（
元

平
栗

分
校

）
　

人
形

芝
居

燕
屋

　
５

，
６

分
館

、
小

学
生

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

　
1
0
3
人

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

保
育

園
保

護
者

会
、

各
分

館
、

文
化

委
員

が
中

心
に

運
営

委
員

を
行

い
、

各
会

場
と

も
立

地
に

あ
っ

た
会

場
つ

く
り

で
行

え
た

。
今

年
も

地
元

の
小

中
学

生
が

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

で
参

加
し

て
く

れ
、

劇
団

の
紹

介
役

を
す

る
な

ど
運

営
に

積
極

的
関

わ
っ

て
く
れ

て
役

員
の

や
る

気
に

も
つ

な
が

っ
た

。
青

少
年

が
運

営
に

も
関

わ
る

地
区

公
演

も
今

後
も

続
け

て
い

き
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

下
栗

ふ
れ

あ
い

祭
り

へ
の

参
加

地
区

費
継

続
1

3
5

3
5

1
,2

9
7

1
1
月

4
日

上
村

下
栗

地
区

実 施 内 容

隔
年

で
参

加
し

今
年

で
７

回
目

の
参

加
。

地
区

文
化

祭
の

未
開

催
年

に
、

特
産

品
の

掘
り

起
こ

し
や

住
民

交
流

、
情

報
交

換
を

目
的

と
し

て
、

上
村

下
栗

地
区

の
下

栗
ふ

れ
あ

い
祭

り
に

参
加

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

い
る

。
上

久
堅

の
特

産
品

を
ア

ピ
ー

ル
し

た
。

（
実

施
内

容
）

出
店

：
２

団
体

、
６

個
人

出
店

品
：
小

野
子

に
ん

じ
ん

、
は

ち
み

つ
、

り
ん

ご
、

手
作

り
み

そ
他

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

多
く
の

地
区

特
産

物
が

集
ま

り
販

売
で

き
た

。
生

産
者

も
一

緒
に

参
加

し
て

も
ら

う
よ

う
依

頼
し

た
が

、
収

穫
の

時
期

が
重

な
り

、
半

分
く
ら

い
の

参
加

で
あ

っ
た

の
が

残
念

で
あ

る
。

上
村

下
栗

地
区

と
は

峠
を

は
さ

ん
だ

交
流

を
毎

年
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
お

り
、

生
産

者
に

と
っ

て
も

役
員

に
と

っ
て

も
良

い
刺

激
を

受
け

る
機

会
で

も
あ

る
。

今
後

も
交

流
を

深
め

、
魅

力
あ

る
地

域
づ

く
り

に
つ

な
げ

て
い

き
た

い
。

地
区

住
民

を
対

象
に

、
地

区
特

産
品

の
掘

り
起

こ
し

と
他

地
区

と
の

交
流

や
情

報
交

換
を

目
的

と
す

る
。

目 的

－90－



上
久

堅
公

民
館

の
事

業
報

告
№

5

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

上
久

堅
う

た
の

祭
典

地
区

費
新

規
1

1
3
0

1
3
0

1
,2

9
7

1
1
月

1
8
日

上
久

堅
公

民
館

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
子

ど
も

か
ら

高
齢

者
ま

で
が

参
加

で
き

、
歌

を
通

じ
て

空
間

を
一

緒
に

楽
し

む
多

世
代

交
流

を
図

る
。

実 施 内 容

歌
に

興
味

が
あ

る
個

人
か

ら
グ

ル
ー

プ
を

募
集

し
、

互
い

の
歌

を
楽

し
む

。
歌

を
通

じ
て

地
域

の
一

体
感

や
地

域
の

絆
を

深
め

る
機

会
、

ま
た

歌
う

こ
と

で
生

き
が

い
を

感
じ

ら
れ

る
機

会
と

す
る

こ
と

を
目

的
に

内
容

を
組

み
立

て
た

。
(参

加
団

体
)

上
久

堅
保

育
園

、
上

久
堅

小
学

校
、

上
久

堅
シ

ニ
ア

ク
ラ

ブ
連

合
会

、
小

野
子

地
区

女
性

有
志

他
　

計
９

団
体

・
個

人

評 価

数
量

的
成

果
（
項

目
名

と
数

値
）

と
て

も
よ

か
っ

た
・
よ

か
っ

た
　

９
割

９
分

(ア
ン

ケ
ー

ト
よ

り
)

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
ま

で
行

っ
て

い
た

外
か

ら
ゲ

ス
ト

を
招

い
て

音
楽

を
楽

し
む

事
業

で
は

な
く
、

地
区

民
が

自
分

達
で

グ
ル

ー
プ

を
作

り
歌

で
楽

し
み

、
地

域
を

盛
り

上
げ

た
い

と
一

昨
年

度
に

始
め

た
事

業
で

あ
る

。
文

化
委

員
が

自
ら

声
か

け
を

し
て

出
演

を
依

頼
し

た
り

、
こ

の
日

の
た

め
に

グ
ル

ー
プ

を
作

っ
た

り
と

自
分

た
ち

で
作

り
上

げ
た

事
業

に
な

っ
た

。
好

評
で

あ
っ

た
の

で
継

続
し

て
い

け
る

よ
う

、
協

議
し

て
い

き
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

上
久

堅
地

区
文

化
展

地
区

費
継

続
1

4
0
0

4
0
0

1
,2

9
7

1
1
月

1
8
日

～
1
1
月

2
5
日

上
久

堅
公

民
館

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
日

頃
の

活
動

の
成

果
発

表
の

機
会

を
提

供
し

、
地

域
住

民
同

士
の

親
睦

・
交

流
を

図
る

。

実 施 内 容

地
区

内
の

サ
ー

ク
ル

・
個

人
と

連
携

し
て

隔
年

で
開

催
し

て
い

る
。

地
区

内
で

活
躍

す
る

様
々

な
団

体
・
個

人
が

活
躍

で
き

る
場

を
提

供
し

、
地

域
の

文
化

度
を

よ
り

一
層

高
め

る
機

会
と

し
た

。
地

区
内

の
保

育
園

、
小

学
校

、
中

学
校

の
作

品
の

披
露

も
兼

ね
て

い
る

。
（
開

催
概

要
）

展
示

：
1
6
者

　
出

展
数

：
約

2
0
0
点

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

多
く

の
住

民
に

文
化

展
を

楽
し

ん
で

い
た

だ
け

る
よ

う
、

開
催

期
間

を
1
週

間
と

し
た

。
公

民
館

で
活

動
し

て
い

る
団

体
の

作
品

だ
け

で
な

く
、

ま
ち

づ
く
り

や
学

級
講

座
の

展
示

も
増

え
て

き
て

い
る

。
文

化
展

の
た

め
に

楽
し

み
に

作
品

を
制

作
し

て
い

る
と

い
う

声
を

き
く
の

で
、

こ
れ

か
ら

も
思

考
を

こ
ら

し
、

多
く
の

方
に

楽
し

ん
で

も
ら

え
る

よ
う

企
画

し
て

い
き

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

竜
東

中
学

校
区

交
流

ス
ポ

ー
ツ

大
会

地
区

費
継

続
1

1
0
6

1
0
6

1
0
6

5
月

1
9
日

竜
東

中
学

校

目 的

小
・
中

学
生

を
対

象
に

、
中

学
校

区
の

交
流

球
技

大
会

を
実

施
。

地
域

内
の

縦
の

つ
な

が
り

を
大

切
に

次
年

度
入

学
予

定
の

小
学

生
と

の
交

流
を

図
る

。

実 施 内 容

竜
東

中
学

校
、

竜
東

中
学

校
区

小
学

校
、

上
久

堅
・
千

代
・
龍

江
公

民
館

が
主

催
と

な
っ

て
開

催
。

地
域

の
縦

の
つ

な
が

り
を

大
切

に
チ

ー
ム

作
り

を
行

い
、

小
学

生
が

中
学

校
の

様
子

を
知

る
機

会
と

し
て

い
る

。
種

目
は

当
番

地
区

と
中

学
校

が
協

議
し

決
め

る
。

(実
施

内
容

)　
種

目
：
囲

碁
ボ

ー
ル

対
象

：
小

学
６

年
生

（
2
2
名

）
、

中
学

生
（
6
4
名

）
、

地
域

役
員

（
2
0
名

）

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

生
徒

児
童

が
1
6
チ

ー
ム

に
分

か
れ

て
リ

ー
グ

戦
に

よ
る

囲
碁

ボ
ー

ル
を

行
っ

た
。

チ
ー

ム
は

地
区

毎
縦

割
り

で
構

成
し

、
各

チ
ー

ム
に

は
同

地
区

の
大

人
も

入
り

、
ル

ー
ル

や
打

ち
方

を
教

わ
り

な
が

ら
競

技
を

進
め

た
。

歴
史

も
深

く
地

域
の

つ
な

が
り

を
深

め
る

交
流

の
機

会
な

の
で

次
年

度
も

継
続

し
て

行
い

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

上
久

堅
を

知
る

０
円

新
規

1
3
6

3
6

1
,2

9
7

1
月

2
4
日

上
久

堅
公

民
館

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
地

域
の

財
産

、
継

承
し

た
い

も
の

に
つ

い
て

関
心

を
高

め
る

こ
と

を
図

る
。

実 施 内 容

上
久

堅
地

区
に

伝
承

さ
れ

る
「
事

念
仏

」
、

「
事

の
神

送
り

」
に

つ
い

て
、

飯
田

市
美

術
博

物
館

の
学

芸
員

を
お

呼
び

し
講

義
を

受
け

た
。

（
実

施
内

容
）

演
題

：
上

久
堅

の
事

念
仏

・
事

の
神

送
り

に
つ

い
て

講
師

：
飯

田
市

美
術

博
物

館
　

櫻
井

弘
人

　
氏

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

「
事

念
仏

」
と

「
事

の
神

送
り

」
を

実
際

に
行

っ
て

い
る

住
民

自
身

が
、

講
義

を
聞

い
て

初
め

て
そ

の
意

味
を

知
っ

た
と

い
う

よ
う

な
意

見
が

多
か

っ
た

。
子

ど
も

が
主

体
と

な
る

こ
の

行
事

に
は

、
地

域
全

体
で

子
ど

も
の

主
体

性
を

育
む

と
い

う
教

育
的

側
面

が
あ

り
、

公
民

館
と

し
て

も
今

回
の

よ
う

な
講

演
会

等
を

通
じ

て
、

継
承

と
保

存
を

サ
ポ

ー
ト

し
て

い
き

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

 上
久

堅
地

区
成

人
式

市
・
地

継
続

1
9

9
9

1
月

1
3
日

上
久

堅
公

民
館

目 的

新
成

人
を

対
象

に
、

自
分

の
生

ま
れ

育
っ

た
地

域
に

つ
い

て
考

え
る

機
会

と
す

る
。

ま
た

、
地

区
全

体
で

新
成

人
を

お
祝

い
し

交
流

を
図

る
。

実 施 内 容

新
成

人
代

表
と

文
化

委
員

を
中

心
に

実
行

委
員

を
組

織
し

、
地

域
の

方
の

協
力

を
い

た
だ

き
な

が
ら

成
人

式
を

開
催

し
た

。
式

典
は

厳
か

に
行

い
、

祝
賀

会
は

新
成

人
が

楽
し

め
る

よ
う

に
、

ま
た

地
域

学
習

の
発

表
と

し
て

新
成

人
代

表
が

ア
ト

ラ
ク

シ
ョ

ン
を

企
画

運
営

し
た

。
式

典
：
主

催
者

あ
い

さ
つ

、
新

成
人

の
抱

負
、

恩
師

か
ら

メ
ッ

セ
ー

ジ
　

他
記

念
撮

影
：
新

成
人

・
恩

師
、

新
成

人
・
恩

師
・
保

護
者

祝
賀

会
：
記

念
品

案
内

、
地

域
学

習
の

発
表

、
小

学
校

思
い

出
ム

ー
ビ

ー
の

上
映

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

新
成

人
実

行
委

員
会

が
中

心
に

な
り

地
域

学
習

、
ア

ト
ラ

ク
シ

ョ
ン

の
準

備
を

進
め

て
き

た
。

地
域

学
習

で
は

文
化

委
員

会
の

役
員

に
地

域
に

つ
い

て
話

を
聞

い
た

り
、

地
域

行
事

を
教

わ
っ

た
り

で
き

、
地

域
を

知
る

機
会

に
な

っ
た

。
ま

た
、

祝
う

側
も

新
成

人
一

人
ひ

と
り

の
個

性
表

れ
る

抱
負

発
表

に
、

彼
ら

の
想

い
に

触
れ

、
ア

ッ
ト

ホ
ー

ム
な

式
で

今
後

も
地

域
で

お
祝

い
し

た
い

と
の

声
が

あ
っ

た
。

こ
の

地
区

ら
し

い
地

域
の

方
と

の
関

わ
り

を
大

切
に

し
た

地
域

学
習

、
式

典
を

支
援

し
て

い
き

た
い

。
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上
久

堅
公

民
館

の
事

業
報

告
№

6

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

分
館

対
抗

女
性

ス
ポ

ー
ツ

大
会

地
区

費
継

続
1

1
1
6

1
1
6

1
,2

9
7

6
月

3
日

上
久

堅
小

学
校

目 的

地
区

内
女

性
一

般
を

対
象

に
、

女
性

の
ス

ポ
ー

ツ
活

動
促

進
と

女
性

同
士

の
親

睦
を

図
る

。

実 施 内 容

女
性

の
ス

ポ
ー

ツ
活

動
促

進
と

女
性

同
士

の
交

流
・
親

睦
を

深
め

る
こ

と
を

目
指

し
ソ

フ
ト

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

大
会

を
実

施
し

た
。

各
分

館
１

チ
ー

ム
ず

つ
出

し
合

っ
た

。
〈
大

会
結

果
〉

優
勝

６
分

館
、

準
優

勝
２

分
館

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

大
勢

の
女

性
の

皆
さ

ん
が

参
加

し
て

く
れ

た
。

役
員

の
中

で
も

人
集

め
に

つ
い

て
情

報
交

換
し

た
り

、
工

夫
し

て
い

る
分

館
の

集
め

方
を

ま
ね

て
み

た
り

し
、

分
館

内
で

検
討

し
た

結
果

が
参

加
人

数
に

反
映

さ
れ

て
き

て
い

る
。

内
容

に
つ

い
て

は
、

大
会

に
合

わ
せ

て
計

画
し

て
い

た
保

健
師

に
よ

る
女

性
の

病
気

に
つ

い
て

ミ
ニ

講
座

が
都

合
に

よ
り

中
止

と
な

っ
て

し
ま

っ
た

が
、

来
年

度
も

同
様

に
計

画
し

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

分
館

対
抗

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

大
会

地
区

費
継

続
1

1
6
7

1
6
7

1
,2

9
7

8
月

2
6
日

農
村

広
場

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
ス

ポ
ー

ツ
活

動
促

進
と

親
睦

を
図

る
。

実 施 内 容

各
分

館
で

１
～

２
チ

ー
ム

出
し

、
２

ブ
ロ

ッ
ク

で
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
大

会
を

行
っ

た
。

〈
大

会
結

果
〉

A
ブ

ロ
ッ

ク
　

優
勝

２
分

館
、

準
優

勝
１

分
館

B
ブ

ロ
ッ

ク
　

優
勝

１
分

館
、

準
優

勝
５

分
館

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

試
合

に
出

る
人

以
外

に
も

応
援

し
に

観
戦

す
る

人
が

多
く

、
に

ぎ
や

か
な

一
日

で
あ

っ
た

。
１

チ
ー

ム
1
3
名

ほ
ど

で
構

成
さ

れ
る

の
で

、
多

く
の

住
民

が
選

手
と

し
て

参
加

で
き

、
ま

た
こ

の
大

会
は

中
学

生
か

ら
7
0
代

ま
で

が
幅

広
く
参

加
し

て
お

り
、

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

多
世

代
交

流
の

機
会

と
な

っ
て

い
た

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

上
久

堅
地

区
運

動
会

地
区

費
継

続
1

4
7
5

4
7
5

1
,2

9
7

1
0
月

7
日

農
村

広
場

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
住

民
の

運
動

不
足

解
消

と
住

民
同

士
の

交
流

と
親

睦
を

図
る

。

実 施 内 容

上
久

堅
公

民
館

事
業

の
中

で
最

も
参

加
者

が
多

く
、

住
民

同
士

の
交

流
と

親
睦

と
い

う
目

的
に

お
い

て
と

て
も

有
意

義
な

事
業

で
あ

る
。

総
合

優
勝

を
廃

止
し

て
い

る
が

分
館

対
抗

種
目

は
残

し
、

そ
れ

ぞ
れ

で
順

位
付

け
を

行
い

表
彰

し
て

い
る

。
入

場
行

進
で

は
、

武
将

ク
ラ

ブ
に

協
力

い
た

だ
き

、
各

分
館

長
は

武
将

姿
で

入
場

し
た

。
来

賓
に

は
東

京
神

峰
会

の
皆

さ
ん

を
招

待
し

た
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

上
久

堅
在

住
の

方
だ

け
で

な
く

、
出

身
者

や
家

族
・
親

戚
が

他
地

区
か

ら
参

加
し

、
大

い
に

盛
り

上
が

っ
た

。
中

学
生

が
種

目
の

企
画

・
運

営
に

関
わ

っ
て

く
れ

て
お

り
、

地
域

を
考

え
る

き
っ

か
け

に
な

っ
て

い
る

。
一

人
で

も
多

く
の

方
に

参
加

し
て

い
た

だ
け

る
地

区
最

大
イ

ベ
ン

ト
で

あ
り

、
今

後
も

継
続

し
て

い
き

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

冬
季

ス
ポ

ー
ツ

大
会

地
区

費
継

続
1

1
9
4

1
9
4

1
,2

9
7

2
月

3
日

上
久

堅
小

学
校

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
冬

季
の

運
動

不
足

解
消

と
住

民
同

士
の

親
睦

を
図

る
。

実 施 内 容

誰
も

が
気

軽
に

参
加

で
き

る
よ

う
ワ

ン
バ

ウ
ン

ド
ふ

ら
ば

～
る

バ
レ

ー
大

会
を

分
館

対
抗

で
行

っ
た

。
〈
大

会
結

果
〉

A
ブ

ロ
ッ

ク
　

優
勝

３
分

館
、

準
優

勝
１

分
館

B
ブ

ロ
ッ

ク
　

優
勝

３
分

館
、

準
優

勝
６

分
館

C
ブ

ロ
ッ

ク
　

優
勝

２
分

館
、

準
優

勝
６

分
館

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

ワ
ン

バ
ウ

ン
ド

ふ
ら

ば
～

る
は

、
運

動
が

苦
手

な
人

で
も

楽
し

く
で

き
る

ス
ポ

ー
ツ

な
の

で
、

普
段

の
ス

ポ
ー

ツ
大

会
で

は
顔

を
見

か
け

な
い

方
の

参
加

が
あ

っ
た

り
、

応
援

者
も

多
く
あ

り
、

大
変

盛
り

上
が

っ
た

。
冬

季
の

運
動

不
足

解
消

と
と

も
に

地
域

の
輪

の
広

が
り

を
感

じ
る

事
業

で
あ

る
の

で
今

後
も

親
睦

の
場

と
し

て
継

続
し

て
い

き
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

広 報 事 業

館
報

編
集

学
習

会
市

・
地

継
続

1
1
2

1
2

1
2

6
月

8
日

上
久

堅
公

民
館

目 的

広
報

委
員

を
対

象
に

、
基

本
的

な
文

章
の

書
き

方
を

軸
に

、
写

真
撮

影
、

取
材

方
法

、
割

付
方

法
な

ど
の

基
本

的
な

技
術

の
向

上
を

図
る

。

実 施 内 容

広
報

委
員

の
館

報
作

成
技

術
向

上
の

た
め

に
、

新
聞

を
作

る
上

で
の

基
本

的
な

部
分

を
中

心
に

学
習

し
、

館
報

づ
く
り

に
活

か
す

学
習

会
を

行
っ

た
。

内
容

：
館

報
や

ま
な

み
に

つ
い

て
講

師
：
山

﨑
元

宏
　

氏
（
南

信
濃

公
民

館
広

報
委

員
長

）
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

他
地

区
の

館
報

等
を

題
材

し
て

学
習

会
を

し
た

り
、

他
地

区
広

報
委

員
と

の
情

報
交

換
は

良
い

刺
激

と
な

っ
た

。
企

画
段

階
で

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
を

使
い

な
が

ら
意

見
を

引
き

出
し

、
ま

と
め

て
い

く
手

法
は

参
考

に
な

っ
た

。
館

報
を

通
じ

て
地

区
へ

対
し

て
課

題
提

起
を

す
る

手
法

も
参

考
に

な
っ

た
。
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上
久

堅
公

民
館

の
事

業
報

告
№

7

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

広 報 事 業

館
報

「
か

み
ひ

さ
か

た
」
発

行
地

区
費

継
続

4
4
8

1
2

1
,2

9
7

実
施

内
容

参
照

目 的

広
報

委
員

会
を

中
心

に
、

地
域

の
情

報
発

信
、

課
題

提
起

、
将

来
へ

の
記

録
等

を
図

る
。

実 施 内 容

公
民

館
活

動
は

も
ち

ろ
ん

の
こ

と
、

日
頃

の
地

域
の

情
報

を
分

か
り

や
す

く
読

み
や

す
く

発
信

で
き

る
よ

う
に

心
が

け
た

。
（
実

施
内

容
）

・
紙

面
発

行
　

発
行

数
：
５

回
（
６

月
、

９
月

、
1
1
月

、
２

月
）
、

発
行

部
数

：
6
5
0
部

・
ブ

ロ
グ

更
新

　
発

行
作

業
に

併
せ

て
更

新

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

広
報

委
員

会
が

分
担

し
取

材
し

全
員

で
関

わ
り

、
読

み
や

す
い

紙
面

、
読

ん
で

楽
し

い
紙

面
つ

く
り

に
心

掛
け

た
。

今
ま

で
一

色
刷

り
で

あ
っ

た
が

、
運

動
会

を
記

事
に

し
た

号
は

二
色

刷
り

に
し

、
読

者
か

ら
も

好
評

で
あ

っ
た

。
今

後
も

館
報

の
意

味
を

大
切

に
し

て
、

上
久

堅
の

人
の

顔
・

存
在

が
感

じ
ら

れ
る

よ
う

な
紙

面
づ

く
り

も
取

り
組

ん
で

い
き

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

広 報 事 業

館
報

発
送

サ
ー

ビ
ス

事
業

地
区

費
継

続
4

1
2
8

3
2

3
2

実
施

内
容

参
照

上
久

堅
公

民
館

目 的

全
国

各
地

の
上

久
堅

出
身

者
を

対
象

に
館

報
を

郵
送

し
、

生
ま

れ
育

っ
た

地
域

の
情

報
を

知
っ

て
も

ら
う

。

実 施 内 容

東
京

神
峰

会
の

方
を

中
心

に
呼

び
か

け
、

生
ま

れ
育

っ
た

上
久

堅
が

今
ど

の
よ

う
に

な
っ

て
い

る
か

知
っ

て
い

た
だ

く
機

会
と

し
て

行
っ

て
い

る
。

上
久

堅
を

Ｐ
Ｒ

す
る

こ
と

も
目

指
し

、
様

々
な

地
区

内
チ

ラ
シ

を
同

封
し

て
き

た
。

発
送

：
年

４
回

（
館

報
「
か

み
ひ

さ
か

た
」
に

準
じ

る
）

登
録

者
：
3
2
名

(平
成

3
0
年

現
在

)

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

毎
回

発
送

さ
れ

て
く
る

の
を

楽
し

み
さ

れ
る

方
も

多
く
生

ま
れ

育
っ

た
地

域
の

情
報

を
発

信
す

る
良

い
機

会
と

な
っ

て
い

る
。

東
京

神
峰

会
を

対
象

に
始

ま
っ

た
事

業
で

あ
る

が
、

地
区

外
へ

出
て

い
る

出
身

者
の

登
録

も
増

え
て

き
た

。
最

近
は

購
読

者
の

高
齢

化
も

あ
り

、
毎

年
減

少
傾

向
に

あ
る

。
新

規
購

読
者

を
増

や
す

た
め

の
取

組
み

も
行

っ
て

お
り

、
今

後
も

継
続

し
て

い
き

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

広 報 事 業

第
９

回
　

上
久

堅
写

真
展

地
区

費
継

続
1

2
0
0

2
0
0

1
,2

9
7

1
1
月

1
8
日

～
1
1
月

2
5
日

上
久

堅
公

民
館

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
地

域
の

魅
力

再
発

見
・
再

認
識

に
よ

る
ふ

る
さ

と
意

識
向

上
を

目
指

す
。

実 施 内 容

文
化

展
に

合
わ

せ
て

実
施

し
た

。
写

真
で

公
民

館
活

動
の

一
年

を
振

り
返

る
展

示
も

行
っ

た
。

テ
ー

マ
：
上

久
堅

の
鶴

と
亀

出
展

数
：
2
3
作

品

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
は

応
募

者
の

現
像

の
手

間
の

軽
減

の
為

に
パ

ソ
コ

ン
で

デ
ー

タ
受

付
も

行
っ

た
。

し
か

し
、

多
く
の

方
の

参
加

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。
在

り
方

を
考

え
る

と
と

も
に

写
真

展
が

上
久

堅
を

Ｐ
Ｒ

で
き

る
機

会
と

し
て

も
来

年
は

検
討

し
て

き
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

第
2
6
回

　
ひ

さ
か

た
の

火
ま

つ
り

他
会

計
継

続
1

1
,0

0
0

1
,0

0
0

1
,2

9
7

8
月

1
5
日

北
田

遺
跡

公
園

他

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
手

作
り

の
お

祭
り

を
作

り
上

げ
な

が
ら

交
流

を
深

め
と

と
と

も
に

、
地

域
の

宝
で

あ
る

北
田

遺
跡

の
活

用
を

図
る

。

実 施 内 容

ひ
さ

か
た

の
火

ま
つ

り
実

行
委

員
会

主
催

の
祭

り
を

組
織

的
に

支
援

し
て

い
る

。
上

久
堅

公
民

館
は

文
化

委
員

会
を

中
心

に
子

ど
も

の
健

全
育

成
、

住
民

交
流

、
北

田
遺

跡
公

園
の

利
活

用
を

目
指

し
、

第
１

部
火

お
こ

し
セ

レ
モ

二
ー

に
お

い
て

、
竹

細
工

教
室

・
火

お
こ

し
体

験
・
火

種
作

り
大

会
を

行
い

な
が

ら
、

昔
の

生
活

に
思

い
を

は
せ

た
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

火
種

作
り

大
会

が
定

着
し

つ
つ

あ
り

、
今

年
は

一
番

早
く
火

種
を

作
れ

た
子

に
表

彰
を

す
る

だ
け

で
な

く
、

第
３

部
で

館
長

と
一

緒
に

点
火

作
業

も
行

っ
て

も
ら

い
、

好
評

で
あ

っ
た

。
今

後
も

続
け

て
い

き
た

い
。

文
化

委
員

も
事

前
に

火
お

こ
し

の
研

修
を

し
て

お
り

、
積

極
的

に
関

っ
て

い
る

。
継

続
性

が
期

待
で

き
、

第
１

部
の

見
ど

こ
ろ

と
し

て
い

き
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

小
学

校
ク

ラ
ブ

活
動

、
総

合
学

習
の

支
援

０
円

継
続

1
2

8
4

7
1
,2

9
7

実
施

内
容

参
照

上
久

堅
小

学
校

目 的

小
学

生
を

対
象

に
、

地
域

の
人

と
つ

な
が

り
様

々
な

文
化

を
学

習
す

る
こ

と
で

、
郷

土
へ

の
愛

着
と

誇
り

を
持

ち
こ

れ
か

ら
の

生
活

へ
活

か
す

取
り

組
み

と
す

る
。

実 施 内 容

年
度

当
初

に
小

学
校

と
打

合
せ

を
行

い
、

小
学

校
の

活
動

を
支

え
ら

れ
る

人
材

の
情

報
提

供
、

依
頼

、
そ

の
他

で
き

る
限

り
の

支
援

を
行

っ
た

。
地

域
の

子
ど

も
は

地
域

で
育

て
る

環
境

作
り

の
一

助
と

な
る

こ
と

を
期

待
し

て
い

る
。

(実
施

内
容

)
・
ク

ラ
ブ

講
師

支
援

（
６

月
、

９
月

、
1
0
月

）
…

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
、

写
真

、
パ

ソ
コ

ン
、

郷
土

料
理

、
生

け
花

・
総

合
学

習
の

支
援

…
３

年
生

方
言

人
形

劇
の

指
導

と
交

流
（
7
月

～
2
月

）
、

５
年

生
米

作
り

へ
の

支
援

（
５

月
～

1
2
月

）
、

６
年

生
神

之
峰

を
題

材
に

し
た

紙
芝

居
づ

く
り

へ
の

協
力

(６
月

～
1
1
月

)

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

ク
ラ

ブ
活

動
の

支
援

は
募

集
は

公
募

で
行

う
が

、
公

民
館

か
ら

は
社

会
教

育
関

係
団

体
を

中
心

に
声

を
掛

け
５

組
の

地
域

の
方

が
集

ま
っ

て
く

れ
た

。
１

年
で

３
回

継
続

し
た

活
動

に
取

組
み

、
地

域
の

方
の

協
力

に
多

種
多

様
な

も
の

が
開

講
で

き
地

域
の

力
を

感
じ

た
。

学
習

支
援

に
は

上
久

堅
を

学
ぶ

会
方

言
部

会
、

シ
ニ

ア
ク

ラ
ブ

、
小

野
子

人
参

ク
ラ

ブ
他

の
皆

様
に

協
力

い
た

だ
き

、
１

年
の

成
果

を
発

表
す

る
学

習
発

表
会

に
も

多
く
の

地
域

の
皆

さ
ん

に
出

席
し

て
も

ら
え

た
。

人
形

方
言

劇
は

支
援

だ
け

で
な

い
郷

土
学

習
の

機
会

に
も

な
っ

た
。

今
後

も
多

く
の

地
域

の
方

に
関

わ
っ

て
も

ら
え

る
地

域
と

学
校

を
つ

な
ぐ

取
り

組
み

を
行

っ
て

い
き

た
い

。

－93－



千
代

公
民

館
の

事
業

報
告

№
1

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

ち
よ

っ
子

ク
ラ

ブ
（
０

～
３

歳
児

学
級

）
市

・
地

継
続

2
0

1
5
0

2
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
4

毎
月

第
２

、
第

４
火

曜
千

代
公

民
館

ほ
か

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

０
～

３
歳

児
と

そ
の

親
を

対
象

に
、

体
を

動
か

し
て

遊
ぶ

楽
し

さ
を

知
っ

て
も

ら
う

事
、

親
同

士
の

仲
間

づ
く
り

を
図

る

実 施 内 容

共
催

：
公

民
館

・
保

健
課

・
保

育
園

常
任

講
師

：
小

木
曽

嘉
子

保
育

士
①

開
講

式
・
ふ

れ
あ

い
遊

び
、

②
り

す
組

の
お

友
達

と
遊

ぼ
う

、
③

ふ
れ

あ
い

遊
び

、
④

絵
本

の
読

み
聞

か
せ

（
下

沢
洋

子
先

生
）
、

⑤
七

夕
飾

り
を

作
ろ

う
、

⑥
保

育
園

で
プ

ー
ル

遊
び

、
⑦

お
や

つ
作

り
、

⑧
う

ん
ど

う
遊

び
（
マ

サ
先

生
）
、

⑨
大

き
な

布
で

遊
ぼ

う
、

⑩
動

物
園

に
行

こ
う

、
⑪

り
す

組
の

お
友

達
と

遊
ぼ

う
、

⑫
牧

場
見

学
（
林

牧
場

）
、

⑬
や

き
い

も
大

会
、

⑭
【
フ

ァ
ミ

リ
ー

デ
イ

】
ク

リ
ス

マ
ス

リ
ー

ス
作

り
・
ヨ

ガ
体

験
、

⑮
ク

リ
ス

マ
ス

会
（
ま

し
ゅ

＆
ケ

イ
）
、

⑯
運

動
遊

び
、

⑰
新

聞
紙

遊
び

・
豆

ま
き

、
⑱

大
き

な
布

で
遊

ぼ
う

、
⑲

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

工
作

、
⑳

閉
講

式
・
成

長
の

記
録

を
残

そ
う

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

参
加

者
同

士
の

話
し

合
い

の
中

か
ら

講
座

内
容

を
決

め
る

回
を

持
つ

な
ど

、
参

加
者

が
組

み
立

て
に

関
わ

れ
る

よ
う

に
工

夫
し

実
施

し
た

。
ま

た
、

日
曜

日
に

フ
ァ

ミ
リ

ー
デ

イ
と

し
て

家
族

全
員

で
参

加
で

き
る

日
を

作
っ

た
こ

と
で

、
普

段
は

未
満

で
保

育
園

に
通

っ
て

い
る

家
庭

の
参

加
も

あ
り

、
ま

た
母

親
だ

け
で

な
く
家

族
の

関
わ

り
を

観
る

こ
と

が
で

き
た

。
次

年
度

に
つ

い
て

は
、

未
満

で
保

育
園

に
入

園
す

る
方

も
多

く
対

象
と

な
る

人
数

が
少

な
い

中
で

他
機

関
と

の
調

整
を

図
り

な
が

ら
学

級
運

営
を

し
て

い
く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

7
5

8
月

8
日

千
代

公
民

館

目 的
子

育
て

世
代

を
対

象
に

、
地

域
と

の
繋

が
り

を
つ

く
る

実 施 内 容

講
師

：
食

生
活

改
善

推
進

協
議

会
フ

ェ
ス

タ
地

区
公

演
の

小
学

生
ス

タ
ッ

フ
が

食
改

さ
ん

と
一

緒
に

劇
人

を
も

て
な

す
た

め
に

料
理

作
り

を
実

施
し

た
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

料
理

作
り

を
通

し
て

、
異

世
代

交
流

を
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

次
年

度
は

保
護

者
と

の
関

わ
り

を
ね

ら
っ

て
工

夫
し

て
継

続
し

た
い

。

学 級 ・ 講 座

親
子

料
理

教
室

市
・
地

継
続

1
1
3

1
3

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

ラ
オ

ス
の

オ
ブ

ジ
ェ

ク
ト

シ
ア

タ
ー

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
他

会
計

新
規

6
7
8

1
3

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

7
5

7
/
3
0
～

8
/
4

千
代

公
民

館
　

ほ
か

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

地
区

内
の

小
学

生
を

対
象

に
、

多
文

化
交

流
に

よ
り

さ
ま

ざ
ま

な
文

化
を

理
解

す
る

意
識

の
醸

成
を

図
る

実 施 内 容

講
師

：
ル

ー
ト

マ
ニ

ー
・
イ

ン
シ

シ
ェ

ン
マ

イ
氏

（
ラ

オ
ス

）
、

あ
さ

ぬ
ま

ち
ず

こ
氏

、
吉

澤
あ

ゆ
み

氏
世

界
人

形
劇

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
の

企
画

と
し

て
飯

田
文

化
会

館
と

共
催

。
千

代
の

学
童

保
育

の
小

学
生

を
対

象
に

実
施

し
た

。
ラ

オ
ス

の
オ

ブ
ジ

ェ
ク

ト
シ

ア
タ

ー
創

始
者

の
ル

ー
ト

マ
ニ

ー
氏

を
招

き
、

ラ
オ

ス
の

文
化

を
紹

介
し

て
も

ら
う

と
と

も
に

、
地

区
に

あ
る

自
然

物
（
木

や
葉

っ
ぱ

）
と

日
常

生
活

で
の

不
用

品
（
古

着
や

使
わ

な
く
な

っ
た

調
理

器
具

）
を

使
い

人
形

を
制

作
し

た
。

成
果

物
は

地
区

内
お

よ
び

飯
田

市
美

術
博

物
館

で
発

表
会

を
実

施
し

た
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

日
頃

関
わ

る
こ

と
の

な
い

海
外

の
方

と
の

関
わ

り
を

通
じ

て
、

言
語

や
文

化
の

違
う

他
者

を
理

解
す

る
き

っ
か

け
と

な
っ

た
。

最
は

壁
を

感
じ

て
い

た
子

ど
も

達
が

日
を

追
う

ご
と

に
慣

れ
い

て
い

く
様

子
が

う
か

が
え

た
。

ま
た

、
世

界
人

形
劇

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
を

よ
り

楽
し

む
き

っ
か

け
と

な
っ

た
。

人
形

制
作

の
過

程
で

は
、

身
近

に
あ

る
自

然
物

や
日

用
不

用
品

に
段

々
と

愛
着

を
持

っ
て

い
き

、
「
地

域
の

自
然

を
大

切
に

す
る

気
持

ち
」
と

「
日

常
の

も
の

を
大

切
に

す
る

気
持

ち
」
が

醸
成

さ
れ

て
い

っ
た

。
ま

た
、

自
分

が
作

っ
た

も
の

を
人

前
で

発
表

す
る

と
い

う
機

会
も

貴
重

で
あ

っ
た

。
今

後
も

多
様

な
文

化
に

触
れ

る
機

会
を

作
っ

て
い

く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

1
,6

7
6

1
月

4
日

千
代

公
民

館

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
世

代
間

交
流

を
通

じ
て

、
地

育
力

の
向

上
を

図
る

実 施 内 容

講
師

：
林

　
凌

永
氏

（
2
0
1
7
年

度
新

成
人

）
参

加
：
小

学
生

2
1
人

、
中

学
生

2
人

書
初

め
を

子
ど

も
と

大
人

が
一

緒
に

、
地

域
の

講
師

か
ら

教
わ

っ
た

。
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

地
域

の
若

者
が

講
師

と
し

て
関

わ
る

こ
と

が
で

き
た

。
次

年
度

は
講

師
と

日
程

を
調

整
し

な
が

ら
、

継
続

す
る

。

学 級 ・ 講 座

新
春

書
き

初
め

教
室

市
・
地

継
続

1
2
3

2
3

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

地
域

づ
く
り

講
演

会
市

・
地

新
規

1
3
5

3
5

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
,6

7
6

2
月

2
日

千
代

公
民

館

目 的

一
般

を
対

象
に

、
他

地
域

で
の

地
域

づ
く
り

を
学

ぶ
機

会
を

通
じ

、
自

地
区

の
こ

れ
か

ら
の

在
り

方
を

み
ん

な
で

考
え

る
意

識
の

醸
成

を
図

る

実 施 内 容

講
師

：
松

島
貞

治
（
前

泰
阜

村
村

長
）

テ
ー

マ
：
「
過

疎
の

山
村

で
の

行
政

か
ら

学
ん

だ
こ

と
」

松
島

氏
の

職
員

時
代

、
村

長
時

代
を

通
じ

た
5
0
年

の
行

政
経

験
か

ら
講

演
を

い
た

だ
い

た
。

講
演

の
後

、
５

～
６

名
の

グ
ル

ー
プ

に
な

り
講

演
の

感
想

を
出

し
合

い
、

そ
の

中
か

ら
感

じ
た

疑
問

を
改

め
て

松
島

氏
に

投
げ

か
け

る
ワ

ー
ク

を
お

こ
な

っ
た

。
特

に
ま

ち
づ

く
り

委
員

会
役

員
、

公
民

館
専

門
委

員
が

参
加

し
千

代
地

区
の

地
域

づ
く
り

の
在

り
方

を
考

え
る

機
会

と
な

っ
た

。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

松
島

氏
の

経
験

の
中

か
ら

、
行

政
運

営
の

本
質

を
「
地

域
を

見
つ

め
、

住
民

が
暮

ら
し

の
中

で
困

っ
て

い
る

こ
と

、
目

の
前

の
課

題
を

1
つ

ず
つ

ク
リ

ア
す

る
。

そ
れ

を
積

み
上

げ
る

こ
と

が
行

政
だ

。
」
と

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

い
た

だ
い

た
。

「
行

政
」
を

「
地

域
づ

く
り

」
と

読
み

替
え

る
こ

と
で

、
現

在
、

地
域

づ
く
り

の
中

心
と

な
っ

て
い

る
参

加
者

に
と

っ
て

、
胸

に
落

ち
る

内
容

だ
っ

た
。

今
後

も
テ

ー
マ

を
検

討
し

な
が

ら
引

き
続

き
地

域
づ

く
り

に
つ

い
て

考
え

る
機

会
を

作
っ

て
い

く
と

と
も

に
、

3
0

～
4
0
代

の
若

者
が

参
加

で
き

る
よ

う
工

夫
を

し
て

い
く
。
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千
代

公
民

館
の

事
業

報
告

№
2

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

開
催

会
場

千
代

公
民

館

目 的

一
般

を
対

象
に

、
千

代
に

関
係

す
る

講
演

会
を

開
催

し
、

千
代

を
知

る
機

会
と

す
る

。

実 施 内 容

視
察

研
修

報
告

会
と

し
て

実
施

。
発

表
団

体
：
ア

サ
ギ

マ
ダ

ラ
の

会
、

千
代

不
動

太
鼓

、
毛

呂
窪

フ
ラ

ワ
ー

ク
ラ

ブ
Ｈ

2
9
年

度
よ

り
始

ま
っ

た
視

察
へ

の
助

成
制

度
を

利
用

し
た

３
団

体
の

報
告

会
と

し
て

実
施

し
、

ま
た

、
ま

だ
浸

透
し

て
い

な
い

こ
の

制
度

の
説

明
の

機
会

と
し

た
。

公
民

館
一

斉
清

掃
の

前
段

に
実

施
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

地
区

内
の

各
団

体
・
サ

ー
ク

ル
の

活
性

化
に

助
成

制
度

が
一

役
買

い
、

ま
た

、
団

体
同

士
、

刺
激

し
合

え
る

機
会

と
な

っ
た

。
文

化
委

員
会

で
、

今
の

地
域

の
課

題
を

話
し

合
い

、
そ

れ
に

基
づ

い
て

内
容

を
決

め
実

施
す

る
。

文 化 事 業

ふ
る

さ
と

講
演

会
０

円
継

続
1

6
8

6
8

1
,6

7
6

1
1
月

2
5
日

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

1
,6

7
6

実
施

内
容

参
照

実
施

内
容

参
照

目 的

一
般

を
対

象
に

、
地

域
の

方
と

小
学

生
が

交
流

し
な

が
ら

、
と

も
に

フ
ェ

ス
タ

を
盛

り
上

げ
、

地
育

力
の

向
上

を
図

る
。

実 施 内 容

地
域

の
方

と
劇

人
が

交
流

し
な

が
ら

、
と

も
に

フ
ェ

ス
タ

を
盛

り
上

げ
、

人
形

劇
に

親
し

む
機

会
と

し
て

実
施

。
8
/
3
　

Ｐ
M

7
:0

0
　

千
栄

小
学

校
体

育
館

8
/
5
　

Ａ
Ｍ

1
0
:0

0
　

千
代

公
民

館
8
/
8
　

Ａ
Ｍ

1
0
：
0
0
　

千
代

公
民

館
8
/
1
0
　

 P
M

7
:0

0
　

法
山

地
域

振
興

セ
ン

タ
ー

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

各
会

場
で

観
劇

者
の

た
め

の
工

夫
を

凝
ら

し
た

企
画

を
検

討
し

、
実

施
で

き
た

。
交

流
会

は
地

域
の

資
源

を
活

か
し

、
劇

人
へ

の
感

謝
の

気
持

ち
と

実
行

委
員

の
慰

労
を

兼
ね

た
ア

ッ
ト

ホ
ー

ム
な

雰
囲

気
で

実
施

さ
れ

た
。

8
/
8
の

千
代

公
民

館
公

演
で

は
小

学
生

が
ス

タ
ッ

フ
と

し
て

関
わ

り
、

そ
れ

ぞ
れ

が
責

任
を

持
っ

て
役

割
を

果
た

す
姿

も
見

ら
れ

た
。

次
年

度
も

多
様

な
住

民
に

よ
る

主
体

的
な

公
演

を
企

画
実

施
し

て
い

く
。

文 化 事 業

い
い

だ
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

2
0
1
8
千

代
地

区
公

演
市

・
地

継
続

4
6
0
6

6
0
6

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

千
代

地
区

文
化

祭
地

区
費

継
続

1
2
0
9

2
0
9

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
,6

7
6

1
1
月

1
8
日

千
代

小
学

校

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

一
般

を
対

象
に

、
文

化
に

触
れ

る
機

会
づ

く
り

と
地

域
の

交
流

を
図

る

実 施 内 容

各
種

団
体

に
よ

る
成

果
物

の
展

示
、

各
種

団
体

に
よ

る
成

果
発

表
、

体
育

委
員

会
に

よ
る

け
ん

玉
コ

ー
ナ

ー
、

健
和

会
病

院
に

よ
る

骨
密

度
・
体

脂
肪

測
定

、
文

化
委

員
会

に
よ

る
千

代
ギ

ネ
ス

に
挑

戦
・
千

代
検

定
、

広
報

委
員

会
に

よ
る

カ
フ

ェ
コ

ー
ナ

ー
、

青
少

年
育

成
委

員
会

に
よ

る
創

作
教

室
、

千
代

郵
便

局
に

よ
る

ハ
ン

コ
作

成
コ

ー
ナ

ー
、

販
売

コ
ー

ナ
ー

ほ
か

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

各
専

門
委

員
会

に
よ

る
催

し
や

各
種

団
地

に
よ

る
販

売
コ

ー
ナ

ー
が

充
実

し
て

お
り

文
化

祭
は

盛
り

上
が

っ
た

。
一

方
で

会
員

数
の

減
少

に
よ

り
、

各
種

団
体

の
展

示
や

芸
能

発
表

数
が

減
少

傾
向

に
あ

り
、

積
極

的
な

支
援

が
必

要
で

あ
る

。
引

き
続

き
、

い
ろ

ん
な

方
の

活
動

や
想

い
が

交
わ

る
文

化
祭

と
な

る
よ

う
工

夫
し

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日

7
5

8
月

9
日

実
施

内
容

参
照

目 的

地
区

内
の

子
ど

も
を

対
象

に
、

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
を

身
近

に
感

じ
る

機
会

と
す

る

実 施 内 容

9
：
0
0
　

千
代

公
民

館
　

発
（
千

栄
小

経
由

）
9
：
4
5
　

川
本

喜
八

郎
人

形
美

術
館

見
学

1
1
：
0
0
　

ト
ロ

ー
サ

の
巨

人
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

参
加

（
追

手
町

小
学

校
）

1
2
：
1
0
　

昼
食

（
飯

田
市

美
術

博
物

館
）

1
3
：
0
0
　

プ
ラ

ネ
タ

リ
ウ

ム
観

賞
1
5
：
0
0
　

千
代

公
民

館
　

着
（
千

栄
小

経
由

）

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

世
界

人
形

劇
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

を
楽

し
め

る
内

容
と

な
っ

た
も

の
の

、
オ

ー
ソ

ド
ッ

ク
ス

な
人

形
劇

を
鑑

賞
す

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。
次

年
度

も
図

書
分

館
職

員
と

良
く
内

容
を

検
討

し
、

継
続

し
て

実
施

す
る

。

文 化 事 業

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
か

ん
げ

き
バ

ス
ツ

ア
ー

地
区

費
継

続
1

4
6

4
6

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

千
代

峠
交

流
会

市
・
地

継
続

1
3
4

3
4

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
,6

7
6

1
1
月

1
0
日

よ
こ

ね
田

ん
ぼ

　
ほ

か

目 的

一
般

を
対

象
に

、
山

の
古

道
を

歩
き

、
自

然
と

歴
史

に
触

れ
る

実 施 内 容

講
師

：
（
よ

こ
ね

田
ん

ぼ
）
川

手
重

光
氏

、
（
野

池
神

社
）
大

平
宏

氏
、

（
法

全
禅

寺
）
住

職
南

信
濃

木
沢

分
館

と
の

共
催

。
平

成
2
8
年

度
ま

で
は

大
正

～
昭

和
の

初
期

に
馬

道
と

し
て

栄
え

た
、

千
代

と
南

信
濃

木
沢

を
結

ぶ
「
旧

千
遠

線
」
を

歩
く
事

業
と

し
て

実
施

し
て

い
た

が
、

道
が

寸
断

さ
れ

整
備

で
き

て
い

な
い

個
所

な
ど

も
あ

り
、

平
成

2
9
年

度
よ

り
隔

年
で

互
い

の
地

区
へ

出
向

き
、

そ
の

地
域

を
学

ぶ
会

と
し

て
実

施
し

て
い

る
。

今
年

度
は

千
代

へ
招

き
、

よ
こ

ね
田

ん
ぼ

・
野

池
神

社
・
法

全
禅

寺
を

見
学

し
、

法
山

地
域

振
興

セ
ン

タ
ー

に
て

千
代

幻
豚

の
す

き
焼

き
と

、
五

平
餅

で
交

流
会

を
お

こ
な

っ
た

。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

互
い

の
地

域
資

源
に

つ
い

て
学

ぶ
機

会
と

な
っ

て
い

る
。

今
後

は
資

源
を

学
ぶ

だ
け

で
な

く
、

そ
の

資
源

の
活

用
方

法
な

ど
を

互
い

に
意

見
交

換
で

き
る

機
会

と
し

て
い

き
た

い
。

ま
た

、
木

沢
地

区
の

人
口

減
少

な
ど

の
影

響
も

あ
り

、
南

信
濃

公
民

館
と

千
代

公
民

館
の

交
流

と
い

う
形

態
を

と
っ

て
い

く
。

ま
た

、
千

代
峠

に
つ

い
て

も
文

化
委

員
と

万
古

渓
谷

会
を

中
心

に
、

引
き

続
き

整
備

を
進

め
て

い
く
。
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千
代

公
民

館
の

事
業

報
告

№
3

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

1
,5

3
1

5
月

2
7
日

千
代

小
学

校

目 的

若
者

か
ら

高
齢

者
を

対
象

に
、

健
康

増
進

、
交

流
事

業
と

し
て

実
施

実 施 内 容

参
加

チ
ー

ム
：
6
分

館
連

合
か

ら
1
2
チ

ー
ム

優
勝

：
法

山
Ｂ

　
　

準
優

勝
：
米

川
Ｂ

　
　

３
位

：
米

川
Ａ

若
者

向
け

の
住

民
ス

ポ
ー

ツ
交

流
大

会
と

し
て

位
置

付
け

、
激

し
い

ス
ポ

ー
ツ

が
難

し
い

方
の

健
康

増
進

、
交

流
事

業
と

し
て

開
催

。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

地
区

内
の

若
者

が
多

く
参

加
し

、
地

域
の

若
者

と
大

人
が

競
技

を
通

じ
て

交
流

出
来

た
。

継
続

し
て

実
施

し
て

い
く
。

体 育 事 業

第
９

回
 ワ

ン
ふ

ら
バ

レ
ー

大
会

地
区

費
継

続
1

1
8
0

1
8
0

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

千
代

地
区

市
民

運
動

会
地

区
費

継
続

1
5
0
0

5
0
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
,6

7
6

1
0
月

1
4
日

千
代

山
村

広
場

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

一
般

を
対

象
に

、
全

地
区

住
民

を
対

象
に

、
交

流
事

業
と

し
て

実
施

実 施 内 容

当
初

計
画

：
一

般
種

目
1
0
、

採
点

種
目

7
優

勝
：
法

山
　

準
優

勝
：
下

八
　

３
位

：
米

川
・
千

栄
東

人
口

の
減

少
、

高
齢

化
に

よ
っ

て
区

内
の

選
手

選
考

が
難

し
く

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

競
技

種
目

を
再

検
討

し
、

「
誰

で
も

参
加

し
や

す
い

」
内

容
で

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

作
成

し
た

。
当

日
は

天
候

不
良

に
よ

り
種

目
数

を
減

ら
し

、
時

間
も

短
く
し

て
の

開
催

と
な

っ
た

。
中

学
生

に
1
種

目
、

企
画

か
ら

運
営

ま
で

す
べ

て
を

任
せ

て
い

る
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

3
年

ぶ
り

の
開

催
と

な
り

、
多

少
の

運
営

上
の

問
題

は
あ

っ
た

も
の

の
、

地
区

住
民

が
一

堂
に

会
し

て
盛

り
上

が
る

運
動

会
が

実
施

で
き

た
こ

と
が

良
か

っ
た

。
時

間
を

短
縮

し
た

こ
と

に
対

し
て

、
住

民
か

ら
は

「
良

か
っ

た
」
と

い
う

声
が

多
か

っ
た

。
運

動
会

を
ど

の
よ

う
な

場
に

す
る

か
を

確
認

し
な

が
ら

、
住

民
の

た
め

の
運

動
会

と
し

て
内

容
を

検
討

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

1
,1

9
6

1
月

2
7
日

千
代

小
学

校

目 的

4
0
歳

以
上

を
対

象
に

、
中

高
年

層
及

び
女

性
を

対
象

に
、

健
康

増
進

、
交

流
事

業
と

し
て

実
施

実 施 内 容

参
加

チ
ー

ム
：
6
分

館
連

合
か

ら
1
2
チ

ー
ム

優
勝

：
米

川
Ｂ

　
　

準
優

勝
：
野

池
Ｂ

　
　

３
位

：
下

八
Ｂ

高
齢

者
向

け
の

住
民

ス
ポ

ー
ツ

交
流

大
会

と
し

て
位

置
付

け
、

激
し

い
ス

ポ
ー

ツ
が

難
し

い
方

の
健

康
増

進
、

交
流

事
業

と
し

て
開

催
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

他
の

ス
ポ

ー
ツ

大
会

に
は

参
加

し
に

く
い

高
齢

者
向

け
の

ス
ポ

ー
ツ

大
会

と
し

て
定

着
し

、
高

齢
者

が
分

館
代

表
選

手
と

し
て

地
区

ス
ポ

ー
ツ

行
事

に
参

加
す

る
重

要
な

機
会

と
な

っ
て

い
る

。
今

後
も

高
齢

者
が

主
役

の
体

育
行

事
と

し
て

継
続

し
て

い
き

た
い

。

体 育 事 業

第
５

回
囲

碁
ボ

ー
ル

大
会

地
区

費
継

続
1

1
5
5

1
5
5

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

広 報 事 業

館
報

千
代

の
発

行
地

区
費

継
続

発
行

6
回

－
－

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

－
実

施
内

容
参

照
千

代
公

民
館

目 的
一

般
を

対
象

に
、

地
域

の
新

聞
を

発
行

す
る

実 施 内 容

ま
ち

づ
く
り

委
員

会
の

広
報

紙
を

兼
ね

て
の

館
報

と
し

て
発

行
し

て
い

る
。

年
間

発
行

数
：
2
ヶ

月
に

1
回

の
発

行
　

計
6
回

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

委
員

が
取

材
し

て
書

く
記

事
を

増
や

す
こ

と
が

で
き

た
。

特
に

記
念

号
と

な
る

3
0
0
号

で
は

、
企

画
段

階
で

委
員

が
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
行

い
、

個
人

の
興

味
関

心
か

ら
ス

タ
ー

ト
し

地
域

の
課

題
へ

深
め

、
地

域
課

題
に

迫
る

特
集

を
記

事
に

し
た

。
引

き
続

き
、

委
員

が
主

体
的

に
地

域
を

学
ぶ

び
、

地
域

へ
投

げ
か

け
る

機
会

と
し

て
企

画
発

行
し

て
い

く
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

実 施 内 容

新
成

人
の

希
望

を
反

映
し

て
実

施
。

・
地

域
学

習
「
千

代
峠

交
流

会
」
へ

の
参

加
・
記

念
写

真
撮

影
・
芋

平
獅

子
舞

保
存

会
に

よ
る

祝
い

の
舞

披
露

・
開

式
の

辞
・
主

催
者

挨
拶

・
来

賓
祝

辞
・
来

賓
紹

介
・
祝

電
披

露
・
な

つ
か

し
の

給
食

・
乾

杯
・
新

成
人

自
己

紹
介

、
近

況
報

告
・
恩

師
よ

り
メ

ッ
セ

ー
ジ

・
飯

田
市

消
防

団
第

１
３

分
団

よ
り

・
万

歳
三

唱
・
閉

式
の

辞

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

地
域

学
習

で
は

文
化

委
員

会
主

催
の

「
千

代
峠

交
流

会
」
に

参
加

し
、

よ
こ

ね
田

ん
ぼ

・
野

池
神

社
・
法

全
禅

寺
な

ど
地

域
の

財
産

を
改

め
て

学
ぶ

と
と

も
に

、
南

信
濃

木
沢

地
区

の
皆

さ
ん

を
交

え
た

交
流

会
で

、
地

域
の

大
人

と
の

会
話

か
ら

、
地

域
の

魅
力

を
学

ぶ
時

間
と

な
っ

た
。

当
日

は
地

域
の

大
人

か
ら

新
成

人
へ

、
新

成
人

を
地

域
を

守
る

大
人

の
仲

間
と

し
て

認
め

、
迎

え
る

旨
の

言
葉

を
送

り
、

新
成

人
の

大
人

と
し

て
の

自
覚

を
促

せ
た

。
今

後
は

、
成

人
式

を
き

っ
か

け
に

、
地

域
活

動
へ

の
二

歩
目

を
踏

み
出

し
て

も
ら

え
る

よ
う

な
仕

掛
け

を
つ

く
っ

て
い

き
た

い
。

千
代

地
区

成
人

式
市

・
地

継
続

1
1
0

1
0

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

1
2

1
月

1
3
日

千
代

公
民

館

目 的

新
成

人
を

対
象

に
、

大
人

と
し

て
地

域
社

会
に

迎
え

ら
れ

る
儀

式
と

し
て

行
う

－96－



千
代

公
民

館
の

事
業

報
告

№
4

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

2
8

館
報

発
行

時
（
2
ヶ

月
に

1
回

）
－

目 的

地
区

外
の

千
代

地
区

出
身

者
を

対
象

に
、

故
郷

の
情

報
を

伝
え

る
た

め
に

実
施

実 施 内 容

千
代

地
区

の
出

身
者

に
、

故
郷

の
情

報
を

館
報

千
代

を
通

じ
て

伝
え

る
。

ふ
る

さ
と

千
代

会
を

通
じ

て
購

読
者

の
申

し
込

み
を

受
け

付
け

て
い

る
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

地
元

へ
の

関
心

が
高

い
方

も
お

り
、

反
響

も
あ

る
。

継
続

し
て

い
く
。

広 報 事 業

ふ
る

さ
と

の
便

り
発

送
事

業
他

会
計

継
続

年
6
回

－
－

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

創
作

教
室

市
・
地

継
続

1
3
2

3
2

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
2
5

1
1
月

1
9
日

千
栄

小
学

校

目 的

児
童

と
そ

の
親

を
対

象
に

、
世

代
間

交
流

を
通

し
て

、
地

育
力

の
向

上
を

図
る

実 施 内 容

講
師

：
（
凧

作
り

）
関

口
兼

善
氏

、
野

田
充

夫
氏

、
北

村
勝

志
氏

　
　

　
　

（
水

引
体

験
）
林

収
一

氏
参

加
者

：
児

童
2
8
名

、
保

護
者

4
名

　
計

3
2
名

凧
作

り
と

水
引

体
験

を
実

施
。

凧
作

り
は

事
前

に
役

員
が

作
り

方
を

確
認

し
、

当
日

、
講

師
と

と
も

に
指

導
し

た
。

水
引

体
験

は
飯

田
の

地
場

産
業

に
触

れ
る

機
会

と
し

て
、

木
下

水
引

に
勤

務
さ

れ
て

い
る

地
区

の
方

を
講

師
に

お
招

き
し

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

特
に

女
の

子
に

人
気

だ
っ

た
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

青
少

年
育

成
委

員
会

に
て

小
学

校
の

教
頭

先
生

か
ら

、
学

校
で

の
子

ど
も

の
様

子
、

授
業

で
学

習
す

る
飯

田
の

こ
と

を
聞

き
な

が
ら

企
画

を
検

討
し

た
。

多
く

の
大

人
が

地
区

の
子

ど
も

の
現

状
を

知
る

機
会

と
な

っ
た

。
簡

単
に

作
れ

る
凧

作
り

と
水

引
体

験
は

子
ど

も
達

に
と

て
も

好
評

だ
っ

た
。

次
年

度
も

子
ど

も
の

様
子

を
共

有
し

な
が

ら
、

企
画

運
営

し
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

子
ど

も
と

そ
の

親
を

対
象

に
、

自
然

に
親

し
み

、
地

域
の

再
発

見
と

地
域

へ
の

愛
着

を
深

め
る

実 施 内 容

講
師

：
万

古
渓

谷
会

学
校

の
先

生
、

児
童

、
保

護
者

、
役

員
が

「
子

ど
も

達
に

地
域

の
自

然
に

親
し

ん
で

も
ら

い
た

い
。

危
険

も
あ

る
の

で
協

力
し

て
怪

我
の

な
い

よ
う

に
」
と

い
う

意
識

を
共

有
し

て
取

り
組

ん
で

い
る

。
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

子
供

は
も

ち
ろ

ん
保

護
者

も
、

自
然

に
親

し
む

と
と

も
に

、
千

代
に

し
か

な
い

「
万

古
渓

谷
の

自
然

」
を

体
験

す
る

貴
重

な
機

会
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

万
古

渓
谷

会
の

活
躍

の
機

会
に

も
な

っ
て

い
る

。
安

全
に

配
慮

し
な

が
ら

継
続

実
施

し
て

い
く
。

育 成 事 業

万
古

渓
谷

栃
の

木
ツ

ア
ー

市
・
地

継
続

1
5
7

5
7

1
,6

7
6

9
月

1
5
日

米
川

区

2
2
5

6
月

3
0
日

万
古

渓
谷

0
0

目 的

小
学

生
を

中
心

と
し

た
一

般
を

対
象

に
、

地
域

の
地

理
や

歴
史

、
自

然
に

関
心

を
持

つ

実 施 内 容

【
雨

天
中

止
】

講
師

（
予

定
）
：
川

手
重

光
　

※
米

川
の

石
観

音
に

つ
い

て
千

代
地

区
各

地
の

地
理

や
歴

史
、

自
然

に
興

味
を

持
っ

て
も

ら
う

と
と

も
に

問
題

を
協

力
し

て
解

い
た

。
コ

ー
ス

を
毎

年
変

更
し

て
実

施
し

て
い

る
が

、
昨

年
に

引
き

続
き

、
雨

天
中

止
と

な
っ

た
・

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

準
備

、
下

見
の

中
で

、
青

少
年

育
成

委
員

に
と

っ
て

意
外

と
知

ら
な

い
地

域
の

財
産

を
発

見
す

る
機

会
と

な
っ

た
。

次
年

度
も

継
続

し
、

子
育

て
世

代
親

子
が

地
域

を
知

る
機

会
と

し
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

第
2
1
回

千
代

地
区

ウ
ォ

ー
ク

ラ
リ

ー
大

会
地

区
費

継
続

1

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

ど
ん

ぐ
り

の
会

０
円

継
続

1
3
2

1
3
2

2
4

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
,6

7
6

実
施

内
容

参
照

千
代

小
・
千

栄
小

ほ
か

目 的

一
般

を
対

象
に

、
本

の
読

み
聞

か
せ

を
通

し
て

、
小

学
校

と
地

域
と

を
結

び
、

地
育

力
の

向
上

を
図

る

実 施 内 容

●
千

代
小

学
校

毎
週

金
曜

8
：
2
0
～

8
：
4
0
　

●
千

栄
小

学
校

：
毎

週
水

曜
8
：
1
5
～

8
：
3
0

●
し

ゃ
く
な

げ
の

郷
：
毎

月
第

３
週

1
4
：
0
0
～

1
5
：
0
0

小
学

校
の

朝
読

書
の

時
間

に
本

の
読

み
聞

か
せ

を
行

う
。

か
ね

て
よ

り
あ

っ
た

千
代

小
と

婦
人

学
級

の
結

び
つ

き
、

「
地

域
の

子
ど

も
と

自
然

と
挨

拶
の

出
来

る
関

係
に

な
り

た
い

」
想

い
と

千
代

小
か

ら
の

提
案

が
結

び
つ

き
、

Ｈ
２

０
に

発
足

・
活

動
を

開
始

し
た

。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

会
員

の
高

齢
化

が
課

題
で

あ
っ

た
が

、
保

護
者

の
参

加
が

あ
り

広
が

り
を

見
せ

て
い

る
。

無
理

な
く
楽

し
く
を

モ
ッ

ト
ー

に
活

動
で

き
て

い
る

。
継

続
し

て
実

施
で

き
る

よ
う

支
援

し
て

い
く
。
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千
代

公
民

館
の

事
業

報
告

№
5

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

7
5

毎
月

１
回

千
代

小
・
千

栄
小

目 的

地
区

内
小

学
生

全
員

を
対

象
に

、
こ

ど
も

の
居

場
所

づ
く
り

、
メ

デ
ィ

ア
漬

け
の

改
善

を
図

る
。

実 施 内 容

児
童

は
、

誕
生

日
の

前
の

月
末

ま
で

に
図

書
館

へ
い

き
、

３
６

冊
の

お
た

ん
じ

ょ
う

び
本

の
リ

ス
ト

の
中

か
ら

好
き

な
本

を
選

び
、

ほ
し

い
本

を
図

書
館

係
へ

提
出

す
る

。
本

に
、

ど
ん

ぐ
り

の
会

、
図

書
館

、
公

民
館

か
ら

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

ス
タ

ン
プ

を
押

印
し

、
ラ

ッ
ピ

ン
グ

し
て

、
誕

生
月

に
小

学
校

に
て

プ
レ

ゼ
ン

ト
す

る
。

地
域

の
子

ど
も

た
ち

の
メ

デ
ィ

ア
漬

け
の

状
況

、
図

書
館

利
用

率
の

低
下

、
ど

ん
ぐ

り
の

会
の

活
動

の
各

家
庭

へ
の

認
知

度
向

上
、

子
ど

も
達

が
集

ま
れ

る
場

が
な

い
と

い
う

課
題

を
解

決
す

る
た

め
の

企
画

。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

で
４

年
目

の
事

業
と

な
り

、
定

着
し

て
き

た
。

図
書

館
が

子
ど

も
達

の
居

場
所

と
し

て
も

機
能

し
て

い
る

。
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
普

及
な

ど
、

子
ど

も
達

が
メ

デ
ィ

ア
漬

け
に

な
っ

て
い

る
中

、
今

後
も

本
に

親
し

め
る

環
境

整
備

の
一

環
と

し
て

継
続

す
る

。

そ の 他

お
た

ん
じ

ょ
う

び
本

プ
レ

ゼ
ン

ト
事

業
地

区
費

継
続

2
4

7
5

7
5

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

千
代

の
人

物
伝

を
活

用
し

た
古

道
歩

き
０

円
継

続
1

1
5

1
5

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
,6

7
6

9
月

2
3
日

稲
伏

戸
薬

師
参

道

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

一
般

を
対

象
に

、
世

に
知

ら
れ

て
い

な
い

千
代

に
ゆ

か
り

の
あ

る
人

物
を

掘
り

起
こ

し
、

後
世

へ
伝

え
る

実 施 内 容

住
民

有
志

に
よ

る
学

習
グ

ル
ー

プ
「
千

代
の

歴
史

を
語

る
会

」
が

、
平

成
2
6
年

か
ら

千
代

の
人

物
の

学
習

を
進

め
、

学
習

の
ま

と
め

と
し

て
、

ま
た

、
更

に
多

く
の

人
に

知
っ

て
も

ら
う

た
め

、
１

冊
の

本
に

ま
と

め
た

。
そ

の
本

を
活

用
し

、
米

峰
か

ら
泰

阜
村

の
稲

伏
戸

薬
師

堂
ま

で
つ

な
が

る
「
稲

伏
戸

薬
師

参
道

」
を

テ
ー

マ
に

、
語

る
会

の
メ

ン
バ

ー
が

講
師

と
な

り
、

道
中

の
仏

像
な

ど
を

学
び

な
が

ら
古

道
歩

き
を

実
施

し
た

。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

学
習

成
果

物
を

活
用

し
た

事
業

が
展

開
で

き
た

。
次

年
度

も
様

々
な

形
、

内
容

で
実

施
で

き
る

よ
う

、
語

る
会

の
メ

ン
バ

ー
を

中
心

に
企

画
実

施
し

て
い

く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

8
6
/
5
～

1
2
/
1
7

千
代

公
民

館
　

ほ
か

目 的

企
画

委
員

長
、

専
門

委
員

会
の

委
員

長
、

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

、
館

長
、

主
事

が
中

心
と

な
り

、
人

口
減

少
に

よ
り

負
担

感
が

増
し

て
い

る
公

民
館

活
動

の
こ

れ
か

ら
の

在
り

方
を

検
討

す
る

実 施 内 容

メ
ン

バ
ー

：
企

画
委

員
長

、
専

門
委

員
会

委
員

長
、

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

、
館

長
、

主
事

検
討

委
員

会
　

5
回

竜
東

中
学

校
区

（
龍

江
・
千

代
・
上

久
堅

）
地

区
公

民
館

情
報

交
換

会
　

2
回

人
口

減
少

で
地

区
内

の
役

回
り

の
若

年
化

か
進

む
に

つ
れ

て
、

役
回

り
が

早
く

な
っ

て
い

る
こ

と
に

よ
る

「
や

ら
さ

れ
感

」
の

多
い

現
状

を
改

善
す

る
た

め
に

現
状

把
握

と
課

題
整

理
を

お
こ

な
っ

た
。

メ
ン

バ
ー

で
学

び
あ

う
中

で
、

こ
れ

か
ら

の
ポ

イ
ン

ト
を

「
や

り
が

い
」
と

「
責

任
感

」
と

整
理

し
た

。
そ

の
ポ

イ
ン

ト
で

他
地

区
と

の
情

報
交

換
を

し
、

意
見

交
換

を
通

じ
て

こ
れ

か
ら

の
在

り
方

を
検

討
し

た
。

人
員

を
減

ら
す

こ
と

で
、

役
回

り
の

早
さ

を
軽

減
す

る
と

と
も

に
「
一

人
ひ

と
り

の
責

任
感

と
や

り
が

い
」
を

高
め

、
専

門
委

員
の

関
わ

り
を

高
め

て
い

く
こ

と
と

な
っ

た
。

結
果

、
人

員
を

見
直

し
次

年
度

以
降

の
専

門
委

員
会

体
制

を
5
1
人

か
ら

3
5
人

へ
1
6
人

の
減

員
と

し
た

。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

こ
れ

ま
で

の
公

民
館

活
動

を
振

り
返

り
、

そ
こ

に
ど

ん
な

意
味

が
あ

っ
た

の
か

、
地

域
に

と
っ

て
ど

ん
な

役
割

が
あ

る
の

か
を

確
認

す
る

機
会

と
な

っ
た

。
結

果
と

し
て

人
員

を
整

理
す

る
形

と
な

っ
た

が
、

こ
れ

ま
で

以
上

に
公

民
館

活
動

の
質

を
上

げ
て

い
く
た

め
に

、
①

委
員

一
人

ひ
と

り
の

責
任

感
の

向
上

、
②

委
員

会
同

士
の

横
の

つ
な

が
り

の
強

化
、

③
専

門
委

員
以

外
の

住
民

の
協

力
を

意
識

し
、

次
年

度
以

降
、

新
体

制
で

専
門

委
員

会
活

動
を

行
っ

て
い

く
。

組
織

検
討

委
員

の
メ

ン
バ

ー
の

多
く
が

専
門

委
員

会
に

残
る

の
で

、
メ

ン
バ

ー
と

次
年

度
委

員
長

を
中

心
に

よ
り

良
い

公
民

館
活

動
を

展
開

し
て

い
く
。

そ の 他

組
織

検
討

委
員

会
地

区
費

新
規

7
5
6

8
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龍
江

公
民

館
の

事
業

報
告

№
1

区
分

区
分

区
分

区
分

龍
江

公
民

館

目 的

保
育

園
入

園
前

の
幼

児
と

親
を

対
象

に
、

子
供

が
心

身
共

に
健

康
で

た
く

ま
し

く
育

つ
た

め
に

必
要

な
情

報
の

提
供

や
実

践
の

機
会

と
す

る
。

ま
た

、
親

子
遊

び
や

集
団

遊
び

な
ど

を
通

し
て

、
子

供
の

社
会

性
や

親
子

の
繋

が
り

を
育

て
る

と
共

に
、

親
同

士
の

相
互

交
流

の
場

と
す

る
。

実 施 内 容

講
師

：
小

木
曽

嘉
子

さ
ん

（
指

導
者

）
、

西
脇

保
健

師
（
保

健
指

導
）

保
育

園
入

園
前

の
幼

児
と

親
を

対
象

に
、

子
ど

も
が

心
身

共
に

健
康

で
た

く
ま

し
く

育
つ

た
め

に
必

要
な

情
報

の
提

供
や

実
践

の
機

会
と

す
る

。
ま

た
、

親
子

遊
び

や
集

団
遊

び
な

ど
を

通
し

て
、

子
ど

も
の

社
会

性
や

親
子

の
繋

が
り

を
育

て
る

と
供

に
、

親
同

士
の

相
互

交
流

の
場

と
す

る
。

◇
０

～
１

歳
児

グ
ル

ー
プ

　
５

月
～

３
月

ま
で

１
１

回
実

施
。

季
節

ご
と

の
催

し
を

企
画

。
◇

２
～

３
歳

児
グ

ル
ー

プ
４

月
～

３
月

ま
で

１
２

回
実

施
。

季
節

の
行

事
や

図
書

館
、

人
形

劇
鑑

賞
等

様
々

な
活

動
及

び
交

流
を

展
開

。

評 価

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

乳
幼

児
学

級
（
０

～
１

歳
、

２
～

３
歳

）
市

費
継

続
2
3

2
9
7

2
5

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

5
6

年
間

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

龍
江

保
育

園
・
畑

龍
江

小
学

校

目 的

保
育

園
児

、
小

学
生

を
対

象
に

、
食

育
の

一
環

と
し

て
季

節
の

野
菜

を
育

て
食

農
体

験
を

行
い

、
食

の
生

産
か

ら
調

理
、

消
費

ま
で

を
体

験
す

る
機

会
の

提
供

を
図

る

実 施 内 容

龍
江

小
学

校
2
年

生
が

大
豆

の
種

ま
き

か
ら

消
費

ま
で

の
工

程
を

体
験

。
講

師
：
前

澤
隆

志
さ

ん
　

協
力

：
Ｊ
Ａ

女
性

部
、

鳴
海

和
彦

さ
ん

評 価

学 級 ・ 講 座

食
育

体
験

教
室

（
大

豆
栽

培
体

験
）

市
・
地

継
続

4
8
0

2
1

2
1

6
/
2
2
、

1
1
/
1
4
、

1
2
/
1
8
、

1
/
1
8

目 的

保
育

園
児

を
対

象
に

、
食

育
の

一
環

と
し

て
季

節
の

野
菜

を
育

て
食

農
体

験
を

行
い

、
食

の
生

産
か

ら
調

理
、

消
費

ま
で

を
体

験
す

る
機

会
の

提
供

を
図

る
。

実 施 内 容

講
師

：
前

澤
　

隆
志

さ
ん

、
地

域
の

協
力

者
保

育
園

児
を

対
象

に
食

育
の

一
環

と
し

て
食

農
体

験
を

行
う

。
食

育
の

一
環

と
し

て
季

節
の

野
菜

を
育

て
食

農
体

験
を

行
い

、
農

作
業

だ
け

で
な

く
収

穫
物

を
実

際
に

食
す

る
事

で
食

の
生

産
か

ら
消

費
ま

で
を

体
験

す
る

機
会

と
す

る
。

4
/
1
3
じ

ゃ
が

い
も

植
え

、
6
/
6
た

ま
ね

ぎ
収

穫
・
さ

つ
ま

い
も

植
え

、
7
/
3
じ

ゃ
が

い
も

収
穫

、
9
/
1
1
大

根
種

ま
き

、
1
0
/
1
9
さ

つ
ま

い
も

収
穫

、
1
1
/
2
2
大

根
収

穫
・
た

ま
ね

ぎ
植

え

評 価

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

食
育

体
験

教
室

（
季

節
の

野
菜

づ
く
り

）
市

・
地

継
続

6
1
6
6

3
9

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

3
9

実
施

内
容

に
記

載

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

龍
江

公
民

館

目 的

子
ど

も
達

を
中

心
に

本
に

親
し

ん
で

も
ら

う
為

に
実

施
。

各
種

イ
ベ

ン
ト

を
設

け
図

書
館

利
用

を
促

進
。

実 施 内 容

①
作

る
お

楽
し

み
会

　
6
/
3
0

②
ク

リ
ス

マ
ス

会
　

1
2
/
1

③
春

の
お

楽
し

み
会

　
3
/
2

評 価

学 級 ・ 講 座

図
書

館
お

楽
し

み
会

地
区

費
継

続
3

1
0
0

2
,8

2
6

実
施

内
容

に
記

載

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

も
多

く
の

親
子

に
参

加
し

て
も

ら
う

こ
と

が
で

き
た

。
今

後
も

少
子

化
が

進
行

す
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

が
、

同
一

地
区

内
に

住
む

同
世

代
の

親
子

の
繋

が
り

を
作

り
深

め
る

こ
と

で
、

子
ど

も
が

就
園

前
の

頃
か

ら
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
形

成
を

し
て

い
き

た
い

。
今

後
は

、
保

育
園

等
と

の
合

同
事

業
を

検
討

し
て

い
き

た
い

。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

大
豆

の
播

種
か

ら
消

費
ま

で
の

一
連

の
流

れ
を

体
験

。
豆

腐
づ

く
り

で
は

、
下

準
備

を
除

く
全

て
の

工
程

を
体

験
し

、
そ

の
工

程
で

で
き

る
「
お

か
ら

」
も

余
す

こ
と

な
く
食

べ
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

を
知

る
機

会
と

な
っ

た
。

普
段

食
べ

て
い

る
も

の
が

「
作

る
ま

で
に

こ
れ

ほ
ど

の
手

間
が

か
か

っ
て

い
る

」
と

い
う

こ
と

を
、

体
験

す
る

子
ど

も
に

伝
わ

る
よ

う
更

な
る

工
夫

を
し

て
い

き
た

い
。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

保
育

園
の

協
力

に
よ

り
多

く
の

園
児

の
参

加
を

得
る

こ
と

が
で

き
、

参
加

し
た

園
児

た
ち

も
楽

し
み

な
が

ら
食

物
の

栽
培

・
収

穫
・
消

費
が

出
来

た
と

思
う

。
幼

児
期

・
児

童
期

の
食

農
体

験
は

子
供

の
心

身
の

発
達

に
良

い
影

響
を

与
え

、
ま

た
、

地
域

協
力

者
と

も
世

代
を

越
え

た
交

流
に

な
っ

て
い

る
。

今
後

も
季

節
の

野
菜

づ
く
り

を
推

進
し

て
い

き
た

い
。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

イ
ベ

ン
ト

の
中

で
、

読
み

聞
か

せ
や

紙
芝

居
等

の
本

に
関

わ
る

物
の

他
、

工
作

や
プ

レ
ゼ

ン
ト

と
い

っ
た

事
も

実
施

し
た

。
今

後
も

本
だ

け
で

な
く
様

々
な

催
し

を
開

催
し

図
書

館
利

用
の

促
進

を
図

り
た

い
。
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龍
江

公
民

館
の

事
業

報
告

№
2

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

龍
江

小
学

校

目 的

龍
江

で
も

以
前

行
わ

れ
て

い
た

紙
漉

を
復

興
し

、
伝

統
文

化
と

し
て

継
承

し
て

い
く
。

実 施 内 容

龍
江

で
紙

漉
が

行
わ

れ
な

く
な

っ
て

４
０

年
程

が
経

過
す

る
。

農
家

に
と

っ
て

冬
期

の
紙

漉
は

大
事

な
収

入
源

で
あ

っ
た

が
、

時
代

の
変

化
と

共
に

昭
和

４
８

年
を

も
っ

て
龍

江
で

紙
漉

を
行

う
家

は
無

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

。
今

一
度

、
「
和

紙
の

里
龍

江
」
を

継
承

す
る

た
め

に
子

供
達

に
紙

漉
体

験
を

行
う

。
講

師
：
前

澤
隆

志
さ

ん

評 価

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

和
紙

作
り

市
・
地

継
続

4
7
9

2
4

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
4

1
/
2
5
、

1
/
2
6
、

1
/
3
0
、

2
/
8

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

龍
江

小
学

校

龍
江

小
学

校

目 的

龍
江

の
子

ど
も

達
に

対
し

て
、

地
域

と
学

校
が

連
携

し
て

教
育

活
動

に
関

わ
る

こ
と

に
よ

り
龍

江
を

愛
す

る
心

を
育

む
。

実 施 内 容

講
師

○
伝

統
と

文
化

：
前

澤
隆

志
さ

ん
　

○
お

茶
・
お

花
：
澤

柳
美

香
さ

ん
○

陶
芸

：
三

輪
俊

子
さ

ん
　

○
郷

土
料

理
：
Ｊ
Ａ

女
性

部
の

皆
さ

ん
○

今
田

人
形

：
澤

柳
太

門
さ

ん
、

吉
澤

健
さ

ん
評 価

学 級 ・ 講 座

小
学

校
ク

ラ
ブ

活
動

市
・
地

継
続

6
4
0
0

6
8

6
8

6
/
1
4
、

7
/
1
2
、

8
/
3
0
、

1
0
/
1
1
、

1
1
/
2
、

1
1
/
2
2

目 的

龍
江

の
子

ど
も

達
に

対
し

て
、

地
域

と
学

校
が

連
携

し
て

教
育

活
動

に
関

わ
る

こ
と

に
よ

り
龍

江
を

愛
す

る
心

を
育

む
。

実 施 内 容

内
容

○
家

庭
科

（
ミ

シ
ン

・
手

縫
い

）
　

随
時

○
読

書
（
読

み
聞

か
せ

）
　

1
2
/
4
～

1
2
/
1
1

○
総

合
（
お

や
す

作
り

）
　

1
2
/
2
0

評 価

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

小
学

校
お

助
け

隊
市

・
地

継
続

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
2
4

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

龍
江

公
民

館

龍
江

公
民

館

目 的

一
般

を
対

象
に

ス
ト

レ
ッ

チ
体

操
を

通
し

て
交

流
を

図
る

。

実 施 内 容

講
師

：
村

沢
由

美
子

氏
（
健

康
運

動
指

導
士

）
一

般
を

対
象

に
ス

ト
レ

ッ
チ

体
操

を
実

施
。

昼
間

の
時

間
帯

で
設

定
を

し
中

高
年

の
方

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
実

施
。

評 価

学 級 ・ 講 座

ス
ト

レ
ッ

チ
体

操
教

室
（
の

び
の

び
元

気
体

操
）

市
費

継
続

1
2
,8

2
6

3
月

2
1
日

目 的

一
般

を
対

象
に

エ
ア

ロ
ビ

ク
ス

体
操

を
通

し
て

交
流

を
図

る
。

実 施 内 容

講
師

：
片

桐
み

ど
り

氏
（
健

康
運

動
指

導
士

）
一

般
を

対
象

に
エ

ア
ロ

ビ
ク

ス
体

操
を

実
施

。
夜

間
の

時
間

帯
で

設
定

を
し

よ
り

参
加

し
や

す
い

環
境

で
実

施
。

評 価

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

シ
ェ

イ
プ

ア
ッ

プ
体

操
（
し

な
や

か
シ

ェ
イ

プ
ア

ッ
プ

体
操

）
市

費
継

続
1

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,8

2
6

3
月

2
8
日

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

学
習

を
通

し
て

子
ど

も
と

地
域

住
民

の
間

に
繋

が
り

が
増

え
、

両
者

に
と

っ
て

も
良

い
活

動
に

な
っ

て
い

る
。

今
後

も
継

続
し

て
実

施
を

考
え

て
い

る
が

、
ク

ラ
ブ

の
内

容
に

つ
い

て
は

年
度

当
初

に
先

生
や

児
童

、
地

域
講

師
と

一
緒

に
考

え
て

い
き

た
い

。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

材
料

の
「
楮

」
の

切
り

出
し

か
ら

、
紙

を
漉

く
に

至
る

ま
で

の
か

な
り

手
の

か
か

る
工

程
も

、
子

ど
も

に
と

っ
て

は
ど

れ
も

新
鮮

な
体

験
な

よ
う

で
、

楽
し

く
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

て
い

た
。

現
状

は
６

年
生

の
卒

業
制

作
の

一
環

と
し

て
取

り
組

ん
で

い
る

が
、

地
区

住
民

に
も

体
験

し
て

も
ら

え
る

よ
う

な
も

の
を

考
え

て
い

き
た

い
。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

学
習

を
通

し
て

子
ど

も
と

地
域

住
民

の
間

に
繋

が
り

が
増

え
、

両
者

に
と

っ
て

も
良

い
活

動
に

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
学

校
の

協
力

に
よ

り
保

護
者

の
参

加
も

あ
り

、
活

動
に

つ
い

て
直

に
知

っ
て

も
ら

う
こ

と
が

で
き

た
。

今
後

も
よ

り
多

く
の

地
域

住
民

の
参

加
を

促
し

地
域

全
体

で
児

童
を

育
て

る
こ

と
に

取
り

組
ん

で
い

き
た

い
。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

引
き

続
き

サ
ー

ク
ル

活
動

と
し

て
活

発
に

活
動

し
て

い
く
き

っ
か

け
づ

く
り

と
な

っ
た

。
ま

た
自

主
性

も
育

ま
れ

活
発

に
活

動
が

出
来

て
い

る
。

今
後

は
更

な
る

参
加

者
が

増
え

る
こ

と
を

望
む

。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

引
き

続
き

サ
ー

ク
ル

活
動

と
し

て
活

発
に

活
動

し
て

い
く
き

っ
か

け
づ

く
り

と
な

っ
た

。
ま

た
自

主
性

も
育

ま
れ

活
発

に
活

動
が

出
来

て
い

る
。

今
後

は
更

な
る

参
加

者
が

増
え

る
こ

と
を

望
む

。
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龍
江

公
民

館
の

事
業

報
告

№
3

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

同
左

龍
江

公
民

館

目 的

一
般

を
対

象
に

、
龍

江
の

歴
史

に
つ

い
て

学
習

・
研

究
し

郷
土

の
歴

史
を

後
世

に
伝

え
て

い
く
。

実 施 内 容

講
師

：
大

原
千

和
喜

氏
演

題
：
郷

土
の

美
し

い
自

然
は

先
人

か
ら

の
贈

り
も

の
－

川
が

育
て

た
ふ

る
さ

と
の

生
活

の
中

か
ら

－
評 価

学 級 ・ 講 座

郷
土

を
学

ぶ
講

演
会

市
費

継
続

1
3
0

3
0

2
,8

2
6

1
1
月

1
6
日

目 的

地
区

内
の

様
々

な
場

所
で

上
演

を
行

う
事

で
、

よ
り

多
く

の
地

区
民

が
人

形
劇

に
触

れ
フ

ェ
ス

タ
を

盛
り

上
げ

る
こ

と
を

目
的

に
実

施
。

実 施 内 容

地
区

内
の

様
々

な
場

所
で

上
演

を
行

う
こ

と
で

、
よ

り
多

く
の

地
区

民
が

人
形

劇
に

触
れ

フ
ェ

ス
タ

を
盛

り
上

げ
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

実
施

す
る

。
本

館
公

演
以

外
の

運
営

は
分

館
と

保
育

園
保

護
者

会
が

行
い

、
フ

ェ
ス

タ
へ

参
加

、
劇

人
と

の
交

流
等

、
取

組
み

を
行

う
。

◇
上

演
会

場
：
龍

江
公

民
館

（
8
/
1
0
）
、

龍
江

保
育

園
（
8
/
9
）
、

龍
江

1
区

公
民

館
（
8
/
4
)、

龍
江

3
区

公
民

館
（
8
/
4
）
龍

江
4
区

公
民

館
（
8
/
5
）
今

田
人

形
の

館
(8

/
1
2
)

評 価

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

い
い

だ
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

　
龍

江
地

区
公

演
他

会
計

継
続

6
6
0
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

実
施

内
容

に
記

載

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文
化

会
館

・
美

術
博

物
館

龍
江

公
民

館

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
各

種
団

体
の

活
動

成
果

の
発

表
の

機
会

、
将

来
に

お
け

る
地

区
へ

の
愛

着
を

養
う

機
会

と
す

る
。

実 施 内 容

各
種

団
体

グ
ル

ー
プ

の
展

示
や

活
動

成
果

の
発

表
の

機
会

と
し

て
実

施
。

文
化

祭
を

子
供

や
一

般
の

方
々

の
様

々
な

体
験

学
習

の
場

と
捉

え
、

地
域

づ
く
り

委
員

会
の

他
の

委
員

会
と

も
連

携
し

た
取

り
組

み
を

行
っ

た
。

ま
た

、
初

め
て

の
試

み
と

し
て

地
元

企
業

へ
勤

め
る

外
国

籍
の

方
と

、
地

区
住

民
の

交
流

の
場

（
多

文
化

交
流

）
を

企
画

。
他

委
員

会
と

連
携

を
図

り
、

地
区

全
体

の
お

祭
り

が
な

い
龍

江
地

区
の

子
供

達
に

と
っ

て
思

い
出

と
な

る
内

容
を

取
り

入
れ

実
施

。
評 価

文 化 事 業

龍
江

地
区

文
化

祭
・
芸

能
祭

市
・
地

継
続

1
2
,8

2
6

1
1
月

4
日

目 的

児
童

を
対

象
に

中
心

市
街

地
で

行
わ

れ
て

い
る

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
を

身
近

に
感

じ
る

機
会

と
す

る

実 施 内 容

平
日

の
本

部
公

演
な

ど
親

と
行

か
な

け
れ

ば
観

る
こ

と
の

な
い

フ
ェ

ス
タ

を
観

て
も

ら
う

た
め

、
小

学
校

児
童

を
対

象
と

し
て

、
平

日
の

ホ
ー

ル
で

行
わ

れ
る

人
形

劇
の

観
劇

ツ
ア

ー
を

実
施

し
、

飯
田

の
人

形
劇

の
祭

典
で

あ
る

フ
ェ

ス
タ

の
雰

囲
気

に
触

れ
る

機
会

と
す

る
。

◆
飯

田
文

化
会

館
①

オ
ー

プ
ニ

ン
グ

セ
レ

モ
ニ

ー
て

ん
ぐ

と
か

っ
ぱ

の
か

み
な

り
ど

ん
（
人

形
劇

団
ど

む
な

ら
ん

）
②

べ
ろ

べ
ろ

ば
あ

さ
ま

　
他

（
人

形
劇

団
あ

・
い

）
◆

美
術

博
物

館
展

示
見

学
、

プ
ラ

ネ
タ

リ
ウ

ム

評 価

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
観

劇
バ

ス
ツ

ア
ー

他
会

計
継

続
1

4
9

4
9

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
2
4

8
月

3
日

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

天
竜

川
を

起
点

と
し

て
当

時
の

ふ
る

さ
と

の
生

活
を

、
先

生
が

昔
の

写
真

や
文

章
を

交
え

な
が

ら
解

説
し

た
。

笑
い

を
交

え
つ

つ
、

わ
か

り
や

す
く
説

明
し

て
い

た
だ

い
た

た
め

、
参

加
者

か
ら

も
評

価
も

良
か

っ
た

。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
も

劇
人

の
受

入
段

階
か

ら
各

会
場

（
分

館
役

員
）
で

主
体

的
に

運
営

し
、

フ
ェ

ス
タ

に
積

極
的

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

た
。

今
後

は
、

分
館

が
主

体
的

に
取

り
組

め
る

企
画

を
検

討
で

き
る

よ
う

な
働

き
か

け
を

し
て

い
き

た
い

。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

芸
能

祭
は

小
学

校
や

中
学

校
の

ク
ラ

ブ
か

ら
高

齢
者

ま
で

幅
広

い
世

代
が

出
演

す
る

バ
ラ

エ
テ

ィ
豊

か
な

も
の

と
な

り
、

賑
や

か
な

芸
能

祭
と

な
っ

た
。

文
化

展
示

で
は

保
育

園
小

学
校

の
作

品
展

示
が

多
く
を

占
め

、
サ

ー
ク

ル
の

作
品

は
減

少
し

て
い

る
が

、
今

後
は

児
童

作
品

も
減

少
す

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
。

ま
た

、
多

文
化

交
流

企
画

で
は

、
参

加
者

は
多

く
集

ま
っ

た
が

意
図

す
る

と
こ

ろ
が

見
え

に
く
い

も
の

で
あ

っ
た

。
今

後
、

各
種

団
体

の
成

果
披

露
の

場
と

し
て

、
よ

り
賑

わ
い

の
あ

る
文

化
祭

に
な

る
よ

う
に

検
討

し
た

い
。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

取
り

組
み

と
し

て
定

着
し

て
い

る
と

い
う

こ
と

も
あ

り
、

多
く
の

参
加

が
あ

っ
た

。
当

日
は

文
化

会
館

の
大

き
な

ホ
ー

ル
で

オ
ー

プ
ニ

ン
グ

を
鑑

賞
し

、
大

変
喜

ん
で

い
る

よ
う

す
が

伺
え

た
。

ま
た

、
プ

ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム

で
も

子
ど

も
向

け
の

内
容

で
あ

っ
た

こ
と

も
あ

り
、

懸
念

し
て

い
た

ふ
ざ

け
る

子
も

出
ず

、
し

っ
か

り
と

観
賞

す
る

こ
と

が
で

き
て

い
た

。
人

気
の

あ
る

企
画

な
の

で
今

後
も

続
け

て
い

き
た

い
が

、
目

的
に

つ
い

て
見

直
し

、
よ

り
良

い
取

り
組

み
に

し
て

い
き

た
い

。
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龍
江

公
民

館
の

事
業

報
告

№
4

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

龍
江

小
学

校
グ

ラ
ウ

ン
ド

今
田

平
農

村
広

場

目 的

一
般

を
対

象
に

、
年

齢
や

性
別

に
関

係
な

く
誰

で
も

楽
し

む
こ

と
の

で
き

る
ペ

タ
ン

ク
の

普
及

と
分

館
・
常

会
内

の
結

び
つ

き
を

強
め

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
実

施
。

実 施 内 容

天
龍

峡
八

重
桜

街
道

「
さ

く
ら

祭
り

」
の

中
で

実
施

。
年

齢
や

性
別

に
関

係
な

く
誰

で
も

楽
し

む
こ

と
の

で
き

る
ペ

タ
ン

ク
の

普
及

と
分

館
・
常

会
内

の
結

び
つ

き
を

強
め

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
実

施
す

る
。

今
後

も
地

域
の

さ
く

ら
祭

り
と

同
時

開
催

し
、

地
域

全
体

を
巻

き
込

ん
で

盛
り

上
げ

て
い

く
。

ま
た

地
区

常
会

に
参

加
を

呼
び

か
け

て
実

施
。

評 価

体 育 事 業

ペ
タ

ン
ク

大
会

市
・
地

継
続

1
6
0

4
6

2
,8

2
6

4
月

2
2
日

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
住

民
の

体
力

増
進

と
住

民
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

場
と

し
地

域
の

繋
が

り
を

確
認

す
る

場
と

す
る

。

実 施 内 容

住
民

の
体

力
増

進
と

住
民

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
場

と
し

、
地

域
の

繋
が

り
を

確
認

す
る

場
と

す
る

。
ま

た
、

運
動

会
へ

の
運

営
・
参

加
に

よ
り

地
区

の
結

び
つ

き
を

深
め

、
地

区
の

活
性

化
を

目
的

と
す

る
。

　
地

区
民

全
員

参
加

（
選

手
・
観

客
・
運

営
）
に

よ
る

運
動

会
を

め
ざ

す
。

評 価

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

地
区

市
民

運
動

会
市

・
地

継
続

1
1
,0

0
0

6
8
8

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,8

2
6

1
0
月

7
日

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

今
田

平
農

村
広

場

目 的

地
区

内
外

住
民

を
対

象
に

、
体

力
増

進
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

場
と

す
る

。
ま

た
、

地
域

の
交

流
と

団
結

に
よ

り
、

地
域

の
活

性
化

や
地

域
づ

く
り

に
つ

な
げ

る
目

的
も

持
た

せ
る

事
業

と
し

て
実

施
。

実 施 内 容

体
力

増
進

と
住

民
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

場
と

す
る

。
ま

た
地

域
の

交
流

と
団

結
に

よ
り

、
地

域
の

活
性

化
や

地
域

づ
く

り
に

つ
な

げ
る

目
的

も
持

た
せ

る
事

業
と

し
て

開
催

。
ゴ

ー
ル

地
点

で
は

、
地

域
の

皆
さ

ん
か

ら
頂

い
た

野
菜

を
使

っ
て

豚
汁

の
サ

ー
ビ

ス
を

行
っ

て
い

る
。

◆
参

加
チ

ー
ム

総
数

２
６

チ
ー

ム
〇

小
学

生
の

部
：
５

チ
ー

ム
（
龍

江
小

）
〇

中
学

生
（
男

・
女

）
の

部
：
１

２
チ

ー
ム

（
竜

峡
、

竜
東

）
〇

一
般

の
部

：
９

チ
ー

ム
（
常

会
、

教
職

員
、

消
防

団
、

サ
ー

ク
ル

他
）

評 価

体 育 事 業

龍
江

絆
駅

伝
市

・
地

継
続

1
3
5
0

2
0
8

2
,8

2
6

1
2
月

2
日

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

ふ
る

さ
と

探
検

市
・
地

継
続

1

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,8

2
6

7
月

7
日

龍
江

（
２

区
）

目 的

保
育

園
、

小
学

生
と

親
を

対
象

に
、

ふ
る

さ
と

龍
江

に
愛

着
と

誇
り

を
持

つ
た

め
地

域
に

つ
い

て
学

習
し

理
解

を
深

め
る

機
会

と
す

る
。

実 施 内 容

地
区

内
の

旧
跡

や
自

然
・
文

化
を

歩
い

て
巡

り
、

龍
江

の
歴

史
・
文

化
を

学
ぶ

こ
と

に
よ

り
、

ふ
る

さ
と

再
発

見
と

地
区

へ
の

愛
着

を
高

め
る

機
会

と
す

る
。

ま
た

、
親

子
や

他
の

家
族

と
の

交
流

の
き

っ
か

け
と

す
る

。
講

師
は

地
元

方
へ

依
頼

。
◆

本
年

度
コ

ー
ス

　
２

区
「
歴

史
と

語
る

寺
め

ぐ
り

コ
ー

ス
」

今
田

平
農

村
広

場
→

今
田

人
形

の
館

（
体

験
）

→
紅

雲
寺

→
羽

入
田

地
蔵

堂
→

龍
江

公
民

館
（
休

憩
）

→
大

ひ
の

き
→

ハ
ン

バ
古

墳
→

毘
沙

門
堂

→
　

大
宮

八
幡

宮

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

参
加

チ
ー

ム
毎

楽
し

く
競

技
を

行
っ

て
お

り
、

チ
ー

ム
内

の
結

び
つ

き
だ

け
で

な
く
他

の
チ

ー
ム

と
も

絆
を

強
め

る
こ

と
が

で
き

た
と

思
う

。
常

会
か

ら
チ

ー
ム

を
募

っ
た

事
に

よ
り

地
域

全
体

で
取

り
組

め
た

。
今

後
も

多
く
の

人
が

参
加

し
や

す
い

形
態

を
検

討
し

て
い

き
た

い
。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

は
好

天
に

恵
ま

れ
て

開
催

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
中

学
生

の
参

加
も

あ
り

、
種

目
検

討
や

準
備

等
地

域
一

丸
で

取
り

組
め

た
。

果
樹

を
営

む
住

民
が

多
か

っ
た

り
、

区
に

よ
っ

て
人

口
に

差
が

あ
る

た
め

、
役

員
や

選
手

の
選

出
に

対
す

る
不

満
の

声
が

多
く
聞

か
れ

た
た

め
、

競
技

や
役

員
体

制
の

見
直

し
を

行
い

た
い

。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

参
加

者
だ

け
で

な
く
応

援
に

も
地

域
の

方
が

た
く
さ

ん
集

ま
り

大
変

賑
や

か
に

な
っ

た
。

現
在

も
他

地
区

か
ら

の
参

加
が

あ
り

、
地

域
を

越
え

た
交

流
を

期
待

で
き

る
が

、
龍

江
の

地
区

費
で

行
っ

て
い

る
等

の
理

由
に

よ
り

様
々

な
問

題
が

挙
げ

ら
れ

る
。

今
後

は
交

流
を

視
野

に
入

れ
つ

つ
、

そ
れ

ら
の

課
題

に
ど

う
対

応
す

る
か

検
討

し
た

い
。

ま
た

、
救

護
体

制
に

つ
い

て
も

検
討

し
た

い
。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

親
子

や
夫

婦
、

家
族

で
ふ

れ
あ

い
な

が
ら

、
地

区
の

史
跡

を
ま

わ
る

「
ふ

る
さ

と
探

検
」
。

今
年

は
雨

天
の

た
め

中
止

と
な

っ
て

し
ま

っ
た

。
次

年
度

は
今

年
度

で
き

な
か

っ
た

コ
ー

ス
に

て
開

催
し

た
い

。
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龍
江

公
民

館
の

事
業

報
告

№
5

区
分

区
分

区
分

区
分

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

目 的

保
育

園
児

、
小

学
生

と
親

、
地

区
住

民
を

対
象

に
、

親
子

団
ら

ん
の

場
の

提
供

、
児

童
が

川
に

親
し

み
、

自
然

を
大

切
に

す
る

心
を

育
む

機
会

と
し

て
実

施
。

実 施 内 容

小
学

校
P

T
A

と
下

伊
那

漁
業

共
同

組
合

、
総

合
学

習
館

か
わ

ら
ん

べ
と

合
同

で
実

施
。

第
一

部
は

魚
つ

り
大

会
を

開
催

し
、

第
二

部
は

魚
の

つ
か

み
取

り
大

会
を

行
っ

た
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

龍
江

公
民

館

目 的

保
育

園
、

小
学

生
、

地
区

住
民

を
対

象
に

、
百

人
一

首
大

会
、

龍
江

か
る

た
会

を
実

施
。

日
本

文
化

を
学

ぶ
機

会
と

す
る

。

実 施 内 容

百
人

一
首

大
会

は
日

本
文

化
に

触
れ

る
機

会
と

し
、

龍
江

か
る

た
会

は
地

区
の

文
化

・
歴

史
・
史

跡
を

題
材

に
し

た
「
龍

江
か

る
た

」
か

ら
地

区
を

学
ぶ

機
会

と
す

る
。

ま
た

、
両

大
会

と
も

学
年

対
抗

と
せ

ず
、

低
学

年
・
中

学
年

・
高

学
年

に
分

け
て

行
う

こ
と

で
異

年
齢

の
児

童
が

ふ
れ

あ
う

場
と

す
る

。
　

百
人

一
首

大
会

 ：
 ２

６
回

目
 /

 龍
江

か
る

た
会

 ：
 ２

３
回

目
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

両
大

会
と

も
学

年
を

超
え

た
交

流
の

機
会

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

「
龍

江
か

る
た

」
を

通
し

て
龍

江
の

地
域

の
今

昔
や

、
史

跡
、

名
所

を
知

る
こ

と
が

で
き

、
学

び
な

が
ら

友
達

と
仲

良
く
な

れ
る

非
常

に
有

効
な

ツ
ー

ル
だ

と
考

え
る

。
近

年
、

龍
江

保
育

園
で

も
活

用
し

て
い

る
た

め
、

今
後

も
様

々
な

場
面

で
龍

江
か

る
た

を
活

用
し

、
子

ど
も

達
へ

広
め

て
い

き
た

い
。

時
期

的
に

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
が

流
行

す
る

の
で

、
衛

生
面

で
親

が
安

心
し

て
子

供
を

参
加

さ
せ

る
事

が
出

来
る

環
境

作
り

も
視

野
に

入
れ

て
い

き
た

い
。

育 成 事 業

百
人

一
首

大
会

・
龍

江
か

る
た

会
市

・
地

継
続

1
6
0

4
5

2
,8

2
6

2
月

1
6
日

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

評 価

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

水
辺

の
楽

校
魚

釣
り

つ
か

み
取

り
大

会
地

区
費

継
続

1
1
4
0

1
4
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,8

2
6

9
月

8
日

龍
江

水
辺

の
楽

校

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

当
日

は
多

く
の

子
ど

も
で

賑
わ

っ
た

。
身

近
に

あ
る

が
、

安
全

面
の

問
題

に
よ

り
体

験
す

る
こ

と
の

少
な

い
川

遊
び

。
ま

た
、

魚
つ

り
・
魚

つ
か

み
を

通
し

て
生

物
の

命
に

触
れ

る
良

い
機

会
に

な
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

今
後

は
、

水
辺

の
楽

校
の

利
活

用
は

も
ち

ろ
ん

だ
が

、
取

り
組

み
の

目
的

に
つ

い
て

見
直

し
て

い
き

た
い

。

目 的

公
民

館
事

業
に

限
ら

ず
地

域
の

様
々

な
情

報
や

地
域

の
抱

え
る

問
題

を
取

り
上

げ
、

住
民

が
地

域
を

図
考

え
る

き
っ

か
け

づ
く

り
を

目
的

と
し

て
実

施
。

実 施 内 容

公
民

館
事

業
に

限
ら

ず
地

域
の

様
々

な
情

報
や

地
域

の
抱

え
る

問
題

を
取

り
上

げ
、

住
民

が
地

域
を

考
え

る
き

っ
か

け
づ

く
り

を
目

的
と

し
て

い
る

。
◇

毎
月

１
日

付
発

行
、

　
基

本
サ

イ
ズ

：
タ

ブ
ロ

イ
ド

版
　

２
頁

　
第

8
2
1
号

（
4
月

）
～

第
8
3
2
号

（
3
月

）

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

学
校

り
ん

ご
園

目 的

小
学

校
児

童
を

対
象

に
、

り
ん

ご
の

生
産

を
通

し
、

食
育

や
地

区
の

産
業

を
知

る
機

会
と

す
る

実 施 内 容

小
学

校
で

所
有

す
る

「
ア

ッ
プ

ル
キ

ッ
ズ

の
森

」
の

活
動

を
通

し
て

、
地

域
の

産
業

や
地

域
協

力
者

と
の

交
流

を
図

る

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

小
学

校
の

環
境

委
員

会
を

中
心

に
活

動
が

行
わ

れ
て

い
る

。
そ

の
サ

ポ
ー

ト
に

公
民

館
と

地
域

の
り

ん
ご

農
家

を
中

心
に

組
織

し
た

学
校

り
ん

ご
園

後
援

会
が

入
っ

て
り

ん
ご

園
の

管
理

を
行

っ
て

い
る

。
地

域
の

特
産

物
を

自
分

た
ち

で
育

て
る

と
い

う
貴

重
な

経
験

が
で

き
る

事
業

で
あ

り
、

収
穫

時
に

は
子

ど
も

た
ち

も
笑

顔
が

あ
ふ

れ
て

い
た

。
今

後
も

学
校

と
地

域
と

協
力

し
な

が
ら

継
続

し
て

取
り

組
ん

で
い

き
た

い
。

育 成 事 業

ア
ッ

プ
ル

キ
ッ

ズ
の

森
市

・
地

継
続

4
4
3
4

1
0
8

1
2
4

4
/
2
7
、

5
/
2
3
、

1
0
/
2
3
、

1
1
/
3
0

評 価

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

広 報 事 業

 龍
江

新
聞

地
区

費
継

続

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,8

2
6

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

公
民

館
行

事
の

広
報

に
留

ま
ら

ず
、

保
育

園
、

小
、

中
学

校
、

地
域

自
治

組
織

な
ど

龍
江

全
体

の
行

事
を

取
り

上
げ

地
域

の
新

聞
と

し
て

の
役

割
を

果
た

し
て

い
る

。
昭

和
2
4
年

8
月

に
第

1
号

が
発

刊
さ

れ
地

区
の

記
録

と
し

て
の

役
割

も
果

た
し

て
い

く
。
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龍
江

公
民

館
の

事
業

報
告

№
6

区
分

区
分

区
分

区
分

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

目 的

か
つ

て
情

報
伝

達
と

し
て

用
い

ら
れ

た
狼

煙
を

通
じ

、
先

人
の

文
化

を
学

ぶ
と

共
に

地
域

を
考

え
る

機
会

と
す

る
。

実 施 内 容

講
師

：
沢

柳
　

徳
次

さ
ん

、
吉

澤
　

健
さ

ん
飯

田
下

伊
那

か
ら

諏
訪

ま
で

つ
な

が
る

武
田

信
玄

の
濾

紙
リ

レ
ー

に
参

加
し

先
人

の
文

化
を

感
じ

る
。

兎
城

跡
に

て
狼

煙
や

武
田

信
玄

、
兎

城
跡

に
つ

い
て

の
概

要
説

明
を

行
っ

て
も

ら
う

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

龍
江

公
民

館

目 的

公
民

館
事

業
に

限
ら

ず
住

民
が

地
域

を
考

え
る

き
っ

か
け

づ
く

り
を

目
的

と
し

て
実

施
。

実 施 内 容

龍
江

地
区

内
に

お
け

る
情

報
の

発
信

。
（
ア

ド
レ

ス
：
ta

tu
e
.jp

）
情

報
は

随
時

発
信

。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

有
志

運
営

委
員

に
よ

っ
て

、
地

域
で

頑
張

っ
て

い
る

人
を

取
り

上
げ

た
り

、
直

接
取

材
す

る
な

ど
意

欲
的

に
活

動
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

今
後

は
組

織
と

し
て

正
式

に
活

動
す

る
こ

と
に

な
る

た
め

、
委

員
の

募
集

を
は

か
り

、
企

画
の

充
実

に
努

め
た

い
。

広 報 事 業

龍
江

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

運
営

地
区

費
継

続

評 価

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

武
田

信
玄

狼
煙

リ
レ

ー
地

区
費

継
続

1
2
6

2
6

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,8

2
6

8
月

2
5
日

龍
江

（
兎

城
跡

）

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

県
外

や
市

外
、

市
内

で
も

複
数

の
地

区
で

同
時

に
行

っ
て

い
る

事
業

で
あ

る
が

、
狼

煙
を

あ
げ

る
こ

と
以

外
が

地
区

に
任

さ
れ

て
い

る
こ

と
も

あ
り

、
主

催
側

の
意

図
が

見
え

づ
ら

く
感

じ
ら

れ
る

。
今

年
も

昨
年

の
よ

う
に

地
区

の
歴

史
を

学
ぶ

企
画

を
行

っ
た

が
、

一
般

の
参

加
者

が
極

端
に

少
な

い
。

今
後

継
続

し
て

活
動

し
て

い
く
た

め
に

は
、

地
域

全
体

で
考

え
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

龍
江

公
民

館

目 的

龍
江

地
区

在
住

の
新

成
人

を
対

象
に

、
自

分
の

生
ま

れ
育

っ
た

地
域

を
改

め
て

振
り

返
り

、
感

謝
す

る
場

と
し

て
位

置
づ

け
実

施
。

実 施 内 容

新
成

人
に

自
分

が
生

ま
れ

育
っ

た
地

域
を

改
め

て
振

り
返

り
、

感
謝

す
る

場
と

し
て

位
置

づ
け

、
地

域
全

体
で

新
成

人
を

お
祝

い
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
実

施
。

開
催

に
あ

た
っ

て
は

、
新

成
人

が
自

ら
作

り
上

げ
る

成
人

式
を

目
指

し
て

、
龍

江
在

住
の

新
成

人
該

当
者

3
名

が
主

体
と

な
っ

て
企

画
・
立

案
し

当
日

の
運

営
も

行
っ

た
。

地
域

学
習

：
龍

江
か

る
た

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

来
賓

や
役

員
と

の
交

流
に

つ
な

が
る

機
会

を
設

け
て

い
る

一
方

、
親

族
が

祝
う

と
い

う
場

面
が

少
な

い
。

今
後

は
、

実
行

委
員

だ
け

で
な

く
地

域
づ

く
り

委
員

会
（
公

民
館

）
と

の
検

討
の

場
を

積
極

的
に

設
け

、
式

で
は

新
成

人
の

身
内

が
も

っ
と

参
加

で
き

る
よ

う
な

も
の

に
し

て
い

き
た

い
。

そ の 他

龍
江

地
区

成
人

式
他

会
計

継
続

1
1
月

1
3
日

開
催

期
日

開
催

会
場

そ の 他

「
ふ

る
さ

と
の

た
か

ら
も

の
」
C

D
制

作
地

区
費

新
規

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,8

2
6

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

こ
れ

ま
で

も
地

区
の

事
業

等
で

歌
っ

て
き

た
こ

の
歌

を
、

今
後

、
ま

だ
知

ら
な

い
地

区
住

民
の

皆
さ

ん
に

知
っ

て
も

ら
い

、
「
龍

江
の

歌
」
と

し
て

親
し

ま
れ

る
よ

う
に

ア
プ

ロ
ー

チ
し

て
い

き
た

い
。

目 的

龍
江

地
区

住
民

の
誰

も
が

親
し

み
を

も
っ

て
口

ず
さ

む
こ

と
の

出
来

る
歌

に
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
実

施
。

実 施 内 容

平
成

２
８

年
度

の
龍

江
小

学
校

４
年

生
の

児
童

の
作

っ
た

歌
で

あ
る

「
ふ

る
さ

と
の

た
か

ら
も

の
」
を

、
そ

の
児

童
が

卒
業

す
る

今
年

に
併

せ
て

C
D

化
し

、
卒

業
式

で
配

布
。

ま
た

、
龍

江
の

児
童

の
作

っ
た

「
龍

江
」
を

歌
っ

た
こ

の
歌

を
通

し
て

地
域

に
親

し
み

を
持

っ
て

も
ら

う
こ

と
を

願
っ

て
、

地
区

内
各

戸
へ

配
布

す
る

。
評 価

対
象

数

－104－



竜
丘

公
民

館
の

事
業

報
告

№
1

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

9

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

2
0
1
8
年

1
2
月

に
主

に
活

動
を

支
え

て
く
だ

さ
っ

て
い

た
講

師
が

お
亡

く
な

り
に

な
ら

れ
た

。
そ

れ
を

受
け

て
、

現
在

の
ス

タ
ッ

フ
・
参

加
者

・
主

事
で

今
後

の
活

動
に

つ
い

て
話

し
合

う
場

を
設

け
た

。
そ

こ
で

は
、

こ
の

教
室

が
、

参
加

者
に

と
っ

て
言

葉
を

学
ぶ

だ
け

で
は

な
い

大
切

な
場

所
に

な
っ

て
い

る
と

い
う

声
が

多
数

寄
せ

ら
れ

、
講

師
の

皆
さ

ん
も

可
能

な
範

囲
で

は
あ

る
が

基
本

的
に

現
在

の
ペ

ー
ス

で
実

施
し

て
い

く
こ

と
、

新
し

い
参

加
者

（
ベ

ト
ナ

ム
か

ら
の

研
修

生
多

数
）
や

長
く
い

ら
っ

し
ゃ

る
方

（
中

国
人

２
世

の
方

等
）
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

て
、

み
ん

な
の

合
議

に
て

、
今

後
の

活
動

を
検

討
し

て
実

施
し

て
い

く
こ

と
を

確
認

・
共

有
し

た
。

竜
丘

公
民

館

目 的

6
0
歳

以
上

の
住

民
を

対
象

に
、

高
齢

者
層

の
ま

と
ま

り
と

生
き

が
い

、
地

域
参

画
を

図
る

実 施 内 容

運
営

委
員

中
心

に
し

て
、

月
１

回
の

定
例

講
座

を
開

催
す

る
。

テ
ー

マ
に

つ
い

て
は

、
生

活
を

取
り

巻
く
様

々
な

課
題

を
取

り
上

げ
る

。
ク

ラ
ブ

活
動

な
ど

必
要

な
生

涯
学

習
の

支
援

を
行

う
。

運
営

委
員

会
・
班

長
会

・
定

例
会

（
講

座
）
・
ク

ラ
ブ

長
会

な
ど

を
随

時
開

催
し

て
い

る
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

6
0
才

以
上

の
方

が
自

主
的

自
立

的
に

企
画

か
ら

全
て

を
や

っ
て

お
り

、
地

域
の

力
の

向
上

に
対

し
て

大
変

寄
与

し
て

い
る

。
し

か
し

、
高

齢
化

や
会

員
減

少
が

進
ん

で
お

り
、

声
掛

け
に

尽
力

し
て

い
る

が
、

な
か

な
か

入
っ

て
い

た
だ

け
な

い
課

題
が

あ
る

。

開
催

会
場

学 級 ・ 講 座

大
人

の
学

校
市

・
地

継
続

1
0

9
8
5

1
1
5

2
,4

1
0

通
年

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日

3
0
5

通
年

（
週

1
回

）
竜

丘
公

民
館

目 的

中
国

帰
国

者
を

中
心

に
、

生
活

に
困

ら
な

い
程

度
の

日
本

語
、

習
慣

、
文

化
の

理
解

、
情

報
交

換
、

交
流

の
場

と
す

る
。

実 施 内 容

講
師

を
中

心
に

、
週

１
回

の
ペ

ー
ス

で
日

本
語

教
室

を
開

き
、

地
域

で
暮

ら
す

仲
間

と
し

て
互

い
の

生
活

習
慣

や
考

え
方

を
学

び
あ

う
。

ま
た

月
１

回
、

日
本

語
新

聞
を

発
行

し
、

地
域

へ
の

情
報

を
発

信
、

帰
国

者
へ

の
情

報
伝

達
を

行
う

。
講

師
：
（
故

）
樫

野
武

司
、

西
川

和
憲

、
善

本
勝

、
片

町
國

臣
評 価

学 級 ・ 講 座

中
国

帰
国

者
支

援
事

業
「
好

友
会

」
（
日

本
語

教
室

）
市

・
地

継
続

4
7

2
8
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

１
歳

児
学

級
市

・
地

事
業

名
予

算
区

分

実 施 内 容

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数

1
1
4

5
/
1
0
～

3
/
1
6

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

0
・
1
歳

児
同

様
、

育
児

の
悩

み
を

相
談

し
た

り
、

子
育

て
に

つ
い

て
学

ぶ
機

会
で

あ
る

と
同

時
に

、
母

親
同

士
の

つ
な

が
り

作
り

の
機

会
に

な
っ

て
い

る
。

子
ど

も
が

体
を

動
か

し
た

り
、

遊
ぶ

こ
と

が
メ

イ
ン

と
な

っ
て

く
る

が
、

保
健

課
と

し
て

は
遊

び
中

心
の

学
級

運
営

に
疑

問
も

感
じ

て
い

る
。

母
親

に
よ

る
自

主
運

営
を

目
指

す
と

同
時

に
、

公
民

館
、

ま
た

市
が

関
わ

る
意

義
の

あ
る

学
級

を
模

索
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

目 的

1
1
2

2
歳

3
歳

児
と

そ
の

親
を

対
象

に
、

育
児

不
安

を
解

消
し

、
親

の
交

流
、

親
子

の
ふ

れ
あ

い
の

場
と

し
、

ま
た

既
存

の
サ

ー
ク

ル
活

動
へ

結
び

つ
け

る
。

実 施 内 容

２
歳

３
歳

児
学

級
市

・
地

講
師

に
保

健
師

、
保

育
士

等
を

お
願

い
し

、
乳

児
の

成
長

発
達

や
育

児
法

な
ど

に
つ

い
て

学
習

す
る

と
共

に
、

親
の

個
人

相
談

等
を

保
健

師
に

依
頼

す
る

。

開
催

会
場

竜
丘

公
民

館
他

事
業

区
分

学 級 ・ 講 座学 級 ・ 講 座

目 的

1
歳

児
と

そ
の

親
を

対
象

に
、

育
児

不
安

を
解

消
し

、
親

の
交

流
、

親
子

の
ふ

れ
あ

い
の

場
と

し
、

ま
た

既
存

の
サ

ー
ク

ル
活

動
へ

結
び

つ
け

る
。

事
業

名
予

算
区

分

継
続

開
催

期
日

1
0
/
2
5
～

3
/
2
2

継
続

1
回

参
加

・
登

録
数

3
8
4

評 価

対
象

数

1
2

4
8

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

育
児

の
悩

み
を

相
談

し
た

り
、

子
育

て
に

つ
い

て
学

ぶ
機

会
で

あ
る

と
同

時
に

、
母

親
同

士
が

知
り

あ
い

、
地

域
内

に
縦

と
横

の
つ

な
が

り
を

作
る

機
会

に
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

母
親

も
楽

し
め

る
学

級
と

す
る

こ
と

で
、

少
し

で
も

リ
ラ

ッ
ク

ス
で

き
る

時
間

を
作

っ
て

い
る

。
結

婚
し

て
竜

丘
に

転
入

さ
れ

た
母

親
の

方
が

多
く
、

地
域

の
中

で
の

つ
な

が
り

を
作

っ
て

い
く
最

初
の

入
り

口
と

な
る

よ
う

実
施

し
て

い
く
。

学 級 ・ 講 座

開
催

期
日

開
催

会
場

4
8

目 的0
歳

児
学

級
市

・
地

事
業

名
予

算
区

分

継
続

0
歳

児
と

そ
の

親
を

対
象

に
、

育
児

不
安

を
解

消
し

、
親

の
交

流
、

親
子

の
ふ

れ
あ

い
の

場
と

し
、

ま
た

既
存

の
サ

ー
ク

ル
活

動
へ

結
び

つ
け

る
。

実 施 内 容

乳
児

の
成

長
発

達
や

育
児

法
、

離
乳

食
な

ど
に

つ
い

て
学

習
す

る
。

育
児

相
談

、
情

報
相

談
の

場
と

す
る

。
育

児
法

、
子

ど
も

の
接

し
方

等
に

つ
い

て
学

ぶ
。

親
の

個
人

相
談

等
保

健
師

に
依

頼
す

る
。

栄
養

士
に

離
乳

食
相

談
を

お
願

い
す

る
。

8
8

対
象

数

6

1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

2
2

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

1
0
6

事
業

区
分

開
催

回
数

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

0
歳

児
同

様
、

育
児

の
悩

み
を

相
談

し
た

り
、

子
育

て
に

つ
い

て
学

ぶ
機

会
で

あ
る

と
同

時
に

、
母

親
同

士
が

知
り

あ
い

、
地

域
内

に
縦

と
横

の
つ

な
が

り
を

作
る

機
会

に
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

母
親

も
楽

し
め

る
学

級
と

す
る

こ
と

で
、

少
し

で
も

リ
ラ

ッ
ク

ス
で

き
る

時
間

を
作

っ
て

い
る

。

乳
児

の
成

長
発

達
や

育
児

法
な

ど
に

つ
い

て
学

習
す

る
。

育
児

相
談

、
情

報
相

談
の

場
と

す
る

。
講

師
に

保
健

師
、

保
育

士
等

を
お

願
い

し
育

児
法

、
子

ど
も

の
接

し
方

等
に

つ
い

て
学

ぶ
。

親
の

個
人

相
談

等
保

健
師

に
依

頼
す

る
。

福
祉

健
康

委
員

に
支

援
に

入
っ

て
も

ら
う

こ
と

で
、

相
談

し
合

え
る

関
係

を
構

築
す

る
。

評 価

開
催

会
場

開
催

期
日

1
2

竜
丘

公
民

館
他

評 価1
4

5
/
1
2
～

3
/
9

竜
丘

公
民

館
他

－105－



竜
丘

公
民

館
の

事
業

報
告

№
2

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

各
分

館
の

展
示

ブ
ー

ス
に

つ
い

て
は

、
各

分
館

が
独

自
色

を
出

し
て

、
調

査
・
研

究
結

果
を

発
表

し
て

い
た

。
改

め
て

地
域

を
学

ぶ
機

会
に

な
っ

て
い

る
。

特
別

企
画

展
で

は
、

竜
丘

出
身

染
色

家
三

人
展

と
し

、
遠

方
か

ら
も

多
く
の

方
が

詰
め

か
け

大
賑

わ
い

と
な

っ
た

。

2
6
8

1
1
月

2
7
日

竜
丘

公
民

館

目 的

保
育

園
保

護
者

を
対

象
に

、
家

庭
教

育
の

大
切

さ
を

伝
え

、
意

識
向

上
を

図
る

実 施 内 容

竜
丘

保
育

園
と

の
共

催
で

、
保

育
園

児
、

乳
幼

児
の

親
子

を
対

象
に

行
う

。
親

子
で

の
人

形
劇

の
観

劇
を

通
し

、
親

子
の

ふ
れ

あ
い

を
図

る
と

と
も

に
、

そ
の

後
の

保
護

者
を

対
象

に
家

庭
教

育
に

つ
い

て
の

講
演

会
を

行
う

。
劇

団
：
ち

ん
ど

ん
演

目
：
イ

ヌ
と

イ
ス

の
は

な
し

、
ト

ラ
ッ

ク
と

ら
す

け
講

演
：
園

長
先

生
か

ら
の

お
話

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

竜
丘

保
育

園
と

の
合

同
で

開
催

。
園

児
や

そ
の

保
護

者
、

未
就

園
児

の
親

子
に

人
形

劇
を

観
劇

す
る

こ
と

で
、

異
年

齢
交

流
や

人
形

劇
の

ま
ち

づ
く
り

に
つ

な
が

る
機

会
と

な
っ

た
。

観
劇

後
の

講
演

は
内

容
や

タ
イ

ミ
ン

グ
を

検
討

す
る

な
ど

充
実

さ
せ

、
今

後
も

家
庭

教
育

事
業

を
継

続
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

家
庭

教
育

講
演

会
市

費
継

続
1

3
6

3
6

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

6
,8

5
1

1
1
/
1
0
～

1
1

竜
丘

公
民

館
他

目 的

竜
丘

住
民

を
対

象
に

、
日

頃
の

活
動

の
成

果
を

発
表

し
、

文
化

活
動

の
さ

ら
な

る
活

性
化

を
図

る
。

実 施 内 容

(1
)

地
区

内
団

体
、

グ
ル

ー
プ

、
企

業
、

個
人

が
日

頃
の

活
動

や
成

果
を

発
表

、
交

流
す

る (2
) 

地
域

に
お

け
る

文
化

活
動

を
活

発
化

さ
せ

、
地

区
民

の
親

睦
を

図
る

。
(3

) 
公

民
館

と
参

加
団

体
に

よ
る

実
行

委
員

会
を

組
織

し
て

企
画

、
運

営
に

あ
た

る
。

(4
) 

分
館

に
よ

る
展

示
を

行
い

、
地

域
学

習
と

発
表

の
場

と
す

る
。

評 価

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

竜
丘

地
区

文
化

祭
地

区
費

継
続

1
1
,0

0
0

1
,0

0
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

竜
丘

公
民

館
他

目 的

一
般

を
対

象
に

、
人

形
劇

を
通

じ
て

文
化

活
動

の
活

性
化

を
図

る
と

と
も

に
住

民
の

交
流

を
図

る
。

実 施 内 容

本
館

公
演

と
各

分
館

で
の

公
演

を
実

施
。

本
館

公
演

で
は

観
劇

者
も

劇
人

も
ス

タ
ッ

フ
も

楽
し

め
る

公
演

を
目

指
し

て
実

施
す

る
。

各
分

館
で

は
交

流
会

を
実

施
し

、
劇

人
と

の
交

流
を

通
し

て
「
人

形
劇

の
ま

ち
飯

田
」
を

知
り

、
そ

の
意

味
を

考
え

る
機

会
と

な
っ

て
る

。
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

本
館

公
演

に
お

い
て

は
、

多
く

の
小

学
生

、
中

学
生

、
高

校
生

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ス
タ

ッ
フ

と
地

域
の

大
人

が
連

携
し

て
、

公
演

や
交

流
会

を
進

め
る

こ
と

が
出

来
、

世
代

間
交

流
が

多
く
で

き
た

。
分

館
の

ス
タ

ッ
フ

か
ら

も
こ

の
点

が
評

価
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
来

年
以

降
は

分
館

で
も

地
域

の
子

ど
も

と
大

人
が

、
フ

ェ
ス

タ
を

通
じ

て
交

流
す

る
機

会
と

な
っ

て
い

く
よ

う
繋

い
で

い
き

た
い

。

開
催

会
場

文 化 事 業

い
い

だ
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

2
0
1
8
竜

丘
地

区
公

演
他

会
計

継
続

1
0

1
,3

6
1

1
,3

6
1

6
,8

5
1

8
/
3
～

8
/
1
2

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日

6
,8

5
1

6
/
2
3
、

9
/
9
、

2
/
1
6

竜
丘

公
民

館

目 的

竜
丘

住
民

を
対

象
に

、
学

習
意

欲
の

向
上

を
図

り
地

域
づ

く
り

の
実

践
に

つ
な

げ
て

い
く
。

実 施 内 容

竜
丘

を
学

び
今

後
の

地
域

づ
く

り
に

生
か

し
て

い
く

こ
と

を
目

的
に

開
催

。
竜

丘
の

自
然

や
文

化
、

歴
史

の
掘

り
起

こ
し

と
将

来
展

望
を

学
習

す
る

。
第

1
講

　
天

竜
川

鵞
流

峡
復

活
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
　

講
師

：
曽

根
原

宗
夫

、
市

瀬
智

章
第

2
講

　
民

俗
資

料
保

存
委

員
会

　
講

師
：
下

平
隆

司
、

今
村

文
一

第
3
講

　
古

墳
に

ま
つ

わ
る

素
朴

な
疑

問
　

講
師

：
小

林
正

春
、

下
平

隆
司

、
今

村
文

一

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

第
１

講
で

は
、

新
し

い
取

り
組

み
か

ら
竜

丘
を

見
る

こ
と

が
で

き
た

。
第

2
講

で
は

、
長

く
取

り
組

ま
れ

て
い

る
も

の
を

取
り

上
げ

た
が

、
話

だ
け

で
は

な
く
、

体
験

型
で

実
施

す
る

こ
と

が
出

来
た

の
は

良
か

っ
た

。
市

民
大

学
講

座
は

、
文

化
委

員
会

の
枠

を
超

え
て

、
み

ん
な

で
考

え
ら

れ
る

貴
重

な
機

会
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

竜
丘

市
民

大
学

講
座

市
・
地

継
続

3
7
5

7
5

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

竜
丘

公
民

館

目 的

竜
丘

住
民

を
対

象
に

、
音

楽
を

身
近

な
も

の
と

し
て

親
し

み
、

音
楽

文
化

の
向

上
を

図
る

。

実 施 内 容

普
段

ふ
れ

る
機

会
の

少
な

い
、

生
の

ク
ラ

ッ
シ

ッ
ク

音
楽

に
ふ

れ
る

機
会

と
し

て
開

催
し

た
。

一
流

の
音

楽
家

に
よ

る
演

奏
を

気
楽

に
楽

し
む

。
竜

丘
小

学
校

P
T
A

と
連

携
を

と
り

開
催

し
て

い
る

。
竜

丘
コ

ー
ラ

ス
に

よ
る

ウ
ェ

ル
カ

ム
コ

ン
サ

ー
ト

と
、

野
楽

路
の

方
々

に
協

力
し

て
い

た
だ

い
て

交
流

会
を

開
催

。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

新
日

本
フ

ィ
ル

に
よ

る
演

奏
が

行
わ

れ
た

。
一

流
の

音
楽

に
間

近
で

触
れ

ら
れ

る
良

い
機

会
で

あ
っ

た
。

交
流

会
で

は
恒

例
と

な
っ

た
野

楽
路

の
皆

さ
ん

に
よ

る
郷

土
料

理
の

振
る

舞
い

が
好

評
だ

っ
た

。
来

年
は

小
・
中

学
校

へ
の

声
掛

け
を

強
化

し
、

多
く
の

地
域

の
方

と
一

緒
に

楽
し

み
た

い
。

開
催

会
場

文 化 事 業

ふ
る

さ
と

コ
ン

サ
ー

ト
市

・
地

継
続

1
1
3
0

1
3
0

6
,8

5
1

7
月

1
6
日

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日

－106－



竜
丘

公
民

館
の

事
業

報
告

№
3

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

対
象

数
開

催
期

日

竜
丘

小
、

竜
丘

公
民

館

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

ワ
ン

ふ
ら

も
定

着
し

て
き

て
お

り
３

回
返

し
（
正

規
ル

ー
ル

）
で

実
施

し
て

も
良

い
と

思
う

。
予

選
会

の
人

集
め

が
大

変
だ

っ
た

等
の

声
が

あ
げ

ら
れ

て
お

り
、

時
期

の
変

更
に

よ
り

人
が

集
め

や
す

く
な

る
の

か
の

検
討

を
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

竜
丘

地
区

で
音

楽
・
文

化
活

動
を

す
る

団
体

の
重

要
な

発
表

の
場

と
な

っ
て

い
る

。
出

演
団

体
は

昨
年

と
同

数
の

1
5
団

体
。

運
営

に
お

い
て

は
、

マ
イ

ク
の

調
整

や
、

運
営

ス
タ

ッ
フ

の
待

機
中

の
会

話
な

ど
、

細
か

な
点

を
修

正
し

、
気

持
ち

よ
く
新

年
の

コ
ン

サ
ー

ト
を

楽
し

め
る

よ
う

に
、

企
画

運
営

を
し

て
い

き
た

い
。

6
,5

8
1

1
0
月

7
日

目 的

竜
丘

住
民

を
対

象
に

、
運

動
会

を
通

し
て

住
民

同
士

、
世

代
間

の
交

流
を

図
る

実 施 内 容

(1
) 

大
会

、
練

習
で

多
く
の

地
区

住
民

が
集

い
、

親
睦

、
交

流
を

図
る

機
会

と
す

る
。

(2
) 

誰
も

が
参

加
で

き
、

楽
し

め
る

よ
う

種
目

内
容

を
工

夫
す

る
。

(3
) 

大
会

運
営

を
ス

ム
ー

ズ
に

行
い

、
時

間
ど

お
り

の
進

行
に

努
め

る
。

(4
)

分
館

対
抗

の
競

技
性

も
大

事
だ

が
、

親
睦

交
流

の
場

で
あ

る
こ

と
を

意
識

し
て

企
画

運
営

を
行

う
。

・
昨

年
度

、
地

域
人

教
育

の
一

環
で

高
校

生
が

提
案

し
た

住
民

の
交

流
を

目
的

と
し

た
種

目
を

、
実

行
委

員
会

で
引

き
継

ぎ
実

施
し

た
。

（
今

年
度

の
高

校
生

は
、

賞
品

づ
く
り

で
関

わ
っ

た
）

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

多
く
の

方
が

参
加

し
楽

し
め

る
よ

う
大

玉
送

り
を

取
り

入
れ

、
孫

へ
の

み
や

げ
と

い
い

も
の

み
～

つ
け

た
を

合
体

さ
せ

お
宝

さ
が

し
を

企
画

し
た

。
来

年
も

引
き

続
き

、
地

域
の

皆
さ

ん
が

参
加

で
き

、
楽

し
め

る
運

動
会

と
し

た
い

。
調

整
に

難
航

し
ギ

リ
ギ

リ
に

な
っ

て
し

ま
っ

た
が

な
ん

と
か

屋
台

も
出

す
こ

と
が

で
き

た
。

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

屋
台

を
掲

載
す

る
、

聖
火

リ
レ

ー
の

花
火

を
お

宮
で

あ
げ

る
な

ど
今

年
の

反
省

を
来

年
に

活
か

し
て

い
き

た
い

。
中

学
生

も
よ

く
頑

張
っ

て
く
れ

た
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

竜
丘

市
民

運
動

会
地

区
費

継
続

1
9
0
0

9
0
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

8
3

1
月

1
3
日

竜
丘

公
民

館

目 的

成
人

を
対

象
に

成
人

自
身

が
、

社
会

的
自

覚
と

地
域

に
対

す
る

理
解

と
愛

着
を

も
て

る
よ

う
な

交
流

の
場

に
す

る
。

実 施 内 容

（
1
）
地

域
を

担
う

若
者

た
ち

の
た

め
へ

の
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
、

地
域

団
体

に
よ

る
太

鼓
演

奏
、

料
理

、
花

火
な

ど
、

地
域

を
地

域
を

あ
げ

て
新

成
人

を
祝

福
し

激
励

す
る

。
（
2
）
新

成
人

自
身

が
社

会
的

自
覚

を
持

ち
、

ま
た

地
域

に
対

す
る

理
解

と
愛

着
を

持
て

る
交

流
の

場
、

懇
談

の
場

と
す

る
。

（
3
）
実

行
委

員
会

を
組

織
し

、
新

成
人

自
ら

企
画

運
営

に
携

わ
り

、
成

人
式

を
通

じ
て

、
地

域
を

知
り

、
地

域
へ

参
画

す
る

第
一

歩
と

な
る

こ
と

を
期

待
し

て
行

う
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

記
念

写
真

前
列

は
振

袖
が

映
え

る
よ

う
女

の
子

と
し

、
1
人

1
人

が
よ

り
大

き
く
映

れ
る

よ
う

大
人

は
入

ら
な

い
よ

う
に

し
た

が
、

好
評

で
あ

っ
た

。
祝

賀
会

の
時

間
を

1
0
5
分

か
ら

9
0
分

に
短

縮
し

た
が

、
花

火
の

時
間

に
ま

だ
日

が
落

ち
て

お
ら

ず
ク

ラ
ス

ご
と

の
写

真
を

撮
る

な
ど

し
て

調
整

し
た

。
来

年
は

成
人

式
の

開
始

時
間

を
3
0
分

遅
ら

せ
る

等
の

変
更

を
し

た
い

。
成

人
年

齢
が

1
8

歳
に

引
き

下
げ

ら
れ

る
こ

と
に

伴
い

開
催

時
期

等
の

検
討

が
必

要
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

竜
丘

地
区

成
人

式
市

・
地

継
続

1
1
5
4

1
5
4

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

6
,8

5
1

5
月

2
0
日

竜
丘

小
学

校
校

庭

目 的

竜
丘

住
民

を
対

象
に

、
ス

ポ
ー

ツ
を

通
し

て
健

康
維

持
と

住
民

の
交

流
を

図
る

実 施 内 容

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
て

、
地

域
住

民
の

親
睦

交
流

と
、

健
康

の
維

持
増

進
を

図
り

、
活

力
あ

る
地

域
づ

く
り

に
つ

な
げ

る
。

今
年

は
、

昨
年

に
引

き
続

き
ク

ッ
ブ

を
採

用
。

コ
ー

ト
も

2
面

か
ら

4
面

に
増

や
し

て
実

施
し

、
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

の
推

進
を

図
っ

た
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
て

地
区

の
皆

さ
ん

が
交

流
で

き
た

。
こ

う
い

っ
た

場
は

と
て

も
大

切
だ

思
う

。
暑

さ
対

策
や

い
つ

も
来

な
い

方
も

参
加

で
き

る
工

夫
を

し
て

い
き

た
い

。
引

き
続

き
分

館
の

皆
さ

ん
に

ご
理

解
・
ご

協
力

を
い

た
だ

き
な

が
ら

地
域

の
輪

が
広

が
る

機
会

と
し

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

夏
季

ス
ポ

ー
ツ

大
会

地
区

費
継

続
1

1
5
0

1
5
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

6
,8

5
1

1
月

2
0
日

竜
丘

公
民

館

目 的

竜
丘

住
民

を
対

象
に

、
大

人
か

ら
子

ど
も

ま
で

が
、

音
楽

を
ベ

ー
ス

に
し

た
交

流
の

場
と

し
、

芸
術

振
興

を
は

か
る

。

実 施 内 容

(1
) 
大

人
か

ら
子

ど
も

ま
で

楽
し

め
る

身
近

な
催

し
と

し
て

計
画

す
る

。
(2

) 
音

楽
を

ベ
ー

ス
に

し
た

新
年

の
交

流
の

場
と

す
る

。
(3

) 
竜

丘
在

住
の

メ
ン

バ
ー

を
中

心
と

し
た

音
楽

グ
ル

ー
プ

に
呼

び
か

け
る

。
評 価

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

ニ
ュ

ー
イ

ヤ
ー

コ
ン

サ
ー

ト
地

区
費

継
続

1
5
0
0

5
0
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

冬
季

ス
ポ

ー
ツ

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
地

区
費

実 施 内 容

1
8
0

1
8
0

6
,8

5
1

1
2
月

9
日

体 育 事 業

目 的

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

継
続

竜
丘

住
民

を
対

象
に

、
ス

ポ
ー

ツ
を

通
し

て
健

康
維

持
と

住
民

の
交

流
を

図
る

1

事
業

名
予

算
区

分
開

催
会

場
1
回

参
加

・
登

録
数

多
く
の

方
に

気
軽

に
参

加
し

て
も

ら
え

る
よ

う
複

数
の

種
目

を
取

り
入

れ
、

子
ど

も
か

ら
大

人
ま

で
ス

ポ
ー

ツ
を

通
し

て
交

流
を

深
め

る
。

 ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
を

取
り

入
れ

る
。

ワ
ン

バ
ウ

ン
ド

ふ
ら

ば
ー

る
バ

レ
ー

、
囲

碁
ボ

ー
ル

、
ス

ポ
ー

ツ
吹

き
矢

評 価
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竜
丘

公
民

館
の

事
業

報
告

№
4

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

８
月

２
7
日

を
統

一
行

動
日

と
し

て
Ｐ

Ｔ
Ａ

の
協

力
の

も
と

地
域

全
体

で
あ

い
さ

つ
運

動
を

展
開

し
た

。
こ

れ
に

合
わ

せ
小

学
校

の
全

校
朝

会
で

も
あ

い
さ

つ
に

つ
い

て
の

話
を

し
て

い
た

だ
き

、
小

学
校

と
連

携
し

て
あ

い
さ

つ
の

大
切

さ
に

つ
い

て
深

め
る

機
会

と
し

た
。

地
域

内
で

は
不

審
者

情
報

が
出

た
こ

と
も

あ
る

こ
と

か
ら

、
取

り
組

み
を

通
じ

て
、

安
心

安
全

、
見

守
り

の
気

運
を

高
め

て
い

き
た

い
。

6
,8

5
1

8
月

2
7
日

ほ
か

竜
丘

地
区

自
然

体
験

を
し

な
が

ら
、

子
ど

も
の

た
く
ま

し
さ

を
育

む

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

昨
年

度
ま

で
は

、
水

辺
の

楽
校

交
流

イ
ベ

ン
ト

と
し

て
開

催
し

て
い

た
も

の
を

、
目

的
か

ら
見

直
し

て
開

催
。

4
0
0
匹

の
マ

ス
と

目
玉

と
な

る
信

州
サ

ー
モ

ン
3
匹

を
放

流
し

つ
か

み
取

り
を

行
っ

た
。

例
年

よ
り

、
多

く
の

子
が

参
加

し
楽

し
ん

で
く
れ

た
。

ま
た

役
員

の
負

担
も

軽
減

さ
れ

た
。

水
辺

の
楽

校
の

活
用

と
い

う
課

題
は

残
っ

て
い

る
が

、
子

ど
も

達
に

と
っ

て
は

良
か

っ
た

と
思

う
。

足
を

け
が

さ
れ

た
方

が
１

名
い

る
の

で
事

前
に

川
の

ゴ
ミ

等
入

念
に

確
認

し
た

い
。

6
,8

5
1

通
年

竜
丘

公
民

館
他

数
量

的
成

果
（
項

目
名

と
数

値
）

民
俗

資
料

の
保

存
に

意
味

が
あ

る
と

思
う

人
の

割
合

　
8
0
％

（
1
6
人

中
1
3
人

）
　

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

市
民

大
学

講
座

の
一

つ
に

位
置

付
け

、
収

蔵
品

の
中

で
使

え
る

も
の

を
使

っ
て

み
た

り
、

有
識

者
の

観
点

か
ら

貴
重

な
も

の
を

選
別

し
て

い
た

だ
い

た
。

参
加

者
へ

は
ア

ン
ケ

ー
ト

を
と

り
、

資
料

館
の

整
理

の
必

要
性

や
小

学
生

へ
の

体
験

活
動

に
生

か
し

て
い

っ
て

は
な

ど
の

声
が

寄
せ

ら
れ

今
後

の
取

り
組

み
の

方
向

性
を

考
え

る
き

っ
か

け
に

な
っ

た
。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

竜
丘

古
墳

の
会

を
は

じ
め

各
種

団
体

の
協

力
で

古
代

の
生

活
の

一
部

や
そ

の
魅

力
に

つ
い

て
伝

え
ら

れ
た

。
例

年
の

こ
と

で
は

あ
る

が
野

焼
き

で
破

損
し

て
し

ま
う

埴
輪

が
出

て
し

ま
い

、
悲

し
く

て
帰

っ
て

し
ま

う
子

ど
も

が
い

た
。

な
ん

と
か

そ
の

よ
う

な
子

が
出

な
い

よ
う

に
し

っ
か

り
検

討
を

し
た

い
。

子
ど

も
が

主
で

は
あ

る
が

大
人

の
参

加
希

望
も

あ
る

よ
う

な
の

で
大

人
向

け
の

企
画

も
考

え
た

い
。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

・
多

く
の

方
に

読
ん

で
い

た
だ

け
る

よ
う

カ
ラ

ー
刷

り
に

変
更

し
た

。
・
公

民
館

活
動

や
地

域
の

取
り

組
み

な
ど

を
で

き
る

限
り

タ
イ

ム
リ

ー
に

提
供

で
き

る
よ

う
努

め
た

。
・
今

年
の

連
載

は
地

域
資

源
の

掘
り

起
こ

し
と

し
て

、
児

童
自

由
画

を
掲

載
。

目 的

竜
丘

住
民

を
対

象
に

、
地

域
と

学
校

が
連

携
し

、
あ

い
さ

つ
運

動
を

通
し

て
住

民
の

交
流

を
図

る

実 施 内 容

標
語

募
集

・
選

定
、

の
ぼ

り
旗

作
成

、
あ

い
さ

つ
運

動
月

間
の

周
知

、
各

分
館

で
あ

い
さ

つ
運

動
現

地
指

導
(1

) 
あ

い
さ

つ
の

大
切

さ
を

見
な

お
す

機
会

と
す

る
(2

) 
大

人
と

子
ど

も
が

あ
い

さ
つ

を
通

し
て

安
心

安
全

な
地

域
づ

く
り

を
行

う
(3

) 
で

き
る

だ
け

多
く
の

団
体

と
連

携
し

て
実

施
す

る
(4

)小
学

校
の

あ
い

さ
つ

旬
間

と
連

動
さ

せ
る

。

評 価

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

竜
丘

あ
い

さ
つ

運
動

地
区

費
継

続
6

2
0
0

2
0
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

竜
丘

地
区

を
対

象
に

、
民

俗
資

料
の

保
存

活
動

の
推

進
を

図
る

実 施 内 容

竜
丘

独
自

の
委

員
会

で
あ

る
民

俗
資

料
保

存
委

員
会

が
中

心
と

な
り

、
地

域
の

民
俗

資
料

の
収

集
、

整
理

、
保

存
に

あ
た

る
。

地
域

の
有

形
・
無

形
の

民
俗

資
料

を
後

世
に

伝
え

る
た

め
の

収
集

・
保

存
活

動
を

行
う

と
と

も
に

、
そ

れ
ら

を
広

く
公

開
し

て
い

く
。

・
 民

俗
資

料
館

の
維

持
管

理
及

び
資

料
館

の
今

後
に

つ
い

て
の

検
討

・
 収

蔵
品

の
虫

干
し

・
 竜

丘
自

由
画

保
存

顕
彰

委
員

会
へ

の
参

画

評 価

対
象

数
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

開
催

期
日

開
催

会
場

民 俗 資 料 保 存

民
俗

資
料

保
存

事
業

地
区

費
継

続
3

1
5
0

1
5
0

事
業

名
1
回

参
加

・
登

録
数

2
,2

0
0

通
年

竜
丘

公
民

館

目 的

竜
丘

住
民

を
対

象
に

、
情

報
の

提
供

と
記

録
を

目
的

と
す

る
。

実 施 内 容

紙
面

を
通

じ
て

、
地

域
の

現
況

を
伝

達
す

る
と

と
も

に
、

記
録

と
し

て
の

役
割

を
果

た
す

。
ま

た
、

地
域

課
題

・
生

活
課

題
に

つ
い

て
問

題
提

起
を

行
う

。
・
読

み
や

す
く
親

し
ま

れ
る

館
報

づ
く
り

・
館

報
「
た

つ
お

か
」
3
4
4
号

～
3
4
8
号

の
発

行
・
竜

丘
地

域
自

治
会

の
Ｈ

Ｐ
を

活
用

し
た

広
報

活
動

を
推

進

評 価

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

広 報 事 業

館
報

た
つ

お
か

発
行

地
区

費
継

続
5

1
1
,0

0
0

2
,2

0
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

6
,8

5
1

6
月

1
0
日

塚
原

二
子

塚
古

墳
他

目 的

竜
丘

地
区

を
対

象
に

、
古

墳
に

つ
い

て
の

知
識

の
習

得
と

保
存

活
動

の
機

運
を

高
め

る

実 施 内 容

竜
丘

の
誇

る
文

化
遺

産
を

会
場

に
、

竜
丘

全
体

の
ま

つ
り

と
し

て
位

置
づ

け
て

い
る

。
学

び
と

交
流

を
通

し
て

、
古

墳
を

広
く

知
っ

て
も

ら
い

今
後

の
有

効
活

用
、

保
存

活
動

に
繋

げ
て

い
く
。

小
学

生
が

作
っ

た
埴

輪
の

野
焼

き
、

勾
玉

作
り

、
火

お
こ

し
体

験
、

教
育

委
員

会
に

よ
る

展
示

、
古

代
食

コ
ー

ナ
ー

、
埴

輪
作

り
体

験
、

富
本

銭
作

り
、

古
墳

巡
り

、
花

の
植

え
付

け
等

。

評 価

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

古
墳

ま
つ

り
地

区
費

継
続

1
2
0
0

2
0
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

久
米

川

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

8
6

8
6

育 成 事 業

継
続

1

目 的川
で

遊
ぼ

う
地

区
費

実 施 内 容

企
画

委
員

会
、

Ｐ
Ｔ

Ａ
と

共
催

事
業

。
今

の
子

ど
も

達
は

、
昔

と
比

べ
過

保
護

な
環

境
下

に
あ

る
。

何
を

や
る

に
し

て
も

周
り

の
大

人
が

環
境

を
整

え
る

傾
向

が
あ

る
。

そ
こ

で
今

回
は

、
あ

り
の

ま
ま

の
自

然
環

境
の

中
で

、
あ

き
ら

め
ず

に
頑

張
っ

た
り

、
工

夫
し

た
り

し
な

が
ら

魚
を

捕
ま

え
る

経
験

を
通

し
て

、
子

ど
も

が
本

来
持

っ
て

い
る

本
能

的
な

も
の

を
呼

び
覚

ま
し

、
た

く
ま

し
さ

を
育

む
こ

と
を

ね
ら

う
。

評 価

3
8
6

8
月

2
6
日

－108－



竜
丘

公
民

館
の

事
業

報
告

№
5

区
分

区
分

区
分

区
分

6
,5

8
1

実
施

内
容

参
照

竜
丘

公
民

館
他

目 的

竜
丘

住
民

を
対

象
に

、
自

由
画

に
つ

い
て

の
理

解
を

深
め

、
地

域
に

誇
り

を
て

い
る

よ
う

意
識

の
向

上
を

図
る

実 施 内 容

小
学

校
と

連
携

し
、

竜
丘

に
現

存
し

て
い

る
自

由
画

の
保

存
と

、
そ

の
活

用
方

法
の

研
究

、
地

域
住

民
へ

の
理

解
を

深
め

て
も

ら
う

た
め

の
活

動
を

行
う

。
併

せ
て

自
由

画
の

背
景

に
あ

る
自

由
教

育
の

研
究

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
・
先

生
と

丘
の

子
サ

ポ
ー

タ
ー

の
交

流
会

に
て

「
1
0
0
周

年
を

迎
え

る
竜

丘
自

由
画

教
育

」
を

講
演

・
竜

丘
小

に
パ

ネ
ル

展
示

コ
ー

ナ
ー

設
置

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

こ
れ

ま
で

い
た

だ
い

て
い

た
寄

付
を

活
用

し
、

竜
丘

小
学

校
玄

関
に

展
示

ス
ペ

ー
ス

を
作

成
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

2
0
1
9
年

は
竜

丘
小

で
開

催
さ

れ
た

第
2
回

全
国

自
由

画
展

覧
会

か
ら

1
0
0
周

年
。

美
博

と
連

携
し

、
自

由
教

育
・
自

由
画

の
顕

彰
に

努
め

る
。

館
報

た
つ

お
か

へ
、

広
報

委
員

会
の

協
力

を
得

て
、

毎
号

自
由

画
の

紹
介

を
す

る
こ

と
が

出
来

た
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

竜
丘

児
童

自
由

画
保

存
顕

彰
委

員
会

地
区

費
継

続
3

7
5

7
5

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

6
,5

8
1

実
施

内
容

参
照

竜
丘

地
区

他

目 的

竜
丘

地
区

を
対

象
に

、
古

墳
に

つ
い

て
の

知
識

の
習

得
と

保
存

活
動

の
機

運
を

高
め

る

実 施 内 容

【
学

習
部

会
】

5
/
1
1
（
金

）
丘

の
み

ち
し

る
べ

探
索

、
6
/
1
0
（
日

）
ク

イ
ズ

ラ
リ

ー
、

1
0
/
2
1
（
土

）
古

墳
め

ぐ
り

【
古

墳
公

園
推

進
部

会
】

花
法

師
の

会
、

カ
タ

バ
ミ

の
会

活
動

、
4
/
3
0
・
5
/
8
埴

輪
づ

く
り

指
導

、
文

化
祭

ト
ン

ボ
玉

づ
く
り

、
除

草
作

業
3
回

【
調

査
広

報
部

会
】

各
種

団
体

の
視

察
受

け
入

れ
（
竜

丘
小

丘
の

み
ち

し
る

べ
探

索
、

緑
ヶ

丘
中

１
年

、
宮

下
衆

議
院

議
員

、
東

京
都

港
区

古
代

史
研

究
会

、
竜

丘
歩

こ
う

会
ほ

か
）

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

古
墳

ま
つ

り
で

は
、

小
学

生
を

対
象

に
恒

例
と

な
っ

た
塚

原
古

墳
群

の
ク

イ
ズ

ラ
リ

ー
を

開
催

。
多

く
の

子
ど

も
が

話
に

耳
を

傾
け

て
く
れ

た
。

古
墳

に
親

し
み

、
少

し
で

も
古

墳
の

こ
と

を
知

っ
て

も
ら

え
る

機
会

と
な

っ
た

。
全

体
整

備
３

回
、

請
負

整
備

2
0
0
時

間
投

入
し

て
、

い
つ

も
き

れ
い

な
古

墳
を

維
持

で
き

た
。

花
法

師
の

会
の

皆
さ

ん
に

よ
り

、
サ

ル
ビ

ア
お

よ
び

ジ
ニ

ア
の

植
栽

が
出

来
た

。
見

学
受

け
入

れ
に

あ
た

っ
て

は
、

古
墳

の
会

役
員

だ
け

で
な

く
、

案
内

者
の

養
成

が
必

要
で

あ
り

、
見

学
会

を
実

施
し

た
が

Ｊ
Ａ

祭
と

日
程

が
重

な
り

参
加

者
は

少
な

か
っ

た
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

竜
丘

古
墳

の
会

地
区

費
継

続
2
0

2
5
0

2
5
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

竜
丘

地
区

他

目 的

高
校

生
及

び
地

域
住

民
を

対
象

に
、

よ
り

豊
か

な
生

活
、

よ
り

良
い

地
域

に
向

け
て

、
共

に
学

び
育

つ
機

会
と

す
る

。

実 施 内 容

飯
田

Ｏ
ＩＤ

Ｅ
長

姫
高

校
商

業
科

「
地

域
人

教
育

」
実

施
（
高

校
・
松

本
大

学
・
市

の
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
協

定
に

よ
る

）
活

動
時

間
：
毎

週
金

曜
日

1
3
：
3
0
～

1
5
：
2
0

内
容

：
鵞

流
峡

整
備

、
、

ﾗ
ｲ
ﾄ
ｱ

ｯ
ﾌ
ﾟｲ

ﾍ
ﾞﾝ

ﾄ
へ

の
参

画
、

運
動

会
種

目
へ

の
賞

品
づ

く
り

と
配

布

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

竜
丘

地
区

と
し

て
は

3
年

目
の

取
り

組
み

。
高

校
生

の
生

き
る

力
を

育
む

と
共

に
、

人
材

サ
イ

ク
ル

構
築

の
一

環
と

し
て

取
り

組
ま

れ
て

い
る

。
地

域
に

と
っ

て
も

高
校

生
に

と
っ

て
も

よ
り

豊
か

な
暮

ら
し

に
つ

な
が

る
機

会
と

し
た

い
。

開
催

会
場

そ の 他

地
域

人
教

育
市

・
地

継
続

3
3

2
6
4

8
6
,8

5
1

実
施

内
容

参
照

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日

竜
丘

小
学

校
他

目 的

小
学

生
を

対
象

に
、

放
課

後
の

居
場

所
作

り
と

、
体

験
活

動
の

充
実

を
図

る

実 施 内 容

地
域

の
人

材
、

資
源

を
活

か
し

た
さ

ま
ざ

ま
な

ス
ポ

ー
ツ

活
動

、
文

化
活

動
、

体
験

活
動

を
取

り
入

れ
な

が
ら

、
児

童
が

楽
し

く
遊

び
、

学
び

、
触

れ
合

う
こ

と
を

通
し

て
、

自
主

性
や

社
会

性
、

創
造

性
を

育
む

。
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

子
供

た
ち

の
社

会
性

や
想

像
力

を
育

て
る

点
で

、
重

要
な

事
業

で
あ

る
。

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ス
ク

ー
ル

の
一

環
と

し
て

、
子

ど
も

の
育

ち
と

地
域

の
関

わ
り

を
大

切
に

し
て

、
メ

ニ
ュ

ー
の

工
夫

や
新

た
な

ス
タ

ッ
フ

募
集

な
ど

、
充

実
さ

せ
て

い
く
。

開
催

会
場

そ の 他

放
課

後
子

ど
も

教
室

市
・
地

継
続

3
4

1
,5

0
0

5
5

3
8
6

毎
週

水
曜

日

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日

－109－



川
路
公
民
館
の
事
業
報
告

№
1

区
分

区
分

区
分

区
分

3
月
2
4
日

か
わ
ら
ん
べ

目 的

川
路
地
区
内
の
小
中
学
生

を
対
象
に
、
正
し
い
食
事
と

走
り
方
を
身
に
付
け
る
こ
と

を
目
的
と
す
る

実 施 内 容

主
催
：
川
路
Ａ
Ｃ

共
催
：
川
路
公
民
館

協
力
：
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
（
教
育
育
成
委
員
会
）
、
ト
ー
ヨ
ー
、
す
き
っ
ぷ
接
骨
院

講
師
：
平
塚
潤
（
元
城
西
大
学
駅
伝
部
監
督
）

　
　
　
　
吉
田
千
穂
（
管
理
栄
養
士
）

評 価

【
総
括
と
今
後
の
方
向
付
け
】

未
実
施
（
３
月
２
４
日
開
催
予
定
）

1

事
業
名

予
算
区
分
事
業
区
分
開
催
回
数

市
・
地

開
催
期
日

開
催
会
場

【
総
括
と
今
後
の
方
向
付
け
】

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
主
活
動
と
し
て
い
る
が
、
会
員
が
楽
し
く
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
内
容
は
会
員

の
意
見
を
尊
重
し
て
そ
の
都
度
決
定
し
て
い
る
。
近
年
、
会
員
の
高
齢
化
に
よ
り
長
距
離
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
難
し
く
な
り
、
室
内
で
の
活
動
が
多
く
な
っ
て
き
た
。
今
後
も
運
動
と
交
流
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
内
容
を
検
討
し
て
い
く
。

の
べ
参
加
数

目 的

地
区
民
を
中
心
と
す
る
参

加
者
を
対
象
に
、
教
養
を

高
め
現
代
的
な
課
題
を
考

え
る
き
っ
か
け
作
り
及
び
川

路
地
区
住
民
の
地
域
へ
の

誇
り
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
す
る

実 施 内 容

学 級 ・ 講 座

第
６
６
回
天
龍
峡
夏
期
大
学

継
続

7
6

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

継
続

開
催
会
場

４
/
２
０
（
金
）
「
か
わ
ら
ん
べ
周
辺
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＋
総
会
」
５
/
１
８
（
金
）
「
電
車
で
お
出

か
け
（
鈴
岡
城
址
、
松
尾
城
址
）
」
６
/
１
５
（
金
）
「
囲
碁
ボ
ー
ル
」
７
/
２
０
（
金
）
「
健
康
体
操

講
師
：
斉
藤
た
せ
子
先
生
」
９
/
２
１
（
金
）
「
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
」
１
０
/
１
９
（
金
）
「
バ
ス
ハ
イ
ク

（
上
高
地
な
ど
）
」
１
１
/
１
６
（
金
）
「
山
本
地
区
を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
１
２
/
１
４
（
金
）
「
下
瀬
地

区
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
２
/
１
５
（
金
）
「
囲
碁
ボ
ー
ル
」
３
/
８
（
金
）
「
か
わ
ら
ん
べ
周
辺
を

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＋
総
会
」

評 価

事
業
名

【
総
括
と
今
後
の
方
向
付
け
】

昭
和
２
８
年
か
ら
始
ま
り
、
今
年
で
６
６
回
目
を
迎
え
る
川
路
の
伝
統
行
事
。
地
域
の
課
題
に
即

し
た
テ
ー
マ
を
公
民
館
文
化
部
で
考
え
て
講
師
を
選
定
。
今
年
は
「
文
化
・
地
域
づ
く
り
」
「
人

権
・
ス
ポ
ー
ツ
」
「
人
権
・
教
育
」
「
防
災
」
の
テ
ー
マ
で
４
人
の
講
師
に
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

市
公
民
館
で
開
催
す
る
市
民
大
学
講
座
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
、
夏
期
大
学
の
講
師
は
地

域
外
の
方
を
招
く
の
が
慣
例
で
あ
っ
た
が
、
今
年
初
め
て
三
穂
出
身
で
高
森
町
在
住
の
熊
谷

さ
ん
を
講
師
と
し
て
お
願
い
し
た
。

第
３
講
は
他
団
体
と
共
催
に
し
た
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
方
に
来
場
い
た
だ
け
た
。
今
後
も
、
公
民

館
単
独
で
開
催
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
や
各
種
団
体
と
連
携
で
き
る
と
こ
ろ
は

連
携
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
講
師
の
選
定
に
つ
い
て
、
任
期
２
年
の
文
化
部
内
だ
け
で
検
討
す
る
の
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
。
夏
期
大
学
の
継
続
実
施
に
向
け
て
、
有
識
者
を
交
え
た
実
行
委
員
会
体
制
へ
の
移
行

を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
運
営
体
制
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

4
3
0
4

実
施
内
容
参
照

川
路
公
民
館

主
催
：
飯
田
市
公
民
館
　
主
管
：
川
路
公
民
館

各
界
の
著
名
人
・
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
を
講
師
と
し
て
招
き
、
講
座
形
式
で
開

催
。
７
/
２
０
（
金
）
「
文
化
が
ふ
る
さ
と
を
つ
く
る
」
小
島
多
恵
子
先
生
（
サ
ン
ト
リ
ー
文
化
財
団
上

席
研
究
員
）

７
/
２
３
（
月
）
「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
夢
見
て
」
熊
谷
昌
治
先
生
（
平
昌
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表
）

７
/
２
６
（
木
）
「
優
し
さ
と
勇
気
の
育
て
方
～
夜
回
り
先
生
、
命
の
授
業
～
」
水
谷
修
先
生

（
水
谷
青
少
年
問
題
研
究
所
所
長
）

７
/
３
１
（
火
）
「
防
災
減
災
の
た
め
の
心
の
科
学
～
リ
ス
ク
社
会
を
い
か
に
生
き
る
か
～
」

菊
池
聡
先
生
（
信
州
大
学
人
文
学
部
教
授
・
信
州
大
学
防
災
減
災
セ
ン
タ
ー
長
）

※
７
月
２
６
日
は
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
飯
田
市
推
進
委
員
会
と
共
催

評 価

学 級 ・ 講 座

1
,9
9
2

予
算
区
分
事
業
区
分
開
催
回
数

の
べ
参
加
数

対
象
数

の
べ
参
加
数

2
0

学 級 ・ 講 座

1
回
参
加
・
登
録
数

1
5
0

事
業
区
分

地
区
内
の
中
高
年
を
対
象

に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
は
じ

め
と
す
る
各
種
活
動
を
通
し

て
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
学

習
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

市
・
地

開
催
会
場

川
路
公
民
館
ほ
か

事
業
区
分

開
催
期
日

実
施
内
容
参
照

講
師
：
塩
澤
敏
子
先
生
（
保
育
士
）

主
任
児
童
委
員
さ
ん
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

４
/
１
７
（
火
）
「
図
書
館
探
検
・
な
か
よ
し
ゲ
ー
ム
」
、
５
/
１
５
（
火
）
「
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う
・

手
形
足
型
を
と
ろ
う
」
、
６
/
２
１
（
木
）
「
消
防
署
に
お
出
か
け
し
よ
う
」
、
７
/
２
３
（
月
）
「
簡
単

な
お
や
つ
を
作
ろ
う
」
、
８
/
２
８
（
火
）
「
お
は
な
し
会
」
、
９
/
１
８
（
火
）
「
ハ
ン
ド
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン

グ
で
絵
を
描
こ
う
」
、
１
０
/
２
２
（
月
）
「
お
散
歩
バ
ッ
グ
を
作
ろ
う
」
、
１
１
/
２
０
（
火
）
「
か
わ
ら

ん
べ
に
お
散
歩
に
行
こ
う
」
、
１
２
/
１
０
（
月
）
「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
、
１
/
１
５
（
火
）
「
わ
た
ち
ゃ

ん
の
獅
子
舞
を
見
よ
う
（
保
育
園
と
合
同
）
」
、
２
/
２
７
（
水
）
「
み
ん
な
で
遊
ぼ
う
・
手
形
足

型
を
と
ろ
う
」
、
３
/
１
８
（
月
）
「
文
集
作
り
」

【
総
括
と
今
後
の
方
向
付
け
】

同
世
代
の
子
ど
も
、
親
が
集
い
交
流
が
で
き
て
い
る
。
新
米
マ
マ
と
先
輩
マ
マ
が
子
育
て
に
関

す
る
情
報
を
交
換
し
た
り
、
マ
マ
た
ち
が
公
民
館
主
事
や
主
任
児
童
委
員
か
ら
地
域
に
関
す
る

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

ま
た
、
嫁
い
で
き
た
お
母
さ
ん
の
地
域
デ
ビ
ュ
ー
の
場
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
、
お
母
さ
ん
同
士

の
繋
が
り
が
で
き
る
よ
う
な
組
み
立
て
も
考
え
て
い
き
た
い
。

来
年
度
は
保
育
園
、
三
穂
公
民
館
と
の
交
流
を
増
や
す
予
定
。

事
業
名

対
象
数

実 施 内 容

市
・
地

予
算
区
分

評 価

開
催
回
数

1
5

の
べ
参
加
数

1
9

1
,9
9
2

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的 さ
わ
や
か
健
康
教
室

目 的

開
催
回
数

実 施 内 容

食
育
・
走
り
方
講
座

継
続

開
催
期
日

8
0

乳
幼
児
学
級
「
す
く
す
く
学
級
」

市
・
地

事
業
名

予
算
区
分

継
続

未
就
園
児
の
い
る
家
庭
を

対
象
に
、
子
ど
も
の
社
会

参
加
促
進
と
、
親
の
育
児

不
安
を
和
ら
げ
る
こ
と
を
目

的
と
す
る

2
4
0

対
象
数

1
2

1
回
参
加
・
登
録
数

1
0

学 級 ・ 講 座

実
施
内
容
参
照

開
催
期
日

開
催
会
場

数
量
的
成
果

（
項
目
名
と
数
値
）
講
座
に
参
加
し
「
身
に
な
っ
た
」
と
答
え
た
人
の
割
合
：
９
８
％川
路
公
民
館
ほ
か
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川
路
公
民
館
の
事
業
報
告

№
2

区
分

区
分

区
分

区
分

目 的

川
路
地
区
住
民
を
対
象

に
、
今
地
域
で
課
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
意
見

を
交
換
し
、
課
題
の
共
有

化
を
図
る

実 施 内 容

主
催
：
川
路
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
　
主
管
：
川
路
公
民
館

テ
ー
マ
：
住
み
や
す
い
川
路
を
目
指
し
て

話
題
発
表
：
「
私
た
ち
の
知
ら
な
い
川
路
の
良
さ
悪
さ
」

【
教
育
】
川
路
小
学
校
長
　
髙
木
正
彦
さ
ん

【
若
者
】
８
区
　
原
勇
輝
さ
ん

【
転
入
者
】
２
区
　
山
田
正
樹
さ
ん
（
代
理
　
２
区
関
島
忠
夫
さ
ん
）

【
外
部
】
南
信
州
新
聞
社
記
者
　
河
原
俊
文
さ
ん

話
題
提
供
の
後
、
３
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
意
見
交
換
。

第
１
分
科
会
「
子
育
て
環
境
」
　
第
２
分
科
会
「
行
事
」
　
第
３
分
科
会
「
人
と
の
つ
な
が
り
」

2
月
3
日

開
催
会
場

1
回
参
加
・
登
録
数

評 価

学 級 ・ 講 座

第
３
０
回
川
路
の
明
日
を
考
え
る
研
究
集
会

市
・
地

継
続

川
路
公
民
館

対
象
数

1
,9
9
2

開
催
回
数

1
2
0

目 的

川
路
地
区
内
の
住
民
・
保

護
者
・
教
師
ら
が
一
堂
に

会
し
、
地
域
で
子
ど
も
を
育

て
る
環
境
づ
く
り
に
向
け
協

働
で
取
り
組
む

実 施 内 容

主
催
：
川
路
通
学
合
宿
実
行
委
員
会
（
小
学
校
、
公
民
館
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
）

期
間
：
６
月
６
日
～
９
日
　
３
泊
４
日

宿
泊
場
所
：
川
路
公
民
館

入
浴
場
所
：
コ
ス
モ
ス
の
湯
（
６
日
）
、
天
龍
峡
温
泉
交
流
館
（
７
日
、
８
日
）

対
象
：
川
路
小
５
・
６
年
生
の
希
望
者
　
２
６
名

ス
タ
ッ
フ
：
３
８
人

実
行
委
員
：
１
５
人
（
ス
タ
ッ
フ
と
の
重
複
あ
り
）

※
３
月
に
事
前
準
備
と
し
て
子
ど
も
料
理
教
室
を
開
催
予
定

開
催
期
日

学 級 ・ 講 座

川
路
通
学
合
宿

目 的

予
算
区
分

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

1
0

・
下
條
街
道
に
つ
い
て
の
調
査
、
文
化
祭
出
展
準
備

４
/
２
４
（
火
）
、
５
/
２
３
（
水
）
、
６
/
２
７
（
水
）
、
７
/
１
８
（
水
）
、
８
/
２
２
（
水
）
、
９
/
１
９
（
水
）
、

１
０
/
１
１
（
木
）

・
初
沢
断
層
に
つ
い
て

１
１
/
２
０
（
火
）
、
１
２
/
１
１
（
火
）
、
２
/
２
３
（
土
）
、
３
/
１
３
（
水
）

・
川
路
村
行
政
文
書
に
つ
い
て
（
講
師
：
飯
田
市
歴
史
研
究
所
研
究
員
　
羽
田
真
也
）

１
/
２
４
(木
）

事
業
区
分

1
2
0

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

川
路
公
民
館
ほ
か

の
べ
参
加
数

開
催
期
日

7
0

1
,9
9
2

予
算
区
分

川
路
公
民
館
ほ
か

開
催
回
数

1
2 1

市
・
地

評 価

【
総
括
と
今
後
の
方
向
付
け
】

３
年
前
よ
り
副
区
長
２
名
、
分
館
長
１
名
、
分
館
主
事
１
名
、
館
長
、
主
事
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た

「
研
究
集
会
検
討
会
」
で
こ
の
集
会
の
テ
ー
マ
・
内
容
を
検
討
し
て
い
る
。

校
長
先
生
の
発
表
の
中
で
、
川
路
は
受
け
身
の
子
が
多
く
自
己
肯
定
感
が
低
い
の
で
、
地
域
・

家
庭
の
中
で
子
ど
も
自
身
が
考
え
、
達
成
感
を
得
ら
れ
る
機
会
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
の
話
が

あ
っ
た
。
山
田
さ
ん
か
ら
は
行
事
が
多
く
あ
っ
た
お
か
げ
で
早
く
地
区
に
溶
け
込
む
こ
と
が
で
き

た
と
い
う
話
、
原
く
ん
か
ら
は
若
者
も
行
事
に
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
直
接
誘
っ
て
も
ら

わ
な
い
と
参
加
し
に
く
い
と
い
う
話
が
あ
っ
た
。

そ
れ
ら
の
発
表
を
受
け
分
科
会
で
は
、
子
ど
も
に
任
せ
ら
れ
る
こ
と
は
何
か
、
転
入
者
・
若
者
に

ど
ん
な
行
事
に
ど
う
や
っ
て
声
を
掛
け
れ
ば
い
い
か
な
ど
、
具
体
的
な
話
し
合
い
が
さ
れ
た
。
す

ぐ
に
実
施
で
き
そ
う
な
提
案
も
あ
っ
た
の
で
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
と
も
協
力
し
な
が
ら
具
体
化
に

向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
総
括
と
今
後
の
方
向
付
け
】

今
回
で
５
回
目
の
実
施
。
実
行
委
員
メ
ン
バ
ー
、
ス
タ
ッ
フ
メ
ン
バ
ー
が
変
わ
っ
て
い
く
中
で
、
関

係
者
同
士
の
思
い
を
共
有
す
る
の
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
特
に
保
護
者
と
の
連
携
が
難

し
く
な
っ
て
お
り
、
今
年
は
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
っ
た
。
次
年
度
は
思
い
を
共
有
す
る
機
会
を
大
切
に

し
、
地
域
・
家
庭
・
学
校
が
連
携
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

今
年
も
中
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
７
名
参
加
し
て
く
れ
た
。
（
１
年
生
３
人
、
２
年
生
３
人
、
３
年
生
１
人
）

部
活
や
勉
強
に
つ
い
て
小
学
生
と
情
報
交
換
を
し
た
り
、
料
理
の
作
り
方
を
教
え
て
く
れ
た
。
小

学
生
に
と
っ
て
良
い
お
手
本
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

実
施
に
あ
た
り
、
座
長
・
館
長
の
負
担
が
非
常
に
大
き
い
の
で
、
継
続
す
る
た
め
に
も
一
部
の

人
に
負
担
が
偏
ら
な
い
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
・
役
割
分
担
の
検
討
が
必
要
。

の
べ
参
加
数

評 価

【
総
括
と
今
後
の
方
向
付
け
】

昨
年
度
発
行
し
た
「
川
路
の
伝
説
・
言
い
伝
え
」
本
を
活
用
し
た
学
習
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ

た
。
（
６
区
い
き
い
き
教
室
で
読
み
合
わ
せ
を
行
っ
た
の
み
）
本
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
引
き

続
き
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
高
齢
化
が
進
み
、
メ
ン
バ
ー
の
減
少
が
進
ん
で
い
る
の
で
新
規
メ
ン
バ
ー
を
ど
う
増
や
し

て
い
く
か
、
今
ま
で
の
研
究
成
果
を
ど
う
活
用
・
保
存
し
て
い
く
か
が
課
題
。

6
月
6
日
～
9
日

7
0

開
催
会
場

実
施
内
容
参
照

1
2
0

1
0

予
算
区
分

1

継
続

事
業
区
分

市
・
地

事
業
区
分

3
3

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

歴
史
文
化
セ
ミ
ナ
ー

各
種
開
発
事
業
で
地
域
が

変
貌
す
る
中
、
後
世
に
残
し

て
い
く
べ
き
も
の
を
調
査
・

記
録
・
保
存
す
る

事
業
名

継
続

事
業
名

事
業
区
分
開
催
回
数

事
業
名

予
算
区
分

事
業
名実 施 内 容

学 級 ・ 講 座

対
象
数

開
催
期
日

対
象
数

開
催
会
場

開
催
期
日

評 価

1
回
参
加
・
登
録
数

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

歴
史
文
化
講
座

市
費

新
規

1

【
総
括
と
今
後
の
方
向
付
け
】

三
遠
南
信
道
天
龍
峡
ＩＣ
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
の
際
に
発
見
さ
れ
た
泥
の
地
層
が
き
っ
か
け

で
、
８
区
の
初
沢
断
層
が
動
い
て
天
竜
川
が
せ
き
止
め
ら
れ
、
川
路
の
ほ
と
ん
ど
が
湖
に
沈
ん

だ
こ
と
が
分
か
っ
た
と
い
う
報
告
が
あ
っ
た
。
た
だ
、
一
般
の
方
に
は
難
し
い
内
容
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

3
3

1
,9
9
2

2
月
2
3
日

川
路
公
民
館

目 的

川
路
地
区
住
民
を
対
象

に
、
地
域
の
歴
史
を
知
る
こ

と
を
目
的
と
す
る

実 施 内 容

歴
史
文
化
セ
ミ
ナ
ー
の
公
開
講
座
と
し
て
実
施
。

演
題
：
湖
に
沈
ん
だ
川
路

講
師
：
松
島
信
幸
（
地
学
博
士
）

　
　
　
　
今
村
公
人
（
歴
史
文
化
セ
ミ
ナ
ー
会
員
）
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川
路
公
民
館
の
事
業
報
告

№
3

区
分

区
分

区
分

小
学
校
、
公
民
館

目 的

川
路
地
区
住
民
を
対
象

に
、
身
近
な
場
所
で
一
流

の
音
楽
に
親
し
ん
で
も
ら

う
、
子
ど
も
た
ち
の
成
果
発

表
の
場
に
な
る
こ
と
を
目
的

と
す
る

実 施 内 容

昨
年
度
の
１
月
に
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
企
画
・
準
備
・
当
日
の
運
営
を
行
っ
た
。

実
行
委
員
長
：
今
村
智
司
（
川
路
公
民
館
長
）

副
実
行
委
員
長
：
新
井
真
（
文
化
部
長
）

実
行
委
員
：
公
民
館
文
化
部
、
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
天
龍
峡
バ
ン
ド
、
地
区
内
有
志
、
小
学
校

金
管
バ
ン
ド
担
当
教
諭
、
中
学
校
吹
奏
楽
部
担
当
教
諭

当
日
の
内
容

・
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
、
天
龍
峡
バ
ン
ド
合
同
で
の
歓
迎
演
奏
（
２
曲
）

・
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
歓
迎
演
奏
（
１
曲
）

・
名
古
屋
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
に
よ
る
金
管
五
重
奏

・
小
学
校
金
管
、
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
天
龍
峡
バ
ン
ド
、
名
フ
ィ
ル
全
員
で
演
奏
（
１
曲
）

・
会
場
み
ん
な
で
合
唱
（
１
曲
）

・
小
中
学
生
か
ら
名
フ
ィ
ル
奏
者
へ
の
質
問

・
名
フ
ィ
ル
奏
者
と
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
交
流
会

評 価

【
総
括
と
今
後
の
方
向
付
け
】

２
０
０
５
年
に
ア
フ
ィ
ニ
ス
夏
の
音
楽
祭
を
受
け
入
れ
て
以
来
、
１
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
。

前
回
を
知
っ
て
い
る
人
が
全
く
い
な
い
状
況
だ
っ
た
が
、
文
化
部
だ
け
で
な
く
、
地
区
内
の
音
楽

に
関
係
す
る
団
体
・
個
人
に
実
行
委
員
と
し
て
入
っ
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
当
日
は
ス

ム
ー
ズ
に
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
、
年
度
末
～
年
度
始
め
に
計
画
を
決
め
る
の
で
、

学
校
と
の
連
絡
調
整
が
難
し
か
っ
た
。

演
奏
終
了
後
の
質
問
タ
イ
ム
で
は
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
質
問
し
て
い
る
中
学
生
・
高
校
生
、
熱

心
に
耳
を
傾
け
る
小
学
生
の
様
子
が
あ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
プ
ロ
の
演
奏
家
と
交
流

で
き
た
こ
と
は
良
い
刺
激
に
な
っ
た
と
思
う
。

交
流
会
で
は
名
フ
ィ
ル
の
方
々
の
素
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
親
近
感
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
ク

ラ
ッ
シ
ク
音
楽
に
対
す
る
堅
い
イ
メ
ー
ジ
が
少
し
は
柔
ら
か
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

観
客
の
中
に
は
、
普
段
地
域
の
行
事
に
は
参
加
し
な
い
高
校
生
や
若
者
の
姿
も
あ
っ
た
。
ま

た
、
有
志
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
中
学
生
や
高
校
生
の
参
加
も
あ
っ
た
。
オ
ケ
友
公
演

は
今
年
度
限
り
の
事
業
で
は
あ
る
が
、
今
後
も
若
者
が
参
画
で
き
る
事
業
の
組
み
立
て
を
考
え

て
い
き
た
い
。

開
催
会
場

文 化 事 業

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
友
に
音
楽
祭
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
ＩＮ
川
路

他
会
計

新
規

1
3
4
5

3
4
5

1
,9
9
2

4
月
3
0
日

事
業
名

予
算
区
分
事
業
区
分
開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

川
路
公
民
館
ほ
か

開
催
会
場

目 的

川
路
在
住
、
出
身
の
若
者

を
対
象
に
、
地
域
内
で
の

つ
な
が
り
づ
く
り
を
目
的
と

す
る

実 施 内 容

事
業
名

対
象
数

開
催
期
日

1
,9
9
2

事
業
区
分
開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

有
志
に
よ
る
実
行
委
員
会
で
主
催
。
若
者
自
ら
が
企
画
実
施
す
る
の
で
は
な
く
、
４
０
代
・

５
０
代
の
先
輩
４
人
が
若
者
た
ち
の
た
め
に
企
画
実
施
。

実
行
委
員
長
：
今
村
正
美

実
行
委
員
：
長
谷
部
宗
宏
、
大
沢
い
ず
み
、
牧
内
弥
美

【
第
１
回
】

日
時
：
４
月
２
１
日
（
土
）
１
８
：
３
０
～
２
０
：
３
０

場
所
：
川
路
公
民
館

内
容
：
席
決
め
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
し
り
と
り
自
己
紹
介
、
交
流
会

参
加
者
：
２
１
名
（
う
ち
、
若
者
１
５
名
）

【
第
２
回
】

日
時
：
８
月
１
２
日
（
日
）
１
７
：
３
０
～
２
１
：
０
０

場
所
：
川
路
公
民
館
、
か
ぶ
ち
ゃ
ん
カ
フ
ェ
テ
リ
ア

内
容
：
ト
ー
ク
会
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

参
加
者
：
３
０
名
（
う
ち
、
若
者
２
４
名
）

評 価

学 級 ・ 講 座

若
者
講
座

地
区
費

新
規

1

事
業
区
分
開
催
回
数

学 級 ・ 講 座

川
路
小
学
校
と
共
催
。
学
校
の
授
業
時
間
に
実
施
。

テ
ー
マ
：
障
が
い
者
の
人
権
に
つ
い
て

内
容
：
講
演
、
車
イ
ス
バ
ス
ケ
ッ
ト
体
験

講
師
：
前
田
大
介
（
長
野
県
パ
ラ
水
泳
協
会
会
長
）

参
加
者
：
小
学
生
（
１
～
６
年
）
小
学
校
の
先
生
（
全
員
）
地
域
の
方

1
1
0

1
1
0

継
続

【
総
括
と
今
後
の
方
向
付
け
】

昨
年
度
の
川
路
の
明
日
を
考
え
る
研
究
集
会
で
、
２
０
代
の
若
者
か
ら
若
者
が
集
ま
れ
る
場
、

機
会
が
欲
し
い
と
の
要
望
を
受
け
た
の
が
き
っ
か
け
で
実
施
。
４
０
代
、
５
０
代
の
方
４
名
が
中

心
と
な
っ
て
計
画
。
２
回
目
の
実
施
の
際
に
は
１
回
目
に
参
加
し
た
若
者
２
人
と
実
行
委
員
４
人

が
一
緒
に
企
画
し
た
。

１
回
目
の
交
流
の
際
に
は
ま
だ
固
さ
が
見
ら
れ
、
同
級
生
同
士
で
固
ま
っ
て
し
ま
う
感
じ
が
あ
っ

た
が
、
２
回
目
の
交
流
の
際
は
学
年
を
越
え
て
話
を
し
て
い
る
様
子
も
あ
り
「
知
っ
て
は
い
る
が

話
し
た
こ
と
が
な
い
」
状
態
か
ら
「
会
え
ば
言
葉
を
交
わ
す
」
く
ら
い
の
状
態
に
は
な
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
参
加
者
か
ら
は
「
川
路
に
誰
が
戻
っ
て
来
て
い
る
の
か
知
る
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
」
「
意
外
と
若
い
人
が
川
路
に
い
て
び
っ
く
り
し
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
っ
た
。

実
行
委
員
か
ら
参
加
者
に
対
し
「
同
年
代
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。
困
っ
た
時
に

助
け
て
も
ら
え
る
存
在
に
な
る
」
「
や
り
た
い
こ
と
が
や
れ
る
の
が
地
域
の
良
さ
。
み
ん
な
も
や
り

た
い
こ
と
を
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
投
げ
か
け
が
あ
っ
た
。
実
際
に
経
験
し
な
い
と
実
感
す
る
の

は
難
し
い
と
思
う
が
、
少
し
で
も
伝
わ
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

来
年
度
は
若
者
主
体
の
交
流
会
の
実
施
を
目
指
し
、
中
心
に
な
り
そ
う
な
若
者
と
実
行
委
員
で

し
っ
か
り
話
し
合
い
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
行
く
。

事
業
名

開
催
会
場

の
べ
参
加
数

対
象
数

予
算
区
分

人
権
教
育
講
座

市
費

評 価

小
学
生
を
中
心
と
す
る
川

路
地
区
住
民
を
対
象
に
、

人
権
意
識
の
啓
発
を
図
る

実 施 内 容

4
月
2
1
日
、
8
月
1
2
日開
催
期
日

予
算
区
分

2
5
1

2
5

目 的

【
総
括
と
今
後
の
方
向
付
け
】

以
前
は
公
民
館
と
小
学
校
で
会
議
を
重
ね
な
が
ら
内
容
を
決
定
し
て
い
た
が
、
今
年
は
先
生

が
変
わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
学
校
が
独
断
で
全
て
内
容
を
決
め
て
し
ま
っ
た
。
来
年
度
は
、
学
校

と
連
携
を
強
め
な
が
ら
、
地
域
の
方
も
参
加
し
や
す
い
内
容
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

1
1
月
1
2
日

開
催
期
日

川
路
小
学
校

1
回
参
加
・
登
録
数

1
,9
9
2
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川
路
公
民
館
の
事
業
報
告

№
4

区
分

区
分

区
分

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

事
業
名

予
算
区
分
事
業
区
分
開
催
回
数

の
べ
参
加
数

目 的

中
学
校
区
の
住
民
を
対
象

に
、
海
外
人
形
劇
に
触
れ

る
機
会
を
身
近
に
設
け
る

実 施 内 容

主
催
：
川
路
・
三
穂
・
龍
江
地
区
実
行
委
員
会

実
行
委
員
長
：
３
地
区
公
民
館
長

実
行
委
員
：
３
地
区
館
長
、
３
地
区
主
事
、
中
学
生
有
志
（
１
４
人
）

劇
団
：
新
興
閣
掌
中
劇
団
（
台
湾
）
『
西
遊
記
よ
り
「
火
雲
洞
」
』

４
月
に
中
学
生
実
行
委
員
を
募
集
し
、
当
日
ま
で
に
打
合
せ
会
を
６
回
開
催
。
会
場
レ
イ

ア
ウ
ト
係
と
交
流
会
係
に
分
か
れ
て
内
容
の
検
討
を
行
っ
た
。

評 価

文 化 事 業

い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８
竜
峡
中
学
校
区
公
演

他
会
計

新
規

8
月
1
1
日

開
催
期
日

1

目 的

川
路
地
区
住
民
を
対
象

に
、
グ
ル
ー
プ
・
サ
ー
ク
ル

の
発
表
の
場
、
地
域
の
ま

と
ま
り
と
親
睦
（
文
化
的
側

面
）
に
な
る
こ
と
を
目
的
と

す
る

実 施 内 容

ス
ポ
ー
ツ
祭
（
運
動
会
）
と
隔
年
開
催
。

展
示
・
芸
能
発
表
・
テ
ン
ト
村
で
構
成
。

平
成
３
０
年
度
文
化
祭
テ
ー
マ
：
み
ん
な
集
ま
れ
、
楽
し
い
川
路
文
化
祭

今
年
度
の
特
徴
的
な
取
り
組
み

①
ニ
ッ
チ
ロ
ー
シ
ョ
ー

川
路
出
身
の
モ
ノ
マ
ネ
芸
人
ニ
ッ
チ
ロ
ー
に
よ
る
モ
ノ
マ
ネ
シ
ョ
ー
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
写
真

撮
影
会
を
開
催
し
た
。

②
川
路
祇
園
ま
つ
り
の
映
像
上
映
・
写
真
展
を
開
催

③
延
長
保
育
運
営
委
員
会
で
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
実
施

評 価

文 化 事 業

地
区
費

継
続

1
1
0
月
1
4
日

川
路
小
学
校

事
業
名

予
算
区
分
事
業
区
分

川
路
地
区
文
化
祭

1
2
7

対
象
数

評 価

4
0
0

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

【
総
括
と
今
後
の
方
向
付
け
】

公
民
館
公
演
は
公
民
館
文
化
部
、
小
学
校
公
演
は
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
か
わ
ら
ん
べ
公
演
は
教
育

育
成
委
員
会
と
観
光
協
会
、
保
育
園
公
演
は
保
育
園
保
護
者
会
で
分
担
。

保
育
園
で
の
公
演
は
初
め
て
だ
っ
た
が
、
保
護
者
会
の
中
に
フ
ェ
ス
タ
の
運
営
経
験
が
あ
る
方

が
お
り
、
そ
の
人
を
中
心
に
ス
ム
ー
ズ
な
準
備
・
公
演
が
で
き
た
。
初
め
て
人
形
劇
を
見
た
と
い

う
保
護
者
会
の
方
も
お
り
、
人
形
劇
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
し
て
い
る
様
子
も
あ
っ
た
。

電
車
ツ
ア
ー
で
は
、
参
加
者
の
減
少
と
固
定
化
を
打
開
す
る
た
め
、
図
書
館
に
来
る
方
を
中
心

に
調
査
を
実
施
。
子
ど
も
が
行
き
た
い
と
思
っ
て
も
、
有
料
公
演
で
あ
る
こ
と
、
お
弁
当
が
必
要

で
あ
る
こ
と
が
、
親
に
と
っ
て
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
。
そ
こ
で
、
今
年
は
ワ
ッ
ペ
ン
公

演
を
観
劇
し
、
ピ
ア
ゴ
の
フ
ー
ド
コ
ー
ト
で
昼
食
を
取
る
よ
う
に
変
更
。
い
つ
も
は
参
加
し
な
い
母

子
家
庭
や
父
子
家
庭
の
子
ど
も
の
参
加
が
あ
っ
た
。

フ
ェ
ス
タ
期
間
終
了
後
、
会
場
責
任
者
に
よ
る
川
路
地
区
実
行
委
員
会
の
反
省
会
を
初
め
て

開
催
。
各
会
場
で
工
夫
し
た
こ
と
や
観
劇
者
の
様
子
、
劇
人
さ
ん
の
様
子
な
ど
、
お
互
い
の
情

報
交
換
の
場
と
な
り
良
か
っ
た
。

次
年
度
は
通
常
の
フ
ェ
ス
タ
に
戻
る
た
め
、
会
場
も
３
つ
に
戻
す
予
定
。

竜
峡
中
学
校
体
育
館

開
催
会
場

8
3

開
催
会
場

1
,9
9
2

実
施
内
容
参
照

川
路
公
民
館
ほ
か

い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８
川
路
地
区
公
演

他
会
計

開
催
回
数

目 的

よ
り
多
く
の
参
加
者
が
楽
し

み
な
が
ら
芸
術
に
親
し
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る

実 施 内 容

公
民
館
、
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
保
育
園
保
護
者
会
、
教
育
育
成
委
員
会
、
天
龍
峡
温
泉
観
光

協
会
で
川
路
地
区
実
行
委
員
会
を
組
織
す
る
。
例
年
３
会
場
（
川
路
公
民
館
・
川
路
小
学

校
・
か
わ
ら
ん
べ
）
で
の
公
演
だ
が
、
今
年
は
世
界
フ
ェ
ス
に
合
わ
せ
、
新
た
に
保
育
園

で
も
公
演
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
図
書
分
館
に
よ
る
電
車
ツ
ア
ー
は
有
料
公
演
で
は
な
く
、

ワ
ッ
ペ
ン
公
演
を
観
劇
し
た
。

８
/
３
（
金
）
電
車
ツ
ア
ー
：
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、
人
形
劇
団
ど
む
な
ら
ん
「
て
ん
ぐ

と
か
っ
ぱ
と
か
み
な
り
ど
ん
」
（
文
化
会
館
）

８
/
４
（
土
）
川
路
小
学
校
公
演
：
川
路
小
学
校
３
年
生
天
龍
「
水
戸
黄
門
」
、
人
形
劇
団
グ

ル
ー
プ
・
あ
「
魔
法
の
ほ
う
き
」

８
/
５
（
日
）
か
わ
ら
ん
べ
公
演
：
人
形
劇
ミ
ッ
ク
ス
ジ
ュ
ー
ス
「
お
か
わ
り
ち
ょ
う
だ
い
」
、
人

形
劇
サ
ー
ク
ル
ダ
ッ
ク
ス
「
わ
か
が
え
り
の
み
ず
」
、
人
形
劇
団
ご
ざ
る
「
し
ょ
じ
ょ
寺
の
た

ぬ
き
ば
や
し
」

８
/
７
（
火
）
川
路
保
育
園
公
演
：
よ
ろ
ず
劇
場
と
ん
が
ら
し
「
ま
い
ご
の
お
ま
わ
り
さ
ん
」

８
/
９
（
木
）
川
路
公
民
館
公
演
：
人
形
劇
団
ト
ロ
ッ
コ
「
ゆ
う
び
ん
う
さ
ぎ
と
お
お
か
み
が
ぶ

り
」

文 化 事 業

継
続

開
催
会
場

5
7
6
7

4
0
0

事
業
名

予
算
区
分
事
業
区
分
開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
,9
9
2

開
催
期
日

8
3

6
,2
5
2

開
催
期
日

対
象
数

【
総
括
と
今
後
の
方
向
付
け
】

会
場
係
は
当
日
の
受
付
と
飾
り
付
け
、
か
き
氷
の
提
供
を
行
っ
た
。
３
年
生
を
中
心
に
、
１
・
２
年

生
に
指
示
を
出
し
な
が
ら
協
力
し
て
準
備
が
で
き
て
い
た
。
交
流
会
係
は
日
本
ら
し
い
料
理
で

交
流
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
巻
き
寿
司
や
た
こ
焼
き
な
ど
を
手
作
り
で
用
意
。
水
引
で
作
っ
た

作
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
行
っ
た
。

参
加
し
た
中
学
生
か
ら
は
「
地
区
、
学
年
を
越
え
た
有
志
に
よ
る
実
行
委
員
会
だ
っ
た
の
で
楽

し
く
参
加
で
き
た
」
「
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
決
め
て
い
く
の
が
楽
し
か
っ
た
」
「
台
湾
の
人
に
言
葉

が
通
じ
る
か
不
安
だ
っ
た
け
ど
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
優
し
く
教
え
て
く
れ
て
嬉
し
か
っ
た
」
な
ど
の

感
想
が
あ
っ
た
。
協
力
し
て
何
か
を
成
し
遂
げ
る
経
験
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
経
験
が
中
学

生
の
自
己
肯
定
感
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

【
総
括
と
今
後
の
方
向
付
け
】

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
関
係
団
体
の
参
加
は
増
え
て
い
る
が
、
グ
ル
ー
プ
・
サ
ー
ク
ル
の
参
加
が

減
少
し
て
い
る
。
特
に
芸
能
発
表
は
７
団
体
の
参
加
の
み
で
、
午
前
中
で
終
了
し
て
し
ま
う
。
文

化
祭
を
１
つ
の
成
果
発
表
の
場
と
し
て
捉
え
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
参
加
呼
び
か
け
が
必
要
。

文
化
部
の
中
に
文
化
祭
を
運
営
側
で
経
験
し
た
人
が
誰
も
お
ら
ず
、
前
文
化
部
員
に
聞
き
な

が
ら
の
準
備
で
あ
っ
た
。
２
年
で
全
て
の
委
員
が
交
代
し
て
し
ま
う
の
で
、
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄

積
と
継
承
が
難
し
い
と
感
じ
た
。

ニ
ッ
チ
ロ
ー
シ
ョ
ー
に
は
ニ
ッ
チ
ロ
ー
の
同
級
生
や
恩
師
、
高
校
生
な
ど
が
見
に
来
て
い
た
。
地

域
出
身
の
有
名
人
を
身
近
に
見
る
こ
と
で
、
元
気
を
与
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

1
回
参
加
・
登
録
数

－113－



川
路
公
民
館
の
事
業
報
告

№
5

区
分

区
分

区
分

区
分

開
催
会
場

【
総
括
と
今
後
の
方
向
付
け
】

今
年
は
昨
年
を
５
チ
ー
ム
も
上
回
る
１
５
チ
ー
ム
の
応
募
が
あ
っ
た
た
め
、
急
遽
３
リ
ー
グ
制
と

し
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
設
置
を
中
止
し
た
。
新
た
な
チ
ー
ム
と
し
て
中
学
１
年
生
と
そ
の
保
護

者
が
龍
江
・
三
穂
の
子
も
巻
き
込
ん
で
出
場
し
て
く
れ
た
。

年
々
競
技
性
が
高
ま
り
、
誰
で
も
手
軽
に
楽
し
め
る
大
会
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
ワ

ン
ふ
ら
の
大
会
と
し
て
は
残
し
つ
つ
も
、
別
の
機
会
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

竜
峡
中
学
校
体
育
館

竜
峡
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

【
総
括
と
今
後
の
方
向
付
け
】

公
民
館
主
催
事
業
を
中
心
に
広
報
部
員
自
ら
が
取
材
し
記
事
を
作
成
。
部
員
全
員
が
初
め
て

の
館
報
づ
く
り
と
い
う
こ
と
で
、
当
初
は
前
年
踏
襲
の
記
事
・
内
容
・
割
り
付
け
が
多
か
っ
た
が
、

回
を
重
ね
る
ご
と
に
自
分
た
ち
の
工
夫
を
入
れ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
強
い
要
望
に
よ
り
、
２
４
４
号
は
「
広
報
か
わ
じ
」
と
の
合
同
発
行
と
な
っ

た
。
次
年
度
は
単
純
に
合
同
に
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
「
広
報
」
と
「
館
報
」
の
あ
り
方
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
地
域
に
情
報
を
ど
う
や
っ
て
発
信
し
、
伝
え
て
て
い
く
か
を
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
と

一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
。

川
路
地
区
内

実
施
内
容
参
照

目 的

公
民
館
事
業
報
告
や
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
紹
介
だ
け
で
な

く
、
地
域
課
題
を
取
り
上

げ
、
住
民
が
自
分
た
ち
の

地
域
に
つ
い
て
知
り
、
考
え

る
機
会
の
提
供
を
目
的
と

す
る
。

実 施 内 容

公
民
館
の
事
業
報
告
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
報
告
だ
け
で
な
く
、
地
域
課
題
を
取
り
上
げ
、

親
し
み
や
す
く
、
読
み
や
す
い
「
川
路
の
今
」
を
伝
え
る
館
報
作
り
を
目
指
す
。

シ
リ
ー
ズ
企
画
「
川
路
発
見
伝
」

７
/
４
（
水
）
館
報
か
わ
じ
第
２
４
１
号
発
行

９
/
１
２
（
水
）
館
報
か
わ
じ
第
２
４
２
号
発
行

１
２
/
１
２
（
水
）
館
報
か
わ
じ
第
２
４
３
号
発
行

３
/
６
（
水
）
館
報
か
わ
じ
第
２
４
４
号
発
行
（
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
広
報
誌
「
広
報
か
わ
じ
」
と

合
同
発
行
）

評 価

広 報 事 業

館
報
「
か
わ
じ
」
発
行

地
区
費

継
続

4
９
０
０
部

事
業
名

予
算
区
分
事
業
区
分
開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
,9
9
2

1
月
2
0
日

開
催
期
日

９
０
０
部

1
,9
9
2

対
象
数

目 的

川
路
地
区
住
民
を
対
象

に
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
ん
で
も
ら
い
、
交
流
を

図
っ
て
も
ら
う
目
的
で
実

施
。

実 施 内 容

老
若
男
女
年
齢
問
わ
ず
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
ー
る
バ
レ
ー

を
実
施
。
分
館
対
抗
で
は
な
く
、
オ
ー
プ
ン
参
加
で
チ
ー
ム
を
募
集
。

当
初
予
定
で
は
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
（
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
な
ど
）
を
設
置
す

る
予
定
だ
っ
た
が
、
応
募
チ
ー
ム
が
例
年
よ
り
多
か
っ
た
た
め
、
今
年
度
は
ワ
ン
ふ
ら
の

み
実
施
。

優
勝
：
く
せ
者
（
５
分
館
）
準
優
勝
：
K
's
b
ro
th
e
rs
（
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
）
３
位
：
イ
ク
メ
ン
ズ

（
小
１
保
護
者
パ
パ
チ
ー
ム
）

評 価

体 育 事 業

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

1
2
0

1
1
2
0

事
業
名

予
算
区
分
事
業
区
分
開
催
回
数

の
べ
参
加
数

地
区
費

継
続

開
催
期
日

開
催
会
場

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

1
回
参
加
・
登
録
数

評 価

1
,9
9
2

1
,9
9
2

5
月
2
0
日

開
催
期
日

開
催
会
場

9
月
9
日

竜
峡
中
学
校
体
育
館

開
催
会
場

開
催
期
日

【
総
括
と
今
後
の
方
向
付
け
】

普
段
は
地
域
活
動
に
参
加
し
な
い
方
や
若
者
の
参
加
が
多
く
あ
り
、
.区
の
中
の
親
睦
が
深

ま
っ
た
良
い
大
会
に
な
っ
た
。
引
っ
越
し
て
き
た
ば
か
り
の
方
の
姿
も
あ
っ
た
。
特
に
６
分
館

チ
ー
ム
に
は
高
校
生
か
ら
２
０
代
の
若
者
、
５
０
代
６
０
代
の
往
年
の
選
手
ま
で
幅
広
い
年
代
の

方
、
３
０
名
ほ
ど
の
姿
が
見
ら
れ
た
。

た
だ
、
昨
年
に
続
い
て
８
分
館
で
チ
ー
ム
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
（
分
館
旅
行
と
消
防

団
の
訓
練
が
重
な
っ
た
た
め
）
次
回
は
全
て
の
分
館
が
出
場
で
き
る
よ
う
な
調
整
が
必
要
。

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

目 的

川
路
地
区
住
民
を
対
象

に
、
体
を
動
か
す
機
会
を

設
け
る
と
と
も
に
地
区
内
の

親
睦
を
深
め
る
目
的
で
実

施
。

実 施 内 容

男
性
中
心
の
体
育
事
業
と
い
う
位
置
づ
け
で
実
施
。

８
分
館
は
選
手
が
集
ま
ら
ず
不
参
加
。

優
勝
：
６
分
館
　
準
優
勝
：
７
分
館
　
３
位
：
３
分
館

評 価

体 育 事 業

分
館
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

1
2
0

1

事
業
名

予
算
区
分
事
業
区
分
開
催
回
数

の
べ
参
加
数

地
区
費

継
続

1
2
0

分
館
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

地
区
費

目 的

川
路
地
区
住
民
を
対
象

に
、
体
を
動
か
す
機
会
を

設
け
る
と
と
も
に
地
区
内
の

親
睦
を
深
め
る
目
的
で
実

施
。

実 施 内 容

女
性
中
心
の
体
育
事
業
と
い
う
位
置
づ
け
で
実
施
。
区
に
よ
っ
て
は
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
ら

な
い
た
め
、
男
性
の
参
加
も
可
に
し
て
い
る
。

優
勝
：
８
分
館
、
準
優
勝
：
７
分
館
、
３
位
：
６
分
館

1
1
8
0

1
8
0

事
業
名

対
象
数

予
算
区
分
事
業
区
分
開
催
回
数

の
べ
参
加
数

継
続

体 育 事 業

【
総
括
と
今
後
の
方
向
付
け
】

今
年
も
中
学
生
、
高
校
生
、
大
学
生
な
ど
１
０
代
～
２
０
代
の
参
加
が
多
く
、
今
ま
で
区
の
代
表

選
手
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
往
年
の
選
手
た
ち
と
交
流
す
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
新
し
く

引
っ
越
し
て
き
た
方
の
参
加
も
多
々
あ
り
、
若
者
や
新
居
者
が
地
域
に
入
る
き
っ
か
け
に
な
っ

て
い
る
。

一
方
、
年
々
参
加
者
が
増
え
て
い
る
関
係
で
ト
ラ
ブ
ル
も
増
え
て
来
て
い
る
。
（
駐
車
場
、
熱
中

症
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス
な
ど
）
ま
た
、
年
間
を
通
し
て
練
習
す
る
分
館
も
出
て
来
て
お
り
、
競
技
性

が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
次
年
度
は
「
交
流
」
と
「
競
技
」
の
バ
ラ
ン
ス
を
鑑
み
な
が
ら
ル
ー
ル
な

ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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川
路
公
民
館
の
事
業
報
告

№
6

区
分

区
分

区
分

区
分

開
催
会
場

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

【
総
括
と
今
後
の
方
向
付
け
】

川
路
で
は
地
区
運
動
会
が
２
年
に
１
回
し
か
な
い
。
Ｈ
２
６
年
よ
り
毎
年
開
催
に
向
け
た
話
し
合

い
を
行
っ
て
き
た
が
、
役
員
の
負
担
感
等
の
問
題
に
よ
り
未
だ
実
現
で
き
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、

せ
め
て
子
ど
も
や
若
者
が
地
域
で
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
出
来
る
場
、
区
や
年
齢
を
超
え
て
交

流
で
き
る
場
、
そ
し
て
何
よ
り
自
分
が
楽
し
め
る
場
が
ほ
し
い
と
の
思
い
で
実
施
。

気
軽
に
参
加
で
き
る
大
会
に
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
当
日
飛
び
入
り
参
加
を
前
提
と
し
た
た

め
、
景
品
や
時
間
配
分
が
予
想
で
き
ず
、
当
日
は
バ
タ
バ
タ
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
通
常
の

運
動
会
と
は
異
な
り
、
好
き
で
参
加
し
て
い
る
人
ば
か
り
で
あ
っ
た
た
め
、
文
句
や
不
満
は
出

ず
、
み
ん
な
で
楽
し
く
実
施
で
き
た
。

小
学
生
は
も
ち
ろ
ん
中
学
生
、
２
０
代
・
３
０
代
の
参
加
者
も
多
く
、
世
代
を
超
え
た
交
流
が
で
き

た
。
最
終
競
技
の
全
員
リ
レ
ー
は
会
場
に
い
た
人
全
員
を
２
チ
ー
ム
に
分
け
て
実
施
。
保
育
園

児
か
ら
大
人
ま
で
１
つ
の
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で
走
る
様
子
は
壮
観
だ
っ
た
。
慰
労
会
に
も
大
勢

の
参
加
が
あ
っ
た
。

次
年
度
以
降
は
運
動
会
の
実
施
の
様
子
等
を
勘
案
し
な
が
ら
開
催
に
向
け
て
前
向
き
に
検
討

し
て
い
く
。

竜
峡
中
学
校

開
催
会
場

開
催
会
場

1
,9
9
2

１
１
月
～
１
２
月

３
・
４
・
５
・
７
・
８
区
公
民
館

目 的

川
路
地
区
民
を
対
象
に
、

多
世
代
の
交
流
と
伝
統
文

化
の
継
承
を
図
る

実 施 内 容

各
分
館
で
実
施
す
る
し
め
縄
・
お
や
す
作
り
講
習
会
を
支
援
し
て
い
る
。

各
区
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ
や
こ
ど
も
会
と
共
催
で
行
っ
て
お
り
、
今
年
は
３
・
４
・
５
・
７
・
８
分

館
で
実
施
し
た
。
（
３
分
館
で
の
実
施
は
久
し
振
り
）

評 価

【
総
括
と
今
後
の
方
向
付
け
】

分
館
単
位
で
実
施
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
方
の
参
加
が
あ
る
。
高
齢
者
の
方
が
持
つ
経
験
や
技

術
を
次
世
代
に
伝
え
る
良
い
機
会
に
な
っ
て
い
る
が
、
区
に
よ
っ
て
は
指
導
で
き
る
高
齢
者
や

材
料
の
わ
ら
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
継
続
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
協
力
し
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

そ の 他

世
代
間
交
流
事
業

地
区
費

継
続

5
2
0
0

4
0

事
業
名

予
算
区
分
事
業
区
分
開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

事
業
名

予
算
区
分
事
業
区
分
開
催
回
数

の
べ
参
加
数

そ の 他

カ
ル
タ
会

市
・
地

継
続

1
4
0

4
0

1
,9
9
2

1
月
1
2
日

川
路
公
民
館

目 的

川
路
地
区
の
子
ど
も
を
対

象
に
、
伝
統
的
な
遊
び
で

あ
る
カ
ル
タ
を
通
じ
、
異
年

齢
の
子
ど
も
と
交
流
を
図
る

実 施 内 容

図
書
館
川
路
分
館
・
教
育
育
成
委
員
会
と
の
共
催
。

・
競
技
か
る
た
模
範
演
技
（
講
師
：
関
島
帆
奈
美
）

・
本
読
み
聞
か
せ

・
か
る
た
と
百
人
一
首
に
分
か
れ
て
試
合

評 価

【
総
括
と
今
後
の
方
向
付
け
】

昨
年
に
引
き
続
き
、
競
技
か
る
た
と
普
通
の
カ
ル
タ
を
実
施
。
保
育
園
児
か
ら
中
学
生
、
大
人

ま
で
の
幅
広
い
年
代
の
参
加
が
あ
っ
た
。

競
技
か
る
た
の
模
範
演
技
で
は
、
袴
姿
の
２
人
が
勢
い
よ
く
札
を
取
る
様
子
を
披
露
し
て
い
た

だ
き
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
も
そ
の
迫
力
に
見
入
っ
て
い
た
。

来
年
度
も
幅
広
い
年
代
の
人
が
楽
し
め
る
内
容
を
検
討
し
た
い
き
た
い
。

川
路
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

地
区
費

1
1
月
3
日

1
3
0

1
,9
9
2

事
業
名

目 的

川
路
地
区
の
子
ど
も
・
若

者
・
子
育
て
世
代
の
親
を

対
象
に
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

交
流
を
目
的
と
す
る

実 施 内 容

み
ん
な
で
つ
く
る
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
を
開
催
し
た
い
と
の
思
い
で
実
施
。
有
志
に
よ
る
実

行
委
員
会
を
４
月
に
立
ち
上
げ
て
企
画
運
営
を
行
っ
た
。

主
催
：
川
路
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
実
行
委
員
会

委
員
長
：
今
村
正
美

協
力
：
川
路
公
民
館
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
（
教
育
育
成
委
員
会
）

競
技
内
容

①
３
０
ｍ
、
６
０
ｍ
か
け
っ
こ
②
紙
ひ
こ
う
き
飛
ば
し
大
会
③
ミ
ニ
マ
ラ
ソ
ン
④
大
声
選
手
権

⑤
サ
ッ
カ
ー
⑥
コ
ン
ビ
で
Ｇ
Ｏ
⑦
障
害
物
競
走
⑧
全
員
リ
レ
ー

※
参
加
者
全
員
で
慰
労
会
（
会
場
：
川
路
公
民
館
）

評 価

そ の 他

新
規

1
1
3
0

予
算
区
分
事
業
区
分
開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

8
0

1
1
0

1
月
1
3
日

川
路
公
民
館

開
催
期
日

【
総
括
と
今
後
の
方
向
付
け
】

新
成
人
（
２
０
歳
）
、
公
民
館
役
員
（
４
０
代
～
５
０
代
）
、
両
親
（
５
０
代
～
６
０
代
）
、
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
役
員
・
各
種
団
体
の
長
（
６
０
代
～
７
０
代
）
が
一
堂
に
会
す
る
成
人
式
は
、
世
代
間
の
交

流
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

森
田
さ
ん
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
登
場
は
、
あ
る
一
人
の
親
の
強
い
要
望
と
入
念
な
準
備
に
よ
り
実
現

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
来
年
も
地
域
で
成
人
式
を
や
る
良
さ
を
考
え
な
が
ら
、
新
成
人
に
と
っ

て
意
味
の
あ
る
成
人
式
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
毎
年
新
成
人
実
行
委
員
を
集
め
る
の
に
苦
労
す
る
た
め
、
今
年
度
初
め
て
の
取
り
組
み

と
し
て
、
２
年
後
の
成
人
式
を
見
据
え
て
、
１
８
歳
を
対
象
に
し
た
プ
チ
同
級
会
を
３
月
に
開
催
す

る
予
定
。

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

目 的

川
路
新
成
人
を
対
象
に
、

自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
地

域
を
知
り
そ
の
良
さ
を
発

見
・
再
認
識
す
る
機
会
と
な

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
地
域

を
あ
げ
て
お
祝
い
す
る
。

実 施 内 容

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
主
催
、
成
人
式
実
行
委
員
会
主
管
。

企
画
・
運
営
は
公
民
館
企
画
会
議
メ
ン
バ
ー
で
行
う
。

「
地
区
を
あ
げ
て
お
祝
い
す
る
成
人
式
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
地
区
内
各
団
体
の
長
の
方

に
も
参
列
い
た
だ
き
、
新
成
人
た
ち
に
「
地
域
の
一
員
」
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

今
年
は
例
年
の
式
典
内
容
に
加
え
、
小
学
校
６
年
生
時
に
歌
っ
た
森
田
梅
泉
さ
ん
の

「
あ
り
が
と
う
」
を
本
人
と
一
緒
に
歌
っ
た
。
森
田
さ
ん
の
登
場
は
新
成
人
に
は
内
緒
で
進

め
ら
れ
た
。

評 価

そ の 他

川
路
地
区
成
人
式

1
8
0

事
業
名

予
算
区
分
事
業
区
分
開
催
回
数

の
べ
参
加
数

他
会
計

継
続

開
催
期
日
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三
穂

公
民

館
の

事
業

報
告

№
1

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

◆
③

の
公

演
は

、
小

学
生

に
行

灯
の

絵
を

描
い

て
も

ら
い

、
会

場
に

足
を

運
ん

で
も

ら
え

る
よ

う
な

取
り

組
み

を
し

た
。

②
は

劇
人

（
京

都
女

子
大

学
松

崎
ゼ

ミ
）
が

受
付

等
の

運
営

を
し

て
も

ら
い

、
京

都
女

子
大

の
学

び
の

場
と

な
っ

た
。

①
は

夏
祭

り
を

同
日

に
開

催
し

、
ま

た
三

穂
小

学
生

劇
団

の
人

形
劇

も
公

演
す

る
こ

と
で

、
３

世
代

を
ま

た
い

だ
観

客
に

来
場

し
て

も
ら

う
こ

と
が

で
き

た
。

◆
「
人

形
劇

公
演

」
と

い
う

部
分

だ
け

で
な

く
、

そ
れ

を
行

う
た

め
の

プ
ロ

セ
ス

も
重

要
視

し
、

地
区

民
と

作
り

上
げ

て
い

き
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分

地
区

住
民

を
対

象
に

い
い

だ
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

を
み

る
・
演

じ
る

・
さ

さ
え

る
こ

と
を

通
じ

て
人

形
劇

文
化

や
地

域
文

化
へ

の
理

解
を

高
め

る
機

会
と

す
る

継
続

3

３
会

場
３

公
演

を
文

化
委

員
会

を
中

心
と

し
た

地
区

実
行

委
員

会
で

行
い

、
地

区
住

民
が

人
形

劇
に

触
れ

る
機

会
と

し
て

実
施

。
①

三
穂

公
民

館
8
/
5
（
日

）
　

1
0
：
0
0
～

②
稲

葉
住

宅
　

8
/
7
（
火

）
　

1
5
：
3
0
～

③
旧

小
笠

原
家

書
院

　
8
/
8
（
水

）
　

1
9
：
0
0
～事

業
区

分
開

催
回

数

－

開
催

期
日

開
催

会
場

実
施

内
容

参
照

実 施 内 容

1
,4

3
4

評 価

対
象

数

開
催

期
日

開
催

期
日

1
2
/
1
5
ほ

か

開
催

会
場

三
穂

公
民

館
ほ

か

事
業

区
分

高
齢

者
学

級
市

・
地

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

保
育

園
児

と
の

お
や

す
作

り
で

は
、

多
く
の

子
ど

も
と

接
す

る
事

に
な

り
、

地
区

に
い

る
子

ど
も

に
興

味
を

持
っ

て
も

ら
え

た
。

来
年

度
も

世
代

間
交

流
を

主
と

し
て

、
高

齢
者

の
方

々
の

知
識

を
活

か
せ

る
よ

う
な

場
と

し
て

い
き

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
対

象
数

1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

学 級 ・ 講 座

5
4
6

目 的

継
続

高
齢

者
と

保
育

園
児

、
小

学
生

、
若

者
を

対
象

に
、

学
習

と
交

流
の

機
会

の
提

供
、

生
き

が
い

づ
く

り
や

知
恵

、
技

術
を

地
域

の
中

で
活

か
し

て
い

く
場

と
す

る

実 施 内 容

高
齢

者
ク

ラ
ブ

の
代

表
者

と
の

打
ち

合
わ

せ
会

を
実

施
し

、
学

級
内

容
を

検
討

。
・
1
2
/
1
5
　

世
代

間
交

流
　

正
月

飾
り

づ
く
り

（
子

ど
も

育
成

委
員

会
共

催
）

・
1
2
/
2
5
　

世
代

間
交

流
　

保
育

園
児

と
お

や
す

作
り

・
3
/
1
6
　

　
文

化
セ

ミ
ナ

ー
共

催
「
満

蒙
開

拓
平

和
記

念
館

と
長

岳
寺

を
見

に
行

こ
う

」

の
べ

参
加

数

2
0

1
回

参
加

・
登

録
数

2
0

対
象

数
予

算
区

分

文
化

セ
ミ

ナ
ー

地
区

費

地
区

住
民

を
対

象
に

人
権

、
平

和
に

つ
い

て
学

習
を

行
い

、
人

権
意

識
や

関
心

を
高

め
る

実 施 内 容

文
化

的
な

側
面

か
ら

地
域

の
皆

さ
ん

に
学

ん
で

も
ら

い
た

い
内

容
を

、
毎

月
の

文
化

委
員

会
で

検
討

し
、

広
く
地

区
民

か
ら

参
加

者
を

募
っ

て
実

施
し

た
。

高
齢

者
学

級
共

催
事

業
と

し
た

。
「
満

蒙
開

拓
平

和
記

念
館

と
長

岳
寺

を
見

に
行

こ
う

」
日

時
：
3
/
1
6
  

1
3
:0

0
～

内
容

：
満

蒙
開

拓
平

和
記

念
館

　
展

示
見

学
・
Ｄ

Ｖ
Ｄ

鑑
賞

、
長

岳
寺

の
見

学

開
催

回
数

事
業

名

3
月

1
6
日

開
催

会
場

三
穂

公
民

館
ほ

か
２

８
組

４
月

～
３

月
乳

幼
児

学
級

市
・
地

継
続

1
1

8
5
組

７
組

対
象

数
開

催
期

日
事

業
名

予
算

区
分

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

会
場

満
蒙

開
拓

平
和

祈
念

館
ほ

か

事
業

区
分

継
続

1
,4

3
4

三
穂

公
民

館
４

月
～

３
月

事
業

名
1
回

参
加

・
登

録
数

０
～

３
歳

児
と

そ
の

親
を

対
象

に
、

参
加

者
同

士
の

交
流

や
情

報
交

換
を

図
る

4
5

実 施 内 容

評 価

毎
週

金
曜

日
の

午
前

１
０

時
～

１
４

時
ま

で
公

民
館

を
開

放
し

、
親

子
同

士
や

参
加

者
同

士
の

主
体

的
な

交
流

、
遊

び
の

場
、

情
報

交
換

の
場

と
す

る
。

参
加

者
の

希
望

に
よ

り
、

学
習

の
要

素
も

盛
り

込
ん

で
実

施
す

る
。

地
区

担
当

保
健

師
と

連
携

し
て

実
施

す
る

。

澤
柳

敬
子

保
育

士
、

井
上

延
子

主
任

児
童

委
員

①
開

講
式

、
な

か
よ

し
ゲ

ー
ム

②
お

散
歩

に
行

こ
う

③
水

遊
び

④
体

を
使

っ
て

遊
ぼ

う
⑤

消
防

署
見

学
⑥

ミ
ニ

運
動

会
⑦

焼
き

芋
大

会
⑧

ク
リ

ス
マ

ス
会

⑨
大

き
な

布
で

遊
ぼ

う
 ⑩

お
や

つ
作

り
 ⑪

1
年

間
の

成
長

の
ま

と
め

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

参
加

人
数

が
内

容
に

よ
っ

て
増

減
が

あ
る

が
、

参
加

親
子

同
士

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

や
一

息
つ

け
る

場
に

な
っ

て
き

て
い

る
。

来
年

度
は

対
象

者
も

少
な

く
な

る
こ

と
か

ら
、

川
路

地
区

と
の

合
同

回
や

三
穂

保
育

園
と

の
合

同
回

も
取

り
入

れ
て

い
き

た
い

。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

参
加

者
が

固
定

さ
れ

、
新

規
の

参
加

者
に

と
っ

て
は

入
り

に
く
い

と
い

う
意

見
が

聞
こ

え
て

く
る

。
参

加
者

同
士

の
繋

が
り

は
十

分
に

あ
る

た
め

、
ど

の
よ

う
に

学
習

の
要

素
を

盛
り

込
む

か
検

討
が

必
要

。

目 的

実 施 内 容

開
催

会
場

開
催

期
日

２
８

組
1
0

学 級 ・ 講 座

事
業

区
分

予
算

区
分

学 級 ・ 講 座

の
べ

参
加

数
開

催
回

数

継
続

目 的

０
～

３
歳

児
と

そ
の

親
を

対
象

に
、

子
育

て
や

生
活

習
慣

に
つ

い
て

の
学

習
、

遊
び

の
機

会
を

提
供

す
る

ほ
か

、
参

加
者

同
士

の
交

流
の

場
と

す
る

乳
幼

児
の

ひ
ろ

ば
市

・
地

対
象

数

5
0

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

文
化

セ
ミ

ナ
ー

だ
が

、
平

和
に

つ
い

て
考

え
る

機
会

を
持

ち
た

い
と

い
う

地
区

民
と

の
想

い
か

ら
、

内
容

を
考

え
て

い
っ

た
。

各
高

齢
者

ク
ラ

ブ
と

も
一

緒
に

行
う

事
で

、
多

く
の

参
加

者
が

集
ま

っ
た

。
来

年
度

も
地

区
民

の
学

び
た

い
意

欲
か

ら
内

容
を

組
み

立
て

た
い

。

3
1
0

評 価

学 級 ・ 講 座

目 的

1

評 価

3
0

1
0
0

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

文 化 事 業

3
0
0

い
い

だ
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

　
三

穂
地

区
公

演
市

・
地

目 的
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三
穂

公
民

館
の

事
業

報
告

№
2

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

地
区

費

体 育 事 業

開
催

期
日

8
月

1
5
日

対
象

数

1
,4

3
4

体
育

委
員

会
で

要
項

の
検

討
を

行
い

、
参

加
チ

ー
ム

を
募

集
。

組
合

チ
ー

ム
と

、
三

穂
ク

ラ
ブ

（
シ

ル
バ

ー
ソ

フ
ト

）
の

計
1
0
チ

ー
ム

が
参

加
し

、
ト

ー
ナ

メ
ン

ト
方

式
で

試
合

を
行

っ
た

。
お

盆
で

帰
省

し
て

い
る

若
者

も
参

加
し

や
す

い
よ

う
に

、
正

式
な

ル
ー

ル
よ

り
も

参
加

し
や

す
い

ル
ー

ル
と

し
て

行
っ

た
。

事
業

名
予

算
区

分
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

地
区

住
民

や
帰

省
者

を
対

象
に

、
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
を

通
し

運
動

不
足

の
解

消
、

健
康

の
増

進
と

、
住

民
同

士
の

交
流

を
図

る

実 施 内 容

お
盆

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

大
会

1
5
0

1
5
0

評 価

継
続

1

事
業

区
分

開
催

回
数

1
0
0

評 価

事
業

名

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

次
世

代
の

説
明

者
の

育
成

や
小

学
校

・
Ｐ

Ｔ
Ａ

と
の

運
営

に
つ

い
て

の
協

議
を

行
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
子

ど
も

に
は

良
い

経
験

と
な

る
も

の
な

の
で

、
し

っ
か

り
と

話
し

合
っ

て
い

き
た

い
。

市
・
地

ふ
る

さ
と

め
ぐ

り
三

穂
3
0
0

継
続

1

ふ
る

さ
と

三
穂

の
自

然
、

歴
史

、
文

化
を

地
区

内
を

歩
き

な
が

ら
学

び
、

地
域

へ
の

愛
着

心
を

育
み

、
同

時
に

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

に
よ

る
健

康
増

進
を

図
る

。
一

般
参

加
者

の
ほ

か
、

小
学

校
は

授
業

の
一

環
と

し
て

全
児

童
と

保
護

者
が

参
加

し
て

い
る

。
P

T
A

も
運

営
に

参
加

し
、

親
子

で
一

緒
に

会
話

を
し

な
が

ら
歩

い
て

地
区

を
巡

り
、

親
子

の
絆

を
深

め
る

機
会

と
な

っ
て

い
る

。
コ

ー
ス

は
伊

豆
木

、
立

石
、

下
瀬

、
夜

明
山

の
４

つ
の

中
か

ら
３

コ
ー

ス
を

使
用

。
各

コ
ー

ス
で

文
化

委
員

が
ク

イ
ズ

を
出

題
す

る
な

ど
し

、
楽

し
み

な
が

ら
地

域
を

学
べ

る
よ

う
に

し
て

い
る

。
ま

た
、

施
設

、
史

跡
等

の
見

学
ポ

イ
ン

ト
で

は
、

地
域

の
方

に
講

師
・
解

説
を

し
て

い
た

だ
い

た
。

住
民

、
小

学
生

を
対

象
に

、
三

穂
の

歴
史

や
文

化
、

自
然

を
学

ぶ
こ

と
で

地
域

を
知

り
、

愛
す

る
心

を
醸

成
す

る
と

と
も

に
、

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

に
よ

る
健

康
増

進
の

機
会

と
す

る

実 施 内 容

開
催

回
数

文 化 事 業

目 的

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

予
算

区
分

事
業

名

評 価

事
業

区
分

1
5
0

1
,4

3
4

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

地
区

内
の

活
動

団
体

や
個

人
に

よ
る

日
頃

の
活

動
発

表
の

場
で

あ
る

。
展

示
物

は
小

学
校

や
各

種
団

体
、

個
人

か
ら

の
出

品
の

他
、

乳
幼

児
学

級
の

親
子

か
ら

も
手

製
の

写
真

ア
ル

バ
ム

の
展

示
や

施
設

入
所

者
か

ら
の

出
品

な
ど

を
行

っ
た

。
芸

能
発

表
で

は
小

学
生

に
よ

る
コ

ー
ラ

ス
、

伝
統

芸
能

で
あ

る
伊

豆
木

人
形

ク
ラ

ブ
の

上
演

、
そ

の
他

各
種

団
体

に
よ

る
発

表
が

行
わ

れ
た

。
ま

た
、

出
店

に
は

真
陽

地
区

の
み

な
さ

ん
も

参
加

し
両

地
区

民
と

の
交

流
の

場
と

な
っ

て
い

る
。

そ
の

他
、

図
書

館
三

穂
分

館
で

は
臨

時
開

館
し

古
本

市
の

開
催

な
ど

も
行

い
、

利
用

促
進

の
き

っ
か

け
と

し
た

。
今

後
は

さ
ら

に
地

域
活

動
の

発
展

に
つ

な
が

る
よ

う
文

化
祭

の
目

的
を

確
認

し
な

が
ら

、
内

容
等

を
検

討
し

実
施

し
て

い
き

た
い

。

2
月

3
日

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

2
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日

地
区

費
継

続
1

1
5
0

1
5
0

1
,4

3
4

開
催

会
場

文 化 事 業文 化 事 業

継
続

1

目 的ふ
れ

あ
い

夏
祭

り
地

区
費

地
区

住
民

を
対

象
に

、
地

域
の

連
帯

意
識

を
高

め
、

住
民

同
士

の
交

流
を

図
る

実 施 内 容

公
民

館
を

は
じ

め
、

ま
ち

づ
く
り

委
員

会
、

図
書

館
三

穂
分

館
、

小
学

校
、

中
学

生
、

Ｐ
Ｔ

Ａ
、

社
会

教
育

関
係

団
体

な
ど

多
様

な
主

体
が

参
画

し
て

実
施

。

1
5
0

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
か

ら
準

備
品

を
参

画
団

体
自

身
で

用
意

し
て

も
ら

う
よ

う
に

し
た

。
自

分
た

ち
が

主
体

的
に

盛
り

上
げ

て
い

こ
う

と
い

う
気

を
感

じ
て

も
ら

え
た

と
思

う
。

さ
ら

に
住

民
主

体
と

な
っ

た
夏

祭
り

に
な

る
よ

う
に

、
内

容
や

運
営

の
方

法
な

ど
を

検
討

し
て

い
き

た
い

。

予
算

区
分

8
月

5
日

三
穂

公
民

館

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

7
月

1
5
日

地
区

住
民

を
対

象
に

本
物

の
音

楽
に

ふ
れ

る
こ

と
で

、
音

楽
を

身
近

に
感

じ
、

芸
術

文
化

に
対

す
る

興
味

関
心

を
高

め
る

機
会

と
す

る

ふ
る

さ
と

コ
ン

サ
ー

ト
in

三
穂

子
ど

も
か

ら
大

人
ま

で
だ

れ
で

も
気

軽
に

鑑
賞

で
き

る
コ

ン
サ

ー
ト

を
開

催
し

、
本

物
の

音
楽

に
ふ

れ
、

文
化

芸
術

に
対

す
る

興
味

や
関

心
を

高
め

る
機

会
と

し
て

実
施

。
評 価

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

継
続

1
回

参
加

・
登

録
数

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

◆
三

穂
地

区
民

に
も

浸
透

し
て

い
る

が
、

参
加

者
が

少
な

い
の

が
現

状
で

あ
る

。
も

っ
と

多
く
の

方
に

聞
い

て
も

ら
え

る
よ

う
に

興
味

・
関

心
を

高
め

る
よ

う
に

し
て

い
き

た
い

。
◆

演
奏

者
と

の
交

流
会

で
は

、
女

性
委

員
会

に
よ

る
お

も
て

な
し

が
あ

り
、

演
奏

者
の

方
た

ち
も

大
い

に
喜

ん
で

い
た

だ
け

た
。

開
催

会
場

事
業

名
予

算
区

分

三
穂

公
民

館

文 化 事 業

市
・
地

実 施 内 容

目 的

事
業

区
分

6
5

6
5

1
,4

3
4

開
催

期
日

対
象

数

1

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
地

域
の

連
帯

意
識

を
高

め
、

住
民

同
士

の
交

流
を

図
る

実 施 内 容

社
会

教
育

団
体

や
保

育
園

、
小

学
校

、
中

学
校

、
地

区
内

関
連

団
体

、
ま

ち
づ

く
り

委
員

会
等

の
活

動
発

表
の

場
と

し
て

開
催

す
る

。
作

品
展

示
や

芸
能

発
表

、
活

動
の

様
子

の
紹

介
、

住
民

へ
の

啓
発

活
動

な
ど

を
実

施
。

ま
た

、
真

陽
地

区
の

皆
さ

ん
の

参
加

な
ど

を
通

し
て

交
流

を
深

め
る

場
と

し
て

実
施

。
評 価

三
穂

文
化

祭
三

穂
公

民
館

・
三

穂
保

育
園

事
業

区
分

対
象

数

1
0
月

2
0
日

三
穂

小
学

校
ほ

か

開
催

会
場

開
催

期
日

1
,4

3
4

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

お
盆

に
合

わ
せ

て
の

開
催

の
た

め
、

帰
省

し
た

三
穂

出
身

者
の

参
加

も
あ

り
、

懐
か

し
い

顔
が

揃
う

の
を

、
毎

年
楽

し
み

に
参

加
す

る
人

も
多

い
。

多
く
の

方
が

参
加

で
き

る
よ

う
に

、
ル

ー
ル

を
新

し
く
し

た
り

、
現

在
出

場
し

て
い

な
い

組
合

に
も

参
加

し
て

も
ら

え
る

よ
う

、
検

討
し

て
実

施
し

て
い

き
た

い
。

三
日

市
場

運
動

場

開
催

会
場

－117－



三
穂

公
民

館
の

事
業

報
告

№
3

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分 広 報 事 業

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

館
報

に
は

掲
載

さ
れ

な
い

地
域

の
話

題
な

ど
も

投
稿

し
、

住
民

の
地

域
へ

の
関

心
を

高
め

る
と

と
も

に
、

遠
方

の
三

穂
出

身
者

や
一

般
市

民
に

対
す

る
情

報
発

信
や

Ｐ
Ｒ

の
場

と
し

て
い

る
。

更
新

者
が

少
な

く
、

よ
り

多
く
の

更
新

を
行

う
た

め
に

地
区

住
民

を
巻

き
込

ん
で

い
く
必

要
が

あ
る

。

1
回

参
加

・
登

録
数

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

開
催

会
場

－
8

8
1
,4

3
4

通
年

4
月

2
2
日

・
3
月

2
6
日

三
穂

小
学

校
体

育
館

目 的

地
区

内
の

体
育

関
係

施
設

を
対

象
に

、
整

備
、

維
持

管
理

を
行

い
体

育
振

興
に

つ
な

げ
る

実 施 内 容

ス
ポ

ー
ツ

関
係

団
体

と
協

力
し

て
実

施
。

地
区

住
民

に
よ

り
よ

い
環

境
の

中
で

ス
ポ

ー
ツ

を
楽

し
ん

で
も

ら
い

、
地

域
の

ス
ポ

ー
ツ

振
興

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

目
的

。
4
月

2
2
日

　
三

穂
マ

レ
ッ

ト
ゴ

ル
フ

場
整

備
　

コ
ー

ス
補

修
、

清
掃

3
月

2
6
日

　
体

育
館

整
備

　
清

掃
、

ワ
ッ

ク
ス

が
け

評 価

０
円

実 施 内 容

三
穂

地
区

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

・
ブ

ロ
グ

で
地

区
の

新
鮮

な
話

題
を

発
信

す
る

。
広

報
委

員
、

ま
ち

づ
く
り

委
員

会
役

員
が

、
地

域
の

出
来

事
を

記
事

と
し

て
投

稿
。

目 的

継
続

地
区

住
民

、
一

般
市

民
を

対
象

に
地

区
の

新
鮮

な
話

題
を

発
信

し
、

関
心

を
高

め
て

も
ら

う
こ

と
を

目
的

に
行

う
。

評 価

 三
穂

地
区

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

・
ブ

ロ
グ

の
更

新

対
象

数
開

催
期

日

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

て
冬

季
の

運
動

不
足

解
消

、
身

体
を

動
か

す
こ

と
の

楽
し

さ
を

実
感

し
て

も
ら

い
、

住
民

同
士

の
親

睦
、

交
流

を
図

る

実 施 内 容

体
育

委
員

会
で

要
項

の
検

討
を

行
い

、
参

加
チ

ー
ム

を
募

集
。

予
選

・
決

勝
リ

ー
グ

方
式

の
組

合
対

抗
戦

を
行

っ
た

。
１

８
チ

ー
ム

が
参

加
。

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

体
力

に
関

係
な

く
一

緒
に

行
え

る
囲

碁
ボ

ー
ル

の
普

及
を

め
ざ

し
て

開
催

。
　

優
　

勝
　

第
３

組
合

　
　

準
優

勝
　

第
１

１
組

合
A

　
　

第
３

位
　

第
１

１
組

合
B

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

地
区

民
が

利
用

す
る

体
育

施
設

を
、

地
域

で
整

備
、

維
持

作
業

を
行

い
、

地
域

の
ス

ポ
ー

ツ
の

発
展

に
つ

な
げ

た
い

と
の

思
い

か
ら

、
体

育
委

員
会

が
主

導
し

て
行

っ
て

い
る

。
今

後
も

関
係

団
体

と
協

力
し

な
が

ら
取

り
組

ん
で

い
き

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

体
育

施
設

整
備

作
業

地
区

費
継

続
1

2
5

2
5

3
0

体 育 事 業

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
大

会
地

区
費

継
続

1
5
3

5
3

1
,4

3
4

6
月

1
8
日

7
0
0

1
,4

3
4

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

家
族

や
組

合
の

仲
間

と
気

軽
に

参
加

で
き

る
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

の
大

会
を

開
催

し
て

い
る

。
種

目
は

、
天

候
に

左
右

さ
れ

ず
、

屋
内

で
行

え
る

囲
碁

ボ
ー

ル
を

行
い

、
親

睦
を

深
め

つ
つ

競
技

で
き

た
。

少
人

数
で

も
参

加
で

き
る

よ
う

２
人

か
ら

チ
ー

ム
を

組
め

る
よ

う
に

し
て

い
る

が
、

不
参

加
の

組
合

も
あ

る
た

め
、

今
後

は
、

よ
り

多
く
の

組
合

に
参

加
し

て
も

ら
え

る
よ

う
、

検
討

し
な

が
ら

実
施

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
事

業
名

予
算

区
分

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

会
場

三
穂

小
学

校
体

育
館

事
業

区
分

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

4
年

ぶ
り

に
開

催
し

た
、

地
域

の
一

大
行

事
と

し
て

行
い

、
子

ど
も

か
ら

お
年

寄
り

ま
で

多
く
の

地
区

民
が

一
堂

に
会

し
て

同
じ

空
間

を
共

有
す

る
こ

と
で

、
三

穂
地

区
の

連
帯

意
識

を
育

み
、

地
域

の
元

気
を

発
信

す
る

場
と

な
っ

て
い

る
。

組
合

対
抗

で
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
生

活
集

落
で

あ
る

組
合

内
の

団
結

も
高

ま
る

。
家

族
の

絆
、

組
合

の
絆

、
地

域
の

絆
を

確
認

し
、

高
め

て
い

く
た

め
に

重
要

な
事

業
で

あ
る

。
チ

ー
ム

に
よ

る
対

抗
種

目
も

あ
り

、
参

加
者

か
ら

は
普

段
一

緒
に

な
る

こ
と

の
少

な
い

組
合

と
協

力
で

き
、

楽
し

か
っ

た
と

の
声

も
あ

っ
た

。
今

後
も

、
多

く
の

人
が

参
加

し
や

す
い

運
動

会
を

め
ざ

し
、

検
討

を
行

っ
て

い
く
。

1
0
月

1
4
日

三
穂

小
学

校
校

庭

体 育 事 業

三
穂

市
民

運
動

会
地

区
費

継
続

1
7
0
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

地
域

の
連

帯
意

識
を

養
う

と
共

に
健

康
へ

の
感

心
を

高
め

、
住

民
相

互
の

親
睦

を
図

る

実 施 内 容

4
年

ぶ
り

に
行

っ
た

地
区

内
１

３
の

組
合

に
よ

る
対

抗
戦

。
得

点
種

目
と

、
幼

児
、

小
学

生
、

中
学

生
、

高
齢

者
な

ど
、

各
年

代
を

対
象

と
し

た
自

由
参

加
種

目
を

実
施

。
ま

ち
づ

く
り

委
員

会
役

員
、

公
民

館
委

員
、

組
合

選
出

な
ど

運
動

会
実

行
委

員
１

３
０

人
が

、
進

行
、

出
発

、
決

勝
、

監
察

、
賞

品
、

準
備

記
録

、
放

送
、

接
待

、
救

護
、

交
通

整
理

、
庶

務
の

各
係

に
分

か
れ

て
運

営
す

る
。

今
年

度
は

、
昨

年
全

世
帯

を
対

象
に

行
っ

た
運

動
会

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
の

意
見

を
ふ

ま
え

、
競

技
方

法
、

種
目

の
見

直
し

を
6
月

の
体

育
委

員
会

か
ら

継
続

し
て

行
い

、
種

目
の

統
合

、
選

手
の

選
出

条
件

の
緩

和
、

複
数

組
合

が
チ

ー
ム

を
組

ん
で

参
加

す
る

種
目

を
増

や
す

な
ど

、
よ

り
参

加
し

や
す

い
運

動
会

に
向

け
て

取
組

み
を

行
っ

た
。

9
/
1
2
運

動
会

実
行

委
員

会
　

1
0
/
7
用

具
の

確
認

、
得

点
版

作
成

　
1
0
/
1
3
前

日
準

備
　

優
 　

勝
　

第
１

組
合

　
　

準
優

勝
　

第
９

組
合

　
　

第
３

位
　

第
７

組
合

対
象

数

体 育 事 業

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
ワ

ン
バ

ウ
ン

ド
ふ

ら
ば

～
る

バ
レ

ー
を

通
じ

、
運

動
不

足
の

解
消

、
健

康
の

増
進

と
、

住
民

同
士

の
親

睦
を

図
る

体
育

委
員

会
で

要
項

の
検

討
を

行
い

、
各

組
合

か
ら

の
参

加
チ

ー
ム

を
募

集
し

、
予

選
・

決
勝

リ
ー

グ
方

式
の

組
合

対
抗

戦
を

行
っ

た
。

1
0
つ

の
組

合
か

ら
1
1
チ

ー
ム

が
参

加
。

子
ど

も
や

運
動

経
験

の
少

な
い

人
で

も
比

較
的

取
り

組
み

や
す

い
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

で
あ

る
ワ

ン
バ

ウ
ン

ド
ふ

ら
ば

〜
る

バ
レ

ー
の

普
及

を
め

ざ
し

て
開

催
。

　
優

 　
勝

　
第

1
3
組

合
　

　
準

優
勝

　
第

６
組

合
A

　
　

第
3
位

　
第

1
2
組

合

三
穂

小
学

校
体

育
館

開
催

期
日

開
催

会
場

継
続

1
回

参
加

・
登

録
数

6
5

対
象

数

1
6
5

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

1
,4

3
4

1
月

2
7
日

評 価

実 施 内 容

事
業

名
予

算
区

分

ワ
ン

バ
ウ

ン
ド

ふ
ら

ば
～

る
バ

レ
ー

大
会

地
区

費

開
催

期
日

開
催

会
場

1
回

参
加

・
登

録
数

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

大
会

の
開

催
を

継
続

す
る

こ
と

で
、

地
区

内
へ

も
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

で
あ

る
競

技
の

浸
透

が
さ

れ
て

き
て

い
る

と
感

じ
る

。
老

若
男

女
が

参
加

し
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

て
の

交
流

や
多

世
代

の
交

流
が

で
き

た
。

今
後

も
、

大
会

を
通

し
て

の
普

及
を

進
め

る
こ

と
、

地
区

住
民

同
士

の
交

流
に

つ
な

げ
る

こ
と

、
よ

り
多

く
の

組
合

に
参

加
し

て
も

ら
え

る
よ

う
、

体
育

委
員

会
で

検
討

し
な

が
ら

実
施

し
て

い
き

た
い

。

－118－



三
穂

公
民

館
の

事
業

報
告

№
4

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

開
催

期
日

開
催

会
場

6
6

1
月

1
9
日

～
1
月

2
0
日

神
戸

真
陽

地
区

5
2

企 画 事 業

継
続

1

目 的公
民

館
委

員
研

修
視

察
旅

行
地

区
費

評 価

公
民

館
委

員
を

対
象

に
、

テ
ー

マ
を

持
っ

て
視

察
を

行
い

、
地

域
づ

く
り

に
生

か
せ

る
事

例
の

学
習

や
、

新
た

な
課

題
の

発
見

の
機

会
と

す
る

。

実 施 内 容

1
回

参
加

・
登

録
数

の
べ

参
加

数

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

真
陽

地
区

の
方

々
と

久
し

ぶ
り

に
話

が
で

き
、

ま
た

、
大

震
災

か
ら

ど
の

よ
う

に
復

興
し

た
か

を
実

際
の

街
並

み
を

見
な

が
ら

学
習

す
る

機
会

と
な

っ
た

。
ま

た
、

委
員

の
親

睦
の

機
会

と
し

て
も

重
要

で
あ

り
、

次
年

度
は

よ
り

多
く
の

委
員

の
皆

さ
ん

に
参

加
し

て
も

ら
え

る
よ

う
、

行
き

先
、

内
容

を
検

討
し

、
実

施
し

た
い

。

三
穂

地
区

の
女

性
を

対
象

に
女

性
同

士
の

交
流

を
深

め
、

組
合

内
、

他
の

組
合

と
の

親
睦

を
図

る

女
性

委
員

会
で

要
項

を
検

討
し

、
委

員
が

中
心

と
な

っ
て

組
合

毎
に

チ
ー

ム
を

編
成

、
ト

ー
ナ

メ
ン

ト
戦

を
行

っ
た

。
1
1
の

組
合

か
ら

1
4
チ

ー
ム

が
参

加
。

種
目

は
ト

リ
ム

ボ
ー

ル
を

使
用

し
た

ソ
フ

ト
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
。

女
性

だ
け

が
参

加
対

象
の

ス
ポ

ー
ツ

大
会

は
地

区
内

で
は

他
に

な
く
、

地
区

内
の

女
性

の
交

流
と

親
睦

を
目

的
と

し
て

開
催

。
優

勝
：
第

2
組

合
Ａ

　
準

優
勝

：
第

1
3
組

合
Ａ

　
第

３
位

：
第

5
組

合
、

第
6
組

合
Ａ

事
業

名
予

算
区

分
対

象
数

事
業

区
分

開
催

回
数

公
民

館
企

画
委

員
会

で
計

画
し

、
全

委
員

会
の

意
見

を
聞

い
て

実
施

。
三

穂
地

区
と

つ
な

が
り

の
あ

る
神

戸
市

真
陽

地
区

を
研

修
視

察
先

と
し

、
大

震
災

の
記

録
展

や
真

陽
地

区
の

街
並

み
を

見
学

。
歴

史
文

化
に

つ
い

て
の

学
習

の
機

会
と

し
た

ほ
か

、
委

員
相

互
の

親
睦

を
深

め
た

。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

女
性

委
員

会
主

催
の

ス
ポ

ー
ツ

事
業

。
健

康
増

進
と

い
う

だ
け

で
な

く
、

普
段

体
育

事
業

に
参

加
し

な
い

人
や

若
い

人
な

ど
、

組
合

を
越

え
て

女
性

が
集

ま
り

交
流

す
る

良
い

機
会

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

今
年

度
は

全
て

の
組

合
か

ら
チ

ー
ム

が
出

場
し

、
大

会
が

浸
透

し
て

き
た

と
同

時
に

、
地

区
で

の
女

性
の

地
域

参
画

が
進

ん
で

い
る

こ
と

を
感

じ
た

。
次

年
度

以
降

も
、

健
康

増
進

だ
け

で
は

な
く
女

性
委

員
会

の
目

的
の

一
つ

で
あ

る
女

性
の

学
習

と
交

流
を

よ
り

い
っ

そ
う

進
め

る
た

め
に

、
委

員
会

で
検

討
し

て
実

施
し

た
い

。

9
月

3
0
日

女 性 委 員 会

地
区

費

実 施 内 容

目 的

事
業

区
分

8
0

8
0

7
5
0

1

対
象

数

評 価

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

継
続

1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

会
場

事
業

名
予

算
区

分

三
穂

小
学

校
体

育
館

開
催

期
日

女
性

交
流

ス
ポ

ー
ツ

大
会

実 施 内 容

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

内
容

が
例

年
と

同
じ

と
な

り
、

参
加

者
も

固
定

さ
れ

て
き

て
い

る
。

何
を

学
び

た
い

か
、

な
ぜ

行
う

の
か

な
ど

の
事

業
の

目
的

を
改

め
て

振
り

返
り

、
内

容
を

考
え

て
い

き
た

い
。

女 性 委 員 会

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

普
段

感
じ

て
い

る
不

安
や

心
配

事
、

興
味

、
関

心
事

を
、

女
性

の
視

点
、

生
活

者
の

視
点

で
取

り
上

げ
、

地
域

全
体

で
課

題
の

共
有

を
図

る

実
施

内
容

参
照

開
催

期
日

開
催

会
場

継
続

1
回

参
加

・
登

録
数

9
3

事
業

区
分

事
業

名
予

算
区

分
対

象
数

3
3
1

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

1
,4

3
4

実
施

内
容

参
照

普
段

の
生

活
の

中
で

感
じ

て
い

る
不

安
や

心
配

事
、

興
味

、
関

心
事

な
ど

、
大

切
と

思
っ

て
い

る
が

な
か

な
か

学
ぶ

機
会

が
な

い
内

容
を

女
性

の
視

点
、

生
活

者
の

視
点

で
拾

い
出

し
、

講
座

を
開

催
、

地
区

全
体

で
関

心
を

高
め

て
も

ら
う

。
・
第

1
回

　
「
お

手
軽

ス
ト

レ
ッ

チ
教

室
」
　

6
/
1
9
　

1
9
:3

0
～

・
第

2
回

　
「
浜

松
研

修
旅

行
」
　

1
1
/
1
8

・
第

3
回

　
「
誰

で
も

す
ぐ

に
で

き
る

防
災

対
策

」
　

3
/
5
　

1
9
:3

0
～

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

地
域

の
動

き
に

目
を

向
け

、
地

域
住

民
を

は
じ

め
と

す
る

読
者

に
わ

か
り

や
す

く
伝

え
る

こ
と

、
地

域
の

記
録

と
し

て
残

し
て

い
く
こ

と
を

意
識

し
、

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

誌
面

の
文

字
を

大
き

く
し

読
み

や
す

い
館

報
に

な
る

よ
う

改
善

し
た

。
事

業
報

告
や

地
域

ス
ポ

ー
ツ

の
結

果
な

ど
に

加
え

、
地

区
内

で
行

わ
れ

た
取

り
組

み
を

取
り

上
げ

、
読

み
ご

た
え

の
あ

る
紙

面
作

り
を

目
指

す
こ

と
が

で
き

た
。

今
後

は
、

記
事

を
通

じ
て

地
域

の
課

題
を

提
起

し
、

み
ん

な
で

共
有

し
、

考
え

て
い

け
る

よ
う

な
内

容
を

盛
り

込
み

つ
つ

、
よ

り
地

域
の

役
に

立
つ

館
報

を
目

指
し

て
い

き
た

い
。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

個
人

的
な

今
年

の
目

標
か

ら
、

若
者

な
ど

様
々

な
話

題
で

語
り

合
う

中
で

、
参

加
者

の
皆

さ
ん

の
地

区
へ

の
愛

情
を

感
じ

る
こ

と
が

で
き

た
。

年
齢

や
役

職
を

超
え

、
一

住
民

と
し

て
話

し
、

他
人

の
意

見
を

じ
っ

く
り

聞
く

機
会

は
貴

重
で

あ
る

。
年

々
、

年
男

、
年

女
の

参
加

が
減

少
に

あ
り

、
来

年
度

以
降

ど
の

よ
う

な
形

で
行

う
か

が
課

題
と

感
じ

る
。

ほ
っ

と
け

な
い

楽
習

会
市

・
地

広 報 事 業

目 的

地
区

住
民

、
一

般
市

民
を

対
象

に
地

区
の

動
き

や
課

題
を

発
信

し
、

関
心

を
高

め
て

も
ら

う
こ

と
、

記
録

と
し

て
残

す
こ

と
を

目
的

と
す

る

対
象

数

開
催

期
日

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

三
穂

公
民

館

開
催

期
日

開
催

会
場

継
続

通
年

事
業

区
分

対
象

数

1
,4

3
4

三
穂

公
民

館
8

広 報 事 業

評 価
目 的

評 価

開
催

会
場

地
区

在
住

の
年

男
、

年
女

を
対

象
に

、
自

ら
の

抱
負

や
地

域
へ

の
思

い
を

語
っ

て
も

ら
い

、
将

来
に

つ
い

て
考

え
る

機
会

と
す

る
。

実 施 内 容

新
春

放
談

会
地

区
費

三
穂

在
住

の
年

男
、

年
女

の
皆

さ
ん

を
対

象
に

、
新

年
に

開
催

し
て

い
る

。
対

象
者

に
通

知
し

て
参

加
募

集
し

、
昭

和
2
2
年

、
昭

和
4
6
年

生
ま

れ
の

参
加

が
あ

っ
た

。
自

ら
の

今
年

の
抱

負
、

地
域

の
将

来
へ

の
思

い
な

ど
に

つ
い

て
語

り
合

う
機

会
と

し
た

。
広

報
委

員
が

準
備

お
よ

び
進

行
を

担
当

し
、

参
加

。

継
続

1
1
月

1
3
日

9
5

事
業

名

事
業

名
予

算
区

分

予
算

区
分

実 施 内 容

事
業

区
分

開
催

回
数

1
4
4

２
ヶ

月
に

１
回

発
行

。
地

区
内

各
戸

へ
の

配
布

の
ほ

か
、

希
望

す
る

三
穂

出
身

者
へ

も
送

付
。

第
2
5
5
号

　
5
/
3
1
　

平
成

3
0
年

度
活

動
方

針
・
ま

ち
づ

く
り

委
員

会
総

会
　

ほ
か

第
2
5
6
号

　
8
/
1
　

　
ふ

る
さ

と
コ

ン
サ

ー
ト

・
市

政
懇

談
会

　
ほ

か
第

2
5
7
号

　
1
0
/
1
2
　

ふ
れ

あ
い

夏
祭

り
・
防

災
訓

練
　

ほ
か

第
2
5
8
号

　
1
1
/
3
0
　

運
動

会
・
ふ

る
さ

と
め

ぐ
り

三
穂

　
ほ

か
第

2
5
9
号

　
1
/
3
1
　

成
人

式
・
新

春
放

談
会

　
ほ

か
第

2
6
0
号

　
3
/
3
1
　

文
化

祭
・
各

委
員

会
活

動
反

省
　

ほ
か

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

6
8

館
報

「
み

ほ
」
の

発
行

地
区

費

8

1
回

参
加

・
登

録
数
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三
穂

公
民

館
の

事
業

報
告

№
5

区
分

区
分

区
分

区
分

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

参
加

し
て

く
れ

た
子

ど
も

達
で

班
を

作
り

、
リ

ー
ダ

ー
を

6
年

生
が

行
う

事
で

、
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

が
取

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

。
子

ど
も

に
思

い
出

に
な

る
よ

う
に

移
動

中
や

丘
の

上
で

も
何

か
で

き
な

い
か

を
検

討
し

て
い

き
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数

そ の 他

継
続

1

目 的

小
学

生
を

対
象

に
、

質
の

高
い

人
形

劇
の

鑑
賞

と
、

市
街

地
の

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
の

盛
り

上
が

り
を

体
験

す
る

機
会

と
し

、
人

形
劇

文
化

へ
の

理
解

を
高

め
る

機
会

と
す

る
。

実 施 内 容

　
９

：
３

０
　

三
穂

公
民

館
　

出
発

１
０

：
３

０
　

飯
田

市
美

術
博

物
館

　
鑑

賞
１

２
：
１

５
　

昼
食

１
４

：
０

０
　

文
化

会
館

　
人

形
劇

鑑
賞

１
５

：
１

５
　

文
化

会
館

　
出

発
１

５
：
４

５
　

三
穂

公
民

館
着

　
解

散

い
い

だ
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

　
 観

劇
バ

ス
ツ

ア
ー

市
・
地

2
5

1
回

参
加

・
登

録
数

の
べ

参
加

数

2
5

開
催

期
日

開
催

会
場

8
0

8
月

4
日

実
施

内
容

参
照

対
象

数

予
算

区
分

評 価

事
業

区
分

1
回

参
加

・
登

録
数

継
続

地
区

費

目 的

開
催

期
日

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
事

業
名

伊
豆

木
人

形
の

継
承

（
伊

豆
木

人
形

ク
ラ

ブ
）

開
催

会
場

対
象

数

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

伝
統

芸
能

の
復

活
と

継
承

活
動

を
通

じ
、

地
域

資
源

と
し

て
の

価
値

を
高

め
、

地
域

づ
く

り
の

糧
と

し
た

い
。

ク
ラ

ブ
員

の
減

少
に

よ
り

存
続

が
危

ぶ
ま

れ
た

が
、

何
と

か
人

数
が

揃
い

練
習

を
行

っ
て

い
る

状
況

。
今

後
も

小
中

学
校

を
通

じ
た

P
R

な
ど

、
継

続
し

て
活

動
す

る
た

め
の

ク
ラ

ブ
員

の
確

保
に

取
り

組
み

た
い

。
ま

た
、

大
人

の
参

加
に

向
け

た
声

か
け

も
必

要
。

練
習

活
動

に
加

え
地

域
内

外
で

上
演

し
「
伊

豆
木

人
形

」
を

ア
ピ

ー
ル

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
以

前
「
伊

豆
木

人
形

ク
ラ

ブ
後

援
会

」
が

発
足

し
た

が
現

在
は

機
能

し
て

お
ら

ず
、

地
域

側
の

支
え

る
仕

組
み

の
検

討
が

必
要

。
自

主
的

継
続

的
な

活
動

と
な

っ
て

い
く

よ
う

、
公

民
館

と
し

て
も

後
押

し
し

て
い

く
。

三
穂

公
民

館
ほ

か
通

年
9

1
,4

3
4

1
8
0

2
0

目 的

小
学

生
を

対
象

に
、

地
区

内
農

家
で

の
農

作
業

体
験

と
宿

泊
体

験
を

行
い

、
地

域
の

農
業

に
つ

い
て

学
ぶ

と
と

も
に

、
、

家
庭

で
の

生
活

を
考

え
る

き
っ

か
け

と
す

る

実 施 内 容

三
穂

小
学

校
と

共
催

し
、

5
年

生
の

児
童

を
対

象
に

、
三

穂
地

区
の

農
家

へ
1
泊

2
日

の
農

業
宿

泊
体

験
を

行
う

。
三

穂
小

学
校

と
共

催
、

生
涯

学
習

・
ス

ポ
ー

ツ
課

が
支

援
。

ま
た

、
宿

泊
体

験
の

１
週

間
前

に
は

受
入

れ
農

家
へ

の
説

明
会

及
び

、
農

業
委

員
か

ら
児

童
へ

三
穂

の
農

業
の

歴
史

や
変

遷
を

、
受

入
れ

農
家

か
ら

は
日

頃
の

暮
ら

し
や

体
験

へ
の

心
構

え
に

つ
い

て
の

事
前

学
習

会
と

顔
合

せ
会

を
行

っ
た

。
二

日
目

の
体

験
終

了
後

は
児

童
に

よ
る

反
省

会
と

、
学

校
、

生
涯

学
習

ス
ポ

ー
ツ

課
、

公
民

館
,受

入
れ

農
家

と
の

給
食

を
試

食
し

な
が

ら
の

反
省

会
を

実
施

。
・
期

日
　

9
/
2
6
～

2
7

・
体

験
内

容
各

家
庭

で
の

農
業

体
験

・
手

伝
い

作
業

（
り

ん
ご

狩
り

客
接

待
、

家
畜

の
世

話
、

稲
刈

、
な

め
こ

収
穫

、
障

子
の

張
り

替
え

等
）

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
は

受
入

農
家

の
減

少
か

ら
5
年

生
の

み
の

実
施

と
な

っ
た

。
三

穂
地

区
の

小
学

生
を

三
穂

地
区

の
農

家
へ

受
け

入
れ

る
の

は
、

自
分

の
地

域
を

知
り

、
地

域
へ

の
愛

着
心

を
醸

成
す

る
ほ

か
、

親
や

家
庭

か
ら

少
し

離
れ

て
近

所
の

家
へ

訪
問

す
る

こ
と

で
気

ま
ず

さ
や

、
親

や
家

族
で

な
い

大
人

と
の

関
わ

り
の

中
で

人
と

の
接

し
方

や
礼

儀
に

つ
て

学
び

、
自

立
心

を
育

む
た

め
で

あ
る

。
引

き
続

き
小

学
校

と
共

催
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
役

割
を

明
確

に
し

つ
つ

も
、

柔
軟

に
事

業
に

取
り

組
め

る
よ

う
協

力
体

制
を

構
築

し
て

い
く
。

ま
た

、
受

入
れ

農
家

に
つ

い
て

は
年

々
高

齢
化

や
様

々
な

事
由

か
ら

受
入

れ
が

困
難

に
な

っ
て

き
て

い
る

ケ
ー

ス
も

あ
る

た
め

、
確

保
に

努
め

つ
つ

も
新

た
に

受
入

れ
を

し
て

く
れ

る
農

家
を

探
し

つ
つ

、
協

力
し

て
事

業
を

推
進

し
て

い
く
。

1
8

9
月

2
6
日

～
9
月

2
7
日

三
穂

小
学

校
・
農

家

そ の 他

3
3

目 的

継
続

評 価

地
区

住
民

を
対

象
に

、
伊

豆
木

人
形

の
保

存
、

継
承

を
図

る
と

と
も

に
、

地
域

の
伝

統
文

化
へ

の
理

解
を

高
め

る

実 施 内 容

「
伊

豆
木

人
形

ク
ラ

ブ
」
を

組
織

し
、

三
穂

地
区

に
伝

わ
る

伝
統

人
形

浄
瑠

璃
、

伊
豆

木
人

形
の

再
興

、
保

存
継

承
に

向
け

て
取

組
ん

で
い

る
。

地
区

住
民

、
小

中
学

生
か

ら
ク

ラ
ブ

員
を

募
集

し
、

月
２

回
程

度
の

練
習

を
実

施
。

上
演

演
目

は
２

題
。

今
年

度
は

小
学

生
が

多
く
加

入
し

て
く
れ

た
。

・
8
/
8
　

　
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

三
穂

地
区

公
演

　
「
傾

城
阿

波
鳴

門
　

順
礼

歌
の

段
」

・
1
/
1
3
　

三
穂

地
区

成
人

式
　

「
寿

　
式

三
番

叟
」

・
2
/
3
　

三
穂

文
化

祭
　

「
傾

城
阿

波
鳴

門
　

順
礼

歌
の

段
」

・
講

師
：
今

田
人

形
座

　
木

下
　

文
子

　
氏

そ の 他そ の 他

小
学

生
農

業
宿

泊
体

験
市

・
地

継
続

1
1
8

1
8

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

実
行

委
員

会
に

新
成

人
5
人

が
参

加
し

、
成

人
式

当
日

の
企

画
検

討
や

地
域

学
習

、
中

学
校

区
で

の
祝

賀
会

検
討

な
ど

積
極

的
に

活
動

を
行

っ
た

。
式

当
日

は
、

地
区

全
体

で
新

成
人

を
祝

う
式

典
と

い
う

形
を

大
事

に
し

な
が

ら
も

、
新

成
人

の
リ

ク
エ

ス
ト

か
ら

地
区

内
に

あ
る

神
社

の
宮

司
を

呼
ん

で
お

祓
い

を
受

け
る

と
い

っ
た

新
成

人
の

想
い

を
形

に
な

る
よ

う
な

式
典

と
し

た
。

成
人

式
を

き
っ

か
け

に
、

地
区

の
事

を
考

え
て

も
ら

え
る

よ
う

に
地

区
内

の
大

人
と

の
か

か
わ

り
の

時
間

を
大

切
に

し
て

い
き

た
い

。

開
催

会
場

予
算

区
分

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

期
日

事
業

名
対

象
数

開
催

会
場

予
算

区
分

1
回

参
加

・
登

録
数

事
業

名
開

催
期

日
事

業
区

分
対

象
数

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

3
3

三
穂

地
区

成
人

式
市

・
地

新
成

人
を

対
象

に
、

成
人

と
し

て
の

自
覚

と
責

任
を

自
覚

す
る

機
会

と
す

る
と

と
も

に
、

郷
土

へ
の

愛
着

を
持

ち
、

地
域

へ
の

関
心

を
高

め
る

機
会

と
す

る

実 施 内 容

1
3
3

1
月

1
3
日

三
穂

公
民

館

成
人

該
当

者
を

中
心

に
、

公
民

館
委

員
、

ま
ち

づ
く
り

委
員

長
会

、
職

員
か

ら
組

織
す

る
実

行
委

員
会

で
計

画
し

実
施

。
・
成

人
式

実
行

委
員

会
の

開
催

・
郷

土
学

習
の

実
施

・
式

典
の

実
施

・
竜

峡
中

学
校

区
祝

賀
会

実
行

委
員

会
へ

の
参

画

－120－



山
本

公
民

館
の

事
業

報
告

№
1

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

乳
幼

児
学

級
（
な

か
よ

し
広

場
）

市
費

継
続

2
0

1
4
0

7
組

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,8

2
3

通
年

山
本

公
民

館

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

0
～

1
歳

児
と

そ
の

親
を

対
象

に
①

子
育

て
に

必
要

な
知

識
の

習
得

、
②

親
子

の
ふ

れ
あ

い
・
運

動
、

③
母

親
同

士
の

交
流

・
仲

間
づ

く
り

を
図

る

実 施 内 容

・
食

、
健

康
、

危
険

防
止

等
の

テ
ー

マ
学

習
・
絵

本
の

読
み

聞
か

せ
、

外
に

お
出

か
け

・
ミ

ニ
運

動
会

、
身

近
に

あ
る

物
や

わ
ら

べ
歌

を
使

っ
た

運
動

・
公

民
館

開
放

、
各

種
交

流
会

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

1
年

間
を

通
し

て
体

操
、

工
作

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
等

行
い

子
ど

も
と

親
が

ふ
れ

あ
い

、
学

び
あ

う
場

で
あ

る
の

は
も

ち
ろ

ん
、

子
ど

も
同

士
や

親
同

士
も

仲
間

づ
く
り

が
で

き
る

機
会

に
な

っ
て

い
た

。
ま

た
参

加
者

の
お

兄
さ

ん
、

お
姉

さ
ん

（
2
～

3
歳

）
の

子
ど

も
た

ち
も

参
加

し
、

面
倒

を
見

て
く
れ

る
な

ど
上

の
年

代
の

子
ど

も
た

ち
と

の
交

流
の

機
会

に
も

な
っ

た
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

4
,8

2
3

通
年

山
本

公
民

館

目 的

2
～

3
歳

児
と

そ
の

親
を

対
象

に
①

子
育

て
に

必
要

な
知

識
の

習
得

、
②

子
ど

も
の

集
団

の
中

で
の

学
び

（
社

会
性

）
、

③
母

親
同

士
の

交
流

・
仲

間
作

り
を

図
る

実 施 内 容

・
食

、
健

康
、

危
険

防
止

等
の

テ
ー

マ
学

習
・
保

育
園

に
お

い
て

未
就

園
交

流
・
公

民
館

開
放

、
各

種
交

流
会

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

1
年

間
を

通
し

て
体

操
、

工
作

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
等

行
い

子
ど

も
と

親
が

ふ
れ

あ
い

、
学

び
あ

う
場

で
あ

る
の

は
も

ち
ろ

ん
、

子
ど

も
同

士
や

親
同

士
も

仲
間

づ
く
り

が
で

き
る

機
会

に
な

っ
て

い
た

。
ま

た
参

加
者

の
妹

、
弟

（
0
～

1
歳

）
の

子
ど

も
た

ち
も

参
加

し
、

面
倒

を
見

る
な

ど
下

の
年

代
の

子
ど

も
た

ち
と

の
交

流
の

機
会

に
も

な
っ

た
。

学 級 ・ 講 座

乳
幼

児
学

級
（
ち

び
っ

こ
広

場
）

市
費

継
続

1
4

9
8

7
組

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

高
齢

者
学

級
市

費
継

続
3

1
2
0

4
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,8

2
3

5
月

1
8
日

,1
0
月

1
9
日

,1
月

2
5
日

山
本

老
人

福
祉

セ
ン

タ
ー

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

高
齢

者
を

対
象

に
、

①
高

齢
者

の
学

び
の

意
欲

の
引

き
出

し
、

②
受

講
者

同
士

の
交

流
を

図
る

実 施 内 容

N
P

O
法

人
よ

つ
ば

と
連

携
し

な
が

ら
山

本
老

人
福

祉
セ

ン
タ

ー
に

集
ま

る
高

齢
者

を
対

象
に

学
級

を
企

画
・
運

営
し

て
い

る
。

座
学

だ
け

で
は

な
く
、

夏
祭

り
や

文
化

祭
に

も
招

待
し

、
踊

り
や

手
芸

品
を

披
露

し
て

い
た

だ
い

て
い

る
。

8
/
2
5

講
師

：
柄

木
田

孝
行

氏
1
0
/
1
9

講
師

：
平

田
正

宏
氏

1
月

2
5
日

講
師

：
宮

下
泰

広
氏

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
は

「
笑

い
な

が
ら

健
康

で
長

生
き

す
る

秘
訣

」
を

柄
木

田
先

生
か

ら
、

郷
土

出
身

の
教

育
者

大
江

磯
吉

先
生

に
つ

い
て

の
お

話
を

平
田

先
生

か
ら

、
笑

い
な

が
ら

頭
や

体
を

動
か

す
こ

と
の

大
切

さ
を

宮
下

先
生

か
ら

そ
れ

ぞ
れ

お
聞

き
し

た
。

通
所

者
の

方
々

は
8
0
代

、
9
0
代

の
方

々
が

多
い

が
皆

さ
ん

大
変

お
元

気
で

笑
っ

た
り

、
体

を
動

か
す

こ
と

を
日

頃
の

活
動

に
も

取
り

入
れ

て
い

る
。

今
後

も
み

な
さ

ん
の

生
き

が
い

と
な

る
活

動
に

協
力

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

4
,8

2
3

6
月

8
日

,8
月

2
4
日

,1
0
月

1
3
日

,1
2
月

7
日

,2
月

1
5
日

杵
原

学
校

目 的

一
般

を
対

象
に

、
①

地
域

の
歴

史
や

文
化

等
の

魅
力

再
発

見
、

②
住

民
の

地
域

に
対

す
る

誇
り

や
愛

着
心

の
引

き
出

し
を

図
る

。

実 施 内 容

・
杵

原
学

校
に

係
る

講
話

・
地

域
の

歴
史

、
文

化
、

人
物

等
の

テ
ー

マ
学

習
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

杵
原

学
校

応
援

団
と

共
催

で
杵

原
学

校
の

校
舎

で
授

業
の

よ
う

な
形

式
で

行
い

、
大

人
の

学
校

と
い

っ
た

形
式

に
な

っ
て

い
る

。
山

本
の

地
域

の
歴

史
や

文
化

を
考

え
る

貴
重

な
機

会
で

あ
り

継
続

し
て

い
き

た
い

。

学 級 ・ 講 座

山
本

学
講

座
市

・
地

継
続

5
6
0

1
2

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

ふ
る

さ
と

ク
ッ

キ
ン

グ
市

・
地

新
規

1
8

8

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,8

2
3

6
月

2
3
日

山
本

公
民

館

目 的

一
般

を
対

象
に

郷
土

料
理

の
講

座
を

開
催

し
、

地
元

の
料

理
を

学
ぶ

こ
と

で
地

域
へ

の
愛

着
を

持
っ

て
も

ら
う

。

実 施 内 容

・
郷

土
料

理
の

講
座

を
実

施

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
地

域
の

郷
土

料
理

を
学

ぶ
講

座
と

し
て

初
め

て
開

催
し

た
。

今
回

は
朴

葉
ず

し
を

作
り

参
加

者
に

も
お

お
む

ね
好

評
だ

っ
た

。
今

後
は

開
催

時
期

や
回

数
に

つ
い

て
も

検
討

し
て

い
き

た
い

。
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山
本

公
民

館
の

事
業

報
告

№
2

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

4
,8

2
3

8
月

2
5
日

、
1
2
月

8
日

、
3
月

9
日

山
本

公
民

館

目 的

男
性

を
対

象
に

、
①

家
庭

料
理

を
す

る
こ

と
の

楽
し

さ
を

知
っ

て
も

ら
う

こ
と

、
②

日
常

の
健

康
へ

の
意

識
を

高
め

て
も

ら
う

こ
と

を
図

る

実 施 内 容

・
男

性
で

も
簡

単
に

調
理

で
き

る
料

理
の

実
習

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
は

参
加

者
が

よ
り

参
加

し
や

す
い

土
曜

日
の

夕
方

に
主

に
開

催
し

徐
々

に
参

加
者

が
定

着
し

て
き

た
。

参
加

者
は

普
段

自
宅

で
料

理
を

作
る

方
と

そ
う

で
な

い
方

と
そ

れ
ぞ

れ
い

る
が

、
メ

ン
ズ

ク
ッ

キ
ン

グ
の

時
に

は
周

り
と

協
力

し
て

料
理

を
作

る
喜

び
を

感
じ

て
い

た
だ

い
て

い
る

。
今

後
は

メ
ニ

ュ
ー

等
も

参
加

者
が

中
心

と
な

っ
て

組
み

立
て

て
い

け
る

よ
う

考
え

て
い

き
た

い
。

学 級 ・ 講 座

メ
ン

ズ
ク

ッ
キ

ン
グ

市
費

継
続

3
4
0

1
3

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

Y
am

am
o
to

 I
n
te

rn
at

io
n
al

友
の

会
市

・
地

継
続

1
5

5

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,8

2
3

9
月

2
6
日

山
本

公
民

館

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

一
般

を
対

象
に

、
地

域
在

住
の

外
国

人
と

地
域

住
民

の
交

流
を

図
る

。

実 施 内 容

国
際

ふ
れ

あ
い

交
流

会
の

外
国

人
代

表
者

が
集

い
、

地
域

在
住

の
外

国
人

と
地

域
住

民
の

交
流

の
場

と
し

て
開

催
す

る
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

山
本

小
学

校
で

行
わ

れ
る

花
の

木
オ

ー
プ

ン
ス

ク
ー

ル
の

講
座

の
中

で
「
国

際
交

流
」
の

講
座

を
担

当
し

た
。

例
年

行
っ

て
い

る
中

国
の

餃
子

づ
く
り

と
フ

ィ
リ

ピ
ン

の
バ

ン
ブ

ー
ダ

ン
ス

体
験

を
企

画
し

、
当

日
1
～

6
年

生
ま

で
の

子
ど

も
た

ち
と

講
座

を
行

っ
た

。
ま

た
今

年
度

は
各

国
に

ま
つ

わ
る

ク
イ

ズ
を

用
意

し
、

子
ど

も
た

ち
が

楽
し

み
な

が
ら

多
文

化
に

触
れ

る
機

会
と

な
っ

た
。

今
後

も
引

き
続

き
継

続
し

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

4
,8

2
3

1
2
月

2
日

山
本

公
民

館

目 的

小
学

生
と

そ
の

親
ま

た
は

家
族

を
対

象
に

、
①

家
族

間
の

会
話

・
ふ

れ
あ

い
、

②
親

か
ら

子
へ

の
技

術
・
知

恵
の

継
承

、
②

親
の

子
に

対
す

る
気

づ
き

を
図

る
。

実 施 内 容

内
容

：
親

子
を

対
象

と
し

た
親

子
料

理
教

室
。

講
師

：
食

生
活

改
善

推
進

協
議

会
山

本
支

部
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

食
改

の
皆

さ
ん

を
講

師
に

毎
年

1
回

開
催

し
て

お
り

、
好

評
で

あ
る

。
特

に
平

日
仕

事
を

し
て

い
て

な
か

な
か

子
ど

も
と

の
時

間
を

取
れ

な
い

親
御

さ
ん

に
と

っ
て

、
子

ど
も

と
の

時
間

を
大

切
に

す
る

機
会

に
な

っ
た

と
い

う
感

想
も

あ
り

次
年

度
も

継
続

し
て

い
き

た
い

。

学 級 ・ 講 座

親
子

d
e
ク

ッ
キ

ン
グ

市
・
地

継
続

1
1
9

1
9

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

児
童

館
お

や
つ

作
り

市
・
地

継
続

1
4
0

4
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
0

3
月

2
2
日

山
本

公
民

館

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

児
童

館
の

児
童

の
、

①
料

理
を

心
を

育
む

、
②

自
分

で
栄

養
管

理
が

で
き

る
こ

と
を

図
る

。

実 施 内 容

内
容

：
児

童
セ

ン
タ

ー
に

通
う

児
童

を
対

象
と

し
た

料
理

教
室

を
開

催
す

る
。

講
師

：
食

生
活

改
善

推
進

協
議

会
山

本
支

部

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

例
年

開
催

し
て

い
る

が
、

あ
ら

た
め

て
今

年
度

何
を

目
的

に
開

催
す

る
か

話
し

合
っ

た
。

子
ど

も
た

ち
に

と
っ

て
は

毎
年

地
区

の
お

ば
さ

ん
た

ち
に

料
理

を
教

え
て

も
ら

う
機

会
を

楽
し

み
に

し
て

お
り

、
火

や
包

丁
を

使
う

貴
重

な
機

会
で

あ
る

。
ま

た
講

師
の

食
改

の
み

な
さ

ん
に

と
っ

て
は

子
ど

も
た

ち
に

教
え

る
こ

と
を

通
し

て
や

り
が

い
を

感
じ

て
い

る
。

今
後

も
三

者
で

目
的

を
共

有
し

な
が

ら
開

催
し

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

4
,8

2
3

毎
月

１
回

二
ツ

山
市

営
住

宅
集

会
所

目 的

地
区

在
住

外
国

人
を

対
象

に
日

本
の

文
化

や
生

活
に

つ
い

て
学

習
し

た
り

、
生

活
す

る
う

え
で

の
悩

み
や

不
安

を
話

が
で

き
る

場
を

作
る

こ
と

で
国

籍
関

係
な

く
地

域
住

民
が

お
互

い
尊

重
し

あ
え

る
よ

う
に

サ
ロ

ン
を

開
催

す
る

。

実 施 内 容

場
所

：
二

ツ
山

市
営

住
宅

集
会

所
内

容
：
季

節
の

行
事

（
端

午
節

、
敬

老
会

、
餅

つ
き

等
）
、

軽
ス

ポ
ー

ツ
、

踊
り

、
料

理
（
餃

子
づ

く
り

）
等

協
力

：
半

崎
ひ

ろ
み

さ
ん

（
山

本
地

区
在

住
）
,多

田
清

司
さ

ん
（
元

市
立

病
院

通
訳

）
,大

平
文

江
さ

ん
（
元

二
ツ

山
市

営
住

宅
在

住
）
,馬

場
田

文
江

さ
ん

（
N

P
O

法
人

共
に

歩
む

会
理

事
長

）
,大

平
ホ

ア
さ

ん
（
元

二
ツ

山
市

営
住

宅
民

生
児

童
委

員
）
、

松
原

の
り

子
さ

ん
（
文

化
副

委
員

長
）

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
地

区
在

住
外

国
人

と
元

々
住

む
日

本
人

が
少

し
ず

つ
で

も
お

互
い

を
理

解
す

る
き

っ
か

け
に

な
る

よ
う

開
催

し
た

。
1
年

間
通

し
て

開
催

し
参

加
者

同
士

関
係

性
が

で
き

て
き

て
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
活

発
に

な
っ

て
き

て
い

る
の

で
徐

々
に

輪
を

広
げ

な
が

ら
継

続
し

て
い

き
た

い
。

学 級 ・ 講 座

二
ツ

山
国

際
サ

ロ
ン

市
・
地

新
規

1
2

1
1
4

1
0
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山
本

公
民

館
の

事
業

報
告

№
3

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

で
山

本
地

域
を

学
ぼ

う
！

！
地

区
費

継
続

1
3
6

3
6

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,8

2
3

6
月

1
7
日

山
本

地
区

内

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

一
般

を
対

象
に

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

に
地

域
の

歴
史

や
自

然
を

学
ぶ

と
い

っ
た

要
素

を
取

り
入

れ
、

地
域

住
民

が
地

域
資

源
の

大
切

さ
に

気
付

い
て

も
ら

う
こ

と
を

図
る

。

実 施 内 容

山
本

地
区

内
を

講
師

の
ガ

イ
ド

の
元

歩
き

な
が

ら
学

ぶ
コ

ー
ス

：
竹

佐
方

面
（
伊

奈
神

社
、

杵
原

学
校

等
）

講
師

：
伊

坪
 達

郎
氏

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

日
頃

何
気

な
く
暮

ら
し

て
い

る
こ

の
地

域
の

よ
さ

や
い

ま
ま

で
の

歴
史

な
ど

を
学

ぶ
機

会
と

し
て

文
化

委
員

が
開

催
し

て
い

る
。

毎
年

多
く

の
参

加
者

が
あ

り
今

年
度

は
主

に
竹

佐
地

区
の

旧
街

道
や

歴
史

的
な

建
築

物
な

ど
を

歩
い

て
回

っ
た

。
あ

る
参

加
者

に
話

を
聞

く
と

「
元

々
地

区
外

か
ら

引
っ

越
し

て
き

て
山

本
の

こ
と

を
知

ら
な

い
の

で
近

所
の

人
に

聞
く

と
自

分
も

分
か

ら
な

い
と

言
わ

れ
た

。
だ

か
ら

自
分

で
勉

強
す

る
た

め
に

参
加

し
た

。
」
と

い
う

方
が

い
て

、
山

本
に

住
む

方
が

こ
の

地
域

を
知

る
貴

重
な

機
会

に
な

っ
て

い
る

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

4
,8

2
3

8
月

4
日

,8
月

7
日

山
本

公
民

館
、

さ
く
ら

保
育

園

目 的

一
般

を
対

象
に

、
①

子
ど

も
の

想
像

力
や

感
受

性
を

磨
く

、
②

大
人

が
実

行
委

員
と

な
っ

て
支

え
手

に
ま

わ
り

、
観

劇
の

環
境

づ
く

り
に

携
わ

る
こ

と
を

図
る

。

実 施 内 容

公
民

館
文

化
委

員
､保

育
園

職
員

等
で

実
行

委
員

会
を

組
織

し
､企

画
運

営
を

行
っ

た
。

①
8
/
4

会
場

：
さ

く
ら

保
育

園
運

営
：
さ

く
ら

保
育

園
劇

団
：
人

形
劇

団
ク

ラ
ル

テ
参

加
者

：
1
4
5
名

②
8
/
4

会
場

：
山

本
公

民
館

運
営

：
文

化
委

員
劇

団
:お

し
ゃ

べ
り

劇
場

ぽ
っ

け
、

フ
ァ

イ
ト

い
っ

ぱ
つ

の
ら

ね
こ

劇
団

　
参

加
者

：
2
8
7
名

③
8
/
7

会
場

：
山

本
公

民
館

運
営

：
山

本
保

育
園

保
護

者
会

劇
団

：
人

形
劇

団
つ

き
ほ

た
る

　
参

加
者

1
2
5
名

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
地

区
内

3
会

場
で

公
演

を
開

催
し

た
。

特
に

3
年

目
と

な
っ

た
山

本
保

育
園

保
護

者
会

主
催

に
よ

る
公

演
で

は
保

護
者

会
の

役
員

が
平

日
の

日
中

仕
事

を
休

ん
で

子
ど

も
た

ち
の

た
め

に
運

営
す

る
な

ど
、

子
ど

も
た

ち
へ

人
形

劇
を

見
て

楽
し

ん
で

も
ら

い
た

い
と

い
う

思
い

を
形

に
す

る
機

会
と

な
っ

て
い

る
。

文 化 事 業

飯
田

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
2
0
1
8
山

本
地

区
公

演
地

区
費

継
続

3
5
5
7

5
5
7

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

山
本

地
区

文
化

祭
地

区
費

継
続

1
3
0
0

3
0
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,8

2
3

1
1
月

1
8
日

山
本

公
民

館

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

一
般

を
対

象
に

、
①

各
種

団
体

、
サ

ー
ク

ル
、

個
人

の
活

動
発

表
の

場
の

提
供

、
②

発
表

者
お

よ
び

観
客

と
の

情
報

交
流

を
図

る
。

実 施 内 容

・
公

民
館

文
化

委
員

会
が

中
心

と
な

っ
て

参
加

団
体

、
サ

ー
ク

ル
や

他
公

民
館

委
員

と
実

行
委

員
会

体
制

を
立

ち
上

げ
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

前
年

度
の

反
省

で
文

化
委

員
が

当
日

運
営

に
奔

走
し

文
化

祭
を

楽
し

め
な

い
と

い
う

意
見

が
あ

り
、

今
年

度
は

全
公

民
館

委
員

が
午

前
午

後
分

か
れ

て
運

営
に

あ
た

っ
た

。
文

化
委

員
に

と
っ

て
は

自
分

た
ち

が
主

催
す

る
文

化
祭

を
じ

っ
く

り
見

る
こ

と
が

で
き

、
ま

た
他

の
委

員
に

と
っ

て
も

初
め

て
文

化
祭

に
来

た
と

い
う

方
も

い
て

今
年

度
は

文
化

祭
の

中
身

を
よ

り
多

く
の

人
が

考
え

ら
れ

る
機

会
と

な
っ

た
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

4
,8

2
3

2
月

3
日

山
本

公
民

館

目 的

一
般

を
対

象
に

、
①

地
域

在
住

外
国

人
と

地
域

住
民

の
交

流
、

②
青

壮
年

層
の

他
国

文
化

・
慣

習
の

理
解

を
図

る
。

実 施 内 容

内
容

：
料

理
交

流
、

お
話

を
聞

く
会

、
交

流
会

、
豆

ま
き

大
会

お
話

を
聞

く
会

：
「
日

本
っ

て
お

も
し

ろ
い

」
大

橋
春

美
さ

ん
（
旭

ヶ
丘

中
学

校
教

諭
）

交
流

会
で

の
催

し
：
中

国
舞

踊
（
華

人
春

風
歌

舞
団

）
、

バ
ン

ブ
ー

ダ
ン

ス
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
は

こ
れ

ま
で

の
お

祭
り

的
な

部
分

に
加

え
て

、
参

加
者

同
士

が
よ

り
話

を
し

な
が

ら
違

い
を

楽
し

む
、

理
解

す
る

と
い

う
部

分
を

大
切

に
し

た
い

と
い

う
こ

と
で

お
話

を
聞

く
会

で
中

国
帰

国
者

２
世

で
あ

る
大

橋
先

生
か

ら
日

本
へ

来
て

感
じ

た
違

和
感

を
楽

し
く
語

っ
て

い
た

だ
い

た
。

ま
た

そ
の

後
の

交
流

会
で

参
加

者
同

士
じ

っ
く
り

話
を

す
る

こ
と

が
で

き
、

こ
の

地
域

で
大

切
な

事
業

で
あ

る
こ

と
が

あ
ら

た
め

て
確

認
で

き
た

。

文 化 事 業

国
際

ふ
れ

あ
い

交
流

会
市

・
地

継
続

1
7
0

7
0

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

分
館

対
抗

ス
ポ

ー
ツ

大
会

地
区

費
継

続
1

3
0
0

3
0
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,8

2
3

5
月

2
7
日

杵
原

広
場

ほ
か

目 的

分
館

を
対

象
に

、
①

分
館

事
業

の
一

環
と

し
て

取
り

入
れ

、
②

地
区

住
民

の
体

力
増

進
と

交
流

機
会

の
提

供
を

図
る

。

実 施 内 容

○
ソ

フ
ト

バ
レ

ー
大

会
（
1
2
チ

ー
ム

参
加

）
会

場
：
山

本
小

学
校

体
育

館
、

杵
原

多
目

的
ホ

ー
ル

○
野

球
大

会
（
1
1
チ

ー
ム

参
加

）
会

場
：
山

本
小

学
校

校
庭

、
杵

原
広

場

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
は

ソ
フ

ト
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
大

会
の

参
加

資
格

を
こ

れ
ま

で
女

性
の

み
に

し
て

い
た

が
、

男
性

に
と

っ
て

も
競

技
の

選
択

肢
の

幅
が

広
が

れ
ば

ス
ポ

ー
ツ

大
会

に
参

加
し

や
す

い
と

い
う

声
が

あ
り

条
件

付
き

で
男

性
も

参
加

可
能

と
し

た
。

ア
タ

ッ
ク

禁
止

な
ど

の
条

件
付

き
の

た
め

男
性

が
一

緒
に

入
っ

て
も

そ
こ

ま
で

の
差

は
な

く
お

お
む

ね
好

評
で

あ
っ

た
。

今
後

も
参

加
し

た
い

と
思

え
る

よ
う

な
競

技
を

通
じ

て
親

睦
交

流
を

図
っ

て
い

き
た

い
。
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山
本

公
民

館
の

事
業

報
告

№
4

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

4
,8

2
3

7
月

2
2
日

杵
原

多
目

的
ホ

ー
ル

目 的

一
般

を
対

象
に

健
康

で
明

る
く

元
気

に
生

き
て

い
く

た
め

に
体

力
測

定
の

手
法

を
知

り
、

今
後

の
生

活
の

中
で

効
果

的
に

活
用

し
て

い
く

こ
と

を
図

る
。

実 施 内 容

山
本

公
民

館
体

育
委

員
会

で
参

加
者

を
募

集
し

て
運

営
を

行
っ

た
。

＜
内

容
＞

文
部

科
学

省
「
新

体
力

テ
ス

ト
実

施
要

領
」
メ

ニ
ュ

ー
に

よ
る

体
力

測
定

及
び

判
定

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

例
年

体
力

促
進

会
と

し
て

単
独

で
開

催
し

て
い

た
が

参
加

者
が

非
常

に
少

な
か

っ
た

。
体

育
委

員
と

し
て

は
地

域
住

民
に

と
っ

て
必

要
な

取
り

組
み

だ
と

思
う

の
で

、
な

ん
と

か
多

く
の

人
に

ま
ず

は
1
度

参
加

し
て

ほ
し

い
と

い
う

思
い

が
あ

り
、

今
年

度
は

地
区

の
夏

祭
り

の
1
企

画
と

し
て

開
催

し
た

。
今

年
度

参
加

者
が

増
え

、
ま

ず
は

参
加

者
が

自
分

の
体

力
・
健

康
と

向
き

合
う

機
会

に
な

っ
た

。
今

後
は

単
独

で
開

催
す

る
形

が
い

い
の

か
ま

た
併

催
し

た
方

が
い

い
か

も
含

め
検

討
し

て
い

き
た

い
。

体 育 事 業

体
力

促
進

会
地

区
費

継
続

1
8
0

8
0

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

山
本

地
区

市
民

大
運

動
会

地
区

費
継

続
1

1
,0

0
0

1
,0

0
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,8

2
3

1
0
月

2
1
日

杵
原

広
場

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

一
般

、
分

館
を

対
象

に
、

①
地

区
全

体
か

ら
人

が
集

ま
る

こ
と

に
よ

る
一

体
感

や
活

力
の

認
識

、
②

地
区

住
民

の
体

力
増

進
と

交
流

機
会

の
提

供
を

図
る

。

実 施 内 容

主
管

で
あ

る
体

育
委

員
会

で
種

目
等

を
検

討
し

、
地

域
づ

く
り

委
員

会
や

各
種

団
体

と
で

実
行

委
員

会
を

組
織

し
て

運
営

を
行

っ
た

。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

昨
年

度
の

地
区

運
動

会
が

雨
で

中
止

と
な

り
、

現
体

育
委

員
に

と
っ

て
は

最
初

で
最

後
の

運
動

会
だ

っ
た

が
こ

れ
ま

で
の

競
技

を
あ

ら
た

め
て

見
直

し
、

老
若

男
女

誰
も

が
よ

り
参

加
し

や
す

い
運

動
会

を
目

指
し

て
会

議
を

重
ね

た
。

当
日

は
企

画
し

た
新

種
目

を
中

心
に

盛
り

上
が

っ
た

り
、

ま
た

会
場

に
来

た
小

学
生

が
分

館
旗

を
持

っ
て

自
発

的
に

応
援

団
を

す
る

な
ど

多
く
の

参
加

者
に

楽
し

ん
で

も
ら

え
た

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

4
,8

2
3

1
月

2
7
日

山
本

小
学

校
体

育
館

ほ
か

目 的

一
般

、
分

館
を

対
象

に
、

①
軽

ス
ポ

ー
ツ

の
普

及
、

②
冬

季
に

お
け

る
運

動
機

会
の

提
供

を
図

る
。

実 施 内 容

○
：
ワ

ン
バ

ウ
ン

ド
ふ

ら
ば

～
る

大
会

（
1
1
チ

ー
ム

参
加

）
会

場
：
杵

原
多

目
的

ホ
ー

ル

○
囲

碁
ボ

ー
ル

大
会

（
1
2
チ

ー
ム

参
加

）
、

ガ
ラ

ッ
キ

ー
大

会
（
1
2
チ

ー
ム

参
加

）
会

場
：
山

本
小

学
校

体
育

館

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

昨
年

度
ワ

ン
ふ

ら
、

囲
碁

ボ
ー

ル
、

ガ
ラ

ッ
キ

ー
の

3
種

目
に

変
更

し
好

評
だ

っ
た

た
め

今
年

度
も

引
き

続
き

行
っ

た
。

こ
れ

ま
で

分
館

対
抗

の
色

が
強

か
っ

た
部

分
が

あ
る

が
、

昨
年

度
参

加
し

た
家

族
の

チ
ー

ム
が

今
年

度
も

参
加

し
た

り
、

消
防

団
や

日
赤

、
二

ツ
山

サ
ロ

ン
の

チ
ー

ム
で

参
加

す
る

な
ど

多
様

な
ま

と
ま

り
の

チ
ー

ム
が

参
加

す
る

よ
う

に
な

っ
て

き
て

い
る

。
こ

れ
か

ら
も

気
軽

に
参

加
し

た
い

と
思

え
る

大
会

と
し

て
継

続
し

て
い

き
た

い
。

体 育 事 業

軽
ス

ポ
ー

ツ
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

地
区

費
継

続
1

2
0
0

2
0
0

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

企 画 事 業

山
本

夏
祭

り
地

区
費

継
続

1
1
,0

0
0

1
,0

0
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,8

2
3

7
月

2
2
日

杵
原

広
場

目 的

一
般

を
対

象
に

、
①

地
区

全
体

か
ら

人
が

集
ま

る
こ

と
に

よ
る

一
体

感
や

活
力

の
認

識
、

②
獅

子
舞

や
山

本
音

頭
な

ど
地

域
芸

能
の

継
承

を
図

る
。

実 施 内 容

地
域

づ
く

り
委

員
会

や
商

工
会

、
小

学
校

な
ど

各
種

団
体

の
長

と
で

実
行

委
員

会
を

組
織

し
、

予
算

や
日

程
な

ど
を

検
討

し
、

企
画

・
運

営
に

あ
た

っ
た

。
イ

ベ
ン

ト
：
竹

佐
獅

子
舞

、
南

平
獅

子
舞

、
牛

山
太

鼓
、

大
塚

太
鼓

、
小

学
生

相
撲

大
会

、
ジ

ャ
ン

ケ
ン

大
会

ほ
か

出
店

：
山

本
商

工
会

、
J
A

山
本

支
所

、
杵

原
学

校
応

援
団

、
箱

川
五

平
餅

の
会

、
地

域
づ

く
り

婦
人

会
、

S
Ｙ

M
S
ほ

か

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

昨
年

度
に

引
き

続
き

実
行

委
員

全
員

が
共

通
認

識
を

持
て

る
よ

う
に

と
、

「
世

代
を

つ
な

ぐ
」

「
地

域
を

つ
な

ぐ
」
「
山

本
を

つ
な

ぐ
」
と

い
っ

た
「
つ

な
ぐ

」
に

テ
ー

マ
を

据
え

て
企

画
運

営
に

あ
た

っ
た

。
山

本
地

区
の

中
で

も
大

き
な

イ
ベ

ン
ト

の
一

つ
で

大
勢

の
地

区
住

民
が

集
う

場
で

あ
る

の
で

来
年

度
も

プ
ロ

グ
ラ

ム
や

日
程

な
ど

協
議

し
大

勢
の

人
に

参
加

し
て

も
ら

い
地

区
住

民
同

士
が

つ
な

が
る

場
と

な
る

よ
う

継
続

し
て

い
く
。
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山
本

公
民

館
の

事
業

報
告

№
5

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

4
,8

2
3

8
月

2
5
日

城
山

公
園

目 的

一
般

を
対

象
に

、
①

城
山

ほ
か

地
域

の
歴

史
学

習
、

②
飯

田
下

伊
那

の
一

体
感

の
引

き
出

し
を

図
る

。
実 施 内 容

公
民

館
企

画
委

員
会

主
催

に
よ

る
狼

煙
組

立
、

打
上

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
主

管
す

る
企

画
委

員
の

中
で

こ
の

事
業

の
意

義
に

つ
い

て
検

討
し

、
ま

ず
は

自
分

た
ち

が
楽

し
め

る
機

会
に

し
よ

う
と

い
う

こ
と

で
狼

煙
を

上
げ

、
そ

の
残

り
火

で
食

べ
物

を
焼

く
な

ど
し

た
。

関
わ

る
委

員
か

ら
も

な
ぜ

公
民

館
で

こ
の

事
業

を
行

う
の

か
と

い
う

声
も

あ
る

が
、

狼
煙

会
全

体
で

実
施

し
て

い
る

事
業

と
い

う
こ

と
も

あ
り

、
山

本
地

区
の

み
で

や
る

や
ら

な
い

の
判

断
を

す
る

の
が

難
し

い
部

分
が

あ
る

。
今

後
は

山
本

地
域

づ
く
り

委
員

会
の

部
会

と
も

協
力

し
な

が
ら

検
討

し
て

い
き

た
い

。

企 画 事 業

武
田

信
玄

狼
煙

リ
レ

ー
地

区
費

継
続

1
1
5

1
5

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

企 画 事 業

伊
賀

良
地

区
と

の
交

流
会

市
・
地

継
続

1
1
5

1
5

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

5
6

9
月

2
日

山
本

小
学

校
体

育
館

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

公
民

館
委

員
を

対
象

に
、

①
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

の
普

及
・
浸

透
、

②
他

地
区

と
の

交
流

、
を

目
的

に
参

加
す

る
。

実 施 内 容

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

が
中

心
と

な
り

、
公

民
館

委
員

を
対

象
に

参
加

者
を

募
集

し
、

両
地

区
住

民
同

士
で

交
流

し
た

。
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

伊
賀

良
地

区
は

、
旭

ヶ
丘

中
学

校
区

で
あ

り
、

互
い

の
公

民
館

委
員

が
交

流
で

き
る

こ
と

は
情

報
交

換
で

き
、

公
民

館
委

員
全

体
の

士
気

が
高

ま
る

い
い

機
会

で
あ

っ
た

。
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

て
交

流
で

き
る

い
い

機
会

で
あ

る
の

で
、

日
程

を
調

整
し

な
が

ら
来

年
度

も
検

討
し

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

7
4

1
月

1
3
日

山
本

公
民

館

目 的

新
成

人
を

対
象

に
、

①
実

行
委

員
の

活
動

を
通

し
て

地
域

に
愛

着
と

誇
り

を
持

つ
こ

と
を

図
る

実 施 内 容

主
管

で
あ

る
企

画
委

員
会

と
成

人
該

当
者

と
で

実
行

委
員

会
を

組
織

し
、

企
画

・
運

営
を

行
っ

た
。

式
典

：
記

念
写

真
撮

影
、

主
賓

挨
拶

、
新

成
人

挨
拶

、
記

念
品

贈
呈

、
祝

太
鼓

披
露

交
流

会
：
婦

人
会

に
よ

る
料

理
の

提
供

新
成

人
実

行
委

員
の

活
動

：
記

念
誌

・
記

念
品

の
制

作
、

式
典

の
受

付
、

旭
ヶ

丘
中

学
校

同
窓

会
の

企
画

・
運

営

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
実

行
委

員
を

務
め

て
く
れ

た
子

た
ち

が
成

人
式

後
の

地
区

の
軽

ス
ポ

ー
ツ

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
に

参
加

す
る

な
ど

成
人

式
が

地
域

と
つ

な
が

る
き

っ
か

け
に

な
っ

た
と

い
う

様
子

が
見

ら
れ

た
。

今
後

成
人

年
齢

の
引

き
下

げ
が

ど
う

影
響

す
る

か
地

域
の

み
な

さ
ん

と
話

を
し

な
が

ら
成

人
式

の
在

り
方

に
つ

い
て

も
検

討
し

て
い

き
た

い
。

企 画 事 業

山
本

地
区

成
人

式
他

会
計

継
続

1
4
6

4
6

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

杵
原

広
場

整
備

作
業

地
区

費
継

続
4

8
2

8
2

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,8

2
3

5
月

2
0
日

、
7
月

8
日

,1
0
月

7
日

杵
原

広
場

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

山
本

地
区

の
象

徴
で

あ
る

杵
原

広
場

の
整

備
を

行
い

、
愛

着
を

深
め

る
。

実 施 内 容

・
杵

原
広

場
の

清
掃

、
草

刈
り

・
杵

原
グ

ラ
ン

ド
の

整
備

作
業

（
砂

入
れ

等
）

杵
原

学
校

で
は

夏
祭

り
、

運
動

会
と

い
っ

た
各

種
イ

ベ
ン

ト
が

開
催

さ
れ

る
。

そ
れ

ら
に

向
け

た
準

備
の

た
め

、
公

民
館

で
各

組
合

に
呼

び
掛

け
を

行
い

整
備

を
し

て
い

る
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

組
合

長
の

皆
さ

ん
に

協
力

い
た

だ
き

毎
回

朝
早

く
か

ら
多

く
の

地
区

住
民

に
参

加
し

て
も

ら
い

清
掃

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

山
本

の
象

徴
で

あ
る

杵
原

広
場

を
自

分
た

ち
で

整
備

す
る

と
い

う
サ

イ
ク

ル
が

で
き

て
お

り
、

今
後

も
継

続
し

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

4
,8

2
3

5
月

2
0
日

、
7
月

8
日

、
9
月

9
日

、
1
1
月

4
日

、
2
月

1
0
日

山
本

公
民

館

目 的

山
本

地
区

の
女

団
連

が
中

心
と

な
り

日
頃

公
民

館
を

利
用

す
る

団
体

が
定

期
的

に
公

民
館

の
清

掃
を

行
い

、
地

域
住

民
の

た
め

の
公

民
館

で
あ

る
と

い
う

意
識

を
高

め
る

。

実 施 内 容

対
象

：
公

民
館

施
設

利
用

団
体

開
催

日
：
年

5
回

（
上

記
の

と
お

り
）

内
容

：
公

民
館

施
設

内
の

清
掃

、
敷

地
内

の
草

取
り

等
年

1
回

地
域

づ
く

り
委

員
会

主
催

の
里

山
整

備
の

際
に

公
民

館
敷

地
内

の
植

栽
の

手
入

れ

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
も

利
用

団
体

が
定

期
的

に
清

掃
を

行
い

、
気

持
ち

よ
く

利
用

者
の

方
々

に
公

民
館

を
使

っ
て

い
た

だ
く
こ

と
が

で
き

た
。

今
後

も
継

続
し

て
い

き
た

い
。

そ の 他

山
本

公
民

館
清

掃
地

区
費

継
続

5
1
7
0

3
4
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伊
賀

良
公

民
館

の
事

業
報

告
№

1

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
開

催
期

日

通
年

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

幼
児

期
の

親
子

の
育

ち
を

継
続

し
て

支
援

し
て

い
く
。

開
催

会
場

伊
賀

良
公

民
館

他
1
8
8

事
業

区
分

学 級 ・ 講 座

5
1
2

目 的乳
幼

児
学

級
（
０

歳
児

、
１

歳
児

）
市

・
地

継
続

保
育

園
入

園
前

の
幼

児
と

そ
の

親
を

対
象

に
、

子
育

て
に

つ
い

て
の

学
習

、
親

同
士

の
情

報
交

換
に

よ
る

子
育

て
不

安
の

解
消

、
子

ど
も

の
健

全
な

育
成

を
図

る
。

実 施 内 容

０
－

１
歳

児
学

級
を

、
主

に
保

育
士

・
保

健
師

が
中

心
と

な
っ

て
月

２
回

程
度

実
施

。
（
２

-
３

歳
児

学
級

は
ひ

ま
わ

り
子

ど
も

委
員

会
主

催
）

・
０

歳
児

学
級

常
任

講
師

：
塩

沢
敏

子
氏

（
保

育
士

）
・
１

歳
児

学
級

常
任

講
師

：
伊

藤
百

合
子

氏
（
保

育
士

）

7
8
0

対
象

数

3
7

1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

様
々

な
背

景
を

も
っ

て
い

る
高

齢
者

に
と

っ
て

、
生

活
を

豊
か

に
す

る
学

び
が

得
ら

れ
た

。
今

後
も

高
齢

者
に

と
っ

て
の

学
び

の
場

と
し

て
継

続
し

て
い

く
。

か
さ

ま
つ

大
学

市
・
地

6
1
7
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分

学 級 ・ 講 座

開
催

期
日

実
施

内
容

参
照

開
催

会
場

伊
賀

良
公

民
館

　
他

対
象

数
1
回

参
加

・
登

録
数

の
べ

参
加

数

3
0

1
4
,5

1
6

目 的

継
続

中
高

年
層

を
対

象
に

、
交

流
・
学

習
の

場
の

提
供

を
し

、
今

ま
で

得
て

き
た

知
識

を
相

互
に

交
換

し
あ

い
深

め
、

家
族

や
地

域
へ

伝
え

広
め

な
が

ら
自

ら
の

健
康

維
持

に
も

繋
げ

る
機

会
と

す
る

平
日

午
後

に
参

加
で

き
る

伊
賀

良
の

方
を

対
象

に
、

２
ヶ

月
に

１
回

程
度

開
催

。
年

会
費

2
0
0
0
円

。
参

加
者

の
意

見
を

取
り

入
れ

、
内

容
を

決
定

し
て

い
る

。
参

加
者

寄
稿

に
よ

る
『
か

さ
ま

つ
の

風
第

1
3
号

』
を

発
行

。
①

6
/
3
0
（
土

）
大

江
磯

吉
の

人
間

性
と

目
指

し
た

教
育

　
講

師
：
平

田
正

宏
氏

②
8
/
2
4
（
金

）
日

夏
耿

之
介

と
伊

賀
良

　
講

師
：
織

田
顕

行
氏

③
1
0
/
2
5
（
木

）
上

久
堅

・
天

竜
峡

散
策

（
研

修
旅

行
）
　

講
師

：
長

谷
部

三
弘

氏
④

1
2
/
1
4
（
金

）
誰

で
も

ど
こ

で
も

で
き

る
や

さ
し

い
体

操
　

講
師

：
村

澤
由

美
子

氏
⑤

1
/
3
1
（
木

）
心

の
ふ

る
さ

と
歌

物
語

　
講

師
：
中

島
正

韶
氏

⑥
3
/
2
5
（
月

）
小

学
校

校
歌

か
ら

伊
賀

良
を

学
ぶ

　
講

師
：
新

井
利

彦
氏

評 価

実 施 内 容

開
催

回
数

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

伊
賀

良
を

学
ぼ

う
　

～
歴

史
・
文

化
・
自

然
～

市
・
地

継
続

2
0

2
5
0

2
7

2
7

通
年

伊
賀

良
公

民
館

他

目 的

伊
賀

良
に

住
む

人
た

ち
が

、
郷

土
に

興
味

を
持

ち
、

愛
着

が
増

す
こ

と
を

目
指

す

実 施 内 容

『
伊

賀
良

に
前

か
ら

住
ん

で
い

た
方

も
、

新
し

く
住

み
始

め
た

方
も

、
も

っ
と

伊
賀

良
を

知
り

、
も

っ
と

伊
賀

良
を

好
き

に
な

る
』
を

合
言

葉
に

、
下

記
３

点
に

取
り

組
む

。
 ①

伊
賀

良
に

文
化

財
を

！
　

　
こ

ま
犬

、
育

良
神

社
絵

馬
、

鈴
木

芙
蓉

・
佐

竹
蓬

平
絵

画
の

指
定

に
向

け
た

動
き

 ②
次

世
代

へ
つ

な
げ

る
　

　
子

ど
も

を
対

象
と

し
た

事
業

の
展

開
　

　
2
/
2
7
 小

学
校

４
年

生
を

対
象

と
し

た
校

歌
授

業
　

　
3
/
6
　

小
学

校
６

年
生

を
対

象
と

し
た

小
学

校
の

歴
史

、
伊

賀
良

の
人

物
な

ど
授

業
 ③

ふ
る

さ
と

教
材

の
制

作
に

向
け

た
学

習
　

　
マ

ッ
プ

よ
り

も
も

っ
と

広
く
深

い
内

容
を

記
載

し
、

小
学

校
の

副
教

材
に

＜
活

動
内

容
＞

 ・
4
/
2
6
　

教
材

づ
く
り

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

伊
賀

良
か

る
た

 ・
6
/
1
1
　

平
和

時
計

と
伊

賀
良

の
魅

力
　

講
師

　
松

島
信

雄
氏

・
8
/
2
8
 伊

賀
良

の
農

業
の

歴
史

を
踏

ま
え

て
未

来
を

切
り

開
く
　

講
師

　
熊

谷
　

篤
氏

・
9
/
2
6
　

綿
半

野
原

積
善

会
と

か
ざ

こ
し

の
里

　
講

師
　

安
田

正
義

氏
・
1
0
/
5
　

伊
賀

良
の

産
業

　
木

下
水

引
　

講
師

　
木

下
　

茂
氏

・
1
1
/
1
0
～

1
1
　

伊
賀

良
地

区
文

化
祭

出
展

　
伊

賀
良

の
歴

史
年

表
 ・

1
2
/
2
6
　

年
中

行
事

と
食

文
化

 ・
ス

タ
ッ

フ
会

　
随

時

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

平
成

2
4
年

の
学

級
発

足
か

ら
７

年
を

迎
え

た
。

古
く

か
ら

伊
賀

良
に

住
ん

で
い

る
方

、
新

し
く

伊
賀

良
に

住
み

始
め

た
方

、
両

者
に

共
通

す
る

「
伊

賀
良

」
を

テ
ー

マ
に

人
の

繋
が

り
、

地
域

へ
の

誇
り

を
取

り
戻

す
と

い
う

意
義

が
本

講
座

に
あ

る
。

2
0
2
0
年

3
月

に
ふ

る
さ

と
教

材
を

完
成

さ
せ

る
こ

と
を

目
標

に
据

え
て

い
る

。
来

年
度

は
自

ら
学

習
し

、
執

筆
し

、
さ

ら
に

次
世

代
へ

繋
げ

る
活

動
を

並
行

し
て

進
め

て
い

く
。
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伊
賀

良
公

民
館

の
事

業
報

告
№

2

区
分

区
分

区
分

区
分

通
年

継
続

伊
賀

良
公

民
館

　
他

開
催

会
場

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

参
加

者
か

ら
は

次
の

よ
う

な
声

が
あ

る
。

今
後

も
“
お

も
し

ろ
そ

う
”
“
ち

ょ
っ

と
や

っ
て

み
る

か
”
を

大
切

に
、

広
く
勉

強
し

た
り

話
し

た
り

し
な

が
ら

活
動

し
た

い
。

最
終

的
に

は
伊

賀
良

で
、

地
域

の
方

と
関

わ
る

活
動

を
し

た
い

。
今

後
も

、
自

分
た

ち
が

こ
れ

か
ら

ど
の

よ
う

に
生

き
て

い
き

た
い

か
と

い
う

視
点

を
大

切
に

し
、

自
由

に
話

が
で

き
、

活
動

で
き

る
場

と
し

て
継

続
し

て
い

く
。

5
5

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日

1
0

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

市
・
地

4
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分

目 的

住
民

一
般

を
対

象
に

、
生

活
や

地
域

課
題

に
つ

い
て

学
習

し
、

主
体

的
に

物
事

を
考

え
る

力
を

つ
く

っ
て

い
く
。

実 施 内 容

平
成

2
9
年

度
よ

り
立

ち
上

げ
た

、
伊

賀
良

み
ら

い
セ

ミ
ナ

ー
準

備
会

を
継

続
し

、
自

身
や

地
域

の
課

題
に

つ
い

て
考

え
、

学
習

テ
ー

マ
を

定
め

る
。

講
義

、
調

査
活

動
な

ど
参

加
者

が
企

画
し

進
め

て
い

く
。

　
①

月
１

回
程

度
集

ま
っ

て
、

関
心

を
出

し
合

う
・
雑

談
を

す
る

・
農

家
の

高
齢

化
と

顧
客

の
高

齢
化

が
進

ん
で

い
る

。
若

い
世

代
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

が
必

要
。

　
・
遊

休
農

地
が

増
え

て
き

て
も

っ
た

い
な

い
。

　
②

学
習

会
　

・
飯

田
市

の
遊

休
農

地
対

策
、

担
い

手
確

保
策

　
・
視

野
を

広
げ

て
考

え
て

み
る

…
“
農

業
”
と

は
何

か
。

③
体

験
活

動
、

調
査

活
動

　
③

各
種

活
動

　
・
“
農

”
に

触
れ

て
も

ら
え

る
経

験
→

児
童

を
対

象
に

、
花

育
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
８

月
）

　
・
顧

客
の

高
齢

化
が

進
ん

で
い

る
た

め
、

若
い

人
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

を
考

え
た

い
。

ま
ず

は
若

い
世

代
に

、
自

分
が

つ
く
っ

て
い

る
果

物
が

ど
の

よ
う

に
受

け
止

め
ら

れ
る

か
探

り
た

い
。

→
尼

崎
市

の
た

ち
ば

な
祭

り
に

ブ
ー

ス
出

展
。

試
食

と
販

売
。

（
９

月
）

学 級 ・ 講 座

伊
賀

良
み

ら
い

セ
ミ

ナ
ー

準
備

会 事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

ふ
る

さ
と

ゲ
ー

ム
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
 ～

大
瀬

木
の

巻
～

市
・
地

継
続

1
2
7
0

2
7
0

1
4
,5

1
6

6
月

1
0
日

伊
賀

良
地

区

目 的

小
学

生
親

子
や

一
般

を
対

象
に

、
地

域
の

良
さ

を
歩

き
な

が
ら

体
験

す
る

こ
と

で
郷

土
を

知
る

機
会

と
し

、
地

域
を

よ
り

好
き

に
な

る
こ

と
を

目
指

す

実 施 内 容

担
当

分
館

：
大

瀬
木

分
館

　
　

（
会

場
を

交
代

し
て

毎
年

実
施

し
て

い
る

）
親

子
数

組
で

チ
ー

ム
を

作
り

、
コ

ー
ス

を
歩

き
な

が
ら

そ
の

地
域

に
関

わ
る

ク
イ

ズ
を

解
い

て
ゴ

ー
ル

を
目

指
す

。
文

化
部

員
及

び
分

館
役

員
が

中
心

と
な

り
、

コ
ー

ス
作

り
を

行
う

。
伊

賀
良

小
学

校
４

年
生

の
親

子
レ

ク
と

し
て

、
保

護
者

と
協

力
し

て
実

施
し

て
い

る
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

地
域

を
知

る
こ

と
は

も
ち

ろ
ん

、
親

子
で

の
貴

重
な

交
流

の
機

会
と

な
っ

て
い

る
。

今
後

も
親

子
レ

ク
と

し
て

継
続

し
て

い
く
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

伊
賀

良
を

学
ぼ

う
～

郷
土

料
理

教
室

～
市

・
地

継
続

1
1
0

1
0

2
7

3
月

9
日

伊
賀

良
公

民
館

目 的

郷
土

料
理

を
知

り
、

作
り

、
食

べ
る

こ
と

で
、

次
世

代
へ

繋
ぐ

実 施 内 容

伊
賀

良
を

学
ぼ

う
の

教
材

づ
く
り

打
合

せ
を

も
と

に
実

施
。

郷
土

料
理

な
ど

で
有

名
な

横
山

タ
カ

子
さ

ん
を

講
師

に
、

郷
土

食
を

見
直

す
と

と
も

に
、

地
域

食
材

の
素

晴
ら

し
さ

、
健

康
長

寿
の

秘
訣

は
信

州
食

に
あ

る
こ

と
を

お
話

い
た

だ
く
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

ふ
る

さ
と

教
材

に
掲

載
す

る
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

初
心

者
向

け
料

理
教

室
市

・
地

継
続

6
2
0

4
1
4
,5

1
6

年
６

回
伊

賀
良

公
民

館

目 的

一
般

を
対

象
に

、
初

歩
的

な
料

理
技

術
の

習
得

を
目

指
す

実 施 内 容

参
加

者
の

意
見

を
取

り
入

れ
、

次
回

の
メ

ニ
ュ

ー
を

決
定

す
る

。
　

講
師

：
伊

賀
良

地
区

食
生

活
改

善
推

進
協

議
会

の
方

々
　

内
容

：
ご

は
ん

を
炊

く
、

味
噌

汁
、

き
の

こ
汁

、
ロ

ー
ル

キ
ャ

ベ
ツ

、
餃

子
な

ど
調

理
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

参
加

者
少

数
な

が
ら

、
実

際
に

家
庭

で
作

り
、

職
場

に
も

持
っ

て
行

っ
て

喜
ん

で
も

ら
え

た
と

い
う

方
が

い
た

。
一

方
、

老
若

男
女

が
参

加
し

や
す

い
よ

う
、

平
日

夜
開

催
と

し
た

が
、

若
い

世
代

は
集

ま
ら

な
か

っ
た

。
現

状
の

料
理

教
室

に
ニ

ー
ズ

が
あ

る
か

ど
う

か
検

討
を

要
す

る
。
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伊
賀

良
公

民
館

の
事

業
報

告
№

3

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

目 的

地
区

内
の

６
会

場
で

上
演

を
行

い
、

「
み

る
・
演

じ
る

・
支

え
る

」
の

視
点

か
ら

フ
ェ

ス
タ

の
も

つ
意

味
を

考
え

、
フ

ェ
ス

タ
の

盛
り

上
げ

を
目

指
す

実 施 内 容

本
館

文
化

部
、

分
館

、
保

育
園

保
護

者
会

に
よ

り
実

行
委

員
会

を
組

織
し

、
開

催
し

た
。

①
8
/
3
（
金

）
1
8
：
0
0
～

　
伊

賀
良

公
民

館
　

伊
賀

良
小

学
校

４
年

２
組

上
演

②
8
/
1
0
（
金

）
1
8
：
3
0
～

伊
賀

良
公

民
館

　
伊

賀
良

名
物

「
夜

の
カ

ー
ニ

バ
ル

」
③

8
/
4
（
土

）
 9

：
3
0
～

　
北

方
会

館
④

8
/
4
（
土

）
1
0
：
0
0
～

　
増

泉
寺

⑤
8
/
4
（
土

）
1
0
：
3
0
～

　
殿

岡
保

育
園

　
旭

ヶ
丘

中
学

校
人

形
劇

部
上

演
⑥

8
/
4
（
土

）
1
0
：
3
0
～

　
中

村
会

館
⑦

8
/
5
（
日

）
1
0
：
0
0
～

三
日

市
場

研
修

セ
ン

タ
ー

ザ
・
ス

リ
ー

デ
イ

ズ
マ

ー
ケ

ッ
ト

シ
ア

タ
ー

（
分

館
有

志
）
に

よ
る

上
演

⑧
8
/
1
1
（
土

）
1
0
：
0
0
　

　
海

外
劇

団
公

演
　

山
本

公
民

館
と

共
催

。

評 価

文 化 事 業

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
2
0
1
8

市
・
地

継
続

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

－
1
4
,5

1
6

８
月

3
日

～
1
1
日

伊
賀

良
公

民
館

他

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

各
会

場
で

暑
さ

対
策

な
ど

工
夫

し
な

が
ら

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
た

。
小

学
生

の
上

演
に

際
し

て
は

、
文

化
部

と
保

護
者

が
連

携
し

て
交

流
会

の
準

備
を

行
い

、
子

ど
も

、
ス

タ
ッ

フ
全

員
で

成
功

を
祝

う
こ

と
が

で
き

た
。

三
日

市
場

分
館

で
は

今
年

も
三

日
市

場
を

題
材

と
し

た
オ

リ
ジ

ナ
ル

人
形

劇
を

上
演

し
た

。
１

月
に

は
人

形
劇

場
で

行
わ

れ
る

定
期

公
演

に
も

出
演

し
、

テ
ー

マ
と

し
て

い
る

他
者

へ
の

思
い

や
り

を
、

よ
り

分
か

り
や

す
く
伝

え
る

よ
う

技
術

を
向

上
さ

せ
て

い
る

。
道

徳
観

を
育

む
機

会
、

夏
休

み
の

思
い

出
を

つ
く
る

機
会

と
し

て
も

、
継

続
し

て
取

り
組

む
。

8
1
,1

0
7

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

伊
賀

良
地

区
文

化
祭

市
・
地

継
続

1
4
,0

0
0

4
,0

0
0

伊
賀

良
公

民
館

　
他

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
日

頃
の

成
果

の
発

表
の

場
と

し
て

芸
術

文
化

の
振

興
を

図
る

と
と

も
に

、
住

民
交

流
の

場
を

提
供

す
す

る

実 施 内 容

・
地

区
内

各
種

団
体

の
出

展
、

出
演

・
文

化
部

企
画

「
け

ん
玉

も
し

か
め

大
会

」
、

「
巨

大
ア

ー
ト

を
つ

く
ろ

う
！

」
シ

ョ
ー

「
ブ

ラ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
の

中
身

を
解

き
明

か
せ

！
」

・
特

別
企

画
　

飯
田

女
子

高
チ

ア
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
ク

ラ
ブ

出
演

保
育

園
・
小

学
校

・
中

学
校

、
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
、

ふ
れ

あ
い

広
場

、
商

工
会

な
ど

各
種

団
体

等
と

の
連

携
を

図
り

な
が

ら
、

地
域

の
一

大
事

業
と

し
て

盛
大

に
実

施
し

た
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

多
様

な
主

体
が

一
堂

に
集

ま
る

機
会

で
あ

り
、

小
学

校
体

育
館

・
か

さ
ま

つ
の

さ
と

・
公

民
館

で
様

々
な

催
し

が
行

わ
れ

て
い

る
。

今
回

は
文

化
部

が
任

期
２

年
目

と
な

り
、

文
化

部
が

企
画

運
営

す
る

企
画

を
２

つ
増

や
し

た
。

家
族

の
交

流
に

ス
ポ

ッ
ト

を
当

て
た

巨
大

ア
ー

ト
、

文
化

祭
の

中
に

笑
い

の
時

間
を

つ
く

ろ
う

と
シ

ョ
ー

を
行

い
、

大
変

好
評

で
あ

っ
た

。
文

化
系

ク
ラ

ブ
の

活
動

成
果

発
表

の
場

と
し

て
賑

わ
い

を
作

る
こ

と
が

で
き

た
。

文
化

部
員

の
皆

さ
ん

も
主

役
と

し
て

生
き

生
き

と
取

り
組

む
姿

が
印

象
的

で
あ

っ
た

。
今

後
も

文
化

部
の

ア
イ

デ
ア

を
中

心
に

企
画

運
営

し
て

い
き

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分

1
4
,5

1
6

1
1
月

1
0
日

～
1
1
日

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

伊
賀

良
地

区
成

人
式

市
・
地

継
続

1
9
3

9
3

1
4
8

1
月

1
3
日

伊
賀

良
公

民
館

目 的

新
成

人
を

対
象

に
、

地
域

が
祝

い
、

成
人

と
し

て
の

自
覚

を
も

っ
て

も
ら

う
こ

と
を

目
指

す

実 施 内 容

新
成

人
代

表
、

分
館

長
、

文
化

部
、

広
報

部
で

実
行

委
員

会
を

組
織

し
て

企
画

・
運

営
。

新
成

人
よ

り
保

護
者

や
恩

師
へ

の
感

謝
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

募
集

し
、

当
日

掲
示

す
る

と
と

も
に

館
報

に
掲

載
し

た
。

式
典

：
来

賓
あ

い
さ

つ
、

上
殿

岡
獅

子
舞

保
存

会
に

よ
る

祝
舞

、
成

人
代

表
あ

い
さ

つ
、

記
念

写
真

撮
影

、
祝

賀
会

新
成

人
実

行
委

員
の

活
動

：
地

域
学

習
（
若

手
農

家
に

学
ぶ

）
、

旭
ヶ

丘
中

学
校

同
窓

会
の

企
画

・
運

営

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

祝
賀

会
で

は
、

小
学

校
時

代
の

恩
師

と
の

交
流

を
持

つ
こ

と
が

で
き

た
。

今
年

度
は

文
化

事
業

全
体

に
家

族
の

交
流

を
要

素
と

し
て

入
れ

て
い

く
こ

と
を

目
標

に
し

て
い

た
。

新
成

人
か

ら
感

謝
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

募
集

し
た

と
こ

ろ
、

育
て

て
く
れ

た
親

、
学

校
時

代
の

恩
師

、
地

域
へ

の
感

謝
が

寄
せ

ら
れ

た
。

例
年

の
成

人
式

に
比

べ
て

、
心

温
ま

る
時

間
に

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
今

後
も

継
続

し
、

よ
り

多
く
の

保
護

者
、

新
成

人
に

関
わ

っ
て

も
ら

え
る

よ
う

な
工

夫
を

し
た

い
。

－128－



伊
賀

良
公

民
館

の
事

業
報

告
№

4

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

伊
賀

良
地

区
交

流
ペ

タ
ン

ク
大

会
地

区
費

継
続

1
3
5
0

3
5
0

1
4
,5

1
6

5
月

2
0
日

伊
賀

良
小

学
校

校
庭

目 的

一
般

の
方

を
対

象
に

、
簡

単
に

で
き

る
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

て
、

地
域

内
の

交
流

を
目

指
す

実 施 内 容

分
館

で
集

め
た

チ
ー

ム
と

組
合

回
覧

に
て

一
般

チ
ー

ム
を

呼
び

か
け

て
実

施
。

全
8
4

チ
ー

ム
が

参
加

。
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

子
ど

も
の

参
加

も
多

く
見

ら
れ

る
よ

う
に

な
り

、
誰

も
が

楽
し

め
る

ス
ポ

ー
ツ

の
良

さ
を

認
識

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
分

館
で

、
今

ま
で

参
加

し
て

い
な

い
方

々
に

多
く
声

掛
け

を
し

た
結

果
、

昨
年

よ
り

１
０

０
人

近
く
参

加
者

が
増

え
た

。
今

後
も

気
軽

に
参

加
で

き
、

知
り

合
え

る
機

会
と

し
て

継
続

す
る

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

分
館

対
抗

夏
季

ス
ポ

ー
ツ

大
会

地
区

費
継

続
1

1
4
,5

1
6

7
月

8
日

伊
賀

良
小

学
校

校
庭

・
体

育
館

目 的

一
般

を
対

象
に

、
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

て
、

健
康

増
進

・
地

域
住

民
の

交
流

を
目

指
す

実 施 内 容

連
日

の
大

雨
の

影
響

を
考

慮
し

て
中

止
。

テ
ィ

ー
ボ

ー
ル

大
会

：
８

チ
ー

ム
（
全

分
館

と
旭

ヶ
丘

中
学

校
野

球
部

１
チ

ー
ム

）
囲

碁
ボ

ー
ル

大
会

：
３

６
チ

ー
ム

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

若
い

世
代

が
楽

し
め

る
テ

ィ
ー

ボ
ー

ル
と

、
多

世
代

で
楽

し
め

る
囲

碁
ボ

ー
ル

を
来

年
も

継
続

し
て

い
く
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

伊
賀

良
地

区
大

運
動

会
地

区
費

継
続

1
1
,5

0
0

1
,5

0
0

1
4
,5

1
6

1
0
月

2
1
日

伊
賀

良
小

学
校

校
庭

目 的

地
区

全
域

を
対

象
に

、
一

堂
に

会
す

る
機

会
を

設
け

、
交

流
を

目
指

す

実 施 内 容

「
気

軽
に

参
加

、
楽

し
い

舞
台

～
未

来
に

向
け

て
、

地
域

と
世

代
の

交
流

を
深

め
よ

う
～

」
を

ス
ロ

ー
ガ

ン
に

実
施

。

分
館

対
抗

順
位

　
優

勝
：
北

方
　

準
優

勝
：
下

殿
岡

　
第

３
位

：
三

日
市

場
応

援
合

戦
　

　
　

　
優

勝
：
大

瀬
木

　
準

優
勝

：
北

方
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

昨
年

は
雨

で
中

止
と

な
り

、
多

く
の

体
育

部
員

と
し

て
は

初
め

て
の

運
動

会
と

な
っ

た
。

高
齢

者
が

参
加

し
て

楽
し

め
る

種
目

を
新

た
に

考
案

し
、

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

「
こ

ん
な

に
優

し
い

時
間

を
作

れ
て

良
か

っ
た

」
と

い
う

反
省

が
あ

っ
た

。
自

分
た

ち
が

創
意

工
夫

し
、

参
加

者
に

楽
し

ん
で

も
ら

え
た

こ
と

が
良

か
っ

た
。

多
世

代
の

交
流

を
深

め
る

と
い

う
ス

ロ
ー

ガ
ン

に
一

歩
近

づ
け

た
。

今
後

も
、

地
域

の
方

が
一

同
に

会
す

貴
重

な
機

会
と

し
て

工
夫

し
な

が
ら

実
施

し
て

い
く
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

山
本

地
区

と
の

交
流

会
市

・
地

継
続

1
3
5

3
5

5
6

9
月

2
日

伊
賀

良
小

学
校

校
庭

目 的

公
民

館
体

育
部

員
を

対
象

に
、

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
の

普
及

・
浸

透
、

他
地

区
と

の
交

流
を

目
指

す

実 施 内 容

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

が
中

心
と

な
り

企
画

。
体

育
部

員
同

士
で

交
流

し
た

。
種

目
　

ワ
ン

バ
ウ

ン
ド

ふ
ら

ば
～

る
バ

レ
ー

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

い
つ

も
は

運
営

側
に

ま
わ

る
体

育
部

員
が

選
手

と
し

て
非

常
に

楽
し

そ
う

に
取

組
ん

で
い

る
姿

を
見

る
こ

と
が

で
き

た
。

何
の

た
め

に
両

地
区

で
交

流
す

る
の

か
と

い
う

目
的

の
部

分
を

よ
り

明
確

に
し

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

分
館

対
抗

冬
季

ス
ポ

ー
ツ

大
会

地
区

費
継

続
1

4
0
0

4
0
0

1
4
,5

1
6

2
月

3
日

伊
賀

良
小

学
校

体
育

館
他

目 的

一
般

を
対

象
に

、
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

て
、

健
康

増
進

・
地

域
住

民
の

交
流

を
目

指
す

実 施 内 容

分
館

対
抗

の
ワ

ン
バ

ウ
ン

ド
ふ

ら
ば

～
る

バ
レ

ー
大

会
。

伊
賀

良
小

学
校

会
場

：
１

６
チ

ー
ム

参
加

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

優
勝

：
大

瀬
木

Ｂ
、

準
優

勝
…

北
方

Ｂ
、

第
３

位
…

三
日

市
場

Ａ
旭

ヶ
丘

中
学

校
会

場
：
１

６
チ

ー
ム

参
加

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

優
勝

：
北

　
方

Ｆ
、

準
優

勝
…

北
方

Ｅ
、

第
３

位
…

北
方

Ｇ

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

ワ
ン

バ
ウ

ン
ド

ふ
ら

ば
～

る
バ

レ
ー

が
普

及
し

て
き

て
お

り
、

事
前

に
練

習
を

し
て

臨
む

な
ど

熱
を

帯
び

て
き

た
。

一
方

、
競

技
性

が
高

ま
っ

た
こ

と
で

、
初

心
者

に
は

ハ
ー

ド
ル

が
高

い
と

い
う

声
も

あ
っ

た
。

ど
の

よ
う

に
し

た
ら

み
ん

な
が

楽
し

め
る

時
間

に
な

る
よ

う
体

育
部

で
検

討
を

重
ね

て
実

施
し

た
。
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伊
賀

良
公

民
館

の
事

業
報

告
№

5

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

実 施 内 容

事
業

名
予

算
区

分

お
楽

し
み

会
（
中

央
図

書
館

伊
賀

良
分

館
）

市
・
地

そ の 他
目 的

保
育

園
児

、
小

学
生

、
一

般
を

対
象

に
、

物
語

の
面

白
さ

を
感

じ
る

機
会

と
す

る

開
催

期
日

継
続

1
回

参
加

・
登

録
数

3
0
0

事
業

区
分

開
催

会
場

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

図
書

分
館

の
皆

さ
ん

の
努

力
に

よ
り

、
、

当
日

は
大

変
盛

況
で

あ
っ

た
。

物
語

や
読

書
に

親
し

む
機

会
と

し
て

、
今

後
も

開
催

す
る

。

対
象

数

2
－

伊
賀

良
図

書
館

と
連

携
し

て
実

施
し

、
本

を
読

む
こ

と
の

楽
し

さ
を

知
っ

て
も

ら
う

こ
と

を
目

指
す

。
み

ん
な

で
声

に
出

し
て

読
む

、
歌

を
歌

う
、

小
学

生
人

形
劇

、
ブ

ラ
ッ

ク
パ

ネ
ル

シ
ア

タ
ー

な
ど

。

評 価

７
月

１
１

日
、

１
０

月
２

７
日

1
4
,5

1
6

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

広 報 事 業

広
報

「
い

が
ら

」
発

行
　

　
　

　
　

　
地

区
費

継
続

6
回

－
－

1
4
,5

1
6

通
年

目 的

地
域

の
方

を
対

象
に

、
情

報
を

発
信

、
地

域
の

情
報

の
共

有
を

目
指

す

実 施 内 容

年
間

６
回

発
行

　
第

６
７

号
か

ら
第

７
２

号
ま

で
を

発
行

。
地

域
の

お
知

ら
せ

、
事

業
の

記
録

、
地

域
の

話
題

を
お

伝
え

し
て

い
る

。
あ

な
た

に
タ

ッ
チ

、
け

や
き

の
め

、
我

が
家

の
ア

イ
ド

ル
の

連
載

記
事

を
継

続
し

て
い

る
。

発
行

数
：
６

回
（
５

月
、

７
月

、
９

月
、

１
１

月
、

１
月

、
３

月
）

発
行

部
数

：
４

，
８

０
０

部
地

区
外

発
送

：
２

０
件

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

伊
賀

良
地

区
の

広
報

紙
と

し
て

、
大

き
な

予
算

を
盛

り
力

を
入

れ
て

発
行

し
て

い
る

。
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
各

委
員

会
か

ら
各

１
名

広
報

部
会

に
出

席
し

、
地

区
内

の
あ

ら
ゆ

る
ニ

ュ
ー

ス
を

拾
い

伝
え

て
い

る
。

広
報

部
の

取
材

記
事

が
少

な
く
、

広
報

部
員

の
中

か
ら

は
、

何
か

特
集

を
組

ん
で

も
い

い
の

で
は

な
い

か
と

の
案

が
出

て
い

る
。

自
分

た
ち

で
企

画
・
取

材
・
執

筆
す

る
活

動
を

通
じ

て
、

や
り

が
い

を
感

じ
ら

れ
る

活
動

に
し

て
い

き
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

広 報 事 業

米
寿

記
念

写
真

撮
影

・
贈

呈
地

区
費

継
続

1
5
7

5
7

8
4

8
月

2
5
日

伊
賀

良
公

民
館

、
対

象
者

宅

目 的
８

８
歳

高
齢

者
を

対
象

に
、

地
域

で
お

祝
い

す
る

。

実 施 内 容

広
報

部
：
写

真
撮

影
　

　
　

　
　

広
報

い
が

ら
で

掲
載

、
文

化
祭

に
写

真
展

示
健

康
福

祉
委

員
会

・
区

長
等

：
地

域
の

８
８

歳
の

訪
問

の
折

に
、

記
念

顔
写

真
を

持
参

し
て

訪
問

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

毎
年

恒
例

の
行

事
と

し
て

、
対

象
者

お
よ

び
そ

の
ご

家
族

が
楽

し
み

に
し

て
い

る
。

撮
影

者
が

増
え

写
真

撮
影

に
時

間
が

か
か

る
が

、
広

報
部

員
が

協
力

し
合

い
効

率
よ

く
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

伊
賀

良
独

自
の

取
り

組
み

と
し

て
今

後
も

大
切

に
し

て
い

き
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

学
校

開
放

運
営

委
員

会
議

・
調

整
会

議
０

円
継

続
8

4
6
0

－
1
4
,5

1
6

通
年

伊
賀

良
公

民
館

目 的

利
用

団
体

を
対

象
に

、
学

校
施

設
の

有
効

利
活

用
を

目
指

す

実 施 内 容

利
用

団
体

・
地

域
の

方
々

が
主

体
と

な
り

、
地

区
内

の
学

校
体

育
施

設
の

利
用

調
整

を
す

る
た

め
に

「
学

校
体

育
施

設
運

営
委

員
」
と

し
て

、
教

育
委

員
会

か
ら

委
嘱

さ
れ

、
生

涯
学

習
・
ス

ポ
ー

ツ
課

が
担

当
と

な
り

実
施

す
る

。
　

利
用

調
整

や
会

議
の

運
営

に
関

す
る

こ
と

へ
の

支
援

を
す

る
。

　
運

営
委

員
会

、
調

整
会

議
を

各
４

回
開

催
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

限
ら

れ
た

学
校

体
育

施
設

を
多

く
の

利
用

者
が

気
持

ち
良

く
有

効
に

活
用

で
き

る
よ

う
に

調
整

し
て

い
る

。
年

々
反

省
を

元
に

運
営

方
法

、
調

整
資

料
が

充
実

さ
れ

て
き

て
い

る
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

展
示

コ
ー

ナ
ー

運
営

委
員

会
０

円
継

続
1

８
ク

ラ
ブ

８
ク

ラ
ブ

1
4
,5

1
6

4
月

2
5
日

伊
賀

良
公

民
館

目 的

公
民

館
利

用
団

体
及

び
公

民
館

利
用

者
を

対
象

に
、

利
用

者
へ

の
活

動
の

発
表

の
場

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

公
民

館
利

用
者

が
文

化
芸

術
に

触
れ

る
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

を
目

指
す

実 施 内 容

公
民

館
ロ

ビ
ー

に
あ

る
展

示
コ

ー
ナ

ー
を

活
用

し
、

年
間

を
通

じ
て

各
団

体
な

ど
の

発
表

の
場

、
会

員
の

拡
充

を
図

る
場

と
し

て
、

利
用

調
整

及
び

啓
発

の
た

め
に

運
営

委
員

会
を

開
催

す
る

。
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

年
度

当
初

に
年

間
の

展
示

団
体

お
よ

び
展

示
期

間
を

決
定

し
運

営
し

て
い

る
。

展
示

団
体

は
、

文
化

祭
に

向
け

て
製

作
を

進
め

る
と

と
も

に
、

ロ
ビ

ー
へ

の
展

示
作

品
に

も
力

が
入

る
機

会
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
公

民
館

へ
訪

れ
た

地
域

住
民

が
足

を
と

め
鑑

賞
す

る
こ

と
が

多
く
、

展
示

団
体

に
関

心
を

持
つ

方
も

い
る

。
今

後
も

成
果

発
表

の
場

と
し

て
継

続
す

る
。
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鼎
公

民
館

の
事

業
報

告
№

1

区
分

区
分

区
分

区
分

鼎
小

学
校

他

目 的

保
育

園
、

小
学

校
と

連
携

す
る

こ
と

で
、

よ
り

多
く

の
人

々
の

子
育

て
を

支
援

す
る

実 施 内 容

区
内

の
保

育
園

・
小

学
校

と
の

協
働

に
よ

り
鼎

地
区

の
子

ど
も

の
豊

か
な

成
長

を
図

る
。

①
人

形
劇

巡
回

公
演

：
鼎

み
つ

ば
保

育
園

1
0
月

2
4
日

②
鼎

小
学

校
ク

ラ
ブ

活
動

支
援

：
年

4
回

③
鼎

中
学

校
3
年

生
地

域
交

流
学

習
：
年

8
回

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

人
形

劇
巡

回
公

演
に

つ
い

て
は

、
乳

幼
児

学
級

の
親

子
も

参
加

で
き

る
た

め
、

保
育

園
の

様
子

や
在

園
児

と
の

交
流

の
機

会
と

な
っ

て
い

る
。

小
学

校
の

ク
ラ

ブ
活

動
の

講
師

紹
介

に
加

え
、

中
学

校
で

も
今

年
度

か
ら

3
年

生
を

対
象

と
し

た
地

域
交

流
学

習
が

始
ま

り
、

体
験

だ
け

で
な

く
、

地
域

講
師

の
方

々
と

の
交

流
の

機
会

と
な

っ
て

い
る

。
そ

れ
ぞ

れ
の

取
り

組
み

は
連

携
や

支
援

と
な

っ
て

い
る

た
め

、
学

校
運

営
協

議
会

な
ど

の
場

で
、

鼎
地

区
と

し
て

の
子

育
て

支
援

を
考

え
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

開
催

会
場

学 級 ・ 講 座

保
育

園
・
小

学
校

と
の

連
携

に
よ

る
子

育
て

支
援

事
業

市
・
地

継
続

1
3

5
0
0

実
施

内
容

参
照

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日

学 級 ・ 講 座

8
2

開
催

期
日

開
催

会
場

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

幼
児

に
と

っ
て

の
体

験
の

場
で

あ
る

と
同

時
に

、
親

同
士

の
仲

間
作

り
、

悩
み

相
談

の
場

で
あ

る
こ

と
が

、
そ

の
後

に
向

け
た

地
域

の
つ

な
が

り
作

り
の

重
要

な
機

会
と

な
っ

て
い

る
。

下
伊

那
農

業
高

校
で

の
体

験
や

、
お

母
さ

ん
の

ス
ト

レ
ッ

チ
講

座
な

ど
鼎

独
自

の
取

り
組

み
も

充
実

し
て

き
て

い
る

。
親

子
の

仲
間

作
り

や
、

地
域

の
育

児
支

援
者

、
公

民
館

と
の

交
流

を
通

じ
、

地
域

で
育

児
を

楽
し

め
る

環
境

整
備

を
進

め
て

い
く
。

就
園

前
の

子
ど

も
と

そ
の

親
を

対
象

に
、

子
育

て
に

関
わ

る
知

識
の

習
得

、
親

子
で

の
様

々
な

体
験

、
親

同
士

の
交

流
の

場
と

す
る

こ
と

で
、

子
ど

も
の

健
全

な
育

成
と

地
域

の
つ

な
が

り
作

り
を

図
る

毎
月

2
回

実
施

鼎
公

民
館

ほ
か

開
催

会
場

事
業

区
分

開
催

回
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数

2
歳

の
子

ど
も

と
そ

の
母

親
を

対
象

に
、

季
節

の
遊

び
や

、
下

伊
那

農
業

高
校

へ
の

お
出

か
け

な
ど

、
家

庭
で

は
な

か
な

か
で

き
な

い
体

験
の

機
会

を
設

け
て

い
る

。
ま

た
、

2
,3

歳
児

学
級

合
同

の
ミ

ニ
運

動
会

や
、

鼎
み

つ
ば

保
育

園
と

合
同

で
人

形
劇

巡
回

公
演

の
観

劇
を

行
っ

た
。

▼
第

1
回

(5
/
2
3
）
)▼

第
2
回

(6
/
5
)▼

第
3
回

(6
/
2
7
)▼

第
4
回

(7
/
1
1
)▼

第
5
回

(7
/
2
5
)▼

第
6
回

(8
/
2
9
)▼

第
7
回

(9
/
1
2
)▼

第
8
回

(9
/
1
9
)▼

第
9
回

(1
0
/
1
1
)▼

第
1
0
回

(1
0
/
2
4
）

▼
第

1
1
回

(1
1
/
1
4
)▼

第
1
2
回

(1
1
/
2
8
)▼

第
1
3
回

(1
2
/
1
2
)▼

第
1
4
回

(1
/
2
3
)▼

第
1
5

回
(2

/
2
7
)▼

第
1
6
回

(3
/
1
3
)

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

幼
児

に
と

っ
て

の
体

験
の

場
で

あ
る

と
同

時
に

、
親

同
士

の
仲

間
作

り
、

悩
み

相
談

の
場

で
あ

る
こ

と
が

、
そ

の
後

に
向

け
た

地
域

の
つ

な
が

り
作

り
の

重
要

な
機

会
と

な
っ

て
い

る
。

下
伊

那
農

業
高

校
で

の
体

験
や

、
お

母
さ

ん
の

ス
ト

レ
ッ

チ
講

座
、

託
児

な
ど

鼎
独

自
の

取
り

組
み

も
充

実
し

て
き

て
い

る
。

特
に

3
歳

児
学

級
に

お
け

る
母

親
グ

ル
ー

プ
の

発
表

を
通

し
て

、
母

親
同

士
の

交
流

と
自

主
性

の
向

上
が

図
ら

れ
た

。

1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

1
3
0

2
1
0

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

１
歳

児
と

そ
の

親
を

対
象

に
開

催
。

成
長

・
発

達
の

違
い

か
ら

、
子

ど
も

の
状

況
や

親
の

悩
み

な
ど

も
異

な
る

た
め

、
月

齢
で

学
級

を
2
グ

ル
ー

プ
に

分
け

て
い

る
。

親
が

子
ど

も
の

成
長

を
確

認
で

き
る

機
会

と
す

る
。

ま
た

、
同

じ
地

域
で

子
育

て
を

す
る

親
同

志
の

交
流

、
公

民
館

及
び

身
近

な
子

育
て

支
援

者
と

の
関

係
づ

く
り

を
通

じ
て

育
児

の
不

安
が

軽
減

で
き

る
事

を
目

的
と

し
て

い
る

。
幼

児
に

と
っ

て
の

体
験

の
場

で
あ

る
と

同
時

に
、

親
同

士
の

仲
間

作
り

、
悩

み
相

談
の

場
で

あ
る

こ
と

が
、

そ
の

後
に

向
け

た
地

域
の

つ
な

が
り

作
り

の
重

要
な

機
会

と
な

っ
て

い
る

。
鼎

図
書

館
で

の
読

み
聞

か
せ

や
、

お
母

さ
ん

の
ス

ト
レ

ッ
チ

講
座

な
ど

鼎
独

自
の

取
り

組
み

も
充

実
し

て
き

て
い

る
。

開
催

期
日

目 的い
ち

ご
学

級
・
り

ん
ご

学
級

(1
歳

児
学

級
)

市
・
地

事
業

名
予

算
区

分

継
続

実 施 内 容

1
歳

児
の

子
ど

も
と

そ
の

母
親

を
対

象
に

、
離

乳
食

や
歯

の
健

康
等

の
学

習
の

他
、

ミ
ニ

運
動

会
や

ク
リ

ス
マ

ス
会

な
ど

、
家

庭
で

は
な

か
な

か
で

き
な

い
体

験
の

機
会

を
設

け
て

い
る

。
月

齢
に

よ
っ

て
2
グ

ル
ー

プ
に

分
け

て
実

施
。

い
ち

ご
学

級
▼

第
1
回

（
5
/
2
5
）

▼
第

2
回

（
6
/
2
2
）
▼

第
3
回

（
7
/
2
7
）
▼

第
4
回

（
8
/
2
4
）
▼

第
5
回

（
9
/
2
6
）
▼

第
6
回

（
1
0
/
1
9
）
▼

第
7
回

（
1
1
/
1
4
）
▼

第
8
回

（
1
1
/
1
6
）
▼

第
9
回

（
1
2
/
1
4
）

▼
第

1
0
回

（
1
/
1
8
）
▼

第
1
1
回

（
2
/
2
2
）
▼

第
1
2
回

（
3
/
8
）

り
ん

ご
学

級
▼

第
1
回

（
5
/
1
5
）
▼

第
2
回

（
6
/
1
9
）
▼

第
3
回

（
7
/
1
0
）
▼

第
4
回

（
8
/
2
1
）
▼

第
5
回

（
9
/
1
8
）
▼

第
6
回

（
1
0
/
1
6
）
▼

第
7
回

（
1
1
/
1
4
）
▼

第
8
回

（
1
1
/
2
0
）
▼

第
9
回

（
1
2
/
1
8
）

▼
第

1
0
回

（
1
/
2
2
）
▼

第
1
1
回

（
2
/
2
6
）
▼

第
1
2
回

（
3
/
1
9
）

7
1
2

実 施 内 容

毎
月

1
回

実
施

継
続

1
回

参
加

・
登

録
数

6
5
8

評 価

対
象

数

1
6

の
べ

参
加

数

2
4
4

鼎
公

民
館

ほ
か

対
象

数

2
4

学 級 ・ 講 座学 級 ・ 講 座

目 的

就
園

前
の

子
ど

も
と

そ
の

親
を

対
象

に
、

子
育

て
に

関
わ

る
知

識
の

習
得

、
親

子
で

の
様

々
な

体
験

、
親

同
士

の
交

流
の

場
と

す
る

こ
と

で
、

子
ど

も
の

健
全

な
育

成
と

地
域

の
つ

な
が

り
作

り
を

図
る

事
業

名
予

算
区

分

就
園

前
の

子
ど

も
と

そ
の

親
を

対
象

に
、

子
育

て
に

関
わ

る
知

識
の

習
得

、
親

子
で

の
様

々
な

体
験

、
親

同
士

の
交

流
の

場
と

す
る

こ
と

で
、

子
ど

も
の

健
全

な
育

成
と

地
域

の
つ

な
が

り
作

り
を

図
る

2
5
6

毎
月

1
回

実
施

 つ
く
し

学
級

（
3
歳

児
学

級
）

市
・
地

保
育

園
等

入
園

前
（
3
歳

児
）
の

子
ど

も
と

そ
の

母
親

を
対

象
に

、
季

節
の

遊
び

や
、

下
伊

那
農

業
高

校
へ

の
お

出
か

け
な

ど
、

家
庭

で
は

な
か

な
か

で
き

な
い

体
験

の
機

会
を

設
け

て
い

る
。

保
育

園
に

も
協

力
し

て
頂

き
、

親
子

や
子

育
て

の
様

子
を

見
て

い
た

だ
い

て
い

る
。

ま
た

、
2
,3

歳
児

学
級

合
同

の
ミ

ニ
運

動
会

や
、

鼎
み

つ
ば

保
育

園
と

合
同

で
人

形
劇

巡
回

公
演

の
観

劇
を

行
っ

た
。

▼
第

1
回

（
5
/
8
）
▼

第
2
回

（
5
/
1
6
）
▼

第
3
回

（
6
/
6
）
▼

第
4
回

(6
/
2
0
)▼

第
5
回

(7
/
4
)▼

第
6
回

(7
/
1
8
)▼

第
7
回

（
8
/
2
0
）
▼

第
8
回

（
9
/
5
）
▼

第
9
回

（
9
/
1
9
）
▼

第
1
0
回

（
1
0
/
1
2
）

▼
第

1
1
回

（
1
1
/
2
4
）
▼

第
1
2
回

（
1
1
/
8
）
▼

第
1
3
回

（
1
1
/
1
4
）
▼

第
1
4
回

（
1
2
/
7
）
▼

第
1
5
回

（
1
2
/
1
9
）
▼

第
1
6
回

(1
/
1
6
）
▼

第
1
7
回

（
1
/
3
0
）
▼

第
1
8
回

（
2
/
6
）
▼

第
1
9
回

（
2
/
2
0
）
▼

第
2
0
回

（
3
/
6
）
▼

第
2
1
回

（
3
/
2
0
）

開
催

会
場

鼎
公

民
館

ほ
か

事
業

区
分

継
続

開
催

期
日

た
ん

ぽ
ぽ

学
級

(2
歳

児
学

級
)

市
・
地

事
業

名
予

算
区

分

実 施 内 容

評 価

2
1

目 的

5
1
6

4
6

－131－



鼎
公

民
館

の
事

業
報

告
№

2

区
分

区
分

区
分

区
分

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

ツ
ボ

ツ
ボ

講
座

で
は

、
子

ど
も

と
の

向
き

合
い

方
に

悩
み

を
抱

え
た

親
同

士
が

意
見

を
出

し
合

う
こ

と
で

、
共

有
共

感
し

、
親

や
家

庭
の

あ
り

方
を

考
え

、
学

ぶ
機

会
と

な
っ

た
。

2
回

目
の

講
座

で
は

、
1
回

目
の

講
座

と
そ

の
後

の
実

践
を

踏
ま

え
て

、
再

び
話

し
合

う
機

会
で

あ
り

、
よ

り
具

体
的

な
内

容
と

な
っ

た
。

す
く
す

く
の

樹
の

メ
ン

バ
ー

が
主

体
的

に
考

え
る

た
め

、
子

育
て

世
代

の
悩

み
に

直
結

し
た

講
座

と
な

っ
て

い
る

。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

夏
季

休
暇

中
の

昼
間

、
1
人

で
過

ご
す

子
ど

も
が

多
い

現
状

か
ら

ス
タ

ー
ト

し
た

事
業

で
、

1
2
年

目
を

迎
え

た
。

今
年

度
の

最
初

の
打

合
せ

で
は

、
「
子

ど
も

た
ち

に
経

験
さ

せ
て

あ
げ

た
い

こ
と

、
つ

け
さ

せ
た

い
力

」
を

保
護

者
間

で
話

し
合

う
こ

と
か

ら
、

内
容

の
検

討
を

行
っ

た
。

主
体

性
や

達
成

感
、

仲
間

と
一

緒
に

創
り

上
げ

る
こ

と
、

自
己

決
定

力
、

協
調

性
な

ど
、

様
々

な
想

い
が

出
さ

れ
た

が
、

一
つ

一
つ

の
企

画
が

何
に

つ
な

が
っ

て
い

る
か

を
確

認
で

き
る

基
礎

作
り

と
な

り
、

結
果

的
に

も
内

容
の

充
実

に
つ

な
が

っ
た

。
子

ど
も

た
ち

が
様

々
な

友
達

や
自

然
の

中
で

育
つ

姿
は

、
保

護
者

の
達

成
感

に
も

つ
な

が
り

、
次

年
度

、
卒

業
し

た
児

童
や

保
護

者
の

関
わ

り
も

前
向

き
に

検
討

さ
れ

て
お

り
、

継
続

的
に

本
事

業
が

充
実

し
て

い
く

環
境

が
整

い
つ

つ
あ

る
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

宅
地

化
が

進
む

鼎
地

区
に

お
い

て
、

農
業

体
験

が
で

き
る

貴
重

な
機

会
。

特
に

、
親

子
同

士
が

交
流

し
な

が
ら

食
べ

物
を

育
て

る
こ

と
で

、
親

子
の

つ
な

が
り

、
家

族
同

士
の

つ
な

が
り

、
地

域
と

の
つ

な
が

り
が

生
ま

れ
る

と
共

に
、

食
育

や
環

境
を

考
え

る
機

会
と

も
な

っ
て

い
る

。
し

か
し

、
参

加
者

の
減

少
や

、
借

り
て

い
る

遊
休

農
地

が
宅

地
化

さ
れ

る
可

能
性

が
あ

り
、

事
業

の
継

続
が

不
透

明
と

な
っ

て
い

る
。

協
力

し
て

い
た

だ
い

て
い

る
上

茶
屋

分
館

の
方

々
と

も
相

談
し

な
が

ら
、

ふ
る

さ
と

学
習

自
体

の
充

実
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

1
3
,2

0
1

1
2
月

1
6
日

鼎
文

化
セ

ン
タ

ー

数
量

的
成

果
（
項

目
名

と
数

値
）

参
加

者
約

2
0
0
名

、
内

約
8
0
名

が
ア

ン
ケ

ー
ト

に
回

答
し

、
全

て
が

前
向

き
な

意
見

で
あ

っ
た

。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

様
々

な
年

代
の

方
が

、
一

緒
に

講
演

を
聞

く
こ

と
で

、
平

和
で

豊
か

な
生

活
が

送
れ

る
こ

と
の

あ
り

が
た

さ
を

見
つ

め
直

し
、

家
庭

な
ど

で
語

り
合

い
、

平
和

な
世

の
中

を
次

世
代

へ
受

け
継

い
で

い
く
意

識
を

持
つ

機
会

と
な

っ
た

。
ま

た
、

小
学

校
と

の
連

携
等

、
企

画
運

営
を

通
じ

、
つ

な
が

り
や

意
識

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。

目 的

広
く

住
民

の
方

々
を

対
象

に
、

過
去

の
歴

史
を

学
ぶ

こ
と

で
、

平
和

や
人

権
の

尊
さ

を
心

に
刻

み
、

地
域

に
暮

ら
す

人
々

の
深

い
結

び
つ

き
を

大
切

に
す

る
意

識
の

醸
成

を
図

る

実 施 内 容

1
0
月

に
実

行
委

員
会

を
呼

び
か

け
、

多
様

な
団

体
の

方
の

関
わ

り
に

よ
り

様
々

な
視

点
で

企
画

、
実

施
し

た
。

実
施

日
：
1
2
月

1
6
日

(日
)

講
演

テ
ー

マ
：
鼎

公
民

館
平

和
人

権
学

習
事

業
平

和
を

願
う

歌
と

語
り

の
講

演
会

『
過

去
か

ら
学

び
 未

来
へ

つ
な

ぐ
 平

和
と

希
望

』
講

師
：
シ

ン
ガ

ー
ソ

ン
グ

ラ
イ

タ
ー

・
「
追

い
か

け
た

7
7
の

記
憶

」
（
戦

争
体

験
聞

き
取

り
）

著
者

　
清

水
ま

な
ぶ

氏
内

容
：
鼎

小
3
年

生
と

有
志

に
よ

る
合

唱
劇

『
ぞ

う
列

車
が

や
っ

て
き

た
』
の

公
演

、
清

水
ま

な
ぶ

氏
に

よ
る

歌
と

語
り

の
講

演
会

評 価

学 級 ・ 講 座

平
和

・
人

権
学

習
「
清

水
ま

な
ぶ

講
演

会
」

市
・
地

新
規

1
2
0
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

7
0
6

実
施

内
容

参
照

鼎
公

民
館

ほ
か

目 的

夏
季

休
暇

中
の

子
ど

も
の

孤
立

し
た

時
間

を
解

消
す

る
と

共
に

、
地

域
で

の
体

験
学

習
の

場
と

す
る

こ
と

で
、

子
ど

も
た

ち
の

学
び

や
育

ち
の

機
会

と
す

る
保

護
者

が
主

体
的

に
企

画
運

営
す

る
こ

と
で

、
保

護
者

同
士

の
つ

な
が

り
や

、
地

域
で

子
ど

も
を

育
て

る
環

境
づ

く
り

に
つ

な
げ

る

実 施 内 容

鼎
小

学
校

児
童

を
対

象
に

実
施

。
参

加
児

童
3
3
名

。
8
月

1
日

開
校

式
(グ

ル
ー

プ
名

・
旗

作
り

)・
野

外
火

お
こ

し
・
焼

き
焼

き
体

験
…

グ
ル

ー
プ

の
ま

と
ま

り
作

り
8
月

2
日

　
久

米
川

遊
び

…
自

然
体

験
8
月

3
日

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
オ

ー
プ

ニ
ン

グ
セ

レ
モ

ニ
ー

の
鑑

賞
、

高
学

年
企

画
、

カ
レ

ー
作

り
、

公
民

館
宿

泊
 …

文
化

に
触

れ
る

、
主

体
性

や
協

調
性

、
達

成
感

な
ど

8
月

4
日

　
閉

校
式

　
解

散

評 価

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

か
な

え
っ

こ
　

ど
っ

き
ど

き
ス

ク
ー

ル
市

・
地

継
続

1
3
3

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
3
,2

0
1

9
/
8
、

9
/
2
0
、

1
0
/
1
8
、

1
0
/
2
7
ほ

か
鼎

公
民

館

目 的

子
育

て
に

関
わ

る
悩

み
や

課
題

を
共

有
し

、
解

決
し

て
い

く
学

習
活

動
を

、
子

育
て

中
の

母
親

自
身

が
行

う
こ

と
で

、
子

ど
も

の
健

や
か

な
成

長
の

た
め

の
親

や
家

庭
の

あ
る

べ
き

姿
を

目
指

す

実 施 内 容

子
育

て
の

ツ
ボ

ツ
ボ

講
座

と
し

て
、

ア
ド

ラ
ー

心
理

学
を

用
い

た
ア

ン
ガ

ー
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

講
座

を
、

日
本

ア
ド

ラ
ー

心
理

学
会

認
定

家
族

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
で

あ
る

、
健

和
会

病
院

医
師

の
服

部
美

秀
氏

を
講

師
に

迎
え

、
木

曜
コ

ー
ス

と
土

曜
コ

ー
ス

そ
れ

ぞ
れ

連
続

２
回

講
座

の
計

4
回

実
施

。
参

加
者

個
々

の
悩

み
を

聞
き

な
が

ら
行

う
た

め
、

募
集

定
員

1
0
名

で
実

施
。

1
回

目
の

講
座

で
悩

み
を

伝
え

、
学

ん
だ

こ
と

を
、

2
回

目
の

講
座

ま
で

の
1
か

月
間

に
実

践
し

、
2
回

目
の

講
座

で
は

振
り

返
り

を
す

る
機

会
と

し
た

。
土

曜
コ

ー
ス

：
9
月

8
日

(土
)参

加
者

9
名

、
1
0
月

2
7
日

(土
)参

加
者

数
4
名

木
曜

コ
ー

ス
：
9
月

2
0
日

(木
)参

加
者

7
名

、
1
0
月

1
8
日

(木
)参

加
者

数
6
名

※
 上

記
参

加
者

数
は

す
く
す

く
の

樹
メ

ン
バ

ー
を

除
く

評 価

学 級 ・ 講 座

家
庭

教
育

講
座

（
か

な
え

子
育

て
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
「
す

く
す

く
の

樹
」
）

市
・
地

継
続

4
2
6

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

目 的

ふ
る

さ
と

学
習

の
一

環
と

し
て

、
主

に
小

学
生

の
親

子
を

対
象

に
、

遊
休

農
地

を
利

用
し

た
田

植
え

及
び

畑
作

り
を

行
う

こ
と

で
、

食
の

大
切

さ
や

環
境

保
全

へ
の

意
識

を
育

む

実 施 内 容

上
茶

屋
分

館
の

指
導

・
協

力
を

得
て

、
稲

作
と

野
菜

（
サ

ツ
マ

イ
モ

、
エ

ダ
マ

メ
、

ネ
ギ

等
）

作
り

の
体

験
を

行
っ

た
。

第
1
回

（
5
/
2
0
）
田

植
え

と
野

菜
作

り
　

参
加

者
3
0
名

第
2
回

（
9
/
2
3
）
収

穫
体

験
　

参
加

者
2
0
名

第
3
回

（
1
1
/
1
8
）
収

穫
祭

評 価

開
催

会
場

学 級 ・ 講 座

地
育

力
向

上
講

座
「
ず

ん
ず

ん
ず

～
ん

隊
」

市
・
地

継
続

3
8
0

1
3
,2

0
1

実
施

内
容

参
照

上
茶

屋
田

圃

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

対
象

数
開

催
期

日

－132－



鼎
公

民
館

の
事

業
報

告
№

3

区
分

区
分

区
分

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

鼎
高

齢
者

ク
ラ

ブ
連

合
会

が
無

く
な

っ
た

が
、

経
験

者
が

運
営

委
員

に
な

り
、

今
ま

で
ど

お
り

企
画

運
営

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

文
化

、
歴

史
、

健
康

づ
く
り

な
ど

、
様

々
な

分
野

か
ら

講
師

を
選

出
し

、
受

講
者

か
ら

は
好

評
を

得
て

い
る

。
特

に
昨

年
度

か
ら

取
り

入
れ

た
小

中
学

生
の

学
習

成
果

発
表

は
世

代
交

流
に

も
つ

な
が

っ
て

お
り

、
継

続
し

て
い

き
た

い
。

受
講

者
減

は
否

め
な

い
が

、
1
0
0
余

名
の

参
加

は
大

切
に

し
た

い
。

今
後

、
男

性
及

び
地

区
内

の
方

々
が

よ
り

多
く
参

加
で

き
る

よ
う

努
め

る
必

要
が

あ
る

。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
は

、
小

学
校

P
T
A

が
中

心
と

な
り

企
画

し
た

。
保

護
者

も
子

ど
も

も
、

い
つ

起
こ

る
か

分
か

ら
な

い
災

害
に

備
え

る
こ

と
で

、
い

ざ
と

い
う

と
き

に
生

き
延

び
て

ほ
し

い
と

い
う

メ
ッ

セ
ー

ジ
が

込
め

ら
れ

た
講

演
と

な
っ

た
。

講
演

会
に

は
、

保
護

者
だ

け
で

な
く
小

学
校

6
年

生
を

中
心

に
多

く
の

児
童

生
徒

も
聴

講
し

て
も

ら
っ

た
。

保
護

者
の

願
い

を
受

け
、

小
学

校
で

は
事

前
に

災
害

の
学

習
を

し
、

公
演

後
に

は
振

り
返

り
を

行
っ

て
も

ら
っ

た
こ

と
で

、
講

演
会

を
聞

く
だ

け
で

な
く

、
災

害
時

の
対

応
や

、
普

段
の

心
構

え
、

あ
る

い
は

命
の

大
切

さ
と

い
っ

た
学

習
の

機
会

に
な

っ
た

。
保

護
者

の
想

い
を

中
心

に
、

組
み

立
て

ら
れ

た
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ス

ク
ー

ル
の

大
切

な
形

で
あ

り
、

公
民

館
や

地
域

と
し

て
も

想
い

を
共

有
し

、
一

緒
に

取
り

組
む

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

鼎
地

区
に

ち
な

ん
だ

内
容

を
選

択
し

、
テ

キ
ス

ト
の

解
読

だ
け

で
な

く
、

時
代

背
景

に
つ

い
て

も
講

義
を

聴
く
こ

と
で

、
地

元
の

歴
史

を
身

近
に

学
ぶ

こ
と

が
で

き
た

。
ふ

る
さ

と
学

習
の

一
環

と
し

て
公

民
館

事
業

と
し

て
開

講
し

て
い

る
が

、
長

年
に

わ
た

り
開

講
し

て
お

り
、

受
講

者
も

固
定

し
て

き
て

い
る

。
自

主
的

な
運

営
・
活

動
へ

移
行

す
る

と
同

時
に

、
蓄

積
さ

れ
た

知
見

を
、

他
の

ふ
る

さ
と

学
習

事
業

へ
展

開
し

て
い

く
こ

と
を

検
討

し
た

い
。

1
3
,2

0
1

実
施

内
容

参
照

鼎
公

民
館

目 的

ふ
る

さ
と

学
習

の
一

環
と

し
て

、
貴

重
な

古
文

書
の

解
読

や
そ

の
時

代
の

背
景

な
ど

を
学

習
す

る

実 施 内 容

講
師

に
山

内
尚

巳
氏

（
飯

田
市

文
化

財
審

議
委

員
会

会
長

・
長

野
県

文
化

財
保

護
指

導
員

）
を

お
迎

え
し

、
5
月

か
ら

3
月

の
毎

月
第

2
水

曜
日

の
午

後
に

開
催

し
、

今
年

度
は

1
1

回
実

施
し

た
。

参
加

者
は

2
0
名

で
、

継
続

し
て

い
る

受
講

者
が

多
い

。
鼎

地
区

の
庄

屋
か

ら
出

た
古

文
書

「
新

井
家

文
書

」
を

テ
キ

ス
ト

に
学

習
し

て
い

る
。

実
施

日
：
5
/
9
、

6
/
1
3
、

7
/
1
1
、

8
/
2
2
、

9
/
1
2
、

1
0
/
1
0
、

1
1
/
1
4
、

1
2
/
1
2
、

1
/
9
、

2
/
1
3
、

3
/
1
3
　

全
1
1
回

評 価

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

古
文

書
講

座
市

・
地

継
続

1
1

2
2
0

2
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

継
続

1
3
0
0

事
業

名

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

学 級 ・ 講 座

地
区

費
1
3
,2

0
1

1
1
月

2
2
日

鼎
小

学
校

小
中

学
校

P
T
A

を
中

心
に

、
保

護
者

の
立

場
で

感
じ

て
い

る
悩

み
や

課
題

を
基

に
テ

ー
マ

を
設

定
し

、
講

演
会

を
開

催
す

る
こ

と
で

、
子

ど
も

の
豊

か
な

育
ち

に
つ

な
げ

る

実 施 内 容

い
つ

、
ど

こ
で

大
き

な
災

害
が

発
生

す
る

か
分

か
ら

な
い

中
で

、
日

赤
の

知
見

を
保

護
者

と
子

ど
も

た
ち

に
伝

え
る

こ
と

で
、

い
ざ

と
い

う
時

に
生

き
延

び
ら

れ
る

力
を

身
に

付
け

て
も

ら
い

た
い

と
の

思
い

か
ら

、
今

年
度

の
講

演
内

容
と

な
っ

た
。

講
師

：
長

野
県

青
少

年
赤

十
字

指
導

者
協

議
会

　
顧

問
　

原
 英

正
 氏

演
題

：
『
ま

も
る

い
の

ち
　

ひ
ろ

め
る

ぼ
う

さ
い

』
参

加
者

：
約

3
0
0
名

評 価

鼎
小

中
Ｐ

Ｔ
Ａ

公
民

館
合

同
講

演
会

予
算

区
分

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

実
施

内
容

参
照

鼎
公

民
館

ほ
か

目 的

生
涯

学
習

の
一

環
と

し
て

、
高

齢
者

を
対

象
に

し
た

学
級

と
し

て
開

催
。

テ
ー

マ
は

「
生

涯
青

春
・
生

涯
学

習
」

と
し

、
高

齢
者

の
学

び
の

場
、

生
き

が
い

作
り

の
機

会
と

す
る

実 施 内 容

華
甲

大
学

運
営

委
員

会
と

協
議

し
、

内
容

や
日

程
を

決
定

し
実

施
。

毎
月

第
3
金

曜
日

の
午

後
開

催
（
全

9
回

）
。

体
操

、
歌

、
健

康
講

座
、

満
蒙

開
拓

の
歴

史
、

小
学

生
の

学
習

成
果

発
表

等
多

面
的

に
学

習
し

た
。

今
年

度
は

特
に

下
伊

那
に

お
け

る
百

姓
一

揆
、

騒
動

を
取

り
上

げ
、

そ
の

発
展

と
し

て
安

曇
野

方
面

へ
の

研
修

旅
行

も
行

っ
た

。
5
/
1
8

【
開

講
式

】
が

ん
の

予
防

に
つ

い
て

～
毎

日
の

食
生

活
か

ら
～

：
野

口
さ

と
み

（
保

健
師

）
・
上

沼
友

子
（
管

理
栄

養
士

）
8
4
名

6
/
1
5
　

童
謡

・
唱

歌
・
懐

メ
ロ

を
楽

し
く
歌

い
ま

し
ょ

う
！

～
信

州
に

ま
つ

わ
る

歌
を

中
心

に
～

：
寺

澤
善

周
（
堯

翁
院

）
1
1
0
名

7
/
2
0
　

集
団

自
決

を
一

人
生

き
ぬ

い
て

：
久

保
田

諫
（
満

蒙
開

拓
体

験
語

り
部

）
7
4
名

8
/
2
4

飯
田

・
下

伊
那

に
お

け
る

江
戸

時
代

の
騒

動
～

松
本

藩
中

萱
村

の
加

助
騒

動
に

も
ふ

れ
て

～
：
山

内
尚

巳
（
飯

田
市

文
化

財
審

議
委

員
会

会
長

・
長

野
県

文
化

財
保

護
指

導
員

）
6
7
名

9
/
2
1

【
一

日
研

修
】

～
ゆ

っ
た

り
安

曇
野

を
～

「
ち

ひ
ろ

美
術

館
・
貞

享
義

民
記

念
館

を
中

心
に

」
：
2
9
名

1
0
/
1
9

須
山

計
一

伊
那

谷
の

山
河

を
描

く
：
小

島
淳

（
飯

田
市

美
術

博
物

館
学

芸
員

）
6
5
名

1
1
/
1
6
　

か
ら

だ
イ

キ
イ

キ
体

操
：
小

林
新

一
（
健

康
運

動
指

導
士

）
6
1
名

1
2
/
1
4

健
康

寿
命

と
元

気
な

足
腰

：
熊

谷
嘉

隆
（
健

和
会

飯
田

中
央

診
療

所
所

長
）
5
7

名 1
/
1
8

【
閉

講
式

】
学

校
や

地
域

で
学

ん
だ

こ
と

（
学

習
発

表
）

人
形

劇
『
か

な
え

の
ち

か
ら

太
郎

』
：
鼎

小
学

校
4
年

3
組

児
童

・
清

水
先

生
　

6
6
名

評 価

開
催

期
日

開
催

会
場

学 級 ・ 講 座

華
甲

大
学

（
高

齢
者

学
級

）
市

・
地

継
続

9
6
8
3

1
1
3

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数

－133－



鼎
公

民
館

の
事

業
報

告
№

4

区
分

区
分

区
分

区
分

1
3
,2

0
1

8
月

3
日

～
1
2
日

鼎
公

民
館

ほ
か

目 的

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
を

通
じ

て
文

化
の

向
上

を
図

る
と

共
に

、
地

域
づ

く
り

を
行

う

実 施 内 容

今
年

度
は

1
0
年

に
1
度

の
世

界
フ

ェ
ス

と
い

う
こ

と
も

あ
り

、
分

館
に

よ
る

公
演

に
加

え
、

本
館

に
よ

る
文

化
セ

ン
タ

ー
ホ

ー
ル

公
演

と
、

地
区

内
4
つ

の
保

育
園

で
の

公
演

、
計

1
2

公
演

を
地

区
公

演
と

し
て

実
施

。
伝

統
に

な
っ

て
い

る
「
打

ち
水

大
作

戦
」
と

「
わ

く
わ

く
タ

イ
ム

」
も

例
年

通
り

実
施

し
た

。
全

1
2
会

場
、

観
劇

者
総

数
1
,8

3
2
名

、
ス

タ
ッ

フ
総

数
2
3
4
名

、
ワ

ッ
ペ

ン
販

売
総

数
9
2
8
枚

8
/
4

鼎
小

学
校

第
一

体
育

館
（
下

茶
屋

・
中

平
）
、

上
茶

屋
多

目
的

集
会

セ
ン

タ
ー

（
上

茶
屋

）
、

切
石

会
館

（
切

石
）
、

下
山

区
民

会
館

（
東

鼎
・
西

鼎
・
下

山
）

8
/
5
　

一
色

神
社

（
一

色
）
、

名
古

熊
公

民
館

（
名

古
熊

）
8
/
6
　

ビ
バ

・
チ

ャ
イ

ル
ド

8
/
8
　

明
星

保
育

園
、

鼎
中

武
道

場
（
上

山
）

8
/
9
　

鼎
あ

か
り

保
育

園
8
/
1
0
 鼎

み
つ

ば
保

育
園

、
鼎

文
化

セ
ン

タ
ー

ホ
ー

ル
（
本

館
）

評 価

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

い
い

だ
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

2
0
1
8

市
・
地

継
続

1
2

2
,0

6
6

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
3
,2

0
1

目 的

ふ
る

さ
と

鼎
の

自
慢

・
自

然
・
文

化
・
歴

史
・
伝

統
・
生

活
・
産

業
・
人

物
等

を
地

区
（
分

館
）
単

位
で

掘
り

起
こ

し
、

鼎
全

体
で

1
本

の
コ

マ
ー

シ
ャ

ル
に

ま
と

め
る

こ
と

で
地

域
の

良
さ

を
共

有
し

地
域

づ
く
り

に
役

立
て

る

実 施 内 容

ふ
る

さ
と

鼎
コ

マ
ー

シ
ャ

ル
制

作
委

員
会

を
立

ち
上

げ
て

制
作

。
今

年
の

テ
ー

マ
は

「
ふ

れ
あ

い
」
と

し
、

特
に

節
目

を
迎

え
た

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
を

通
し

た
ふ

れ
あ

い
に

着
目

し
、

人
形

劇
を

通
し

て
生

ま
れ

る
人

形
劇

と
の

ふ
れ

あ
い

、
文

化
と

の
ふ

れ
あ

い
、

そ
し

て
人

と
の

ふ
れ

あ
い

を
ま

と
め

、
公

民
館

活
動

の
魅

力
の

一
端

を
表

現
し

た
。

文
化

祭
で

公
開

後
、

鼎
地

区
新

春
放

談
会

や
子

ど
も

を
語

る
会

な
ど

で
上

映
し

た
。

評 価

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

ふ
る

さ
と

鼎
コ

マ
ー

シ
ャ

ル
市

・
地

継
続

1

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
3
,2

8
9

実
施

内
容

参
照

鼎
公

民
館

目 的

普
段

家
庭

で
料

理
を

す
る

機
会

が
少

な
い

、
子

ど
も

や
男

性
、

高
齢

者
の

方
を

対
象

に
、

旬
の

食
材

を
用

い
た

料
理

実
技

を
習

得
す

る
と

共
に

、
食

を
通

じ
た

健
康

学
習

の
推

進
を

図
る

実 施 内 容

食
生

活
改

善
推

進
協

議
会

鼎
支

会
、

地
区

保
健

師
、

保
健

課
栄

養
士

の
協

力
の

も
と

、
減

塩
や

様
々

な
食

材
な

ど
、

対
象

者
に

合
わ

せ
た

献
立

で
実

施
。

壮
年

団
、

高
齢

者
健

康
料

理
教

室
は

、
管

理
栄

養
士

に
よ

る
健

康
指

導
講

座
も

同
時

開
催

し
、

「
食

べ
て

健
康

」
を

テ
ー

マ
に

学
習

し
た

。
7
月

1
3
日

(金
) 

壮
年

団
料

理
教

室
　

参
加

者
2
7
名

8
月

2
5
日

(土
) 

親
子

料
理

教
室

①
　

参
加

者
1
1
名

1
1
月

2
7
日

(火
) 

高
齢

者
健

康
料

理
教

室
　

参
加

者
1
0
名

2
月

2
日

(土
) 

親
子

料
理

教
室

②
　

参
加

者
3
2
名

学 級 ・ 講 座

料
理

教
室

市
・
地

継
続

4
1
2
2

目 的

地
域

の
歴

史
や

文
化

に
つ

い
て

学
び

な
が

ら
鼎

地
区

を
巡

り
、

ま
た

、
家

族
で

一
日

を
楽

し
く
歩

く

実 施 内 容

テ
ー

マ
は

「
家

族
で

一
日

を
楽

し
く

歩
く

こ
と

」
・
「
地

域
の

歴
史

や
文

化
に

つ
い

て
学

ぼ
う

」
今

年
度

は
松

川
沿

い
を

切
石

に
向

か
っ

て
歩

き
、

天
伯

神
社

で
歴

史
に

つ
い

て
、

切
石

会
館

で
は

建
設

中
の

バ
イ

パ
ス

工
事

に
つ

い
て

説
明

を
聞

き
、

歴
史

と
変

わ
り

ゆ
く
地

域
を

考
え

る
機

会
と

し
た

。
【
コ

ー
ス

】
　

全
体

約
７

㎞
　

※
コ

ー
ス

現
地

検
討

会
を

4
月

4
日

（
日

）
に

実
施

鼎
公

民
館

（
出

発
）

→
切

石
天

伯
神

社
（
見

学
・
休

憩
）

→
切

石
会

館
（
見

学
・
休

憩
）

→
鼎

公
民

館
（
到

着
）

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

5
0
4

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

5
月

3
日

鼎
地

区
内

1
回

参
加

・
登

録
数

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

減
塩

料
理

や
栄

養
が

偏
ら

な
い

献
立

を
、

実
際

に
調

理
し

た
こ

と
で

『
お

い
し

さ
』
に

気
が

つ
い

て
も

ら
え

た
。

食
に

興
味

を
持

ち
、

健
康

に
つ

い
て

も
考

え
る

時
間

と
な

っ
た

。
園

児
・
児

童
は

男
女

に
関

係
な

く
、

料
理

に
興

味
を

持
っ

て
お

り
、

子
ど

も
が

作
っ

て
食

べ
る

こ
と

で
、

大
人

も
楽

し
め

て
い

る
。

家
族

で
食

を
囲

み
、

幸
せ

な
家

庭
に

つ
な

が
る

よ
う

、
料

理
教

室
の

開
催

は
今

後
も

続
け

て
い

き
た

い
。

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

評 価

開
催

期
日

開
催

会
場

文 化 事 業

ふ
る

さ
と

再
発

見
ワ

ン
デ

ー
マ

ー
チ

地
区

費
継

続
1

1
3
,2

0
1

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

雨
天

が
心

配
さ

れ
た

中
で

も
、

前
年

と
変

わ
ら

ず
参

加
し

て
く
れ

た
。

家
族

で
楽

し
く
歩

く
機

会
と

し
て

定
着

し
て

お
り

、
普

段
通

ら
な

い
道

を
歩

き
、

知
る

機
会

と
も

な
っ

て
い

る
。

参
加

者
が

多
い

か
ら

こ
そ

、
見

学
場

所
で

し
っ

か
り

説
明

が
聞

け
る

環
境

（
音

響
整

備
等

）
が

必
要

。
同

時
に

、
通

り
道

に
あ

る
井

水
や

史
跡

な
ど

に
目

が
行

く
工

夫
も

で
き

れ
ば

。
鼎

の
魅

力
を

見
つ

け
る

機
会

に
し

て
い

き
た

い
。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

恒
例

事
業

と
し

て
、

ま
た

新
し

い
文

化
と

し
て

根
付

い
て

い
る

。
保

育
園

公
演

も
加

わ
り

、
各

会
場

で
は

個
性

を
出

し
な

が
ら

取
り

組
ま

れ
た

。
分

館
で

は
役

員
が

変
わ

っ
て

い
く
な

か
で

、
こ

の
フ

ェ
ス

タ
を

通
じ

て
役

員
同

士
の

つ
な

が
り

が
作

ら
れ

て
い

る
。

特
に

今
年

は
鼎

Ｃ
Ｍ

の
取

り
組

み
と

も
重

な
り

、
一

体
感

が
生

ま
れ

た
と

感
じ

た
。

伝
統

の
打

ち
水

は
、

猛
暑

の
中

で
そ

の
効

果
を

感
じ

る
と

共
に

、
環

境
問

題
、

気
候

変
動

を
痛

感
し

、
考

え
る

き
っ

か
け

に
も

な
っ

た
。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
は

4
0
周

年
の

節
目

を
迎

え
た

人
形

劇
を

題
材

と
し

た
こ

と
で

、
各

分
館

で
掘

り
起

こ
す

と
い

う
よ

り
、

人
形

劇
を

通
し

て
生

ま
れ

る
様

々
な

「
ふ

れ
あ

い
」
の

場
面

を
撮

影
し

、
持

ち
寄

っ
た

資
料

を
ま

と
め

て
一

本
の

コ
マ

ー
シ

ャ
ル

に
ま

と
め

た
。

制
作

に
関

わ
る

負
担

感
は

大
幅

に
削

減
さ

れ
、

「
鼎

地
区

」
と

し
て

の
コ

マ
ー

シ
ャ

ル
を

作
る

こ
と

が
で

き
た

が
、

各
分

館
で

テ
ー

マ
に

合
っ

た
も

の
を

掘
り

起
こ

し
、

ま
と

め
る

と
い

っ
た

、
学

び
の

場
や

独
自

性
も

減
っ

て
し

ま
っ

た
よ

う
に

感
じ

る
。

テ
ー

マ
設

定
を

含
め

て
、

そ
の

時
代

に
合

っ
た

制
作

方
法

を
模

索
し

て
い

く
事

が
必

要
で

あ
る

。

対
象

数

－134－



鼎
公

民
館

の
事

業
報

告
№

5

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

新
成

人
の

実
行

委
員

に
と

っ
て

は
、

友
人

と
の

再
会

を
喜

び
合

う
場

で
あ

り
、

恩
師

や
家

族
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

通
し

て
大

人
に

な
る

こ
と

の
責

任
感

を
感

じ
る

機
会

に
な

っ
た

。
特

に
、

実
行

委
員

の
新

成
人

が
責

任
感

を
持

っ
て

運
営

す
る

姿
は

、
他

の
新

成
人

や
来

賓
の

方
々

に
と

っ
て

も
、

印
象

的
な

も
の

で
あ

り
、

地
域

の
方

々
に

と
っ

て
は

2
0
歳

の
若

者
を

認
め

、
応

援
す

る
機

運
が

生
ま

れ
た

よ
う

に
感

じ
る

。
ま

た
「
も

っ
と

大
人

が
お

祝
い

し
て

あ
げ

る
雰

囲
気

が
あ

っ
て

も
良

い
の

で
は

。
」
と

言
っ

た
声

も
あ

り
、

地
域

で
お

祝
い

す
る

と
い

う
取

り
組

み
を

検
討

し
て

い
き

た
い

。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

子
ど

も
か

ら
年

輩
の

方
ま

で
多

く
の

住
民

が
集

い
、

体
を

動
か

す
切

っ
掛

け
と

な
り

、
ま

た
世

代
や

地
区

を
越

え
た

交
流

・
親

睦
を

深
め

る
機

会
と

な
っ

た
。

運
動

量
は

少
な

い
が

、
そ

こ
に

集
ま

り
活

動
す

る
こ

と
に

意
義

が
あ

る
。

本
大

会
が

あ
る

こ
と

で
、

ペ
タ

ン
ク

は
鼎

地
区

内
で

広
く
普

及
し

、
分

館
な

ど
で

の
健

康
増

進
や

交
流

・
親

睦
の

機
会

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。

実
施

す
る

こ
と

で
観

劇
者

だ
け

で
な

く
ス

タ
ッ

フ
側

に
も

環
境

意
識

の
啓

発
と

な
っ

て
い

る
た

め
、

今
後

も
継

続
し

て
行

い
た

い
。

お
ひ

さ
ま

進
歩

と
の

連
携

に
つ

い
て

は
今

後
工

夫
が

必
要

。

1
3
,2

8
9

6
月

4
日

矢
高

グ
ラ

ウ
ン

ド

目 的

鼎
地

区
住

民
が

気
軽

に
参

加
し

、
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

な
ど

を
行

う
こ

と
で

健
康

増
進

を
図

る
と

共
に

、
参

加
者

相
互

の
交

流
と

親
睦

を
図

る

実 施 内 容

子
ど

も
を

育
む

委
員

会
と

合
同

開
催

。
ペ

タ
ン

ク
を

競
技

種
目

と
し

て
分

館
対

抗
で

実
施

。
各

分
館

1
2
チ

ー
ム

出
場

し
、

合
計

1
2
0
チ

ー
ム

、
全

1
8
0
試

合
を

行
っ

た
。

優
勝

：
一

色
　

準
優

勝
：
東

鼎
　

3
位

：
切

石

体 育 事 業

鼎
地

区
体

育
祭

（
ペ

タ
ン

ク
大

会
）

6
6
3

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

地
区

費
継

続
1

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場
1
回

参
加

・
登

録
数

評 価

鼎
体

育
館

 

8
月

3
日

～
1
2
日

鼎
公

民
館

ほ
か

鼎
公

民
館

・
鼎

体
育

館

開
催

会
場

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数

1
3
,2

0
1

開
催

期
日

目 的
地

域
住

民
を

対
象

に
、

環
境

意
識

の
向

上
を

図
る

実 施 内 容

い
い

だ
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

の
際

に
鼎

地
区

全
会

場
で

「
み

る
・
え

ん
じ

る
・
さ

さ
え

る
」
全

て
の

人
が

打
ち

水
を

実
施

し
放

射
温

度
を

測
定

す
る

。
開

演
前

の
ア

ナ
ウ

ン
ス

で
結

果
を

報
告

し
環

境
意

識
の

高
揚

を
図

る
。

お
ひ

さ
ま

進
歩

と
共

同
で

実
施

。

評 価

1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

期
日

開
催

会
場

文 化 事 業

鼎
打

ち
水

大
作

戦
地

区
費

継
続

1
2

2
,0

6
6

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

対
象

数

目 的

各
分

館
や

サ
ー

ク
ル

等
、

地
域

住
民

の
日

頃
の

学
習

成
果

発
表

の
場

と
し

て
実

施
す

る
と

共
に

、
地

域
全

体
の

交
流

を
図

る

実 施 内 容

健
康

福
祉

委
員

会
の

「
ふ

れ
あ

い
広

場
」
と

合
同

開
催

。
分

館
を

は
じ

め
各

種
団

体
に

よ
る

『
展

示
』
、

『
模

擬
店

』
に

加
え

、
鼎

の
伝

統
文

化
の

代
表

格
で

あ
る

『
獅

子
頭

展
』
、

太
鼓

を
楽

し
む

団
体

に
よ

る
『
T
H

E
太

鼓
祭

り
』
、

音
楽

関
係

の
活

動
団

体
の

発
表

の
場

と
し

て
『
音

楽
の

祭
典

』
、

鼎
の

景
観

の
記

録
と

ふ
る

さ
と

再
発

見
の

機
会

と
し

て
『
景

観
写

真
コ

ン
テ

ス
ト

』
、

年
間

を
通

し
て

ま
と

め
て

き
た

『
ふ

る
さ

と
鼎

コ
マ

ー
シ

ャ
ル

』
の

お
披

露
目

、
貴

重
な

資
料

の
掘

り
起

こ
し

と
記

録
と

し
て

『
昔

懐
か

し
い

鼎
の

写
真

展
』
、

よ
り

多
く

の
方

に
来

場
し

て
も

ら
う

た
め

に
『
ド

リ
ー

ム
か

な
え

く
じ

』
や

『
鼎

ま
る

ご
と

ウ
ォ

ー
ク

ラ
リ

ー
』
等

を
実

施
。

出
展

団
体

数
5
6
団

体
（
展

示
・
模

擬
店

・
太

鼓
含

む
）

音
楽

の
祭

典
出

演
団

体
1
5
団

体

評 価

文 化 事 業

ふ
る

さ
と

鼎
ふ

れ
あ

い
広

場
・
文

化
祭

市
・
地

継
続

1
3
,0

0
0

1
3
,2

0
1

1
1
月

3
日

～
4
日

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

目 的

地
域

住
民

が
、

地
域

の
自

然
・
文

化
・
人

に
着

目
し

た
写

真
展

示
を

通
じ

、
鼎

地
区

の
良

さ
を

共
有

す
る

実 施 内 容

鼎
の

景
観

を
写

真
に

お
さ

め
、

ふ
る

さ
と

の
再

発
見

と
、

地
域

へ
の

愛
着

を
高

め
る

取
り

組
み

。
審

査
員

は
、

鼎
在

住
の

写
真

家
な

ど
へ

依
頼

す
る

。
応

募
作

品
数

：
1
5
名

、
2
8
点

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

地
域

の
風

景
を

後
世

に
記

録
と

し
て

残
す

取
り

組
み

。
引

き
続

き
鼎

の
今

を
、

住
民

の
皆

さ
ん

の
力

で
撮

り
集

め
保

存
し

て
い

く
た

め
に

、
継

続
実

施
し

て
い

く
こ

と
が

大
切

で
あ

る
と

考
え

る
。

ま
た

、
集

め
ら

れ
た

作
品

の
活

用
が

文
化

祭
の

展
示

の
み

と
な

っ
て

い
る

た
め

、
保

存
と

い
う

目
的

だ
け

で
な

く
、

活
用

と
い

う
発

想
も

必
要

。

開
催

会
場

文 化 事 業

第
1
6
回

鼎
の

景
観

写
真

コ
ン

テ
ス

ト
市

・
地

継
続

1
3
,0

0
0

1
3
,2

0
1

1
1
月

3
日

～
4
日

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日

文 化 事 業

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

出
展

団
体

が
多

か
っ

た
が

、
そ

れ
ぞ

れ
が

準
備

や
運

営
に

協
力

し
合

っ
て

お
り

、
充

実
し

て
い

た
。

音
楽

の
祭

典
で

は
、

出
演

団
体

み
ん

な
で

作
り

上
げ

る
音

楽
の

祭
典

と
す

る
た

め
に

、
全

体
合

唱
を

実
施

し
た

。
こ

れ
に

よ
り

子
ど

も
か

ら
大

人
ま

で
信

濃
の

国
を

熱
唱

し
、

一
体

感
が

生
ま

れ
た

。
ま

た
、

自
身

の
演

奏
後

も
会

場
で

他
団

体
の

公
演

を
楽

し
む

姿
が

多
く
み

ら
れ

た
。

ド
リ

ー
ム

か
な

え
く
じ

や
、

鼎
ま

る
ご

と
ウ

ォ
ー

ク
ラ

リ
ー

に
は

多
く
の

参
加

者
が

あ
る

が
、

文
化

祭
の

メ
イ

ン
で

は
無

い
。

伝
統

を
守

り
つ

つ
、

時
代

と
共

に
進

化
す

る
こ

と
も

必
要

で
あ

り
、

新
し

い
取

り
組

み
に

も
挑

戦
し

て
い

く
事

が
大

事
。

該
当

者
数

：
1
6
5
名

(男
性

8
1
名

・
女

性
8
4
名

）
出

席
者

数
：
1
1
6
名

(男
性

5
7
名

・
女

性
5
9
名

）
鼎

地
区

ま
ち

づ
く
り

委
員

会
を

は
じ

め
地

区
内

の
各

種
団

体
と

連
携

協
力

し
て

開
催

。
新

成
人

で
組

織
す

る
実

行
委

員
会

（
新

成
人

8
名

）
を

立
ち

上
げ

、
自

ら
企

画
運

営
に

携
わ

る
こ

と
で

「
自

分
た

ち
で

作
る

成
人

式
」
と

し
て

開
催

し
た

。
記

念
式

典
（
東

鼎
獅

子
舞

保
存

会
に

よ
る

祝
舞

、
新

成
人

代
表

挨
拶

（
2
名

）
、

二
十

歳
の

思
い

出
ア

ル
バ

ム
、

家
族

か
ら

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
思

い
出

の
イ

ン
ト

ロ
ク

イ
ズ

等
）
、

記
念

祝
賀

会
の

実
施

、
記

念
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
「
若

鮎
た

ち
よ

」
作

成
ほ

か

評 価
目 的

事
業

区
分

開
催

回
数

継
続

成
人

式
を

通
し

て
、

新
成

人
が

生
ま

れ
育

っ
た

鼎
で

の
2
0
年

間
を

振
り

返
り

、
家

族
や

友
人

、
恩

師
、

地
域

へ
の

感
謝

の
気

持
ち

を
持

ち
、

大
人

と
し

て
の

自
覚

を
持

つ
機

会
と

す
る

。
ま

た
地

域
と

し
て

は
、

新
成

人
を

こ
れ

か
ら

の
鼎

や
社

会
を

担
う

仲
間

と
し

て
、

祝
福

し
、

激
励

す
る

場
と

す
る

1

事
業

名
予

算
区

分

鼎
地

区
成

人
式

市
・
地

実 施 内 容

の
べ

参
加

数

鼎
文

化
セ

ン
タ

ー
1
1
6

1
6
5

1
月

7
日

開
催

会
場

対
象

数
1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

期
日

－135－



鼎
公

民
館

の
事

業
報

告
№

6

区
分

区
分

区
分

区
分

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
は

種
目

を
１

つ
に

絞
り

、
講

習
だ

け
で

な
く
体

験
す

る
時

間
を

長
く
し

た
こ

と
で

、
楽

し
み

な
が

ら
覚

え
て

も
ら

う
こ

と
が

で
き

た
。

本
講

習
会

を
き

っ
か

け
に

、
そ

の
後

の
分

館
や

P
T
A

等
で

の
活

用
に

つ
な

が
っ

た
。

来
年

度
も

囲
碁

ボ
ー

ル
を

継
続

す
る

か
、

別
の

ス
ポ

ー
ツ

を
取

り
上

げ
る

か
は

、
各

分
館

な
ど

の
状

況
を

聞
き

な
が

ら
検

討
し

、
鼎

地
区

の
現

状
を

踏
ま

え
た

提
案

を
し

て
い

き
た

い
。

9
月

9
日

鼎
地

区
内

1
3
,2

0
1

対
象

数

1
3
,2

0
1

評 価

開
催

会
場

1
3
,2

0
1

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

雨
天

が
心

配
さ

れ
た

が
、

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
沿

線
の

方
々

か
ら

の
声

援
や

、
チ

ー
ム

内
で

の
結

束
力

な
ど

、
様

々
な

交
流

や
つ

な
が

り
が

生
ま

れ
た

。
コ

ー
ス

を
変

更
し

て
2
年

目
だ

が
、

大
き

な
問

題
も

な
く
、

定
着

し
て

き
て

い
る

。
よ

り
多

く
の

方
に

参
加

し
て

も
ら

え
る

よ
う

、
働

き
か

け
を

し
て

い
き

た
い

。
目 的

鼎
地

区
内

居
住

の
ラ

ン
ナ

ー
に

よ
っ

て
、

全
1
0
地

区
を

8
名

の
ラ

ン
ナ

ー
が

タ
ス

キ
を

つ
な

ぎ
走

り
抜

く
。

駅
伝

大
会

を
通

じ
て

地
区

同
士

の
健

闘
を

称
え

合
い

、
参

加
者

相
互

の
交

流
と

親
睦

を
図

る
と

と
も

に
、

地
区

間
、

世
代

間
交

流
の

一
助

と
す

る

実 施 内 容

昨
年

度
と

同
様

の
コ

ー
ス

の
8
区

間
、

全
1
3
km

で
実

施
。

総
合

優
勝

：
上

山
分

館
　

総
合

2
位

：
名

古
熊

分
館

　
総

合
3
位

：
下

山
分

館
分

館
の

部
　

参
加

：
1
0
チ

ー
ム

　
優

勝
：
上

山
分

館
小

学
生

の
部

　
参

加
：
2
チ

ー
ム

　
優

勝
：
鼎

小
パ

ク
ワ

ン
チ

ー
ム

中
学

生
の

部
　

参
加

：
6
チ

ー
ム

　
優

勝
：
鼎

中
サ

ッ
カ

ー
部

 月
組

一
般

の
部

　
参

加
：
5
チ

ー
ム

　
優

勝
：
鼎

中
T
e
ac

h
e
rs

オ
ー

プ
ン

　
参

加
：
5
チ

ー
ム

　
優

勝
：
IS

ジ
ュ

ニ
ア

駅
伝

ク
ラ

ブ
A

評 価

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

期
日

開
催

会
場

体 育 事 業

第
3
3
回

鼎
地

区
縦

断
駅

伝
大

会
地

区
費

継
続

1
6
0
0

目 的

鼎
地

区
内

の
分

館
を

単
位

と
し

た
大

会
と

し
て

、
男

女
混

成
の

一
般

や
小

学
生

チ
ー

ム
の

参
加

に
よ

り
参

加
者

及
び

分
館

同
士

の
親

睦
と

交
流

を
深

め
る

と
共

に
健

康
増

進
を

目
的

に
実

施
す

る

実 施 内 容

競
技

種
目

は
恒

例
と

な
っ

て
い

る
ワ

ン
バ

ウ
ン

ド
ふ

ら
ば

～
る

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

。
一

般
の

部
に

は
各

分
館

か
ら

2
チ

ー
ム

ず
つ

参
加

し
、

合
計

2
0
チ

ー
ム

。
小

学
生

の
部

に
は

各
分

館
か

ら
1
チ

ー
ム

が
参

加
し

、
合

計
1
0
チ

ー
ム

で
競

技
を

行
っ

た
。

ま
た

、
大

会
に

先
立

ち
、

1
月

2
1
日

(月
)に

は
講

習
会

を
、

1
月

2
2
日

(火
)～

2
月

2
日

(土
)は

各
分

館
の

練
習

及
び

予
選

を
行

っ
た

。
一

般
の

部
　

　
優

勝
：
中

平
２

　
準

優
勝

：
中

平
１

　
３

位
：
名

古
熊

２
小

学
生

の
部

　
優

勝
：
上

茶
屋

　
準

優
勝

：
西

鼎
　

　
３

位
：
名

古
熊

予
算

区
分

事
業

区
分

開
催

回
数

4
5
0

の
べ

参
加

数

2
月

3
日

鼎
体

育
館

対
象

数

1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

期
日

体 育 事 業

第
3
3
回

冬
季

ス
ポ

ー
ツ

大
会

（
ワ

ン
バ

ウ
ン

ド
ふ

ら
ば

～
る

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

）
地

区
費

継
続

1

鼎
中

学
校

体
育

館

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

交
流

や
プ

レ
ー

人
口

の
底

辺
拡

大
と

い
っ

た
目

的
の

た
め

に
、

参
加

条
件

を
緩

め
た

こ
と

で
、

参
加

チ
ー

ム
数

を
維

持
す

る
こ

と
が

で
き

、
ま

た
若

い
人

の
参

加
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。
こ

の
大

会
を

目
標

と
し

て
い

る
チ

ー
ム

も
あ

り
、

日
ご

ろ
の

練
習

成
果

を
発

揮
で

き
る

場
と

な
っ

て
い

る
。

一
方

で
、

参
加

分
館

が
固

定
化

し
て

お
り

、
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
に

親
し

む
女

性
の

増
加

、
交

流
の

拡
大

の
た

め
に

は
、

よ
り

多
く

の
人

に
見

て
も

ら
い

、
他

の
分

館
か

ら
の

参
加

を
働

き
か

け
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

運
動

を
す

る
機

会
が

少
な

く
な

る
冬

に
、

積
極

的
に

体
を

動
か

し
、

健
康

増
進

に
つ

な
が

る
事

業
と

な
っ

て
い

る
。

本
大

会
に

向
け

て
分

館
で

は
練

習
や

予
選

が
行

わ
れ

、
懇

親
会

を
開

催
す

る
地

区
も

あ
り

、
交

流
や

親
ぼ

く
を

深
め

る
機

会
と

な
っ

て
い

る
。

そ
の

一
方

で
、

ワ
ン

バ
ウ

ン
ド

ふ
ら

ば
～

る
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
は

競
技

性
が

高
く

、
激

し
い

運
動

を
伴

う
た

め
、

参
加

者
層

が
若

者
に

偏
っ

て
い

る
。

こ
れ

に
よ

り
、

チ
ー

ム
を

編
成

す
る

た
め

の
人

集
め

が
大

変
だ

と
の

意
見

や
、

年
配

者
が

楽
し

め
る

競
技

が
あ

っ
て

も
良

い
の

で
は

と
い

っ
た

意
見

が
あ

り
、

検
討

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

目 的

こ
の

大
会

に
向

け
て

女
性

同
士

が
集

ま
り

、
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
を

通
し

て
交

流
を

深
め

、
女

性
の

健
康

保
持

、
体

力
増

進
に

つ
な

げ
る

。
併

せ
て

、
参

加
チ

ー
ム

同
士

の
親

睦
と

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

に
親

し
む

女
性

の
底

辺
を

拡
大

を
図

る

実 施 内 容

参
加

チ
ー

ム
は

4
分

館
。

マ
マ

さ
ん

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

連
盟

の
方

々
を

は
じ

め
と

し
た

、
各

チ
ー

ム
の

主
将

と
協

議
し

て
開

催
。

参
加

選
手

の
条

件
に

あ
っ

た
年

齢
制

限
を

緩
和

し
、

鼎
地

区
に

居
住

す
る

社
会

人
女

性
な

ら
参

加
で

き
る

こ
と

と
し

た
。

優
勝

チ
ー

ム
は

飯
田

市
女

性
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
大

会
に

出
場

す
る

。
優

勝
：
上

山
分

館
　

準
優

勝
：
中

平
分

館
　

3
位

：
切

石
　

4
位

：
名

古
熊

評 価

体 育 事 業

鼎
地

区
女

性
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
大

会

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日

地
区

費
継

続
1

7
0

事
業

名

目 的

様
々

な
ス

ポ
ー

ツ
を

紹
介

し
、

体
験

し
て

も
ら

う
こ

と
で

、
鼎

地
区

住
民

の
健

康
増

進
や

交
流

・
親

睦
を

深
め

る
こ

と
に

つ
な

げ
る

実 施 内 容

種
　

　
目

：
囲

碁
ボ

ー
ル

指
導

講
師

：
鼎

地
区

の
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
（
3
名

）
評 価

体 育 事 業

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
講

習
会

地
区

費
継

続
1

3
0

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
事

業
名

予
算

区
分

事
業

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数

鼎
中

学
校

体
育

館
・
グ

ラ
ウ

ン
ド

対
象

数
1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

会
場

9
月

1
7
日

開
催

会
場

1
3
,2

0
1

開
催

期
日

8
月

2
2
日
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鼎
公

民
館

の
事

業
報

告
№

7

区
分

区
分

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

公
民

館
報

と
し

て
の

特
集

を
１

面
に

掲
載

す
る

よ
う

に
変

更
す

る
な

ど
、

目
を

止
め

て
も

ら
え

る
紙

面
づ

く
り

を
心

掛
け

た
。

特
に

、
編

集
後

記
で

の
課

題
の

投
げ

か
け

や
、

「
鼎

の
課

題
を

考
え

る
」
と

題
し

た
特

集
な

ど
、

広
報

委
員

自
身

の
問

題
意

識
か

ら
記

事
の

作
成

を
行

う
と

共
に

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
記

事
の

掲
載

な
ど

、
親

し
み

や
す

く
且

つ
「
鼎

」
に

深
く
関

心
を

持
っ

て
も

ら
え

る
館

報
づ

く
り

を
行

っ
た

。
ま

た
編

集
作

業
に

お
い

て
は

、
割

り
付

け
、

写
真

選
定

、
校

正
等

を
グ

ル
ー

プ
に

分
け

て
行

う
こ

と
が

定
着

し
て

お
り

、
そ

の
中

で
紙

面
作

成
の

技
術

が
向

上
し

て
い

る
。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

1
学

期
の

調
査

を
踏

ま
え

、
「
鼎

地
区

に
は

子
ど

も
の

こ
と

を
大

切
に

考
え

て
い

る
人

が
た

く
さ

ん
い

る
。

子
ど

も
た

ち
に

は
そ

う
い

っ
た

人
た

ち
と

の
交

流
や

、
文

化
に

触
れ

る
こ

と
で

、
鼎

に
愛

着
を

持
っ

て
も

ら
い

た
い

。
」
と

考
え

、
ハ

ロ
ウ

ィ
ー

ン
や

文
化

祭
で

の
出

展
に

つ
な

が
っ

た
。

高
校

生
に

と
っ

て
は

特
に

、
自

分
た

ち
で

調
べ

た
こ

と
を

自
分

た
ち

で
整

理
し

、
状

況
を

捉
え

る
こ

と
が

で
き

た
。

地
域

と
し

て
は

単
発

の
事

業
を

そ
れ

ぞ
れ

受
け

入
れ

た
形

と
な

っ
た

。
高

校
生

の
学

び
や

育
ち

を
地

域
で

考
え

て
い

け
る

機
会

と
し

て
い

き
た

い
。

1
3
,2

0
1

鼎
公

民
館

開
催

期
日

開
催

会
場

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
地

域
の

情
報

を
伝

え
、

課
題

提
起

な
ど

を
通

し
て

、
地

域
に

関
心

を
も

っ
て

も
ら

う

実 施 内 容

公
民

館
活

動
の

記
録

と
し

て
正

確
か

つ
公

平
な

記
事

を
作

成
す

る
。

ま
た

、
住

民
の

皆
さ

ん
が

「
鼎

」
に

よ
り

深
く
関

心
を

も
っ

て
も

ら
え

る
よ

う
な

紙
面

展
開

を
図

る
。

▼
仕

様
　

Ａ
4
版

、
4
頁

～
6
頁

▼
館

報
か

な
え

4
0
3
号

（
6
/
2
7
発

行
）
、

4
0
4
号

（
9
/
2
6
発

行
）
、

4
0
5
号

（
1
2
/
1
9
発

行
）
、

4
0
6
号

（
3
/
2
7
発

行
）

評 価

広 報 事 業

「
公

民
館

報
か

な
え

」
の

発
行

地
区

費
継

続
4

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数

高
校

生
と

地
域

住
民

が
、

活
動

を
通

じ
て

共
に

学
び

育
つ

こ
と

で
、

よ
り

良
い

地
域

を
作

る

そ の 他

飯
田

O
ID

E
長

姫
高

校
商

業
科

の
授

業
の

一
環

と
し

て
、

今
年

度
は

8
名

の
生

徒
が

鼎
地

区
を

フ
ィ

ー
ル

ド
と

し
て

活
動

し
た

。
4
月

～
8
月

ペ
タ

ン
ク

大
会

や
地

域
内

散
策

を
通

し
て

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
や

情
報

収
集

。
ど

っ
き

ど
き

ス
ク

ー
ル

へ
の

参
加

。
9
月

～
1
2
月

　
実

践
と

振
り

返
り

。
1
0
月

2
7
日

ハ
ロ

ウ
ィ

ー
ン

…
親

子
を

対
象

に
、

仮
装

し
て

地
域

を
歩

き
、

住
民

の
方

か
ら

お
菓

子
を

も
ら

い
、

チ
ェ

ッ
ク

ポ
イ

ン
ト

で
は

ゲ
ー

ム
を

楽
し

む
。

参
加

者
3
0
名

。
1
1
月

4
日

文
化

祭
で

の
出

展
…

ミ
ニ

獅
子

舞
作

り
、

水
引

ア
ク

セ
サ

リ
ー

作
り

、
プ

ラ
パ

ン
工

作
。

参
加

者
約

2
0
名

。

評 価

1
3
,2

0
1

実
施

内
容

参
照

継
続

3
8

目 的地
域

人
教

育
他

会
計

事
業

区
分

開
催

回
数

事
業

名
予

算
区

分

実 施 内 容

の
べ

参
加

数

鼎
公

民
館

ほ
か

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

1
0
0

8
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上
郷

公
民

館
の

事
業

報
告

№
1

区
分

区
分

区
分

地
区

内
の

高
齢

者
を

対
象

に
、

健
康

保
持

、
教

養
向

上
、

趣
味

深
化

、
仲

間
づ

く
り

を
図

る
。

実 施 内 容

乳
幼

児
を

持
つ

母
親

を
対

象
に

、
子

育
て

に
つ

い
て

の
理

解
を

深
め

、
自

信
を

持
っ

て
た

く
ま

し
い

子
育

て
の

実
践

を
し

、
併

せ
て

自
己

の
豊

か
に

生
活

す
る

た
め

の
学

習
を

す
る

。
ま

た
、

気
楽

に
話

し
合

え
、

悩
み

を
語

れ
る

仲
間

づ
く
り

を
目

指
す

。
 開

催
日

…
 １

回
 ／

月
  

1
0
:0

0
～

1
1
:3

0
　

　
　

　
　

場
  

所
…

 飯
田

市
保

健
セ

ン
タ

ー
他

指
  

導
…

 保
育

士
、

保
健

師
（
運

営
補

助
：
児

童
委

員
）
　

受
講

生
…

 親
子

1
0
5
組

  
  

主
な

内
容

…
３

歳
：
絵

本
、

新
聞

紙
遊

び
、

ク
リ

ス
マ

ス
会

、
節

分
、

リ
ト

ミ
ッ

ク
等

　
　

　
　

　
　

　
２

歳
：
絵

本
、

お
や

つ
作

り
、

ク
リ

ス
マ

ス
会

、
節

分
、

リ
ト

ミ
ッ

ク
等

　
　

　
　

　
　

　
１

歳
：
絵

本
、

離
乳

食
、

お
も

ち
ゃ

作
り

、
ク

リ
ス

マ
ス

会
、

親
子

あ
そ

び
　

　
　

　
　

　
　

０
歳

：
母

乳
の

話
、

ベ
ビ

ー
マ

ッ
サ

ー
ジ

、
離

乳
食

等

５
～

３
月

飯
田

市
保

健
セ

ン
タ

ー
ほ

か

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

1
1
7
組

事
業

区
分

開
催

回
数

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

親
子

の
ふ

れ
合

い
、

健
や

か
な

育
ち

、
保

護
者

同
士

の
繋

が
り

を
つ

く
る

場
、

そ
し

て
地

域
住

民
と

知
り

合
う

場
と

な
る

よ
う

に
展

開
す

る
。

児
童

委
員

に
役

割
を

設
け

る
こ

と
で

積
極

的
に

関
わ

っ
て

い
た

だ
き

、
身

近
な

住
民

と
繋

が
り

安
心

し
て

子
育

て
が

で
き

る
環

境
づ

く
り

を
行

っ
た

。
次

年
度

よ
り

新
公

民
館

が
会

場
と

な
る

。
新

た
な

保
健

セ
ン

タ
ー

機
能

を
活

用
し

、
子

育
て

に
関

す
る

学
び

の
機

会
づ

く
り

を
推

進
し

て
い

く
。

評 価

開
催

会
場

概
ね

６
０

歳
以

上
の

高
年

齢
者

を
対

象
に

、
定

例
講

座
、

ク
ラ

ブ
活

動
、

役
員

会
を

行
う

。
学

級
生

よ
り

正
副

学
級

長
、

地
区

長
、

ク
ラ

ブ
長

を
選

出
し

、
自

主
的

に
企

画
運

営
し

て
い

る
。

・
定

例
講

座
４

月
　

入
級

式
　

　
５

月
　

「
辞

書
を

片
手

の
般

若
心

経
」
講

師
　

牧
内

振
作

先
生

６
月

室
内

ペ
タ

ン
ク

大
会

９
月

ク
ラ

ブ
発

表
会

、
上

郷
地

区
文

化
祭

（
文

化
展

、
芸

能
祭

）
参

加
１

０
月

　
「
健

康
の

お
話

」
講

師
　

加
藤

美
恵

子
先

生
　

　
研

修
旅

行
（
諏

訪
）

１
２

月
　

忘
年

会
　

　
　

２
月

　
高

齢
者

学
級

文
集

作
成

　
　

３
月

　
修

了
式

・
ク

ラ
ブ

活
動

　
大

正
琴

、
書

道
、

歌
、

雑
学

、
卓

球
、

マ
レ

ッ
ト

ゴ
ル

フ
、

民
謡

、
　

　
　

　
　

　
　

　
　

綴
り

方
、

織
物

、
健

康
と

川
柳

と
笑

い
、

絵
手

紙
・
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

上
郷

小
学

校
の

４
年

生
が

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
参

加
す

る
に

あ
た

り
、

人
形

製
作

の
お

手
伝

い
を

し
た

。
・
小

学
校

家
庭

科
授

業
に

お
い

て
ミ

シ
ン

の
使

用
補

助
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

行
っ

た
。

・
学

級
会

報
毎

月
「
伝

諸
鳩

」
を

発
行

し
、

活
動

の
様

子
や

ク
ラ

ブ
予

定
、

お
知

ら
せ

な
ど

を
掲

載
。

地
区

長
が

配
布

。

2
,0

0
0

対
象

数

1
9
5

1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

6
6

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

学
級

生
に

と
っ

て
、

こ
の

生
涯

学
習

の
場

が
仲

間
づ

く
り

や
生

き
が

い
の

場
に

な
っ

て
い

る
。

今
年

度
か

ら
新

た
に

ミ
シ

ン
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

実
施

す
る

な
ど

、
上

郷
小

学
校

の
児

童
と

の
交

流
は

各
自

の
活

動
の

新
た

な
や

り
が

い
と

な
っ

て
い

る
。

次
年

度
も

役
員

と
の

連
携

を
密

に
し

、
充

実
し

た
活

動
と

な
る

よ
う

支
援

し
て

い
く
。

学 級 ・ 講 座

開
催

期
日

開
催

会
場

4
,1

7
3

目 的高
齢

者
学

級
市

・
地

事
業

名
予

算
区

分

継
続

開
催

期
日

開
催

期
日

通
年

継
続

1
回

参
加

・
登

録
数

4
9
0
組

評 価

対
象

数

3
5

1
4
組

開
催

会
場

黒
田

研
修

セ
ン

タ
ー

ほ
か

事
業

区
分

学 級 ・ 講 座学 級 ・ 講 座

目 的

乳
幼

児
と

そ
の

親
を

対
象

に
、

子
供

が
健

や
か

に
育

つ
た

め
、

又
、

知
識

を
身

に
付

け
る

こ
と

に
よ

り
安

心
し

て
子

育
て

が
で

き
る

よ
う

支
援

す
る

。

事
業

名
予

算
区

分

継
続

2

目 的

4
2

地
区

内
の

小
学

生
を

対
象

に
、

料
理

と
い

う
実

体
験

を
通

じ
、

た
く

ま
し

い
成

長
を

促
す

と
と

も
に

、
家

庭
で

の
親

子
の

ふ
れ

あ
い

を
推

進
す

る
。

実 施 内 容

子
ど

も
料

理
教

室
市

・
地

地
域

内
の

人
材

に
講

師
を

依
頼

し
、

小
学

生
を

対
象

に
料

理
教

室
を

行
っ

た
。

講
師

の
指

導
の

下
、

料
理

に
必

要
な

基
礎

的
な

知
識

を
身

に
付

け
る

と
共

に
、

実
際

に
料

理
す

る
こ

と
で

、
料

理
す

る
楽

し
さ

、
自

分
で

作
っ

た
料

理
の

お
い

し
さ

を
感

じ
て

も
ら

い
、

食
に

興
味

を
持

っ
て

も
ら

う
。

講
師

は
ひ

ま
わ

り
会

。
公

民
館

建
設

工
事

中
の

た
め

、
黒

田
研

修
セ

ン
タ

ー
を

会
場

と
し

て
開

催
し

た
。

・
第

１
回

期
日

：
５

月
2
7
日

　
参

加
：
2
2
人

内
容

：
お

に
ぎ

り
２

種
、

ミ
ネ

ス
ト

ロ
ー

ネ
、

季
節

の
サ

ラ
ダ

・
第

２
回

期
日

：
７

月
１

日
　

参
加

：
2
0
人

内
容

：
調

理
パ

ン
２

種
、

ジ
ュ

リ
ア

ン
ス

ー
プ

、
ふ

る
ふ

る
杏

仁
豆

腐

黒
田

研
修

セ
ン

タ
ー

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

１
年

生
か

ら
６

年
生

の
参

加
が

あ
り

、
学

年
が

均
等

に
な

る
よ

う
に

班
分

け
を

行
っ

た
こ

と
で

、
上

級
生

が
下

級
生

に
教

え
て

あ
げ

る
よ

う
な

交
流

も
で

き
た

。
食

や
料

理
に

対
し

て
興

味
を

持
っ

て
も

ら
う

き
っ

か
け

と
な

っ
た

。
次

年
度

は
新

公
民

館
の

調
理

実
習

室
を

活
用

し
、

新
た

な
メ

ニ
ュ

ー
を

検
討

し
て

い
く
。

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数

5
9
9
家

庭
5
/
2
7
、

7
/
1

乳
幼

児
学

級
市

・
地

事
業

名
予

算
区

分

実 施 内 容
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上
郷

公
民

館
の

事
業

報
告

№
2

区
分

区
分

区
分

区
分学 級 ・ 講 座

目 的

五
平

餅
と

す
い

と
ん

を
作

り
、

郷
土

料
理

に
親

し
む

機
会

と
し

た
。

講
師

：
下

北
農

園
の

会

地
域

内
の

団
体

で
あ

る
、

下
北

農
園

の
会

に
講

師
を

依
頼

し
、

小
学

生
（
親

子
）
を

対
象

に
そ

ば
打

ち
体

験
を

行
っ

た
。

そ
ば

粉
か

ら
そ

ば
を

打
ち

、
麺

き
り

包
丁

を
使

っ
て

そ
ば

を
き

る
と

こ
ろ

ま
で

体
験

し
た

。
試

食
は

講
師

の
打

っ
た

そ
ば

と
て

ん
ぷ

ら
を

用
意

し
、

打
っ

た
そ

ば
は

自
宅

へ
持

ち
帰

っ
た

。
家

族
で

試
食

す
る

こ
と

で
家

族
の

ふ
れ

あ
い

が
行

わ
れ

た
。

・
子

ど
も

そ
ば

打
ち

教
室

　
期

日
：
６

月
1
0
日

　
　

参
加

：
1
5
人

・
親

子
そ

ば
打

ち
教

室
　

　
期

日
：
２

月
1
0
日

　
　

参
加

：
８

家
族

2
4
人

評 価

親
子

を
対

象
に

、
郷

土
料

理
を

知
り

、
作

り
、

親
し

む
体

験
を

提
供

す
る

。

開
催

回
数

評 価

5
9
9
家

庭
1
1
月

1
8
日

学 級 ・ 講 座

継
続

1

目 的郷
土

料
理

教
室

市
・
地

実 施 内 容

の
べ

参
加

数

黒
田

研
修

セ
ン

タ
ー

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

1
7

1
7

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

継
続

地
区

内
の

小
学

生
を

対
象

に
、

料
理

と
い

う
実

体
験

を
通

じ
、

伝
統

的
な

食
文

化
に

対
す

る
見

識
を

深
め

、
家

庭
で

の
親

子
の

ふ
れ

あ
い

を
推

進
す

る
。

2

事
業

名
予

算
区

分

そ
ば

打
ち

教
室

市
・
地

事
業

区
分

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

黒
田

研
修

セ
ン

タ
ー

3
9

5
9
9
家

庭
6
/
1
0
、

2
/
1
0

事
業

名
予

算
区

分

実 施 内 容

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

そ
ば

を
打

つ
と

い
う

日
常

で
は

経
験

で
き

な
い

体
験

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

打
っ

た
そ

ば
を

持
っ

て
帰

る
こ

と
で

、
家

族
が

一
緒

に
食

べ
な

が
ら

、
そ

ば
打

ち
に

参
加

で
き

な
か

っ
た

家
族

と
も

ふ
れ

あ
い

が
で

き
る

よ
う

図
っ

た
。

ま
た

、
講

師
を

身
近

な
地

域
の

方
に

お
願

い
し

、
子

ど
も

・
そ

の
親

世
代

と
講

師
（
地

域
住

民
）
と

の
交

流
の

機
会

と
な

っ
た

。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

郷
土

料
理

の
伝

承
、

親
子

の
ふ

れ
あ

い
、

住
民

同
士

の
ふ

れ
合

い
の

場
と

し
て

、
継

続
し

て
い

く
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

郷
土

料
理

を
考

え
る

会
地

区
費

継
続

4
4
0

1
0

1
0

実
施

内
容

参
照

上
郷

小
学

校
ほ

か

目 的

上
郷

の
郷

土
料

理
を

現
代

風
に

ア
レ

ン
ジ

し
、

伝
承

に
寄

与
す

る
。

実 施 内 容

上
郷

の
郷

土
料

理
に

は
ど

ん
な

も
の

が
あ

る
か

を
考

え
、

現
代

風
に

ア
レ

ン
ジ

し
、

伝
承

に
寄

与
す

る
。

今
年

度
は

、
地

区
文

化
祭

で
天

ぷ
ら

ま
ん

じ
ゅ

う
を

提
供

し
た

。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

文
化

祭
の

お
も

て
な

し
企

画
と

し
て

郷
土

料
理

の
天

ぷ
ら

ま
ん

じ
ゅ

う
を

提
供

し
た

。
来

年
度

は
女

子
高

調
理

ク
ラ

ブ
と

協
力

し
、

地
域

事
業

で
の

交
流

を
深

め
て

い
く
。

ま
た

設
立

当
初

の
目

的
、

行
事

食
の

研
究

と
い

う
側

面
も

捉
え

な
が

ら
活

動
を

展
開

し
て

い
く
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

学 級 ・ 講 座

農
作

業
体

験
教

室
地

区
費

新
規

5
2
5

ジ
ャ

ガ
イ

モ
の

植
え

付
け

を
行

い
、

そ
の

後
収

穫
を

行
っ

た
。

ま
た

、
９

月
に

は
収

穫
し

た
ジ

ャ
ガ

イ
モ

を
用

い
て

ト
ル

ネ
ー

ド
ポ

テ
ト

を
作

っ
た

。
講

師
は

下
北

農
園

の
会

に
依

頼
。

評 価

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

約
半

年
間

の
一

連
の

作
業

か
ら

、
参

加
者

に
生

産
す

る
こ

と
の

大
変

さ
や

喜
び

を
感

じ
て

も
ら

え
る

取
り

組
み

と
な

っ
た

。

5
5
9
9
家

庭
4
月

～
1
1
月

黒
田

研
修

セ
ン

タ
ー

ほ
か

目 的

地
区

内
の

小
学

生
を

対
象

に
、

農
作

業
を

通
じ

て
食

の
大

切
さ

や
安

全
性

を
学

び
、

収
穫

の
喜

び
を

体
験

す
る

場
と

す
る

。

実 施 内 容
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上
郷

公
民

館
の

事
業

報
告

№
3

区
分

区
分

対
象

数
事

業
名

予
算

区
分

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

期
日

開
催

会
場

文 化 事 業

い
い

だ
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

上
郷

地
区

公
演

市
・
地

継
続

1
0

1
,3

5
4

1
4
,0

0
1

実
施

内
容

参
照

実
施

内
容

参
照

目 的

一
般

を
対

象
に

、
公

演
を

盛
り

上
げ

る
と

と
も

に
、

企
画

を
通

じ
て

、
様

々
な

立
場

の
人

々
の

交
流

を
促

進
す

る
。

実 施 内 容

地
区

実
行

委
員

会
を

開
催

し
、

オ
リ

ジ
ナ

ル
企

画
の

募
集

、
運

営
方

法
な

ど
伝

達
し

、
情

報
交

換
を

し
た

。
分

館
、

上
郷

西
保

育
園

保
護

者
会

、
上

郷
な

か
よ

し
保

育
園

、
黒

田
人

形
保

存
会

、
上

郷
小

学
校

４
年

１
組

が
企

画
運

営
し

た
。

高
陵

地
区

中
学

校
区

公
演

は
、

上
郷

公
民

館
特

別
委

員
会

の
組

織
「
く
お

ん
座

」
が

企
画

運
営

し
た

。
（
期

日
、

運
営

主
体

、
会

場
、

観
劇

者
数

、
ス

タ
ッ

フ
数

）
８

月
３

日
 上

郷
西

保
育

園
保

護
者

会
 黒

田
人

形
浄

瑠
璃

伝
承

館
 1

0
8
人

 1
5
人

８
月

３
日

 上
郷

小
学

校
 上

郷
小

学
校

 1
9
2
人

 1
2
人

８
月

４
日

 別
府

下
分

館
 別

府
児

童
館

 4
7
人

 3
7
人

８
月

４
日

 南
条

分
館

 南
条

田
中

八
幡

宮
 6

1
人

 1
0
人

８
月

５
日

 黒
田

人
形

保
存

会
 黒

田
人

形
浄

瑠
璃

伝
承

館
 5

3
人

 1
9
人

８
月

５
日

 北
条

分
館

 北
条

振
興

セ
ン

タ
ー

 5
7
人

 2
1
人

８
月

５
日

 く
お

ん
座

 黒
田

人
形

浄
瑠

璃
伝

承
館

 2
6
9
人

 3
8
人

８
月

７
日

 上
郷

な
か

よ
し

保
育

園
 上

郷
な

か
よ

し
保

育
園

 2
0
5
人

 1
4
人

８
月

７
日

 丹
保

分
館

 丹
保

研
修

セ
ン

タ
ー

 1
8
5
人

 3
6
人

８
月

1
2
日

 飯
沼

南
分

館
 飯

沼
南

自
治

会
館

 1
7
7
人

 2
5
人

　

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
も

上
郷

小
学

校
と

高
齢

者
学

級
織

物
ク

ラ
ブ

の
交

流
を

行
い

、
人

形
製

作
の

手
伝

い
を

し
た

。
本

館
か

ら
各

会
場

に
ス

ポ
ッ

ト
ク

ー
ラ

ー
を

貸
し

出
し

、
暑

さ
対

策
を

実
施

し
た

。
各

分
館

が
そ

れ
ぞ

れ
の

地
区

公
演

の
意

義
を

見
出

し
な

が
ら

、
会

場
運

営
を

行
っ

た
。

８
月

５
日

の
中

学
校

区
公

演
に

つ
い

て
・
来

場
者

へ
の

企
画

と
し

て
、

暑
さ

対
策

と
し

て
飲

み
物

の
ほ

か
、

ア
イ

ス
ク

リ
ー

ム
の

提
供

を
行

っ
た

。
劇

間
の

待
ち

時
間

を
利

用
し

た
企

画
と

し
て

、
来

場
者

に
七

夕
の

短
冊

を
配

布
し

記
入

し
て

も
ら

い
、

笹
に

飾
り

付
け

を
行

っ
た

。
ま

た
地

域
独

自
の

文
化

を
紹

介
す

る
た

め
に

、
黒

田
人

形
保

存
会

の
協

力
の

下
、

人
形

舞
台

と
蔵

の
見

学
会

を
実

施
し

た
。

・
高

陵
中

と
台

湾
の

生
徒

が
、

互
い

に
人

形
や

楽
器

を
披

露
し

あ
う

歓
迎

会
を

開
催

し
た

。
ま

た
上

記
の

七
夕

飾
り

に
つ

い
て

、
台

湾
語

の
案

内
を

用
意

し
、

日
本

の
文

化
を

紹
介

し
た

。
・
公

演
終

了
後

は
、

地
元

団
体

が
郷

土
料

理
を

振
る

舞
い

、
ス

タ
ッ

フ
及

び
劇

人
で

交
流

会
を

実
施

し
た

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

上
郷

地
区

文
化

祭
市

・
地

継
続

1
7
7
0

7
7
0

1
4
,0

0
1

9
/
2
2
、

9
/
2
3

上
郷

小
学

校

目 的

地
区

内
個

人
、

グ
ル

ー
プ

を
対

象
に

、
日

頃
の

活
動

の
成

果
を

発
表

す
る

場
と

し
て

、
ま

た
住

民
が

交
流

で
き

る
場

と
し

て
実

施
す

る
。

実 施 内 容

○
文

化
展

参
加

団
体

　
  

1
1
グ

ル
ー

プ
＋

特
別

展
特

別
展

・
小

学
校

一
研

究
展

示
・
各

分
館

歩
こ

う
会

展
示

（
広

報
部

）
・
久

遠
の

会
：
飯

田
線

の
歴

史
、

闇
郷

、
ク

イ
ズ

久
遠

の
文

化
う

ち
立

て
ん

　
飯

田
線

を
テ

ー
マ

に
し

た
学

習
機

会
の

提
供

を
実

施
。

参
加

者
が

楽
し

み
な

が
ら

○
上

郷
地

区
芸

能
祭

参
加

団
体

1
2
ク

ラ
ブ

 ○
ふ

れ
あ

い
さ

わ
や

か
音

楽
祭

参
加

団
体

上
郷

小
（
合

唱
団

、
オ

ー
ロ

ラ
バ

ン
ド

）
、

高
陵

中
学

校
吹

奏
楽

部
、

上
郷

コ
ー

ラ
ス

、
フ

ラ
ウ

エ
ン

コ
ー

ル
サ

ザ
ン

ウ
ィ

ン
ド

ウ
、

○
合

唱
劇

カ
ネ

ト
公

演
数

々
の

困
難

に
め

げ
ず

飯
田

線
開

通
工

事
に

命
を

か
け

た
「
川

村
カ

ネ
ト

」
の

生
涯

を
題

材
に

し
た

合
唱

劇
を

披
露

し
た

。
出

演
…

飯
田

カ
ネ

ト
合

唱
団

、
合

唱
劇

カ
ネ

ト
を

歌
う

合
唱

団
有

志
（
愛

知
県

）
特

別
出

演
…

上
郷

小
学

校
児

童
有

志
○

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

ロ
ケ

ッ
ト

を
打

ち
上

げ
よ

う
（
育

成
部

主
催

）
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
ロ

ケ
ッ

ト
を

製
作

し
、

水
と

ド
ラ

イ
ア

イ
ス

を
用

い
て

発
射

実
験

を
行

う
。

 ○
お

も
て

な
し

五
平

餅
販

売
（
下

北
農

園
の

会
）
、

郷
土

料
理

を
考

え
る

会
に

よ
る

天
ぷ

ら
ま

ん
じ

ゅ
う

の
提

供
。

ス
ポ

ー
ツ

部
に

よ
る

ホ
ッ

ト
ド

ッ
グ

提
供

（
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
ロ

ケ
ッ

ト
参

加
者

、
小

中
学

校
音

楽
ク

ラ
ブ

の
生

徒
）

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

3
0
年

度
は

上
郷

公
民

館
の

耐
震

整
備

工
事

中
の

た
め

、
上

郷
小

学
校

を
会

場
と

し
て

文
化

祭
を

実
施

し
た

。
慣

れ
な

い
場

所
で

運
営

に
制

限
が

あ
る

中
で

、
文

化
部

を
中

心
に

各
団

体
が

協
力

し
企

画
を

実
施

し
た

。
今

年
度

は
飯

田
線

を
テ

ー
マ

と
し

て
久

遠
の

会
に

よ
る

特
別

展
示

の
ほ

か
、

カ
ネ

ト
合

唱
団

を
招

い
て

飯
田

線
開

通
に

係
わ

る
合

唱
劇

を
披

露
し

た
。

次
回

か
ら

は
新

公
民

館
施

設
を

活
用

し
た

様
々

な
企

画
を

公
民

館
全

体
で

検
討

し
て

い
く
。

ま
た

、
各

関
係

団
体

、
小

中
高

と
連

携
し

た
企

画
も

推
進

し
て

い
く
。
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上
郷

公
民

館
の

事
業

報
告

№
4

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

高
陵

地
区

体
力

測
定

会
市

・
地

継
続

1
5
0

5
0

1
4
,0

0
1

6
月

1
7
日

座
光

寺
小

学
校

体
育

館

目 的

地
区

内
住

民
を

対
象

に
、

身
体

を
動

か
す

こ
と

の
大

切
さ

を
感

じ
て

も
ら

う
。

実 施 内 容

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

、
座

光
寺

公
民

館
と

の
共

催
。

文
部

科
学

省
の

新
体

力
テ

ス
ト

要
項

に
基

づ
き

、
体

力
の

測
定

を
行

う
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

小
学

生
か

ら
大

人
ま

で
幅

広
い

年
齢

層
の

参
加

が
あ

り
、

年
に

１
度

改
め

て
自

身
の

体
力

に
つ

い
て

見
直

す
良

い
機

会
の

場
と

な
っ

て
い

る
。

次
年

度
の

開
催

場
所

は
上

郷
と

す
る

予
定

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

春
季

ス
ポ

ー
ツ

交
流

会
地

区
費

継
続

1
5
3
4

5
3
4

1
4
,0

0
1

6
月

2
4
日

高
陵

中
学

校

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

に
触

れ
る

機
会

を
提

供
す

る
と

と
も

に
住

民
同

士
の

交
流

を
図

る
。

実 施 内 容

分
館

対
抗

の
ペ

タ
ン

ク
大

会
を

開
催

。
例

年
は

夏
の

交
流

会
で

ペ
タ

ン
ク

を
採

用
し

て
い

た
が

、
暑

さ
を

考
慮

し
て

春
の

種
目

に
変

更
し

た
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

子
ど

も
か

ら
年

配
の

方
ま

で
気

軽
に

参
加

し
て

も
ら

え
る

ス
ポ

ー
ツ

な
の

で
継

続
開

催
す

る
。

悪
天

候
に

よ
る

中
止

回
避

の
た

め
、

次
年

度
は

ペ
タ

ン
ク

を
夏

季
ス

ポ
ー

ツ
大

会
で

実
施

す
る

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

夏
季

ス
ポ

ー
ツ

交
流

会
地

区
費

継
続

1
4
3
1

4
3
1

1
4
,0

0
1

8
月

2
6
日

上
郷

体
育

館

目 的

地
区

内
住

民
を

対
象

に
、

地
域

連
帯

意
識

の
向

上
と

親
睦

を
深

め
る

。

実 施 内 容

分
館

対
抗

の
囲

碁
ボ

ー
ル

、
ワ

ン
バ

ウ
ン

ド
ふ

ら
ば

～
る

バ
レ

ー
大

会
を

開
催

。
午

前
中

に
囲

碁
ボ

ー
ル

大
会

を
実

施
し

、
午

後
に

ふ
ら

ば
ー

る
バ

レ
ー

大
会

を
実

施
し

た
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

昨
年

度
の

運
営

の
反

省
を

踏
ま

え
、

今
年

度
は

午
前

と
午

後
に

種
目

を
分

け
て

実
施

し
た

。
ス

タ
ッ

フ
も

余
裕

を
持

っ
た

準
備

を
行

い
、

試
合

進
行

も
円

滑
に

進
ん

だ
た

め
、

今
後

も
こ

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
で

実
施

す
る

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

上
郷

地
区

大
運

動
会

地
区

費
継

続
1

9
5
0

9
5
0

1
4
,0

0
1

1
0
月

2
1
日

高
陵

中
学

校

目 的

地
区

内
住

民
を

対
象

に
、

住
民

が
一

同
に

会
し

、
運

動
会

を
通

じ
て

交
流

を
図

り
、

上
郷

と
し

て
の

結
束

を
高

め
る

。

実 施 内 容

分
館

対
抗

種
目

は
各

分
館

で
参

加
者

を
取

り
ま

と
め

、
オ

ー
プ

ン
参

加
種

目
は

会
場

に
来

て
い

る
希

望
者

が
参

加
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

高
陵

中
学

校
生

徒
会

役
員

が
実

行
委

員
と

し
て

参
加

。
従

来
の

賞
品

係
、

放
送

係
の

運
営

、
小

学
生

向
け

種
目

の
ウ

ル
ト

ラ
ク

イ
ズ

を
担

当
の

ほ
か

、
オ

ー
プ

ン
参

加
の

１
種

目
の

企
画

を
中

学
校

に
依

頼
。

新
た

に
「
分

館
の

○
○

さ
ん

を
連

れ
て

き
て

！
」
（
借

り
人

競
争

）
を

企
画

し
て

も
ら

い
、

実
施

に
向

け
調

整
を

行
っ

た
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

前
年

度
雨

天
中

止
の

た
め

実
現

で
き

な
か

っ
た

企
画

を
、

今
年

の
３

年
生

が
引

き
継

い
だ

。
事

前
の

打
ち

合
わ

せ
が

で
き

ず
運

営
に

不
安

が
あ

っ
た

が
、

ス
ポ

ー
ツ

部
員

の
協

力
に

よ
り

実
施

す
る

こ
と

が
出

来
た

。
終

了
後

の
反

省
会

で
中

学
生

は
、

「
こ

れ
だ

け
綿

密
に

地
域

事
業

が
計

画
さ

れ
、

多
く
の

住
民

が
係

わ
り

運
営

さ
れ

て
い

る
こ

と
に

衝
撃

を
受

け
た

。
頑

張
っ

て
い

る
大

人
の

姿
か

ら
、

自
分

も
地

域
の

一
員

と
し

て
地

域
に

係
わ

っ
て

い
き

た
い

」
と

述
べ

た
。

中
学

生
に

と
っ

て
、

運
動

会
が

地
域

に
興

味
を

持
つ

き
っ

か
け

と
な

っ
て

い
る

。
次

年
度

も
中

学
生

の
ア

イ
デ

ィ
ア

を
取

り
入

れ
、

参
加

者
が

交
流

で
き

る
運

動
会

を
検

討
し

て
い

く
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

冬
季

ス
ポ

ー
ツ

交
流

会
地

区
費

継
続

1
9
0

9
0

1
4
,0

0
1

2
月

3
日

上
郷

体
育

館

目 的

地
区

内
住

民
を

対
象

に
、

身
体

を
動

か
す

こ
と

の
大

切
さ

を
感

じ
て

も
ら

う
。

実 施 内 容

各
分

館
役

員
及

び
体

育
部

員
が

、
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

の
体

験
を

通
じ

交
流

を
行

っ
た

。
種

目
：
ラ

ダ
ー

ゲ
ッ

タ
ー

、
ス

ポ
ー

ツ
ガ

ラ
ッ

キ
ー

、
囲

碁
ボ

ー
ル

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

参
加

対
象

を
小

規
模

と
し

、
分

館
役

員
及

び
ス

ポ
ー

ツ
部

員
の

み
で

開
催

。
分

館
の

枠
を

超
え

た
チ

ー
ム

編
成

を
行

い
、

楽
し

み
な

が
ら

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
を

体
験

し
て

も
ら

う
機

会
と

し
た

。

体 育 事 業
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上
郷

公
民

館
の

事
業

報
告

№
5

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

広 報 事 業

「
広

報
か

み
さ

と
」
発

刊
事

業
地

区
費

継
続

1
2

4
3
2

1
2

1
4
,0

0
1

毎
月

１
回

発
行

上
郷

公
民

館

目 的

地
区

内
住

民
を

対
象

に
、

地
区

行
事

等
の

記
録

、
情

報
発

信
、

課
題

提
起

、
話

題
提

供
を

行
う

。

実 施 内 容

地
区

内
の

記
録

、
発

信
、

課
題

提
起

、
話

題
の

提
供

を
広

報
か

み
さ

と
の

発
行

に
よ

り
行

う
。

ま
た

、
ま

ち
づ

く
り

委
員

会
発

足
時

よ
り

、
ま

ち
づ

く
り

委
員

会
広

報
紙

と
し

て
の

機
能

も
併

せ
発

刊
し

て
い

る
。

〔
号

数
〕
1
3
3
号

～
1
4
4
号

（
館

報
通

算
8
1
8
号

～
8
2
9
号

）
〔
紙

面
〕
Ｂ

4
タ

ブ
ロ

イ
ド

判
〔
毎

号
掲

載
記

事
〕

「
私

の
思

う
こ

と
」
地

域
の

成
人

男
女

に
依

頼
し

、
住

民
の

自
由

な
思

い
や

意
見

「
瀬

音
」
地

域
、

行
政

、
社

会
に

対
す

る
意

見
や

問
題

点
、

季
節

の
話

題
に

触
れ

る
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

ま
ち

づ
く
り

委
員

会
の

広
報

も
兼

ね
て

お
り

、
他

の
委

員
会

と
課

題
を

共
有

し
あ

う
新

た
な

広
報

誌
を

目
指

ざ
し

て
い

る
。

上
郷

公
民

館
の

平
成

2
6
年

度
か

ら
引

き
続

き
ま

ち
づ

く
り

委
員

会
よ

り
担

当
を

出
し

て
も

ら
い

、
公

民
館

活
動

以
外

に
も

、
公

民
館

建
替

工
事

、
リ

ニ
ア

関
連

、
保

育
園

な
ど

地
域

の
話

題
を

幅
広

く
掲

載
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

あ
い

さ
つ

運
動

０
円

継
続

6
7
2

1
2

4
/
9
、

4
/
1
0
、

8
/
2
2
、

8
/
2
3
、

1
/
9
、

1
/
1
0

実
施

内
容

参
照

目 的

地
域

の
大

人
と

子
ど

も
の

顔
見

知
り

の
関

係
を

築
き

、
雑

談
や

注
意

を
で

き
る

よ
う

に
す

る

実 施 内 容

新
学

期
開

始
に

合
わ

せ
、

青
少

年
健

全
育

成
部

員
が

あ
い

さ
つ

運
動

を
し

た
。

帽
子

や
た

す
き

な
ど

で
あ

い
さ

つ
運

動
実

施
中

で
あ

る
こ

と
を

Ｐ
Ｒ

す
る

。
子

ど
も

と
の

顔
見

知
り

の
関

係
を

築
く
た

め
に

育
成

部
員

の
方

か
ら

積
極

的
に

あ
い

さ
つ

を
し

た
。

朝
７

時
１

５
分

～
７

時
４

５
分

実
施

場
所

：
上

郷
小

学
校

前
、

廣
源

前
横

断
歩

道
、

信
金

上
郷

支
店

前
な

ど
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

1
0
分

館
が

そ
れ

ぞ
れ

区
域

内
に

場
所

を
決

め
て

実
施

。
地

域
の

大
人

と
生

徒
と

の
関

係
を

構
築

す
る

こ
と

を
意

識
し

、
ま

ず
は

大
人

の
側

か
ら

子
ど

も
た

ち
へ

積
極

的
に

あ
い

さ
つ

す
る

こ
と

を
重

視
し

た
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

ロ
ケ

ッ
ト

を
打

ち
上

げ
よ

う
！

市
・
地

新
規

1
7
0

7
0

5
9
9
家

庭
9
/
2
2
、

9
/
2
3

上
郷

小
学

校

目 的

上
郷

小
学

校
生

徒
と

そ
の

家
族

を
対

象
に

、
実

験
を

通
し

て
、

科
学

に
対

す
る

興
味

や
関

心
向

上
を

図
る

。

実 施 内 容

体
験

教
室

を
育

成
部

主
催

。
完

全
自

主
運

営
の

工
作

教
室

。
日

用
品

で
製

作
で

き
る

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

ロ
ケ

ッ
ト

を
、

水
と

ド
ラ

イ
ア

イ
ス

を
使

っ
て

打
ち

上
げ

る
体

験
教

室
を

行
っ

た
。

文
化

祭
の

催
し

の
一

つ
と

し
て

開
催

し
、

ロ
ケ

ッ
ト

制
作

、
打

ち
上

げ
体

験
を

上
郷

小
学

校
校

庭
で

実
施

し
た

。
小

学
校

家
庭

数
で

参
加

募
集

チ
ラ

シ
を

配
布

し
た

。
9
月

1
日

に
事

前
研

修
会

及
び

準
備

を
行

い
、

当
日

の
開

催
に

備
え

た
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

育
成

部
員

指
導

の
下

、
参

加
者

は
楽

し
み

な
が

ら
工

作
を

行
っ

た
。

入
念

な
事

前
準

備
も

あ
り

、
参

加
者

は
ス

ム
ー

ズ
に

ロ
ケ

ッ
ト

制
作

を
終

え
、

無
事

打
ち

上
げ

を
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

自
分

が
作

っ
た

ロ
ケ

ッ
ト

が
高

く
飛

ぶ
姿

を
見

て
、

子
ど

も
達

は
達

成
感

を
感

じ
て

い
た

。
文

化
祭

の
目

玉
企

画
と

し
て

、
小

学
生

や
幼

児
が

来
場

す
る

き
っ

か
け

と
な

っ
た

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

高
松

の
丘

音
楽

会
市

・
地

継
続

1
2
3
8

2
3
8

1
4
,0

0
1

5
月

6
日

飯
田

女
子

高
校

目 的

青
少

年
を

対
象

に
、

一
流

の
音

楽
に

親
し

む
機

会
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
進

路
選

択
の

視
野

を
広

げ
る

。

実 施 内 容

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

と
友

に
音

楽
祭

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

コ
ン

サ
ー

ト
開

催
を

き
っ

か
け

に
、

平
成

2
7

年
度

か
ら

上
郷

独
自

の
音

楽
祭

と
し

て
始

め
た

事
業

。
公

民
館

の
小

委
員

会
で

あ
る

高
松

の
丘

音
楽

会
実

行
委

員
会

が
企

画
運

営
に

あ
た

る
。

名
古

屋
フ

ィ
ル

ハ
ー

モ
ニ

ー
交

響
楽

団
よ

り
プ

ロ
の

演
奏

者
を

招
き

、
演

奏
会

を
行

っ
た

。
第

４
回

に
あ

た
る

今
年

度
は

、
冒

頭
で

飯
田

女
子

高
校

吹
奏

楽
部

の
ほ

か
、

新
た

に
高

陵
中

学
校

吹
奏

楽
部

、
上

郷
小

学
校

合
唱

団
も

加
わ

り
ミ

ニ
コ

ン
サ

ー
ト

を
実

施
し

会
場

を
盛

り
上

げ
た

。
終

了
後

に
は

実
行

委
員

と
演

奏
者

の
交

流
会

を
設

け
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
っ

た
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

地
域

の
子

ど
も

達
が

、
音

楽
を

楽
し

む
と

と
も

に
、

技
を

磨
い

て
職

と
し

て
い

る
人

た
ち

の
姿

を
体

感
す

る
こ

と
で

、
進

路
選

択
の

可
能

性
を

広
げ

て
ほ

し
い

と
実

施
。

実
行

委
員

の
ほ

か
、

公
民

館
委

員
の

有
志

及
び

高
陵

中
学

校
の

生
徒

が
運

営
ス

タ
ッ

フ
と

し
て

参
加

し
た

。
次

年
度

は
会

場
を

新
上

郷
公

民
館

と
す

る
た

め
、

新
会

場
に

併
せ

た
運

営
を

検
討

し
て

い
く
。

－142－



上
郷

公
民

館
の

事
業

報
告

№
6

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

野
底

山
森

林
公

園
ま

つ
り

へ
の

参
加

市
・
地

継
続

2
8
0
0

4
0
0

1
4
,0

0
1

4
/
2
2
、

1
1
/
4

野
底

山
森

林
公

園

目 的

地
域

の
祭

り
を

盛
り

上
げ

る
と

と
も

に
、

青
少

年
に

多
様

な
体

験
を

提
供

す
る

。

実 施 内 容

青
少

年
健

全
育

成
部

員
が

担
当

し
、

企
画

運
営

し
た

。
さ

く
ら

祭
り

、
も

み
じ

祭
り

に
て

、
ク

ロ
ワ

ッ
サ

ン
ホ

ッ
ト

ド
ッ

グ
の

出
店

を
行

っ
た

。
飯

田
女

子
高

校
調

理
ク

ラ
ブ

と
共

同
出

店
を

実
施

し
た

。
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
後

は
地

域
の

学
生

や
団

体
と

よ
り

関
わ

れ
る

活
動

を
目

指
す

た
め

内
容

を
見

直
し

、
女

子
高

調
理

ク
ラ

ブ
と

協
力

し
な

が
ら

出
店

を
行

っ
た

。
学

生
は

接
客

を
通

じ
積

極
的

に
地

域
住

民
と

り
、

普
段

関
わ

ら
な

い
地

域
住

民
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

で
き

る
事

業
と

な
っ

た
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

企 画 事 業

ふ
る

さ
と

学
習

講
座

　
久

遠
の

会
市

・
地

継
続

1
4

2
1
0

1
5

1
5

通
年

上
郷

考
古

博
物

館
ほ

か

目 的

地
区

住
民

、
子

ど
も

を
対

象
に

、
上

郷
の

歴
史

、
文

化
、

自
然

を
学

ぶ
。

実 施 内 容

平
成

2
8
年

度
末

に
完

成
さ

せ
た

ふ
る

さ
と

学
習

教
材

を
活

用
し

て
、

郷
土

学
習

を
実

施
。

今
年

度
は

以
下

の
活

動
を

行
っ

た
。

４
月

さ
く

ら
祭

り
で

野
底

山
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
学

習
「
野

底
物

語
あ

る
き

」
を

企
画

、
運

営
。

６
月

横
浜

国
立

大
学

教
授

の
多

和
田

雅
康

先
生

を
招

い
て

、
上

郷
と

東
野

に
お

け
る

野
底

山
の

利
権

争
い

「
野

底
山

論
」
の

講
演

会
を

開
催

。
８

月
　

　
市

政
懇

談
会

に
て

、
久

遠
の

会
の

取
り

組
み

を
説

明
。

９
月

　
　

地
域

を
歩

い
て

学
ぶ

講
座

「
地

域
を

知
る

会
」
の

企
画

運
営

。
1
1
月

上
郷

小
学

校
５

年
生

遠
足

に
て

、
生

徒
が

教
材

を
持

参
し

現
地

学
習

を
実

施
。

行
先

で
あ

る
姫

宮
林

間
学

校
で

、
メ

ン
バ

ー
が

講
師

と
な

り
、

野
底

山
の

元
禄

山
論

や
林

間
学

校
校

舎
に

つ
い

て
解

説
し

た
。

1
1
月

今
年

2
0
歳

を
迎

え
る

新
成

人
が

、
リ

ニ
ア

中
央

新
幹

線
を

テ
ー

マ
と

し
て

地
域

学
習

を
実

施
。

市
リ

ニ
ア

推
進

部
職

員
に

よ
る

リ
ニ

ア
学

習
会

、
駅

建
設

予
定

地
巡

り
を

企
画

し
た

。
2
月

上
郷

小
学

校
４

年
生

の
井

水
学

習
に

て
、

メ
ン

バ
ー

が
講

師
と

な
り

授
業

を
行

っ
た

。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
も

教
材

の
内

容
を

メ
ン

バ
ー

が
学

校
事

業
で

発
表

す
る

こ
と

で
、

参
加

者
の

郷
土

へ
の

理
解

の
深

ま
り

や
、

学
校

に
お

け
る

教
材

活
用

の
推

進
を

図
っ

た
。

ま
た

、
さ

く
ら

祭
り

・
野

底
山

論
講

演
会

な
ど

新
た

な
学

習
事

業
を

展
開

し
、

活
動

の
幅

を
広

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。
次

年
度

は
事

業
運

営
の

ほ
か

、
学

習
講

座
と

し
て

の
原

点
に

返
り

、
定

例
会

で
の

テ
ー

マ
学

習
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

メ
ン

バ
ー

が
主

体
的

に
企

画
し

た
内

容
を

集
団

の
学

び
と

し
て

い
く

。
ま

た
、

遺
跡

や
河

川
な

ど
か

ね
て

よ
り

メ
ン

バ
ー

が
興

味
を

も
っ

て
い

る
地

域
学

習
に

も
取

り
組

ん
で

い
く
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

企 画 事 業

地
域

づ
く
り

フ
ォ

ー
ラ

ム
地

区
費

継
続

1
5
0

5
0

1
4
,0

0
1

2
月

2
3
日

飯
田

商
工

会
議

所
上

郷
支

所

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
地

域
課

題
の

共
有

と
、

そ
の

解
決

方
法

を
考

え
る

。

実 施 内 容

地
域

住
民

が
広

く
集

い
、

身
近

な
地

域
課

題
・
生

活
課

題
に

つ
い

て
情

報
交

換
や

話
合

い
な

ど
を

通
じ

て
学

習
交

流
し

、
改

善
に

向
け

た
取

り
組

み
を

考
え

る
機

会
と

し
て

実
施

。
ま

ち
づ

く
り

委
員

会
、

小
中

学
校

Ｐ
Ｔ

Ａ
、

消
防

団
、

商
工

会
ほ

か
各

種
団

体
で

実
行

委
員

会
を

組
織

し
た

。
テ

ー
マ

「
人

口
減

少
時

代
に

向
け

て
地

域
を

考
え

る
」

講
演

会
　

講
師

　
一

般
財

団
法

人
　

日
本

経
済

研
究

所
　

大
西

達
也

さ
ん

・
人

口
減

少
時

代
に

お
け

る
地

域
へ

の
影

響
に

つ
い

て
・
人

口
減

少
が

地
域

に
も

た
ら

す
具

体
的

な
影

響
・
こ

の
時

代
に

地
域

が
出

来
る

だ
け

自
立

し
て

い
く
に

は

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

公
民

館
建

替
工

事
中

に
よ

る
会

場
変

更
に

伴
い

、
従

来
行

っ
て

い
た

分
科

会
の

形
式

を
と

ら
ず

、
講

演
会

の
み

の
構

成
と

し
た

。
講

演
会

で
は

、
人

口
減

少
の

要
因

と
し

て
ど

う
や

っ
て

も
止

め
ら

れ
な

い
こ

と
と

、
工

夫
次

第
で

食
い

止
め

ら
れ

る
こ

と
を

説
明

。
高

校
卒

業
と

同
時

に
一

度
転

出
し

た
若

い
世

代
を

中
心

に
、

地
域

の
魅

力
を

伝
え

、
戻

っ
て

き
て

も
ら

う
方

法
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

り
、

そ
の

た
め

に
は

地
域

住
民

自
身

が
上

郷
の

魅
力

を
語

れ
る

人
間

に
な

ら
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

語
っ

た
。

参
加

者
の

感
想

と
し

て
、

自
身

が
そ

れ
ぞ

れ
の

立
場

で
出

来
る

こ
と

を
検

討
し

て
い

き
た

い
と

い
う

意
見

も
あ

っ
た

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

地
域

を
知

る
会

市
・
地

継
続

1
1
3

1
3

1
4
,0

0
1

9
月

3
0
日

上
郷

地
域

目 的

上
郷

地
域

の
歴

史
・
文

化
・

自
然

・
産

業
を

現
地

に
出

向
い

て
（
歩

い
て

）
学

習
す

る
。

実 施 内 容

上
郷

地
域

の
歴

史
・
文

化
・
自

然
・
産

業
を

現
地

に
出

向
い

て
学

習
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
開

催
。

今
年

の
テ

ー
マ

は
「
上

郷
の

学
校

ゆ
か

り
の

地
を

巡
る

」
と

し
、

旧
上

郷
村

の
３

つ
の

学
校

に
ま

つ
わ

る
寺

院
や

、
一

部
高

低
差

が
逆

に
な

り
、

水
の

流
れ

る
方

向
が

変
わ

る
珍

し
い

場
所

「
遅

田
」
な

ど
を

訪
れ

る
コ

ー
ス

な
ど

を
計

画
し

た
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
は

台
風

に
よ

る
雨

の
た

め
中

止
と

な
り

か
け

た
が

、
雨

が
弱

ま
っ

た
た

め
コ

ー
ス

を
短

縮
し

実
施

。
太

念
寺

や
上

郷
西

尋
常

小
学

校
跡

地
を

巡
っ

た
。

次
年

度
は

今
年

出
来

な
か

っ
た

コ
ー

ス
に

再
度

挑
戦

す
る

か
、

新
た

な
コ

ー
ス

を
計

画
す

る
か

検
討

す
る

。
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上
郷

公
民

館
の

事
業

報
告

№
7

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

分
館

役
員

研
修

会
地

区
費

継
続

1
5
5

5
5

8
5

5
月

2
5
日

商
工

会
議

所
上

郷
支

所

目 的

分
館

役
員

を
対

象
に

、
公

民
館

活
動

に
関

わ
る

研
修

を
行

う
。

実 施 内 容

分
館

活
動

の
意

義
、

想
い

、
活

動
実

例
、

分
館

役
員

の
心

構
え

に
つ

い
て

学
ん

だ
。

今
年

度
は

不
登

校
及

び
学

校
に

お
け

る
生

徒
支

援
を

テ
ー

マ
と

し
て

、
教

育
支

援
指

導
主

事
で

別
府

上
分

館
長

の
筒

井
良

二
さ

ん
、

及
び

学
校

支
援

員
の

宮
澤

典
子

さ
ん

を
招

い
て

講
演

会
を

実
施

し
た

。
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

3
0
年

度
は

上
郷

公
民

館
の

耐
震

整
備

工
事

中
の

た
め

、
商

工
会

議
所

を
会

場
と

し
て

実
施

し
た

。
様

々
な

事
情

を
抱

え
、

学
校

に
来

た
り

、
授

業
を

受
け

る
こ

と
が

困
難

な
子

ど
も

達
に

つ
い

て
、

地
域

住
民

と
し

て
も

理
解

を
深

め
る

趣
旨

で
開

催
。

講
師

は
不

登
校

の
要

因
と

し
て

、
人

間
関

係
の

形
成

力
が

大
き

く
関

係
し

て
お

り
、

そ
の

能
力

は
普

段
の

規
則

正
し

い
環

境
下

で
育

ま
れ

、
親

で
も

学
校

の
先

生
で

も
な

い
顔

見
知

り
の

大
人

と
あ

い
さ

つ
を

交
わ

す
こ

と
も

重
要

だ
と

語
っ

た
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

上
郷

歩
こ

う
会

市
・
地

継
続

1
0

6
2
9

実
施

内
容

参
照

1
4
,0

0
1

5
月

2
0
日

実
施

内
容

参
照

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
を

通
じ

、
地

域
の

自
然

や
歴

史
、

文
化

に
つ

い
て

学
習

を
深

め
る

と
同

時
に

地
区

内
の

親
睦

を
深

め
る

。

実 施 内 容

統
一

実
施

日
を

決
め

、
分

館
事

業
と

し
て

位
置

付
け

、
全

分
館

が
計

画
し

実
施

。
上

 黒
 田

　
リ

ニ
ア

駅
予

定
地

、
竹

田
扇

之
助

記
念

国
際

糸
操

り
人

形
館

　
6
5
人

下
黒

田
北

飯
田

市
美

術
博

物
館

、
川

本
喜

八
郎

人
形

美
術

館
、

飯
田

市
立

動
物

園
7
0
人

下
黒

田
南

　
鳩

ヶ
嶺

八
幡

宮
、

松
尾

城
址

公
園

、
鈴

岡
城

址
公

園
　

7
2
人

下
黒

田
東

　
地

区
内

北
部

、
大

明
神

原
　

6
5
人

丹
　

　
保

　
別

府
護

老
神

社
、

夜
泣

き
石

、
飯

田
消

防
署

　
5
2
人

北
　

　
条

　
天

竜
峡

　
5
8
人

飯
 沼

 南
　

雲
彩

寺
、

別
府

護
老

神
社

、
南

条
田

中
八

幡
宮

　
4
0
人

南
　

　
条

　
天

竜
峡

　
7
5
人

別
 府

 上
　

川
本

喜
八

郎
人

形
美

術
館

、
飯

田
市

美
術

博
物

館
　

8
5
人

別
 府

 下
　

野
底

山
森

林
公

園
　

4
7
人

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

幅
広

い
年

代
層

の
参

加
が

あ
り

、
親

睦
は

も
ち

ろ
ん

の
こ

と
地

域
を

改
め

て
知

る
機

会
と

し
て

、
ま

た
子

供
へ

地
域

の
歴

史
や

文
化

を
伝

え
て

い
く
機

会
と

し
て

意
義

あ
る

事
業

で
あ

る
。

各
分

館
の

考
え

で
行

き
先

、
ル

ー
ト

設
定

を
し

て
い

た
だ

く
。

ふ
る

さ
と

学
習

教
材

を
参

考
に

し
な

が
ら

の
コ

ー
ス

選
定

も
検

討
し

て
ほ

し
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

上
郷

地
区

成
人

式
市

・
地

継
続

1
1
1
6

1
1
6

1
6
4

1
月

1
3
日

飯
田

文
化

会
館

目 的

地
区

内
の

新
成

人
を

対
象

に
、

地
域

で
祝

い
、

地
域

の
一

員
と

し
て

の
意

識
を

高
め

る
。

実 施 内 容

・
趣

旨
…

新
成

人
を

対
象

に
、

地
域

で
祝

い
、

地
域

の
一

員
と

し
て

の
自

覚
を

持
っ

て
も

ら
う

よ
う

に
す

る
。

実
行

委
員

を
募

り
、

成
人

式
の

準
備

運
営

の
中

で
、

社
会

的
自

覚
を

持
ち

地
域

に
対

す
る

理
解

と
地

域
の

つ
な

が
り

を
も

つ
た

め
の

交
流

の
場

と
捉

え
る

。
新

成
人

が
地

域
へ

関
わ

る
第

一
歩

と
し

て
の

機
会

を
つ

く
る

。
□

記
念

写
真

撮
影

□
記

念
式

典
・
開

式
の

辞
　

・
主

催
者

あ
い

さ
つ

　
・
来

賓
祝

辞
　

・
来

賓
紹

介
・
祝

電
披

露
・
新

成
人

地
域

学
習

発
表

・
記

念
講

演
（
飯

田
市

社
会

教
育

委
員

　
中

島
正

韶
さ

ん
）

・
恩

師
よ

り
お

祝
い

の
言

葉
　

・
記

念
品

贈
呈

　
・
新

成
人

代
表

挨
拶

　
・
閉

会
の

辞

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

新
成

人
有

志
、

上
郷

公
民

館
文

化
部

、
運

営
委

員
、

分
館

推
薦

の
委

員
に

よ
る

実
行

委
員

会
を

組
織

し
、

企
画

運
営

に
あ

た
っ

た
。

新
成

人
の

実
行

委
員

に
は

、
記

念
誌

の
取

材
を

通
じ

て
郷

土
学

習
の

場
を

つ
く
り

、
地

域
へ

の
理

解
と

愛
着

を
深

め
て

も
ら

っ
た

。
リ

ニ
ア

中
央

新
幹

線
の

学
習

を
も

と
に

、
こ

れ
か

ら
の

上
郷

地
域

の
将

来
を

考
え

る
時

間
を

設
け

、
ま

と
ま

っ
た

意
見

を
成

人
式

当
日

に
代

表
者

が
発

表
し

た
。

新
成

人
が

地
元

地
域

に
つ

い
て

主
体

的
に

考
え

る
機

会
を

つ
く
っ

た
。

－144－



上
村

公
民

館
の

事
業

報
告

№
1

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

読
み

聞
か

せ
と

あ
わ

せ
て

親
子

の
レ

ク
レ

ー
シ

ョ
ン

や
共

同
作

業
を

取
り

入
れ

て
、

普
段

の
会

話
だ

け
で

は
味

わ
え

な
い

絆
が

深
ま

っ
た

。
ま

た
、

図
書

分
館

係
員

以
外

の
参

加
者

（
小

学
生

含
む

）
に

読
み

聞
か

せ
発

表
を

し
て

も
う

ら
機

会
も

つ
く
り

交
流

を
通

し
て

、
お

互
い

を
知

り
合

っ
た

こ
と

は
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

ス
ク

ー
ル

の
推

進
に

つ
い

て
も

重
要

な
機

会
で

あ
っ

た
。

多
世

代
が

本
に

親
し

む
き

っ
か

け
と

し
て

、
今

後
も

継
続

し
て

い
き

た
い

。

1
5

4
1
5

実
施

内
容

の
と

お
り

か
み

っ
こ

交
流

館

目 的

親
子

を
対

象
に

、
本

の
読

み
聞

か
せ

、
工

作
・
菓

子
作

り
体

験
を

通
し

て
親

子
の

交
流

を
深

め
、

集
団

で
の

社
会

性
を

身
に

つ
け

る
こ

と
を

目
的

に
実

施

実 施 内 容

図
書

分
館

と
共

催
し

、
保

育
園

児
・
小

学
生

の
親

子
を

対
象

に
、

工
作

作
り

や
、

お
菓

子
、

料
理

教
室

を
実

施
。

共
催

：
図

書
分

館
6
/
9
 読

み
聞

か
せ

と
新

聞
ド

ー
ム

体
験

1
0
/
2
7
 読

み
聞

か
せ

と
「
茶

巾
し

ぼ
り

」
3
/
9
　

 読
み

聞
か

せ
と

ビ
ン

ゴ
大

会

評 価

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

か
み

っ
こ

お
楽

し
み

会
地

区
費

継
続

3
5
0

世
代

間
交

流
事

業

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

継
続

地
区

費

実 施 内 容

郷
土

に
伝

わ
る

伝
統

文
化

に
ふ

れ
、

自
分

た
ち

の
住

む
地

域
を

見
つ

め
直

す
き

っ
か

け
と

す
る

学 級 ・ 講 座

入
園

前
の

乳
幼

児
と

そ
の

親
を

対
象

と
し

て
、

こ
ど

も
同

士
の

交
流

、
親

同
士

の
情

報
交

換
に

よ
る

子
育

て
不

安
の

解
消

や
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
醸

成
な

ど
を

目
的

に
実

施
。

学 級 ・ 講 座

目 的

事
業

名

評 価

4
1
5

実
施

内
容

の
と

お
り

１
月

2
7
日

（
日

）
上

村
小

学
校

5
0

開
催

期
日

高
齢

者
ク

ラ
ブ

と
連

携
し

、
保

育
園

児
・
小

学
生

を
対

象
に

、
お

や
す

や
し

め
縄

飾
り

作
り

な
ど

、
地

域
の

伝
統

文
化

に
ふ

れ
る

機
会

を
提

供
す

る
。

1
2
/
1
8
…

上
村

保
育

園
お

や
す

作
り

1
/
…

上
村

小
学

校
小

正
月

飾
り

1
/
1
5
…

上
村

小
学

校
松

送
り

、
七

草
粥

作
り

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

一
般

家
庭

で
は

年
中

行
事

が
簡

略
化

さ
れ

る
傾

向
の

中
で

、
地

域
の

伝
統

文
化

と
そ

れ
に

込
め

ら
れ

た
意

味
を

高
齢

者
ク

ラ
ブ

の
方

か
ら

教
え

て
い

た
だ

き
、

郷
土

へ
の

関
心

を
高

め
る

機
会

と
な

っ
た

。
終

了
後

に
は

、
給

食
を

一
緒

に
食

べ
て

交
流

も
深

め
ら

れ
た

。
高

齢
者

ク
ラ

ブ
の

反
省

会
の

中
で

も
、

子
ど

も
達

と
交

流
す

る
楽

し
み

で
も

あ
り

、
伝

統
を

引
き

継
ぎ

た
い

と
い

う
強

い
想

い
も

あ
る

。
今

後
も

継
続

し
て

支
援

し
て

い
き

た
い

評 価

開
催

会
場

開
催

期
日

対
象

数

1 3

開
催

回
数

3

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

学
校

が
力

を
入

れ
て

い
る

合
唱

活
動

に
着

目
す

る
形

で
Ｐ

Ｔ
Ａ

が
主

と
な

っ
て

講
師

を
選

定
し

、
講

師
は

講
演

会
前

に
子

ど
も

達
に

歌
の

授
業

を
行

い
、

新
し

い
テ

ー
マ

ソ
ン

グ
が

完
成

す
る

こ
と

に
な

っ
た

。
そ

の
発

表
の

場
と

あ
わ

せ
て

講
師

に
よ

る
講

演
会

を
実

施
し

た
。

こ
こ

数
年

の
講

師
は

講
演

会
前

後
も

学
校

に
関

わ
り

を
も

っ
て

お
り

、
学

校
の

特
色

あ
る

授
業

づ
く
り

に
も

つ
な

が
っ

て
い

る
。

子
ど

も
達

の
成

長
を

地
域

が
み

ら
れ

る
機

会
と

し
て

、
今

後
も

Ｐ
Ｔ

Ａ
、

学
校

と
連

携
を

密
に

し
て

企
画

を
し

て
い

く
。

上
村

小
学

校
他

上
村

小
学

校
・
保

育
園

事
業

区
分

対
象

数

4
1
5

の
べ

参
加

数

開
催

会
場

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

対
象

人
数

が
少

な
い

た
め

上
村

保
育

園
と

合
同

で
開

催
し

て
継

続
し

て
い

る
。

今
年

度
は

南
信

濃
地

区
の

乳
幼

児
学

級
及

び
和

田
保

育
園

と
も

合
同

開
催

す
る

回
を

増
や

し
て

、
交

流
機

会
の

増
加

や
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
充

実
を

目
指

し
、

保
護

者
に

と
っ

て
の

情
報

交
換

や
学

習
の

場
と

し
て

効
果

を
高

め
る

よ
う

取
り

組
ん

だ
。

次
年

度
も

同
様

に
2
地

区
の

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
実

施
し

て
い

く
。

乳
幼

児
学

級
対

象
児

の
減

少
が

見
込

ま
れ

る
た

め
、

保
育

園
児

と
の

交
流

や
保

育
園

保
護

者
と

合
同

の
講

座
な

ど
保

育
園

と
の

連
携

を
よ

り
深

め
る

。
【
5
/
1
5
】
絵

本
に

親
し

も
う

☆
【
6
/
7
】
感

染
症

予
防

に
つ

い
て

【
7
/
1
2
】
ブ

ル
ー

ベ
リ

ー
狩

り
※

【
8
/
7
】
人

形
劇

鑑
賞

【
9
/
3
】
リ

ト
ミ

ッ
ク

講
座

（
1
）
※

【
1
1
/
6
】
焼

い
も

を
し

よ
う

♪
【
1
1
/
1
2
】
リ

ト
ミ

ッ
ク

講
座

（
2
）
※

【
1
2
/
3
】
ク

リ
ス

マ
ス

会
【
1
/
8
】
わ

ら
べ

歌
を

う
た

お
う

※
【
3
/
4
】
終

了
式

※
南

信
濃

の
乳

幼
児

学
級

と
合

同
で

開
催

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

6
0

予
算

区
分

2
0

2
2

市
・
地

平
成

2
1
年

度
か

ら
取

り
組

ん
で

い
る

「
小

学
生

霜
月

祭
横

笛
教

室
」
を

継
続

し
、

小
中

学
生

の
霜

月
祭

へ
の

関
心

を
高

め
、

参
加

促
進

を
図

れ
る

機
会

と
し

て
開

催
す

る
。

1
1
/
2
6
　

中
郷

保
存

会
へ

の
練

習
参

加
1
1
/
2
6
　

上
村

青
年

会
議

の
指

導
1
2
/
1
　

中
郷

霜
月

祭
へ

の
参

加

1
回

参
加

・
登

録
数

乳
幼

児
学

級
（
ひ

よ
こ

ち
ゃ

ん
）

市
費

開
催

回
数

4
1
5

小
学

校
Ｐ

Ｔ
Ａ

と
調

整
を

図
り

、
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
ス

ク
ー

ル
の

要
素

も
入

れ
て

、
地

域
で

子
ど

も
達

の
成

長
を

見
守

り
、

関
心

を
高

め
る

機
会

と
な

る
よ

う
講

師
と

共
に

、
子

ど
も

達
が

出
演

す
る

形
の

講
演

会
を

企
画

し
た

。
ま

た
、

小
学

校
の

生
活

科
・
総

合
学

習
発

表
と

遠
山

中
1
学

年
の

総
合

学
習

発
表

も
合

わ
せ

て
実

施
し

た
。

共
催

：
上

村
小

学
校

P
T
A

協
力

：
遠

山
中

学
校

（
１

学
年

）
内

容
：
上

村
小

学
校

,遠
山

中
学

校
１

学
年

「
総

合
的

な
学

習
・
研

究
発

表
」

　
　

　
　

講
演

会
「
上

村
み

ん
な

で
受

け
た

い
授

業
～

個
性

が
響

き
あ

う
歌

の
チ

カ
ラ

～
」

　
　

　
　

　
　

　
　

小
田

ル
イ

氏
（
東

京
在

住
シ

ン
ガ

ー
ソ

ン
グ

ラ
イ

タ
ー

)

小
学

生
霜

月
祭

（
横

笛
）
教

室

1
回

参
加

・
登

録
数

5
0

継
続

1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

3
3

評 価
目 的

事
業

区
分

開
催

回
数

1
5

4
5

の
べ

参
加

数

実 施 内 容

の
べ

参
加

数
予

算
区

分
事

業
区

分

学 級 ・ 講 座学 級 ・ 講 座

目 的

家
庭

と
地

域
の

方
を

対
象

と
し

て
地

域
が

一
体

に
な

っ
て

子
ど

も
の

教
育

に
つ

い
て

考
え

る
機

会
と

す
る

。

小
学

校
Ｐ

Ｔ
Ａ

共
催

講
演

会
市

・
地

事
業

名
予

算
区

分

実 施 内 容

目 的

開
催

会
場

保
育

園
ほ

か

事
業

区
分

開
催

期
日

実
施

内
容

の
と

お
り

事
業

名
予

算
区

分

継
続

対
象

数

1
0

霜
月

祭
に

対
す

る
関

心
を

高
め

、
実

際
に

祭
り

の
担

い
手

と
し

て
参

加
す

る
こ

と
に

よ
り

ふ
る

さ
と

意
識

の
醸

成
を

図
る

実 施 内 容

1
1
月

2
2
.2

6
日

　
1
2
月

1
日

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

各
地

区
保

存
会

か
ら

1
名

ず
つ

の
講

師
を

お
願

い
し

て
い

た
が

、
今

年
度

か
ら

地
区

保
存

会
の

練
習

参
加

と
、

霜
月

祭
を

担
う

若
手

グ
ル

ー
プ

の
青

年
会

議
に

母
校

児
童

へ
の

霜
月

祭
指

導
役

を
担

当
し

て
も

ら
っ

た
。

教
員

や
保

護
者

が
霜

月
祭

を
体

験
す

る
機

会
に

な
り

、
本

番
と

し
て

笛
を

ふ
く
中

郷
地

区
で

も
、

参
加

が
喜

ば
れ

て
い

る
。

今
後

も
継

続
し

て
い

く
。

評 価

継
続

事
業

名

－145－



上
村

公
民

館
の

事
業

報
告

№
2

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

小
学

校
、

保
育

園
と

一
緒

に
地

域
が

企
画

す
る

事
業

と
し

て
、

実
行

委
員

組
織

も
拡

充
し

て
、

合
同

開
催

の
意

味
づ

け
か

ら
企

画
を

検
討

し
て

い
る

。
結

果
と

し
て

新
た

な
出

演
者

や
、

団
体

が
復

活
す

る
な

ど
、

地
域

の
中

で
盛

り
上

げ
よ

う
と

い
う

機
運

が
高

ま
り

、
若

者
グ

ル
ー

プ
（
消

防
団

を
含

む
）
の

活
躍

の
場

と
し

て
、

新
し

い
企

画
が

出
て

喜
ば

れ
て

い
る

。
引

き
続

き
、

地
域

が
元

気
に

な
る

事
業

と
し

て
継

続
さ

せ
て

い
き

た
い

。

目 的

高
齢

化
を

支
え

る
地

域
づ

く
り

と
健

康
増

進
に

つ
な

が
る

交
流

の
交

流
の

場
づ

く
り

を
目

指
す

。

実 施 内 容

健
康

福
祉

委
員

会
と

合
同

開
催

し
て

い
る

囲
碁

ボ
ー

ル
と

運
動

指
導

を
実

施
す

る
ス

ポ
ー

ツ
大

会
に

、
地

域
の

介
護

・
医

療
の

現
状

に
つ

い
て

講
演

を
加

え
、

健
康

フ
ェ

ス
と

題
し

て
初

開
催

し
た

。
講

演
：
「
遠

山
地

区
の

介
護

・
医

療
の

現
状

に
つ

い
て

」
上

村
ﾃ
ﾞｲ

ｻ
ｰ

ﾋ
ﾞｽ

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

所
長

　
遠

山
都

志
男

氏
運

動
講

座
：
「
楽

し
く
体

を
動

か
そ

う
」
　

㈲
健

康
サ

ポ
ー

ト
　

小
林

進
一

氏

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

高
齢

者
と

若
者

の
ど

ち
ら

も
参

加
す

る
ス

ポ
ー

ツ
大

会
で

講
演

会
を

加
え

る
形

式
で

、
ま

ず
は

、
関

心
を

も
っ

て
も

ら
う

こ
と

を
目

的
と

し
て

開
催

し
た

。
健

康
福

祉
委

員
会

と
の

合
同

企
画

と
い

う
こ

と
で

、
南

信
濃

地
区

に
も

参
加

を
呼

び
か

け
開

催
し

た
。

１
１

月
１

１
日

（
日

）
上

村
小

学
校

体
育

館

開
催

期
日

4
1
5

3
月

3
日

（
日

）
上

村
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

学 級 ・ 講 座

福
祉

講
演

会
（
健

康
フ

ェ
ス

）
他

会
計

新
規

1
4
0

2
0
0

2
0
0

4
1
5

事
業

名

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
身

近
な

場
所

で
芸

術
文

化
に

親
し

む
こ

と
を

、
ま

た
地

区
の

文
化

活
動

の
成

果
発

表
の

場
と

住
民

交
流

の
場

を
通

じ
て

住
民

の
交

流
を

図
る

。

実 施 内 容

地
域

と
小

学
校

・
保

育
園

が
合

同
で

実
行

委
員

会
を

組
織

し
て

企
画

開
催

す
る

。
地

域
の

方
々

が
芸

術
文

化
へ

関
心

を
高

め
る

機
会

の
提

供
を

図
る

。
ま

た
、

小
学

生
・
中

学
生

と
の

関
わ

り
を

大
切

に
し

、
子

ど
も

の
頃

か
ら

芸
術

文
化

へ
触

れ
て

興
味

を
持

つ
き

っ
か

け
と

し
て

実
施

す
る

。
特

別
企

画
と

し
て

、
人

形
劇

公
演

「
遠

山
☆

き
ら

り
」
、

美
術

博
物

館
に

よ
る

「
化

石
体

験
会

」
な

ど
を

実
施

し
た

、

評 価

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
会

場

文 化 事 業

地
区

文
化

祭
（
し

ゃ
く
な

げ
祭

）
市

・
地

継
続

1

目 的

親
子

を
対

象
に

、
子

ど
も

だ
け

で
は

参
加

で
き

な
い

市
内

中
心

部
で

行
わ

れ
る

公
演

を
鑑

賞
す

る
機

会
の

提
供

と
集

団
で

の
社

会
性

を
身

に
つ

け
る

こ
と

を
目

的
に

実
施

実 施 内 容

南
信

濃
公

民
館

・
図

書
分

館
と

共
催

し
、

平
日

で
保

護
者

が
連

れ
て

行
く
こ

と
が

困
難

な
フ

ェ
ス

タ
開

幕
日

に
、

地
区

公
演

と
は

違
う

雰
囲

気
で

人
形

劇
を

観
賞

で
き

る
よ

う
な

コ
ー

ス
を

設
定

し
た

。
セ

ン
ト

ラ
ル

パ
ー

ク
の

散
策

は
学

年
の

縦
割

り
グ

ル
ー

プ
ご

と
の

自
由

行
動

と
し

、
上

級
生

が
下

級
生

を
引

率
し

ま
と

め
た

。
内

容
：
か

ざ
こ

し
子

ど
も

の
森

公
園

ワ
ッ

ペ
ン

公
演

観
賞

～
中

央
図

書
館

見
学

、
セ

ン
ト

ラ
ル

パ
ー

ク
散

策
、

公
演

鑑
賞

。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

子
ど

も
た

ち
も

楽
し

み
に

し
て

お
り

大
勢

の
参

加
が

あ
っ

た
。

地
区

内
と

は
異

な
る

環
境

で
観

劇
す

る
こ

と
、

ま
た

学
校

を
離

れ
た

と
こ

ろ
で

子
ど

も
た

ち
が

集
団

行
動

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
人

形
劇

観
劇

に
加

え
貴

重
な

社
会

体
験

も
で

き
た

。
今

後
も

南
信

濃
公

民
館

・
図

書
分

館
と

協
力

し
、

取
り

組
ん

で
い

き
た

い
。

評 価

文 化 事 業

遠
山

2
地

区
合

同
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

市
内

観
劇

バ
ス

ツ
ア

ー
2
0
1
8

市
・
地

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

昨
年

ま
で

は
、

野
鳥

と
星

空
観

察
会

を
継

続
し

て
き

た
が

、
視

点
を

変
え

て
、

地
域

の
小

水
力

事
業

取
組

へ
の

関
心

を
高

め
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

初
開

催
し

た
。

今
後

も
さ

ら
に

視
点

を
広

げ
な

が
ら

、
自

然
の

魅
力

を
再

発
見

で
き

る
よ

う
な

講
座

を
企

画
し

て
い

き
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
0

事
業

名
予

算
区

分

1
0

4
1
4

1
0
月

2
2
日

、
2
7
日

上
村

公
民

館
　

他

目 的

自
然

環
境

を
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
い

う
視

点
で

学
び

、
地

域
の

取
組

む
小

水
力

事
業

へ
の

関
心

を
高

め
る

実 施 内 容

小
水

力
発

電
事

業
を

支
援

す
る

団
体

を
講

師
に

、
上

村
地

区
の

取
り

組
む

小
水

力
事

業
に

つ
い

て
現

地
解

説
や

地
域

お
こ

し
へ

の
取

組
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

た
だ

い
た

。
そ

の
内

容
を

模
造

紙
に

ま
と

め
て

、
地

区
の

文
化

祭
で

展
示

し
た

。
講

師
：
か

み
む

ら
小

水
力

株
式

会
社

協
力

：
若

い
衆

で
地

域
を

か
た

ら
ま

い
か

評 価

学 級 ・ 講 座

自
然

エ
ネ

ル
ギ

ー
講

座
０

円
新

規
2

1
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

事
業

名
予

算
区

分

予
算

区
分

事
業

区
分

8
月

1
0
日

（
金

）
か

ざ
こ

し
子

ど
も

の
森

公
園

他

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

海
外

劇
団

に
よ

る
中

学
校

区
公

演
の

会
場

と
し

た
こ

と
で

、
２

公
演

の
実

施
が

で
き

た
。

事
前

学
習

か
ら

の
取

組
も

あ
り

、
２

地
区

合
同

で
公

演
を

企
画

で
き

た
こ

と
は

今
後

に
つ

な
が

る
取

組
と

な
っ

た
。

ま
た

、
南

信
濃

地
区

の
劇

団
に

初
め

て
公

演
し

て
も

ら
い

好
評

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
1
1
月

開
催

の
地

区
文

化
祭

で
も

人
形

劇
公

演
が

初
め

て
実

施
す

る
こ

と
に

も
つ

な
が

り
、

フ
ェ

ス
タ

期
間

以
外

の
人

形
劇

を
楽

し
む

よ
い

機
会

に
も

な
っ

た
。

継
続

1
5
0

5
0

開
催

会
場

4
1
5

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

2
1
2

1
0
0

4
1
5

８
月

4
日

（
土

）
、

５
日

（
日

）
上

村
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
身

近
な

場
所

で
人

形
劇

に
親

し
む

機
会

の
提

供
と

、
地

区
独

自
の

企
画

に
よ

り
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

を
地

区
か

ら
盛

り
上

げ
る

目
的

で
実

施
。

実 施 内 容

8
/
4
 1

3
：
0
0
～

　
上

村
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
　

（
4
0
周

年
特

別
公

演
）

ジ
ャ

ン
ル

ー
カ

・
デ

ィ
・
テ

ッ
テ

オ
「
ナ

ポ
リ

の
人

形
劇

プ
ル

チ
ネ

ッ
ラ

」
、

遠
山

☆
き

ら
り

「
だ

い
じ

ゃ
と

む
す

め
」
、

2
地

区
小

中
学

生
に

よ
る

ウ
ェ

ル
カ

ム
ア

ト
ラ

ク
シ

ョ
ン

も
実

施
7
/
2
2
　

南
信

濃
地

域
交

流
セ

ン
タ

ー
　

事
前

学
習

会
「
世

界
と

笑
顔

で
交

流
し

よ
う

」
8
/
5
 1

3
：
3
0
～

　
上

村
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
　

俳
優

館
　

「
お

お
き

な
か

ぶ
」

共
催

：
公

民
館

文
化

委
員

会
、

上
町

活
性

化
委

員
会

併
催

イ
ベ

ン
ト

「
魚

の
つ

か
み

ど
り

」

評 価

文 化 事 業

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
2
0
1
8
　

地
区

公
演

市
・
地

継
続

2

－146－



上
村

公
民

館
の

事
業

報
告

№
3

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業

区
分

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場
事

業
名

予
算

区
分

目 的

新
成

人
・
地

区
実

行
委

員
を

対
象

に
、

地
域

が
新

成
人

を
祝

福
し

、
ふ

る
さ

と
意

識
の

醸
成

を
図

る
。

実 施 内 容

統
合

遠
山

中
学

校
区

と
な

り
、

２
地

区
公

民
館

合
同

開
催

。
8
/
1
6
…

新
成

人
と

の
打

合
せ

①
　

　
9
/
2
5
…

新
成

人
と

の
打

合
せ

②
1
0
/
2
2
…

地
域

学
習

（
座

学
）
　

　
1
1
/
1
7
…

地
域

学
習

（
体

験
)

1
2
/
2
9
…

新
成

人
と

の
最

終
打

ち
合

わ
せ

評 価

文 化 事 業

遠
山

地
区

成
人

式
市

・
地

新
規

4
0

1
5

1
月

1
3
日

(日
)

南
信

濃
地

域
交

流
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

1
4
0

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

中
学

校
区

単
位

と
な

る
２

地
区

区
合

同
で

開
催

し
て

い
る

。
新

成
人

が
実

行
委

員
が

と
な

り
成

人
式

の
運

営
に

関
わ

り
、

新
成

人
を

中
心

に
記

念
映

像
の

制
作

な
ど

主
体

的
な

取
り

組
み

も
見

ら
れ

た
。

今
後

も
２

地
区

合
同

事
業

と
し

て
遠

山
地

区
が

一
体

と
な

り
継

続
し

て
い

き
た

い
。

1
5
名

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

評 価

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
講

習
会

０
円

継
続

1
1
5
名

対
象

数
開

催
期

日

4
1
5

7
月

8
日

（
日

）
上

村
ふ

れ
あ

い
広

場

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

を
知

る
機

会
の

提
供

と
、

健
康

づ
く

り
へ

の
意

識
向

上
を

図
る

実 施 内 容

飯
田

市
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
を

講
師

と
し

て
、

ク
ッ

ブ
、

ス
ポ

ー
ツ

ガ
ラ

ッ
キ

ー
、

ラ
ダ

ー
ゲ

ッ
タ

―
の

体
験

会
を

実
施

。
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
協

議
会

と
の

合
同

企
画

で
、

上
村

地
区

で
は

初
め

て
の

種
目

を
体

験
し

、
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
と

も
交

流
を

図
っ

た
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

会
場

体 育 事 業

マ
レ

ッ
ト

ゴ
ル

フ
大

会
地

区
費

継
続

1
4
0

4
0

4
1
5

1
0
月

7
日

（
日

）
中

山
ス

カ
イ

パ
ー

ク
マ

レ
ッ

ト
ゴ

ル
フ

場

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
競

技
に

よ
る

健
康

増
進

と
、

参
加

者
同

士
の

交
流

と
親

睦
を

図
る

実 施 内 容

競
技

は
個

人
戦

と
分

館
対

抗
戦

で
行

う
。

分
館

対
抗

戦
で

は
、

競
技

終
了

後
に

各
分

館
３

名
ず

つ
抽

選
し

、
そ

の
合

計
ス

コ
ア

で
分

館
の

順
位

を
決

定
す

る
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

2
7
ホ

ー
ル

は
高

齢
者

に
は

体
力

的
に

負
担

が
あ

る
の

は
検

討
課

題
で

あ
る

が
、

成
績

だ
け

で
な

く
親

睦
も

目
的

と
し

て
い

る
。

分
館

対
抗

戦
で

は
選

抜
で

は
な

く
全

員
が

参
加

で
き

る
く

じ
引

き
の

方
式

を
採

用
し

て
い

る
。

事
前

に
分

館
で

練
習

会
を

開
催

し
て

い
る

と
こ

ろ
も

あ
り

、
親

睦
と

い
う

目
的

を
よ

り
効

果
的

に
達

成
す

る
に

は
、

各
分

館
で

の
呼

び
か

け
が

重
要

と
な

る
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

地
区

運
動

会
（
か

み
む

ら
大

運
動

会
）

地
区

費
継

続
1

1
5
0

1
5
0

4
1
5

9
月

1
6
日

（
日

）
上

村
小

学
校

校
庭

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
住

民
が

運
動

会
を

通
じ

て
住

民
相

互
の

交
流

と
親

睦
、

健
康

増
進

を
図

る

実 施 内 容

平
成

１
５

年
度

か
ら

小
学

校
運

動
会

と
合

同
で

、
平

成
２

１
年

度
か

ら
は

保
育

園
運

動
会

も
合

同
で

開
催

。
３

者
合

同
で

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

検
討

し
、

学
校

・
地

域
と

の
連

携
を

図
っ

た
。

平
成

2
9
年

度
か

ら
室

内
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
準

備
し

、
雨

天
決

行
と

し
た

。
（
実

績
は

な
し

）
平

成
3
0
年

度
か

ら
係

体
制

を
見

直
し

、
指

導
・
出

発
・
決

勝
の

３
係

を
統

合
⇒

競
技

係
分

館
採

点
方

法
を

見
直

し
、

紅
白

加
算

、
１

位
加

算
を

導
入

し
た

。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

３
者

（
公

民
館

・
小

学
校

・
保

育
園

）
で

の
実

行
委

員
体

制
で

企
画

運
営

を
行

っ
て

い
る

が
、

小
規

模
特

認
校

と
な

っ
た

小
学

校
の

実
情

や
、

分
館

選
出

が
厳

し
い

と
い

う
声

な
ど

を
受

け
て

、
会

場
レ

イ
ア

ウ
ト

、
役

員
体

制
、

種
目

内
容

な
ど

の
見

直
し

を
図

っ
た

。
大

き
く
変

え
る

の
で

は
な

く
、

小
規

模
な

ら
で

は
の

特
色

を
め

ざ
し

た
工

夫
が

参
加

者
に

は
喜

ば
れ

た
。

子
ど

も
達

の
成

長
を

地
域

が
見

守
る

機
会

と
な

っ
て

い
る

。

1
4
5

4
5

4
1
5

2
月

2
3
日

（
土

）

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

目 的

小
学

生
と

地
区

住
民

を
対

象
に

、
地

域
に

根
ざ

し
た

ス
ポ

ー
ツ

活
動

（
卓

球
）
の

普
及

と
住

民
交

流
を

図
る

実 施 内 容

上
村

卓
球

ク
ラ

ブ
の

後
援

、
上

村
小

学
校

、
遠

山
中

学
校

卓
球

部
の

協
力

を
得

て
、

小
学

生
と

一
般

の
部

で
行

う
。

南
信

濃
地

区
の

和
田

小
学

校
に

も
声

を
掛

け
、

参
加

者
の

増
加

を
図

る
。

■
ジ

ュ
ニ

ア
カ

ッ
プ

争
奪

戦
（
小

学
生

全
学

年
に

よ
る

ト
ー

ナ
メ

ン
ト

）
■

一
般

の
部

（
男

女
混

合
シ

ン
グ

ル
ス

・
ダ

ブ
ル

ス
の

ト
ー

ナ
メ

ン
ト

戦
）

評 価

体 育 事 業

公
民

館
卓

球
大

会
・
第

2
5
回

小
学

生
卓

球
大

会
地

区
費

継
続

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

囲
碁

ボ
ー

ル
講

習
会

と
な

っ
て

い
た

が
、

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

協
議

会
の

協
力

に
よ

り
、

新
し

い
種

目
に

取
り

組
む

き
っ

か
け

づ
く
り

に
な

っ
た

。
参

加
者

の
増

加
を

目
指

し
て

ス
ポ

ー
ツ

に
よ

る
地

域
の

交
流

の
場

を
継

続
的

に
確

保
し

て
い

く
。

上
村

小
学

校
体

育
館

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

小
学

生
や

一
般

参
加

者
の

減
少

を
考

慮
し

、
一

般
の

男
女

別
シ

ン
グ

ル
ス

を
男

女
混

合
シ

ン
グ

ル
ス

に
変

更
し

、
１

回
戦

敗
退

者
は

ミ
ッ

ク
ス

ダ
ブ

ル
ス

に
出

場
し

、
試

合
体

験
を

増
や

す
工

夫
を

し
た

。
若

者
に

よ
る

賞
品

企
画

も
好

評
。

中
学

校
の

部
活

問
題

も
受

け
て

、
部

員
の

研
鑚

の
場

と
し

た
い

考
え

も
あ

る
。

開
催

会
場

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
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上
村

公
民

館
の

事
業

報
告

№
4

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

4
1
5

実
施

内
容

の
と

お
り

上
村

公
民

館
　

他

目 的

世
代

を
越

え
た

地
域

住
民

同
士

の
交

流
を

通
し

、
こ

の
地

区
の

独
自

性
を

見
つ

め
直

し
、

地
元

に
誇

り
を

も
っ

て
も

ら
う

。

実 施 内 容

地
域

活
動

と
仲

間
づ

く
り

に
取

り
組

む
地

域
の

若
者

達
の

情
報

交
換

や
、

研
修

の
機

会
を

要
望

に
応

じ
て

開
催

す
る

。
上

村
ま

ち
づ

く
り

委
員

会
公

認
レ

ポ
ー

タ
ー

ま
い

か
娘

（
6
/
1
3

、
7
/
1

、
7
/
1
4

、
7
/
2
3

、
7
/
3
1

、
8
/
2
5

、
9
/
1
6

、
9
/
2
2

、
1
1
/
1
1

、
1
/
7

、
2
/
1
7

、
2
/
2
3
）

上
村

青
年

会
議

（
9
/
1
5
、

1
0
/
1
4
、

1
1
/
3
、

1
1
/
1
0
、

1
1
/
1
1
、

1
1
/
2
6
）

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

こ
れ

ま
で

若
者

と
い

う
大

き
な

枠
で

講
座

を
開

催
し

て
き

た
が

、
目

的
や

関
心

の
共

通
し

た
仲

間
づ

く
り

と
実

践
を

目
的

に
グ

ル
ー

プ
化

を
図

り
、

ま
ち

づ
く
り

委
員

会
や

保
存

会
の

協
力

を
得

な
が

ら
自

主
的

な
活

動
を

公
民

館
が

支
援

す
る

形
で

取
り

組
ん

だ
。

公
民

館
事

業
へ

の
協

力
体

制
に

も
つ

な
が

り
、

参
加

す
る

若
者

の
地

域
へ

の
関

心
の

高
ま

り
に

も
つ

な
が

る
効

果
が

見
え

始
め

て
い

る
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

若
い

衆
で

地
域

を
語

ら
ま

い
か

！
（
若

者
学

習
会

）
市

・
地

継
続

1
8

1
2
0

4

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

春
季

ス
ポ

ー
ツ

大
会

市
・
地

継
続

1
4
0

4
0

上
村

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
セ

ン
タ

ー

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
運

動
機

会
の

提
供

と
、

健
康

づ
く
り

へ
の

意
識

向
上

を
図

る

実 施 内 容

保
健

福
祉

委
員

会
と

連
携

し
て

、
囲

碁
ボ

ー
ル

の
大

会
と

あ
わ

せ
た

健
康

講
座

も
同

時
開

催
し

て
交

流
と

健
康

づ
く
り

の
機

会
と

し
て

開
催

し
て

い
る

。
今

年
度

は
介

護
に

関
す

る
講

演
会

（
健

康
フ

ェ
ス

）
も

同
時

開
催

す
る

試
み

を
行

っ
た

。
評 価

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

広 報 事 業

館
報

「
か

み
む

ら
」
発

行
地

区
費

継
続

年
４

回
4
0
0
部

6
月

3
0
日

、
1
0
月

3
0
日

、
1
月

3
1
日

、
3
月

3
1
日

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
地

域
の

情
報

発
信

、
課

題
提

起
、

将
来

へ
の

記
録

等
を

目
的

に
発

行

実 施 内 容

地
域

を
と

り
ま

く
話

題
や

課
題

に
対

し
、

地
区

住
民

の
関

心
を

高
め

る
た

め
年

４
回

発
行

。
第

1
8
4
号

　
遠

山
郷

助
っ

人
名

鑑
（
２

地
区

合
同

企
画

）
、

入
学

式
　

他
第

1
8
5
号

　
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

、
か

み
む

ら
大

運
動

会
、

若
者

活
動

紹
介

①
他

第
1
8
6
号

　
文

化
祭

、
成

人
式

、
霜

月
祭

　
若

者
活

動
紹

介
②

　
他

第
1
8
7
.号

　
公

民
館

大
会

、
Ｐ

Ｔ
Ａ

講
演

会
、

卓
球

大
会

　
他

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

ま
ち

づ
く
り

委
員

会
の

動
向

や
現

在
取

り
組

ん
で

い
る

地
域

の
活

動
、

今
後

の
地

区
の

方
向

性
な

ど
住

民
が

最
も

知
り

た
い

こ
と

を
伝

え
る

の
が

、
住

民
の

手
に

よ
る

編
集

権
を

持
つ

館
報

と
し

て
重

要
な

役
割

で
あ

る
。

そ
の

た
め

に
は

広
報

委
員

会
の

活
動

が
ど

う
あ

る
べ

き
か

再
確

認
し

な
が

ら
、

今
後

も
継

続
し

て
い

き
た

い
。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

親
し

み
や

す
い

囲
碁

ボ
ー

ル
に

は
高

齢
者

だ
け

で
な

く
、

家
族

づ
れ

の
参

加
も

見
ら

れ
好

評
で

あ
る

が
、

マ
ン

ネ
リ

化
は

否
め

ず
、

プ
ラ

ス
健

康
講

座
と

い
う

形
で

実
施

し
て

い
る

が
、

今
後

は
、

新
し

い
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

な
ど

に
慣

れ
親

し
ん

で
も

ら
え

る
よ

う
な

工
夫

を
し

て
い

き
た

い

4
1
5

3
月

3
日

（
日

）

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

公
民

館
体

制
検

討
会

０
円

新
規

4
4
0

1
0

4
1
5

実
施

内
容

の
と

お
り

上
村

公
民

館

目 的

持
続

可
能

な
公

民
館

活
動

を
目

的
と

し
て

、
公

民
館

体
制

の
今

後
に

つ
い

て
検

討
す

る

実 施 内 容

4
/
1
0
　

公
民

館
総

会
に

て
体

制
見

直
し

検
討

会
発

足
を

承
認

。
7
/
1
2
　

第
1
回

体
制

検
討

会
（
館

長
、

分
館

長
、

主
事

）
8
/
2
4
　

第
2
回

体
制

検
討

会
（
館

長
、

分
館

長
、

専
門

委
員

長
、

主
事

）
9
/
1
8
　

上
村

ま
ち

づ
く
り

委
員

会
で

改
編

案
を

承
認

1
1
月

 本
館

委
員

の
選

出
及

び
依

頼
（
館

長
・
主

事
）

評 価

飯
田

市
と

の
合

併
１

３
年

を
経

過
し

、
当

時
の

人
口

か
ら

半
減

し
た

現
状

と
、

分
館

役
員

の
選

出
減

の
要

望
を

受
け

て
、

Ｈ
3
1
年

改
選

期
に

む
け

て
検

討
会

を
発

足
し

て
組

織
と

定
員

の
見

直
し

に
つ

い
て

検
討

し
た

。
分

館
に

こ
だ

わ
ら

な
い

本
館

付
委

員
を

設
置

す
る

。
文

化
・
体

育
・
広

報
の

３
委

員
会

を
企

画
・
広

報
の

２
委

員
会

に
す

る
。

分
館

選
出

委
員

を
５

名
か

ら
３

名
に

す
る

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

地
域

の
子

育
て

の
将

来
を

考
え

る
会

地
区

費
継

続
7

1
0
0

1
0

4
1
5

別
紙

内
容

の
と

お
り

上
村

公
民

館
　

他

目 的

少
子

高
齢

化
に

伴
う

地
域

課
題

に
対

し
て

教
育

や
保

育
の

視
点

か
ら

解
決

策
を

検
討

し
て

い
く

実 施 内 容

か
み

む
ら

っ
こ

応
援

団
（
Ｃ

Ｓ
）
…

4
/
2
4
、

2
/
2
0
、

3
/
5

子
育

て
支

援
会

議
…

4
/
5
、

5
/
3
0
　

他
　

放
課

後
見

守
り

事
業

(新
）
…

運
営

2
0
0
日

小
保

地
域

見
学

会
…

7
/
1
9

教
育

移
住

懇
談

会
…

1
/
2
7

評 価

前
年

度
の

「
小

学
校

、
保

育
園

の
将

来
を

考
え

る
学

習
会

」
、

Ｈ
3
0
年

度
か

ら
上

村
小

学
校

が
小

規
模

特
認

校
に

指
定

さ
れ

た
1
年

目
と

い
う

こ
と

で
、

小
学

校
、

保
育

園
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
会

議
と

事
業

を
展

開
し

て
き

た
。

「
教

育
移

住
」
と

い
う

キ
ー

ワ
ー

ド
で

継
続

的
な

取
り

組
み

を
目

指
し

て
、

話
し

合
い

の
場

や
実

践
を

公
民

館
が

支
援

し
て

い
く
。
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南
信

濃
公

民
館

の
事

業
報

告
№

1

区
分

区
分

区
分

区
分

人
形

劇
団

育
成

講
座

市
・
地

実 施 内 容

家
庭

教
育

講
座

市
・
地

事
業

名
予

算
区

分

実 施 内 容

実
施

内
容

参
照

3
0
1

7
1
,3

9
6

実
施

内
容

参
照

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数

1
,3

9
6

3
月

7
日

実 施 内 容

高
齢

者
福

祉
学

級
市

・
地

2
0
1
4
年

に
発

足
し

た
南

信
濃

地
域

福
祉

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
研

究
し

て
い

る
移

送
サ

ー
ビ

ス
の

事
業

化
に

つ
い

て
、

進
捗

状
況

を
地

域
全

体
で

情
報

共
有

し
な

が
ら

意
見

交
換

す
る

機
械

と
す

る
。

ま
た

、
先

進
事

例
を

紹
介

し
て

い
た

だ
き

、
当

地
区

に
見

合
っ

た
サ

ー
ビ

ス
と

は
何

か
。

利
用

者
の

た
め

に
な

る
組

織
づ

く
り

に
つ

い
て

学
ぶ

。
講

師
：
N

P
O

法
人

小
さ

な
村

総
合

研
究

所
代

表
理

事
小

村
幸

司
氏

、
南

信
濃

地
域

福
祉

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

　
地

域
リ

ー
ダ

ー
　

山
﨑

元
宏

　
氏

1
回

参
加

・
登

録
数

南
信

濃
地

域
交

流
セ

ン
タ

ー

対
象

数

評 価

開
催

期
日

8
6

開
催

会
場

和
田

保
育

園
他

事
業

区
分

学 級 ・ 講 座学 級 ・ 講 座

目 的

学
齢

期
の

子
を

持
つ

親
を

対
象

に
、

子
ど

も
の

基
本

的
な

生
活

習
慣

に
つ

い
て

考
え

る
機

会
を

図
る

事
業

名
予

算
区

分

新
規

開
催

期
日

開
催

期
日

実
施

内
容

参
照

継
続

1
回

参
加

・
登

録
数

2
6

評 価

対
象

数

1

開
催

期
日

開
催

会
場

1
8

目 的

乳
幼

児
学

級
「
す

こ
や

か
学

級
」

市
費

事
業

名
予

算
区

分

継
続

実 施 内 容

和
田

保
育

園
と

合
同

で
実

施
し

て
い

る
。

上
村

保
育

園
合

同
開

催
も

実
施

し
て

い
る

。
①

5
/
1
5
開

講
式

②
6
/
7
感

染
症

予
防

に
つ

い
て

（
和

田
・
上

村
合

同
）

講
師

：
厚

生
病

院
の

方
々

③
7
/
3
七

夕
飾

り
を

作
ろ

う
④

7
/
2
0
保

育
園

夏
祭

り
⑤

8
/
4
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
公

演
海

外
劇

団
公

演
（
和

田
・
上

村
合

同
）

⑥
8
/
7
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
公

演
人

形
劇

を
観

よ
う

♪
（
和

田
・
上

村
合

同
）
⑦

い
い

だ
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

公
演

地
区

公
演

（
和

田
・
上

村
合

同
）
⑧

リ
ト

ミ
ッ

ク
講

座
講

師
：
山

﨑
友

子
さ

ん
（
和

田
・
上

村
合

同
）

⑨
9
/
1
5
保

育
園

運
動

会
⑩

1
0
/
1
8
人

形
劇

を
見

よ
う

（
和

田
・
上

村
合

同
）
⑪

1
1
/
6
焼

き
い

も
大

会
⑫

1
1
/
1
2
リ

ト
ミ

ッ
ク

講
座

講
師

：
山

﨑
友

子
さ

ん
（
和

田
・
上

村
合

同
）
⑬

1
2
/
4
ク

リ
ス

マ
ス

お
楽

し
み

会
（
ま

ち
づ

く
委

員
会

役
員

が
サ

ン
タ

役
）
⑭

わ
ら

べ
う

た
を

歌
お

う
講

師
：
中

津
先

生
（
和

田
・
上

村
合

同
）
⑮

2
/
1
9
１

日
入

園
⑯

3
/
6
閉

講
式

・
手

形
・

足
形

で
成

長
の

記
録

づ
く
り

　
パ

ン
作

り
　

講
師

：
山

﨑
一

代
さ

ん

7
0

対
象

数

1
5

1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

4

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

1
,3

9
6

事
業

区
分

開
催

回
数

継
続

地
域

住
民

を
対

象
に

、
人

形
劇

を
通

じ
た

、
地

域
づ

く
り

を
図

る
。

4
3

事
業

名
予

算
区

分

2
6

1

目 的

8
6

高
齢

者
の

み
な

ら
ず

「
福

祉
」
と

い
う

テ
ー

マ
を

地
域

全
体

で
考

え
、

意
見

交
換

す
る

機
会

を
図

る

開
催

会
場

開
催

会
場

南
信

濃
地

域
交

流
セ

ン
タ

ー

高
齢

者
有

志
で

人
形

劇
団

を
設

立
。

小
学

校
人

形
劇

指
導

や
各

地
区

で
の

上
演

な
ど

を
実

施
。

劇
団

名
「
遠

山
☆

き
ら

り
」
◆

講
座

4
月

1
回

5
月

7
回

6
月

8
回

6
/
6

人
形

劇
講

座
①

講
師

：
吉

澤
亜

由
美

7
月

7
回

7
/
1
1
人

形
劇

講
座

②
講

師
：
く

す
の

き
燕

8
月

1
回

9
月

2
回

1
0
月

2
回

1
1
月

2
回

1
月

3
回

合
計

3
5
回

◆
和

田
小

学
校

人
形

劇
指

導
　

３
回

　
◆

公
演

8
/
4

世
界

人
形

劇
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

（
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

2
0
1
8
）
中

学
校

区
公

演
8
/
5

世
界

人
形

劇
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

（
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

2
0
1
8
）
地

区
公

演 1
0
/
2
3
　

泰
阜

村
高

齢
者

学
級

公
演

1
1
/
1
1
　

か
み

む
ら

文
化

祭
「
し

ゃ
く
な

げ
祭

」
公

演
1
/
2
0
　

人
形

劇
１

月
定

期
公

演

評 価

◆
和

田
小

学
校

Ｐ
Ｔ

Ａ
と

の
合

同
講

演
会

「
学

校
を

拠
点

と
し

た
持

続
可

能
な

地
域

づ
く
り

の
た

め
の

教
育

（
E
S
D

）
」

講
師

：
麻

布
大

学
及

び
立

教
大

学
　

E
S
D

研
究

所
　

研
究

員
　

小
玉

敏
也

先
生

学
校

運
営

協
議

会
で

E
S
D

と
い

う
横

文
字

が
先

行
し

て
し

ま
い

、
保

護
者

含
め

住
民

が
混

乱
し

て
い

る
状

況
を

鑑
み

、
専

門
家

の
講

演
か

ら
遠

山
郷

ら
し

い
持

続
可

能
な

地
域

づ
く
り

に
つ

い
て

講
演

を
実

施
し

た
。

評 価

1
0
月

5
日

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

学 級 ・ 講 座

目 的

未
就

園
児

と
そ

の
親

を
対

象
に

、
子

ど
も

の
成

長
発

達
の

確
認

、
子

育
て

に
関

す
る

知
識

の
習

得
、

親
同

士
の

仲
間

作
り

、
子

ど
も

の
社

会
性

の
育

成
を

図
る

学 級 ・ 講 座

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

保
健

師
・
保

育
士

・
公

民
館

で
計

画
・
実

施
。

事
業

企
画

に
あ

た
っ

て
は

親
の

意
見

も
取

り
入

れ
な

が
ら

、
主

体
的

な
活

動
と

な
る

よ
う

に
し

て
い

く
。

対
象

者
が

保
育

園
へ

の
未

満
児

保
育

を
利

用
し

て
い

る
た

め
、

保
育

園
と

連
携

を
図

り
実

施
す

る
ほ

か
、

親
の

参
加

し
や

す
い

環
境

づ
く
り

の
た

め
土

日
開

催
も

検
討

し
て

い
く

。
信

州
自

然
型

保
育

と
小

学
校

で
取

り
組

む
ユ

ネ
ス

コ
ス

ク
ー

ル
の

連
携

を
検

討
す

る
。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

中
山

間
地

域
、

こ
こ

で
い

う
遠

山
郷

で
の

E
S
D

と
は

何
か

道
し

る
べ

と
な

る
よ

う
な

講
演

会
で

あ
っ

た
。

何
か

新
し

い
こ

と
を

始
め

る
わ

け
で

は
な

い
。

す
で

に
、

遠
山

郷
は

持
続

可
能

な
○

○
に

向
か

っ
て

始
動

し
て

い
る

。
ま

さ
に

ユ
ネ

ス
コ

ス
ク

ー
ル

登
録

を
目

指
し

、
地

域
で

学
び

実
践

し
よ

う
と

し
て

い
る

。
そ

ん
な

足
元

を
見

つ
め

直
す

講
演

会
と

な
っ

た
。

保
護

者
よ

り
も

子
育

て
を

終
え

た
ご

年
配

の
参

加
者

が
多

か
っ

た
。

学
校

と
地

域
を

繋
げ

る
た

め
に

も
今

後
も

継
続

し
て

い
く
。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

平
成

2
4
年

に
設

立
し

た
南

信
濃

地
域

福
祉

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
目

指
す

「
移

送
サ

ー
ビ

ス
」
の

確
立

に
向

け
た

取
り

組
み

に
つ

い
て

住
民

が
共

有
す

る
時

間
に

な
っ

た
。

さ
ら

に
、

移
送

サ
ー

ビ
ス

の
先

進
地

で
あ

る
山

梨
県

丹
波

山
村

か
ら

講
師

を
招

き
、

貴
村

で
の

発
案

か
ら

実
施

に
至

る
ま

で
の

経
過

を
踏

ま
え

ア
ド

バ
イ

ス
を

頂
い

た
。

こ
ど

も
か

ら
お

年
寄

り
ま

で
、

当
事

者
と

な
る

住
民

へ
の

投
げ

か
け

か
ら

、
当

地
区

に
ふ

さ
わ

し
い

移
送

サ
ー

ビ
ス

の
在

り
方

に
つ

い
て

話
し

合
う

こ
と

が
で

き
た

。
定

期
的

な
情

報
発

信
で

気
運

が
下

が
ら

ぬ
よ

う
取

り
組

み
た

い
。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

７
年

目
を

迎
え

る
平

均
年

齢
7
7
歳

の
7
人

組
。

参
加

者
同

士
切

磋
琢

磨
し

技
術

向
上

を
図

っ
て

い
る

。
今

年
度

は
３

作
目

「
だ

い
じ

ゃ
と

む
す

め
」
を

完
成

さ
せ

、
年

間
を

通
じ

て
活

動
し

た
。

昨
年

に
引

き
続

き
学

校
人

形
劇

の
指

導
な

ど
学

習
に

よ
り

積
み

重
ね

て
き

た
も

の
を

伝
え

て
い

く
こ

と
に

も
力

を
入

れ
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

地
域

外
か

ら
の

オ
フ

ァ
ー

が
あ

る
な

ど
、

参
加

者
同

士
の

交
流

と
上

演
技

術
の

向
上

と
い

っ
た

側
面

か
ら

、
活

動
を

行
う

事
が

で
き

た
。

今
後

も
民

話
を

次
世

代
に

伝
え

て
い

く
こ

と
を

目
的

に
し

な
が

ら
継

続
的

な
取

り
組

み
に

つ
な

げ
て

い
き

た
い

。

－149－



南
信

濃
公

民
館

の
事

業
報

告
№

2

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分

実
施

内
容

参
照

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

3
0

2
0

学 級 ・ 講 座

継
続

3

目 的女
性

学
級

市
費

事
業

区
分

開
催

回
数

実 施 内 容

女
性

（
1
8
歳

以
上

）
を

対
象

に
学

習
と

交
流

の
機

会
を

図
る

。
①

9
/
3
0
、

1
0
/
3
　

｢陶
芸

教
室

｣　
講

師
：
せ

せ
ら

ぎ
の

里
陶

芸
館

　
松

沢
進

さ
ん

　
1
0
名

②
1
2
/
2
6

「
フ

ラ
ワ

ー
ア

レ
ン

ジ
メ

ン
ト

講
座

」
講

師
：
ラ

プ
リ

伊
藤

篤
さ

ん
2
0
名

会
場

：
南

信
濃

学
習

交
流

セ
ン

タ
ー

評 価

7
0
0

実
施

内
容

参
照

の
べ

参
加

数

地
域

の
女

性
を

対
象

に
、

地
域

の
課

題
に

目
を

向
け

た
、

学
習

・
交

流
の

機
会

の
提

供
を

図
る

。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

女
性

の
視

点
に

よ
る

テ
ー

マ
設

定
を

行
う

た
め

学
級

参
加

者
の

声
を

聞
い

た
が

、
参

加
者

が
固

定
化

し
て

い
る

状
況

に
あ

る
。

対
象

、
実

施
日

の
設

定
を

更
に

検
討

し
、

幅
広

い
層

か
ら

参
加

が
得

ら
れ

る
よ

う
な

企
画

を
行

っ
て

い
き

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

図
書

分
館

と
の

合
同

事
業

市
・
地

継
続

8
1
8
2

2
0

1
,3

9
6

実
施

内
容

参
照

実
施

内
容

参
照

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
手

芸
や

折
り

紙
・
工

作
を

通
じ

た
学

習
と

交
流

の
場

づ
く
り

を
図

る
。

実 施 内 容

①
4
/
1
8

子
ど

も
の

た
め

の
読

み
聞

か
せ

1
0
名

南
信

濃
学

習
交

流
セ

ン
タ

ー
②

4
/
1
8
　

大
人

の
た

め
の

読
み

聞
か

せ
　

1
8
名

　
南

信
濃

学
習

交
流

セ
ン

タ
ー

③
7
/
7

楽
し

く
七

夕
ま

つ
り

2
2
名

南
信

濃
学

習
交

流
セ

ン
タ

ー
④

8
/
1
0

人
形

劇
バ

ス
ツ

ア
ー

（
上

村
・
南

信
濃

合
同

）
　

4
6
名

　
か

ざ
こ

し
森

の
公

演
、

セ
ン

ト
ラ

ル
パ

ー
ク

⑤
1
0
/
2
0

読
書

の
秋

・
食

欲
の

秋
2
0
名

南
信

濃
学

習
交

流
セ

ン
タ

ー
⑥

1
2
/
1
6

思
い

出
そ

う
よ

あ
の

頃
を

。
そ

し
て

話
そ

う
よ

in
旧

木
沢

小
学

校
　

3
2
名

⑦
1
2
/
2
2

ク
リ

ス
マ

ス
会

3
4
名

南
信

濃
学

習
交

流
セ

ン
タ

ー
⑧

3
/
2
5

子
ど

も
た

め
の

読
み

聞
か

せ
＆

ホ
ッ

ト
ケ

ー
キ

作
り

　
南

信
濃

学
習

交
流

セ
ン

タ
ー

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

各
回

、
南

信
濃

図
書

分
館

と
企

画
し

て
実

施
し

た
。

読
み

聞
か

せ
や

大
型

紙
芝

居
な

ど
を

組
み

込
み

、
子

供
た

ち
が

本
に

親
し

ん
で

も
ら

え
る

よ
う

な
内

容
と

し
た

。
子

ど
も

だ
け

で
は

な
く

、
大

人
の

読
み

聞
か

せ
も

定
期

的
に

行
い

、
本

を
読

む
習

慣
を

地
域

全
体

に
広

げ
て

い
け

る
様

実
施

し
た

。
ま

た
地

域
の

高
齢

者
と

の
ふ

れ
あ

い
の

機
会

も
設

け
た

こ
と

で
、

世
代

間
交

流
に

も
つ

な
が

り
が

持
て

た
。

今
回

は
中

央
図

書
館

の
ご

協
力

と
、

木
沢

地
区

の
皆

さ
ん

の
ご

協
力

を
得

て
、

旧
木

沢
小

学
校

で
読

み
聞

か
せ

と
紙

芝
居

を
実

施
し

た
。

参
加

者
の

反
応

も
好

評
で

、
次

年
度

以
降

も
多

く
の

参
加

が
得

ら
れ

る
よ

う
な

内
容

を
検

討
し

て
い

き
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

夏
休

み
連

続
子

ど
も

講
座

・
春

休
み

連
続

子
ど

も
講

座
市

・
地

継
続

3
8
0

4
5

4
5

実
施

内
容

参
照

実
施

内
容

参
照

目 的

小
学

生
を

対
象

に
、

自
然

・
歴

史
・
文

化
な

ど
地

域
に

溢
れ

る
資

源
を

学
ぶ

こ
と

で
、

地
元

に
愛

着
が

持
て

る
人

づ
く
り

を
目

指
す

。

実 施 内 容

保
護

者
ア

ン
ケ

ー
ト

等
か

ら
地

域
資

源
を

活
用

し
た

連
続

講
座

を
実

施
。

対
象

：
小

学
生

　
　

※
①

及
び

特
別

企
画

に
つ

い
て

は
環

境
学

習
で

計
上

②
③

7
/
3
1
～

8
/
1
　

和
田

っ
子

ペ
ッ

パ
ー

と
遊

ぼ
う

（
２

日
間

連
続

）
会

場
：
和

田
小

学
校

講
師

：
和

田
小

学
校

矢
崎

基
校

長
先

生
、

和
田

小
学

校
林

久
寿

先
生

　
　

参
加

者
：
5
0
名

④
8
/
4
　

フ
ェ

ス
タ

デ
コ

レ
ー

シ
ョ

ン
講

座
　

　
会

場
：
地

域
交

流
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

　
参

加
者

：
3
0
名

※
春

休
み

連
続

子
ど

も
講

座
を

4
回

実
施

予
定

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

長
期

休
暇

中
の

連
続

講
座

と
し

て
今

年
度

は
４

回
（
特

別
企

画
含

む
。

）
実

施
し

た
。

事
前

に
保

護
者

と
小

学
生

に
や

ら
せ

た
い

こ
と

、
や

っ
て

み
た

い
こ

と
を

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
し

た
。

保
護

者
は

、
課

外
授

業
の

よ
う

な
地

域
の

自
然

を
満

喫
で

き
る

よ
う

な
も

の
を

求
め

て
お

り
、

子
ど

も
た

ち
も

探
検

や
、

も
の

づ
く
り

に
興

味
を

示
し

た
。

今
年

は
中

学
生

を
対

象
に

子
ど

も
の

見
守

り
を

す
る

世
話

役
を

依
頼

し
た

と
こ

ろ
、

３
名

の
生

徒
か

ら
申

し
込

み
が

あ
っ

た
。

児
童

と
生

徒
を

繋
げ

、
小

中
一

貫
教

育
の

橋
渡

し
に

な
る

の
で

は
な

い
か

と
、

可
能

性
を

感
じ

た
。

保
護

者
か

ら
は

毎
年

の
よ

う
に

継
続

を
要

望
す

る
声

が
あ

が
っ

て
い

る
一

方
で

、
長

期
休

暇
中

の
居

場
所

づ
く
り

を
求

め
て

い
る

。
単

に
子

ど
も

を
預

け
ら

れ
れ

ば
い

い
の

か
。

学
童

保
育

と
し

て
保

育
事

業
を

求
め

て
い

る
の

か
。

話
し

合
い

を
継

続
し

て
い

く
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

ブ
ッ

ポ
ウ

ソ
ウ

保
護

活
動

市
費

継
続

1
1
6

1
6

1
,4

4
3

4
月

2
9
日

地
区

内

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

自
然

保
護

に
対

す
る

意
識

の
向

上
を

図
る

。

実 施 内 容

ブ
ッ

ポ
ウ

ソ
ウ

は
県

の
天

然
記

念
物

に
指

定
さ

れ
て

い
て

、
県

内
で

は
2
0
つ

が
い

ほ
ど

し
か

い
な

い
貴

重
な

鳥
で

、
そ

の
保

護
活

動
を

通
じ

て
自

然
を

を
理

解
し

、
自

然
を

保
護

す
る

気
持

ち
を

育
て

る
機

会
を

醸
成

す
る

。
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

ブ
ッ

ポ
ウ

ソ
ウ

の
巣

箱
を

地
区

内
の

橋
の

欄
干

な
ど

に
取

り
付

け
た

。
近

年
、

大
人

だ
け

の
参

加
だ

っ
た

が
、

今
年

は
こ

ど
も

の
参

加
が

あ
り

、
意

欲
的

に
取

り
組

む
価

値
を

実
感

し
た

。
今

後
、

継
続

事
業

と
し

て
取

り
組

む
た

め
に

、
児

童
や

生
徒

の
参

加
意

識
を

高
め

ら
れ

る
よ

う
次

年
度

へ
繋

げ
た

い
。

本
活

動
を

通
し

て
、

豊
か

な
自

然
の

中
で

の
調

和
や

、
環

境
保

全
の

必
要

性
を

認
識

で
き

る
取

り
組

み
と

し
た

い
。
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南
信

濃
公

民
館

の
事

業
報

告
№

3

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

夏
休

み
子

ど
も

講
座

市
・
地

継
続

2
5
6

4
5

4
5

実
施

内
容

参
照

地
区

内

目 的

小
学

生
を

対
象

に
、

自
然

・
歴

史
・
文

化
な

ど
地

域
に

溢
れ

る
資

源
を

学
ぶ

こ
と

で
、

地
元

に
愛

着
が

持
て

る
人

づ
く
り

を
目

指
す

。

実 施 内 容

保
護

者
ア

ン
ケ

ー
ト

等
か

ら
地

域
資

源
を

活
用

し
た

連
続

講
座

を
実

施
。

対
象

：
小

学
生

　
※

②
③

④
は

学
習

交
流

に
掲

載
　

参
加

人
数

は
対

象
講

座
の

み
記

載
①

7
/
3
0
　

遠
山

流
フ

ォ
ト

ロ
ゲ

イ
ニ

ン
グ

in
和

田
宿

　
　

会
場

：
学

習
交

流
セ

ン
タ

ー
　

参
加

者
：
2
6
名

②
8
/
2

特
別

企
画

地
元

食
材

を
使

っ
た

巻
き

寿
司

、
地

元
の

竹
を

使
っ

て
流

し
そ

う
め

ん
。

　
　

会
場

：
地

域
交

流
セ

ン
タ

ー
　

講
師

：
食

生
活

改
善

グ
ル

ー
プ

　
参

加
者

：
3
0
名

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

※
学

習
交

流
推

進
事

業
に

掲
載

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

世
界

人
形

劇
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

（
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
2
0
1
8
）

地
区

費
継

続
6

4
2
0

7
0

1
,3

9
6

実
施

内
容

参
照

実
施

内
容

参
照

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
芸

術
鑑

賞
す

る
こ

と
で

、
感

情
や

情
緒

を
育

み
、

創
造

的
で

、
個

性
的

な
心

の
働

き
を

豊
か

に
す

る
よ

う
な

機
会

の
提

供
を

図
る

。

実 施 内 容

◆
遠

山
２

地
区

中
学

校
区

公
演

事
前

学
習

　
7
/
2
2
　

上
村

・
南

信
濃

公
民

館
文

化
委

員
が

中
心

に
な

り
実

施
。

講
師

：
近

藤
珠

美
（
南

信
濃

出
身

・
女

子
短

期
大

学
生

）
、

遠
山

ふ
じ

糸
伝

承
の

会
の

皆
様

　
南

信
濃

地
域

交
流

セ
ン

タ
ー

　
参

加
者

4
5
名

◆
遠

山
２

地
区

中
学

校
区

公
演

　
8
/
4
　

上
村

・
南

信
濃

公
民

館
文

化
委

員
が

中
心

に
な

り
実

施
。

　
上

村
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

セ
ン

タ
ー

　
参

加
者

1
1
2
名

◆
 南

信
濃

地
区

公
演

8
/
5
和

田
宿

を
舞

台
に

地
域

活
性

化
団

体
得

和
田

宿
に

ぎ
や

か
し

隊
が

中
心

と
な

り
実

施
。

　
紺

屋
旅

館
駐

車
場

及
び

紺
屋

旅
館

駐
車

場
　

参
加

者
7
3
名

　
8
/
1
1
文

化
委

員
が

が
中

心
と

な
り

実
施

。
　

南
信

濃
地

域
交

流
セ

ン
タ

ー
　

参
加

者
8
3
名

◆
保

育
園

公
演

　
8
/
7
和

田
保

育
園

P
T
A

が
中

心
と

な
り

実
施

。
　

南
信

濃
地

域
交

流
セ

ン
タ

ー
　

参
加

者
6
2
名

◆
 8

/
1
0
　

人
形

劇
観

劇
バ

ス
ツ

ア
ー

　
参

加
者

4
5
名

フ
ェ

ス
タ

で
賑

わ
う

街
中

の
様

子
や

雰
囲

気
を

体
験

す
る

こ
と

で
人

形
劇

の
ま

ち
を

改
め

て
知

っ
て

も
ら

う
機

会
と

し
て

実
施

。
遠

山
２

地
区

の
子

ど
も

た
ち

の
交

流
の

輪
を

広
げ

る
た

め
、

上
村

地
区

と
合

同
開

催
し

た
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

地
区

の
祭

典
と

人
形

劇
公

演
を

併
催

す
る

初
の

試
み

で
は

、
良

い
感

触
を

得
ら

れ
た

。
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

に
単

に
フ

ォ
ー

カ
ス

す
る

の
で

は
な

く
、

多
く
の

人
が

み
る

に
は

ど
う

す
れ

ば
い

い
か

。
人

形
劇

を
通

し
て

親
子

の
結

い
の

時
間

を
つ

く
る

こ
と

は
で

き
な

い
か

。
等

、
俯

瞰
的

に
み

る
こ

と
で

、
祭

り
と

併
催

す
る

。
→

人
が

集
ま

る
。

→
親

子
ど

こ
ろ

か
お

年
寄

り
と

孫
で

出
か

け
る

。
→

人
形

劇
を

観
る

。
と

い
う

好
循

環
が

生
じ

、
中

山
間

地
域

で
の

人
形

劇
公

演
の

更
な

る
可

能
性

を
感

じ
た

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

ふ
る

さ
と

コ
ン

サ
ー

ト
in

遠
山

郷
地

区
費

継
続

1
8
2

8
2

1
,3

9
6

7
月

1
4
日

か
ぐ

ら
の

湯
交

流
ホ

ー
ル

目 的

市
民

を
対

象
に

、
音

楽
を

楽
し

む
機

会
と

す
る

。
子

ど
も

た
ち

に
優

れ
た

音
楽

に
親

し
ん

で
も

ら
う

こ
と

を
目

指
す

実 施 内 容

a
ｒu

企
画

を
通

じ
、

弦
楽

五
重

奏
団

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

錦
を

招
き

、
文

化
委

員
会

・
南

信
濃

振
興

公
社

・
地

域
活

性
化

団
体

チ
ー

ム
モ

ッ
セ

に
よ

る
実

行
委

員
会

方
式

で
開

催
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

南
信

濃
振

興
公

社
と

チ
ー

ム
モ

ッ
セ

と
の

共
催

に
よ

り
昨

年
度

に
引

き
続

き
実

施
し

た
。

普
段

聴
く
こ

と
の

で
き

な
い

演
奏

を
間

近
で

聴
く
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
中

学
生

に
よ

る
オ

ー
プ

ニ
ン

グ
参

加
に

よ
り

、
生

徒
の

活
動

発
表

の
場

と
し

て
地

域
の

方
々

に
ご

覧
い

た
だ

く
機

会
を

創
出

で
き

た
。

し
か

し
な

が
ら

、
経

費
の

約
７

割
を

負
担

す
る

南
信

濃
振

興
公

社
か

ら
、

今
後

は
同

じ
よ

う
に

負
担

で
き

な
い

。
と

の
声

が
挙

が
っ

て
お

り
、

経
費

捻
出

に
つ

い
て

は
十

分
に

議
論

が
必

要
で

あ
る

。
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南
信

濃
公

民
館

の
事

業
報

告
№

4

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

遠
山

地
区

成
人

式
市

・
地

継
続

6
4
5

1
6

1
回

参
加

・
登

録
数

1
6

実
施

内
容

参
照

実
施

内
容

参
照

目 的

新
成

人
を

対
象

に
、

地
域

が
祝

い
、

成
人

と
し

て
の

自
覚

を
も

っ
て

も
ら

う
こ

と
を

目
指

す

実 施 内 容

上
村

及
び

南
信

濃
２

地
区

公
民

館
合

同
開

催
。

①
8
/
1
6

成
人

式
開

催
要

項
の

検
討

地
域

学
習

内
容

の
検

討
②

9
/
2
5

成
人

式
当

日
の

打
合

せ
地

域
学

習
内

容
の

検
討

③
1
0
/
2
2

謝
恩

会
（
祝

賀
会

）
内

容
確

認
地

域
学

習
そ

の
１

座
学

④
1
1
/
1
7

地
域

学
習

そ
の

２
体

験
⑤

1
2
/
2
9

成
人

式
及

び
謝

恩
会

最
終

確
認

⑥
1
/
1
3
　

遠
山

地
区

成
人

式
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

統
合

遠
山

中
学

校
の

４
期

目
の

卒
業

生
と

な
る

今
年

度
も

引
き

続
き

合
同

開
催

と
し

た
。

昨
年

と
同

様
に

一
人

一
言

ず
つ

言
葉

を
述

べ
、

親
や

地
域

へ
の

感
謝

や
今

後
の

夢
を

語
る

場
を

設
け

る
こ

と
と

し
た

。
新

成
人

の
一

言
で

は
、

親
へ

の
感

謝
の

言
葉

だ
け

で
な

く
、

地
域

の
皆

さ
ん

へ
の

感
謝

や
地

域
に

恩
返

し
を

し
た

い
と

の
言

葉
を

会
場

内
の

多
く
の

皆
さ

ん
の

前
で

発
言

で
き

た
こ

と
に

大
き

な
意

義
を

感
じ

た
。

新
た

な
取

り
組

み
と

し
て

、
「
保

護
者

か
ら

新
成

人
へ

贈
る

こ
と

ば
」
を

行
っ

た
。

恩
師

や
新

成
人

だ
け

で
な

く
、

保
護

者
に

と
っ

て
も

、
二

十
歳

の
節

目
を

き
っ

か
け

に
、

子
ど

も
の

成
長

に
つ

い
て

改
め

て
考

え
る

機
会

と
な

っ
た

。
年

々
に

よ
り

新
成

人
の

人
数

は
異

な
る

が
、

実
行

委
員

会
で

検
討

し
地

域
の

特
色

あ
る

成
人

式
を

目
指

し
て

い
き

た
い

。

開
催

期
日

開
催

会
場

体 育 事 業

 南
信

濃
健

康
ま

つ
り

地
区

費
新

規
1

6
5

6
5

事
業

名

目 的

地
域

の
住

民
を

対
象

に
健

康
や

食
に

対
す

る
関

心
を

高
め

、
自

身
で

行
う

健
康

づ
く

り
の

き
っ

か
け

の
場

を
提

供
す

る
。

実 施 内 容

健
康

福
祉

委
員

会
と

体
育

委
員

会
合

同
で

実
施

。
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

交
流

会
ク

ッ
ブ

・
囲

碁
ボ

ー
ル

・
ク

ロ
リ

テ
ィ

評 価

対
象

数
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

1
,3

9
6

2
月

2
3
日

南
信

濃
地

域
交

流
セ

ン
タ

ー

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

村
時

代
か

ら
行

っ
て

き
た

健
康

ま
つ

り
に

併
せ

、
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

交
流

会
を

開
催

。
高

齢
者

か
ら

子
ど

も
ま

で
幅

広
世

代
が

参
加

し
交

流
が

行
わ

れ
た

。
村

時
代

か
ら

整
備

し
て

き
た

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
が

多
く
あ

る
こ

と
か

ら
、

体
育

委
員

自
身

も
そ

れ
ぞ

れ
の

ル
ー

ル
を

学
ぶ

と
共

に
、

地
域

で
の

活
用

が
図

ら
れ

る
よ

う
取

り
組

み
を

行
っ

て
い

き
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

体 育 事 業

南
信

濃
地

区
市

民
運

動
会

地
区

費
継

続
1

―
1
0
月

7
日

南
信

濃
運

動
場

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
健

康
増

進
・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

機
会

の
提

供
を

図
る

。

実 施 内 容

地
域

住
民

の
健

康
増

進
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
機

会
の

提
供

と
し

て
、

公
民

館
委

員
会

を
中

心
と

し
た

実
行

委
員

会
体

制
で

実
施

。
全

1
8
種

目
。

内
、

5
つ

の
地

区
対

抗
種

目
は

、
木

沢
・
南

和
田

･八
重

河
内

・
和

田
橋

南
A

・
和

田
橋

南
B

・
和

田
橋

北
の

６
チ

ー
ム

に
分

か
れ

実
施

。
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

全
公

民
館

委
員

よ
る

実
行

委
員

会
体

制
に

よ
り

企
画

立
案

を
行

っ
た

。
3
年

間
雨

天
中

止
と

な
り

、
住

民
の

気
運

が
下

が
っ

て
い

た
が

、
４

年
ぶ

り
の

開
催

に
久

々
に

多
く
の

住
民

の
笑

顔
を

見
る

こ
と

が
出

来
た

。
昨

年
度

に
引

き
続

き
テ

ー
マ

を
設

定
た

こ
と

に
よ

り
、

ど
の

様
な

場
に

し
て

い
き

た
い

か
共

有
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

人
口

の
減

少
に

伴
い

、
選

手
の

選
出

が
難

し
い

地
区

も
あ

る
が

、
競

技
性

に
偏

り
す

ぎ
ず

、
観

て
参

加
し

交
流

が
深

め
ら

れ
る

運
動

会
を

目
指

し
て

い
き

た
い

。

―
1
,3

9
6

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

第
3
8
回

南
信

濃
地

区
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
大

会
地

区
費

継
続

1
9
2

9
2

1
,3

9
6

8
月

2
6
日

南
信

濃
運

動
場

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
健

康
増

進
・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

機
会

の
提

供
を

図
る

。

実 施 内 容

遠
山

中
学

校
、

橋
北

、
夜

川
瀬

、
南

和
田

、
南

部
・
木

沢
、

本
町

の
6
チ

ー
ム

が
参

加
。

1
チ

ー
ム

2
試

合
の

リ
ー

グ
戦

及
び

決
勝

戦
。

御
射

山
ソ

フ
ト

と
し

て
親

し
ま

れ
、

恒
例

の
行

事
で

あ
る

。
地

区
ご

と
や

中
学

生
チ

ー
ム

の
参

加
で

7
チ

ー
ム

が
熱

戦
を

繰
り

広
げ

た
。

1
チ

ー
ム

最
低

2
試

合
で

き
る

よ
う

に
、

変
則

ト
ー

ナ
メ

ン
ト

方
式

で
開

催
し

て
い

る
。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

地
区

内
居

住
者

や
地

区
外

に
出

て
い

る
地

縁
者

、
中

学
生

と
教

員
に

よ
る

チ
ー

ム
の

参
加

も
あ

り
、

大
会

が
盛

り
上

が
っ

た
。

地
域

の
親

睦
を

深
め

る
機

会
と

し
て

、
今

後
も

継
続

し
て

い
き

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

第
6
4
回

南
信

濃
地

区
野

球
大

会
地

区
費

継
続

1
5
9

5
9

1
,3

9
6

8
月

1
5
日

南
信

濃
運

動
場

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
健

康
増

進
・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

機
会

の
提

供
を

図
る

。

実 施 内 容

新
町

、
西

部
、

本
町

・
南

和
田

、
木

沢
・
八

重
河

内
の

４
チ

ー
ム

が
参

加
。

ト
ー

ナ
メ

ン
ト

方
式

。
盆

野
球

と
し

て
親

し
ま

れ
、

昭
和

2
4
年

か
ら

始
ま

っ
た

歴
史

あ
る

大
会

で
あ

る
。

各
チ

ー
ム

選
手

集
め

に
苦

慮
し

て
い

る
が

、
お

盆
に

帰
省

し
て

い
る

方
も

メ
ン

バ
ー

に
加

わ
り

実
施

し
て

き
て

い
る

。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

伝
統

を
受

け
継

ぐ
野

球
大

会
で

あ
り

、
帰

省
し

た
方

も
参

加
で

き
る

の
が

特
徴

で
あ

る
。

参
加

チ
ー

ム
の

代
表

と
体

育
委

員
会

を
中

心
に

し
た

実
行

委
員

会
方

式
で

行
い

、
運

営
も

全
て

持
ち

回
り

で
行

わ
れ

て
い

る
。

地
域

の
親

睦
を

深
め

る
機

会
と

し
て

、
今

後
も

継
続

し
て

い
き

た
い

。

－152－



南
信

濃
公

民
館

の
事

業
報

告
№

5

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

広 報 事 業

館
報

「
や

ま
な

み
」
の

発
行

地
区

費
継

続
4

―
―

１
０

０
０

部
通

年
―

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
地

域
の

課
題

に
対

す
る

関
心

を
高

め
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

実 施 内 容

シ
リ

ー
ズ

で
掲

載
す

る
内

容
の

ほ
か

、
特

集
ペ

ー
ジ

で
は

広
報

委
員

が
情

報
発

信
す

る
べ

き
地

域
の

話
題

を
と

ら
え

て
掲

載
し

て
い

る
。

年
4
回

発
行

と
運

動
会

特
別

号
を

発
行

す
る

。
①

第
1
8
5
号

6
月

3
0
日

発
行

（
上

村
・
南

信
濃

合
同

号
）

②
号

外
（
運

動
会

特
別

号
）
1
0

月
3
1
日

発
行

③
第

1
8
6
号

1
1
月

2
9
日

発
行

④
第

1
8
7
号

1
月

3
0
日

発
行

⑤
第

1
8
7

号
　

3
月

3
1
日

発
行

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

と
に

か
く
委

員
さ

ん
が

楽
し

み
な

が
ら

毎
号

組
み

立
て

か
ら

取
材

ま
で

実
施

し
て

い
る

。
今

回
、

第
1
8
5
号

に
つ

い
て

は
上

村
と

の
合

同
号

と
い

う
、

地
区

を
ま

た
い

だ
新

た
な

取
り

組
み

が
で

き
た

。
両

地
区

の
委

員
さ

ん
が

数
年

間
協

議
し

、
集

大
成

と
な

っ
た

合
同

号
は

地
区

内
外

か
ら

好
評

を
い

た
だ

い
た

。
ま

た
、

第
７

回
全

国
公

民
館

報
コ

ン
ク

ー
ル

に
応

募
し

、
見

事
特

別
賞

を
受

賞
し

た
。

毎
号

特
集

記
事

に
力

を
入

れ
、

そ
の

時
々

に
あ

っ
た

話
題

を
掲

載
し

た
。

よ
り

地
域

住
民

に
親

し
み

が
持

て
る

紙
面

づ
く

り
を

意
識

し
て

い
る

。
昨

年
度

か
ら

人
に

ス
ポ

ッ
ト

を
当

て
た

「
匠

人
」
シ

リ
ー

ズ
を

ス
タ

ー
ト

。
委

員
の

取
材

記
事

に
よ

り
そ

の
人

の
背

景
を

取
材

す
る

と
共

に
特

集
と

リ
ン

ク
し

た
誌

面
作

り
を

心
掛

け
た

。
次

年
度

以
降

、
効

果
的

に
情

報
発

信
が

で
き

る
よ

う
に

、
文

章
講

座
な

ど
を

実
施

し
、

委
員

の
技

術
向

上
を

図
り

た
い

。

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

第
2
1
回

南
信

濃
芸

術
祭

地
区

費
継

続
1

3
1
7

3
1
7

1
,3

9
6

1
1
月

2
2
日

か
ら

2
5
日

南
信

濃
地

域
交

流
セ

ン
タ

ー

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
芸

術
の

振
興

と
交

流
拡

大
の

機
会

の
提

供
を

図
る

。

実 施 内 容

日
ご

ろ
の

作
品

を
地

域
の

方
々

に
鑑

賞
し

て
も

ら
う

成
果

発
表

の
場

と
し

て
実

施
。

計
画

か
ら

準
備

、
片

付
け

ま
で

実
行

委
員

会
体

制
に

よ
る

運
営

で
行

っ
た

。
展

示
内

容
：
油

彩
画

・
水

彩
画

・
水

墨
画

・
デ

ッ
サ

ン
・
彫

刻
・
切

り
絵

・
貼

り
絵

・
陶

芸
・
工

芸
・
面

・
染

色
な

ど
。

今
年

は
新

た
に

、
当

地
区

に
関

係
す

る
写

真
展

覧
と

、
地

域
の

方
の

地
質

調
査

の
ポ

ス
タ

ー
展

示
発

表
を

実
施

し
た

。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

地
域

内
の

社
会

教
育

団
体

や
地

域
内

の
芸

術
家

を
中

心
に

実
行

委
員

体
制

で
主

体
的

に
運

営
を

行
な

っ
て

い
る

。
他

地
域

と
異

な
り

芸
術

作
品

展
示

に
特

化
し

た
取

り
組

み
で

あ
る

が
、

多
く
の

来
場

者
を

お
迎

え
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

し
か

し
な

が
ら

、
実

行
委

員
の

高
齢

化
が

進
み

、
準

備
の

大
変

さ
や

出
展

数
の

減
少

が
見

受
け

ら
れ

た
。

若
者

の
参

画
が

皆
無

で
あ

る
た

め
、

年
間

を
通

じ
て

も
の

づ
く
り

の
大

切
さ

な
な

ど
を

地
域

全
体

へ
周

知
し

て
い

く
取

り
組

み
が

必
要

で
あ

る
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

若
者

の
思

い
実

現
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
他

会
計

継
続

4
3
7

1
2

1
,3

9
6

実
施

内
容

参
照

南
信

濃
地

域
交

流
セ

ン
タ

ー

目 的

地
域

の
若

者
を

対
象

に
地

域
を

自
ら

の
こ

と
と

し
て

考
え

ら
れ

る
人

材
を

育
成

し
て

い
く
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

実 施 内 容

Ｕ
Ｉタ

ー
ン

の
若

者
の

思
い

を
具

現
化

す
る

活
動

を
実

施
。

引
き

出
せ

潜
在

能
力

！
遠

山
郷

学
び

隊
　

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

開
催

①
1
0
/
3
　

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
（
座

談
会

）
表

紙
面

全
体

マ
ッ

プ
を

つ
く
ろ

う
　

1
1
名

②
1
0
/
2
6

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
（
座

談
会

）
遠

山
郷

の
地

形
を

活
か

し
た

マ
ッ

プ
を

つ
く

ろ
う

　
1
1
名

③
1
0
/
2
7

遠
山

郷
の

地
形

を
活

か
し

た
マ

ッ
プ

を
つ

く
ろ

う
左

岸
＆

右
岸

マ
ッ

プ
作

成
1
5
名

④
3
/
1
0
　

春
の

街
道

縁
日

で
手

書
き

地
図

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

＆
サ

イ
ク

リ
ン

グ
を

実
施

予
定

講
師

：
手

書
き

地
図

推
進

委
員

会

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

Ｕ
Ｉタ

ー
ン

者
を

中
心

に
地

域
へ

愛
着

を
持

ち
活

動
を

行
っ

て
い

き
た

い
若

者
が

動
き

始
め

た
。

こ
の

活
動

と
想

い
を

広
げ

る
取

り
組

み
と

し
て

、
手

書
き

地
図

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

開
催

し
た

。
地

域
の

魅
力

は
個

人
が

感
じ

る
も

の
だ

け
で

は
な

く
、

他
者

と
語

る
こ

と
で

新
た

な
発

見
に

繋
が

っ
て

い
る

。
次

年
度

は
こ

れ
ら

の
学

習
を

更
に

深
め

る
活

動
を

行
い

、
若

者
の

力
を

最
大

限
に

活
か

せ
る

よ
う

引
き

続
き

支
援

を
実

施
し

て
い

き
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

遠
山

未
来

フ
ォ

ー
ラ

ム
地

区
費

継
続

1
3
9

3
9

1
,3

9
6

3
月

9
日

南
信

濃
地

域
交

流
セ

ン
タ

ー

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

地
域

の
未

来
を

共
に

考
え

、
実

践
し

て
い

く
人

材
を

育
成

し
て

い
く
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

実 施 内 容

持
続

可
能

な
地

域
を

目
指

し
、

地
域

の
将

来
像

を
地

域
住

民
が

集
い

考
え

る
機

会
の

一
歩

と
し

て
企

画
。

【
第

一
部

】
　

　
中

学
生

の
学

習
成

果
の

発
表

遠
山

中
学

校
一

年
生

に
よ

る
発

表
＆

参
加

者
に

よ
る

意
見

交
換

【
第

二
部

】
　

み
ん

な
で

南
信

濃
の

ま
ち

づ
く
り

を
考

え
ま

い
か

南
信

濃
ま

ち
づ

く
り

委
員

会
　

牧
島

　
定

好
　

様

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

第
１

部
で

は
遠

山
中

学
校

１
学

年
の

み
な

さ
ん

が
、

遠
山

に
多

く
の

人
に

来
て

も
ら

い
た

い
と

の
思

い
か

ら
、

自
分

た
ち

で
コ

マ
ー

シ
ャ

ル
づ

く
り

を
す

る
こ

と
を

前
提

に
、

地
域

の
魅

力
を

再
発

見
し

た
学

習
成

果
を

発
表

し
て

く
れ

ま
し

た
。

第
２

部
の

ま
ち

づ
く
り

に
つ

い
て

も
、

喫
緊

の
課

題
を

整
理

し
、

優
先

順
位

を
つ

け
て

、
ど

ん
な

取
り

組
み

が
必

要
な

の
か

、
様

々
な

意
見

出
し

が
あ

り
ま

し
た

。
公

民
館

の
枠

に
と

ら
わ

れ
ず

、
ま

ち
づ

く
り

委
員

会
や

各
種

団
体

と
の

連
携

し
な

が
ら

、
継

続
し

て
実

施
し

て
い

く
。

－153－



Ａ
ブ

ロ
ッ

ク
公

民
館

の
事

業
報

告
№

1

区
分

目 的

実 施 内 容

評 価

区
分

目 的

実 施 内 容

評 価

区
分

目 的

実 施 内 容

評 価

区
分

目 的

実 施 内 容

評 価

区
分

目 的

実 施 内 容

評 価

区
分

実 施 内 容

評 価

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

ブ ロ ッ ク 事 業

旧
市

５
地

区
野

球
大

会
地

区
費

継
続

1
1
0
0

1
0
0

８
チ

ー
ム

5
月

2
0
日

押
洞

運
動

場

旧
市

5
地

区
の

市
民

を
対

象
に

野
球

を
通

じ
て

の
交

流
を

目
指

す
。

各
地

区
と

も
既

存
の

野
球

チ
ー

ム
が

な
い

た
め

、
体

育
委

員
が

声
か

け
を

す
る

こ
と

で
チ

ー
ム

を
編

成
し

、
開

催
し

て
い

る
。

参
加

チ
ー

ム
数

：
橋

北
２

、
橋

南
１

、
羽

場
２

、
丸

山
１

、
東

野
２

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

準
備

・
審

判
等

も
参

加
チ

ー
ム

に
よ

る
自

主
的

な
運

営
が

定
着

し
て

き
て

い
る

。
５

地
区

の
若

年
層

が
集

ま
る

貴
重

な
交

流
の

場
と

な
っ

て
い

る
の

で
、

来
年

度
も

引
き

続
き

開
催

し
て

い
き

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

ブ ロ ッ ク 事 業

A
ブ

ロ
ッ

ク
芸

能
祭

他
会

計
継

続
1

1
5
0

1
5
0

2
5
団

体
6
月

1
7
日

飯
田

市
公

民
館

旧
市

5
地

区
で

活
動

す
る

団
体

を
対

象
に

芸
能

発
表

及
び

交
流

の
場

と
な

る
こ

と
を

目
指

す
。

２
年

に
１

度
の

開
催

。
代

表
者

会
を

開
き

、
出

場
順

を
決

定
。

直
前

の
1
週

間
を

か
け

て
飯

田
市

公
民

館
ホ

ー
ル

に
て

、
ホ

ー
ル

担
当

者
を

交
え

音
響

と
照

明
の

リ
ハ

ー
サ

ル
を

行
っ

た
。

芸
能

祭
は

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
地

区
内

回
覧

し
当

日
を

向
か

え
参

加
者

や
観

客
で

賑
わ

っ
た

。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

参
加

者
が

固
定

化
、

高
齢

化
し

て
い

る
こ

と
が

課
題

と
し

て
認

識
さ

れ
て

い
る

が
、

こ
の

芸
能

祭
を

楽
し

み
に

し
て

い
る

参
加

者
や

観
客

も
い

る
。

新
た

な
団

体
の

育
成

・
参

加
が

芸
能

祭
を

盛
り

上
げ

て
い

く
の

で
は

な
い

か
と

感
じ

る
の

で
、

今
後

も
検

討
が

必
要

。
A

ブ
ロ

ッ
ク

全
て

の
主

事
が

リ
ハ

ー
サ

ル
か

ら
参

加
し

た
た

め
当

日
は

ス
ム

ー
ズ

に
進

行
す

る
こ

と
が

出
来

た
。

ブ
ロ

ッ
ク

事
業

と
し

て
継

続
す

る
た

め
に

協
力

し
て

事
業

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

ブ ロ ッ ク 事 業

旧
市

５
地

区
少

年
野

球
大

会
他

会
計

継
続

1
6
0

6
0

２
チ

ー
ム

1
2
月

2
日

県
営

飯
田

野
球

場

旧
市

５
地

区
少

年
野

球
チ

ー
ム

を
対

象
に

野
球

の
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
と

交
流

を
目

指
す

。

「
橋

北
・
橋

南
合

同
チ

ー
ム

」
と

「
羽

場
・
丸

山
・
東

野
合

同
チ

ー
ム

」
の

参
加

で
大

会
を

行
っ

た
。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

企
画

運
営

を
自

主
的

に
各

少
年

野
球

チ
ー

ム
の

保
護

者
が

お
こ

な
っ

て
い

る
。

丘
の

上
の

児
童

も
減

少
傾

向
に

あ
り

、
来

年
度

か
ら

は
旧

市
５

地
区

全
体

で
１

チ
ー

ム
と

な
る

。
次

年
度

以
降

こ
の

大
会

は
実

施
さ

れ
な

い
が

、
公

民
館

と
し

て
青

少
年

健
全

育
成

の
観

点
か

ら
、

各
少

年
少

女
ス

ポ
ー

ツ
団

体
に

ど
の

よ
う

な
支

援
が

で
き

る
か

も
含

め
て

検
討

を
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

ブ ロ ッ ク 事 業

丘
の

上
５

地
区

囲
碁

ボ
ー

ル
大

会
他

会
計

継
続

1
1
0
0

1
0
0

3
2
チ

ー
ム

3
月

1
0
日

丸
山

小
学

校
体

育
館

旧
市

５
地

区
の

住
民

を
対

象
に

、
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

の
普

及
の

た
め

の
講

習
と

交
流

を
目

指
す

。

旧
市

５
地

区
の

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
で

の
交

流
の

た
め

に
開

催
し

た
。

５
回

目
と

な
る

今
年

度
は

、
昨

年
度

と
同

じ
く

、
各

地
区

で
地

区
全

体
に

参
加

者
募

集
の

周
知

を
行

っ
た

。
「
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

体
験

会
」
も

並
行

し
て

行
い

、
デ

ィ
ス

ク
ス

テ
ィ

ッ
ク

ゲ
ー

ム
、

ラ
ダ

ー
ゲ

ッ
タ

ー
等

の
体

験
会

を
開

催
し

た
。

参
加

チ
ー

ム
：
3
0
チ

ー
ム

（
各

地
区

よ
り

６
チ

ー
ム

参
加

）
大

会
終

了
後

に
は

、
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
と

体
育

委
員

に
よ

る
懇

親
会

を
行

い
、

５
館

の
交

流
会

を
行

っ
た

。

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
は

一
般

住
民

対
象

の
大

会
と

し
た

が
大

人
数

の
参

加
者

を
得

る
こ

と
が

で
き

、
各

地
区

で
囲

碁
ボ

ー
ル

の
普

及
が

進
ん

で
い

る
こ

と
が

伺
え

た
。

「
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

体
験

会
」
を

行
っ

た
こ

と
で

、
囲

碁
ボ

ー
ル

以
外

の
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

の
普

及
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

こ
と

が
良

か
っ

た
。

ま
た

、
5
地

区
の

体
育

委
員

と
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
の

交
流

の
場

に
も

な
っ

て
お

り
、

こ
の

機
会

を
大

切
に

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

今
後

も
囲

碁
ボ

ー
ル

を
は

じ
め

と
し

た
誰

で
も

で
き

る
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

の
普

及
に

よ
り

地
域

の
健

康
促

進
と

交
流

を
図

っ
て

い
き

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

ブ ロ ッ ク 事 業

A
ブ

ロ
ッ

ク
シ

ニ
ア

・
レ

デ
ィ

ー
ス

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

大
会

他
会

計
継

続
2

1
5
0

7
5

５
チ

ー
ム

実
施

内
容

参
照

押
洞

運
動

場

旧
市

５
地

区
の

市
民

（
高

齢
者

と
女

性
）
を

対
象

に
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
を

通
じ

て
の

交
流

を
目

指
す

。

O
B

ソ
フ

ト
、

レ
デ

ィ
－

ス
ソ

フ
ト

の
チ

ー
ム

の
試

合
を

通
じ

て
の

交
流

と
親

睦
。

春
季

大
会

：
５

月
2
6
日

  
  

  
  

秋
季

大
会

：
1
1
月

３
日

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

５
地

区
と

も
に

シ
ニ

ア
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
の

団
体

が
あ

り
、

運
営

な
ど

は
担

当
チ

ー
ム

が
自

主
的

に
行

っ
て

い
る

。
参

加
者

の
生

き
甲

斐
に

も
な

っ
て

お
り

、
次

年
度

も
引

き
続

き
実

施
し

て
い

き
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

ブ ロ ッ ク 事 業

A
ブ

ロ
ッ

ク
広

報
・
館

報
研

修
会

他
会

計
継

続
1

4
0

4
0

5
0

1
0
月

5
日

丸
山

公
民

館

旧
市

５
地

区
の

公
民

館
報

・
ま

ち
づ

く
り

会
報

作
成

委
員

を
対

象
に

作
成

技
術

向
上

と
交

流
を

目
指

す
。

毎
年

１
回

研
修

を
開

催
し

て
い

る
。

7
月

7
日

に
予

定
し

て
い

た
が

、
災

害
対

応
の

た
め

中
止

。
1
0
月

5
日

に
開

催
。

演
題

：
「
記

事
の

内
容

の
見

つ
け

方
」

講
師

：
橋

南
公

民
館

館
長

　
北

林
　

明
　

氏
伊

賀
良

公
民

館
広

報
部

長
　

　
北

林
　

省
治

　
氏

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

今
年

度
は

、
館

報
・
広

報
の

発
行

に
携

わ
る

中
で

、
館

報
発

行
の

意
義

を
理

解
す

る
こ

と
が

大
切

だ
と

い
う

思
い

か
ら

開
催

。
よ

り
充

実
し

た
館

報
・
広

報
を

創
り

あ
げ

て
い

け
る

、
ま

た
丘

の
上

５
地

区
の

委
員

同
士

の
交

流
す

る
機

会
を

設
け

た
。

来
年

度
以

降
も

伝
え

る
事

の
大

切
さ

、
意

義
な

ど
を

学
ぶ

と
同

時
に

、
交

流
と

い
う

部
分

も
大

切
に

し
な

が
ら

継
続

し
て

実
施

し
た

い
。
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Ａ
ブ

ロ
ッ

ク
公

民
館

の
事

業
報

告
№

2

区
分

実 施 内 容

評 価

区
分

区
分

区
分

実
施

内
容

参
照

実
施

内
容

参
照

目 的

Ｂ
ブ

ロ
ッ

ク
館

長
・
主

事
を

対
象

に
ブ

ロ
ッ

ク
内

に
点

在
す

る
地

域
資

源
の

学
習

会
を

開
催

し
各

地
域

に
対

す
る

認
識

を
深

め
る

。

実 施 内 容

今
年

度
は

上
郷

公
民

館
が

当
番

で
研

修
会

を
実

施
し

た
。

期
日

：
１

１
月

５
日

会
場

：
野

底
山

森
林

公
園

内
容

：
ふ

る
さ

と
学

習
の

推
進

取
り

組
み

に
つ

い
て

　
　

　
　

現
地

見
学

「
野

底
山

の
歴

史
を

紐
解

く
」

　
　

　
　

 案
内

人
：
上

郷
公

民
館

 館
長

 渡
邉

義
昭

　
　

　
　

講
義

「
野

底
山

論
～

上
郷

と
東

野
の

利
権

争
い

～
」

　
　

　
　

意
見

交
換

会

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

本
年

は
上

郷
公

民
館

が
当

番
で

、
上

郷
の

野
底

山
森

林
公

園
を

巡
り

、
「
姫

宮
林

間
学

校
」
に

関
す

る
こ

と
、

「
野

底
山

論
」
に

関
す

る
こ

と
の

お
話

か
ら

、
上

郷
地

区
の

歴
史

や
先

人
の

考
え

に
触

れ
る

機
会

と
な

っ
た

。
意

見
交

換
の

中
で

は
、

ふ
る

さ
と

学
習

を
進

め
て

い
く
う

え
で

、
地

域
に

と
っ

て
そ

の
場

所
や

も
の

が
ど

の
よ

う
な

背
景

が
あ

り
、

ま
た

そ
こ

に
関

わ
る

人
た

ち
が

ど
う

い
う

想
い

を
持

っ
て

い
た

か
と

い
う

こ
と

を
、

そ
こ

に
住

む
人

た
ち

が
認

識
で

き
る

こ
と

が
大

切
だ

と
い

う
こ

と
を

共
有

し
、

今
後

の
ふ

る
さ

と
学

習
に

つ
い

て
考

え
る

機
会

と
な

っ
た

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

ブ ロ ッ ク 事 業

B
ブ

ロ
ッ

ク
館

長
・
主

事
学

習
会

０
円

継
続

1
1
9

1
9

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

実
施

内
容

参
照

実
施

内
容

参
照

目 的

Ｂ
ブ

ロ
ッ

ク
の

５
地

区
の

市
民

（
園

児
・
児

童
の

親
子

）
を

対
象

に
人

形
劇

を
通

じ
た

芸
術

文
化

振
興

を
図

る
。

実 施 内 容

世
界

人
形

劇
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

に
向

け
た

プ
レ

企
画

と
し

て
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
（
「
わ

た
し

だ
け

の
ワ

ッ
ペ

ン
ケ

ー
ス

」
作

り
）
と

「
ザ

・
ス

リ
ー

デ
イ

ズ
マ

ー
ケ

ッ
ト

シ
ア

タ
ー

」
の

皆
さ

ん
に

よ
る

特
別

公
演

を
実

施
。

期
日

：
７

月
2
9
日

会
場

：
鼎

公
民

館
内

容
：
●

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
　

わ
た

し
だ

け
の

ワ
ッ

ペ
ン

ケ
ー

ス
づ

く
り

　
　

　
　

　
講

師
　

宮
澤

さ
ん

、
　

協
力

　
青

山
さ

ん
、

織
物

ク
ラ

ブ
の

皆
さ

ん
　

　
　

  
●

特
別

公
演

　
　

　
　

　
劇

団
：
ザ

・
ス

リ
ー

デ
イ

ズ
マ

ー
ケ

ッ
ト

シ
ア

タ
ー

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

「
ワ

ッ
ペ

ン
に

愛
着

を
持

ち
、

地
区

公
演

へ
足

を
運

ん
で

ほ
し

い
」
と

い
う

願
い

か
ら

企
画

し
た

。
参

加
者

の
様

子
を

み
る

と
、

親
子

で
真

剣
に

楽
し

そ
う

に
つ

く
っ

て
い

る
姿

が
印

象
的

で
、

ま
た

、
公

演
に

移
動

す
る

際
に

「
か

わ
い

い
ケ

ー
ス

が
出

来
た

ね
」
「
か

っ
こ

い
い

ね
」
な

ど
、

参
加

者
と

ス
タ

ッ
フ

が
出

来
立

て
の

ケ
ー

ス
で

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。
今

回
は

、
様

々
な

人
に

協
力

し
て

も
ら

い
、

特
に

、
宮

澤
さ

ん
と

は
、

参
加

者
に

楽
し

ん
で

も
ら

え
る

こ
と

を
一

緒
に

考
え

な
が

ら
企

画
で

き
た

。
企

画
者

側
か

ら
み

る
と

、
ワ

ッ
ペ

ン
ケ

ー
ス

を
つ

け
た

子
ど

も
た

ち
が

喜
ぶ

姿
、

真
剣

に
人

形
劇

を
観

る
姿

が
、

フ
ェ

ス
タ

へ
の

ワ
ク

ワ
ク

感
に

つ
な

が
る

と
感

じ
た

。
色

々
な

ア
イ

デ
ィ

ア
を

持
っ

た
人

と
つ

な
が

り
、

共
に

考
え

て
企

画
す

る
、

今
回

の
よ

う
な

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
が

、
地

区
へ

広
が

っ
て

い
く
と

良
い

と
感

じ
た

。

開
催

期
日

開
催

会
場

ブ ロ ッ ク 事 業

い
い

だ
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

　
わ

た
し

だ
け

の
ワ

ッ
ペ

ン
ケ

ー
ス

を
つ

く
ろ

う
地

区
費

新
規

1
4
8

4
8

数
量

的
成

果
（
項

目
名

と
数

値
）

良
か

っ
た

９
６

％
、

良
く
な

か
っ

た
０

％
、

ど
ち

ら
で

も
な

い
４

％

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

昨
年

度
と

同
様

に
研

修
・
情

報
交

換
を

分
科

会
ご

と
に

開
催

し
た

。
分

科
会

で
は

、
担

当
地

区
委

員
が

テ
ー

マ
を

設
定

し
、

企
画

運
営

を
主

体
的

に
実

施
し

た
。

懇
親

会
で

は
地

区
を

超
え

た
交

流
を

行
い

、
参

加
者

か
ら

は
好

評
で

あ
っ

た
。

来
年

度
以

降
も

引
き

続
き

情
報

交
換

会
と

し
て

内
容

を
検

討
し

な
が

ら
実

施
し

て
い

き
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数

6
2

2
3
5

6
月

1
8
日

松
尾

公
民

館

目 的

ブ
ロ

ッ
ク

内
の

公
民

館
委

員
を

対
象

に
、

委
員

同
士

の
研

修
・
研

鑚
・
情

報
交

換
を

目
的

に
開

催
す

る
。

実 施 内 容

Ｃ
ブ

ロ
ッ

ク
公

民
館

委
員

（
文

化
・
体

育
・
広

報
・
育

成
等

）
を

対
象

に
、

情
報

交
換

会
を

実
施

。
今

年
度

は
次

の
よ

う
な

形
態

で
実

施
し

た
。

全
体

会
講

話
「
飯

田
市

ら
し

い
公

民
館

活
動

の
魅

力
に

つ
い

て
」

講
師

：
飯

田
市

公
民

館
副

館
長

　
秦

野
高

彦
 氏

○
文

化
育

成
　

地
域

の
魅

力
を

歩
い

て
知

ろ
う

！
○

体
育

　
ス

ポ
ー

ツ
ガ

ラ
ッ

キ
ー

　
　

会
場

：
飯

田
勤

労
者

体
育

セ
ン

タ
ー

第
１

体
育

館
○

広
報

　
楽

し
い

館
報

づ
く
り

～
ネ

タ
を

考
え

よ
う

～

評 価

ブ ロ ッ ク 事 業

Ｃ
ブ

ロ
ッ

ク
情

報
交

換
会

他
会

計
継

続
1

6
2

C
ブ

ロ
ッ

ク
公

民
館

の
事

業
報

告
事

業
名

予
算

区
分

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

B
ブ

ロ
ッ

ク
公

民
館

の
事

業
報

告

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

ブ ロ ッ ク 事 業

A
ブ

ロ
ッ

ク
女

性
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
大

会
他

会
計

継
続

2
1
2
0

6
0

５
チ

ー
ム

実
施

内
容

参
照

実
施

内
容

参
照

旧
市

5
地

区
公

民
館

に
所

属
す

る
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
チ

ー
ム

を
対

象
に

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

を
通

じ
て

の
交

流
を

目
指

す
。

各
館

所
属

の
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
団

体
の

リ
ー

グ
戦

に
よ

る
交

流
試

合
。

春
季

大
会

　
期

日
：
６

月
1
2
日

・
2
0
日

　
　

場
所

：
丸

山
小

学
校

体
育

館
　

５
チ

ー
ム

参
加

秋
季

大
会

　
期

日
：
1
0
月

1
6
日

・
2
4
日

　
 場

所
：
丸

山
小

学
校

体
育

館
　

５
チ

ー
ム

参
加

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

各
公

民
館

所
属

の
グ

ル
ー

プ
に

よ
る

練
習

の
成

果
発

表
の

機
会

で
、

相
互

交
流

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。
交

流
を

目
的

と
し

て
い

る
た

め
順

位
は

付
け

ず
、

和
気

あ
い

あ
い

と
し

た
空

気
で

実
施

で
き

て
い

る
。

次
年

度
以

降
も

当
番

館
を

中
心

と
し

て
実

施
し

て
い

き
た

い
。
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Ｄ
ブ

ロ
ッ

ク
公

民
館

の
事

業
報

告
№

1

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業

名
事

業
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

ブ ロ ッ ク 事 業

Ｄ
ブ

ロ
ッ

ク
小

学
生

交
流

会
地

区
費

継
続

1
1
9

1
9

2
0
0

7
月

2
6
日

旧
小

笠
原

家
書

院
ほ

か

目 的

Ｄ
ブ

ロ
ッ

ク
内

６
小

学
校

の
児

童
を

対
象

に
、

中
学

校
進

学
前

の
交

流
を

図
り

つ
つ

、
地

域
の

特
色

や
施

設
を

知
る

。

実 施 内 容

内
容

：
旧

小
笠

原
家

書
院

の
見

学
、

カ
レ

ー
作

り
、

ス
イ

カ
割

り
、

　
　

　
　

カ
レ

ー
を

食
べ

な
が

ら
交

流
、

感
想

記
入

、
発

表
対

象
：
上

久
堅

、
千

代
、

千
栄

、
龍

江
、

川
路

、
三

穂
小

学
校

の
３

～
６

年
生

講
師

：
三

穂
地

区
食

生
活

改
善

推
進

協
議

会
会

場
：
旧

小
笠

原
家

書
院

、
三

穂
公

民
館

※
小

学
生

同
士

の
交

流
と

地
域

を
知

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
４

年
目

。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

毎
年

参
加

す
る

児
童

に
と

っ
て

は
、

恒
例

の
事

業
に

な
っ

て
お

り
、

参
加

児
童

の
感

想
を

聞
い

て
も

、
ま

た
、

こ
の

事
業

を
通

し
て

友
達

が
で

き
た

り
と

、
目

的
に

沿
っ

た
事

業
と

な
っ

て
い

る
。

来
年

も
子

ど
も

達
の

様
子

に
応

じ
て

目
的

を
き

ち
ん

と
据

え
た

上
で

工
夫

し
て

実
施

し
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

ブ ロ ッ ク 事 業

Ｄ
ブ

ロ
ッ

ク
公

民
館

　
運

動
会

情
報

交
換

会
地

区
費

新
規

1
2
6

2
6

5
0

7
月

1
0
日

龍
江

公
民

館

目 的

ブ
ロ

ッ
ク

内
の

体
育

正
副

委
員

長
・
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
を

対
象

に
、

運
動

会
に

つ
い

て
情

報
交

換
の

場
を

設
け

、
意

識
の

向
上

を
図

る
。

実 施 内 容

５
地

区
公

民
館

の
体

育
正

副
委

員
長

及
び

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

の
交

流
会

①
各

地
区

の
運

動
会

の
概

要
や

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
比

較
②

情
報

交
換

会
③

懇
親

会
評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

各
地

区
の

運
動

会
の

困
り

ご
と

や
種

目
に

つ
い

て
情

報
交

換
を

行
っ

た
。

D
ブ

ロ
ッ

ク
は

交
流

ｽ
ﾎ

ﾟｰ
ﾂ

大
会

な
ど

が
あ

り
、

委
員

長
同

士
が

顔
見

知
り

な
ど

も
あ

っ
て

、
多

く
の

話
し

合
い

が
で

き
た

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

ブ ロ ッ ク 事 業

Ｄ
ブ

ロ
ッ

ク
バ

ド
ミ

ン
ト

ン
大

会
地

区
費

継
続

1
5
0

5
0

9
,2

2
5

9
月

3
0
日

竜
峡

中
学

校
体

育
館

目 的

Ｄ
ブ

ロ
ッ

ク
５

地
区

で
活

動
す

る
バ

ド
ミ

ン
ト

ン
チ

ー
ム

を
対

象
に

、
地

区
を

超
え

た
交

流
と

健
康

増
進

を
図

る

実 施 内 容

上
久

堅
、

千
代

、
龍

江
、

川
路

、
三

穂
の

バ
ト

ミ
ン

ト
ン

ク
ラ

ブ
が

参
加

し
交

流
戦

を
実

施
【
順

位
】
　

優
勝

：
龍

江
　

準
優

勝
：
三

穂
　

３
位

：
川

路
　

４
位

：
上

久
堅

　
５

位
：
千

代
※

チ
ー

ム
代

表
者

会
な

ど
で

、
試

合
内

容
の

検
討

を
行

い
、

参
加

者
に

よ
る

自
主

的
な

大
会

運
営

が
で

き
て

い
る

。

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

5
地

区
全

て
か

ら
チ

ー
ム

が
参

加
し

、
地

区
を

超
え

た
交

流
の

機
会

と
な

っ
た

。
次

年
度

に
な

っ
て

か
ら

チ
ー

ム
代

表
者

会
を

開
催

し
、

内
容

の
検

討
や

日
程

の
決

定
等

行
っ

て
い

く
。

事
業

名
事

業
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

ブ ロ ッ ク 事 業

Ｄ
ブ

ロ
ッ

ク
交

流
ス

ポ
ー

ツ
大

会
地

区
費

継
続

1
7
2

7
2

9
,2

2
5

2
月

2
4
日

龍
江

小
体

育
館

ほ
か

目 的

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
て

Ｄ
ブ

ロ
ッ

ク
公

民
館

委
員

及
び

住
民

同
士

の
交

流
を

行
い

、
各

地
区

の
情

報
交

換
の

場
と

す
る

。

実 施 内 容

各
地

区
２

チ
ー

ム
（
公

民
館

委
員

チ
ー

ム
＆

各
地

区
で

活
動

す
る

ク
ラ

ブ
チ

ー
ム

等
）
に

よ
る

交
流

戦
　

共
催

：
飯

田
市

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

協
議

会
　

種
目

：
ワ

ン
バ

ウ
ン

ド
ふ

ら
ば

～
る

バ
レ

ー
　

成
績

：
ク

ラ
ブ

　
 優

勝
：
上

久
堅

、
準

優
勝

：
三

穂
、

３
位

：
川

路
、

４
位

千
代

、
５

位
龍

江
　

　
　

　
 公

民
館

　
優

勝
：
川

路
、

準
優

勝
：
上

久
堅

、
３

位
：
龍

江
、

４
位

三
穂

、
５

位
千

代

評 価

【
総

括
と

今
後

の
方

向
付

け
】

昨
年

に
引

き
続

き
館

長
・
主

事
が

コ
ー

ラ
ス

グ
ル

ー
プ

発
表

会
の

た
め

不
在

の
時

間
が

多
か

っ
た

が
、

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

と
協

力
し

、
無

事
運

営
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
て

、
地

域
を

超
え

た
親

睦
が

図
ら

れ
て

お
り

、
貴

重
な

機
会

と
な

っ
て

い
る

。
来

年
度

も
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
さ

ん
と

協
力

し
て

実
施

し
て

行
け

る
と

良
い

。
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飯田市の公民館略年表

年度  管理・令規  学習活動  行事的動向 一般的関係事項

昭和
22以前

21.7公民館設置次官通牒
憲法・教育基本法・自治法

23
飯田市公民館設置
(館長は市長兼務)

講演会等さかん
ナトコ巡回映画
青年補習学校(7)

生活合理化展共催 教育委員会法

24 社会教育法公布 スクェアダンス普及

25
青年演劇
コンクール(郡公)

図書館法
文化財保護法

26
博物館法(学芸員設置)
下伊那公民館主事会発足

27 市営球場建設 下伊那公運協脱会

28
青年学級(8)
天龍峡夏期大学

館建設基金
バレー公演

青年学級振興法施行

29 中央公民館落成 婦人学級始まる

30 婦人文集活動興る

31

地区公民館８館並立
（専任主事８人）
公民館条例制定

第１回町村合併１市７ヶ村
市図書館条例制定
市連合青年団結成
地方教育行政の組織及び運営
に関する法律制定

32 市公民館処務規則 市図書館分館規則

33 通信教育学級開設 体育施設条例

34
告示「公民館の設置運営
に関する基準」
社会教育法一部改正

ラジオ婦人学級 開設

35 市民プール落成 政治学習興る

36

公民館９館並立となる
（社教主事１人公民館
主事９人）
   使用料条例

４月川路村編入合併
６月梅雨前線集中豪雨災害
過疎地域の人口流出目立つ
スポーツ振興法
テレビ普及

37 第１回公民館大会 農村部人口流出続く

38
松尾公民館使用料条例
社教主事設置１

商業青年学級開設
国庫補助事業で家庭教育学
級始まる

第２回公民館大会
地域開発の声おこる
文部省：進展する社会と公民
館

39
地区公民館12館並立
地区公民館使用規則

青年学級(6) 県公民館大会飯田開催
 (市公大会合流)

上久堅、千代、龍江の３ヶ
村、市に合併

40
青年学級(11)
母親文庫(14グループ)

歩こう会始まる 下伊那テーゼ「公民館主事の
性格と役割」発表

41
母親バレーボールさか
ん

文化財保護条例制定
市、地財法準用

42
下久堅虎岩分館設置 松尾学童クラブ開設 全公連「公民館のあるべき

姿・今日的指標」発表

43
旧市、５地区館設置で
16館並立となる
 (公民館主事14人)

青年学級減少(5) 成人式８月実施
早起き野球、体操祭さ
かん

体育指導委員設置規則

44 青年文化祭（市連青）

45 文部省嘱託で婦人学級 旧小笠原書院条例制定

46

公民館主事に社教主事
を補職 １人
青年学級規則
松尾水城分館設置

文部省委嘱事業[公民館
運営基準研究]始まる
地区市民運動会さかん

社会教育審議会答申「急激な
社会構造の変化に対処する社
会教育のあり方について」
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飯田市の公民館略年表

年度  管理・令規  学習活動  行事的動向 一般的関係事項

47
県民運動広場管理
社会教育指導員設置
松尾明分館設置

青年セミナー開設 公民館芸能祭始まる 飯田文化会館開所

48

飯田市公民館運営基準
研究報告書作成（４つ
の運営原則を打ち出
す）

高齢者教室開設(2)
市民セミナー開始
主事会報創刊10月

県民体育飯伊大会

49

山本公民館建設
松尾新井分館設置

市民セミナー全地区で実施
竜丘でモデル婦人学級

地区文化祭さかん 社会体育係長設置
社会教育課に青少年係設置
少年補導センター設置
考古資料館開所

50

市公民館改築工事始ま
る
竜丘公民館建設

龍江でモデル婦人学級
高齢者教室(6)

青年スポーツ祭始まる
母 親 バ レ ー ボ ー ル大
会、社会教育課から公
民館へ

市財政悪化
夜間照明施設９ヶ所
学校夜間無人化
公民館支所宿直廃止
スポーツ主事設置
社会教育課に国体準備事務局
設置

51

飯田市公民館竣工
竜丘公民館竣工
公民館が社会教育機関
として独立（副館長制
となり、市公に管理
係、指導係を設置）

松尾でモデルセミナー
座光寺でモデル婦人学級
母と子の公民館活動はじま
る（旧市５館）

趣味の教室さかん
市公民館開館記念行事
として郷土日本画家遺
作展及び遺作集刊行
ＯＢ野球大会

学校施設開放始まる

52

下久堅公民館竣工 セミナー学習活発となり、
各地で地域課題への取組み
が広がる。
市民大学講座、乳幼児学級
始まる。

優良公民館として文部
大臣表彰受賞

市民憲章制定
第３次全国総合開発計画策定

53

旧市ではじめての単独
館羽場公民館竣工

健康学習広がる
運営委員会方式の学級運営

県公民館大会が飯田市
で開催

やまびこ国体
市制４０周年
第２次基本構想・基本計画策
定
教育委員会に教育次長を設置

54

丸山公民館竣工
千代公民館竣工

地区公民館でも地域に根ざ
した大学講座開設の動き

人形劇カーニバル始ま
る

地方の時代、文化の時代
ビデオ機器が普及
社会教育委員設置
社会教育功労者表彰規定設置
飯伊がモデル定住圏に指定さ
れる
中教審「地域社会と文化につ
いて」答申

55
上久堅公民館竣工 セミナー学習が発展し、地

域計画づくりの動きも表わ
れる

健康学習がブームに

56
川路公民館竣工 福祉テーマの学習活動が始

まる
高齢者の文集づくりさ
かん

中教審答申「生涯教育につい
て」
新飯田市立図書館竣工

57
龍江公民館竣工

天竜峡夏期大学30周年
成人男性を対象とした学習
も
ビデオ利用の放送利用学習

58
三穂公民館竣工 少年対象の学習始まる 国土庁定住構想推進調査

「地域文化の振興に関する調
査」が行なわれる

59
 東野公民館竣工 ｢ふるさと再発見｣をテーマ

にいくつ かのプロジェクト
事業を実施

人形劇グループの育成
飯田線教室
風越百景児童絵画展

鼎町と合併
風越山麓研修センター開所
飯田市が非核平和都市宣言
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年度  管理・令規  学習活動  行事的動向 一般的関係事項

60

橋北、橋南公民館独立
市公主事配置
座光寺公民館竣工
公民館予算２億に

明日の親の学級をはじめ、
各地で家庭教育学級さかん
市民大学講座「伊那谷の自
然と文化シリーズ」始まる
天文教室各地で実施

カーニバル事務局が公
民館に
綱引き大会広がる

学校開放夜間照明有料化

61

親子対象の学習活動さかん
平和を考える婦人の集い開
催
ハレー彗星観測会

放送利用中南地区研修
会開催
ビデオ機器が充実
市民ギャラリー設置
郷土日本画家遺作展

62

伊賀良公民館竣工
社会教育主事７人

主婦の再就職準備
セミナー、高校生講座始ま
る

松下財団の視聴覚教育
研究事業
世界フェス事務局設置

第４次全国総合開発計画策定
第３次基本構想、基本計画策
定
体育課設置
美術博物館建設始まる
人形劇場建設始まる

63

家庭教育地域交流事業を受
けて全地区で家庭教育に取
り組む
情報活用能力育成講座

世界フェス開催
主事全員がフェス事務
局を兼務
フェス終了後カーニバ
ル事務局が文化会館へ
移行

人形劇場竣工
文化会館竣工
生涯学習モデル市町村の指
定を受け「生涯学習のまちづ
くり推進本部」設置

平成
元

松尾公民館竣工 魅力ある地域づくりのため
のプロジェクト事業始まる
（むこう３ヶ年）

郷土日本画家６人遺作
展
成人式１月開催に変更

飯田市美術博物館が開館

2

地域文化フォーラム企
画課から事務局移管
人形劇サークル創 設育
成事業
飯田市公民館大会学習
交流都市構想の発表集
会を兼ねて開催

生涯学習の振興のための施策
の推進体制等の整備に関する
法律制定

3
マップづくりさかん 県主事総会飯田市で開

催
婦人行動計画策定作業始まる

4

公民館使用料金改定 平和学習事業費が予算化さ
れ、平和学習の内容強化が
図られる
主事会に事業別プロジェク
ト体制

県公民館大会、飯田市
で開催

新市立病院竣工
信州飯田女性プラン策定
生涯学習審議会答申「今後の
社会の動向に対応した生涯学
習の振興方策について」

5

新山本公民館竣 補助事業で「青年塾」「男
女共同参画塾」実施

成人式を青年塾の活動
発表の場に模様替え
飯田市公民館活動史刊
行
体制研究委員会で分館
活動の研究

上郷町と合併
飯伊地域が地方拠点都市に
指定される
浜松とのりんご交流始まる
女性室設置

6

主事会プロジェクト
 ｢人形劇カーニバル｣
 ｢青年塾｣
 ｢地域課題発見｣
 ｢学習グループネットワーク｣
で研究と実践が行なわれる

“はたち”のイメージ
ソングづくり、成人式
で発表

21飯田まちづくり会議、基本
構想のたたき台がつくられる
シャルルヴィルメジェール市
などへ主事２人視察研修参加
生涯学習審議会答申「地域に
おける生涯学習機会の充実に
ついて」

7

主事会プロジェクト
｢人形劇カーニバル｣｢青年

塾｣｢地域課題発見｣｢市民
ネットワーク｣｢分館補助金
制度｣｢委員報酬｣ ｢市民参加
とワークショップ｣ ｢公民館
建設｣で実践と研究が行なわ
れる

戦後50年で、平和を祈
念した一連の行事｢満州
移 民 の 集 い ｣ ｢ 平 和
フォーラム｣などを開催
青年塾韓国扶余へ

基本構想、基本計画策定
全庁業務革新（キックオフ）
に基 づき、機構改革論議に
阪神大震災、主事からもボラ
ンティアに参加
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年度  管理・令規  学習活動  行事的動向 一般的関係事項

8

主事会プロジェクト｢条件整
備｣が加わる
人事課と共催し､地域活動家
の話を聞く研修会実施(月1
度ペース)

青年塾のテーマを国際
交流とし、マレーシア
に訪問。
異文化セミナー開講
郷土日本画家遺作
展開催､遺作集発行

機構改革により生涯学習課市
公に配置
基本計画スタート
女性室独立配置
起業家支援セミナー実施

9

主事会プロジェクト
｢人形劇カーニバル｣｢青年

塾｣ ｢市民ネットワーク｣｢条
件整備｣に加え｢中心市街地
活性化｣が行われる。
 ｢情報研究｣が始まる

異文化セミナー「わい
わいサロン」開設
狭間壮「心のうたコン
サート」(公民館発足50
年記念)
青年塾マレーシア、三
遠 南 信 、 飯 田 （ りん
ご）の交流を体験

公民館制度発足５０周年
多くの公民館で５０周年記念
事業やその準備が始まる
東大教育学部ゼミが飯田市の
教育文化活動を調査

10

主事会プロジェクト
「人形劇カーニバル｣｢青年
塾｣｢市民ネットワーク｣｢条
件整備｣ ｢情報研究｣で研究
と実践が行われる

青年塾マレーシア、ア
ウトドア体験（上久堅､
大平 ） ､こだわり体験
（上久堅風土舎､下久堅
大原さわやか 三穂生活
改善グル－プ、浜松は
たちの講座）

分館事業補助金を全分館に交
付
人形劇カ－ニバルが20回で終
了し｢新たな人形劇の祭典」
としてスタ－ト

11

主事会プロジェクト ｢人形
劇フェスタ｣｢青年塾｣ ｢市民
ネットワーク｣｢条件整備｣ ｢
情報研究｣

新 た な 人 形 劇 の 祭典
「いいだ人形劇フェス
タ」が盛大に開催。地
区企画公演という新た
な試みも

旧市公民館へｉＭＡＣ配置
インターネットを活用した情
報交換開始

12

社会教育法改正(公運審
が任意設置制になるも
飯田市は継続設置）

主事会プロジェクト
｢人形劇フェスタ｣｢青年塾｣

｢市民ネットワーク｣｢地域課
題｣ ｢情報研究｣

学社連携・融合の推進
が課題

国のＩＴ政策
全国的に荒れた成人式が話題
に

13

新竜丘公民館竣工 主事会プロジェクト
｢人形劇フェスタ｣｢青年塾｣

「情報ネットワーク｣｢地域
課題｣

成人式地域開催 各公民館でＩＴ講習会開催
社会教育法の一部改正

14

主事会プロジェクト
｢人形劇フェスタ｣｢情報研

究｣ [市民ネットワーク｣｢条
件整備｣ ｢自然環境学習｣｢青
年塾ＯＢ｣
体制研究委員会で｢分館事業
補助金｣｢運営審議会のあり
方」について見直し検討は
じまる

第40回記念飯田市公民
館大会開催
天竜峡夏期大学講座開
講50周年

完全学校週５日制スタート。
飯田市公民館ＨＰがリニュー
アルされ、(財)高度映像情報
センターの公共ＨＰ運動で
goodsiteに選ばれる

15

公民館の設置及び 運営
に関する基準改正
勤労青少年ホーム公民
館の組織内へ

主事会プロジェクト
「分館活動「自治研究」

「条件整備」「情報研究」
研究プロジェクト
 ｢地域自治組織研究｣

人形劇フェスタ５周年
今田人形発祥300周年

１市３村による任意合併協
議会設立。併せて「地域自治
組織」導入に伴う研究が行わ
れる
飯田市歴史研究所開設
飯田市文化芸術振興基本方針
策定準備会スタート

16

公民館条例改正
（運審任期２年,使用料
改定）   -4月施行-
公民館主事の支所職員
兼務     -4月発令-

主事会プロジェクト
共通テーマ：「住民自治を
前提としたこれからの公民
館活動」
館長会
「飯田市公民館の基本原則

と今後の方向」についてま
とめ教育委員会へ提出

県公民館大会、下伊那
（阿智村）で開催。飯
田市も実行委員会へ参
画。
各 地 区 で 地 域 づ く
フォーラム等開催し、
自立への動き始まる

10/28牧野光朗市長就任。文
化経済自立都市を目指す
１市２村（上･南信濃村）に
よる法定合併協議会設立、併
せて「地域自治組織」導入に
伴う研究が庁内プロジェクト
で進められる
わがまちの“憲法”を考える
市民会議が発足
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飯田市の公民館略年表

年度  管理・令規  学習活動  行事的動向 一般的関係事項

17

上村・南信濃合併に伴
い、20地区公民館、106
分館体制に
体制研究委員会を中心
に、地域自治組織発足
に向けて集中的に検討
し、新たな公民館ビ
ジョンを方向付けする

主事会プロジェクト
「人形劇」
「社会教育ネットワーク」
「次世代支援」
「情報研究」

県公民館運営協議会主
催公民館ステップアッ
プ研修会を飯田市で開
催

10/1上村、南信濃村と合併
地育力向上連携システム整備
事業ＰＪ発足
「公民館は、地育力向上の主
要な拠点として、まちづくり
委員会の中で他の委員会の活
動と積極的に連携して活動し
ていく。」とする市の基本方
針が出る

18

地域自治組織の発足に
向けて、飯田市公民館
条例を一部改正（地区
公民館の運営審議会を
廃止するとともに、同
施行規則の一部を改正
し、専門委員会の名
称、委員の人数、役
職、任期などは公民館
長が定め、専門委員は
公民館長の委嘱に）

主事会プロジェクト
「人形劇」
「総合教育支援」
「青年活動」
「情報研究」「食育」
館長会
定例館長会において、年間
を通して、各地区の地域自
治組織の検討状況や事例の
研修、市長を始め関係機関
との意見交換の場を設けた

「飯田の子どもを考え
る市民のつどい」を、
市民の皆さんや専門知
識のある方々による実
行委員会を組織して開
催

「地育力向上連携システム推
進計画」を飯田市教育委員会
が策定
教育基本法の改正

19

地域自治組織発足によ
り、公民館がまちづく
り委員会の公民館専門
委員会として位置づけ
られる（飯田市教育委
員会の社会教育機関と
しての位置づけも継
続）

主事会プロジェクト
「人形劇」
「家庭教育」
「これからの公民館を考え
る」
「地域活性化」

原田泰治と子どものふ
れ あ い 絵 画 教 室 in飯
田、第５回郷土日本画
家遺作展を開催、遺作
集を発行

地域自治区、地域協議会、ま
ちづくり委員会からなる新し
い地域自治組織が発足

20

社会教育法の改正 主事会プロジェクト
 「人形劇」
 「家庭教育」
 「公民館の旨味」

人形劇のまち30周年記
念の世界人形劇フェス
テ ィ バ ル 、 最 後 のア
フィニス夏の音楽祭を
開催

21

主事会プロジェクト
 「人形劇」
 「社会教育関係団体」
 「公民館の役割」

アフィニス夏の音楽祭
に 代 わ り 、 新 た に
「オーケストラと友に
音楽祭」が開催する。

飯田市教育振興基本計画がス
タート

22

主事会プロジェクト
「人形劇」
「PLSD」
「公民館の役割」
東京大学との共同学習
東京大学大学院牧野研究室
と「これからの地域づくり
のあり方と公民館の役割」
に関する共同学習を実施す
る。また、各公民館の役員
を対象に公民館の役割や主
事に関する意識調査を実施

県公民館運営協議会主
催「長野県公民館館報
関係者研修会」が飯田
市で開催

館長会及び主事会での検証、
東京大学との共同学習などを
踏まえ、「持続可能な地域づ
くりに向けた公民館の役割」
についてまとめる
第1次飯田市教育振興基本計
画がスタート

23

主事会プロジェクト
「人形劇」
「地域資源活用」
「多様な主体との連携」

東京大学との共同学習
東京大学大学院牧野研究室
と「飯田市の公民館分館の
役割と位置付け」に関する
共同学習を実施する。川
路、龍江、鼎、上郷、橋南
地区の分館や団体の活動状
況を調査

完全復元伊能図全国巡
回フロア展in南信州 飯
田を、第25回の節目を
迎える「飯田やまびこ
マーチ』に併せた記念
行事として開催
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飯田市の公民館略年表

年度  管理・令規  学習活動  行事的動向 一般的関係事項

24

地方分権一括法の施行
により、公民館運営審
議会の委員の任命委嘱
基準を公民館条例に規
定した。

主事会プロジェクト
「人形劇」
「地域人教育」
「青年活動」

東京大学との共同学習
分館活動のさらなる掘り下
げのための調査と、昨年の
調査でまとめられた報告書
をもとに報告会（分館役員
研修会）を実施

公民館貸館マニュアル改訂
日本公民館学会飯田集会開催
未来を拓く自治と協働のまち
づくりを目指す飯田研究集会
開催

25

主事会プロジェクト
「人形劇」
「地域人教育」
「地域と学校を結ぶ」

東京大学との共同学習
東野、千代の２地区におい
て住民アンケートを実施

小中連携・一貫教育が
全中学校区で始まる
ア ジ ア 人 形 劇 フ ェス
ティバル開催

第51回飯田市公民館大
会記録的豪雪により中
止

文部科学省「公民館等を中心
とした社会教育活性化支援プ
ログラム」が始まる
フィリピンレガスピプロジェ
クト始まる（３年間）

26

新千代公民館竣工
新下久堅公民館竣工
丸山公民館耐震化工事
竣工
上久堅公民館耐震化工
事竣工

主事会プロジェクト
「人形劇」
「地域人教育」
「環境」

東京大学との共同学習
東野、千代の２地区におい
て実施した住民アンケート
結果報告会を実施

小中連携・一貫教育２
年目

文部科学省「公民館等を中心
とした社会教育活性化支援プ
ログラム」２年目の受託
解体新書塾～公民館・地域自
治のあり様を見なおす自治体
間共同研究～飯田研究会開催

27

地方教育行政の組織及
び運営に関する法律の
一部改正（教育委員会
制度の改革）

主事会プロジェクト
「人形劇」
「新成人」
「役割研究」
「地域×高校生共育」
館長会研修テーマ
「これからの公民館・社会
教育と館長の役割」大人の
学びと子どもの育ちをつな
げる

県公民館運営協議会主
催「長野県公民館主事
会研修・総会」を飯田
市で開催
戦後70年記念事業とし
て市公及び各地区で展
開

下伊那テーゼ50周年記念
フォーラムを阿智村で開催
解体新書塾～公民館・地域自
治のあり様を見なおす自治体
間共同研究～飯田研究会を飯
田市公民館大会に合わせて開
催

28

主事会プロジェクト
「人形劇」
「地域×高校生共育」
「高齢者」
館長会研修テーマ
「これからの公民館・社会
教育と館長の役割」大人の
学びと子どもの育ちをつな
げる

第64回長野県公民館大
会（飯田・下伊那）を
飯田市で開催
市内全小中学校に学校
運営協議会が設置され
「飯田コミュニティス
クール」となる

解体新書塾～公民館・地域自
治のあり様を見なおす自治体
間共同研究～飯田研究会を飯
田市公民館大会に合わせて開
催

29

社会教育法改正(地域学
校協働活動の推進を位
置づけ）

主事会プロジェクト
「人形劇」
「地域×高校生共育」
「井戸端から地域課題を考
える」
館長会研修テーマ
「これからの公民館・社会
教育と館長の役割」大人の
学びと子どもの育ちをつな
げる

地域学校協働活動の充
実に向けた取組が本格
的にはじまる

市制施行80周年記念事業が開
催される
「飯田未来デザイン2028」が
スタート
「第２次飯田市教育振興基本
計画」がスタート
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年度  管理・令規  学習活動  行事的動向 一般的関係事項

30

新上郷公民館竣工
主事会プロジェクト
「人形劇」
「地域×高校生共育」
「井戸端から地域課題を考
える」
館長会研修テーマ
「これからの公民館・社会
教育と館長の役割」大人の
学びと子どもの育ちをつな
げる

いいだ人形劇フェスタ
20周年（カーニバルか
ら通算40周年）
世界人形劇フェスティ
バル開催

民法の一部改正
2020.4.1より成人年齢が18歳
となる
AVIAMA総会が飯田市で開催さ
れる
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飯田市公民館大会の経過
№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師

37年 11月13日 飯田市公民館 公民館と学習活動 立正大学　藤田秀雄

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
38年 12月1日 飯田市役所 暮らしにくさをどうきりぬけるか 生活科学調査会　田辺信一

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
39年 8月7～8日 飯田東中学校 山と農村の問題 前都立大教授　戒能通孝

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
40年 11月28日 飯田市役所  アジア情勢と日本 信大助教授　山岡利七

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
41 12月11日 飯田市役所 公民館の現状と問題点 県社教主事　桜井彦郎

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
42 12月10日 市役所勤福ｾﾝﾀｰ 地域の変貌と公民館 信大助教授　玉井袈裟男

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
43 12月8日 市役所勤福ｾﾝﾀｰ 地域の文化活動 農文協　山田民雄

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
44 12月14日 市役所勤福ｾﾝﾀｰ 地域開発と私たちの生活 農文協　浪江虎

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
45 12月6日 市役所勤福ｾﾝﾀｰ 地域開発と私たちの生活 農協短大教授　美土路達雄

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
46 12月5日 市役所勤福ｾﾝﾀｰ 社会教育行政と公民館活動 飯田女子短大　高坂詢

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
47 12月3日 文化会館 これからの公民館活動 国立市公民館長　徳永功

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
48 12月2日 市役所勤福ｾﾝﾀｰ 学習文化活動をどう発展させるか 名大教授　小川利夫

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
49 12月8日 市役所勤福ｾﾝﾀｰ これからの公民館活動  信大助教授　玉井袈裟男

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師

50 12月7日 市役所勤福ｾﾝﾀｰ 公民館のあり方を考える
市議会代表　市老連代表
市連婦代表　市連青代表

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師

51 12月12日 飯田市公民館
 公民館の歴史30年を反省する社会
教育機関としての充実を図る

中大助教授　島田修一

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
52 7月24日 飯田市公民館 住民要望と公民館の役割 名大教授　小川利夫

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
53 12月10日 飯田市公民館 なし なし

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
54 7月29日 飯田市公民館 まちづくりと公民館 名大教授　室井力

17
主な内容：　基本構想に基づく基本計画をどう進めていくか。住民参加の意義。

15
主な内容：　公民館活動の見直し。住民の求める社会教育活動と公民館の関わり。

16 主な内容：
教育機関として充実させていくためのリーダー養成県公民館大会が開催されたため半日で修了。

14
主な内容：　主体者である住民と、援助者である教育機関（公民館）の関わりあい。教育機関としての行財政充実。

1
主な内容：　公民館活動の充実のために地域の人たちの知恵を結集しよう。

2
主な内容：　学習の相談相手になれる公民館にしよう。

主な内容：　この年は飯田で開催の第13回長野県公民館大会に集中。

13
主な内容：　社会教育機関としての公民館の体制の確立。

8
主な内容：　学習活動、社会教育行政の確立、環境の浄化。

3
主な内容：　生活に役立つ学習活動に答える公民館にしよう。

10
主な内容：　学習活動、社会教育行政の確立、環境の浄化、施設の充実公民館３階建論。

11
主な内容：　社会教育機関としての公民館職制の改善（体制の問題点）施設の充実。

4
主な内容：　地域課題の増加、活動の反省公民館の姿勢の確認のための事例交換。

12
主な内容：　社会教育機関としての公民館の体制の確立、地域と生活課題に根ざす学習活動の定着。

9
主な内容：　前年と同じ

5 主な内容：
　生活課題の学習、施設の確保、市民の自主学習のために公民館の機能を活性化しよう。

6
主な内容：　前年と同じ

7
主な内容：　前年と同じ
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№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師

55 7月27日 飯田市公民館 民衆と学問 明治大学教授　後藤総一郎

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師

56 7月26日 飯田市公民館
海外援助について考える
～ネパールで伝染病と闘った
　　　　　　　　　20年の体験から～

神戸大医学部国際協力センター
専任教授　　岩村昇

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師

57 7月25日 飯田市公民館
公民館発足当初の理念と
　　これからの公民館のあり方

 元文部省社会教育局長
　寺中作雄

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
58 7月24日 飯田市公民館 伊那谷の民俗芸能 東京国立文化財研究所芸能部長　三隅治雄

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師

59 7月29日 飯田市公民館

教育･文化の側面から地域の活性
化を図る公共施設の専門化類似化
に公民館が教育機関としてどう対処
していくか

静岡県掛川市長　榛村純一

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師

60 7月7日 飯田市公民館
教育活動の実践方策の研究討議個
性 的で魅力ある地域づくりのために

立教大学教授　室俊司

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師

61 9月7日 飯田市公民館
地域課題､生活課題を解決するため
に､自治能力の向上と共同体づくり
に努める.私にとっての公民館

立命館大教授　木津川計

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師

62 3月6日 飯田市公民館
 ｢私にとっての公民館｣｢地域にとっ
ての公民館｣とは何か地方からの国
際化を考える

国際化シンポジウム 五十嵐富英
竹田扇之助　 本間俊太郎

横田盛廣　　 松澤太郎

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師

63 3月5日 飯田市公民館
魅力ある地域づくりを考える家庭教
育地域交流事業の実践発表

地域文化とまちづくり　国土庁地方振興局地方都
市整備課長

一杉　喜朗

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師

元年 3月4日 飯田市公民館
魅力ある地域づくりのためのプロ
ジェクト事業について自然と人間を
結ぶ

農工商が結びつく町調査報告
 農文協　清水悟

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師

2 2月24日 飯田市公民館
学習交流の活性化 と
　　　人づくり、まちづくり

シンポジスト：
　玉井袈裟男、井上講四、

　今牧英世、奥村頼人
司会：長谷部三弘

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
3 3月1日 鼎公民館 生涯学習時代の公民館活動 愛知大学教授　小川利夫

28

主な内容：　地域づくりを考える集いを併催し、ムトス表彰も行う学習交流都市構想の発表集会として位置付け、構想に
ついてのシンポジウムと先進事例の発表会、地域の特色ある活動の展示発表を行う。

29 主な内容：　地域づくりを考える集いを併催し、ムトス表彰も行う公民館委員、学級講座参加者グループ活動など公民館
との関わり別の分科会を設ける。

26
主な内容： 地域づくりを考える集いを併催し、ムトス表彰も行う「魅力ある地域づくり」にむけて公民館は何ができるか、分
科会別に研究。別に家庭教育学級などの参加者の分科会も設営する。

27
主な内容：　公民館のプロジェクト事業としてはじめた魅力ある地域づくりのためのプロジェクト事業の発表。農文協の
「農工商が結びつく町」を題材に分科会。助言者に調査に入った農文協職員を迎える。

24
主な内容：　「地域を耕す、心を耕す」日本人ふるさと意識の再構築魅力ある地域とは。都市にとっての文化と人間にとっ
ての文化。生きる喜びを何に求めるか。

25
主な内容：　行政の主催する、地域づくりを考える集いを併催し、ムトス飯田賞の表彰も行う「私にとって」「地域にとって」
の公民館について、公民館委員、分館役員、講座受講生、地域代表、ムトス受賞者などの立場から実践発表を行う。

23

主な内容：　夜明け前の暮らしの文化。文化創造の学習の広場。地域の文化と自治体社会教育。

21
主な内容：　芸能文化の歴史的意義と伝承の重要性。地域づくりとしての芸能。

22

主な内容：　ニューメディア（理念）の地域づくり人づくり。

19
主な内容：　地域課題を解決していくためには諸団体バラバラでは解決できない。その連携の可能性についてと、行政
の役割。

20
主な内容：　前年と同じ

18 主な内容：
地域づくりをする上での公民館の独自性。地方の時代、文化の時代といわれる中での公民館活動のあり方。
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№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師

4 3月7日 鼎公民館 足元から今日的課題を考える 元松川町社教主事　松下　拡

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
5 2月27日 飯田市公民館  ２１世紀を豊かなものに 動物写真家　宮崎学

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師

6 2月26日 飯田市公民館 ２１世紀を豊かなものに
元日本モンキーセンター所長

　 河合雅雄

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
7 2月25日 飯田市公民館 ２１世紀を豊かなものに 地域計画プランナー　佐野章二

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
8 2月23日 飯田市公民館 ２１世紀を豊かなものに  写真家　ジョニ－・ハイマス

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師

9 2月22日 飯田市公民館 ２１世紀を豊かなものに
お茶の水女子大学教授

    藤原　正彦

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
10 2月21日 飯田市公民館 ２１世紀を豊かなものに 登山家　田部井　淳子

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
11 2月20日 飯田市公民館 ２１世紀を豊かなものに 哲学者　内山　節

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師

12 2月28日 飯田市公民館 ２１世紀にどう入っていくか
国立民族学博物館教授

　端　信行

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師

13 2月17日 飯田市公民館
明日への展望

 ～地域づくりの拠点公民館～

北海道大学教育学部
   鈴木敏正、姉崎洋一
　 宮崎隆志

39
主な内容：　社会教育学会のメンバーによる地域社会教育実践研究会の先生の飯田調査報告を兼ねたシンポジウムな
ど。分科会「これからの公民館を考える」「地区運動会を通して地域を考える」「分館活動のあり方を考える」「読者が創る
情報誌・ネットワークゆいを考える」「子どもを健やかに」「地域における多文化共生の道」

37
主な内容：　2000年という節目を迎え、地道な地域における活動、取り組みを通して、来るべく21世紀の地域活動、公民
館活動の方向性を探る。分科会「地域住民による企画・運営から学ぶ公民館」「人形劇の能性を求めて」「学社融合連
携」「五感を使って異文化交流」「風土に根ざした文化活動」

38 主な内容：　新世紀第１回の公民館大会としてこれからの公民館の在り方を研究 実践する場と開催。
分科会「ウォーキング事業を通した和の広がり」「地域の子ども達を考える」「多文化共生を考える」「地域に在る文化の魅
力を語り合う」「エコマネーって何？」

35 主な内容：　昨年までの実績を尊重しながらも新しい視点で実施した。交流会を１部、２部として、活動の実践発表を
行った。１部では、鼎名古熊演芸クラブ２部では、「食」に関する活動を取上げ、市公の「わいわいサロン」、伊賀良公民
館の「食塾」、丸山公民館の「食のふれ あい工房｣の発表。地区公民館報の掲示と感想の集約。

36
主な内容：　公民館活動の実践交流と地域課題についての学習、研究の場として位置付け。活動の実践発表は、千代
不動太鼓。分科会は、市民に運営を任せ「新たな人形劇の祭典への地域の関わり方を考える」「歩くからはじまる地域づ
くり」「異文化交流、外国人から見た飯田市」「冬の街なか 自然体験」「ネットワークゆい いどばた会議」「暗くを共に歩む
分館活動」の６つ。

32
主な内容：　今日的な課題を学習する場と位置付けて３年目。分科会は地域での実践活動の紹介を中心に構成した
「子育て」「国際化」「環境」の３つで構成した。

33
主な内容：　今日的な課題を学習する場と位置付けて４年目。分科会は「自 然環境と人間」「知縁でつくる豊かな地域」
という今日的課題の分科会を今井信五(しろうま自然の会)岡田芳子(高山 PANTS)座光寺良子(和楽)を講師に行なった
ほか「委員会活動」「分館活動」の実践に基づく分科会に竜丘、下久堅鼎、上郷から事例を発表した。

30 主な内容：　これからの公民館活動が、時代に即した活動になるために「環境」「国際化」「男女共生」「高齢化」「子ども」
の５つの今日的課題をテーマとした分科会を設ける。

31 主な内容：　公民館活動が常に時代の流れを見据えたものとなるよう「高齢化」「国際化」「環境」の３つの今日的課題を
テ ーマとした分科会を設ける。公民館活動の刊行を記念して公民館の歩みをスライド化して発表する。

34
主な内容：　置付けて５年目。分科会は「地域に生きるということ」「違いを楽しみ、地域を拓くというテ－マで地域での私
たちにとって大切なものは何か開かれた地域のあり方は、について考え、また「分館活動」「委員会活動」の実践に基づ
く分科会に竜丘、東野、下久堅山本から事例を発表した。

－166－



飯田市公民館大会の経過
№ 年　度 月　日 会　場

14 2月16日 飯田市公民館

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
15 2月15日 飯田市公民館 今、心を結ぶふるさとづくりを 全体会講師なし

№ 年　度 月　日 会　場

16 2月20日 飯田市公民館

№ 年　度 月　日 会　場

17 2月19日 飯田市公民館

№ 年　度 月　日 会　場

18 2月25日 飯田市公民館

№ 年　度 月　日 会　場

19 2月24日 飯田市公民館

№ 年　度 月　日 会　場

20 2月22日 飯田市公民館

テーマ及び講師

テーマ：「新たな公民館ビジョンの構築に向けて」
講　師：和歌山大学生涯学習教育研究センター助教授　堀内秀雄
　　　　　　「地域自治組織とこれからの公民館の役割」

テーマ及び講師

テーマ：「地域から求められる公民館活動のあり方」
       －まちづくり委員会における公民館の主体性と連携の立場から－

コーディネーター：長谷部三弘（ひさかた風土舎代表）、
パネリスト：小市昭夫（信濃毎日新聞社編集局報道部次長）
　　　　　　 下平隆司（前竜丘自治協議会長）
　　　　　　 菅沼輝美（橋南地区主任児童委員）

45

主な内容：　１年間の活動の成果を確認し、課題を明確にすることにより、今後、より地域の中で役立つ公民館として、公
民館が担うべき役割や方向性を明確にすることを目的としてパネルディスカッション及び分科会を実施した。分科会は、
「子どもは地域で育てよう」「公民館報と地域広報の役割」「学社連携の取り組みについて」「自然・歴史・文化などの地域
資源をどのように活用するか」「地域における分館活動の位置づけと実践」「高齢者の知恵や経験を地域に活かす～仲
間づくりから始まる地域貢献とそれを支える公民館のあり方～」の６分科会を開催。

46
主な内容:　今後、公民館が担うべき役割や方向性を明確にすることを目的として基調講演及び分科会を実施した。分
科会においては、実践事例をとりあげ、これからの公民館活動に活かしていけるように活発な意見交換を行った。分科
会は「地域コミュニティを見直してみよう」「公民館報・広報等による情報の発信と共有」「地域と子どもがどう関わるか」「地
域資源を地域づくりにどう活かすか」「住民にとって最も身近な分館や地区単位の活動をどう推進するか」の５分科会を
開催。

テーマ及び講師

テーマ：「地域から求められる公民館活動」
講　師：基調講演　「これからの公民館のあるべき姿」
飯田女子短期大学講師・元松川町社会教育主事  松下　拡
※基調講演は、従来公民館が果たしてきた役割や大切にしてきた理念を再確認するこ
とにより、今後の公民館活動のあり方を考える礎とした。

43
主な内容:　地域自治組織の導入等を控え時代の変化に対応した「新たな公民館ビジョン」づくりを進めており、これから
の新たな役割を共に考える機会として実施。高坂詢氏をコーディネーターに迎え、新井優氏、増田綾子氏、柳澤竜太郎
氏、山田安世氏によるﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝを実施。

44
主な内容:　地域自治組織のスタートに伴い、新しい自治の時代に公民館は何ができるのか、考えあう機会として、全体
会を始め、基調提案、基調講演、各地区での実践を発表する分科会を開催した。分科会「考えよう地域の子育て」「多文
化共生と公民館」「地域の芸術文化活動を考える」「地域に活かす郷土学習」「魅力あるスポーツ事業と健康づくりのこれ
から」「身近な取り組みから、みんなで考える環境」「館報から始まる情報発信」

テーマ：「新しい地域づくりの時代に向けて」
　　　　　　 ～地域自治組織における公民館活動～
講　師：東京学芸大学名誉教授・日本公民館学会前会長　小林文人
　　　　　「新しい自治の時代に」 －公民館創造の原点から学ぶもの－

テーマ及び講師

41

主な内容:　これまでの公民館活動を振り返り、原点に立ち返って地域の未来やこれからの公民館活動を考える機会と
する。全体会の記念講演は行わず、分科会のみとした。分科会「文化･体育事業を通して、これからの公民館活動を考
える」「公民館報研修会」「住民自治を育てる公民館」「地域の自治活動と公民館」「足元を見つめ、地域の財産を知る」
「里山の活用から地域ぐるみの環境学習へ」「子どもが伸びる地域の力」「ゲームや交流体験を通して異なる文化に生き
る人たちとの共生について考える」

42
主な内容:  地域自治組織と公民館との関係が問われている状況をふまえこれからの時代に対応した新しい公民館のあ
り方を議論する大会とした。市長講演、基調講演からつながる分科会を構成。分科会「住民自治力を培う公民館」「これ
からの子育て」「安全安心のまちづくり」「これからの文化事業を考える」「公民館報の意義と役割」「地域スポーツと公民
館」

テーマ：「新しい公民館の創造」
　講　師：市長講演　牧野　光朗　　　「地育力の向上と公民館」
基調講演： 東京大学大学院教育学研究科教授　佐藤　一子
　　　　　　　　　　「これからの公民館の果た役割」

テーマ及び講師

40

主な内容：　「飯田市公民館の歩み」を映像で振り返る。地域づくり実践者を招いた実践発表、地元の実践者による事例
発表を通して、地域づくりに果たす公民館活動の姿を探る。 分科会「環境と共生した豊かな地域づくりを考える」「子育
てと地域ネットワーク」「広報活動と地域づくりを考える」「魅力ある分館活  動をすすめる秘訣を考える」

テーマ及び講師

テーマ：「公民館活動と地域づくり」
講　師：NPO法人自然環境アカデミー理事　伊東　静一
　　　　 貝塚子育てネットワーク　梅原　直子
　　　　 舞鶴市まちづくり新聞編集長　新治　徹
　　　　 元松本市なんなん広場館長 　手塚　英男
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№ 年　度 月　日 会　場

21 2月22日 飯田市公民館

№ 年　度 月　日 会　場

22 2月20日 飯田市公民館

№ 年　度 月　日 会　場

23 2月19日 飯田市公民館

№ 年　度 月　日 会　場

24 2月17日 飯田市公民館

№ 年　度 月　日 会　場

25 2月16日 飯田市公民館

48
主な内容：　飯田市の公民館の１年間の活動成果を確認するとともに、東京大学との調査・学習の結果から見えてきた
課題などを共有することで、今後の公民館活動をより有意義なものにすることを目的に開催する。基調講演は、東京大
学大学院の牧野教授を講師に迎え、飯田市公民館との共同学習から見えてきたこれからの公民館の役割について、全
国的な事例を交えながら提言いただく。分科会は「公民館とはどんなところ？」「歩くことを通じた地域の魅力再発見」「運
動会が地域に果たす役割」「さまざまな情報媒体を生かした広報活動」「もっとも身近な分館活動」の５つのテーマで開
催。

テーマ及び講師

テーマ：「心豊かで暮らしやすい地域づくりを目指して」
　基調講演　「明日から何をするか」
　講師：松本大学総合経営学部観光
　　　　　　　　　　　　　　ホスピタリティー学科教授　白戸　洋
※住民主体の地域自治が期待されるなか、公民館の活動が地域を担う人づくりにどの
ように貢献しているのか確認し、今後の公民館活動のあり方を考える。

テーマ及び講師

テーマ：「心豊かで暮らしやすい地域づくりを目指して」
　基調講演　「分権と自治の時代の公民館の役割」
　講師：東京大学大学院教育学研究科教授　牧野 篤

テーマ及び講師

47

主な内容：　公民館を取り巻く課題を明確にし、公民館が担うべき役割や方向性を確認することを目的に開催する。基調
講演は、松本大学の白戸洋先生にご講演いただく。分科会では、各地区の実践事例をとりあげ、今後の公民館活動に
活かすべく情報や意見交換を行った。なお分科会は、「活き活きとした地域における文化祭づくりに向けて」「心身の健
康とスポーツで地域づくり・人づくり」「親しんで読んでもらえる、魅力ある広報・館報づくり」「連携して取り組む、子どもの
健全育成」「地域を元気にする活動を考える」の５つのテーマで開催。

テーマ及び講師

49

テーマ：「心豊かで暮らしやすい地域づくりを目指して」
　基調講演　　「感動と感謝が紡ぐ地域・集落の絆」
　講師：豊重哲郎氏　（鹿児島県鹿屋市柳谷自治公民館長）
　パネルディスカッション　「学びと交流から活力ある地域にするには」
　パネラー　　豊重哲郎氏（基調講演講師）
　　　　　　　 　牧野　篤氏（東京大学大学院教授）
　　　　　　　 　長谷部三弘氏（ひさかた風土舎代表）
　コーディネーター　　荻野亮吾氏（東京大学大学院特任助教）

主な内容：　生活に一番身近なコミュニティとして「分館活動や分館が無い地区の分館的な活動」の重要性を再確認す
ることで、公民館の学びと交流から地域の絆を育み、心豊かで暮らしやすい地域づくりの実践に結びつけることを目的に
開催する。基調講演には、全国的に注目される鹿児島県鹿屋市の通称「やねだん」、柳谷自治公民館の館長（町内会
長）である豊重哲郎氏をお招きして、自立した地域づくりの実践と人材育成の哲学に学んだ。パネルディスカッションは、
基調講演への会場からの質問票と事前に設定する意見交換テーマで組み立てた。

51

テーマ：「持続可能な地域をめざし、これからの公民館と地域づくりを考える」
　基調講演　『「地元学」による持続可能な地域づくり
　　　　　　　　　　　～ないものねだりからあるもの探しへ～』
　講師：吉本哲郎氏（地元学ネットワーク主宰）

主な内容：　第５０回の昨年度に引き続き、ムトス飯田学習会を併催。リニア中央新幹線ルート・駅位置確定や三遠南信
自動車全線開通に向け地域が大きく変貌しようとするなか、持続可能な地域を創るために公民館が果たす役割やこれ
からの地域づくりに重要となる視点を共有することを目的に計画した。基調講演は水俣市在住で地元学ネットワーク主
宰の吉本哲郎氏を招聘し、分科会は「将来を見据えた地域づくり」「人形劇フェスタを通した地域づくり」「地域で育てた
い子どもの姿」「環境を学び、生かす」「次代を担う若者の地域参加」「ムトスの心で、地域に活動の輪を広げよう！」の６
つのテーマを計画した。

テーマ及び講師

50

テーマ：「今、公民館を問い直す　～住民自治を育む公民館の新たな挑戦～」
　実践発表会
　①「東日本大震災復興から学んだもの」
　　　石井山竜平氏（東北大学大学院教育学研究科　准教授)
　②「これからの地域と学校の連携」
　　　長谷部豊子氏（東京都国分寺市立本多公民館運営審議会　元委員長)
　　　中森美都子氏（　　　　　同　　 　　　本多公民館　元館長)
　③魅力ある分館活動の秘訣
　　　三村伊津子氏（松本市町内公民館長会　元会長)
　④公民館学習から始まる住民主体の地域づくり
　　　井原岩江氏（阿智村伍和公民館　館長）

主な内容：　第５０回目の節目の大会で、初めてムトス飯田交流会と併催で開催した。全体会では、これまでの公民館の
歩みを振り返るDVDの上映と、各地の実践者による実践発表を行った。その後行われた分科会では、実践発表の講師
が助言者等として関わり、実践発表の内容を深める組み立てのものも設定した。分科会は「震災復興を通じたまちづくり
と公民館」「地域と学校をつなげる公民館の役割」「魅力ある分館活動」「地域づくりの意識を育む公民館」「公民館活動
に込められた願い」「ムトスで広がる市民活動」の６つのテーマで開催した。
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飯田市公民館大会の経過
№ 年　度 月　日 会　場

26 2月17日
飯田市公民館

りんご庁舎（分科会）

№ 年　度 月　日 会　場

27 2月21日 飯田市公民館

№ 年　度 月　日 会　場

28 2月19日 飯田市公民館

№ 年　度 月　日 会　場

29 2月18日 飯田市公民館

№ 年　度 月　日 会　場

30 2月17日 飯田市公民館

テーマ及び講師

55

テーマ：「地域づくりを担う人づくりの拠点としての公民館活動のあり方を考える」
　　　　　　　　　　　　～人形劇による地域づくりと人づくり～
　全体会 内容・講師　　実践発表　三穂伊豆木人形クラブ
　              　　　　　　　 実践報告　長谷部三弘氏（元飯田市公民館副館長）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡邉義昭氏（上郷公民館館長）
　　                   　　　   基調講演　佐藤一子氏（東京大学名誉教授）

主な内容：　来年度人形劇カーニバルから通算40周年の節目を迎えるにあたり、飯田市の公民館のしくみと私たちの主
体的な活動が支えてきた人形劇によるまちづくりについて、地域づくり・人づくりの視点から振返り、これまでの成果とこ
れからの可能性について考えるとともに、そのことを通して心豊かな暮らしの実現をめざした地域づくりに重要となる視点
を共有した。分科会は、「もっと楽しもう人形劇フェスタ」「地域の子ども達について語ろう」「ふるさと学習」「公民館を見つ
め直す」「地域課題に迫る館報・広報」「ムトスの心で地域に活動の輪を広げよう！」の６テーマで開催した。

テーマ及び講師

54

テーマ：「持続可能な地域をめざし、これからの公民館と地域づくりを考える」
　基調講演　『地元を創り直す　～田園回帰の時代～』
　講師：藤山浩氏(島根県中山間地域研究センター研究統括監）

主な内容：　１年間の活動の成果を確認し、自分たちの暮らしや生き方を見つめる機会として、また現代社会を取り巻く
課題の整理とこれからの公民館のあり方を考える機会として開催。今年度は、人口減少、リニア時代を迎え、大きな社会
変貌が予想される中においても、心豊かな暮らしを実現できる持続可能な地域をめざすために、今公民館が果たす役
割やこれからの地域づくりに重要となる視点を共有した。分科会は、「未来へのバトンパス」「育もう！いきいきとした子ど
も」「次世代に想いをつなぐ地域文化」「高齢期を支え合いと生きがいを持って」「私と地域にとっての公民館」「ムトスの心
で地域に活動の輪を広げよう！」の６テーマで開催した。

テーマ：「持続可能な地域をめざし、これからの公民館と地域づくりを考える」
　基調講演　『「地域みがき」のすすめ
　　　　　　　　　　　～これからの地域づくりを考える～』
　講師：小田切徳美氏（明治大学農学部　教授）

主な内容：　１年間の活動の成果を確認し、公民館を取り巻く課題の整理とこれからの公民館のあり方を考える機会とし
て開催。今年度は、リニア中央新幹線・三遠南信自動車道の全線開通を見据えた地域の将来像を考える上で、持続可
能な地域をめざすために公民館が果たす役割やこれからの地域づくりに重要となる視点を共有した。分科会は、「若い
みなさん！私たちと一緒にやろうよ！」「想いをつなぐ地域文化」「支え合う、心豊かな暮らしのススメ」「誰もがお互いを大
切にし合う地域に！」「身近な自然に目を向けよう」「ムトスの心で地域に活動の輪を広げよう！」の６テーマで開催した。

テーマ及び講師

56

テーマ：「“関わり　つながり　学び合う”　心豊かな暮らし・地域をめざして」
　　　　　　　　　　　　～これからの社会に求められる公民館とは～
　
　基調講演　『“関わり　つながり　学び合う”　心豊かな暮らし・地域をめざして
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～地域づくりというけれど～』
　講師：白戸洋氏(松本大学総合経営学部　観光ホスピタリティ学科教授）

主な内容：　１年間の活動の成果を確認するともに、私たちのくらしや生き方を見つめ直し、互いの考えを深め合う場とし
て、また地域を取り巻く課題を共有し、公民館が担う役割や今後の活動の方向性について考える機会として開催。今年
度は、この地域においてより良い暮らしや豊かな人生を実現するために求められるものは何かを考え、地域での日々の
活動を改めて捉え直すための視点を共有した。分科会は、「人形劇フェスタの可能性」「成人式のあり方について考えて
みよう」「スポーツが地域にもたらす力」「あなたにとって分館とは。」「いってみよう・やってみよう　そこからつながる」「ムト
スの心で地域に活動の輪を広げよう！」の６テーマで開催した。

テーマ及び講師

52

テーマ：「持続可能な地域をめざし、これからの公民館と地域づくりを考える」
　基調講演　『「地元学」による持続可能な地域づくり
　　　　　　　　　　　～ないものねだりからあるもの探しへ～』
　講師：吉本哲郎氏（地元学ネットワーク主宰）

主な内容：　飯田市の公民館の１年間の活動成果を確認するとともに、公民館を取り巻く課題を整理しこれからの公民館
のあり方を考える機会として開催。リニア中央新幹線ルート・駅位置決定や三遠南信自動車道全線開通に向け地域が
大きく変貌しようとするなか、持続可能な地域を確立する上で公民館が果たす役割や、これからの地域づくりに重要とな
る視点を共有した。基調講演は地元学を提唱した吉本哲郎氏を招聘し、分科会は「“人”が支える地域づくり」「次世代に
つなげる地域文化」「子どもを育む地域の力」「環境を学び、守り、生かす」「明日の地域に若者の視点を！」「ムトス飯田
３０周年記念パネルディスカッション」の６つのテーマで開催した。

テーマ及び講師

53
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